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平成28～26年度入学生用『文学部（第 1部）科目履修の手引き』
以降の変更・追加説明

　本冊子（『平成29年度文学部開講科目要綱〈シラバス〉』）は、平成29（2017）年度に提供される
授業科目の一覧とその科目要領〈シラバス〉を示すものであって、各学年のカリキュラムは掲載し
ていない。それぞれの学生が卒業までにどの科目の単位を修得すべきかについては、平成28（2016）
年、平成27（2015）年および平成26（2014）年の 4月に入学した学生にあっては、それぞれ入学し
た年度に配布した『文学部（第 1部）科目履修の手引き』を参照すること。
　以下では、平成27（2015）入学生用の『文学部（第 1部）科目履修の手引き』（以下『手引き』という）
の配布以降に生じた変更や追加説明のうち主なものを挙げた。なお、平成25（2013）年度以前の入
学生については、学生サポートセンター文学部教務担当に確認すること。

■平成27年度入学生用『文学部（第 1部）科目履修の手引き』以降の変更・追加説明

・【新設科目】平成28年度より、日本史コース専門科目として「大阪の地域・文化演習」、学部共通
科目として「外国大学科目Ⅰ～Ⅳ」が新設された。
・【卒業論文演習Ⅰの扱い】卒業論文を提出しなかった場合、従来抹消されていた「卒業論文演習Ⅰ」
の修得単位は抹消されないことになった。そのため、 4年次前期に「卒業論文演習Ⅰ」を修得し
後期から海外留学等で 1年間休学した場合も、翌年の後期に「卒業論文演習Ⅱ」を履修し卒業論
文を作成し提出すれば 5年で卒業することが可能になった。
※ただし、「卒業論文」の履修登録は、卒業論文を提出する年度の前期に行わなければならない。その際、Web

履修登録システムが利用できない環境にいることが予測できる場合は、履修登録ができない可能性があるため、

必ず事前に学生サポートセンター文学部教務担当へ申し出ること。

・【海外語学講習会の単位認定（新修外国語）】サンクト・ペテルブルク国立大学ロシア語夏期講習
会の修了者に、ロシア語特修科目の 2単位を認定することが可能になった。
・【海外の教育機関で修得した単位の認定】本学や本学部が学術交流・学生交流協定を結んだ海外
の教育研究機関などで修得した単位は、新設された「外国大学科目Ⅰ～Ⅳ」など自由選択科目を
中心に、本学の科目として認定することがある。担当教員に確認すること。
・【追試験に関する規定の改正】定期試験の追試験に関する規定が以下のように改められた。
　定期試験の際、①「学校において予防すべき感染症」に罹患し出席停止措置の対象になった学
生には、出席停止期間に実施されたすべての科目の試験について、追試験を実施する。この場合、
「「学校において予防すべき感染症」罹患証明書」と「出席停止措置による欠席科目報告書」を提
出すること。
　また、②卒業単位として認められる外国語科目については、上記以外の病気その他やむをえな
い事情により欠席し、受験できなかった学生に対しても、追試験を行うことがある。この場合、
当該科目の試験終了後 1週間以内に「追試験願」（所定の様式に記入し、病気のときは医師の診断書、そ
の他の事故のときは適当な証明書を添付する）を、学生サポートセンター文学部教務担当に提出しなけ
ればならない。裁判員として裁判に参加したために欠席した場合は、別途定める条件に従うこと。
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　追試験の該当者、実施期日等は、定期試験終了後に掲示等で周知する。
・【成績異議申立制度の新設】以下のような「成績異議申立制度」が新設された。
　学生は、当該期の成績評価について、次に該当する場合に限り当該学部等へ異議を申し立てる
ことができる。
（ 1）成績の誤記入等、明らかに担当教員の誤りであると思われるもの
（ 2）シラバスや授業時間内での指示等により周知している成績評価の方法から、明らかに逸脱
した評価であると思われるもの
　下記の手続きをよく読み、学生サポートセンター文学部担当へ申し出ること。異議申立書の
様式は、異議申立期間にポータルサイトに掲載する。
　なお、これは単に成績評価に納得が行かない者が、問い合わせ、また異議申立を行う制度で
はないので、注意すること。

 異議申立の手続き 

（ 1）異議を申し立てようとする学生は、成績評価についての異議申立書を学部等に提出しなけ
ればならない。また、担当教員への直接の異議申立は認めない。

（ 2）異議申立期限は、成績開示日から原則として 3日以内（日曜日、土曜日及び国民の祝日に
関する法律に規定する休日を含めない。次項において同じ。）とする。

（ 3）担当教員は異議申立書受理日から原則として 7日以内に、回答書により学部等へ回答する。
学部等は、異議申立書受理日から原則として 7日以内に、成績評価についての異議申立にかか
る回答書により学生への回答を行うものとする。

（ 4）異議申立への回答に対しての再異議申立は認めない。

■平成26年度入学生用『文学部（第 1部）科目履修の手引き』以降の変更・追加説明

・【新設科目】平成27年度より、日本史コース専門科目として「大阪の歴史演習」、学部共通科目と
して「日本文化発信のための英語」が新設された。
・【副専攻制度】平成27年度より、学部・学科で修得した専門分野の知識を、さらに広く活用する
能力を養うため、「副専攻」制度を設けた。平成27年度は「グローバルコミュニケーション（GC）
副専攻」「地域再生（CR）副専攻」の 2つの副専攻が開設される。これら副専攻の具体的な内容
については、別冊の副専攻ガイド冊子を参照すること。また、副専攻に関心をもち、積極的に受
講したいと考える方のために、各副専攻にてガイダンスが開かれる。ガイダンス開催時期につい
ても、別冊の副専攻ガイド冊子を確認すること。
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「文学部専門教育科目表」

および

「文学部開講科目要綱〈シラバス〉」

　「文学部専門教育科目表」および「文学部開講科目要綱〈シラバス〉」は、哲学歴史学科、人間行
動学科、言語文化学科の必修科目および選択必修科目・自由選択科目、文学部共通専門科目、教職
に関する科目、博物館に関する科目の順に掲載する。なお、以下の点に注意すること。

1 ．「文学部専門教育科目表」について
1 ）「教員名」欄の［　］は特任教員、（　）は非常勤講師であることを示す。
2）「標準履修年次」欄の数字は、履修することが望ましい年次を示す。当該年次に達しない学
年の学生は、他学部も含めて、その科目を履修することができない。
3）「単位数」欄の数字は、前期もしくは後期の授業を履修し、試験等に合格した場合に認定さ
れる単位数である。ただし、卒業論文欄の数字は、卒業論文の提出およびその内容に関する面
接試問の結果によって与えられる単位数、卒業論文演習欄の数字は、卒業論文の単位が認定さ
れたことによって与えられる単位数である。
4）「他学部履修」欄に「可」とある科目は、他学部学生の履修受験を認める科目である。その場合、
標準履修年次に十分留意すること。
5）「備考」欄をよく参照すること。

2 ．「文学部開講科目要綱〈シラバス〉」について
1 ）科目ごとのシラバスの「開講期」欄には開講期、曜日、時限を記載しているが、シ
ラバスと『時間割表』が違う場合は、『時間割表』が優先する。また、時間割は変更す
ることがあるので、必ず、学生サポートセンター 1 階文学部掲示板に掲示する「時間
割表」で確認すること。
2）原則として「文学部専門教育科目表」の順およびコースの順にその要綱を掲載する。

3 ．科目ナンバリングについて
　平成28（2016）年度より、大阪市立大学で開講されているすべての科目に 9桁のアルファベッ
トおよび数字によるナンバーづけ（ナンバリング）が行われている。文学部専門教育科目に関す
るナンバリングの基本的な考え方は以下の通り。なお、教職科目については別の設定になるので
注意すること。
1） 最初のアルファベット 2桁は、科目の提供主体である文学部・文学研究科と学科・専攻を意
味するLA（哲学歴史学科）・LB（人間行動学科）・LC（言語文化学科）とし、学部共通専門
教育科目はLXとする。教職に関する科目で全学共通の科目はKK、文学部提供の科目はKL
とする。博物館に関する科目はMUとする。
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2 ） 3 ～ 5 桁目のアルファベットはコースおよび専修を表す。
・哲学歴史学科：哲学＝PHL、日本史＝JPH、世界史＝WHE（東洋史学）WHW（西洋史学）
・人間行動学科：社会学＝SOC、心理学＝PSY、教育学＝EDU、地理学＝GEO
・言語文化学科：国語国文学＝JPN、中国語中国文学＝CHN、英米言語文化＝ENG、ドイ
ツ語圏言語文化領域＝DFD、フランス語圏言語文化領域＝DFF、言語応用＝LNG、表現
文化＝ART、アジア都市文化学＝ASA
　学科内で共通の基礎科目や学部共通専門教育科目はGENとする。
・教職に関する科目、博物館に関する科目は内容に応じた記号をつける。
3） 6桁目は、学修マップ上の位置づけを、以下の 4段階で表示する。
学科基礎科目＝ 1
1 年次から履修可能な専門科目＝ 2
コースの選択必修科目など 2 ･ 3 年次から履修の科目＝ 3
4 年次に履修可能な専門科目＝ 4
4 ） 7 桁目は、標準履修年次の最小学年を表す。
5） 8～ 9桁目は科目特定番号であり、科目表の配列順になっている。
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専門教育科目、共通専門教育科目、教職・博物館に関する科目　
　　※「―」の表示がある科目は履修できないので注意すること。

掲載
番号 科目名 科目

ナンバー 教員名 標準
履修年次 単位数 他学部

履修 備考

卒業論文 LXGEN4401 担当教員 4年 10 単位
卒業論文演習Ⅰ（旧卒業論文演習） LXGEN4402 担当教員 4年 2単位
卒業論文演習Ⅱ（旧卒業論文演習） LXGEN4403 担当教員 4年 2単位

1 人間文化基礎論Ⅰ a LAGEN1101 佐金 1年 2単位
2 人間文化基礎論Ⅰ b LAGEN1101 草生 1年 2単位
3 人間文化基礎論Ⅱ a LAGEN1102 土屋 1年 2単位
4 人間文化基礎論Ⅱ b LAGEN1102 磐下 1年 2単位
5 人間文化概論Ⅰ LAGEN1103 仲原 1・2年 2単位
6 人間文化概論Ⅱ LAGEN1104 平田 1・2年 2単位
7 人間行動学概論Ⅰ LBGEN1101 川邉・添田 1年 2単位
8 人間行動学概論Ⅱ LBGEN1102 川野・大場 1年 2単位
9 人間行動学データ解析法Ⅰ a LBGEN2201 笹島 2年 2単位 a：社会・心理
10 人間行動学データ解析法Ⅰ b LBGEN2201 （崎濱） 2年 2単位 b：教育・地理
11 人間行動学データ解析法Ⅱ a LBGEN2202 佐伯 2年 2単位
12 人間行動学データ解析法Ⅱ b LBGEN2202 木村 2年 2単位
13 言語文化基礎論Ⅰ LCGEN1101 髙井 1・2年 2単位
14 言語文化基礎論Ⅱ LCGEN1102 関 1・2 年 2 単位
15 言語文化概論Ⅰ LCGEN1103 白田・田中（一）・海老根・長谷川 1・2 年 2 単位
16 言語文化概論Ⅱ LCGEN1104 奥野・岩本・リチャーズ・長谷川 1・2 年 2 単位

■哲学歴史学科
17 哲学概論Ⅰ LAPHL3201 佐金 2・3年 2単位 可
18 哲学概論Ⅱ LAPHL3202 佐金 2・3年 2単位 可
19 哲学史通論Ⅰ（旧 哲学史通論Ⅲ） LAPHL2101 （早瀬） 1・2年 2単位 可
20 哲学史通論Ⅱ（旧 哲学史通論Ⅳ） LAPHL2102 高梨 1・2年 2単位 可
21 哲学演習・講読Ⅰ LAPHL3203 佐金 2～ 4年 2単位
22 哲学演習・講読Ⅱ LAPHL3204 佐金 2～ 4年 2単位
23 哲学史演習・講読Ⅰ LAPHL3205 高梨 2～ 4年 2単位
24 哲学史演習・講読Ⅱ LAPHL3206 高梨 2～ 4年 2単位
25 倫理学概論Ⅰ LAPHL3207 土屋 2・3年 2単位 可
26 倫理学概論Ⅱ LAPHL3208 土屋 2・3年 2単位 可
27 倫理学演習・講読Ⅰ LAPHL3209 土屋 2～ 4年 2単位
28 倫理学演習・講読Ⅱ LAPHL3210 土屋 2～ 4年 2単位
29 宗教学概論Ⅰ LAPHL3211 仲原 2・3年 2単位 可
30 宗教学概論Ⅱ LAPHL3212 仲原 2・3年 2単位 可
31 宗教学演習・講読Ⅰ LAPHL3213 仲原 2～ 4年 2単位
32 宗教学演習・講読Ⅱ LAPHL3214 仲原 2～ 4年 2単位
33 美学概論Ⅰ LAPHL3217 高梨 2・3年 2単位 可
34 美学概論Ⅱ LAPHL3218 高梨 2・3年 2単位 可
― 哲学特講Ⅰ（旧 哲学史通論Ⅰ） LAPHL3219 （休） 2～ 4年 2単位
35 哲学特講Ⅱ（旧 哲学史通論Ⅱ） LAPHL3220 （脇坂） 2～ 4年 2単位 Mと共通
36 哲学特講Ⅲ（旧 論理学概論Ⅰ） LAPHL3221 佐金 2～ 4年 2単位
37 哲学特講Ⅳ（旧 論理学概論Ⅱ） LAPHL3222 土屋 2～ 4年 2単位 Mと共通
38 史学概論 LAGEN3201 塚田 2・3年 2単位
39 日本史基礎講読Ⅰ LAJPH2101 佐賀 1・2年 2単位
40 日本史基礎講読Ⅱ LAJPH3201 塚田 2・3年 2単位
41 日本史通論Ⅰ LAJPH3202 （竹本） 2・3年 2単位 可
42 日本史通論Ⅱ LAJPH3203 佐賀 2・3年 2単位 可
43 考古学通論 LAJPH3204 岸本 2・3年 2単位 可
44 日本史講読Ⅰ LAJPH3205 磐下 2～ 4年 2単位
45 日本史講読Ⅱ LAJPH3206 仁木 2～ 4年 2単位

－ 5 －



掲載
番号 科目名 科目

ナンバー 教員名 標準
履修年次 単位数 他学部

履修 備考

46 日本史講読Ⅲ LAJPH3207 塚田 2～ 4年 2単位
47 日本史講読Ⅳ LAJPH3208 佐賀 2～ 4年 2単位
48 日本史演習Ⅰ LAJPH3301 磐下 3・4年 2単位
49 日本史演習Ⅱ LAJPH3302 仁木 3・4年 2単位
50 日本史演習Ⅲ LAJPH3303 塚田 3・4年 2単位
51 日本史演習Ⅳ LAJPH3304 佐賀 3・4年 2単位
52 考古学演習 LAJPH3305 岸本 3・4年 2単位
53 日本史特講Ⅰ LAJPH3306 （網） 3・4年 2単位 Mと共通
54 日本史特講Ⅱ LAJPH3307 （小野沢） 3・4年 2単位 Mと共通
55 日本史特講Ⅲ LAJPH3308 塚田・仁木・岸本・佐賀・磐下 3・4 年 2 単位
56 日本史特講Ⅳ LAJPH3309 磐下 3・4年 2単位
57 考古学実習 LAJPH3209 岸本 2～ 4年 2単位
58 大阪の歴史演習 LAJPH3210 塚田・仁木・岸本・佐賀・磐下 2 ～ 4 年 2 単位
59 世界史基礎講読 LAGEN2101 野村ほか 1・2年 2単位
60 東洋史基礎講読 LAWHE3201 平田 2・3年 2単位
61 東洋史通論 LAWHE3202 （辻（高）） 2・3年 2単位 可
62 世界史通論 LAGEN3202 野村 2・3年 2単位 可
63 東洋史講読Ⅰ LAWHE3203 平田 2～ 4年 2単位
64 東洋史講読Ⅱ LAWHE3204 上野 2～ 4年 2単位
65 東洋史講読Ⅲ LAWHE3205 （塩） 2～ 4年 2単位
66 世界史講読 LAGEN3203 （谷口） 2～ 4年 2単位
67 東洋史演習Ⅰ LAWHE3301 （塩） 3・4年 2単位
68 東洋史演習Ⅱ LAWHE3302 平田 3・4年 2単位
69 東洋史演習Ⅲ LAWHE3303 上野 3・4年 2単位
70 世界史演習 LAGEN3301 （山根） 3・4年 2単位 Mと共通
71 東洋史特講Ⅰ LAWHE3304 （永田） 3・4年 2単位 Mと共通
72 東洋史特講Ⅱ LAWHE3305 （長縄） 3・4年 2単位 Mと共通
73 世界史特講 LAGEN3302 野村 3・4年 2単位 Mと共通
74 西洋史基礎講読 LAWHW3201 草生 2・3年 2単位
75 西洋史通論 LAWHW3202 大黒 2・3年 2単位 可
76 西洋史講読Ⅰ LAWHW3203 北村 2・3年 2単位
77 西洋史講読Ⅱ LAWHW3301 北村 3・4年 2単位
78 西洋史講読Ⅲ LAWHW3204 大黒 2・3年 2単位
79 西洋史講読Ⅳ LAWHW3302 大黒 3・4年 2単位
80 西洋史演習Ⅰ LAWHW3303 草生 3・4年 2単位
81 西洋史演習Ⅱ LAWHW3304 大黒 3・4年 2単位
82 西洋史演習Ⅲ LAWHW3305 北村 3・4年 2単位
83 西洋史特講Ⅰ LAWHW3306 （大清水） 3・4年 2単位 Mと共通
84 西洋史特講Ⅱ LAWHW3307 （上垣） 3・4年 2単位 Mと共通

■人間行動学科
85 社会学概論Ⅰ LBSOC3201 進藤 2年 2単位 可
86 社会学概論Ⅱ LBSOC3202 石田 2年 2単位 可
― 社会学史Ⅰ LBSOC3203 （休） 2年 2単位 可
87 社会学史Ⅱ LBSOC3204 進藤 2年 2単位 可
88 社会学研究法Ⅰ LBSOC3205 笹島 2年 2単位 可 社会調査士必修
89 社会学研究法Ⅱ LBSOC3206 伊地知 2年 2単位 可 社会調査士必修
90 社会学実習Ⅰ a LBSOC3301 伊地知 3年 2単位 社会調査士必修
91 社会学実習Ⅰ b LBSOC3301 川野 3年 2単位 社会調査士必修
92 社会学実習Ⅱ a LBSOC3302 伊地知 3年 2単位 社会調査士必修
93 社会学実習Ⅱ b LBSOC3302 川野 3年 2単位 社会調査士必修
94 社会学基礎演習 a LBSOC3207 石田 2年 2単位
95 社会学基礎演習 b LBSOC3207 笹島 2年 2単位
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96 社会学演習Ⅰ LBSOC3208 石田 2～ 4年 2単位
97 社会学演習Ⅱ a LBSOC3209 進藤 2～ 4年 2単位
98 社会学演習Ⅱ b LBSOC3209 石田 2～ 4年 2単位
99 社会学演習Ⅲ LBSOC3210 伊地知 2～ 4年 2単位
100 社会学演習Ⅳ a LBSOC3211 進藤 2～ 4年 2単位
101 社会学演習Ⅳ b LBSOC3211 石田 2～ 4年 2単位
102 社会学演習Ⅳ c LBSOC3211 伊地知 2～ 4年 2単位
103 社会学演習Ⅳ d LBSOC3211 川野 2～ 4年 2単位
104 社会学演習Ⅳ e LBSOC3211 笹島 2～ 4年 2単位
105 社会学特論Ⅰ LBSOC3212 川野 2～ 4年 2単位
106 社会学特論Ⅱ LBSOC3213 笹島 2～ 4年 2単位
107 社会学特講Ⅰ LBSOC3214 （藤代） 2～ 4年 2単位 Ｍと共通
108 社会学特講Ⅱ LBSOC3215 （藤原） 2～ 4年 2単位 Ｍと共通
― 社会学特講Ⅲ LBSOC3216 （休） 2～ 4年 2単位
109 社会調査法 LBSOC3217 川野 2～ 4年 2単位 社会調査士必修
110 社会学データ解析法 LBSOC3218 川野 2～ 4年 2単位 社会調査士必修
111 心理学概論Ⅰ LBPSY3201 池上 2～ 4年 2単位 可
112 心理学概論Ⅱ LBPSY3202 池上 2～ 4年 2単位 可
113 心理学研究法Ⅰ LBPSY3203 山 2 ～ 4 年 2 単位 可
114 心理学研究法Ⅱ LBPSY3204 山 2 ～ 4 年 2 単位 可
115 心理学実験演習Ⅰ LBPSY3205 川邉・（田中（宏）） 2年 2単位
116 心理学実験演習Ⅱ LBPSY3206 川邉・（田中（宏）） 2年 2単位
117 心理学実験演習Ⅲ LBPSY3301 池上・山・川邉・佐伯 3年 2単位
118 心理学実験演習Ⅳ LBPSY3302 池上・山・川邉・佐伯 3年 2単位
119 人間行動学データ解析法Ⅲ LBPSY3303 （鈴木（文）） 3・4年 2単位
― 生理心理学特論 LBPSY3207 （休） 2～ 4年 2単位 可
― 認知心理学特論 LBPSY3208 （休） 2～ 4年 2単位 可
120 学習心理学特論 LBPSY3209 佐伯 2～ 4年 2単位 可
― 発達心理学特論 LBPSY3210 （休） 2～ 4年 2単位 可
121 社会心理学特論 LBPSY3211 （矢田） 2～ 4年 2単位 可
― 性格心理学特論 LBPSY3212 （休） 2～ 4年 2単位 可
122 動物心理学特論 LBPSY3213 川邉 2～ 4年 2単位 可
123 文化心理学特論 LBPSY3214 山 2 ～ 4 年 2 単位 可
― 心理検査法特論 LBPSY3215 （休） 2～ 4年 2単位 可
― 心理学特講Ⅰ LBPSY3304 （休） 3・4年 2単位 可
124 心理学特講Ⅱ LBPSY3305 （成田） 3・4年 2単位 可 Mと共通
― 心理学特講Ⅲ LBPSY3306 （休） 3・4年 2単位 可
125 教育学概論Ⅰ LBEDU3201 柏木 2・3年 2単位
126 教育学概論Ⅱ LBEDU3202 （辻野） 2・3年 2単位
127 教育方法学Ⅰ LBEDU3203 森 2・3 年 2 単位
128 教育方法学Ⅱ LBEDU3301 島田 3年 2単位
129 比較・国際教育学 LBEDU3302 添田 3年 2単位
130 教育学研究法Ⅰ LBEDU3204 添田 2年 2単位
131 教育学研究法Ⅱ LBEDU3303 島田 3年 2単位
132 教育学実習 LBEDU3205 添田・島田 2年 2単位
133 教育学演習Ⅰ LBEDU3206 （辻野） 2年 2単位
134 教育学演習Ⅱ LBEDU3304 柏木 3年 2単位
135 教育学演習Ⅲ LBEDU3207 島田 2年 2単位
136 教育学演習Ⅳ LBEDU3305 森 3 年 2 単位
― 教育学演習Ⅴ LBEDU3306 （休） 3・4年 2単位
137 教育行政学 LBEDU3307 （辻野） 3・4年 2単位
138 教育史 LBEDU3208 柏木 2～ 4年 2単位
139 教育メディア論 LBEDU3209 （深見） 2～ 4年 2単位
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140 教育学特講Ⅰ LBEDU3308 （湯浅） 3・4年 2単位 Mと共通
141 教育学特講Ⅱ LBEDU3309 （髙谷） 3・4年 2単位
142 地理学概論Ⅰ LBGEO3201 山﨑（孝） 2～ 4年 2単位 可
143 地理学概論Ⅱ LBGEO3202 （薬師寺） 2～ 4年 2単位 可
144 地誌学Ⅰ LBGEO3203 大場 2～ 4年 2単位 可
145 地誌学Ⅱ LBGEO3204 祖田 2～ 4年 2単位 可
146 地理学実験実習Ⅰ LBGEO3205 祖田 2・3年 2単位
147 地理学実験実習Ⅱ LBGEO3206 木村 2・3年 2単位
148 地理学講読演習Ⅰ LBGEO3301 山﨑（孝） 3年 2単位
149 地理学講読演習Ⅱ LBGEO3302 大場 3年 2単位
150 地理学野外調査実習Ⅰ LBGEO3207 祖田 2・3年 2単位
151 地理学野外調査実習Ⅱ LBGEO3303 大場 3年 2単位
152 地理学演習Ⅰ LBGEO3304 大場 3年 2単位
153 地理学演習Ⅱ LBGEO3305 大場 3年 2単位
154 人間行動学データ解析法Ⅳ LBGEN3306 木村 3・4年 2単位
155 自然地理学概論 LBGEO3208 （小倉） 2～ 4年 2単位 可
156 地図学 LBGEO3209 （吉村） 2～ 4年 2単位 可
157 地理情報学 LBGEO3210 木村 2～ 4年 2単位 可
158 地理学特講Ⅰ LBGEO3211 水内 2～ 4年 2単位 可 Mと共通
159 地理学特講Ⅱ LBGEO3212 （佐藤（廉）） 2～ 4年 2単位 可 Mと共通

■言語文化学科
160 国文学史Ⅰ LCJPN2101 奥野 1～ 3年 2単位 可
161 国文学史Ⅱ LCJPN2102 山本 1～ 3年 2単位 可
162 国語学基礎論 LCJPN3201 丹羽 2～ 4年 2単位
163 国語学方法論 LCJPN3202 丹羽 2～ 4年 2単位
164 国語国文学講読Ⅰ LCJPN3203 奥野 2～ 4年 2単位
165 国語国文学講読Ⅱ LCJPN3204 奥野 2～ 4年 2単位
166 国語国文学講読Ⅲ LCJPN3205 山本 2～ 4年 2単位
167 国語国文学講読Ⅳ LCJPN3206 山本 2～ 4年 2単位
168 国語国文学演習Ⅰ LCJPN3301 久堀 3・4年 2単位
169 国語国文学演習Ⅱ LCJPN3302 久堀 3・4年 2単位
170 国語国文学演習Ⅲ LCJPN3303 小林 3・4年 2単位
171 国語国文学演習Ⅳ LCJPN3304 小林 3・4年 2単位
172 国語国文学演習Ⅴ LCJPN3305 丹羽 3・4年 2単位
173 国語国文学演習Ⅵ LCJPN3306 丹羽 3・4年 2単位
174 国語国文学特講Ⅰ LCJPN3207 小林 2～ 4年 2単位
175 国語国文学特講Ⅱ LCJPN3208 （大坪） 2～ 4年 2単位
176 国語国文学特論 LCJPN3307 （水谷） 3・4年 2単位 Mと共通
177 国語国文学特論演習 LCJPN3308 （水谷） 3・4年 2単位 Mと共通
178 中国語中国文学概論Ⅰ LCCHN3201 岩本 2・3年 2単位 可
179 中国語中国文学概論Ⅱ LCCHN3202 松浦 2・3年 2単位 可
180 中国語中国文学概論Ⅲ LCCHN3203 大岩本 2・3年 2単位 可
181 中国語中国文学概論Ⅳ LCCHN3204 張 2・3 年 2 単位 可
182 中国語基礎演習Ⅰ（前期ペア） LCCHN3205 松浦 2・3年 2単位
183 中国語基礎演習Ⅱ（前期ペア） LCCHN3206 松浦 2・3年 2単位
184 中国語学演習Ⅰ LCCHN3301 岩本 3・4年 2単位
185 中国語学演習Ⅱ LCCHN3302 大岩本 3・4年 2単位
186 中国文学演習Ⅰ LCCHN3303 松浦 3・4年 2単位
187 中国文学演習Ⅱ LCCHN3304 松浦 3・4年 2単位
188 中国文化学演習Ⅰ LCCHN3305 張 3・4 年 2 単位
189 中国文化学演習Ⅱ LCCHN3306 張 3・4 年 2 単位
190 中国語コミュニケーションⅠ（後期ペア） LCCHN3207 大岩本 2・3年 2単位
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191 中国語コミュニケーションⅡ（後期ペア） LCCHN3208 大岩本 2・3年 2単位
192 中国語コミュニケーションⅢ LCCHN3209 岩本 2～ 4年 2単位
193 中国語コミュニケーションⅣ LCCHN3210 張 2 ～ 4 年 2 単位
194 中国語中国文学特講Ⅰ LCCHN3211 （安田） 2・3年 2単位
― 中国語中国文学特講Ⅱ LCCHN3212 （休） 2・3年 2単位
195 英米文化概論 LCENG3201 リチャーズ 2・3年 2単位 可
196 英米文学史Ⅰ LCENG3202 杉井 2・3年 2単位 可
197 英米文学史Ⅱ LCENG3203 田中（孝） 2・3年 2単位 可
198 英米文学史Ⅲ LCENG3204 古賀 2・3年 2単位 可
199 英語学概論Ⅰ LCENG3205 豊田 2・3年 2単位 可
200 英語学概論Ⅱ LCENG3206 豊田 2・3年 2単位 可
201 英米文化演習 LCENG3207 リチャーズ 2～ 4年 2単位
202 英米文学演習Ⅰ LCENG3208 田中（孝） 2～ 4年 2単位
203 英米文学演習Ⅱ LCENG3209 杉井 2～ 4年 2単位
204 英米文学演習Ⅲ LCENG3210 古賀 2～ 4年 2単位
205 英米文学演習Ⅳ LCENG3211 杉井 2～ 4年 2単位
206 英語学演習 LCENG3212 豊田 2～ 4年 2単位
207 英米文化特講 LCENG3213 （渡邊） 2～ 4年 2単位 可 Mと共通
― 英米文学特講 LCENG3214 （休） 2～ 4年 2単位 可
― 授業科目名（H22 年度以降入学者） LCENG3215 （休） 2～ 4年 2単位 可
208 英語コミュニケーションⅠ LCENG3216 リチャーズ 2～ 4年 2単位
209 英語コミュニケーションⅡ LCENG3217 （シーヴァート） 2～ 4年 2単位
― ドイツ語フランス語圏言語文化論Ⅰ LCDFX3201 （休） 2～ 4年 2単位 可
210 ドイツ語フランス語圏言語文化論Ⅱ LCDFX3202 福島 2～ 4年 2単位 可
211 ドイツ語圏文学史 LCDFD3201 長谷川 2・3年 2単位 可
212 ドイツ語圏文化論 LCDFD3202 髙井 2・3年 2単位 可
213 ドイツ語学概論 LCDFD3203 神竹 2・3年 2単位 可
214 ドイツ語圏言語文化基礎演習Ⅰ LCDFD3204 長谷川 2年 2単位 可
215 ドイツ語圏言語文化基礎演習Ⅱ LCDFD3205 神竹 2年 2単位 可
216 ドイツ語圏言語文化演習Ⅰ LCDFD3301 髙井 3・4年 2単位 可
217 ドイツ語圏言語文化演習Ⅱ LCDFD3302 長谷川 3・4年 2単位 可
218 ドイツ語圏言語文化演習Ⅲ LCDFD3303 神竹 3・4年 2単位 可
219 ドイツ語圏言語文化特別演習 LCDFD3304 髙井 3年 2単位 可
220 ドイツ語コミュニケーションⅠ LCDFD3305 ［エルトレ］ 3・4年 2単位 可
221 ドイツ語コミュニケーションⅡ LCDFD3306 ［エルトレ］ 3・4年 2単位 可
222 ドイツ語圏ランデスクンデ LCDFD3307 ［エルトレ］ 3・4年 2単位 可
223 フランス語圏文学史 LCDFF2101 原野 1・2年 2単位 可
224 フランス語圏文化論 LCDFF3201 白田 2・3年 2単位 可
225 フランス語学概論 LCDFF3202 福島 2・3年 2単位 可
226 フランス語圏言語文化基礎演習Ⅰ LCDFF3203 原野 2年 2単位 可
227 フランス語圏言語文化基礎演習Ⅱ LCDFF3204 白田 2年 2単位 可
228 フランス語圏言語文化演習Ⅰ LCDFF3301 福島 3・4年 2単位 可
229 フランス語圏言語文化演習Ⅱ LCDFF3302 原野 3・4年 2単位 可
230 フランス語圏言語文化演習Ⅲ LCDFF3303 白田 3・4年 2単位 可
231 フランス語圏言語文化特別演習 LCDFF3304 福島 3年 2単位 可
232 フランス語コミュニケーションⅠ LCDFF3305 ［バレイユ］ 3・4年 2単位 可
233 フランス語コミュニケーションⅡ LCDFF3306 ［バレイユ］ 3・4年 2単位 可
234 エチュード・フランコフォーヌ LCDFF3205 （粕谷） 2～ 4年 2単位 可
235 ヨーロッパ言語文化特講 LCDFX3203 神竹 2～ 4年 2単位 可 Mと共通
― インターカルチュラルスタディーズ LCDFX3204 （休） 2～ 4年 2単位 可
236 言語学基礎論 LCLNG2101 山崎（雅） 1～ 4年 2単位
237 言語応用論 LCLNG3201 井狩 2・3年 2単位
238 言語比較論 LCLNG3202 山崎（雅） 2・3年 2単位
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― 言語教育論 LCLNG3203 （休） 2・3年 2単位
239 言語情報論 LCLNG3204 関 2・3 年 2 単位
240 言語応用論演習 LCLNG3205 井狩 2・3年 2単位
241 言語比較論演習 LCLNG3206 田中（一） 2・3年 2単位
― 言語教育論演習 LCLNG3207 （休） 2・3年 2単位
242 言語情報論演習 LCLNG3208 関 2・3 年 2 単位
243 言語応用特論 LCLNG3301 山崎（雅） 3年 2単位
244 言語比較特論 LCLNG3302 田中（一） 3年 2単位
245 言語教育特論 LCLNG3209 田中（一） 2・3年 2単位
― 言語応用特講 LCLNG3210 （休） 2・3年 2単位
246 言語比較特講 LCLNG3211 （田浦） 2・3年 2単位
247 言語教育特講 LCLNG3212 （西岡） 2・3年 2単位
248 文化理論 LCART3201 野末 2・3年 2単位
249 表現文化論 LCART3202 （中島） 2・3年 2単位　
250 表象文化論 LCART3203 海老根 2～ 4年 2単位
251 比較表現論 LCART3204 菅原 2～ 4年 2単位
252 文化理論基礎演習 a LCART3205 野末 2年 2単位
253 文化理論基礎演習 b LCART3205 高島 2年 2単位
254 表現・表象文化論基礎演習 a LCART3206 三上 2年 2単位
255 表現・表象文化論基礎演習 b LCART3206 ［江村］ 2年 2単位
256 表現・表象文化論演習Ⅰ LCART3207 三上 2・3年 2単位
257 表現・表象文化論演習Ⅱ LCART3208 菅原・小田中 2・3年 2単位 可
258 表現・表象文化論演習Ⅲ LCART3301 高島 3・4年 2単位
259 表現・表象文化論演習Ⅳ LCART3302 ［江村］ 3・4年 2単位
260 比較表現論演習 LCART3303 三上 3・4年 2単位
261 文化理論特別演習 a・b LCART3304 小田中 3・4年 2単位
262 表現文化論特論 LCART3305 増田 3・4年 2単位
263 表象文化論特論 LCART3306 （土居） 3・4年 2単位 Mと共通
264 比較表現論特論 LCART2101 ［江村］ 1～ 4年 2単位
265 表現文化講読Ⅰ LCART3209 海老根 2～ 4年 2単位
266 表現文化講読Ⅱ LCART3210 野末 2～ 4年 2単位
267 表現文化講読Ⅲ LCART3211 （石川） 2～ 4年 2単位

◆文学部共通専門教育科目
268 美術史通論 LXGEN3201 （藤田） 2～ 4年 2単位 可
269 民俗学 LXGEN3202 （菊地） 2～ 4年 2単位 可
270 文化人類学概論Ⅰ LXGEN3203 多和田 2～ 4年 2単位 可
271 文化人類学概論Ⅱ LXGEN3204 多和田 2～ 4年 2単位 可
272 観光文化論 LXGEN3205 天野 2～ 4年 2単位 可
273 観光文化実践演習 LXGEN3206 天野 2～ 4年 2単位
― 広報情報論Ⅰ LXGEN3207 （休） 2～ 4年 2単位 可
274 広報情報論Ⅱ LXGEN3208 （株柳） 2～ 4年 2単位 可
275 マス・コミュニケーション論Ⅰ LXGEN3209 （湯谷） 2～ 4年 2単位 可
― マス・コミュニケーション論Ⅱ LXGEN3210 （休） 2～ 4年 2単位 可
276 中国古典語Ⅰ LXGEN3211 （垣内） 2・3年 2単位 可
277 中国古典語Ⅱ LXGEN3212 （垣内） 2・3年 2単位 可
― ギリシア語Ⅰ LXGEN2101 （休） 1～ 4年 2単位 可
― ギリシア語Ⅱ LXGEN2102 （休） 1～ 4年 2単位 可
278 ラテン語Ⅰ LXGEN2103 （佐藤（義）） 1～ 4年 2単位 可
279 ラテン語Ⅱ LXGEN2104 （佐藤（義）） 1～ 4年 2単位 可
280 西洋古典学 LXGEN2105 （堀川） 1～ 4年 2単位 可
― 情報処理教育Ⅰ LXGEN3213 （休） 2～ 4年 2単位
― 情報処理教育Ⅱ LXGEN3214 （休） 2～ 4年 2単位
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掲載
番号 科目名 科目

ナンバー 教員名 標準
履修年次 単位数 他学部

履修 備考

― 比較文化交流論Ⅰ LXGEN3215 （休） 2～ 4年 2単位
― 比較文化交流論Ⅱ LXGEN3216 （休） 2～ 4年 2単位
281 国際都市文化論Ⅰ LXGEN3217 山・（ライ）・（ラングリー） 2～ 4年 2単位 Ｍと共通
― 国際都市文化論Ⅱ LXGEN3218 （休） 2～ 4年 2単位
― 国際都市社会論Ⅰ LXGEN3219 （休） 2～ 4年 2単位
― 国際都市社会論Ⅱ LXGEN3220 （休） 2～ 4年 2単位
282 上方文化講座 LXGEN2106 久堀ほか 1～ 4年 2単位 可
283 国際ジャーナリズム論Ⅰ LXGEN3221 （松田） 2～ 4年 2単位 可
284 国際ジャーナリズム論Ⅱ LXGEN3222 （松田） 2～ 4年 2単位 可
285 文学部基礎演習 a,b,c,d LXGEN1101 石川・大坪・渡辺・辻 １年 2単位
― 文学部実践演習 LXGEN3301 （休） 3年 2単位
286 日本文化発信のための英語 LXGEN3223 （奥西） 2～ 4年 2単位
― 大阪の地域・文化実践演習 LXGEN3224 （休） 2～ 4年 2単位

外国大学科目Ⅰ LXGEN2107 ― 1 ～ 4 年 2 単位
外国大学科目Ⅱ LXGEN2108 ― 1 ～ 4 年 2 単位
外国大学科目Ⅲ LXGEN2109 ― 1 ～ 4 年 2 単位
外国大学科目Ⅳ LXGEN2110 ― 1 ～ 4 年 2 単位

◆教職に関する科目
287 教職概論 a,b,c KLPED1101 森 1 ～ 4 年 2 単位 可
288 教育基礎論 a,b KLPED2201 （津田） 2～ 4年 2単位 可
289 教育基礎論ｃ KLPED2201 （森岡） 2～ 4年 2単位 可
290 発達・学習論 a,b KLPED2202 （古見） 2～ 4年 2単位 可
291 発達・学習論 c KLPED2202 （岡本） 2～ 4年 2単位 可
292 教育制度論 a KLPED2203 （辻野） 2～ 4年 2単位 可
293 教育制度論 b,c KLPED2203 （佐野） 2～ 4年 2単位 可
294 国語科教育法Ⅰ KLJPN2201 （木村） 2～ 4年 2単位 可
295 国語科教育法Ⅱ KLJPN2202 （木村） 2～ 4年 2単位 可
― 国語科教育法Ⅲ KLJPN2203 （休） 2～ 4年 2単位 可
296 国語科教育法Ⅳ KLJPN2204 （木村） 2～ 4年 2単位 可
297 社会科・地理歴史科教育法Ⅰ KLSGH2201 （手取） 2～ 4年 2単位 可
298 社会科・地理歴史科教育法Ⅱ KLSGH2202 （中） 2～ 4年 2単位 可
299 社会科・公民科教育法Ⅰ a,b KLSCV2201 （岩本） 2～ 4年 2単位 可
300 社会科・公民科教育法Ⅱ a,b KLSCV2202 （岩本） 2～ 4年 2単位 可
301 外国語科教育法（英語）Ⅰ KLENG2201 井狩 2～ 4年 2単位 可
302 外国語科教育法（英語）Ⅱ KLENG2202 （西本） 2～ 4年 2単位 可
― 外国語科教育法（英語）Ⅲ KLENG2203 （休） 2～ 4年 2単位 可
303 外国語科教育法（英語）Ⅳ KLENG2204 井狩 2～ 4年 2単位 可
304 外国語科教育法（独語）Ⅰ KLGER2201 神竹 2～ 4年 2単位 可
305 外国語科教育法（独語）Ⅱ KLGER2202 神竹 2～ 4年 2単位 可
― 外国語科教育法（独語）Ⅲ KLGER2203 （休） 2～ 4年 2単位 可
― 外国語科教育法（独語）Ⅳ KLGER2204 （休） 2～ 4年 2単位 可
306 外国語科教育法（仏語）Ⅰ KLFRN2201 福島 2～ 4年 2単位 可
307 外国語科教育法（仏語）Ⅱ KLFRN2202 福島 2～ 4年 2単位 可
― 外国語科教育法（仏語）Ⅲ KLFRN2203 （休） 2～ 4年 2単位 可
― 外国語科教育法（仏語）Ⅳ KLFRN2204 （休） 2～ 4年 2単位 可
― 外国語科教育法（中国語）Ⅰ KLCHN2201 （休） 2～ 4年 2単位 可
― 外国語科教育法（中国語）Ⅱ KLCHN2202 （休） 2～ 4年 2単位 可
308 外国語科教育法（中国語）Ⅲ KLCHN2203 岩本 2～ 4年 2単位 可
― 外国語科教育法（中国語）Ⅳ KLCHN2204 （休） 2～ 4年 2単位 可
309 教育方法論 a KLPED2204 ［藤原］ 2～ 4年 2単位 可
310 教育方法論 b KLPED2204 （宮橋） 2～ 4年 2単位 可
311 教育方法論ｃ KLPED2204 （寺嶋） 2～ 4年 2単位 可
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ナンバー 教員名 標準
履修年次 単位数 他学部

履修 備考

312 教育課程論 a KLPED2205 島田 2～ 4年 2単位 可
313 教育課程論 b KLPED2205 （木原） 2～ 4年 2単位 可
314 教育課程論 c KLPED2205 （廣瀬（真）） 2～ 4年 2単位 可
315 特別活動論 a,c KLPED2206 （小原） 2～ 4年 2単位 可
316 特別活動論 b KLPED2206 ［藤原］ 2～ 4年 2単位 可
317 道徳指導論 a,b KLPED2207 （丸田） 2～ 4年 2単位 可
318 教育相談論 a,b KLPED2208 （齋藤） 2～ 4年 2単位 可
319 生徒・進路指導と人権 a,b KLPED2209 （西田） 2～ 4年 2単位 可
320 教職実践演習（中・高） KKSEM4401 柏木ほか 4年 2単位 可
321 中学校教育実習 KKPRA4401 柏木・島田 4年 4単位 可
322 高等学校教育実習 KKPRA4402 柏木 4年 2単位 可
323 教育実習事前事後指導（中・高） KKLEC4401 柏木・島田 2～ 4年 1単位 可
324 書道Ａ KLJPN2205 （南條） 2～ 4年 2単位 可
― 書道B KLJPN2206 （休） 2～ 4年 2単位 可
― 教職ボランティア実習Ⅰ KLPRA1101 （休） 1～４年 2単位 可
― 教職ボランティア実習Ⅱ KLPRA1102 （休） 1～ 4年 2単位 可
― 教職ボランティア実習Ⅲ KLPRA1103 （休） 1～４年 2単位 可
325 教職ボランティア実習Ⅳ KLPRA1104 添田 1～４年 2単位 可
326 教職ボランティア実習Ⅴ KLPRA1105 添田 1～４年 2単位 可
327 教職ボランティア実習Ⅵ KLPRA1106 添田 1～４年 2単位 可

◆博物館に関する科目
328 生涯学習概論 MULEC1101 （赤尾） 1・2年 2単位 可
329 博物館概論 MULEC1102 岸本 1・2年 2単位 可
330 博物館経営論 MULEC1103 （澤井） 2・3年 2単位 可
331 博物館資料論 MULEC1104 （前田） 2・3年 2単位 可
332 博物館資料保存論 MULEC1105 （豆谷） 2・3年 2単位 可
333 博物館展示論 MULEC1106 （川端） 2・3年 2単位 可
334 博物館教育論 MULEC1107 （井上） 2・3年 2単位 可
335 博物館情報・メディア論 MULEC1108 （吉田） 2・3年 2単位 可
336 博物館実習Ⅰ MUPRA3301 岸本 3・4年 2単位 可
337 博物館実習Ⅱ MUPRA3302 受入館（岸本） 3・4年 1単位 可
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAGEN1101 開講期 単位数 標準履修年次

1

人間文化基礎論Ⅰ a
前木 1 2 単位 1 年

Introduction to Philosophy and History (Seminar) Ⅰ a

授業形態 担当教員名

演習 佐金 武 講師

●科目の主題
主として哲学コースを志望する学生のために提供する、 1 回生向け演習科目。

哲学に必要とされる基礎的なリ テラシーを実践的に習得する。

●到達目標
哲学上のテーマを扱いながら、 問題を考察する力を養う。 自分の考えを発表によって他者に伝える技術、 それを

文書にまとめる能力、 ディスカッションを通じて思考を深める方法など、 大学生として研究を進めるうえで基本となるリ

テラシーの習得を目指す。

●授業内容・授業計画
ロビン ・ レ ・ ベドヴィン （著）、 植村恒一郎 ・ 島田協子 （訳）、 『時間と空間をめぐる 12 の謎』 を読む。 事前に

テキストを入手すること。

章ごとに 2 〜 3 名の発表担当者を割り当てる （1 人につき担当 2 〜 3 回）。 担当者は発表当日までにレジュメを

作成し、 人数分の配布用のプリントも用意すること。

レジュメは A4 で 3 〜 4 枚程度。 形式は問わないが、 次の項目を入れること。

（1） 要旨 … 担当する章のテーマと主要な問題、 筆者の考えをまとめる。

（2） 個別的議論 … 議論ポイントを整理し、 自分の言葉で明確化する。

（3） 問題提起… テキストを精読し、 少なくとも一つ自分の疑問を提起する。

上記の項目ごとに発表内容を評価する。

担当者による発表後、 ディスカッションやグループワークを行う。

第 1回 ガイダンスおよび 「第 1 章 ： 万物の尺度」 に関する発表とディスカッション

第 2回 「第 2 章 ： 変化」 に関する発表とディスカッション

第 3回 「第 3 章 ： 側面のない箱はあるか」 に関する発表とディスカッション

第 4回 「第 4 章 ： 曲線と次元」 に関する発表とディスカッション

第 5回 「第 5 章 ： 時間の始まりと終わり」 に関する発表とディスカッション

第 6回 「第 6 章 ： 空間の端」 に関する発表とディスカッション

第 7回 「第 7 章 ： 無限とパラドックス」 に関する発表とディスカッション

第 8回 「第 8 章 ： 時間は過ぎ去るのか」 に関する発表とディスカッション

第 9回 「第 9 章 ： 映画のごとき宇宙」 に関する発表とディスカッション

第 10 回 「第 10 章 ： 歴史に介入する」 に関する発表とディスカッション

第 11 回 「第 11 章 ： 他にもある時間と空間」 に関する発表とディスカッション

第 12 回 「第 12 章 ： 時間の矢」 に関する発表とディスカッション

第 13 回 コンセプトマップの作成とグループ課題の決定

第 14 回 グループ発表 （1）

第 15 回 グループ発表 （2）

●事前・事後学習の内容
各担当者は授業前にしっかり発表の準備を行うこと。

コンセプトマップの作成と課題の決定後、 第 14 ・ 15 回の授業ではグループ発表を行う。

●評価方法
平常点 （出席点 30 点＋各章担当 40 点＋グループ発表 30 点） による評価を基本とする。

ただし、 欠席 6 回以上は評価の対象としない。

各章の内容に関する発表は少なくとも 2 回担当すること。

その他、 議論への積極的な貢献などが認められる場合は、 随時加点も検討する。

●受講生へのコメント
特に哲学コース志望者の受講を期待するが、 他コースに進む学生の受講も歓迎する。

●参考文献・教材
ロビン・レ・ベドヴィン （著）， 植村恒一郎・島田協子 （訳）， 『時間と空間をめぐる 12 の謎』， 岩波書店， 2012 年．
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAGEN1101 開講期 単位数 標準履修年次

2
人間文化基礎論Ⅰ b

前木 1 2 単位 1 年
Introduction to Philosophy and History (Seminar) Ⅰ b

授業形態 担当教員名

講義 草生 久嗣 准教授

●科目の主題
様々なトピックを扱う記事に触れつつ、 大学での歴史学研究について解説してゆく。

●到達目標
人文諸学の研究の基本である一次情報の把握 ・ 入手 ・ 分析について知り、 現代情報化社会において通用する

思考技術の一つを身に着ける。

●授業内容・授業計画
東京大学教養学部歴史学部会 / 編 『史料学入門』 （岩波書店） および大学の歴史教育を考える会編 『わかる・

身につく歴史学の学び方』 （大月書店） から抜粋章の輪読。 テキストの章に従ってすすめていく。 毎回、担当者 （複

数名） を決め、 各章の内容について報告と議論を行う。 最後にテキストについて自らの意見をまとめた報告作成 ・

提出する。 課題となる章は変更になることもある。

第 1回 ガイダンス　授業のすすめかたについての解説

第 2回 ガイダンス　教科書 『史料学入門』 と 『歴史学の学び方』 についての解説

第 3回 「高校の歴史から大学の歴史学へ」

第 4回 古文書学と碑文学－古代ローマの事例

第 5回 歴史学者の国語 ( 日本語） 学－室町時代の古記録を読む

第 6回 第 2 部　史料の政治学 （削られた文章－資料の表層と本質、エンヴェル・パシャの一演説を例に）

第 7回 「太平天国」 像の形成と変貌

第 8回 事件史と裁判－ 「蛮社の獄」 の場合

第 9回 「過去から理解する現在―フランス人権宣言と私たちの社会」

第 10 回 「歴史学の概念とは何だろう」 ・ 「時代区分を考える」

第 11 回 「外国史の史料を日本語で読んでみる―ジャンヌ ・ ダルク関連史料を使って」

第 12 回 年代記を読む－中世ヨーロッパの年代記と挿絵

第 13 回 自伝を読む－個人から見た植民地期のインド社会

第 14 回 共通歴史副教材を読む－バルカン諸国の和解の試み

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業では、最初2回の教員のガイダンスを除いて履修生が担当箇所についてのプレゼンを行います。プレゼンテー

ションは 5 名単位のグループワークを基本とし、各回ごとに役割別担当 （連絡コメント担当・プレゼン担当・機材担当・

資料作成担当・調査担当） を担います。 2 週間の準備期間中は各自が責任をもって担当作業にとりくんでください。

内容のまとめにとどまらず、 関わる関連情報の収集や分析をすることで、 歴史学で 「史料」 をもちいることの意味

を理解してもらいます。

授業 2 回目に担当箇所について決定しますので、 第 1 回目の開始前までに一読して、 自分が興味を持てそうな

テーマ （回） について自覚を持っておいてください。

●評価方法
発表内容 （1/3）、 発表準備 ・ 質疑への参加状況 （1/3）、 報告ほか提出物 （1/3） を総合的に評価する。

●受講生へのコメント
歴史の勉強は、 すぐれた歴史書を読みこなすことで独習でも不可能ではありません。 しかし歴史 「学」 は、 歴史

を書く立場になっての技術 ・ 理論 ・ 方法論についての学び。 とくに 「史料 (source)」 の重要性を理解することは、

大学で歴史学を学んだ証拠として、 もっとも大事な点です。

●参考文献・教材
教科書である、東京大学教養学部歴史学部会 / 編『史料学入門』（岩波書店）、大学の歴史教育を考える会編『わ

かる・身につく歴史学の学び方』 （大月書店） は必携のこと。 （可能な限り初回より持参） 参照用重要事典として、『歴

史学事典』 （弘文堂） （学情および文 220 所蔵）
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAGEN1102 開講期 単位数 標準履修年次

3
人間文化基礎論Ⅱ a

後木 1 2 単位 1 年
Introduction to Philosophy and History (Seminar) Ⅱ a

授業形態 担当教員名

講義 土屋 貴志 准教授

●科目の主題
学問を研究するために必要な基本的姿勢と諸方法を学ぶ。

●到達目標
大学におけるレポートや卒業論文を書く際に必要な、 学術的文章の書き方、 論理的思考、 資料を収集する方法、

資料の分析方法、 論述の構成の仕方、 発表の仕方などを身につける。

●授業内容・授業計画
前半に学術的文章の書き方を学び、 後半にはディベート試合を通して、 資料収集の方法、 資料の分析、 論点

の整理と検討、 および発表の仕方を学んだ後、 成果を最終レポートに集大成する。

具体的には以下の内容を予定しているが、 必要に応じて変更する可能性もある。

第 1回 ガイダンス ・ 受講カード記入 ・ 小論文 （400 字程度） 執筆

第 2回 科目に関連する学情ツアー

第 3回 学術的文章の書き方

第 4回 作文例の検討①

第 5回 作文例の検討②

第 6回 作文例の検討③

第 7回 中間レポート （2000 字程度） 執筆

第 8回 文献資料の探し方

第 9回 ビデオ資料視聴、 チームごとのディベート準備

第 10 回 ディベート試合①

第 11 回 ディベート試合②

第 12 回 ディベート試合③

第 13 回 ディベート試合④

第 14 回 最終レポート （4000 字程度） 執筆

第 15 回 採点面接

●事前・事後学習の内容
小論文執筆 ・ 添削 ・ 資料読解 ・ レポート執筆 ・ 文献検索 ・ 文献読解 ・ グループによるディベート準備など、 毎

回のように宿題を出す。

授業後は課題や授業の内容をよく振り返り、 最終レポートに向けて準備をすること。

●評価方法
課題に対する提出物の内容を評価の対象とする。

評価内容は 「受講カード」 に記録し、 いつでも閲覧に応じる。

学期末試験は行わないが、 採点に関する面談を行う （詳細は授業中に説明する。 受講者 20 名を超えた場合に

は、半期にわたる自らの学習活動を評点化しその根拠を記した 「自己評価レポート」 で代用する）。 学期末レポート・

受講カードは採点面談時に （自己評価レポートに代替した場合は採点終了後に学生サポートセンター文学部教務

担当から） 返却する。

●受講生へのコメント
授業は受講生諸君の主体的な作業を中心に進められる。 毎回のように宿題が出るのに加え、 グループでのディ

ベート準備など、 事前 ・ 事後学習の量が多いので、 十分に覚悟して履修すること。

当科目は学術的文章の書き方などの内容が 「文学部基礎演習」 と重複するので、当科目か 「文学部基礎演習」

のどちらか一方だけを履修することを強く勧める。 哲学コースに進みたい学生は、必修科目になる当科目のほう
を履修すること。

●参考文献・教材
P. シンガー 『実践の倫理』 （昭和堂）、 G. ペンス 『医療倫理』 （みすず書房） ほか、 授業時間中に配布ないし

紹介する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAGEN1102 開講期 単位数 標準履修年次

4
人間文化基礎論Ⅱ b

後木 1 2 単位 1 年
Introduction to Philosophy and Hisotry (Seminar) Ⅱ b

授業形態 担当教員名

演習 磐下 徹 准教授

●科目の主題
日本史研究に触れる

●到達目標
大学で学ぶ 「日本史」 は、 高校までとは異なり暗記科目ではない。 史料の読解 ・ 分析を基礎に自分で論を組

み立てていくことが求められる。 本講義では、 古代史 （飛鳥 ・ 奈良 ・ 平安時代） を中心とした日本史研究の成果

に触れ、 大学で学ぶ 「日本史」 のイメージをつかんでもらいたい。

●授業内容・授業計画
学説史上よく知られた古代史研究者の文章をとりあげて精読していく。 3 ～ 4 人 1 組で、 著者の略歴や文章の内

容、 著者の研究のなかでの当該文章の位置づけなどをまとめ、 発表してもらう。 他の参加者も事前に該当する文章

を読んでおいて、 報告者の発表後、 参加者全員で討論を行い理解を深めていく。

なお、 学修効果を考慮し、 授業内容 ・ 計画を変更することがある。

第 1回 ガイダンス① （授業の進め方の説明）

第 2回 ガイダンス② （課題図書の紹介）

第 3回 課題図書①の発表と討論

第 4回 課題図書①の発表と討論

第 5回 課題図書②の発表と討論

第 6回 課題図書②の発表と討論

第 7回 課題図書③の発表と討論

第 8回 課題図書③の発表と討論

第 9回 課題図書④の発表と討論

第 10 回 課題図書④の発表と討論

第 11 回 課題図書⑤の発表と討論

第 12 回 課題図書⑤の発表と討論

第 13 回 課題図書⑥の発表と討論

第 14 回 課題図書⑥の発表と討論

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前に指示 ・ 配布する文章 （論文の一部） を精読し、 気づいた点や疑問点などを 「読書メモ」 にまとめてくる。

講義の際には、報告者の発表後の討論において、「読書メモ」 をもとにしながら質疑応答に積極的に参加すること。

事後は、 報告 ・ 討論を踏まえた上で、 自分なりに当該文章の意義を再確認する。

必要に応じて、 取り上げた論文全体を読んでみる。

●評価方法
平常点 （発表内容 60％、 出席状況 30%、 受講態度 10%）

●受講生へのコメント
発表するときだけではなく、 毎回必ず予習 （「読書メモ」 の作成） をして授業に臨むこと。

主体的な授業参加を期待します。

●参考文献・教材
必要に応じてプリント等を配布します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAGEN1103 開講期 単位数 標準履修年次

5
人間文化概論Ⅰ

前月 4 2 単位 1 ・ 2 年
Introduction to Philosophy and History (Lecture) Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 仲原 孝 教授

●科目の主題
哲学の基本的な問題の立て方や考え方を学ぶ。

●到達目標
受講者各自がさまざまな問題を哲学的に考える態度を身につけることを目標とする。

●授業内容・授業計画
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哲学の最も主要な問題のいくつかをとりあげて、 具体例を交えながら解説する。

授業計画は以下の通り。 ただし授業進度の都合上、 授業計画に多少の変更が行なわれる場合もありうることを付

記しておく。

第 1回 イントロダクション

第 2回 存在の問題 (1)

第 3回 存在の問題 (2)

第 4回 存在の問題 (3)

第 5回 存在の問題 (4)

第 6回 神の問題 (1)

第 7回 神の問題 (2)

第 8回 神の問題 (3)

第 9回 認識の問題 (1)

第 10 回 認識の問題 (2)

第 11 回 認識の問題 (3)

第 12 回 価値の問題 (1)

第 13 回 価値の問題 (2)

第 14 回 価値の問題 (3)

第 15 回 総括。 哲学とは何か

●事前・事後学習の内容
毎回の授業までに、 前回の授業の資料やノートを読み直して内容を確認し、 わかったことや疑問点をノートにまと

めておくこと。 随時それをレポートの形で提出することを求める。

●評価方法
小論文形式のレポートを課す。 論ずるべき課題を通知する時に、 同時に、 枚数、 テーマ、 論じ方など、 論述が

満たすべき条件を何項目かにわたって指定する。 それらがすべて満たされていることが単位認定の必須の条件とな

る。

●受講生へのコメント
授業中の私語は厳重に禁止する。 レポートでは、 講義で提示された問題に対して各自が主体的に答を模索する

ことが求められる。 ノートや参考書をまとめただけのレポートには単位を認定しないので注意。

●参考文献・教材
テキストは用いない。 必要な資料は印刷して授業中に配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAGEN1104 開講期 単位数 標準履修年次

6
人間文化概論Ⅱ

後火 4 2 単位 1 ・ 2 年
Introduction to Philosophy and History (Lecture) Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 平田 茂樹 教授

●科目の主題
歴史学の新潮流の概観。

●到達目標
中国史を題材としながら、 歴史学を学ぶとことの意義や目的、 及びその基礎的な方法について学ぶことを目指す。

●授業内容・授業計画
中国史を題材としながら、 歴史学を学ぶとの意義や目的、 及びその方法について講義を行う。

第 1回 歴史学と歴史文学の違い

第 2回 歴史学の発展

第 3回 中国人の歴史意識

第 4回 史料の分析方法

第 5回 時代区分 （1）

第 6回 時代区分 （2）

第 7回 中間試験

第 8回 東アジア世界のとらえ方

第 9回 専制国家と封建制

第 10 回 共同体とネットワーク

第 11 回 時代区分 （3） 新しい 「近世」 論

第 12 回 中国都市論の新たな動向
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第 13 回 中国史学をめぐる新たな課題

第 14 回 総括試験

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業の最後に次回の授業の予習事項を通知します。 その予習した内容と授業の内容をまとめる小レポートを毎回

授業終了後に提出してもらいます。

●評価方法
二回の試験 （70％） と平常点 （30％）

●受講生へのコメント
授業では毎回、 簡単なレポートを課します。  毎回の授業の積み重ねとして中間試験、 総括試験を行いますので、

毎回の講義の内容をしっかり理解するように努めてください。

●参考文献・教材
岸本美緒 『中国の歴史』 （ちくま学芸文庫）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEN1101 開講期 単位数 標準履修年次

7
人間行動学概論Ⅰ

後金 1 2 単位 1 年
Introduction to Human Behavioral Science Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 川邉 光一 准教授／添田 晴雄 准教授

●科目の主題
（添田担当分）　教育学は、 乳幼児から老齢期までの人間行動における 「教えと学び」 を分析 ・ 考察する学問分

野である。 本講義では教育学におけるトピックを学びとカリキュラムを中心にいくつかを取り上げ、 人間の行動の諸

相を教育学の立場から説明することにより、 教育学という学問分野についての理解を深めることを目的とする。

（川邉担当分）　心理学は、 心やその働きによって表出される行動を実験や調査によって客観的に分析を行う学

問分野である。 ここでは心理学の歴史や研究手法、 実験心理学におけるトピックなどをとりあげて講義を行う。

●到達目標
（添田担当分）　学ぶとは何か、 教えるとは何かを、 教育学の視点から考えてみることと、 大学で何を学ぶべきか

を再考することを目標とする。

（川邉担当分）　心理学の観点では、 人間の行動の諸相をどのような形で説明しようとしているのかという点につい

て理解を深めることを目標とする。

●授業内容・授業計画
前半を添田 （教育学）、 後半を川邉 （心理学） が担当する。

第 1回 教育学　オリエンテーション　なぜ学校 （大学） に集まって学ぶのか？

第 2回 教育学　カリキュラムとは

第 3回 教育学　教科学習の場面以外での学び

第 4回 教育学　10 年後の自分　社会で求められる力　大学で何をすべきか

第 5回 教育学　伝えることの難しさから教育コミュニケーションを考える

第 6回 教育学　教育 ・ 学習場面における文字言語、 音声言語の役割

第 7回 教育学　学ぶとは　教えるとは

第 8回 心理学の歴史 (1)

第 9回 心理学の歴史 (2)

第 10 回 心理学の研究手法

第 11 回 心と行動 (1)

第 12 回 心と行動 (2)

第 13 回 心と行動 (3)

第 14 回 心と行動 (4)

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
（添田担当分）　専用ホームページを設け、 事前学習教材の閲覧や各課題を入力できるようにする。 毎回課題を

課す。

（川邉担当分）　授業前に配布資料などに目を通しておいてほしい。 授業後は講義の内容を踏まえ、 資料やノー

トの内容について復習しておくこと。

●評価方法
（添田担当分）　毎回の課題と最終レポートにより評価を行う。
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（川邉担当分）　期末試験により成績評価を行う。 これに出席状況も加味する。

●受講生へのコメント
（添田担当分）　本科目専用のノートを準備すること。ノートはルーズリーフではなく、綴じたノート。A4判が望ましい。

安価なものでかまわない。 大学在学中に、 高校までのノート習慣から脱皮し、 社会人のノートの使い方を身につけ

て欲しい。

（川邉担当分）　心理学は、 実験や調査という手法を使って心の仕組みを解明しようと試みる学問である。 一般的

に持たれている 「心理学」 のイメージとは異なるかもしれないが、 この講義を通じて心理学についての正しい知識を

持ってほしい。

●参考文献・教材
（添田担当分）　適宜紹介する。

（川邉担当分）　適宜紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEN1102 開講期 単位数 標準履修年次

8
人間行動学概論Ⅱ

前金 1 2 単位 1 年
Introduction to Human Behavioral Science Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 大場 茂明 教授／川野 英二 教授

●科目の主題
人文 ・ 社会科学における人間とその行動の捉え方を、 社会学、 地理学の観点から講述する。

●到達目標
（川野担当分）

はじめに社会学的な発想と方法を学んだのちに、 個別の社会問題に対する社会学的なアプローチの事例を通じ

て、 社会学がどのようなことをしているのかを理解すること。

（大場担当分）

人間とその行動に関する地理学的なアプローチについて。 都市問題やまちづくりなど、 内外の具体的な事例を

通じて理解を深める。

●授業内容・授業計画
前半前 （1 ～ 7 回） を社会学 （川野）、 後半 （8 ～ 14 回） を地理学 （大場） が担当する。 授業内容は、 下記

の通り。

第 1回 イントロダクション

第 2回 社会学の歴史

第 3回 理論の学としての社会学

第 4回 社会調査の学としての社会学１

第 5回 社会調査の学としての社会学２

第 6回 社会問題の学としての社会学１

第 7回 社会問題の学としての社会学２

第 8回 都市景観の読み方

第 9回 地図が語るもの

第 10 回 地域資源とまちづくり （1）

第 11 回 地域資源とまちづくり （2）

第 12 回 日常生活の記述 ： 「時間地理学」 の考え方

第 13 回 人間行動の背後に潜む心理 ： 空間認知

第 14 回 フィールドワーク入門

第 15 回 全体のまとめ

●事前・事後学習の内容
（川野担当分）　事前学習 ： テキストの該当箇所を読む。 事後学習 ： 講義の要点を整理する。

（大場担当分）　各回授業終了時に、 次回の講義内容を予告するとともに、 主要項目を 3 ～ 4 個のキーワードで

示す。 必ず事前にそれらの内容を確認し、 授業に臨むこと。 また、 授業のはじめに、 前回提出されたコミュニケー

ション・カードに基づき質疑応答を行い、前回講義内容についての理解を深める （15 ～ 20 分間程度）。 したがって、

授業終了後には、 各自講義の要点を整理するなど、 復習を欠かさないようにすること。

●評価方法
（川野担当分）

毎週のコミュニケーションカード提出 (20%) と定期試験 (80%) による。

（大場担当分）

毎週のコミュニケーションカード提出 (20%) と定期試験 (80%) による。
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●受講生へのコメント
（川野担当分）

「社会学」 とは何かを理解するためには、 まず社会学的な発想と方法を学び、 社会学的な 「視点」 を身につけ

る必要があります。 そのためには社会学の理論や調査の本をたくさん読んでください。 どのような本を読めばいいの

かは授業中に紹介します。

（大場担当分）

大学での 「地理学」 は高校までの地形 ・ 地名や物産を列挙する 「地理」 とは根本的に異なります。 地理学コー

スへの進学を考えている人は、 地理学の具体的内容について授業中に紹介する参考文献や、 教室ホームベージ

を参照してください、

●参考文献・教材
（川野担当分）

教科書 ： 玉野和志編 『ブリッジブック社会学』 2008 年　信山社

配布資料は専用サイトにアップする。

（大場担当分）

テキスト ： 使用しない。 授業中にプリントを配布する。

参考書 ： 授業時に適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEN2201 開講期 単位数 標準履修年次

9
人間行動学データ解析法Ⅰ a

前月 2 2 単位 2 年
Data Analysis of Human Behavioral Science Ⅰ a

授業形態 担当教員名

演習 笹島 秀晃 講師

●科目の主題
官庁統計や調査報告を読むための基本的知識、 調査 ・ 実験から得られたさまざまな形式のデータを整理 ・ 分析

するために必要な基本的知識と技術について解説する。

●到達目標
単純集計、 度数分布、 代表値、 クロス集計、 相関関係などの記述統計データの読み方や、 グラフの読み方、

またそれらの計算や作成の仕方を学ぶことによって、 実際にデータを整理 ・ 分析できるようになることが本講義の目

標である。

●授業内容・授業計画
指定の教科書の構成の従いつつ、 おおむね下記のスケジュールで講義を進める。

第 1回 ガイダンス

第 2回 統計ソフトの基本操作

第 3回 統計ソフトを使った計算

第 4回 量的データの収集 ・ 入力

第 5回 単純集計

第 6回 代表値 ・ 散らばりの尺度 （1）

第 7回 代表値 ・ 散らばりの尺度 （2）

第 8回 クロス集計 （1）

第 9回 クロス集計 （2）

第 10 回 相関係数

第 11 回 データのグラフ化

第 12 回 因果関係と相関関係

第 13 回 エラボレーション

第 14 回 疑似相関 ・ 媒介効果 ・ 交互作用

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習

教科書の該当部分を一通り読んでおくこと。

事後学習

講義のスライドの内容を復習するとともに、 講義中に指示した課題に取り組むこと。

●評価方法
出席 （20％）、 課題提出 (20％ )、 試験 （60％）。

●受講生へのコメント
授業は、 Excel、 SPSS などのソフトウェアを使って演習形式で行う。 欠席するとついてこれなくなるので、 やむを
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得ない場合を除いて休まないこと。 なお本講義は、 社会調査士資格認定 C 科目である。

●参考文献・教材
教科書 ： 廣瀬毅士ほか , 2010, 『社会調査のための統計データ分析』 オーム社 .

参考書 ： 神林博史 ・ 三輪哲 , 2011, 『社会調査のための統計学』 技術評論社． （入門）

参考書 ： G.W. ボーンシュテット ・ D. ノーキ , 1992, 『社会統計学』 ハーベスト社 （発展）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEN2201 開講期 単位数 標準履修年次

10
人間行動学データ解析法Ⅰ b

前月 2 2 単位 2 年
Data analysis of Human behavioral Science Ⅰ b

授業形態 担当教員名

講義形式 崎濱 秀行 非常勤講師

●科目の主題
様々な調査 ・ 実験等を行う際に必要なデータ解析手法や解析の際に必要な知識の習得

●到達目標
到達目標は、 本講義履修後に下記事項が理解できていることとする。

・ 調査データの入力方法 （Excel 等表計算ソフトへのデータ入力）

・ データ分析方法

・ 分析結果の解釈方法

・ データ分析や解釈を行う前提となる統計学的な知識

●授業内容・授業計画
教科書及び配布資料を用いた講義および実習 （実習では主に Excel を使用するが、 必要に応じて SPSS も使用

する場合がある）

第 1回 ガイダンス ・ イントロダクション―データ解析法を学ぶ意味について―

第 2回 さまざまな統計量１ （平均値） （教科書第１章）

第 3回 さまざまな統計量２ （度数分布表 ・ 度数分布図） （教科書第１章）

第 4回 さまざまな統計量３ （度数分布表 ・ 度数分布図 ・ 中央値 ・ 最頻値） （教科書第１章）

第 5回 さまざまな統計量４ （分散 ・ 標準偏差） （教科書第１章）

第 6回 さまざまな統計量５ （正規分布・標準正規分布・標準得点・偏差値・尺度水準） （教科書第１章）

第 7回 測定値の性質・信頼区間１ （記述統計学・推測統計学・母集団・標本・標本抽出・標本の大きさ）
（教科書第２章）

第 8回 測定値の性質 ・ 信頼区間２ （区間推定 ・ 信頼区間 ・ 不偏分散） （教科書第２章）

第 9回 カイ２乗検定１ （教科書第３章）

第 10 回 カイ２乗検定２ （問題演習）

第 11 回 ｔ検定 （対応なし） １ （教科書第４章）

第 12 回 ｔ検定 （対応なし） ２ （問題演習）

第 13 回 ｔ検定 （対応あり） （教科書第５章）

第 14 回 ｔ検定 （対応あり） （問題演習）

第 15 回 全体のまとめ

●事前・事後学習の内容
本講義を受講するにあたり、 以下のことが求められる。

事前 （講義前） ： 教科書当該章の予習

事後 （講義後） ： 教科書当該章ならびに授業中の演習課題の復習

●評価方法
本講義では、 以下の３点を評価の対象とする。

・ 中間レポート （合計２回程度。 授業中に指示） ： 20 ～ 30%

・ 期末レポート ： 50% 程度

・ 平常点 （授業中の課題演習 ・ 授業への取り組み） ： 20 ～ 30%

●受講生へのコメント
講義では様々な専門用語が出てくることがある。 そのため、 文系、 とりわけ文学部の学生にとっては苦痛を感じる

ことがあるかも知れない。 しかし、 この講義では 「出てきたことをすべて暗記せよ」 と言うわけではなく、 講義で扱っ

た様々な手法を用いて、 教育に係る様々な現象、 地域の人々の特徴等を読み解こうとする姿勢が見られるかどうか

を重視する。 講義では、 解説に加え、 実際に分析を行う機会もできるだけ確保するつもりである。 このような機会を

活用し、 少しでも分析に慣れることを目指してほしい。

●参考文献・教材
【教科書】
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向後千春 ・ 富永敦子 （2007） 『統計学がわかる （ファーストブック）』 技術評論社 【参考書】

講義中、 適宜指示する予定である。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEN2202 開講期 単位数 標準履修年次

11
人間行動学データ解析法Ⅱ a

後月 2 2 単位 2 年
Data Analysis of Human Behavioral Science Ⅱ a

授業形態 担当教員名

演習 佐伯 大輔 准教授

●科目の主題
実験 ・ 調査において、 標本より得られたデータから母集団についての結論を導き出すためには、 推定ならびに

検定と呼ばれる統計的処理を施す必要がある。 本講では、 点推定と区間推定、 ならびに基本的な検定手法である

t 検定、 F 検定、 カイ 2 乗検定について、 その理論と実践の両面にわたって講ずる。

●到達目標
授業で紹介する検定法の理論的基礎について理解を深めるとともに、 その実際の適用の仕方に習熟することが、

この授業の到達目標である。

●授業内容・授業計画
主として、 平均値に関する検定を例にとって、 推測統計の基本的な考え方を説明する。 おおよその授業計画は

以下のとおりである。

第 1回 統計的推測とは

第 2回 データ解析Ⅰの復習

第 3回 確率変数と確率分布

第 4回 正規分布

第 5回 標本分布と中心極限定理

第 6回 点推定と区間推定

第 7回 検定の基本的手続き

第 8回 カイ 2 乗分布 ・ t 分布 ・ F 分布

第 9回 2 つの平均値の差の検定 （1）

第 10 回 2 つの平均値の差の検定 （2）

第 11 回 2 つの平均値の差の検定 （3）

第 12 回 独立性の検定

第 13 回 相関と無相関検定

第 14 回 3 つ以上の平均値の差の検定

第 15 回 総復習

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 「参考文献」 に挙げた書籍の該当部分を読んでおく。

事後学習 ： 授業で学習した概念 ・ 検定法について確認し、 授業で解いた演習問題を再度解いておく。

●評価方法
学期末試験の成績によって評価する。

●受講生へのコメント
本科目は複数開講科目である。 この授業は、 人間行動学科の社会学コース・心理学コースの学生を対象とする。

同学科の教育学コース ・ 地理学コースならびに他学科の第 1 部学生は、 同時間帯に同内容で開講される人間行

動学データ解析法Ⅱ b を受講すること。

●参考文献・教材
［テキスト］ 使用しない。 必要な資料は、 随時、 授業時に配布する。

［参考文献］

（1） 広田すみれ (2013) 『読む統計学使う統計学　第 2 版』　慶應義塾大学出版会

（2） 森敏昭 ・ 吉田寿夫 (1990) 『心理学のためのデータ解析テクニカルブック』　北大路書房

（3） 伊藤正人 (2006) 『心理学研究法入門―行動研究のための研究計画とデータ解析―』　昭和堂
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEN2202 開講期 単位数 標準履修年次

12
人間行動学データ解析法Ⅱ b

後月 2 2 単位 2 年
Data Analysis of Human Behavioral Science Ⅱ b

授業形態 担当教員名

実習 木村 義成 准教授

●科目の主題
人間行動学をはじめ、 様々な統計処理を用いる学問において必要とされる統計の原理と計算方法について学習

する。 統計の原理と計算方法のみならず、 地理学や教育学で用いられる地域特性分析やデータ ・ サンプリングと

調査法、 地域住民への質問票の作成や分析についても実データを用いて演習を実施する。

●到達目標
演習の前半においては、 平均、 中央値、 分散、 標準偏差といった広く世の中で利用される基本統計量とデータ

のグラフ表現について理解してもらう。 演習の後半では、 地域統計のデータを用いた分析例について理解を深めて

もらう。 演習では Excel を利用するので、 特に Excel における関数、 データベース、 データ集計機能について熟達

してもらう。

●授業内容・授業計画
人間行動学をはじめ、 様々な統計処理を用いる学問において必要とされる、 基本統計量や統計推測の原理と方

法について学習する。 授業は理論と実践の両面から行うものとする。 理論においては、 正規分布、 ポアッソン分布

など分布の種類、 平均値、 標準偏差、 検定と推定など統計の基礎となる概念について、 数学的な背景、 理論を

理解してもらう

一方、 実践においては、 学術情報総合センターの端末室を利用し、 主に Excel の統計機能を利用した処理法を

地域統計分析の観点から習得する。

第 1回 ・ ガイダンス

第 2回 ・ 基本統計量とグラフ表現①

第 3回 ・ 基本統計量とグラフ表現②

第 4回 ・ データ検索 ・ 抽出

第 5回 ・ データのクロス集計

第 6回 ・ サンプリングと調査法

第 7回 ・ ヒストグラムとローレンツ曲線①

第 8回 ・ ヒストグラムとローレンツ曲線②

第 9回 ・ ローレンツ曲線とジニ係数

第 10 回 ・ データのばらつき （分散 ・ 標準偏差）

第 11 回 ・ データのばらつき （分散 ・ 標準偏差）

第 12 回 ・ 検定と推定の基礎

第 13 回 ・ 多変量解析の基礎 （主成分分析、 因子分析、 クラスタ法を用いた地域の分類）

第 14 回 ・ 多変量解析の基礎 （数量化理論を用いた分析）

第 15 回 ・ 質問票の作成と分析

●事前・事後学習の内容
事前学習としては実習当日の内容について教材を予め熟読すること。

事後学習としては実習終了後に習った内容に関する課題について Excel ファイルにて提出してもらう。

●評価方法
出席点、 および小レポート （60 ～ 70％）、 最終レポート （30 ～ 40％） の割合で総合的に評価する。

●受講生へのコメント
統計処理は、 実際にデータを用いて取り組まないと理解が進まない。

本演習では、 Excel を利用することにより統計の理論的な面のみならず、 実用的な面も理解してもらう。

●参考文献・教材
教材 ・ 参考文献については、 第 1 回のガイダンスにて説明を行う。

教材は以下の市販書を用いる。

Excel による統計入門―Excel2007 対応版　縄田 和満 著  朝倉書店

ISBN-13: 978-4254121728

※ ) 第 1 回のガイダンスには必ず受講すること。第 1 回を受講していない場合は、演習の参加を認めないことがある。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCGEN1101 開講期 単位数 標準履修年次

13
言語文化基礎論Ⅰ

後火 2 2 単位 1 ・ 2 年
Outline of Language and Culture Studies Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 髙井 絹子 准教授

●科目の主題
現代ドイツ語圏作家と作品の紹介をします。

●到達目標
ドイツ語圏の歴史や文化、 文学について基礎的な知識を蓄えることを目標とします。

●授業内容・授業計画
作家や作品を紹介するとともに、 作品成立の歴史的、 文化的背景を説明します。

第 1回 導入 ： ドイツ語圏の作家と作品

第 2回 マン 『ブッデンブローク家の人々』

第 3回 ブレヒト 『三文オペラ』

第 4回 ホフマンスタール 『チャンドス卿の手紙』

第 5回 ロート 『聖なる酔っぱらいの伝説』

第 6回 ツヴァイク 『チェスの話』

第 7回 ヘッセ 『デミアン』

第 8回 カフカ 『変身』

第 9回 バッハマン 『人殺しと狂人たちのあいだで』

第 10 回 ベル 『ハインリヒ ・ ベル短篇集』

第 11 回 ハウスホーファー 『壁』

第 12 回 カネッティ 『救われた舌』

第 13 回 プロイスラー 『クラバート』

第 14 回 まとめ

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 授業中指示した用語や概念について下調べをする。

事後学習 ： 授業内容をもとに文献を調べ、 レポート作成の準備をする。

●評価方法
平常点 20 点、 レポート 80 点。

●受講生へのコメント
どの作品も翻訳が出ています。 たくさん読んでください。

●参考文献・教材
授業中に指示します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCGEN1102 開講期 単位数 標準履修年次

14
言語文化基礎論Ⅱ

後木 3 2 単位 1 ・ 2 年
Outline of Language and Culture Studies Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 関 茂樹 教授

●科目の主題
英語と日本語にみられる形式と意味の対応関係を機能論的な観点から考察する。

●到達目標
英語と日本語の文構成の原則と情報構造について基本的な理解を得ることを目標とする。

●授業内容・授業計画
前半では基本的な概念を紹介する。 後半では日英語の具体例を取り上げ、 基本的な文と拡張型の文の諸特徴

を明らかにする。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 基本文 （1）

第 3回 基本文 （2）

第 4回 拡張型 （1）

第 5回 拡張型 （2）
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第 6回 拡張型 （3）

第 7回 拡張型 （4）

第 8回 拡張型 （5）

第 9回 拡張型 （6）

第 10 回 拡張型 （7)

第 11 回 拡張型 （8）

第 12 回 拡張型 （9）

第 13 回 拡張型 （10）

第 14 回 拡張型 （11)

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
受講前に関連のある文献を読み、 予備的な知識を深めること。 受講後は、 疑問点 ・ 不明な点を整理し、 次の授

業で理解の確認を行うこと。

●評価方法
出席点 ・ 平常点 （30％） および期末テスト （70％） で評価する。

●受講生へのコメント
小説、ドラマ、ニュース、エッセイなど身近な言語表現を通して、日英語の形式と意味の対応について関心をもち、

考察を深めてください。

●参考文献・教材
授業時に資料配布を行う。 参考文献は適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCGEN1103 開講期 単位数 標準履修年次

15

言語文化概論Ⅰ
前火 1 2 単位 1 ・ 2 年

Introduction to Language and Culture Studies Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義
白田 由樹 准教授／田中 一彦 教授／海老根 剛 准教授／
長谷川 健一 講師

●科目の主題
言語文化学科の各コースの教育研究内容の紹介。

●到達目標
本科目は、 専門領域を異にする教員が行うオムニバス方式の授業であり、 言語またはそれによって織りなされる

文学 ・ 文化の様相を学び、 両者の多様な関係のあり方について理解を深めることを目標とする。

●授業内容・授業計画
第 1 ～ 4 回 （ドイツ語フランス語圏言語文化フランス語圏言語文化領域 ： 白田由樹准教授） 「19 世紀フランスと

日本」 19 世紀後半に欧州で流行したジャポニスムについて、特にフランスにおける美術や工芸運動への影響といっ

た諸相から取り上げながら、 異文化の受容や解釈を、 その背景となる社会との関係において考察していく。

第 5 ～ 8 回 （言語応用 ： 田中一彦教授） 「日常言語と言語学」　我々が何気なく毎日使っている 「ことば」 と言

語学の関係を通して、 我々のことばの裏に潜む原理 ・ 原則の一端を明らかにする。

第 9 ～ 12 回 （表現文化：海老根剛准教授） 「映画・マンガ・アニメーションの比較表現論」 実写映画、 マンガ、

アニメーションという映像表現の三つの形式は、 歴史のなかで互いに影響を及ぼし合いながら発展してきた。 たとえ

ば、 マンガやアニメーションをめぐる議論において、 しばしば 「映画的」 と形容される表現手法が主題化されてきた

ことも、 相互の密接な結びつきを示唆する事例である。 4 回の授業を通して、 これら三つの表現形式の共通性と差

異を具体的な作品の分析と理論的考察の両面から検討する。

第 13 ～ 14 回 （ドイツ語フランス語圏言語文化ドイツ語圏言語文化領域 ： 長谷川健一講師） 「ルターとドイツ語 ・

ドイツ文学」 宗教改革でその名を知られるルターとドイツ語 ・ ドイツ文学との関係をテーマに話をする。 まず、 ドイツ

語の歴史を概観したうえで、 ルター訳聖書がドイツ語に与えた影響とその理由を考察する。 つづいて、 同時代の作

家 （ハンス ・ ザックス） と後代の作家 （ゲーテ、 ノヴァーリス、 ハイネ等） によるルター評価を取り上げて、 それぞ

れの評価の理由を探りたい。

第 1回 19 世紀のジャポニスム

第 2回 パリ万国博覧会と日本

第 3回 浮世絵とフランス美術

第 4回 「芸術の日本」 とアール ・ ヌーヴォー

第 5回 メタ言語と日常言語
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第 6回 言語学と日常言語その 1　意味論と語用論

第 7回 言語学と日常言語その 2　グライスの語用論とポライトネス理論

第 8回 言語学と小説の語 ( 騙 ) り

第 9回 映画 ・ マンガ ・ アニメーション ： その基本的特徴

第 10 回 マンガと映画の比較分析

第 11 回 アニメーションと映画の比較分析

第 12 回 映画 ・ マンガ ・ アニメーションの相互翻訳可能性

第 13 回 ルターとドイツ語

第 14 回 作家によるルター評価をめぐって

第 15 回 レポート相談日

●事前・事後学習の内容
各教員が毎回授業時に指示する。

●評価方法
レポートおよび出席点による。

●受講生へのコメント
1 言語文化学科の履修科目なので、 必ず履修すること。

2 「言語文化概論 I」 「言語文化概論 II」 の 2 科目をあわせて言語文化学科のコース内容を伝える科目設定であ

る。 したがってこの 2 科目をもとに原則として 1 年次に履修すること。

3 特定の担当教員のテーマを選択してレポートを提出する。 ただし、 その担当教員の授業回にのみ出席するの

ではなく、 すべての担当教員の授業に出席すること。

4 「言語文化概論 I」 「言語文化概論 II」 にまたがる担当 （今年度はドイツ語フランス語圏言語文化ドイツ語言語

文化領域の長谷川講師） については、 どちらか一方の授業のレポートテーマとしてのみ選択可。 I、 II ともドイ

ツ語フランス語圏言語文化ドイツ語言語文化領域のテーマでレポートを提出することは認められない。

5 レポートと出席状況を合わせて成績評価を行う。 なお、 欠席回数が全授業回数の三分の一を超えた場合、 原

則としてレポートを提出しても評価の対象にならず、 単位は認定されない。

●参考文献・教材
必要に応じて授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCGEN1104 開講期 単位数 標準履修年次

16

言語文化概論Ⅱ
前木 1 2 単位 1 ・ 2 年

Introduction to Language and Culture Studies Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義
奥野 久美子 准教授／岩本 真理 教授／リチャーズ 准教授
／長谷川 健一 講師

●科目の主題
言語文化学科の各コースにおける研究教育内容の紹介。

●到達目標
専門領域を異にする教員が行うオムニバス方式の授業であり、 言語またはそれによって織りなされる文学の諸相

を学び、 両者の多様な関係のあり方について理解を深めることを目標とする。

●授業内容・授業計画
第 1 ～ 4 回 （国語国文学 ： 奥野久美子准教授） 近代 （明治以降） の国文学の研究とはどのようなものか、 そ

の意義から具体的な方法までを、 芥川龍之介の作品を例に概説する。

第 5 ～ 8 回 （中国語中国文学 ： 岩本真理教授） 中国語の特徴を 4 回で概説する。 そのバリエーションの豊富さ

にふれてほしい。

第 9 ～ 12 回 （英米言語文化 ： イアン ・ リチャーズ准教授） This part of the course will focus on the orgins and 

development of Modernism in American poetry.  Prints of poems will be provided.  There will be a short lecture in 

English and some exercises in each class.  

第 13 ～ 14 回 （ドイツ語フランス語圏言語文化ドイツ語圏言語文化領域 ： 長谷川健一講師） グリム兄弟は、 19

世紀以降のドイツ語 ・ ドイツ文学研究の発展 ・ 深化に多大な貢献をなした文献学者であり言語学者でもあった。 本

講義では、 そうしたグリム兄弟の生涯と業績について概説したうえで、 『グリム童話』 の成立の背景を探り、 初版に

対して寄せられた様々な批判の妥当性について考えたい。

第 1回 大阪市立大学初代学長恒藤恭と芥川龍之介― 「羅生門」 をめぐって―

第 2回 校訂と注釈―芥川龍之介 「羅生門」 を例に―
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第 3回 草稿および典拠― 「羅生門」 を例に―

第 4回 複数の本文、 および典拠―芥川龍之介 「蜘蛛の糸」 を例に―

第 5回 中国語のしくみ ： 語の構成方法を中心に

第 6回 中国語のことわざ

第 7回 中国語の言葉遊び ： 字謎 ・ しゃれ ・ 回文

第 8回 中国語のバリエーション ： 文体 ・ 時代 ・ 地域 ・ 世代 ・ 性

第 9回 Walt Whitman

第 10 回 Robert Frost

第 11 回 Langston Hughes

第 12 回 John Berryman

第 13 回 グリム兄弟とドイツ語 ・ ドイツ文学研究

第 14 回 『グリム童話』 に対する批判について考える

第 15 回 レポート相談日

●事前・事後学習の内容
各教員が毎回授業時に指示する。 第一回目の事前学習としては、 芥川龍之介 「羅生門」 を通読し、 その際、

どのテキスト （文庫、 高校の教科書など） で読んだか、 できれば手元に控えを残しておくこと。

●評価方法
レポートおよび出席点による。

●受講生へのコメント
1 言語文化学科の必修科目なので必ず履修すること。

2  「言語文化概論Ⅰ」 「言語文化概論Ⅱ」 の 2 科目をあわせて言語文化学科のコース内容を伝える科目設定で

ある。 したがってこの 2 科目をともに原則として 1 年次に履修すること。

3 特定の担当教員のテーマを選択してレポートを提出する。 ただし、 その担当教員の授業回にのみ出席するの

ではなく、 すべての担当教員の授業に出席すること。

4 「言語文化概論Ⅰ」 「言語文化概論Ⅱ」 にまたがる担当 （今年度はドイツ語フランス語圏言語文化ドイツ語圏

言語文化領域の長谷川講師） については、 どちらか一方の授業のレポートテーマとしてのみ選択可。 Ⅰ ・ Ⅱ

ともドイツ語フランス語圏言語文化ドイツ語圏言語文化領域のテーマでレポートを提出することは認められない。

5 レポートと出席状況を合わせて成績評価を行う。 なお、 欠席回数が全授業回数の三分の一を超えた場合、 原

則として、 レポートを提出しても評価の対象にならず、 単位は認定されない。

●参考文献・教材
必要に応じて授業中に指示する。
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哲  学  歴  史  学  科
掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3201 開講期 単位数 標準履修年次

17
哲学概論Ⅰ

前月 3 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction to Philosophy Ⅰ

授業形態 担当教員名

アクティブラーニング型講義 佐金 武 講師

●科目の主題
形而上学とは、 世界の根本的なあり方を探求する哲学の一分野である。 その主要な問題の検討を通じて、 われ

われの世界観の明晰化を試みる。

●到達目標
哲学の基礎である論理的な思考と、 形而上学の基本概念の習得を目標とする。 その際、 単なる専門知識の伝授

に終始するのではなく、 自ら問題を形成し粘り強く考えぬく自律心と、 偏狭な見方を避けあらゆる可能性に対して開

かれた知性を育むことを目指す。

●授業内容・授業計画
形而上学の主要な問題について、 新旧の様々な理論的可能性を探る。

講義パートで学んだことを土台として、 グループワークやディスカッション、 ディベートなどを行い、 問題を多角的

に検討する。

第 1回 導入 ： 分析形而上学の試みについて

第 2回 物理的対象 （1） ： どのような条件によって複数の部分は一つの対象を合成するのか

第 3回 物理的対象 （2） ： 無制限主義 ・ 事実主義 ・ ニヒリズム

第 4回 物理的対象 （3） ： 有機主義とモニズム

第 5回 コンセプトマップ作成とディスカッション I

第 6回 性質 （1） ： 多にわたる一の問題

第 7回 性質 （2） ： 普遍主義と唯名論

第 8回 性質 （3） ： トロープ説

第 9回 コンセプトマップ作成ととディスカッション II

第 10 回 実体説と束説 （1） ： 裸の個体

第 11 回 実体説と束説 （2） ： 性質の束としての個体

第 12 回 コンセプトマップ作成とディスカッション III

第 13 回 様相 （1） ： 様相実在論

第 14 回 様相 （2） ： いくつかの代案

第 15 回 コンセプトマップ作成とディスカッション IV

●事前・事後学習の内容
各回の講義を踏まえ、 様々な哲学的見解を十分に理解するとともに、 自分の見解をもつように努めること。

テーマごとのコンセプトマップの作成やディスカッションに積極的に参加できるよう、 しっかり準備を進めること。

●評価方法
本科目では、 グループワーク等における受講生の積極的参加を求める。 この平常点に加えて、 レポート課題を

予定する。

●受講生へのコメント
本科目は、 後期に開講される哲学概論 II とあわせて受講することが望ましい。

●参考文献・教材
以下を参考文献としてあげる （購入の必要は特になし）。

[1] S. Mumford (2012), Metaphysics: A Very Short Introduction, Oxford University Press. 

[2] J. W. Carroll and N. Markosian (2010), An Introduction to Metaphysics, Cambridge University Press. 

[3] J. Tallant(2011), Metaphysics: An Introduction, Continuum. 

[4]  E. B. Conee and T. Sider (2007), Riddles of Existence: A Guided Tour of Metaphysics, Oxford University 

Press. （『形而上学レッスン』、 A ・ コニー &T ・ サイダー著、 小山虎訳、 春秋社）
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3202 開講期 単位数 標準履修年次

18
哲学概論Ⅱ

後月 3 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction to Philosophy Ⅱ

授業形態 担当教員名

アクティブラーニング型講義 佐金 武 講師

●科目の主題
形而上学とは、 世界の根本的なあり方を探求する哲学の一分野である。 その主要な問題の検討を通じて、 われ

われの世界観の明晰化を試みる。

●到達目標
哲学の基礎である論理的な思考と、 形而上学の基本概念の習得を目標とする。 その際、 単なる専門知識の伝授

に終始するのではなく、 自ら問題を形成し粘り強く考えぬく自律心と、 偏狭な見方を避けあらゆる可能性に対して開

かれた知性を育むことを目指す。

●授業内容・授業計画
形而上学の主要な問題について、 新旧の様々な理論的可能性を探る。  

講義パ ートで 学んだ ことを土台として、 グ ループ ワークやデ ィスカッション、 デ ィベ ートなど を行い、 問題を多角的

に検討する。

第 1回 導入 ： 後期授業の説明と準備 （グループの組み替えなど）

第 2回 決定論と自由 （1） ： 自由と他行為可能性

第 3回 決定論と自由 （2） ： 両立論と非両立論

第 4回 決定論と自由 （3） ： 行為と因果

第 5回 コンセプトマップ作成とディスカッション I

第 6回 時間 （1） ： マクタガートの 「時間の非実在性証明」

第 7回 時間 （2） ： 無時制理論 （B- 理論） の立場

第 8回 時間 （3） ： 時制理論における三つの立場

第 9回 コンセプトマップ作成とディスカッション II

第 10 回 持続 （1） ： 一時的な内在的性質の問題

第 11 回 持続 （2） ： 延続説と耐続説

第 12 回 コンセプトマップ作成とディスカッション III

第 13 回 人の同一性 （1） ： 人の生存条件に関する様々な哲学的見解

第 14 回 人の同一性 （2） ： 身体説 ・ 記憶説 ・ 魂説 ・ 動物主義

第 15 回 コンセプトマップ作成とディスカッション IV

●事前・事後学習の内容
各回の講義を踏まえ、 様々な哲学的見解を十分に理解するとともに、 自分の見解をもつように努めること。

テーマごとのコンセプトマップの作成やディスカッションに積極的に参加できるよう、 しっかり準備を進めること。

●評価方法
本科目では、 グループワーク等における受講生の積極的参加を求める。 この平常点に加えて、 レポート課題を

予定する。

●受講生へのコメント
本科目は、 前期に開講される哲学概論 I とあわせて受講することが 望ましい。

●参考文献・教材
以下を参考文献としてあげる ( 購入の必要は特になし )。

［1] S. Mumford (2012), Metaphysics: A Very Short Introduction, Oxford University Press.

[2]  J. W. Carroll and N. Markosian (2010), An Introduction to Metaphysics, Cambridge University Press.

[3] J. Tallant (2011),Metaphysics: An Introduction, Continuum.

[4]  E. B. Conee and T. Sider (2007), Riddles of Existence: A Guided Tour of Metaphysics, Oxford University 

Press.( 『形而上学レッスン』、 A ・ コニー &T ・ サイダー著、 小山虎訳、 春秋社 )

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL2101 開講期 単位数 標準履修年次

19
哲学史通論Ⅰ（旧哲学史通論Ⅲ）

前木 3 2 単位 1 ・ 2 年
Outline of the History of Philosophy Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 早瀬 篤 非常勤講師

●科目の主題
西洋古代哲学史 ・ 後編として、 古代ギリシア哲学を代表するプラトンとアリストテレスの哲学を概観する。 （プラトン
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哲学の最初から説明するので昨年度の前編と一部内容が重複する。） 古代ギリシア哲学は——哲学とは本質的に古

代ギリシア的なものと言われるように——哲学史上の枢要な位置を占めるのみならず、 現代世界を支配する自然およ

び人文諸科学の基礎となる思考様式をはじめて明確な形で提示したものである。 現代における西洋的な 「学」 の

営みの由来を知るために、 紀元前 6-4 世紀におけるギリシアの思想的状況を渉猟することにしたい。

●到達目標
古代ギリシア哲学の主要な哲学者の教説について大まかな理解を得ることが目標である。 古代ギリシア哲学の基

本用語 （例えば 「エレンコス」 「形相」 「素材」） の意味だけではなく、 それらがどのような問題を解決するために

使われているのかという文脈まで簡単に説明できるようになることが目標である。

●授業内容・授業計画
講義は以下のような区分に従って行われる。

第 1回 イントロダクション

第 2回 プラトンの哲学 (1) プラトンの経歴

第 3回 プラトンの哲学 (2) プラトンと真実在説 その一

第 4回 プラトンの哲学 (3) プラトンと真実在説 その二

第 5回 プラトンの哲学 (4) 意思の弱さの問題

第 6回 プラトンの哲学 (5) 『国家』 その一

第 7回 プラトンの哲学 (6) 『国家』 その二

第 8回 プラトンの哲学 (7) 『国家』 その三

第 9回 プラトンの哲学 (8) プラトンの宇宙論

第 10 回 アリストテレスの哲学 (1) アリストテレスの経歴

第 11 回 アリストテレスの哲学 (2) 自然学

第 12 回 アリストテレスの哲学 (3) 魂論

第 13 回 アリストテレスの哲学 (4) 倫理学 ・ 政治学

第 14 回 アリストテレスの哲学 (5) 宇宙論

第 15 回 試験

●事前・事後学習の内容
講義のための予習はとくに必要ないが、 講義終了後、 授業で配布された参考資料をきちんと読んでおくことが望

ましい。

●評価方法
成績は出席状況と学期末に行うテストの成績とを考慮して算出する。 その内訳は、 出席 40%、 テストの成績 60%

とする。 聴講者が多い場合、 出席はランダムに 4 回調査する。

●受講生へのコメント
●参考文献・教材

教科書は指定しないが、 参考書籍として以下のものを挙げる。

内山勝利 （編） 『哲学の歴史 第 1 巻 哲学誕生 【古代Ｉ】』 （2008,　中央公論新社）

藤沢令夫 『プラトンの哲学』 （1998, 岩波新書）

内山勝利他 （編） 『アリストテレス全集 1 カテゴリー論 ・ 命題論』 （2013, 岩波書店） 〔編者によるアリストテレスの

解説 (pp.337-442) が参考になる。 授業担当講師による 『命題論』 の翻訳 ・ 解説も収録。〕

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL2102 開講期 単位数 標準履修年次

20
哲学史通論Ⅱ（旧哲学史通論Ⅳ）

後火 1 2 単位 1 ・ 2 年
Outline of the History of Philosophy Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 高梨 友宏 教授

●科目の主題
大陸合理論を概観する。

●到達目標
デカルト、 スピノザ、 ライプニッツに代表される大陸合理論の主要な哲学的主張を理解する。

●授業内容・授業計画
できる限り、 以下のようなプランに沿って進めたい。

第 1回 導入 ： 合理論と経験論、 およびそれらの総合としてのカントの超越論的批判哲学について

第 2回 デカルト （1） ： 実体、 明晰判明な認識、 神

第 3回 デカルト （2） ： 二元論

第 4回 デカルト （3） ： 精神と身体の関係、 情念 （その 1） 心身関係に基づく情念発生の構造
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第 5回 デカルト （4） ： 精神と身体の関係、 情念 （その 2） 6 つの基本情念

第 6回 デカルト （5） ： 精神と身体の関係、 情念 （その 3） 高邁と倫理

第 7回 スピノザ （1） ： デカルトからの影響

第 8回 スピノザ （2） ： 神

第 9回 スピノザ （3） ： 人間 （その 1） 精神と身体、 認識

第 10 回 スピノザ （4） ： 人間 （その 2） 感情と道徳

第 11 回 スピノザ （5） ： 人間 （その 3） 自由、 神への知性的な愛

第 12 回 ライプニッツ （1） ： モナドと表象

第 13 回 ライプニッツ （2） ： 予定調和と最良説

第 14 回 ライプニッツ （3） ： 神、 連続律

第 15 回 期末試験

●事前・事後学習の内容
事前学習 : 授業用に事前配布するプリントを読んで、 授業に臨むこと。

事後学習 : 授業で触れた内容に関して、 第一次文献に当たって復習するのが望ましい。

●評価方法
期末試験を課し、 授業内容の理解の如何を評価対象とする。

なお、 期末試験については、 受験資格を 「全授業回数の 6 割超出席者」 のみに与えることとする。

●受講生へのコメント
・  毎回 「出席調査票」 を配布し、 出席の確認をする他、 これに記載された受講者の質問や感想に答 （応） え

る形で授業内容を補足する。

・  「哲学史通論Ⅱ」 の提供内容について ： 大陸合理論について概観する年と、 イギリス経験論からカントの批判

哲学までを概観する年とが交替する。 今年度は前者を扱う。

●参考文献・教材
教材として授業プリントを配布する。

その他、 第一次文献、 参考書等は適宜授業中に紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3203 開講期 単位数 標準履修年次

21
哲学演習・講読Ⅰ

前水 3 2 単位 2 ～ 4 年
Readings Seminar in Philosophy Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 佐金 武 講師

●科目の主題
英語文献の講読を通じて、 古代ギリシャから現代にいたる哲学の流れを 「時間」 を軸に概観する。

●到達目標
哲学の文献の読解力を養うとともに、 時間を軸とする哲学史の深い理解に努める。

●授業内容・授業計画
本年度は引き続き、 以下のテキストの精読に取り組む。

Philip Turetzky (1998) Time, Routledge.

第 1回 導入 ： テキストについての解説と授業の準備

第 2回 第 5 章” Anticipation of modaenity” の講読 （1）

第 3回 第 5 章の講読 （2）

第 4回 第 5 章の講読 （3）

第 5回 第 5 章の講読 （4）

第 6回 第 5 章の講読 （5）

第 7回 第 5 章の講読 （6）

第 8回 第 5 章の講読 （7）

第 9回 第 6 章” Absolute and ideal time” の講読 （1）

第 10 回 第 6 章の講読 （2）

第 11 回 第 6 章の講読 （3）

第 12 回 第 6 章の講読 （4）

第 13 回 第 7 章の講読 （5）

第 14 回 第 7 章の講読 （6）

第 15 回 第 7 章の講読 （7）

●事前・事後学習の内容
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各回の担当者は事前に担当箇所の予習を行い、 口頭での訳の準備をすること。

授業後、 テキストの内容の整理を行い、 議論の文脈をしっかり押さえながら次回に備えること。

●評価方法
基本的には平常点による評価。

ただし、 受講者が多数で 1 人あたりの担当回数が目標に達しない場合は、 授業内で期末テストを実施することも

ありうる。

6 回以上の欠席は評価の対象としない。

●受講生へのコメント
この科目は、 後期に開講される哲学演習 ・ 講読 II とあわせて受講することが望ましい。

●参考文献・教材
Philip Turetzky (1998) Time, Routledge.

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3204 開講期 単位数 標準履修年次

22
哲学演習・講読Ⅱ

後水 3 2 単位 2 ～ 4 年
Reading Seminar in Philosophy Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 佐金 武 講師

●科目の主題
英語文献の講読を通じて、 古代ギリシャから現代にいたる哲学の流れを 「時間」 を軸に概観する。

●到達目標
哲学の文献の読解力を養うとともに、 時間を軸とする哲学史の深い理解に努める。

●授業内容・授業計画
本年度は引き続き、 以下のテキストの精読に取り組む。

Philip Turetzky (1998) Time, Routledge.

第 1回 導入 ： 前期の振り返りと授業の準備

第 2回 第 7 章” Kant” の講読 （1）

第 3回 第 7 章の講読 （2）

第 4回 第 7 章の講読 （3）

第 5回 第 7 章の講読 （4）

第 6回 第 7 章の講読 （5）

第 7回 第 7 章の講読 （6）

第 8回 第 7 章の講読 （7）

第 9回 第 8 章” Being and becoming” の講読 （1）

第 10 回 第 8 章の講読 （2）

第 11 回 第 8 章の講読 （3）

第 12 回 第 8 章の講読 （4）

第 13 回 第 8 章の講読 （5）

第 14 回 第 8 章の講読 （6）

第 15 回 第 8 章の講読 （7）

●事前・事後学習の内容
各回の担当者は事前に担当箇所の予習を行い、 口頭での訳の準備をすること。

授業後、 テキストの内容の整理を行い、 議論の文脈をしっかり押さえながら次回に備えること。

●評価方法
基本的には平常点による評価。

ただし、 受講者が多数で 1 人あたりの担当回数が目標に達しない場合は、 授業内で期末テストを実施することも

ありうる。

6 回以上の欠席は評価の対象としない。

●受講生へのコメント
この科目は、 前期に開講される哲学演習 ・ 講読 I とあわせて受講することが望ましい。

●参考文献・教材
Philip Turetzky (1998) Time, Routledge.
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3205 開講期 単位数 標準履修年次

23
哲学史演習・講読Ⅰ

前月 4 2 単位 2 ～ 4 年
Reading Seminar in the History of Philosophy Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 高梨 友宏 教授

●科目の主題
フッサール 『ヨーロッパ諸学の危機と超越論的現象学』 を読む。

●到達目標
フッサール後期現象学の代表的著作である 『ヨーロッパ諸学の危機と超越論的現象学』 における、 フッサール

の近代哲学史観を踏まえ、 「生活世界」 の理念や 「他者問題」 について理解を深める。

●授業内容・授業計画
「哲学史演習講読」 で 『危機』 書を読むのは昨年度に続いて 2 年目となる。 最初の数回で、 第 1 部 「ヨーロッ

パ的人間の根本的な生活危機の表現としての学問の危機」、 よび第 2 部 「近代における物理学的客観主義と超越

論的主観主義との対立の起源の解明」 のうち昨年度既読の箇所の内容について講師が講述し、 その続きから 「演

習」 を行う。

第 1回 導入 ： フッサール現象学概説／ 『危機』 書第 1 部の内容についての講述 （1）

第 2回 『危機』 書第 1 部の内容についての講述 （2）

第 3回 『危機』 書第 2 部の内容についての講述 （1）

第 4回 『危機』 書第 2 部の内容についての講述 （2）

第 5回 演習 （1）

第 6回 演習 （2）

第 7回 演習 （3）

第 8回 演習 （4）

第 9回 演習 （5）

第 10 回 演習 （6）

第 11 回 演習 （7）

第 12 回 演習 （8）

第 13 回 演習 （9）

第 14 回 演習 （10）

第 15 回 演習 （11）

●事前・事後学習の内容
事前学習　講述部分については、 事前に配布する関連資料を読んで授業に臨まれたい。 演習部分については、

担当者を事前に決めるが、 その日演習を担当しない人も、 必ずテキストに目を通して授業に臨むこと。

演習を担当する人は、 内容に関する授業用レジュメを用意し、 内容に関して十分説明できるようにテキストをよく

読み込んでくること。

事後学習　昨年度来読み続けているテキストであるため、 演習部分では昨年度の続きから読み進めることになる。

本演習における既読のテキスト箇所については、 講師の講述に拘わらず、 第一次文献を用いて、 遡って独習され

たい。

●評価方法
平常点による評価。

●受講生へのコメント
・ 基本的に翻訳書に基づいて演習を進めるが、 原文を参照する場合があるので、 ドイツ語の少なくとも初級の既

修者が受講されることが望ましい。

・ 『危機』 書はフッサールの西洋近世哲学史への批判的考察を含むため、 受講に当たっては 「哲学史通論」

などの科目の並行履修、 または既修、 またはデカルトからカントまでの西洋哲学史上の一般的知見をあらかじ

め有していることが望ましい。

●参考文献・教材
教材 ： E. フッサール 『ヨーロッパ諸学の危機と超越論的現象学』 細谷恒夫 ・ 木田元訳、 中公文庫、 1995/6 年。

受講者各自が用意すること。 なお、 独語原文はコピーして配布する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3206 開講期 単位数 標準履修年次

24
哲学史演習・講読Ⅱ

後月 4 2 単位 2 ～ 4 年
Reading Seminar in the History of Philosophy Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 高梨 友宏 教授

●科目の主題
フッサール 『ヨーロッパ諸学の危機と超越論的現象学』 を読む。

●到達目標
フッサール後期現象学の代表的著作である 『ヨーロッパ諸学の危機と超越論的現象学』 における、 フッサール

の近代哲学史観を踏まえ、 「生活世界」 の理念や 「他者問題」 について理解を深める。

●授業内容・授業計画
本年度前期 「哲学史演習講読Ⅰ」 の続き。 最初の数回で、 第 2 部 「近代における物理学的客観主義と超越論

的主観主義との対立の起源の解明」 の昨年度および本年度前期に既読の箇所の内容について講師が講述し、 そ

の続きから 「演習」 を行う。

第 1回 『危機』 書第 2 部の既読箇所の内容についての講述 （1）

第 2回 『危機』 書第 2 部の既読箇所の内容についての講述 （2）

第 3回 演習 （1）

第 4回 演習 （2）

第 5回 演習 （3）

第 6回 演習 （4）

第 7回 演習 （5）

第 8回 演習 （6）

第 9回 演習 （7）

第 10 回 演習 （8）

第 11 回 演習 （9）

第 12 回 演習 （10）

第 13 回 演習 （11）

第 14 回 演習 （12）

第 15 回 演習 （13）

●事前・事後学習の内容
事前学習　講述部分については、 事前に配布する関連資料を読んで授業に臨まれたい。 演習部分については、

担当者を事前に決めるが、 その日演習を担当しない人も、 必ずテキストに目を通して授業に臨むこと。

演習を担当する人は、 内容に関する授業用レジュメを用意し、 内容に関して十分説明できるようにテキストをよく

読み込んでくること。

事後学習　昨年度来読み続けているテキストであるため、 演習部分では昨年度の続きから読み進めることになる。

本演習における既読のテキスト箇所については、 講師の講述に拘わらず、 第一次文献の少なくとも翻訳書を用いて、

遡って独習されたい。

●評価方法
平常点による評価。

●受講生へのコメント
・ 基本的に翻訳書に基づいて演習を進めるが、 独語原文を参照する場合があるので、 ドイツ語の少なくとも初級

の既修者が受講されることが望ましい。

・ 『危機』 書はフッサールの西洋近世哲学史への批判的考察を含むため、 受講に当たっては 「哲学史通論」

などの科目の並行履修、 または既修、 またはデカルトからカントまでの西洋哲学史上の一般的知見をあらかじ

め有していることが望ましい。

・ 本講は前期の続きとなるので、本年度の 「哲学史演習講読Ⅰ」 の既修を前提に進める。 Ⅱから履修する人は、

本書第 1 部の内容は自分で訳書等を読んでフォローしておくこと。

●参考文献・教材
教材 ： E. フッサール 『ヨーロッパ諸学の危機と超越論的現象学』 細谷恒夫 ・ 木田元訳、 中公文庫、 1995/6 年

受講者各自が用意すること。 なお、 独語原文はコピーして配布する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3207 開講期 単位数 標準履修年次

25
倫理学概論Ⅰ

前火 3 2 単位 2 〜 4 年
Introduction to Ethics Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 土屋 貴志 准教授

●科目の主題
倫理学 （道徳哲学） とは、規範の根拠について考える学問である。 いいかえれば 「～はわるい」 「～はよい」 「～

してはいけない」 「～してもよい」 「～すべきだ」 「～すべきではない」 等ということが、 どうしてそう言えるのか、 そ

の理由を示そうとするのが倫理学である。 本科目においては倫理学の基礎について考察する。

●到達目標
受講生諸君が、 社会におけるさまざまな規範の根拠について考え、 自分の規範的判断の理由を、 他者の納得

できる形で表現できるようになることが、 当科目の目標である。

●授業内容・授業計画
倫理学の基本的な考え方を、 講義、 課題演習および思考実験を通して学ぶ。

授業予定は下記の通りだが、 適宜変更する可能性もある。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 事例 1 をめぐる討論

第 3回 倫理学とはなにか

第 4回 規範を根拠づけるとはどういうことか

第 5回 倫理に関する相対主義

第 6回 究極的原理はどのようなものか

第 7回 実践的三段論法の活用

第 8回 中間まとめ （中間レポート）

第 9回 義務論 ： カント

第 10 回 利己主義と利他主義

第 11 回 功利主義 （公益主義）

第 12 回 義務論と功利主義 （公益主義） の対比

第 13 回 事例 2 をめぐる討論

第 14 回 事例 3 をめぐる討論

第 15 回 まとめ （期末レポート、 自己評価レポート）

●事前・事後学習の内容
講義ノートを担当者のウェブサイト （http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/user/tsuchiya/class/class-index.html） で公

開するので、 毎時間必ず事前に精読して出席すること。 授業では読んできたことを前提に質疑応答や議論を行う。

この予習なしに出席しても授業内容を理解できないので， 毎回欠かさずに予習してくること。

レポートに向けて、 講義内容を復習すること。

●評価方法
担当教員は、 2 回課すレポートの成績に、 授業への参加姿勢などを勘案して評点原案を作成する。 受講者は、

半期にわたる自らの学習活動を評点化しその根拠を記した 「自己評価レポート」 を最終授業時に提出する。 担当

教員は評点原案と自己評価レポートの内容を突き合わせて成績を決定する。

●受講生へのコメント
1．所定の事項を記入した受講カードを提出すること。 受講カードは所見と評価を記録する 「カルテ」 として用いる。

受講者は自分の受講カードの記載内容をいつでも閲覧できる。

2．受講者の顔と名前を覚えたいので、顔と氏名を積極的に売り込むこと。 履修登録者数が 20 人を超えた場合は、

顔写真の受講カードへの貼付を受講者全員に義務づける。

3．期末レポート・自己評価レポート・受講カードは成績採点終了後に返却する。 返却の掲示が出たら、学生サポー

トセンター文学部教務担当まで各自受け取りに来ること。

4．受講カードと自己評価レポートのいずれか一方でも未提出の場合は履修放棄とみなす。

●参考文献・教材
以下の参考図書のほか、 授業中に適宜紹介する。

カント 『道徳形而上学の基礎づけ』 ( 光文社古典新訳文庫 )

ホッブズ 『リヴァイアサン』 ( 岩波文庫 )、 ロック 『完訳統治二論』 ( 岩波文庫 )

『世界の名著 49 ベンサム /J.S. ミル』 ( 中央公論新社 )

ロールズ 『正義論』 ( 紀伊國屋書店 )

シンガー 『実践の倫理』 ( 昭和堂 )

レイチェルズ 『現実をみつめる道徳哲学』 ( 晃洋書房 )
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サンデル 『これからの 「正義」 の話をしよう』 ( 早川書房 )

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3208 開講期 単位数 標準履修年次

26
倫理学概論Ⅱ

後火 3 2 単位 2 〜 4 年
Introduction to Ethics Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 土屋 貴志 准教授

●科目の主題
倫理学 （道徳哲学） とは、規範の根拠について考える学問である。 いいかえれば 「～はわるい」 「～はよい」 「～

してはいけない」 「～してもよい」 「～すべきだ」 「～すべきではない」 等ということが、 どうしてそう言えるのか、 そ

の理由を示そうとするのが倫理学である。 本科目では倫理学の代表的な諸理論について考察する。

●到達目標
倫理学の諸理論とその問題点について考え議論することにより、 受講生が 「倫理学する」 能力 （倫理学的問題

に即して考え、 自分の意見を持ち、 その根拠を他者に共有できる形で説明する能力） を身につけると共に、 「倫理

学について語る」 ための基礎的知識を得る。

●授業内容・授業計画
授業形態はプリントやウェブサイト、 テキストを活用した講義のほか、 必要に応じてグループディスカッションや討

論を行う。

具体的には下記のように進める予定であるが、 必要に応じて変更する可能性もある。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 現実の問題と倫理学の関係

第 3回 倫理学 「理論」 の特長に基づく分類

第 4回 発見の方法～決疑論

第 5回 正当化①義務論

第 6回 正当化②帰結主義 (1) 利己主義

第 7回 正当化②帰結主義 (2) 功利主義 (a) 古典的功利主義と選好功利主義 (b) 行為功利主義と規則功
利主義

第 8回 正当化②帰結主義 (2) 功利主義 (c) 総量説と平均効用説、 先行存在説

第 9回 起源の説明①共同体主義

第 10 回 起源の説明②社会契約説

第 11 回 起源の説明③進化論的倫理学

第 12 回 動機付け ( 教育 ) ～徳倫理学

第 13 回 実践上の注意～ケア倫理学

第 14 回 まとめの質疑

第 15 回 期末レポート、 自己評価レポート

●事前・事後学習の内容
講義ノートを担当者のウェブサイト （http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/user/tsuchiya/class/class-index.html） で公

開するので、 毎時間必ず事前に精読して出席すること。 授業では読んできたことを前提に質疑応答や議論を行う。

この予習なしに出席しても授業内容を理解できないので， 毎回欠かさずに予習してくること。

レポートに向けて、 講義内容を復習すること。

●評価方法
担当教員は期末レポートの成績に、 授業への参加姿勢などを勘案して評点原案を作成する。 受講者は、 半期に

わたる自らの学習活動を評点化しその根拠を記した 「自己評価レポート」 を最終授業時に提出する。 担当教員は

評点原案と自己評価レポートの内容を突き合わせて成績を決定する。

●受講生へのコメント
1．所定の事項を記入した受講カードを提出すること。 受講カードは所見と評価を記録する 「カルテ」 として用いる。

受講者は自分の受講カードの記載内容をいつでも閲覧できる。

2．受講者の顔と名前を覚えたいので、顔と氏名を積極的に売り込むこと。 履修登録者数が 20 人を超えた場合は、

顔写真の受講カードへの貼付を受講者全員に義務づける。

3．期末レポート・自己評価レポート・受講カードは成績採点終了後に返却する。 返却の掲示が出たら、学生サポー

トセンター文学部教務担当まで各自受け取りに来ること。

4．受講カードと自己評価レポートのいずれか一方でも未提出の場合は履修放棄とみなす。

5．事前に倫理学概論Ⅰを履修していることが望ましい。

●参考文献・教材
以下の参考図書のほか、 授業中に適宜紹介する。
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ジョンセン他 『臨床倫理学』 ( 新興医学出版社 )

フランケナ 『倫理学』 ( 培風館 )

ランド 『利己主義という気概』 ( ビジネス社 )

ヘア 『道徳的に考えること』 ( 勁草書房 )

マッキンタイア 『美徳なき時代』 ( みすず書房 )

ゴティエ 『合意による道徳』 ( 木鐸社 )

内井惣七 『進化論と倫理』 ( 世界思想社 )

アリストテレス 『ニコマコス倫理学』 ( 光文社古典新訳文庫 )

ノディングズ 『ケアリング』 ( 晃洋書房 )

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3209 開講期 単位数 標準履修年次

27
倫理学演習・講読Ⅰ

前水 2 2 単位 2 ～ 4 年
Reading Seminar in Ethics Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 土屋 貴志 准教授

●科目の主題
西洋倫理学の代表的な古典 3 点を日本語で通読する。

●到達目標
西洋倫理学の代表的古典に関して、

1) 著者は倫理をどのようなものと考えていたか

2) 著者が答えようとした問いとは何だったのか、 それは現代の日本社会に生きる我々にとって、 どのような意義を

もつか

の二点について、 受講生が自分自身の解答を得る。

●授業内容・授業計画
毎週少なくとも 100 ページ以上の読書課題を課す。 毎回、 文献の課題箇所に書かれた内容について、 質疑応

答を行う。 課題文献についてのレポート （4000 字程度） を 2 回課す。

具体的には下記のように進める予定であるが、 必要に応じて変更する可能性もある。

第 1回 オリエンテーション ・ 受講カード記入

第 2回 プラトン 『国家』 第 1 巻～第 3 巻 18 章

第 3回 プラトン 『国家』 第 3 巻 19 章～第 5 巻

第 4回 プラトン 『国家』 第 6 巻 ・ 第 7 巻

第 5回 プラトン 『国家』 第 8 巻～第 10 巻

第 6回 中間レポート執筆

第 7回 アリストテレス 『ニコマコス倫理学』 第 1 巻～第 3 巻

第 8回 アリストテレス 『ニコマコス倫理学』 第 4 巻～第 6 巻

第 9回 アリストテレス 『ニコマコス倫理学』 第 7 巻 ・ 第 8 巻

第 10 回 アリストテレス 『ニコマコス倫理学』 第 9 巻 ・ 第 10 巻

第 11 回 カント 『道徳形而上学の基礎づけ』 序言 ・ 第 1 章

第 12 回 カント 『道徳形而上学の基礎づけ』 第 2 章

第 13 回 カント 『道徳形而上学の基礎づけ』 第 3 章

第 14 回 期末レポート執筆

第 15 回 採点面接

●事前・事後学習の内容
事前学習として、 テキストの読書課題箇所をすべて精読してくること。

事後学習として、 レポートに向け、 テキストを繰り返し読み直すこと。

●評価方法
出席状況とレポートを評価の対象とする。

評価内容は 「受講カード」 に記録し、 いつでも閲覧に応じる。

学期末試験は行わないが、 採点に関する面談を行う。 受講カードは採点面談時に返却する。

●受講生へのコメント
読書課題の量が多いが、 一字一句の理解よりも、 論旨は何かを考えて、 大意をつかむ読み方を習得するように

心がけてほしい。

●参考文献・教材
テキストは以下の本全部である。

・ プラトン 『国家』 （上 ・ 下、 岩波文庫）
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・ アリストテレス 『ニコマコス倫理学』 （上 ・ 下、 光文社古典新訳文庫）

・ カント 『道徳形而上学の基礎づけ』 （光文社古典新訳文庫）

参考文献は必要に応じて授業中に紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3210 開講期 単位数 標準履修年次

28
倫理学演習・講読Ⅱ

後水 2 2 単位 2 ～ 4 年
Reading Seminar in Ethics Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 土屋 貴志 准教授

●科目の主題
英米倫理学の代表的な古典 5 点を日本語で通読する。

●到達目標
英米倫理学の代表的古典に関して、

1) 著者は倫理をどのようなものと考えていたか

2) 著者が答えようとした問いとは何だったのか、 それは現代の日本社会に生きる我々にとって、 どのような意義を

もつか

の二点について、 受講生が自分自身の解答を得る。

●授業内容・授業計画
毎週少なくとも 100 ページ以上の読書課題を課す。 毎回、 文献の課題箇所に書かれた内容について、 質疑応

答を行う。 課題文献についてのレポート （4000 字程度） を 2 回課す。

具体的には下記のように進める予定であるが、 必要に応じて変更する可能性もある。

第 1回 オリエンテーション ・ 受講カード記入

第 2回 『リヴァイアサン』 序説〜第 9 章

第 3回 『リヴァイアサン』 第 10 章〜第 16 章

第 4回 『リヴァイアサン』 第 17 章〜第 25 章

第 5回 『リヴァイアサン』 第 26 章〜第 31 章

第 6回 『統治二論』 後編第 1 章〜第 8 章

第 7回 『統治二論』 後編第 9 章〜第 19 章

第 8回 中間レポート執筆

第 9回 『道徳および立法の諸原理序説』 序言 ・ 第 1 章〜第 6 章

第 10 回 『道徳および立法の諸原理序説』 第 7 章〜第 17 章

第 11 回 『功利主義論』 第 1 章〜第 3 章

第 12 回 『功利主義論』 第 4 章 ・ 第 5 章

第 13 回 『自由論』 第 1 章 ・ 第 2 章

第 14 回 『自由論』 第 3 章〜第 5 章

第 15 回 期末レポート執筆 ・ 採点面接

●事前・事後学習の内容
事前学習として、 テキストの読書課題箇所をすべて精読してくること。

事後学習として、 レポートに向け、 テキストを繰り返し読み直すこと。

●評価方法
出席状況およびレポートを評価の対象とする。

評価内容は 「受講カード」 に記録し、 いつでも閲覧に応じる。 学期末試験は行わないが、 採点に関する面談を

行う。 受講カードは採点面談時に返却する。

●受講生へのコメント
読書課題の量が多いが、 一字一句の理解よりも、 論旨は何かを考えて、 大意をつかむ読み方を習得するように

心がけてほしい。

●参考文献・教材
テキストは以下の文献全部である。

・ ホッブズ 『リヴァイアサン』 第 1 部 ・ 第 2 部 （岩波文庫）

・ ロック 『完訳統治二論』 （岩波文庫）

・ ベンサム 『道徳および立法の諸原理序説』 （『世界の名著 49　ベンサム /J.S. ミル』 中公バックス所収）

・ J. S. ミル 『功利主義論』 （同上）

・ J. S. ミル 『自由論』 （日経 BP クラシックス）

参考文献は必要に応じて授業時間内に紹介する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3211 開講期 単位数 標準履修年次

29
宗教学概論Ⅰ

前木 2 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction to the Study of Religion Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 仲原 孝 教授

●科目の主題
世界に数えきれないほど存在する宗教について考えるのに、 すべての宗教をひとまとめにして扱ってしまったので

は宗教の真相は見えなくなる。 そこでこの講義では、 毎年、 特定の宗教的・宗教哲学的思想を主題として取り上げ、

それについて深く掘り下げながら、 宗教の本質について考えてゆく。

●到達目標
具体的な宗教現象に即しながら、 宗教の本質について受講者各自が独自の哲学的思考を展開できるようになる

ことを、 授業の目標とする。

●授業内容・授業計画
今年は、 「新約聖書」 を文献学的に研究する方法を解説することを通じて、 キリスト教の本質を宗教学的に研究

するとはどういうことかを具体的に解説する。

授業計画は以下の通り。 ただし授業進度の都合上、 授業計画に多少の変更が行なわれる場合もありうることを付

記しておく。

第 1回 全般的序論

第 2回 ユダヤ教とは何か (1) 「旧約聖書」 と 「新約聖書」

第 3回 ユダヤ教とは何か (2) ユダヤ教の歴史概説

第 4回 ユダヤ教とは何か (3) メシア思想

第 5回 イエスの生涯を再現するための資料

第 6回 福音書の成立年代

第 7回 福音書の著者について

第 8回 外典福音書の扱い方について

第 9回 福音書に対する懐疑主義への批判

第 10 回 本講義での福音書の扱い方

第 11 回 イエスの生涯の再現の試み (1) 誕生

第 12 回 イエスの生涯の再現の試み (2) 召命

第 13 回 イエスの生涯の再現の試み (3) 奇跡

第 14 回 イエスの生涯の再現の試み (4) 磔刑

第 15 回 総括。 新約聖書の文献学的研究とは

●事前・事後学習の内容
毎回の授業までに、 前回の授業の資料やノートを読み直して内容を確認し、 わかったことや疑問点をまとめてお

くこと。 随時それをレポートの形で提出することを求める。

●評価方法
小論文形式のレポートを課す。 論ずるべき課題を通知する時に、 同時に、 枚数、 テーマ、 論じ方など、 論述が

満たすべき条件を何項目かにわたって指定する。 それらがすべて満たされていることが単位認定の必須の条件とな

る。

●受講生へのコメント
授業中の私語は厳重に禁止する。 成績評価のためのレポートでは、 講義で提示された問題に対して各自が主体

的に答を模索することが求められる。 ノートや参考書をまとめただけのレポートには単位を認定しないので注意。

●参考文献・教材
テキストは用いない。 必要な資料は印刷して授業中に配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3212 開講期 単位数 標準履修年次

30
宗教学概論Ⅱ

後木 2 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction to the Study of Religion Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 仲原 孝 教授

●科目の主題
世界に数えきれないほど存在する宗教について考えるのに、 すべての宗教をひとまとめにして扱ってしまったので

は宗教の真相は見えなくなる。 そこでこの講義では、 毎年、 特定の宗教的・宗教哲学的思想を主題として取りあげ、

それについて深く掘り下げながら、 宗教の本質について考えてゆく。
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●到達目標
具体的な宗教現象に即しながら、 宗教の本質について受講者各自が独自の哲学的思考を展開できるようになる

ことを、 授業の目標とする。

●授業内容・授業計画
前期のつづき。 前期と連続して受講することが望ましい。

授業計画は以下の通り。 ただし授業進度の都合上、 授業計画に多少の変更が行なわれる場合もありうることを付

記しておく。

第 1回 序論。 要注意点の指示

第 2回 福音書の文献学的読解の方法

第 3回 イエスの思想の再現の試み (1) 律法主義批判

第 4回 イエスの思想の再現の試み (2) 山上の説教

第 5回 イエスの思想の再現の試み (3) 比喩による説教

第 6回 イエスの思想の再現の試み (4) 愛

第 7回 イエスの思想の再現の試み (5) メシア思想

第 8回 イエスの思想の再現の試み (6) 復活について

第 9回 原始教会の成立

第 10 回 ペテロの役割

第 11 回 パウロの 「回心」

第 12 回 パウロの思想 (1) 信仰義認論

第 13 回 パウロの思想 (2) 原罪思想

第 14 回 パウロの思想 (3) 三位一体論

第 15 回 総括。 キリスト教とは何か

●事前・事後学習の内容
毎回の授業までに、 前回の授業の資料やノートを読み直して内容を確認し、 わかったことや疑問点をまとめてお

くこと。 随時それをレポートの形で提出することを求める。

●評価方法
小論文形式のレポートを課す。 論ずるべき課題を通知する時に、 同時に、 枚数、 テーマ、 論じ方など、 論述が

満たすべき条件を何項目かにわたって指定する。 それらがすべて満たされていることが単位認定の必須の条件とな

る。

●受講生へのコメント
授業中の私語は厳重に禁止する。 成績評価のためのレポートでは、 講義で提示された問題に対して各自が主体

的に答を模索することが求められる。 ノートや参考書をまとめただけのレポートには単位を認定しないので注意。

●参考文献・教材
テキストは用いない。 必要な資料は印刷して授業中に配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3213 開講期 単位数 標準履修年次

31
宗教学演習・講読Ⅰ

前木 3 2 単位 2 ～ 4 年
Reading Seminar in the Study of Religion Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 仲原 孝 教授

●科目の主題
宗教学 ・ 宗教哲学の基礎的文献を講読する。

●到達目標
文献を正確に読解する能力を身につけつつ、 しかもそれに対する自分独自の解釈を形成する力を養うことを、 授

業の目標とする。

●授業内容・授業計画
今年はキルケゴールの 『不安の概念』 を、英訳を使用して講読する。 前期は第 1 章 「原罪の前提としての不安」

を読む。

授業計画は以下の通り。 ただし授業進度の都合上、 授業計画に多少の変更が行なわれる場合もありうることを付

記しておく。

第 1回 § 1 (1)

第 2回 § 1 (2)

第 3回 § 1 (3)

第 4回 § 2 (1)
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第 5回 § 2 (2)

第 6回 § 2 (3)

第 7回 § 3 (1)

第 8回 § 3 (2)

第 9回 § 4 (1)

第 10 回 § 4 (2)

第 11 回 § 5 (1)

第 12 回 § 5 (2)

第 13 回 § 6 (1)

第 14 回 § 6 (2)

第 15 回 § 6 (3)

●事前・事後学習の内容
毎回、 受講者全員が指定された範囲のテキストを翻訳し、 要点を十分に理解した上で授業に臨むこと。 授業後

は各自の翻訳の誤りをチェックしなおし、 授業で提示された問題に対する各自の解釈をまとめておくこと。 随時その

まとめをレポートの形で提出するよう求める。

●評価方法
担当課題をどの程度適切に果たしたか、 授業時の議論にどの程度積極的に参加したか、 要求されたレポートは

適切であったか、 を総合的に考慮して評価する。

●受講生へのコメント
欠席 ・ 遅刻は大幅に減点する。 特段の理由なく欠席した者には単位を認めないので注意すること。

●参考文献・教材
テキストは、 Kierkegaard's The Concept Of Dread, Translated With Introduction And Notes By Walter Lowrie. 

Princeton University Press を使用する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3214 開講期 単位数 標準履修年次

32
宗教学演習・講読Ⅱ

後木 3 2 単位 2 ～ 4 年
Reading Seminar in the Study of Religion Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 仲原 孝 教授

●科目の主題
宗教学 ・ 宗教哲学の基礎的文献を講読する。

●到達目標
文献を正確に読解する能力を身につけつつ、 しかもそれに対する自分独自の解釈を形成する力を養うことを、 授

業の目標とする。

●授業内容・授業計画
前期にひきつづき、 キルケゴールの 『不安の概念』 を、 英訳を使用して講読する。 後期は第 3 章 「罪の意識を

欠く罪の結果としての不安」 を読む。 前期と連続して受講することが望ましい。

授業計画は以下の通り。 ただし授業進度の都合上、 授業計画に多少の変更が行なわれる場合もありうることを付

記しておく。

第 1回 § 1 (1)

第 2回 § 1 (2)

第 3回 § 1 (3)

第 4回 § 1 (4)

第 5回 § 1 (5)

第 6回 § 2 (1)

第 7回 § 2 (2)

第 8回 § 2 (3)

第 9回 § 2 (4)

第 10 回 § 2 (5)

第 11 回 § 3 (1)

第 12 回 § 3 (2)

第 13 回 § 3 (3)

第 14 回 § 3 (4)

第 15 回 § 3 (5)

－ 41 －



●事前・事後学習の内容
毎回、 受講者全員が指定された範囲のテキストを翻訳し、 要点を十分に理解した上で授業に臨むこと。 授業後

は各自の翻訳の誤りをチェックしなおし、 授業で提示された問題に対する各自の解釈をまとめておくこと。 随時その

まとめをレポートの形で提出するよう求める。

●評価方法
担当課題をどの程度適切に果たしたか、 授業時の議論にどの程度積極的に参加したか、 要求されたレポートは

適切であったか、 を総合的に考慮して評価する。

●受講生へのコメント
欠席 ・ 遅刻は大幅に減点する。 特段の理由なく欠席した者には単位を認めないので注意すること。

●参考文献・教材
テキストは、 Kierkegaard's The Concept Of Dread, Translated With Introduction And Notes By Walter Lowrie. 

Princeton University Press を使用する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3217 開講期 単位数 標準履修年次

33
美学概論Ⅰ

前火 4 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction to Aesthetics Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 高梨 友宏 教授

●科目の主題
近代ドイツ美学史の概観と美学上の諸概念の理解を目指す。

●到達目標
「美学」 は 18 世紀ドイツの哲学者 A.G. バウムガルテンによって 「感性的認識の学」 として―ただし実質的には

美や芸術を主題とする学として―打ちたてられた、比較的歴史の浅い、哲学の一分科である。 バウムガルテン以後、

「美学」 は様々な思想家の手に委ねられ、 独自の思想史を形成していく。 本講では、 ドイツの思想家たちに担われ

た美学思想を、 その成立から現代に至るまで編年的に概観しながら、 とくに美学の中心概念である 「美的／感性

的なもの」 および、 それに深い関連をもつ周辺的諸概念、 すなわち、 「芸術」、 「感情」、 「趣味」、 「価値」 などが、

これを論じる哲学者たちにより、 彼らの思想的立場を反映して、 どのように扱われていくかについて検討したい。

Ⅰではバウムガルテン、 カント、 シラー、 ヘーゲルらドイツ近代の美学思想を取り上げる予定だが、 とくにカントに

重点を置いて講じる予定。 シラー、 ヘーゲルについては時間の関係で割愛する場合があることをあらかじめ了承願

いたい。

●授業内容・授業計画
できるかぎり、 以下のプランに沿って授業を進めたい。

第 1回 導入 「美学とは何か？」

第 2回 バウムガルテン （1） ： 感性的認識の学

第 3回 バウムガルテン （2） ： 美と芸術

第 4回 カント （1） ： 批判哲学体系の中での “美学” の位置づけ

第 5回 カント （2） ： “趣味判断” の第 1 契機と第 2 契機

第 6回 カント （3） ： “趣味判断” の第 3 契機と第 4 契機

第 7回 カント （4） ： 芸術論と天才論

第 8回 カント （5） ： 趣味の二律背反

第 9回 カント （6） ： 崇高論

第 10 回 シラー （1） ： カント美学への批判と美の自律性

第 11 回 シラー （2） ： 美的教育論

第 12 回 ヘーゲル （1） ： 芸術哲学の方法論

第 13 回 ヘーゲル （2） ： 芸術の歴史的展開

第 14 回 ヘーゲル （3） ： 芸術終焉論

第 15 回 期末試験

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 授業で用いるテキストを事前にプリントして配布するので、 少なくともこれを読んで授業に臨まれたい。

事後学習 ： 可能であれば、 授業で触れた内容について当該の哲学者の一次資料に当たって確認されたい。

●評価方法
学期末試験を課し、 授業内容の理解の如何を評価対象とする。

なお、 期末試験については、 受験資格を 「全授業回数の 6 割超出席者」 のみに与えることとする。

●受講生へのコメント
・ 受講に際して、 特に予備知識は必要としないが、 美や芸術に対すると同程度に、 哲学にも関心を持つ人の受
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講が望ましい。

・ 毎授業の終わりに、 10 分程度、 授業内容に関連するクラシック音楽を観賞する時間を設ける予定。

・ 毎回 「出席調査票」 を配布し、 出席の確認をする他、 これに記載された受講者の質問や感想に答 （応） え

る形で授業内容を補足する。

●参考文献・教材
教材 ： 授業用プリントを配布する。

参考書 ： 今道友信編講座 『美学』 （東京大学出版会） ／新田博衞編 『藝術哲学の根本問題』 （晃洋書房） ／

木幡順三 『美と芸術の論理』 （勁草書房） ／佐々木健一 『美学辞典』 （東京大学出版会） ／当津武

彦編 『美の変貌』 （世界思想社） 他、 授業時間中に適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3218 開講期 単位数 標準履修年次

34
美学概論Ⅱ

後火 4 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction to Aesthetics Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 高梨 友宏 教授

●科目の主題
ヘーゲル以後の主たるドイツ系美学 ・ 芸術哲学の概観。

●到達目標
美学概論Ⅰの続き （Ⅰの項を参照されたい）。 Ⅱでは、 ショーペンハウアー、 ニーチェ、 フィードラー、 ガイガー、

オーデブレヒト、 ハイデガーらの美学または芸術哲学を概観しながら、 美学 （または芸術哲学） の諸問題について

検討する。 なお時間の関係で割愛する部分が生じる場合があることをあらかじめ了承願いたい。

●授業内容・授業計画
できるかぎり、 以下のプランに沿って授業を進めたい。

第 1回 導入 「美学の課題と展開」

第 2回 ショーペンハウアーその 1 「表象としての世界と意志としての世界」

第 3回 ショーペンハウアーその 2 「美もしくは芸術の目的、 すなわち苦悩からの （一時的） 解放」

第 4回 ショーペンハウアーその 3 「芸術ジャンル論と音楽への評価」

第 5回 ニーチェその 1 「音楽の精神からの悲劇の誕生」

第 6回 ニーチェその 2 「芸術の原理としてのデュオニュソス的なものとアポロン的なもの」

第 7回 フィードラーその 1 「芸術活動の意義、 すなわち現実性の把握」

第 8回 フィードラーその 2 「芸術活動の自立性、 すなわち芸術学の基礎付けへの貢献」

第 9回 ガイガーとオーデブレヒトその 1 「現象学的美学」

第 10 回 ガイガーとオーデブレヒトその 2 「ガイガーの客観的美的価値論」

第 11 回 ガイガーとオーデブレヒトその 3 「オーデブレヒトの主観的美的価値論」

第 12 回 ハイデガーその 1 「現象学的存在論」

第 13 回 ハイデガーその 2 「芸術作品における存在の生起、 または “大地” と “世界” の抗争」

第 14 回 ハイデガーその 3 「美学への批判」

第 15 回 まとめと質疑応答 （ただし、 最終回は授業進行上、 調整に充てる場合がある）

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 授業で用いるテキストを事前にプリントして配布するので、 少なくともこれを読んで授業に臨まれたい。

事後学習 ： 可能であれば、 授業で触れた内容について当該の哲学者の一次資料に当たって確認されたい。

●評価方法
学期末試験を課し、 授業内容の理解の如何を評価対象とする。

なお、 期末試験については、 受験資格を 「全授業回数の 6 割超出席者」 のみに与えることとする。

●受講生へのコメント
・ 受講に際して、 特に予備知識は必要としないが、 美や芸術に対すると同程度に、 哲学にも関心を持つ人の受

講が望ましい。

・ 本講は前期 「美学概論Ⅰ」 の続きであるため、 Ⅰの受講者が継続して受講することが望ましい。

・ 毎授業の終わりに、 10 分程度、 授業内容に関連するクラシック音楽を観賞する時間を設ける予定。

・ 毎回 「出席調査票」 を配布し、 出席の確認をする他、 これに記載された受講者の質問や感想に答 （応） え

る形で授業内容を補足する。

●参考文献・教材
教材 ： 授業用プリントを配布する。

参考書 ： 今道友信編講座 『美学』 （東京大学出版会） ／新田博衞編 『藝術哲学の根本問題』 （晃洋書房） ／

木幡順三 『美と芸術の論理』 （勁草書房） ／佐々木健一 『美学辞典』 （東京大学出版会） ／当津武
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彦編 『美の変貌』 （世界思想社） 他、 授業時間中に適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3220 開講期 単位数 標準履修年次

35
哲学特講Ⅱ（旧哲学史通論Ⅱ）

後火 2 2 単位 2 ～ 4 年

授業形態 担当教員名

演習 脇坂 真弥 非常勤講師

●科目の主題
フランス哲学から数人の哲学者の思想を選び、 その原書の一部を精読・解説し （仏語だけではなく英訳も併用）、

内容について議論する。

●到達目標
哲学原典に直接触れて読解力を養成し、 同時に哲学の基本的な考え方や立論の仕方を修得することがこの授業

の目標である。

●授業内容・授業計画
実際に授業内で読むのはデカルト、 レヴィナス、 アランあるいはシモーヌ ・ ヴェイユの原書の数頁だが、 重要な

箇所を取り上げて精読し思想内容を理解する。

仏語を学習していない人も受講できるように英訳も併用する予定である。 語学的にも思想的にも不明な部分があ

れば、 その場で質疑応答しながら授業を進める。

なお、 以下の授業計画は受講者の状況に応じて適宜変更する可能性がある。

第 1回 オリエンテーション。 授業の内容 （取り上げる原典など） 及び進め方の説明。

第 2回 Descartes, Discours de la Méthode ①
第 3回 Descartes, Discours de la Méthode ②
第 4回 Descartes, Discours de la Méthode ③
第 5回 Descartes, Discours de la Méthode ④
第 6回 Simone Weil あるいは Alain の著作 ①

第 7回 Simone Weil あるいは Alain の著作 ②

第 8回 Simone Weil あるいは Alain の著作 ③

第 9回 Simone Weil あるいは Alain の著作 ④

第 10 回 Levinas, Éthique et Infi ni ①
第 11 回 Levinas, Éthique et Infi ni ②
第 12 回 Levinas, Éthique et Infi ni ③
第 13 回 Levinas, Éthique et Infi ni ④
第 14 回 Levinas, Éthique et Infi ni ⑤
第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
事前学習 ：

コピーで配布したフランス語原典、 または英語訳の指定箇所を毎回読んで訳を作成する。

内容に関して不明な部分があれば、 質問できるように準備をしておく。

事後学習 ：

授業で進んだ箇所を思想 ・ 語学の両面から見直して、 理解を深める。

●評価方法
平常点と期末レポートの採点による。

●受講生へのコメント
予習は必ず行い、 授業には辞書を持参すること。

状況に応じて文法的な説明もくわしく行いながら授業を進める （受講者にもよるが、 主にフランス語を中心とした

文法説明になる可能性があるので、 英語で受講を予定している人はその旨了解しておいてほしい）。

●参考文献・教材
必要なテキストはコピーして授業中に配布する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3221 開講期 単位数 標準履修年次

36
哲学特講Ⅲ（旧論理学概論Ⅰ）

後月 2 2 単位 2 ～ 4 年
Special Lecture on Philosophy I

授業形態 担当教員名

アクティブラーニング型講義 佐金 武 講師

●科目の主題
時間を軸とする哲学および科学の歴史を学ぶ。

●到達目標
古くて新しい哲学の諸問題に触れることを通じて、 問題の所在を正確に捉える能力を養い、 現代の科学的世界

観の深い理解に努める。

●授業内容・授業計画
次のテキストの内容にそって授業を展開する。

A ・ Baron, A Brief History of the Philosophy of Time, Oxford University Press.

講義パートでの解説を踏まえ、 論点の洗い出しと批判的検討を行い、 その結果をグループごとに発表する。

提起された論点をもとに議論によって理解を深める。

第 1回 授業ガイダンスおよび第 1 章“Time and change” に関する講義

第 2回 学生によるグループ発表とディスカッション （1）

第 3回 第 2 章“Idealism and experience” に関する講義

第 4回 学生によるグループ発表とディスカッション （2）

第 5回 第 3 章“Time and space-time” に関する講義

第 6回 学生によるグループ発表とディスカッション （3）

第 7回 第 4 章“Does time pass?” に関する講義

第 8回 学生によるグループ発表とディスカッション （4）

第 9回 第 5 章“The arrow of time” に関する講義

第 10 回 学生によるグループ発表とディスカッション （5）

第 11 回 第 6 章“Is time travel possible?” に関する講義

第 12 回 学生によるグループ発表とディスカッション （6）

第 13 回 第 7 章“Time and freedom” に関する講義

第 14 回 学生によるグループ発表とディスカッション （7）

第 15 回 コンセプトマップの作成もしくは期末テスト

●事前・事後学習の内容
講義を受けるにあたっては予習を前提とする。

講義を踏まえしっかり復習を行い、 その後のグループ発表とディスカッションに備える。

●評価方法
基本的には平常点 （出席点 30 点＋発表 50 点＋コンセプトマップもしくはテスト 20 点） による評価。

ただし、 欠席 6 回以上は評価の対象としない。

学期末にコンセプトマップの作成もしくはテストの実施を予定するが、 これについては受講者の人数を考慮のうえ

判断する。

その他、 議論などへの貢献度に応じて適宜加点も検討する。

●受講生へのコメント
事前にテキストを入手し、 各回をつうじてしっかり予習および復習を行うこと。

●参考文献・教材
A ・ Baron, A Brief History of the Philosophy of Time, Oxford University Press.

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAPHL3222 開講期 単位数 標準履修年次

37
哲学特講Ⅳ（旧論理学概論Ⅱ）

後木 2 2 単位 2 ～ 4 年
Special Lecture in Philosophy Ⅳ

授業形態 担当教員名

講義 土屋 貴志 准教授

●科目の主題
メタ倫理学の基本文献を原語で読み進めながら解説する。

●到達目標
メタ倫理学の主要問題について基礎的知識と展望を得るとともに、 哲学を研究するために必要な英語力を身に付

ける。

－ 45 －



●授業内容・授業計画
テキストを読み進めながら解説する。

具体的には下記のように進める予定であるが、 必要に応じて変更する可能性もある。

第 1回 オリエンテーション ・ 受講カード記入

第 2回 第 1 章

第 3回 第 2 章

第 4回 第 3 章

第 5回 第 4 章

第 6回 第 5 章

第 7回 第 6 章

第 8回 第 7 章

第 9回 第 8 章

第 10 回 第 9 章

第 11 回 第 10 章

第 12 回 第 11 章

第 13 回 第 12 章

第 14 回 第 13 章

第 15 回 第 14 章

●事前・事後学習の内容
事前学習として、 テキストの課題部分を全員必ず精読してくること。

事後学習として、 講義内容を踏まえ、 テキストを読み直すこと。

●評価方法
毎回の読解課題の達成度を総合し平常点として評価する。

●受講生へのコメント
内容の要点と論理を正確に把握することを重視する。 全体を平板に訳すのではなく、 重要な箇所を見極めて、

アウトラインをしっかりつかむ読み方を心がけること。 そのためには、 重要箇所を正確に理解し翻訳できる語学力が

前提になるので、 日頃から英語力の向上に努めてほしい。

●参考文献・教材
下記の文献をテキストの候補とするが、 受講者と相談の上で、 これ以外のテキストを読むこともありうる。

Joseph Raz (ed.), Practical Reasoning, Oxford University Press, 1978.

参考文献については授業中に紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAGEN3201 開講期 単位数 標準履修年次

38
史学概論

後木 3 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction toHistory

授業形態 担当教員名

講義 塚田 孝 教授

●科目の主題
日本における歴史学の展開と現代歴史学の課題

●到達目標
「史学概論」 は、 日本史コース ・ 世界史コースにおいて、 これから歴史学を学ぶための基本的な諸問題を考え

る授業科目である。 今年の講義では、 日本史の分野に即して、 「日本における歴史学の展開と現代歴史学の課題」

について取りあげる。 それを通して、 各自の歴史学に向かうスタンスの確立をめざす。

●授業内容・授業計画
本講義の前半では、 何人かの研究者の個人史を参照しながら、 歴史学を学ぶ意味を考え、 私の関わってきた近

世身分制史、 都市史、 地域史に即して戦後の歴史学の展開を概観する。 後半では、 時期をさかのぼって、 永原

慶二氏の名著 『２０世紀日本の歴史学』 を手掛りに、明治以降、戦前までの近代歴史学の展開をたどる。 その上で、

歴史学を学ぶことが現代においてもつ意味を考えることとしたい。

第 1回 歴史的に考えるとは？－地域史の固有性と普遍性－

第 2回 山口啓二の人と学問

第 3回 近世身分社会の捉え方

第 4回 都市史研究の展開

第 5回 「生活構築の歴史」 としての地域史

第 6回 小括－全体史へ
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第 7回 近代実証主義歴史学の成立

第 8回 文明史の構想

第 9回 市民的歴史学の発展

第 10 回 昭和期の歴史学－マルクス主義 ・ 実証主義 ・ 皇国史観

第 11 回 古島敏雄の歴史学

第 12 回 戦後における社会構造史と地域史

第 13 回 収集分類型と構造分析型の歴史学

第 14 回 現代と歴史学

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
毎回、 事前に配布する参考資料と教科書を読んで、 参考資料の概要を自分なりに把握しておく。 授業後には、

講義内容と教科書 ・ 参考資料を突き合わせて整理し、 講義内容の定着を図る。

●評価方法
授業中に行なう小テスト、 およびレポートなどで総合的に評価する。

●受講生へのコメント
この講義を、 「歴史学を学ぶ意味」 をともに考える場としたい。

●参考文献・教材
教科書 ： 塚田孝 「歴史学の方法をめぐって―永原慶二 『20 世紀日本の歴史学』 に触発されて―」 『歴史科学』

178、 2004 年

　　　　　　塚田孝 『近世身分社会の捉え方－山川出版社高校日本史教科書を通して』 部落問題研究所、 2010

年

参考書 ： 永原慶二 『２０世紀日本の歴史学』 吉川弘文館、 2003 年

　　　　　　山口啓二 『山口啓二著作集』 第 5 巻

教科書を軸として、 補助的にプリントを配布して授業を進める予定である。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH2101 開講期 単位数 標準履修年次

39
日本史基礎講読Ⅰ

後木 2 2 単位 1 ・ 2 年
Basic Readings in Japanese History Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 佐賀 朝 教授

●科目の主題
歴史学 ・ 歴史資料と現代― 「従軍慰安婦」 問題を素材に―

●到達目標
近年、 日韓両政府間の外交問題や朝日新聞の報道をめぐる問題などの形で注目されている 「従軍慰安婦」 問

題を素材に、 歴史研究と現代との関係、 歴史資料と史実の関係、 文書史料と証言 （オーラルヒストリー） の有効性

と限界などについて、 多角的に検討する。 そのことを通じて、 素材である歴史資料と、 学問的方法である歴史学を

通じて、 史実にどのように迫りうるのか、 を具体的に体感してもらいたい。

●授業内容・授業計画
まず現在、 争点となっている 「慰安婦」 報道をめぐる問題に関する新聞記事の講読と検討、 ディスカッションか

ら始め、 争点にかかわる研究や史料、 証言などを実際に読み進めていき、 随時、 ディスカッションをはさみながら、

この問題に歴史学がどのようにアプローチするのかを具体的に学ぶとともに、 受講生各自が 「慰安婦」 問題をめぐ

る史実とそのあるべき解決策について考察を深めていく。

第 1回 ガイダンス

第 2回 朝日新聞の 「慰安婦」 報道記事訂正問題をめぐって①

第 3回 朝日新聞の 「慰安婦」 報道記事訂正問題をめぐって②

第 4回 朝日新聞の 「慰安婦」 報道記事訂正問題をめぐって③

第 5回 吉見義明氏のテキスト講読①

第 6回 吉見義明氏のテキスト講読②

第 7回 体験者の証言をめぐって①

第 8回 体験者の証言をめぐって②

第 9回 日本軍 ・ 日本政府の文書史料①

第 10 回 日本軍 ・ 日本政府の文書史料②

第 11 回 秦郁彦氏のテキスト講読①
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第 12 回 秦郁彦氏のテキスト講読②

第 13 回 「慰安婦」 問題の解決策をめぐって①

第 14 回 「慰安婦」 問題の解決策をめぐって②

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
各種新聞記事や研究者による論文、 文書史料や体験者の証言などは、 関連資料とともにプリントの形で随時、

配布するので、 必要なものを精読した上で授業に参加すること。

毎回の授業で課題シートに記入し、 意見交換を行った論点については、 多くの場合、 次回以降も継続して取り

上げるので、 新聞記事やテキストなどの資料類は、 事後にも適宜読み返し、 復習と論点整理を行うようにすること。

●評価方法
授業における報告や課題シート、 学期末のレポートなどにより総合的に評価する。

●受講生へのコメント
日本史コースを志望し、 あるいは日本史や歴史学に興味がある 1 回生の皆さんは、 ぜひ受講してください。

近年も注目を浴び続けている 「従軍慰安婦」 問題は、 報道のあり方をめぐる問題にとどまらず、 歴史資料を通じ

て何を明らかにできるか、 歴史研究と現代はどのようにつながっているのか、 などを考える素材として、 とても深い意

義を持っています。

半年の授業を通じて、 「慰安婦」 問題をめぐる史実や多様な論点を学ぶだけでなく、 歴史や史実と、 私たちや私

たちの社会をつなぐ、 史料と歴史学の意義と可能性について具体的に体感してもらえると思います。

●参考文献・教材
・ 吉見義明 『従軍慰安婦』 （岩波新書、 1995 年）

・ 秦郁彦 『慰安婦と戦場の性』 （新潮選書、 1999 年）

・ 吉見義明 『日本軍 「慰安婦」 制度とは何か』 （岩波ブックレット、 2010 年）　以上のほか、 授業の中で随時、

配布あるいは提示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3201 開講期 単位数 標準履修年次

40
日本史基礎講読Ⅱ

前木 2 2 単位 2 ・ 3 年
Basic Readings in Japanese History Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 塚田 孝 教授

●科目の主題
「地域の歴史的総合調査」 の意義と古文書読解の初歩。

●到達目標
日本史研究室では、 毎年秋に和泉市域の一地区 （江戸時代の村に当る） を対象に、 「地域の歴史的総合調査」

に取り組んでいる。 それは、 一つの地域に即して、 時代を越えて、 史料調査 ・ 聞取り ・ 地域空間把握など総合的

な調査を行うことをめざすものである。 秋の調査にむけて、 「地域の歴史的総合調査」 の目的と意義を理解し、 史

料調査に際して必要となる古文書読解の初歩を身に付ける。

●授業内容・授業計画
第１～３回の講義で「地域の歴史的総合調査」の実際を紹介し、その目的と意義について考える。 その後は、毎回、

近世史料の写真版コピーをテキストとして、 受講生各自の筆写、 読み合せ、 内容理解によって授業を進める。 テキ

ストには、 基本的なくずし方の史料を用いる。

第 1回 2016 年度の肥子町 （近世の肥子村） 調査

第 2回 「地域の歴史的総合調査」 ①

第 3回 「地域の歴史的総合調査」 ②

第 4回 古文書講読①

第 5回 古文書講読②

第 6回 古文書講読③

第 7回 古文書講読④

第 8回 古文書講読⑤

第 9回 古文書講読⑥

第 10 回 古文書講読⑦

第 11 回 2017 年度調査に向けたガイダンス

第 12 回 古文書講読⑧

第 13 回 古文書講読⑨
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第 14 回 古文書講読⑩

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
各回に取り上げる史料のコピーを事前に下調べしておき、 読めないところをチェックしておく。 それを授業中に確

認し、 自らくずし字の筆の運びをなぞり、 数度にわたって書いてみる。 史料の内容理解を確認する。

●評価方法
授業における発表や古文書読解の小テストで総合的に評価する。

●受講生へのコメント
予習・復習がたいせつ。 課外に院生がチューターとなって行っている 「古文書を読む会」 へ参加することも有効。

●参考文献・教材
テキストプリント配布。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3202 開講期 単位数 標準履修年次

41
日本史通論Ⅰ

後金２ 2 単位 2 ・ 3 年
Japanese History Survey Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 竹本 晃 非常勤講師

●科目の主題
日本古代の歴史のなかで代表的なトピックを取り上げ、 東アジア世界を意識しながら通史的に概観する。

●到達目標
基礎的な歴史的事象を知るとともに、 その背景を考える視野を身につけ、 またそのために用いられる複合的な方

法を理解する。

●授業内容・授業計画
歴史時代と呼ばれる５世紀から９世紀の平安時代前期までを通史的にとりあげる。 前半では、 東アジア世界と日

本との密接な関わりを学び、 後半では、 考古学の発掘調査や木簡などの出土文字資料、 そして万葉研究を援用し

ながら、 複合的な視点で古代社会を考えていく。

第 1回 授業の概要と進め方

第 2回 倭の五王の時代
第 3回 雄略朝前後の政治・社会状況―列島の版図―
第 4回 仏教伝来とその契機―蘇我・物部の争い―
第 5回 推古朝の遣隋使
第 6回 大化の改新とは
第 7回 白村江の戦い―古代山城との関係―
第 8回 壬申の乱
第 9回 律令制成立期の政治体制―天武・持統朝―
第 10 回 大宝律令の制定
第 11 回 平城京遷都
第 12 回 天平期の社会
第 13 回 奈良時代後半の政権争い
第 14 回 平安京遷都と京の整備
第 15 回 授業のまとめ
●事前・事後学習の内容

トピックについての基本情報を事前に調べておく。 事後は、 講義内容とどれほどの差があるのかを確認するのが

望ましい。

●評価方法
定期試験 （１００％）

●受講生へのコメント
歴史的事象には、 たいてい理由や背景がある。 暗記するのではなく、 論理的に理解するようつとめてほしい。

●参考文献・教材
講義のなかで適宜紹介するが、 一般的なものとして、 山川出版社の日本史リブレットのシリーズが適当。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3203 開講期 単位数 標準履修年次

42
日本史通論Ⅱ

前木 1 2 単位 2 ・ 3 年
Japanese History Survey Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 佐賀 朝 教授

●科目の主題
「巨大都市大阪の形成 ・ 発展と都市問題」 というテーマのもと、 明治時代半ばから第二次大戦終結までの近代

大阪の歴史について概観する。

●到達目標
近代における都市社会の発展とその矛盾の様相を捉えることを通じて、 現代の地域社会が抱える課題に向き合う

ための基本的な視座を獲得することを目標としたい。

●授業内容・授業計画
前半では、 1889 年の地方自治制実施によって大阪市が誕生してから、 日清 ・ 日露戦争と産業資本の確立を経

て、 大阪が 100 万の人口を有する巨大都市へと発展し、 その一方で都市社会問題が広範に成立する様相を見る。

後半では、第一次世界大戦期の経済発展によって都市問題がさらに深刻化するなか、階級的社会運動が展開され、

新しい都市政策が登場するプロセスを論じたうえで、 昭和恐慌と満州事変を経て大阪大空襲に至る、 戦時体制下

大阪の経済 ・ 社会についても見、 可能な範囲で戦後への展望にも触れたい。

近年、 進展しつつある近代都市史研究の成果をふまえ、 明治半ばから終戦にいたるまでの巨大都市大阪の歴史

的なあゆみを概観しながら、 その特徴を明らかにする。

第 1回 明治半ば大阪の都市空間―導入

第 2回 近代都市の成立―市制町村制と大阪市の成立―

第 3回 企業勃興―大阪の紡績会社と鉄道資本―

第 4回 産業革命と地域社会―九条 ・ 西九条の工場集積―

第 5回 日清 ・ 日露戦争と大阪

第 6回 社会問題の成立―労働問題と社会運動―

第 7回 阪神と阪急― 「私鉄王国」 大阪と郊外開発―

第 8回 第一次世界大戦期の経済発展と都市化

第 9回 都市問題の深刻化―住宅問題と借家争議―

第 10 回 米騒動と方面委員制度の発足―新しい社会政策―

第 11 回 都市政策 ・ 都市計画の誕生―関一大阪市長の役割―

第 12 回 日本橋 「裏長屋」 の生活と不良住宅地区改良事業

第 13 回 昭和恐慌 ・ 満州事変と都市社会問題

第 14 回 戦時体制と大阪市民―国防婦人会と大阪の町会―

第 15 回 大阪大空襲―太平洋戦争下の空襲と都市―

●事前・事後学習の内容
事前 ・ 事後学習については、 毎回の授業で事前 ・ 事後学習のポイントと課題を提示する。

主として配布プリント （レジュメと資料プリント） を用いた事後学習について指示する。

●評価方法
平常点、 小レポート、 学期末試験などにより総合的に評価する。

●受講生へのコメント
毎回のコメントカードへの記入内容も重視しますので、 まずはしっかり出席して話を聞いてください。

●参考文献・教材
・ 小山仁示 『（改訂） 大阪大空襲―大阪が壊滅した日』 （東方出版、 1989 年）

・ 原田敬一 『日本近代都市史研究』 （思文閣出版、 1998 年）

・ 芝村篤樹 『日本近代都市の成立―1920 ・ 30 年代の大阪―』 （松籟社、 1998 年）

・ 広川禎秀編 『近代大阪の行政 ・ 社会 ・ 経済』 （青木書店、 1998 年）

・ 佐賀朝 『近代大阪の都市社会構造』 （日本経済評論社、 2007 年）

・ 広川禎秀編 『近代大阪の地域と社会変動』 （部落問題研究所、 2009 年）

　以上のほか、 授業のなかで随時、 提示する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3204 開講期 単位数 標準履修年次

43
考古学通論

前火 2 2 単位 2 ・ 3 年
Archaeology Survey

授業形態 担当教員名

講義 岸本 直文 教授

●科目の主題
弥生時代の考古学。 本格的な水田稲作の開始をもって弥生時代が始まるが、 渡来人のもたらした農耕社会は、

生業の転換のみならず、 生活様式全般におよぶものであった。 また農耕の定着と人口増加は地域内の競合を生み

出す。 さらに利器の鉄器化の進行は、 弥生社会を大きく変え、 社会統合を進めることになった。 この弥生時代社会

の内容やその歴史的展開を学ぶ。

●到達目標
弥生時代という農耕社会への転換がどのように進行するのか、 新たな生活様式がどのようなものであったか、 また

地域社会の統合や権力者の生成がどのように読み取れるのか、 そして古墳時代を生み出すに至るプロセスはどのよ

うなものであったのか、 弥生時代のもつ歴史的意義を理解することを目標とする。

●授業内容・授業計画
資料を配付した上で、 主としたパワーポイントによって授業を以下の通り進める。

第 1回 考古学とは

第 2回 弥生時代の研究史

第 3回 水田稲作の伝播

第 4回 弥生時代の水田稲作 （1）

第 5回 弥生時代の水田稲作 （2）

第 6回 環濠集落

第 7回 弥生時代の戦いと地域の統合 （1）

第 8回 弥生時代の青銅器

第 9回 弥生時代の地域の統合 （2）

第 10 回 鉄の威力

第 11 回 広域地域圏の形成

第 12 回 ヤマト国の成立

第 13 回 ヤマト国から倭国へ （1）

第 14 回 ヤマト国から倭国へ （2）

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
前回の受講ノートを見直した上で授業に臨む。 また事後に、 授業内容の理解をまとめておくことが望ましい。

●評価方法
定期試験による。

●受講生へのコメント
弥生時代の開始年代や終末年代は近年大きく見直されており、 高校の日本史教科書とは大きな差が生まれてい

る。 考古学が明らかにしている最新の弥生時代像を知ってほしい。

●参考文献・教材
資料を配付する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3205 開講期 単位数 標準履修年次

44
日本史講読Ⅰ

後月 3 2 単位 2 ～ 4 年
Readings in Japanese History Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 磐下 徹 准教授

●科目の主題
日本古代史の基礎的史料の読解

●到達目標
『続日本紀』 を素材に古代史料の基礎的読解力を習得する

●授業内容・授業計画
語註や補注の充実している新日本古典文学大系 『続日本紀』 をテキストとして使用し、 史料の読解とはどのよう

なものであるのかを理解してもらう。

原則として参加者 1 人が一日～二日分の記事を担当し、 その読解 ・ 考察を発表。 他の参加者は発表を聞き、
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疑問点や論点を提示して議論する。

なお、 学修効果を高めるため、 受講者の状況に応じて計画は変更されることもある。

第 1回 ガイダンス

第 2回 『続日本紀』 解題①

第 3回 『続日本紀』 解題②

第 4回 発表①

第 5回 発表②

第 6回 発表③

第 7回 発表④

第 8回 発表⑤

第 9回 発表⑥

第 10 回 発表⑦

第 11 回 発表⑧

第 12 回 発表⑨

第 13 回 発表⑩

第 14 回 発表⑪

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
本講義でとりあげる 『続日本紀』 のテキストは事前に指示しておくので、 毎回当該条文に目を通してくること。

事後は報告 ・ 議論の内容や教員の補足説明を振り返り、 当該条文の意味を正確に把握しておくこと。

●評価方法
平常点 （発表内容 80％、 出席状況 20％）

●受講生へのコメント
史料読解は歴史学の基本である。 細かい点も疎かにしない史料の読み方を体得してほしい。 はじめはできなくて

も、 積み重ねを大切に、 粘り強く前進してほしい。

なお、 初回に報告順などを決めるので、必ず出席するように。

●参考文献・教材
新日本古典文学大系 『続日本紀』 （岩波書店）

井上薫 「続日本紀」 （『国史大系書目解題　上巻』 吉川弘文館、 1971 年）

笹山晴生 「続日本紀と古代の史書」 （新日本古典文学大系 『続日本紀　一』 岩波書店、 1989 年）

その他、 必要に応じてプリント等配布

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3206 開講期 単位数 標準履修年次

45
日本史講読Ⅱ

前火 3 2 単位 2 ～ 4 年
Readings in Japanese History Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 仁木 宏 教授

●科目の主題
中世史料を読解する応用力を養う。

●到達目標
中世文書には独特な表現があり、 そこには中世社会の特色が反映されていることも多い。 史料からそうした社会

のあり方を読みとる能力をみがかせる。 史料を正確に読むことは日本史を学習してゆく上で必修である。 「よみ」 や

表面的な意味にとどまらず、 その背後にある中世社会の諸側面をいかに深くとらえることができるかがポイントとなる。

卒業論文を書く上では高度な史料読解能力が必要とされるが、 そのための必要十分な訓練の場とする。

●授業内容・授業計画
中世の都市 ・ 流通にかかわる史料をテキストにする。

グループにわかれて、 順番に報告してもらう。 グループ内で十分議論して、 その成果を発表するようにする。

第 1回 ガイダンス

第 2回 鎌倉時代Ⅰ

第 3回 鎌倉時代Ⅱ

第 4回 鎌倉時代Ⅲ

第 5回 市の伝承

第 6回 室町幕府法Ⅰ

第 7回 室町幕府法Ⅱ
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第 8回 徳政をめぐって

第 9回 撰銭をめぐって

第 10 回 座掟

第 11 回 町掟

第 12 回 戦国大名法

第 13 回 戦国大名と都市

第 14 回 楽市令

第 15 回 信長 ・ 秀吉と都市

●事前・事後学習の内容
事前には、 担当グループメンバーは、 学情その他で辞書などをもとに該当史料の読み、 意味、 意義などについ

て調べ、 グループで相談の上、 レジメを作成し提出する。 担当者以外は、 該当史料を読み込んでくる。 事後には、

授業中の復習をおこない、 史料の読解 ・ 解釈を深める。

●評価方法
授業における報告と、 学期末の定期試験で評価する。

●受講生へのコメント
法令は比較的難しい史料が多いが、 これが読めるようになれば、 他の史料は容易に解読できるようになる。

●参考文献・教材
プリントを配布する。 参考文献は、 適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3207 開講期 単位数 標準履修年次

46
日本史講読Ⅲ

後木 2 2 単位 2 ～ 4 年
Readings in Japanese History Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習 塚田 孝 教授

●科目の主題
近世古文書講読。

●到達目標
大阪府の南部に位置する和泉市域に残された近世の村方文書から、 基本的なものを選んで読んでいく。 これを

通して近世古文書の読解力を養うことをめざす。 なお、 これを通して近世の民衆生活の一端に触れることができれ

ばと思っている。

●授業内容・授業計画
この授業では、 毎年秋に日本史研究室が行っている和泉市教育委員会との合同調査 （「地域の歴史的総合調

査」） によって発見された古文書をテキストとしている。 昨年度は、 2014 年度に行った芦辺町 （近世の今在家村）

に残された史料を取り上げ、 ①今在家村の墓所と捨て子関係史料、 ②博奕の取り調べ関係史料、 ③今在家村の

若者関係史料、 ④奉公人と村方取締り関係史料の四グループに分かれて、 19 世紀 （近世後期） の今在家村の社

会状況と民衆生活の諸側面の復元を試みた。 今年も、 秋の合同調査で発見された史料もしくは関連史料をテキスト

に、 その史料の内容に即してグループをつくり、 発表形式で行う。

第 1回 合同調査の史料概要と方針説明、 グループ分け

第 2回 和泉地域の関連先行研究の検討①

第 3回 和泉地域の関連先行研究の検討②

第 4回 古文書講読①

第 5回 古文書講読②

第 6回 古文書講読③

第 7回 古文書講読④

第 8回 古文書講読⑤

第 9回 古文書講読⑥

第 10 回 古文書講読⑦

第 11 回 古文書講読⑧

第 12 回 古文書講読⑨

第 13 回 古文書講読⑩

第 14 回 古文書講読⑪

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
事前に各班で担当する史料について、 翻刻、 現代語訳、 内容理解を集団的に準備・議論し、 レジュメにまとめる。
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それを授業で発表して討論し、 他班の作業などと突き合わせ、 理解を深め、 レジュメの修正版を作成する。 次回の

報告の際、 その回の報告レジュメとともに前回のレジュメ修正版も配布する。

●評価方法
授業における発表と最終レポートで総合的に評価する。

●受講生へのコメント
グループでの事前準備がたいせつ。 課外に院生がチューターとなって行っている 「古文書を読む会」 へ参加す

ることが必要。

●参考文献・教材
テキスト　プリント配布。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3208 開講期 単位数 標準履修年次

47
日本史講読Ⅳ

前水 4 2 単位 2 ～ 4 年
Readings in Japanese History Ⅳ

授業形態 担当教員名

演習 佐賀 朝 教授

●科目の主題
「戦時下の国民動員と市民生活 ・ 地域社会」 というテーマのもと、 「十五年戦争」 期 （1931 ～ 45） の史料を読

んでいく。

●到達目標
活字史料を中心に、 近現代史料を読み解くための基礎的な方法や知識の修得を目ざす。

●授業内容・授業計画
この授業では、 「十五年戦争」 期における国民動員や戦時政策と、 市民生活や地域社会との関係について、 『資

料日本現代史』 （大月書店） などの史料集に収録された活字史料を読み進める形で考察したい。 受講生とも相談

しつつ、 テキストの中から取り上げる史料を選択し、 関連する論文などにも言及する形での分担発表を順番に行っ

てもらう。 発表は、 1 人ずつ、 あるいは 2 ～ 3 人程度の少人数のグループで担当してもらう予定。

必要に応じて、 基本文献や関連論文の要約 ・ 論評を主眼とする報告も織り込む。

第 1回 ガイダンス

第 2回 論文検討報告①

第 3回 史料報告その 1

第 4回 史料報告その 2

第 5回 史料報告その 3

第 6回 論文検討報告②

第 7回 史料報告その 4

第 8回 史料報告その 5

第 9回 史料報告その 6

第 10 回 史料報告その 7

第 11 回 論文検討報告③

第 12 回 史料報告その 8

第 13 回 史料報告その 9

第 14 回 史料報告その 10

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
論文報告のテキスト、 史料報告で取り上げる史料は事前に配布するので、 通読した上で授業に参加すること。

毎回の報告についての議論は次回にも継続して行うことが多いので、 論文や史料、 報告の内容についても事後

に読み返し、 論点などを確認しておくこと。

●評価方法
平常点、 発表、 小レポート、 期末レポートなどにより総合的に評価する。

●受講生へのコメント
近現代の史料を、 まずは活字のものから読んでもらい、 分析や論述の基礎となるような史料の読み方を学び取っ

てください。 あわせて戦時下の生活や社会の実態にも触れてほしいと思います。 意欲的な参加を期待しています。

●参考文献・教材
・ 藤原彰 ・ 功刀俊洋編 『資料日本現代史 8 満洲事変と国民動員』 （大月書店、 1983 年）

・ 粟屋憲太郎 ・ 小田部雄次編 『資料日本現代史 9 二 ・ 二六事件前後の国民動員』 （大月書店、 1984 年）

・ 吉田裕 ・ 吉見義明編 『資料日本現代史 10 日中戦争期の国民動員①』 （大月書店、 1984 年）

・ 伊香俊哉 ・ 吉田裕 ・ 吉見義明編 『資料日本現代史 11 日中戦争期の国民動員②』 （大月書店、 1984 年）
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・ 赤澤史朗 ・ 北河賢三 ・ 由井正臣編 『資料日本現代史 13 太平洋戦争下の国民生活』 （大月書店、 1985 年）

　以上のほか、 基本文献や論文についてについては授業のなかで随時、 提示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3301 開講期 単位数 標準履修年次

48
日本史演習Ⅰ

前月 3 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Japanese History Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 磐下 徹 准教授

●科目の主題
日本古代法制史料の講読

●到達目標
『類聚三代格』 を素材に、 史料の性質に即した読解 ・ 考察力を身につける

●授業内容・授業計画
『類聚三代格』 を輪読する。 原則として参加者 1 人が一～二つの格 （太政官符や詔 ・ 勅） を担当して、 読解 ・

考察を発表。 他の参加者は発表を聞き、 疑問点や論点を提示して議論する。

なお、 学修効果を高めるため、 参加者の状況に応じて計画は変更されることもある。

第 1回 ガイダンス

第 2回 『類聚三代格』 解題①

第 3回 『類聚三代格』 解題②

第 4回 発表①

第 5回 発表②

第 6回 発表③

第 7回 発表④

第 8回 発表⑤

第 9回 発表⑥

第 10 回 発表⑦

第 11 回 発表⑧

第 12 回 発表⑨

第 13 回 発表⑩

第 14 回 発表⑪

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
講義でとりあげる 『類聚三代格』 の条文は事前に指示しておくので、 あらかじめ当該条文に目を通し、 読み下し

ておくこと。

事後は、 報告 ・ 議論の内容や教員の補足説明を振り返りながら、 当該条文の意味を正確に理解しておくように

すること。

●評価方法
平常点 （発表内容 80％、 出席状況 20％）

●受講生へのコメント
この演習でとりあげる 『類聚三代格』 は、古代史研究に必要な史料読解力を身につけるのには好適な史料である。

ここで身につけた力は他時代の研究にも役立つものなので、 意欲的に参加してほしい。

初回に報告順などを決めるので、必ず出席すること。

●参考文献・教材
新訂増補国史大系 『類聚三代格』 （吉川弘文館）

吉田孝 「類聚三代格」 （『国史大系書目解題　上巻』 吉川弘文館、 1971 年）

その他、 必要に応じてプリント等を配布

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3302 開講期 単位数 標準履修年次

49
日本史演習Ⅱ

後火 3 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Japanese History Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 仁木 宏 教授

●科目の主題
網野善彦氏の中世都市論の再検討
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●到達目標
網野善彦氏の中世都市研究は、 1970 年代後半から 90 年代にかけて展開された。 無縁・公界・楽というキーワー

ドによって論じられた中世都市像は大きな反響をよび、戦後の中世都市研究の転換点となった。 本演習においては、

網野氏の研究を丁寧に再検討することを通じて、 成果と課題を確認し、 今後の中世都市研究の指針を得る。

特定の歴史家の一連の論攷を対象にして、 参加者全員がさまざまな角度からそれを解明する方法をみがき、 報

告とディスカッションを通じて内容理解を深めることを目標とする。

●授業内容・授業計画
グループにわかれて、 順番に報告してもらう。 グループ内で十分議論して、 その成果を発表するようにする。

第 1回 ガイダンス

第 2回 無縁 ・ 公界 ・ 楽Ⅰ

第 3回 無縁 ・ 公界 ・ 楽Ⅱ

第 4回 中世都市論 （岩波講座）

第 5回 都市のできる場、 市の立つ場

第 6回 蒙古襲来

第 7回 桑名、 菅浦、 堅田、 船木

第 8回 日本中世の民衆像Ⅰ

第 9回 日本中世の民衆像Ⅱ

第 10 回 対談　中世の再発見

第 11 回 中世の罪と罰

第 12 回 中世再考

第 13 回 異形の王権

第 14 回 日本社会の歴史

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
担当グループは、 当該テキストの内容紹介、 論点と問題点の析出をおこない、 レジメにまとめて報告する。 それ

以外の受講生はテキストの読み込みをおこなってくる。 事後には、レジメ内容の再検証をおこない、反省点をまとめる。

●評価方法
授業における報告による。

●受講生へのコメント
網野氏の中世都市研究はさまざまな論点をふくんでおり、 理解することは簡単ではないが、 参加者全員で議論し

ながら進めてゆきたい。

●参考文献・教材
教材は、 プリントを配布する。 参考文献は、 授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3303 開講期 単位数 標準履修年次

50
日本史演習Ⅲ

前木 4 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Japanese History Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習 塚田 孝 教授

●科目の主題
近世都市史演習。

●到達目標
近世都市史について、 受講生各自が興味を持つテーマを設定し、 そのテーマについて研究史を調べ、 史料に

もとづいた報告を行うという形式で授業を進める。 これにより、 近世史研究の方法の修得をめざす。

●授業内容・授業計画
テーマ設定は、 大坂町触の中で興味をもったもの数個を選択する形で行う。 その町触が問題としている諸事象を

テーマとし、 各テーマを 2 ～ 3 名のグループで担当する。 各グループが、 次の 3 段階に従って、 ほぼ 3 回の報告

を行う。 第 1 ステップは、基本町触の正確な理解。 第 2 ステップは、その町触の内容がどのように論じられてきたか。

第 3 ステップは、 関連町触の網羅的な検討。

第 1回 町触とは何か、 および方針説明、 グループ分け

第 2回 近世大坂の支配と町の仕組み

第 3回 町触報告①

第 4回 町触報告②

第 5回 町触報告③
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第 6回 町触報告④

第 7回 研究史報告①

第 8回 研究史報告②

第 9回 研究史報告③

第 10 回 研究史報告④

第 11 回 総合報告①

第 12 回 総合報告②

第 13 回 総合報告③

第 14 回 総合報告④

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
事前に各班で担当する史料について、 現代語訳、 内容理解を集団的に準備 ・ 議論し、 またそのテーマに関す

る先行研究を調べて、レジュメにまとめる。 それを授業で発表して討論し、他班の作業などと突き合わせ、理解を深め、

レジュメの修正版を作成する。 次回の報告の際、 その回の報告レジュメとともに前回のレジュメ修正版も配布する。

●評価方法
授業における発表と最終レポートで総合的に評価する。

●受講生へのコメント
グループでの事前準備がたいせつ。

●参考文献・教材
テキスト　プリント配布。

参考書　　塚田孝 『近世の都市社会史』 青木書店、 1996 年。 『大阪市史』 第 1 ～ 5 巻、 清文堂より復刻版。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3304 開講期 単位数 標準履修年次

51
日本史演習Ⅳ

後水 4 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Japanese History Ⅳ

授業形態 担当教員名

演習 佐賀 朝 教授

●科目の主題
「近現代地域社会史の調査 ・ 研究」 というテーマのもと、 大阪府南部の和泉市域に残された近現代の地域史料

を素材として共同研究を進める。

●到達目標
多様な形態の近代史料を読み解き、 分析する力を鍛えることを目ざす。

●授業内容・授業計画
この授業では、 毎年秋に日本史研究室が行なっている和泉市教育委員会との合同調査 （「地域の歴史的総合

調査」） によって発見された史料をテキストとしたい。 近年あるいは今年秋に実施される合同調査で発見された史料

を素材として、 4 つ程度の班 （グループ） にわかれて史料の解読や分析作業を進め、 中間発表をくり返しながら共

同研究の成果を論文などの形式でまとめることを目ざす。

必要に応じて、 『和泉市の歴史 地域叙述編』 などの関係文献 ・ 論文の分担報告なども織り込む。

第 1回 ガイダンス

第 2回 関連論文 ・ 文献報告 （その 1）

第 3回 関連論文 ・ 文献報告 （その 2）

第 4回 1 班第 1 回報告

第 5回 2 班第 1 回報告

第 6回 3 班第 1 回報告

第 7回 4 班第 1 回報告

第 8回 1 班第 2 回報告

第 9回 2 班第 2 回報告

第 10 回 3 班第 2 回報告

第 11 回 4 班第 2 回報告

第 12 回 1 班第 3 回報告

第 13 回 2 班第 3 回報告

第 14 回 3 班第 3 回報告

第 15 回 4 班第 3 回報告

●事前・事後学習の内容
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この授業では、 各班の受講生が中間報告を繰り返しながら最終共同論文作成を進めていくので、 毎回の報告後、

教員や他班の受講生からのコメントを整理、 検討して次の報告の課題設定や内容に反映させるなど、 事前 ・ 事後

学習を継続的に行うことになる。

●評価方法
出席、 中間発表、 成果報告などにより総合的に評価する。

●受講生へのコメント
生の地域史料に触れ、 人びとの生活や地域社会の歴史を復元する作業に共同で取り組みます。 共同研究作業

の楽しさを体感してください。 しんどいことも少なくありませんが、 意欲的な参加を期待しています。

●参考文献・教材
・ 和泉市史編さん委員会 『和泉市の歴史 2 松尾谷の歴史と松尾寺』 （和泉市、 2008 年）

・ 和泉市史編さん委員会 『和泉市の歴史 3 池田谷の歴史と開発』 （和泉市、 2011 年）

・ 和泉市史編さん委員会 『和泉市の歴史 4 信太山地域の歴史と生活』 （和泉市、 2015 年）

　以上のほか、 授業のなかで随時、 提示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3305 開講期 単位数 標準履修年次

52
考古学演習

後水 3 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Archaeology

授業形態 担当教員名

演習 岸本 直文 教授

●科目の主題
考古学を専攻しようとする者であるかないかを問わず、 受講者の関心のある歴史のテーマに即して、 考古学的な

課題を設定し、 先行研究から考古学の成果を学ぶ。 自分の研究テーマに考古学の成果を活かす基本を身につけ

ることが主題である。

●到達目標
先行研究を調べ主要な論文を読み、 咀嚼し整理 ・ 発表する。 その内容について参加者で討論し、 そのなかか

ら次回の発表について考えていく。 これを重ねることで、 テーマについての理解を深めるとともに、 研究の現状を把

握し、 自分なりの論点を見いだすことを目標とする。

●授業内容・授業計画
参加人数にもよるが、 2 ～ 3 回程度の発表を予定している。 1 人 30 分の発表、 15 分の質疑を行い、 1 回に 2

人を基本とする。 理解に必要な図や表 ・ 写真を含めた資料を準備すること。

第 1回 各自の興味関心にもとづきテーマ設定と文献紹介を行う。

第 2回 受講者の発表 1 回目 (1)

第 3回 受講者の発表 1 回目 (2)

第 4回 受講者の発表 1 回目 (3)

第 5回 受講者の発表 1 回目 (4)

第 6回 受講者の発表 1 回目 (5)

第 7回 受講者の発表 1 回目 (6)

第 8回 2 回目の発表について相談しアドバイスを行う

第 9回 受講者の発表 2 回目 (1)

第 10 回 受講者の発表 2 回目 (2)

第 11 回 受講者の発表 2 回目 (3)

第 12 回 受講者の発表 2 回目 (4)

第 13 回 受講者の発表 2 回目 (5)

第 14 回 受講者の発表 2 回目 (6)

第 15 回 レポートについて相談し必要な指示を行う

●事前・事後学習の内容
発表は、 特定の論文 1 本だけを単に紹介するのでなく、 重要ないくつかの論文を選び読み比べ、 現在の研究状

況の把握するように心がけ準備してほしい。 資料作成にあたっては、 考古学は図が半分と考え、 理解に必要な図

表等を準備すること。 また、 発表時の質疑をふまえ、 自分の選択したテーマの研究状況をさらに正確に捉えること

を心がけ、 発表後ただちに次に取り組むべき課題を整理しておき、 それにしたがって次回の発表の準備に進むこと。

●評価方法
発表内容、 質疑への参加状況、 レポートを総合的に評価する。

●受講生へのコメント
各自のテーマについては、 相談の上決めていくが、 日本史 ・ 世界史を問わないし、 時代も自由である。 また、

設定が難しい場合は、 論文をこちらが指定して論評をしてもらうこともある。
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●参考文献・教材
各自に対して事前に参考文献を紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3306 開講期 単位数 標準履修年次

53
日本史特講Ⅰ

後木 4 2 単位 3 ・ 4 年
Problems in Japanese History Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 網 伸也 非常勤講師

●科目の主題
考古学のなかでも、 歴史考古学は文献史学との学際的研究によって多くの成果を挙げてきた。 この授業では、

飛鳥時代から平安時代を中心とした歴史的課題について、 大阪および京都の古代寺院と都城を中心に考古学の立

場から考えていく。 それぞれの課題については、 テキストとする論文を検討し、 内容についてのより深い議論を行っ

ていく。

●到達目標
最近の調査成果も含めて、 発掘調査で明らかとなってきた難波 ・ 河内 ・ 山城の古代寺院や都城の実態を理解し、

考古学から歴史叙述を行うスキルが取得できるようになるとともに、 将来的には文献史学も視野に入れた歴史的思考

能力を身につけることができる。

●授業内容・授業計画
考古学からみた古代寺院と都城の研究

第 1回 飛鳥時代の難波と四天王寺の源流

第 2回 四天王寺と古代都城

第 3回 考古学からみた広隆寺の創建問題

第 4回 在地寺院の様相と実態

第 5回 同笵瓦が語るもの

第 6回 道昭の足跡を訪ねて

第 7回 瓦積基壇の成立と展開

第 8回 古代都城の成立過程と生産基盤

第 9回 祭祀場から古代庭園へ

第 10 回 百済王氏と王権

第 11 回 紀伊道成寺と古代都城

第 12 回 山背遷都と長岡京

第 13 回 平安宮の構造とその実態

第 14 回 平安京の邸宅と寝殿造り

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習としてテーマに関連すると考えられる論文を自分で探し出し、 熟読して内容理解の準備を行っておく。

講義後には、 講義の中に出てきた遺跡を訪問し、 遺跡の立地や出土遺物などを確認することで、 講義内容を自分

なりに検証するようにする。 論文の熟読と遺跡での検証を通して、 考古学的思考や歴史叙述のありかたを学ぶ。

●評価方法
講義では、 講義中の議論への積極的な参加を評価し、 講義内容に関連する課題を自分で考え、 レポートを学期

末に提出する。 評価の比率は、 講義への積極性が 30％、 レポートが 70％とする。

●受講生へのコメント
考古学から古代史をいかにして叙述できるのか、 楽しみながら学習してください。

●参考文献・教材
毎回、 講義前にテキストとする資料や論文などを配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3307 開講期 単位数 標準履修年次

54
日本史特講Ⅱ

前集中 2 単位 3 ・ 4 年
Problems in Japanese History Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 小野沢 あかね  非常勤講師

●科目の主題
「日本軍 「慰安婦」 問題と近代公娼制度」 というテーマのもと、 近代日本の公娼制度と日本軍 「慰安婦」 問題

との関係を概観するとともに、 各国との国際比較、 戦後も引き続く軍隊と性的施設、 性売買について考察する。
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●到達目標
近代日本の公娼制度と日本軍 「慰安婦」 問題の基本的な構造とその問題性を理解し、 そうした構造のもとに置

かれた女性たちの主体の側から歴史を捉える視点を学ぶことで、 現代も続く性売買をめぐる問題にも視野を開くこと

を目標とする。

●授業内容・授業計画
近代日本の公娼制度と日本軍 「慰安婦」 問題は別物であり、 多くの 「慰安婦」 被害者は公娼制度とは何の関

係もない人々であった。 ただし、 公娼制度下の娼妓、 芸妓 ・ 酌婦など、 もともと売春をしていた女性たちが、 人身

売買で 「慰安婦」 にされるケースが存在し、 それは日本人の 「慰安婦」 に多かったことがわかってきている。 そこ

で本講義ではまず、 近代公娼制度の歴史を概観し、 その上で、 日本軍 「慰安婦」 問題の展開、 とくに、 日本人

女性が 「慰安婦」 になっていった経緯に焦点をあて、 近代日本の公娼制度が日本軍 「慰安婦」 問題の温床となっ

た歴史を講義する。 また、 各国 ・ 各国軍の性的施設と日本軍慰安所の比較、 さらには、 現代日本の女性の貧困と

性売買の状況についても言及し、 「慰安婦」 問題と性売買との関係について受講生と議論をしたい。

第 1回 近代公娼制度と日本軍 「慰安婦」 問題―― 「売春婦」 なら被害者ではないのか？

第 2回 近代公娼制度の歴史――人身売買 ・ 性病検査 ・ 「大衆買春社会」 （1）

第 3回 近代公娼制度の歴史――人身売買 ・ 性病検査 ・ 「大衆買春社会」 （2）

第 4回 第一次世界大戦後の国際的婦女売買禁止の動向と日本の公娼制度

第 5回 日本軍 「慰安婦」 問題とは何か （1）

第 6回 日本軍 「慰安婦」 問題とは何か （2）

第 7回 日本軍 「慰安婦」 問題とは何か （3）

第 8回 芸妓 ・ 娼妓 ・ 酌婦から 「慰安婦」 へ―― 「慰安婦」 問題の温床としての公娼制度 （1）

第 9回 芸妓 ・ 娼妓 ・ 酌婦から 「慰安婦」 へ―― 「慰安婦」 問題の温床としての公娼制度 （2）

第 10 回 各国軍の性的施設と日本軍 「慰安所」 との比較

第 11 回 戦後も引き続く軍隊と性的施設――RAA・沖縄の A サインバー・韓国軍 「慰安所」・自衛隊 （1）

第 12 回 戦後も引き続く軍隊と性的施設――RAA・沖縄の A サインバー・韓国軍 「慰安所」・自衛隊 （2）

第 13 回 現代日本における女性の貧困と性売買―― 「自己責任」 論を批判する （1）

第 14 回 現代日本における女性の貧困と性売買―― 「自己責任」 論を批判する （2）

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前 ・ 事後学習については、 毎回の授業で事前 ・ 事後学習のポイントと課題を提示する。

主として配布プリント （レジュメと資料プリント） を用いた事後学習について指示する。

●評価方法
平常点、 小レポート、 学期末試験などにより総合的に評価する。

●受講生へのコメント
毎回のコメントカードへの記入内容を重視しますので、 出席して話を聞いてください。

●参考文献・教材
・ 小野沢あかね 「「慰安婦」 問題と公娼制度」 （「戦争と女性への暴力」 リサーチ ・ アクションセンター編 （西野

瑠美子 ・ 金富子 ・ 小野沢あかね責任編集） 『「慰安婦」 バッシングを越えて』 大月書店、 2013 年）

・ 小野沢あかね 「公娼制度廃止問題の国際的位置―1920 ～ 1930 年代―」 （佐賀朝 ・ 吉田伸之編 『シリーズ

遊廓社会 2 近世から近代へ』 吉川弘文館、 2014 年）

・ 小野沢あかね 「戦間期の家族と女性」 （『岩波講座日本歴史 17 ・ 近現代 3』 岩波書店、 2014 年）

・ 歴史学研究会 ・ 日本史研究会編 『「慰安婦」 問題を／から考える』 （岩波書店、 2014 年）

・ 「戦争と女性への暴力」 リサーチ・アクションセンター編 （西野瑠美子・小野沢あかね責任編集） 『日本人 「慰

安婦」 ―愛国心と人身売買と―』 現代書館、 2015 年）

・ 小野沢あかね 「性奴隷制をめぐって―歴史的視点から」 （『季刊戦争責任研究』 84、 2015 年）

・ 牧英正 『人身売買』 （岩波新書、 1971 年）

・ 吉見義明 『従軍慰安婦』 （岩波新書、 1995 年）

・ 林博史 『日本軍 「慰安婦」 問題の核心』 花伝社、 2015 年。

・ 日本軍 「慰安婦」 問題 web サイト制作委員会編 『Q ＆ A 「慰安婦」・強制・性奴隷』 （お茶の水書房、2014 年）

・ 飯島裕子 『ルポ　貧困女子』 （岩波新書、 2016 年）

・ 宮本節子 『AV 出演を強要された彼女たち』 （ちくま新書、 2016 年）

　以上のほか、 授業のなかで随時、 提示する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3308 開講期 単位数 標準履修年次

55

日本史特講Ⅲ
後水 2 2 単位 3 ・ 4 年

Problems in Japanese History Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習
塚田 孝 教授／仁木 宏 教授／岸本 直文 教授／佐賀 朝 
教授／磐下 徹 准教授

●科目の主題
「日本史研究上の諸問題」 と題して、 日本史コース 3 回生が、 次年度の卒業論文作成に向けて、 日本史の研

究論文を読み、 批判的に理解する力を養うとともに、 自らテーマを考え、 絞り込んでいく場とする。

●到達目標
卒業論文の作成を念頭において、 各時代 ・ 分野の最新の研究状況をフォローするとともに、 先行研究を正確に

理解し、 自らの課題との関係を意識して、 内在的 ・ 批判的に論文を読み解き、 そこから学ぶことをめざす。

後期終了までに、 基本的な卒論テーマないしは取り上げる領域 ・ 分野を固めることを目ざす。

●授業内容・授業計画
まず、 これまでに活字になった先輩たちの卒業論文のいくつかを取り上げ、 受講生とともに輪読する形で、 卒論

とは何かを学ぶ。 その後、 卒業論文作成に向けて、 受講生の関心にしたがった研究上の諸問題を取り上げ、 受講

生による関連文献の要約と批判的コメントを中心とした報告を重ねる。 各報告をめぐって受講生全員で討論し、 問

題意識を深め、 卒業論文に備える。

第 1回 卒論とは何か―史料と問題意識

第 2回 刊行された卒論に学ぶ①考古学

第 3回 刊行された卒論に学ぶ②古代

第 4回 刊行された卒論に学ぶ③中世

第 5回 刊行された卒論に学ぶ④近世

第 6回 刊行された卒論に学ぶ⑤近現代

第 7回 受講生による先行研究の整理 ・ 検討報告①

第 8回 受講生による先行研究の整理 ・ 検討報告②

第 9回 受講生による先行研究の整理 ・ 検討報告③

第 10 回 受講生による先行研究の整理 ・ 検討報告④

第 11 回 受講生による先行研究の整理 ・ 検討報告⑤

第 12 回 受講生による先行研究の整理 ・ 検討報告⑥

第 13 回 受講生による先行研究の整理 ・ 検討報告⑦

第 14 回 受講生による先行研究の整理 ・ 検討報告⑧

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
受講生は、 各自の関心と課題設定に沿って、 取り上げるべき先行研究を随時、 収集し精読しながら報告の準備

を行うとともに、 報告後も次の報告や学期末の最終レポートに向けて研究史整理と課題の模索を継続的に行うことと

する。

●評価方法
授業での報告と最終レポートで総合的に評価する。

●受講生へのコメント
この授業は、 日本史コースの 4 回生が取り組む卒業論文につながるものである。 卒論とはどういうものなのか、 卒

論を通じて何を明らかにしたいか、 じっくり考える機会にしてほしい。

●参考文献・教材
プリント等を適宜、 配布する。 参考文献等は、 授業のなかで随時、 提示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3309 開講期 単位数 標準履修年次

56
日本史特講Ⅳ

後月 2 2 単位 3 ・ 4 年
Problems in Japanese History Ⅳ

授業形態 担当教員名

講義 磐下 徹 准教授

●科目の主題
郡司の研究

●到達目標
日本古代の地方支配を考える上で、 郡司の存在は重要である。
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本講義では、 この郡司 ・ 郡司制度の特質や実態について考えていきたい。

最終的にはそれらをもとに、 古代国家像について考察することを目標としたい。

●授業内容・授業計画
まず、 郡司 ・ 郡司制度の先行研究の概要を紹介し、 現在における研究課題を提示したい。

その上で、 郡司と天皇や郡司層といった視角から、 日本古代の地方支配構造や古代国家像について考えていき

たい。

なお、 学修効果を考慮し、 講義計画が変更されることもあり得る。

第 1回 ガイダンス

第 2回 郡司 ・ 郡司制度研究の概要

第 3回 古代国家論と郡司

第 4回 郡司と天皇①－郡司任用手続きと郡司読奏－

第 5回 郡司と天皇②－郡司読奏の分析－

第 6回 郡司と天皇③－宣旨による郡司の任用－

第 7回 郡司の任用①－ 7 世紀後半－

第 8回 郡司の任用②－ 8 世紀－

第 9回 郡司の任用③－ 9 世紀－

第 10 回 郡司の任用④－ 10 世紀－

第 11 回 郡司層①－郡司の交替－

第 12 回 郡司層②－存在形態－

第 13 回 郡司層③－転成－

第 14 回 郡司 ・ 郡司制度と古代国家

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
事前 ・ 事後ともに、 配布プリントを読み返すなどして、 講義内容の理解を深めておくこと。

●評価方法
期末の筆記試験 （約 80％） と受講態度 （出席など、 約 20％） とを総合的に評価する。

●受講生へのコメント
先行研究の多い古代史研究において、 どのように新たな課題を設定し、 史料の読み直しをするのか、 ということ

を念頭に置きながら受講してほしい。

●参考文献・教材
適宜プリントを配布する。

参考文献 ： 磐下徹 『日本古代の郡司と天皇』 （吉川弘文館、 2016 年）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3209 開講期 単位数 標準履修年次

57
考古学実習

前水 3 2 単位 2 ～ 4 年
Practice in Archaeology

授業形態 担当教員名

実習 岸本 直文 教授

●科目の主題
考古学の基本技術として、 遺物実測の基本を習得する。

●到達目標
遺物の実物観察の基礎を身につけ、 それを図化して資料化する基本技術を身につけることを目標とする。

●授業内容・授業計画
大学が保管する実物の石器 ・ 土器等の考古資料を観察 ・ 整理しながら、 石器や土器の実測を行う。 またこれ以

外に、 古墳の測量調査を行うことがある。

第 1回 出土遺物の洗浄 (1)

第 2回 出土遺物の洗浄 (2)

第 3回 出土遺物の洗浄 (3)

第 4回 出土遺物への注記

第 5回 土器の観察とスケッチ

第 6回 打製石器の実測 (1)

第 7回 打製石器の実測 (2) ・ 磨製石器の実測 (1)

第 8回 磨製石器の実測 (2)

第 9回 土器の破片資料の実測 (1)
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第 10 回 土器の破片資料の実測 (1)

第 11 回 完形土器の実測 (1)

第 12 回 完形土器の実測 (2)

第 13 回 完形土器の実測 (3)

第 14 回 完形土器の実測 (4)

第 15 回 拓本

●事前・事後学習の内容
毎回の時間に熱心に取り組み、 また課題を仕上げることがなにより大切である。 日頃からスケッチを描いたり、 こ

れはと思う対象をうまく撮影したり、 メモを含め、 対象物を捉え記録する姿勢を養うこと。 また、 毎回後、 見本となる

ものと自分の図を比べ、 より丁寧な線描や表現能力に近づける見直しをしてほしい。

●評価方法
出席および各課題で仕上げられた図面による。

●受講生へのコメント
作業空間や道具類の数量、 また実習という性格から、 10 名程度しか受け入れられない。 また、 進捗状況をそろ

える必要があり、 毎回の課題について、 区切りのつくまで延長して仕上げてもらう。

●参考文献・教材
必要なものは、 適宜、 プリントを配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAJPH3210 開講期 単位数 標準履修年次

58

大阪の歴史演習
前水 2 2 単位 2 ～ 4 年

Seminar and Practice for Regional Culture in Osaka

授業形態 担当教員名

演習
塚田 孝 教授／仁木 宏 教授／岸本 直文 教授／佐賀 朝 
教授／磐下 徹 准教授

●科目の主題
大阪の歴史とその魅力の発信に関心をもつみなさんを対象に、 大阪の歴史についての理解を深め、 またガイド

プログラムを作成するトレーニングを行う。 この科目は文学部が提供する履修証明プログラム 《大阪文化ガイド＋》

の選択科目である。

●到達目標
大阪の歴史について、 自身の関心に即して具体的な対象を選び、 そのガイドプログラムの作成という実践的演習

を通して、 確かな知識や理解にもとづく発信能力の向上を目標とする。 また履修者の発表を通して、 大阪の歴史に

ついての理解やさまざまな歴史遺産の魅力を相互に学びあうものとしたい。

●授業内容・授業計画
履修者が対象とする地域や歴史遺産について、 一定のコースを設定し、 見学地の概要や魅力を説明し、 他者に

伝えるプレゼンテーションに取り組む。 前半では、 それにむけて、 コースのテーマ設定、 個々の見学地の歴史的な

概要を整理する準備を行う。 最終的には、 プレゼンテーションの内容をガイドプログラム企画書にまとめる。

第 1回 4 月 12 日　ガイダンス　5 回の現地講義およびガイドプログラムの作成について説明する。

第 2回 4 月 15 日 （土） 現地見学　大阪の歴史Ⅰ （考古） 4 月 26 日分振り替え

第 3回 4 月 19 日　ガイドプログラムの構想発表 （全員）

第 4回 4 月 30 日 （日） 現地見学　大阪の歴史Ⅱ （古代） 5 月 17 日分振り替え

第 5回 5 月 10 日　履修者による第 1 回目発表 （1）

第 6回 5 月 20 日 （土） 現地見学　大阪の歴史Ⅲ （中世） 5 月 31 日分振り替え

第 7回 5 月 24 日　履修者による第 1 回目発表 （2）

第 8回 6 月 3 日 （土） 現地見学　大阪の歴史Ⅳ （近世） 6 月 14 日分振り替え

第 9回 6 月 7 日　履修者による第 1 回目発表 （3）

第 10 回 6 月 17 日 （土） 現地見学　大阪の歴史Ⅴ （近現代） 6 月 28 日分振り替え

第 11 回 6 月 21 日　プレゼンテーションにむけての準備

第 12 回 7 月 5 日　履修者によるガイドプログラムのプレゼンテーション （1）

第 13 回 7 月 12 日　履修者によるガイドプログラムのプレゼンテーション （2）

第 14 回 7 月 19 日　履修者によるガイドプログラムのプレゼンテーション （3）

第 15 回 まとめ　ガイドプログラム企画書作成

●事前・事後学習の内容
前期の授業期間を通してひとつのガイドプログラムを作成するため、 計画的に文献を収集したり現地を訪れたりす

るなど、より理解を深めるための準備を継続的に進めてほしい。また、発表に際しての履修者からの意見などをふまえ、
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不確かな点の確認など、 課題を整理した上で次の準備に臨む。

●評価方法
出席 （45 点） ＋現地見学レポート （15 点） ＋ガイドプログラム企画書 （40 点）

●受講生へのコメント
現地見学 （博物館等の施設見学を含む場合もある） は、 いずれも 13 時現地集合とし、 16 時ないし 17 時までの

範囲で実施する。移動のための交通費や見学地の入館料が発生する場合、いずれも自己負担である。雨天の場合、

予定を変更し、 博物館等の施設見学が中心となる場合がある。

演習であるため、 履修許容数を 15 名とする。 履修証明プログラム履修者を優先し、 学部生の履修希望者が多

い場合は抽選とする。

●参考文献・教材
とくになし

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAGEN2101 開講期 単位数 標準履修年次

59
世界史基礎講読

前金 1 2 単位 1 ・ 2 年
Basic Readings in World History

授業形態 担当教員名

講義 野村 親義 准教授 ほか

●科目の主題
本講の目的は、 世界各国の大学が学部生向けの世界史教科書として採用しているウイリアム ・ マクニールの 『世

界史』 を参照しながら、 主に世界史学教室初年次学生に、 大学での世界史学習の見取り図を提示することである。

なお本講は、 マクニールの 『世界史』 が採用する各々の時代 ・ 地域区分を、 世界史学教室所属教員各々が自身

の専門に基づきつつ、 オムニバス形式で授業を行う。

●到達目標
世界史学習上の見取り図を習得し、 より専門的な時代別 ・ 地域別 ・ テーマ別世界史学習への準備を行う。

●授業内容・授業計画
世界で 40 年以上にわたり読み続けられているマクニールの 『世界史 （上） （下）』 （中公文庫） は、 人類の歴

史を太古以降現代まで三つの時代に区分し、 これら三つの時代区分を通じ 「発達した技術を持つ （魅力的な） 複

合社会」 からなるいくつかの文明がどのように変遷してきたかを分析している。 第一の時代区分である紀元前 500

年以前の時代は、 農耕技術や鉄、 文字などの発達を通じ中東の古代オリエント文明やその影響を受けた中国、 イ

ンド、 ギリシャに文明が誕生した時代である。 ユーラシアの中央に生起した蛮族が諸文明を撹乱することで始まった

紀元前 500 年から紀元 1500 年までの第二の時代区分は、 ギリシャ ・ ローマ ・ 東西ヨーロッパ、 インド、 中国の諸

文明が各々の文明を成熟させるとともに、 新たに生じたイスラム文明が旧来からの諸文明と勢力を均衡させた時代で

あった。 紀元 1500 年から現代までの第三の時代区分は、 民主革命と産業革命の果実を通じ西ヨーロッパがそれま

での諸文明均衡の時代を破り、 他文明社会のありようを変容させた時代である。

具体的な授業プランは以下の通り。 なお、 各回の授業内容の仔細については、 第 1 回に配布する資料を参照

のこと。

第 1回 野村　マクニールの時代区分と地域区分

第 2回 草生　― 「世界」 を見るということ―

第 3回 草生　―多元性に満ちた 「文明」 ―

第 4回 草生　―世界を構成する 「社会」 ― （一神教世界）

第 5回 大黒　イデオロギーとしてのピレンヌ説

第 6回 大黒　13 世紀の世界システム

第 7回 大黒　発展段階論とその後

第 8回 平田　時代区分 2 と東洋世界 （1）

第 9回 平田　時代区分 2 と東洋世界 （2）

第 10 回 平田　時代区分 2 と東洋世界 （3）

第 11 回 上野　イスラーム史と多文化共生

第 12 回 上野　成熟の近世オスマン社会

第 13 回 上野　オスマンの近代

第 14 回 野村　産業革命 ・ 民主革命とアジアの近代－植民地支配と苦悩の時代

第 15 回 野村　独立後のアジア― 「アジアの世紀」 への長い道のり

●事前・事後学習の内容
マクニールの 『世界史』 ならびに、 授業時各教員が指示する文献を熟読すること。

●評価方法
各教員に提出する小レポート （教員ごとに A4 で 2 枚 ‐ 計 10 枚 ： 成績評価の 100％）
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●受講生へのコメント
受講生は、 授業出席前にマクニールの 『世界史』 を熟読するとともに、 各回の授業後、 教員が指示する参考文

献を参照することが求められる。

●参考文献・教材
教材 ： ウイリアム ・ マクニール 『世界史 （上） （下）』 中公文庫、 2008 年。

参考文献 ： 山川出版社 『詳説世界史』 および、 講義ごとに担当教員が指示する文献。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHE3201 開講期 単位数 標準履修年次

60
東洋史基礎講読

前火 4 2 単位 2 ・ 3 年
Basic Readings in Oriental History

授業形態 担当教員名

演習 平田 茂樹 教授

●科目の主題
諸子百家選読。

●到達目標
春秋戦国時代にかけて活躍した思想家たちは、 それぞれ異なる考え方を主張し、 諸子百家と呼ばれている。 こ

れらの考えは今日の中国の伝統文化の基礎を形作っており、 中国を知る上では不可欠なものである。 今回は諸子

百家を選読することにより、 古代中国の人々の生活や考え方を学ぶと共に、 基礎的な漢文読解能力を身につけるこ

とを目指してゆく。

●授業内容・授業計画
諸子百家の文献を少しずつ読み進めて行く。

第 1回 ガイダンス

第 2回 『論語』 選読

第 3回 『論語』 選読

第 4回 『孟子』 選読

第 5回 『孟子』 選読

第 6回 『老子』 選読

第 7回 『老子』 選読

第 8回 『荘子』 選読

第 9回 『荘子』 選読

第 10 回 『韓非子』 選読

第 11 回 『韓非子』 選読

第 12 回 『孫子』 選読

第 13 回 『孫子』 選読

第 14 回 『墨子』 選読

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
毎回、 授業で読む史料について予習を課します。

●評価方法
平常点 (100％）

●受講生へのコメント
基礎的な漢文読解能力を身につけることを目指してゆきますので、 毎回必ず出席し、 課題に取り組むようにしてく

ださい。

●参考文献・教材
湯浅邦弘 『諸子百家―儒家 ・ 墨家 ・ 道家 ・ 法家 ・ 兵家』 （中公新書）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHE3202 開講期 単位数 標準履修年次

61
東洋史通論

後火 2 2 単位 2 ・ 3 年
Outline of Oriental History

授業形態 担当教員名

講義 䭜 高広 非常勤講師

●科目の主題
「近世 ・ 近代中国の諸相」

●到達目標
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近世 ・ 近代中国に関わるいくつかのトピックを通して 「伝統中国」 の形成過程について学び、 現代中国を理解

するための視座を身につけることを目標とする。

●授業内容・授業計画
本講義では中国明 ・ 清時代を中心として社会 ・ 文化 ・ 国際関係などに関わるいくつかのトピックをとりあげて講義

を行なう。 なお、 受講生の理解度に応じて計画は適宜変更する。

第 1回 ガイダンス

第 2回 華夷思想と朝貢貿易①華夷秩序とは

第 3回 華夷思想と朝貢貿易②鄭和と倭寇

第 4回 華夷思想と朝貢貿易③南北朝の争乱と倭寇

第 5回 華夷思想と朝貢貿易④清朝の成立と華夷変態

第 6回 華夷思想と朝貢貿易⑤華夷思想の 「終焉」

第 7回 都市と公共事業①明清時代の国内市場 ・ 国際市場

第 8回 都市と公共事業②明清時代の都市の発展

第 9回 都市と公共事業③公共事業と公空間

第 10 回 中国王朝の商税徴収①儒教国家における商業の位置

第 11 回 中国王朝の商税徴収②常関と洋関

第 12 回 中国王朝の商税徴収③釐金

第 13 回 チャイナドレスと中国女性①中国女性の地位

第 14 回 チャイナドレスと中国女性② 「チャイナ」 ドレスの誕生

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
配布資料を事前に読み、 授業に臨むこと。 また、 授業内容について適宜小テストを行なうので、 授業内容につ

いて復習し、 学習内容の定着をはかること。

●評価方法
平常点 （30％）、 期末試験 （70％）

授業期間中に適宜行なう小テストの成績を平常点とし、 これに期末試験の成績をあわせて評価する。

●受講生へのコメント
この講義は高校世界史の中国に関わる部分を理解していることを前提としています。 知識に自信のない者は参考

文献として挙げている各種概説書や高校世界史の教科書などを読んで準備しておいて下さい。

●参考文献・教材
尾形勇 ・ 岸本美緒編 『新版世界各国史 3 中国史』 山川出版社、 1998 年

中央公論新社 『世界の歴史』 の中国史部分、 1997 年～ 1999 年

講談社 『中国の歴史』 シリーズ （全 12 巻）、 2004 年～ 2005 年

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAGEN3202 開講期 単位数 標準履修年次

62
世界史通論

前木 2 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction to World History

授業形態 担当教員名

講義 野村 親義 准教授

●科目の主題
講義では、 アンガス ・ マディソンらが構築した数量経済史研究の成果を踏まえ、 19 世紀から現代に至るアジア現

代史の動向を、 昨今注目著しいインドに焦点を当てながら、 論じます。

19 世紀初頭、 世界の GDP の 6 割近くを占めたアジアは、 20 世紀半ばにはその比率を 2 割程度まで大きく下落

させました。 しかしその後、 アジアの奇跡などを経、 現在は 19 世紀に得ていた地位を回復しつつあります。 本講義

の目的は、 アジアが世界に占める経済的地位を大きく変化させてきた背景を、 工業化、 植民地化、 帝国主義、 ナ

ショナリズム、 開発政策など、 時々の世界の政治 ・ 経済 ・ 社会情勢に配慮しつつ、 特にインドに焦点を当てながら、

理解することにあります。

●到達目標
本講義の到達目標は、 世界の注目著しいアジアの 200 年を、 歴史を通じ理解する目を養うことにあります。

●授業内容・授業計画
本講は、 以下の授業計画に基づいて、 授業を進めます。 なお、 進捗状況により、 授業計画が若干変更される

場合があります。

第 1回 導入

第 2回 アジアとはどこか

－ 66 －



第 3回 19 世紀以前のアジア (1) －インド

第 4回 19 世紀以前のアジア (2) －中国 ・ 日本

第 5回 比較対象としての 19 世紀以前のヨーロッパ

第 6回 欧米の工業化とアジアの経済的の相対的地位低下

第 7回 欧米の自由主義プロジェクトとアジアの植民地化

第 8回 植民地支配下のアジアの経済 (1) －貿易 ・ 金融

第 9回 植民地支配下のアジアの経済 (2) －製造業

第 10 回 植民地支配下のアジアの経済 (3) －労働

第 11 回 植民地支配と独立運動

第 12 回 独立と開発政策

第 13 回 輸入代替型工業化

第 14 回 輸出志向型工業化

第 15 回 アジアの奇跡とアジア通貨危機

●事前・事後学習の内容
復習をしっかりしてください。

●評価方法
期末試験で評価します （100％）。

●受講生へのコメント
昨今の日本の政治 ・ 経済 ・ 社会情勢は、 アジア諸国の政治 ・ 経済 ・ 社会情勢と分かちがたく結ばれています。

本講義を通じ、 アジア諸国、 特に昨今注目著しいインドの現代史の理解を深めることで、 日本の今後を考える上で

重要なアジア諸国の政治 ・ 経済 ・ 社会情勢をよりよく理解する一助としてもらえれば幸いです。

あわせて、 現代をよりよく理解する上で、 歴史を理解することがいかに重要であるかを感じ取ってもらえればより一

層幸いです。

●参考文献・教材
教科書はありません。 プリントを授業中に配布します。 また、 適宜ビデオ等も利用します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHE3203 開講期 単位数 標準履修年次

63
東洋史講読Ⅰ

前木 4 2 単位 2 ～ 4 年
Readings in Oriental History Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 平田 茂樹 教授

●科目の主題
『宋史』 選読。

●到達目標
『宋史』 列伝を選読することを通じて、 漢文の基礎的な読解能力を身につける。

●授業内容・授業計画
『宋史』 列伝の選読。

第 1回 宋代史概説

第 2回 『宋史』 列伝選読。 （方伎傳）

第 3回 『宋史』 列伝選読。 （方伎傳）

第 4回 『宋史』 列伝選読。 （方伎傳）

第 5回 『宋史』 列伝選読。 （方伎傳）

第 6回 『宋史』 列伝選読。 （姦臣傳）

第 7回 『宋史』 列伝選読。 （姦臣傳）

第 8回 『宋史』 列伝選読。 （姦臣傳）

第 9回 『宋史』 列伝選読。 （姦臣傳）

第 10 回 『宋史』 列伝選読。 （佞幸傳）

第 11 回 『宋史』 列伝選読。 （宦者傳）

第 12 回 『宋史』 列伝選読。 （宦者傳）

第 13 回 『宋史』 列伝選読。 （宦者傳）

第 14 回 『宋史』 列伝選読。 （宦者傳）

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
毎回、 授業の講読の場所を提示し、 その部分について事前に学習することを求めます。
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●評価方法
平常点

●受講生へのコメント
『宋史』 は、 漢文の文章としては、 典型的な古文ですので、 毎回しっかりと予習をして、 漢文の読み方を身につ

けるようにしてください。 授業では、 漢文の読解法を学ぶと共に、 中国古代社会の生活がどのようなものであったか

についても学んでもらうつもりです。

●参考文献・教材
参考文献 ：

『世界歴史大系 中国史 (3) 五代～元』 （山川出版社）

小川環樹 ・ 西田太一郎 『漢文入門』 （岩波書店）

加地伸行 『漢文法基礎 本当にわかる漢文入門』 ( 講談社学術文庫 )

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHE3204 開講期 単位数 標準履修年次

64
東洋史講読Ⅱ

前火 4 2 単位 2 ～ 4 年
Readings in Oriental History Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 上野 雅由樹 准教授

●科目の主題
異なる秩序がせめぎあう場としての近世 ・ 近代の東地中海に関する文献を輪読する。

●到達目標
マルタ騎士団やギリシア商人、 アルジェリア私掠者集団など、 多様な文化的背景を持つ人々が織り成す世界の

歴史を学ぶことを通じて、 現代とは異なる歴史世界を理解する視野を養う。

●授業内容・授業計画
『海賊と商人の地中海 ： マルタ騎士団とギリシア商人の近世海洋史』 を、 時代背景を補足しながら丁寧に輪読す

る。 各回の担当者が担当範囲を発表し、 その内容について意見を出し合うという形で進める。

第 1回 ガイダンス

第 2回 17 世紀の東地中海世界

第 3回 17 世紀の東地中海世界

第 4回 臣民と君主

第 5回 宗教という指標

第 6回 海賊の時代

第 7回 オスマン帝国の地中海

第 8回 提訴への道

第 9回 マルタの法廷にて

第 10 回 ローマへ

第 11 回 アルジェリア私掠者集団

第 12 回 アルジェリア私掠者集団

第 13 回 東地中海の近代

第 14 回 東地中海の近代

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
事前に、 各回の講読箇所を読み、 疑問点を明確にしておくこと。

事後学習として、 授業であがった論点を自分なりに整理することが望ましい。

●評価方法
演習形式の授業であるため、 発表や議論など、 授業への取り組みを総合的に評価する。

●受講生へのコメント
下記指定の教科書を入手しておくことが望ましい。

●参考文献・教材
モーリー ・ グリーン （秋山晋吾訳） 『海賊と商人の地中海 ： マルタ騎士団とギリシア商人の近世海洋史』 NTT 出

版、 2014 年。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHE3205 開講期 単位数 標準履修年次

65
東洋史講読Ⅲ

前月 4 2 単位 2 ～ 4 年
Readings in Oriental History Ⅲ

授業形態 担当教員名

講義 塩 卓悟 非常勤講師

●科目の主題
『太平広記』 選読。

●到達目標
『太平広記』 の各史料を講読することを通じて、 中国古代 ・ 中世における社会生活の様子を学ぶとともに、 やや

高度な漢文読解能力を身につけることを目指します。

●授業内容・授業計画
『太平広記』 の各史料を読み進めていくとともに、 それらの記事内容に関連する他の史料をあわせて紹介 ・ 講読

します。

第 1回 『太平広記』 と中国中世社会

第 2回 『太平広記』 ①

第 3回 『太平広記』 ②

第 4回 『太平広記』 ③

第 5回 『太平広記』 ④

第 6回 『太平広記』 ⑤

第 7回 『太平広記』 ⑥

第 8回 『太平広記』 ⑦

第 9回 『太平広記』 ⑧

第 10 回 『太平広記』 ⑨

第 11 回 『太平広記』 ⑩

第 12 回 『太平広記』 ⑪

第 13 回 『太平広記』 ⑫

第 14 回 『太平広記』 ⑬

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習としては、 あらかじめ漢～五代までの中国の歴史に関する概説書を読んで、 基本的な知識を身に着け

ておくとともに、 毎回の授業についても、 十全な予習をしておいてください。 事後学習としては、 毎回の授業内でと

りあげたテーマに関する復習をしっかりと行ってください。

●評価方法
平常点 （100％）

●受講生へのコメント
やや高度な漢文読解能力を身につけることを目指しますので、 毎回出席して、 担当箇所の漢文をしっかりと読ん

でください。

●参考文献・教材
テキスト ： 配布プリント

参考書 ： 授業中に適宜紹介します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAGEN3203 開講期 単位数 標準履修年次

66
世界史講読

後木 1 2 単位 2 ～ 4 年
Readings in World History

授業形態 担当教員名

演習 谷口 謙次 非常勤講師

●科目の主題
本講の主題は、 カリフォルニア大学の南アジア史担当教授であったメトカーフ夫妻によるインド史のテキストの日

本語訳 『インドの歴史 （ケンブリッジ版世界各国史）』 創土社、 2006 年を輪読することです。

●到達目標
本講の到達目標は、 近年注目を集めているインドの歴史を学ぶことで、 経済発展の要因や現在抱えている問題

の歴史的背景を考えることです。

●授業内容・授業計画
メトカーフ夫妻 『インドの歴史 （ケンブリッジ版世界各国史）』 創土社、 2006 年を輪読形式で読み進めます。
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第 1回 ガイダンス

第 2回 一章 「スルターン王朝とムガル帝国」

第 3回 二章 「ムガル帝国の衰退とイギリス東インド会社」

第 4回 三章 「イギリス東インド会社の支配　一七七二－一八五〇年」

第 5回 四章 「大反乱前後　一八四八－八五年」 ①

第 6回 四章 「大反乱前後　一八四八－八五年」 ②

第 7回 五章 「植民地支配の最盛期　一八八五－一九一九年」 ①

第 8回 五章 「植民地支配の最盛期　一八八五－一九一九年」 ②

第 9回 五章 「植民地支配の最盛期　一八八五－一九一九年」 ③

第 10 回 六章 「第一次世界大戦後のインド　一九一九－三九年」 ①

第 11 回 六章 「第一次世界大戦後のインド　一九一九－三九年」 ②

第 12 回 七章 「第二次世界大戦と分離独立の悲劇　一九四〇年代」

第 13 回 八章 「会議派による支配　一九五〇－八九年」 ①

第 14 回 八章 「会議派による支配　一九五〇－八九年」 ②

第 15 回 九章 「歴史家の使命　一九九〇年代」

●事前・事後学習の内容
事前学習としては、 毎回の輪読部分を必ず読んできてください。 その際、 分からない専門用語や知らない人名

や地名を必ずチェックしてください。 また、 理解できなかった部分もはっきりとわかるようにしておいてください。

事後学習としては、 報告者や教員が説明した部分はもちろん、 チェックをした用語や人名、 理解できなかった部

分の説明などをしっかり整理してください。

●評価方法
平常点 （100％）

●受講生へのコメント
教材以外にも、 講義中に文献を紹介しますので、 そちらもしっかり読んで活用してください。

●参考文献・教材
メトカーフ夫妻 『インドの歴史 （ケンブリッジ版世界各国史）』 創土社、 2006 年

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHE3301 開講期 単位数 標準履修年次

67
東洋史演習Ⅰ

後月 4 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Oriental History Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 塩 卓悟 非常勤講師

●科目の主題
受講生各自が東洋史の研究テーマの特徴を理解したうえで、 研究に取り組むことを考える。

●到達目標
論文講読 ・ 研究報告を通じて、 東洋史の該当分野の研究史について理解するとともに、 自身の見解を論理的に

説明する能力を身につける。

●授業内容・授業計画
受講者はそれぞれ関心のある分野のテーマあるいは学術論文を事前に選択し、 報告 ・ 論評を行う。 担当者以外

の受講生は報告内容について問題点 ・ 疑問点を指摘し、 議論を行う。

第 1回 ガイダンス

第 2回 受講生による報告 ・ 質疑応答

第 3回 受講生による報告 ・ 質疑応答

第 4回 受講生による報告 ・ 質疑応答

第 5回 受講生による報告 ・ 質疑応答

第 6回 受講生による報告 ・ 質疑応答

第 7回 受講生による報告 ・ 質疑応答

第 8回 受講生による報告 ・ 質疑応答

第 9回 受講生による報告 ・ 質疑応答

第 10 回 受講生による報告 ・ 質疑応答

第 11 回 受講生による報告 ・ 質疑応答

第 12 回 受講生による報告 ・ 質疑応答

第 13 回 受講生による報告 ・ 質疑応答

第 14 回 受講生による報告 ・ 質疑応答

第 15 回 総括
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●事前・事後学習の内容
毎回の授業にあたっては、報告担当者がとりあげるテーマに関する著書・論文を事前に読んでおき、講義終了後、

当日の報告内容と質疑内容について復習をしておいてください。

●評価方法
平常点 （50％）。 平常点は報告内容および議論への参加度合いによって評価します。

レポート （50％）。 報告レジュメをもとに、 授業での議論内容をふまえて修正したものをレポートとして提出してくだ

さい。

●受講生へのコメント
学術論文の読解と整理、 自身の関心のあるテーマをわかりやすく他人に伝えること、 それらは卒業論文作成に不

可欠なスキルです。

●参考文献・教材
授業中に適宜指示します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHE3302 開講期 単位数 標準履修年次

68
東洋史演習Ⅱ

後木 2 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Oriental History Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 平田 茂樹 教授

●科目の主題
『夷堅志』 選読。

●到達目標
洪邁 『夷堅志』 を選読しながら、 漢文のやや高度な読解能力を身につけるとともに、 中国古代社会の生活がど

のようなものであったかを理解する。

●授業内容・授業計画
『夷堅志』 選読。

第 1回 宋代史概説。

第 2回 『夷堅志』 甲志選読。

第 3回 『夷堅志』 甲志選読。

第 4回 『夷堅志』 甲志選読。

第 5回 『夷堅志』 甲志選読。

第 6回 『夷堅志』 乙志読。

第 7回 『夷堅志』 乙志選読。

第 8回 『夷堅志』 乙志選読。

第 9回 『夷堅志』 乙志選読。

第 10 回 『夷堅志』 丙志選読。

第 11 回 『夷堅志』 丙志選読。

第 12 回 『夷堅志』 丙志選読。

第 13 回 『夷堅志』 丙志選読。

第 14 回 『夷堅志』 丁志選読。

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
毎回、 授業で講読する箇所を指定し、 事前に予習することを求めます。

●評価方法
平常点

●受講生へのコメント
『夷堅志』 は、 中国古代の日常生活を知る上で格好な史料です。 授業を通じて、 漢文の読解能力を身につける

と共に、 一千年前の中国人の生活の様子をしっかり学んでいってください。

●参考文献・教材
参考文献 ：

稲畑耕一郎監修／劉煒編／杭侃著／大森信徳訳 『図説中国文明史 7　宋 成熟する文明』 （創元社）

『南宋の隠れたベストセラー 『夷堅志』 の世界』 （勉誠社）
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHE3303 開講期 単位数 標準履修年次

69
東洋史演習Ⅲ

後水 4 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Oriental History Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習 上野 雅由樹 准教授

●科目の主題
ギリシア人の近世史に関する英文概説書を輪読する。

●到達目標
ギリシア人とオスマン帝国の近世に関する最新の知見を盛り込んだ文献を輪読することで、 近世東地中海世界に

関する知識を深めるとともに、 研究文献を読み解く基礎力を身につける。

●授業内容・授業計画
授業は英文文献 The Edinburgh History of the Greeks, 1453 to 1768 の輪読を通じて進める。 毎回、 担当者が

決められた範囲について発表し、 それをもとに疑問点を出し合う形で進める。

第 1回 ガイダンス

第 2回 テッサリア地方

第 3回 テッサリア地方

第 4回 コンスタンティノープルからイスタンブルへ

第 5回 コンスタンティノープルからイスタンブルへ

第 6回 イスラーム帝国のキリスト教徒

第 7回 イスラーム帝国のキリスト教徒

第 8回 ギリシア世界の広がり

第 9回 ギリシア世界の広がり

第 10 回 17 世紀の危機とギリシア人

第 11 回 17 世紀の危機とギリシア人

第 12 回 他者と暮らす

第 13 回 総主教の勝利

第 14 回 オスマン宮廷とギリシア啓蒙

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
事前に各回の講読箇所に目を通し、 大まかに内容を把握すること、 事後学習として、 講読箇所を読み返し、 理

解を定着させることが望ましい。

●評価方法
演習形式の授業であるため、 発表や議論など、 授業への取り組みを総合的に評価する。

●受講生へのコメント
教材は適宜、 配布します。 地域にかかわらず、 歴史に関心のある方々を歓迎します。

●参考文献・教材
Molly Greene, The Edinburgh History of the Greeks, 1453 to 1768 (Edinburgh, 2015).

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAGEN3301 開講期 単位数 標準履修年次

70
世界史演習

後集中 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in World History

授業形態 担当教員名

講義 山根 聡 非常勤講師

●科目の主題
南アジアは 5 億人に達するといわれる世界最大のムスリム人口を抱える地域でありながら、 多数派のヒンドゥーに

対する少数派としてとらえられ、 またイスラーム世界においては非アラブ圏としての周縁的地位に置かれている。 し

かし、 同地域のイスラーム文化の歴史や文化、 政治運動は、 独自の文化的発展を遂げつつも、 イスラーム世界の

みならず、 国際情勢全体にも多大な影響を与えてきた。 本講義では、 南アジアの歴史的発展を文献資料や映像資

料を用いながら概観しつつ、 現代的課題についても検討していく。

●到達目標
南アジアのイスラームについて、 イスラーム的な思考回路や政治的実践が地域文化にいかに影響を与えてきたか

に関する知識を習得するとともに、 それが現代社会においていかなる意義を持つかについて自ら考え、 議論できる

ようにする。

●授業内容・授業計画
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講義形式ではあるが、 文献や映像資料を見ながら、 互いに議論しあう時間を持つ。

第 1回 イスラーム史における南アジアの位置づけ

第 2回 南アジアのイスラームの歴史

第 3回 南アジアのイスラーム文化―文学の展開

第 4回 19 世紀以降の近代化とイスラーム復興運動

第 5回 近現代におけるイスラーム運動とパキスタン独立

第 6回 パキスタン独立運動におけるイスラーム

第 7回 メディアの発展と宗教復興

第 8回 南アジアのムスリムの人的ネットワークの拡大と移民社会

第 9回 現代イスラーム国家間の連携における南アジア

第 10 回 パキスタン政府を支える軍、 宗教、 メディアの歴史

第 11 回 南アジアのムスリムにおける向心性の歴史的展開

第 12 回 対テロ戦争と南アジア

第 13 回 対テロ戦争後の南アジア世界

第 14 回 印パ関係の歴史と今後の展望

第 15 回 総括的議論

●事前・事後学習の内容
南アジアに関する文献資料等を授業開始 1 週間前にウェブサイトで公開するので、 それに目を通して、 自らの考

えを述べるように準備していただきたい。

●評価方法
平常点 20％、 授業中のレポートおよび議論の内容 30％、 レポート 50％

●受講生へのコメント
南アジアの文化について、 イスラームの観点から理解を深めていただきたいと思います。

●参考文献・教材
山根聡 2011 『四億の少数派　南アジアのイスラーム』 山川出版社

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHE3304 開講期 単位数 標準履修年次

71
東洋史特講Ⅰ

後月 2 2 単位 3 ・ 4 年
Problems in Oriental History Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 永田 拓治 非常勤講師

●科目の主題
歴史学を学ぶうえで不可欠な資料 / 史料を精査する重要性を『三国志』という史料を中心に学ぶことを主題とする。

●到達目標
中国史を現在の国家 ・ 国境の枠組みではなく世界史という文脈のなかでとらえる力、 また古代の日中関係につい

て両国間だけの関係としてとらえるのではなく、朝鮮半島・東南アジアなどをふくむ広域でとらえる視野を身につける。

●授業内容・授業計画
2 世紀中後期から 7 世紀初の東アジア世界の国際関係について、 おもに民族 ・ 中華意識という視点を中心とし

て学習する。 また現在の東アジア情勢にもふれつつ、 いま 2 〜 7 世紀の歴史を学ぶ意義についても考えていく。

第 1回 ガイダンス 「歴史を学ぶ意味とは」

第 2回 史料 / 資料から何を読み解くか

第 3回 三国志の見方―歴史事実と歴史認識

第 4回 三国志の見方―歴史認識の変化と歴史認識の導入―

第 5回 三国志の見方―資料としての人物①

第 6回 三国志の見方―資料としての人物②

第 7回 三国志の見方―資料としての人物③－史料批判の重要性－

第 8回 三国 ( 魏 ・ 呉 ・ 蜀 ) の国際情勢―地政学という視点①

第 9回 三国 ( 魏 ・ 呉 ・ 蜀 ) の国際情勢―地政学という視点②

第 10 回 三国志東夷伝－東夷伝はなぜ編まれたのか？－

第 11 回 消し去られた第四極－公孫氏と孫呉の外交－ 「残されない」 という資料

第 12 回 中国からみた倭国①－魏志倭人伝からみた倭国－

第 13 回 中国からみた倭国②－ 『宋書』 倭国伝

第 14 回 中国からみた倭国③－ 『隋書』 倭国伝

第 15 回 まとめ－ 「歴史を学ぶ意味とは」 再考

●事前・事後学習の内容
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前もって配付したレジュメを熟読すること。 また授業で紹介した参考文献を読み、 授業内容の理解を深めること。

●評価方法
授業への取り組む姿勢、 レポートで評価する

1) 授業に取り組む姿勢 (20％ )

2) 授業後の感想 [ 感想の書き方についてはガイダンスで紹介する ](30％ )

3)50 分の授業、 ないしは報告を想定した内容 ( 内容は任意 ) のレポート 2000 字程度を作成し提出 （口頭報告

の場合もありうる） (50％ )

●受講生へのコメント
●参考文献・教材

授業中に適宜紹介する

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHE3305 開講期 単位数 標準履修年次

72
東洋史特講Ⅱ

前集中 2 単位 3 ・ 4 年
Problems in Oriental History Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 長縄 宣博 非常勤講師

●科目の主題
・ 帝国の歴史としてロシア史の流れを理解する。

・ イスラーム地域研究の対象としてロシアを捉える目を養う。

●到達目標
・ ロシアのムスリムには多様な歴史と文化を持っている人々が含まれていることを認識する。

・ ロシアが国内外のムスリムと結んできた歴史を世界史の文脈で理解できる。

・ ロシアとイスラームに関する欧米中心の情報を批判的に分析することができる。

●授業内容・授業計画
この講義では、 現在のロシア連邦の領域にイスラームが到達した 7 世紀後半から最近のロシアによるクリミア併合・

シリア内戦への介入に至るまでの歴史を概観する。 各回の授業では、 最新の研究状況や論点も紹介する。

第 1回 ロシアとイスラーム世界

第 2回 帝国とナショナリズム ： ロシア近現代史の捉え方

第 3回 イスラームとの邂逅

第 4回 ユーラシア草原からヨーロッパへ （16-18 世紀）

第 5回 ロシア帝国の膨張

第 6回 植民地統治 ： コーカサスと中央アジア

第 7回 ムスリム社会の変容

第 8回 帝国の黄昏 ： 19 世紀後半から 20 世紀初頭

第 9回 革命とイスラーム

第 10 回 無神論とイスラーム

第 11 回 ペレストロイカ ： ナショナリズムとイスラーム

第 12 回 文明の対話？　ヴォルガ ・ ウラル地域

第 13 回 文明の衝突？　チェチェン戦争

第 14 回 9.11 以降 ： グローバルなテロとの戦いとロシア

第 15 回 メッカ巡礼から見るイスラーム大国ロシア

●事前・事後学習の内容
授業の前と後に、 「参考文献 ・ 教材」 で示した文献で用語や時代背景を確認しておくこと。

専門性の高い論文や外国語の重要文献の参照については、 適宜指示する。

●評価方法
平常点 （質問の内容や議論への参加度も含む） (40%)、 一日の最後にまとめる小論文 (60%)。

この小論文を通じて、 予習 ・ 復習で得た知識の定着度も測る。

●受講生へのコメント
幅広い専門の学生が比較と連関の視点をもって出席することを期待する。

●参考文献・教材
秋葉淳、 橋本伸也編 『近代 ・ イスラームの教育社会史 ： オスマン帝国からの展望』 昭和堂、 2014 年。

小澤実、 長縄宣博編 『北西ユーラシア歴史空間の再構築 ： 前近代ロシアと周辺世界 （スラブ ・ ユーラシア叢書

１２）』 北海道大学出版会、 2016 年。

小杉泰編 『イスラームの歴史２ ： イスラームの拡大と変容』 山川出版社、 2010 年。

小松久男 『イブラヒム、 日本への旅 ： ロシア ・ オスマン帝国 ・ 日本』 刀水書房、 2008 年。
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小松久男編 『中央ユーラシア史 （世界各国史４）』 山川出版社、 2000 年。

塩川伸明 『多民族国家ソ連の興亡 I-III』 岩波書店、 2004-2007 年。

濱本真実 『共生のイスラーム ： ロシアの正教徒とムスリム』 山川出版社、 2011 年。

堀川徹、大江泰一郎、磯貝健一編 『シャリーアとロシア帝国：近代中央ユーラシアの法と社会』 臨川書店、2014 年。

松戸清裕 『ソ連史』 ちくま新書、 2011 年。

山内昌之 『神軍　緑軍　赤軍』 ちくま学術文庫、 1996 年。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAGEN3302 開講期 単位数 標準履修年次

73
世界史特講

前木 3 2 単位 3 ・ 4 年
Problems in World History

授業形態 担当教員名

演習 野村 親義 准教授

●科目の主題
インド経済史に関する一次史料を、 輪読形式で読みます。 本年度は一次史料として、 Report of Royal 

Commission on Labour in India: Assam and the Dooars(1930) を用いる予定ですが、 受講生の関心に基づき、 他の

一次史料も用いる予定です。

●到達目標
本講義の達成目標はインド経済史の初歩的な一次史料の読み方を習得することです。

●授業内容・授業計画
Report of Royal Commission on Labour in India: Assam and the Dooars(1930) ほかを輪読形式で読み進めます。

第 1回 導入

第 2回 Report of Royal Commission on Labour in India: Assam and the Dooars, pp.1-20.

第 3回 Report of Royal Commission on Labour in India: Assam and the Dooars, pp.21-40.

第 4回 Report of Royal Commission on Labour in India: Assam and the Dooars, pp.41-60.

第 5回 Report of Royal Commission on Labour in India: Assam and the Dooars, pp.61-80.

第 6回 Report of Royal Commission on Labour in India: Assam and the Dooars, pp.81-100

第 7回 Report of Royal Commission on Labour in India: Assam and the Dooars, pp.101-120.

第 8回 Report of Royal Commission on Labour in India: Assam and the Dooars, pp.121-140.

第 9回 Report of Royal Commission on Labour in India: Assam and the Dooars, pp.141-160.

第 10 回 Report of Royal Commission on Labour in India: Assam and the Dooars, pp.161-180.

第 11 回 Report of Royal Commission on Labour in India: Assam and the Dooars, pp.181-200.

第 12 回 Report of Royal Commission on Labour in India: Assam and the Dooars, pp.201-220.

第 13 回 Report of Royal Commission on Labour in India: Assam and the Dooars, pp.221-240.

第 14 回 Report of Royal Commission on Labour in India: Assam and the Dooars, pp.241-260

第 15 回 Report of Royal Commission on Labour in India: Assam and the Dooars, pp.261-280.

●事前・事後学習の内容
史料をしっかり読み込んでから授業に参加してください。 また、 授業中に紹介する二次資料も、 授業前後、 各自、

読み進めてください。

●評価方法
平常点で評価します。

●受講生へのコメント
インド経済史の初歩的な一次史料の読み方を体得してください。

●参考文献・教材
Report of Royal Commission on Labour in India: Assam and the Dooars(1930)、 このほかの参考文献 ・ 教材は、

授業中に紹介します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHW3201 開講期 単位数 標準履修年次

74
西洋史基礎講読

前火 3 2 単位 2 ・ 3 年
Basic Readings in Western History

授業形態 担当教員名

演習 草生 久嗣 准教授

●科目の主題
ビザンツ帝国史を代表する歴史文献プロコピオスの 『秘史』 を講読する。

●到達目標
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日本語の翻訳をもとにしながら、 各国語訳および中世ギリシャ語原文また関連研究文献にも接することで、 歴史

学における史料の取り扱いについて実践的に身に着けてゆく。

●授業内容・授業計画
プロコピオス著和田廣訳 『秘史』 京都大学学術出版会、 2015 年の輪読。

第 1回 ガイダンス

第 2回 イントロダクション （1） 参加者自己紹介、 参考資料の確認、 教材の確定

第 3回 イントロダクション （2） 報告作業内容の確認、 報告の役割分担

第 4回 イントロダクション （3） 準備から報告、 記録作成までの模擬演習

第 5回 演習 （第 1 章～第 3 章）

第 6回 演習 （第 4 章～第 6 章）

第 7回 演習 （第 7 章～第 9 章）

第 8回 まとめ （1）

第 9回 演習 （第 10 章～ 13 章）

第 10 回 演習 （第 14 章～ 17 章）

第 11 回 演習 （第 18 章～ 21 章）

第 12 回 演習 （第 22 章～ 25 章）

第 13 回 演習 （第 26 章～ 30 章）

第 14 回 まとめ （2）

第 15 回 まとめ （3）

●事前・事後学習の内容
担当者が事前に割り当てられる。

テキストは平易で興味深く読みやすい内容の歴史書であり、 参加者は報告担当でなくとも課題部分は通読してお

くこと。

担当は、 テキストの字義上 ・ 歴史上の理解にくわえ、 関連文献の調査なども行う。

●評価方法
参加の姿勢や報告内容を中心とした平常点および提出課題に対する採点による。

●受講生へのコメント
著名なユスティニアヌス大帝の事績を批判的に網羅した本書を精読することは、 6 世紀の東地中海世界、 ヨーロッ

パ ・ ビザンツ世界についての全体的な理解につながります。 いろいろな意味ですぐれた歴史書原典がもたらす歴史

像を把握させる力とその重要性について理解してください。

●参考文献・教材
・ プロコピオス著和田廣訳 『秘史』 京都大学学術出版会、 2015 年 （基本教科書。 参加者は必携）

その他、 ユスティニアヌスや同時代の補助史料、 研究文献については授業において指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHW3202 開講期 単位数 標準履修年次

75
西洋史通論

前月 4 2 単位 2 ・ 3 年
Western History Survey

授業形態 担当教員名

講義 大黒 俊二 教授

●科目の主題
西洋中世における 「言葉と社会」

●到達目標
西洋中世史のアウトラインをたどりながら、 声と文字、 ラテン語と俗語、 読みと書き、 写本と印刷本といった視点を

手がかりに、 西洋中世における 「言葉と社会」 の関係を探り、 言葉からみた西洋中世社会の特質を明らかにする。

●授業内容・授業計画
古代末期 （5 世紀） から近代初期 （16 世紀） まで、 時代を追いながら各々の時期に特徴的な 「言葉と社会」

に関するトピックを取り上げていく。

第 1回 序論 ： シエナ、 1427 年 8 月 15 日

第 2回 ラテン語から俗語へ (1) ： ロマンス語の誕生

第 3回 ラテン語から俗語へ (2) ： ゲルマン語の発展

第 4回 カロリング ・ ルネサンスの光と影

第 5回 アングロ ・ サクソン語と 「島の外国語」

第 6回 大分水嶺

第 7回 実用的リテラシーの発展
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第 8回 声と文字の弁証法 (1) ： 剣と羊皮紙

第 9回 声と文字の弁証法 (2) ： 記憶と記録

第 10 回 説教の声と文字

第 11 回 俗人が俗語で書く

第 12 回 限界リテラシーの出現

第 13 回 限界リテラシーとエゴ ・ ドキュメント

第 14 回 母語の発見 ： ダンテからネブリハへ

第 15 回 俗語から国家語へ ： 近代ヨーロッパ語の成立

●事前・事後学習の内容
「参考文献 ・ 教材」 の拙著を通読しておくことが望ましい。

●評価方法
定期試験

●受講生へのコメント
講義は一応以下の拙著に沿って行うが、 厳密に従うことはしない。 拙著刊行後の研究によってかなりの改変を加

える予定である。

●参考文献・教材
大黒俊二 『声と文字』 岩波書店、 2010 年。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHW3203 開講期 単位数 標準履修年次

76
西洋史講読Ⅰ

後月 2 2 単位 2 ・ 3 年
Readings in Western History Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 北村 昌史 教授

●科目の主題
ドイツ語で書かれた研究書や史料を読み込むドイツ語力を身に着ける。

●到達目標
ドイツ語の文章を正確に読む訓練をする。

●授業内容・授業計画
Volker Wieprecht/Robert Skuppin, Berliner populäre Irrtümer: Ein Lexikon, 2007を講読する。ベルリンの様々

な事象を歴史的背景と交えつつ、 平明に述べた本書からいくつかの項目をピックアップして精読する。 例として授業

計画の各回にそうした項目を記しておくが、 実際の授業ではそれにこだわらない。

第 1回 ガイダンス

第 2回 ドイツ語の講読 （カリーヴルスト）

第 3回 ドイツ語の講読 （アンぺルマン）

第 4回 ドイツ語の講読 （ケバブ）

第 5回 ドイツ語の講読 （天気）

第 6回 ドイツ語の講読 （テンペルホーフ空港）

第 7回 ドイツ語の講読 （ヴィルマーズドルフの未亡人）

第 8回 ドイツ語の講読 （ワイン製造）

第 9回 ドイツ語の講読 （飲み屋の閉店時間）

第 10 回 ドイツ語の講読 （自転車レーン）

第 11 回 ドイツ語の講読 （ベルリンの壁）

第 12 回 ドイツ語の講読 （ミルク売りの女性の算術法）

第 13 回 ドイツ語の講読 （モスクワ時間）

第 14 回 ドイツ語の講読 （揚げドーナツ）

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
事前学習については、1 回に 2 頁程度進むが、予習すること。その際に、自分なりの訳を思い描いておくようにする。

事後学習については、 ドイツ語の復習をするとともに、 必要に応じて、 文献やインターネットで歴史的事実について

確認する。

●評価方法
平常点 ： 100％

●受講生へのコメント
予習は必須。 CD 教材もあるので適宜聞いていただきます。
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●参考文献・教材
Volker Wieprecht/Robert Skuppin, Berliner populäre Irrtümer: Ein Lexikon, 2007. テキストのコピーを配布す

る。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHW3301 開講期 単位数 標準履修年次

77
西洋史講読Ⅱ

前月 2 2 単位 3 ・ 4 年
Readings in Western History Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 北村 昌史 教授

●科目の主題
ドイツ語で書かれた歴史研究の論文を講読する。

●到達目標
ドイツ語を正確に読めるようになるとともに、 外国語文献をその背景まで立ち入って読み込む力を取得する。

●授業内容・授業計画
テキスト未定。 ドイツ語の論文をただひたすら読む。

第 1回 ガイダンス

第 2回 ドイツ語の講読

第 3回 ドイツ語の講読

第 4回 ドイツ語の講読

第 5回 ドイツ語の講読

第 6回 ドイツ語の講読

第 7回 ドイツ語の講読

第 8回 ドイツ語の講読

第 9回 ドイツ語の講読

第 10 回 ドイツ語の講読

第 11 回 ドイツ語の講読

第 12 回 ドイツ語の講読

第 13 回 ドイツ語の講読

第 14 回 ドイツ語の講読

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
事前学習については、1 回に 2 ～ 3 頁進むが、予習すること。その際に、自分なりの訳を思い描いておくようにする。

事後学習については、 ドイツ語の復習をするとともに、 必要に応じて、 文献やインターネットで歴史的事実について

確認する。

●評価方法
平常点 ： 100％

●受講生へのコメント
「西洋史講読Ⅰ」 を履修していることが望ましい。 予習は必須。

●参考文献・教材
テキストは、 ガイダンスの際に配布。 参考書は辞書などは適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHW3204 開講期 単位数 標準履修年次

78
西洋史講読Ⅲ

後木 1 2 単位 2 ・ 3 年
Readings in Western History Ⅲ

授業形態 担当教員名

講読 大黒 俊二 教授

●科目の主題
西洋史関係のフランス語テクストの講読。

●到達目標
フランス語で歴史学の研究文献を読みこなす能力を身につけることを目標とする。

●授業内容・授業計画
独仏共通歴史教科書第 1 巻のフランス語版を読む。 本教科書は見開き 2 ページが 1 単元を構成しているため、

古代ローマ世界に関する章を毎回見開き 2 ページずつ読む。 また同教科書のドイツ語版も併用し、 両者の微妙な

違いに注意し、 その意味を考える。
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第 1回 授業の進め方についての説明

第 2回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 28-31 ページ

第 3回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 32-33 ページ

第 4回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 34-35 ページ

第 5回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 36-37 ページ

第 6回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 38-39 ページ

第 7回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 40-41 ページ

第 8回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 42-43 ページ

第 9回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 44-45 ページ

第 10 回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 46-47 ページ

第 11 回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 48-49 ページ

第 12 回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 50-51 ページ

第 13 回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 52-53 ページ

第 14 回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 54-55 ページ

第 15 回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 56-57 ページ

●事前・事後学習の内容
辞書をしっかり参照して予習してくること。 重要語句は事典やネットで事前に調べておくこと。 各単元末尾の練習

問題の解答を自分で考えておくこと。

●評価方法
平常点。

●受講生へのコメント
この科目は来年度の 「西洋史講読Ⅳ」 と合わせて受講することがのぞましい。

●参考文献・教材
Histoire/Geschichte. L'Europe et le monde de l'Antiquité à 1815, Paris, 2011.

Histoire/Geschichte. Europa und die Welt von der Antike bis 1815, Stuttgart-Leipzig, 2011.

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHW3302 開講期 単位数 標準履修年次

79
西洋史講読Ⅳ

前木 1 2 単位 3 ・ 4 年
Readings in Western History Ⅳ

授業形態 担当教員名

講読 大黒 俊二 教授

●科目の主題
西洋史関係のフランス語テクストの講読。

●到達目標
フランス語で歴史学の研究文献を読みこなせす能力を身に付けることを目標とする。

●授業内容・授業計画
独仏共通歴史教科書第 1 巻のフランス語版を読む。 本教科書は見開き 2 ページが 1 単元を構成しているため、

大航海時代とナポレオン期に関する章を毎回見開き 2 ページずつ読む。 また同教科書のドイツ語版も併用し、 両

者の微妙な違いに注意し、 その意味を考える。

第 1回 授業の進め方についての説明

第 2回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 132-133 ページ

第 3回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 134-135 ページ

第 4回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 222-223 ページ

第 5回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 224-225 ページ

第 6回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 226-227 ページ

第 7回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 228-229 ページ

第 8回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 230-231 ページ

第 9回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 232-233 ページ

第 10 回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 234-235 ページ

第 11 回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 236-237 ページ

第 12 回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 238-239 ページ

第 13 回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 240-241 ページ

第 14 回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 242-243 ページ

第 15 回 独仏共通歴史教科書第 1 巻、 244-245 ページ

●事前・事後学習の内容
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辞書をしっかり参照して予習してくること。 重要語句は事典やネットで事前に調べておくこと。 各単元末尾の練習

問題の解答を自分で考えておくこと。

●評価方法
平常点。

●受講生へのコメント
この科目は昨年度の 「西洋史講読Ⅲ」 と合わせて受講することがのぞましい。 そのためこの講読は、昨年度の 「西

洋史講読Ⅲ」 の読了個所から読み始める。

●参考文献・教材
Histoire/Geschichte. L’Europe et le monde de l’Antiquité à 1815, Paris, 2011.

Histoire/Geschichte. Europa und die Welt von der Antike bis 1815, Stuttgart-Leipzig, 2011.

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHW3303 開講期 単位数 標準履修年次

80
西洋史演習Ⅰ

前水 3 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Western History Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 草生 久嗣 准教授

●科目の主題
西洋史史料を用いた研究入門

●到達目標
史料や関連二次文献の収集や取り扱いについて学習し理解を深めることで、 議論構築の基礎を学習する。 自分

が担当した史資料の持つ意義や問題点を、 明確に指摘できるようになる。

●授業内容・授業計画
西洋史史料を用いた演習。 少なくとも 3 つの史料類型 （Ａ～Ｃ ： 議論の上決定） について、 それぞれ代表する

史料 （翻訳） を担当者が紹介 ・ 解説してゆく。 考古資料 ・ 碑文 ・ 古文書 ・ 法文 ・ 典礼文 ・ 美術資料 ・ 叙述史料 ・

文書史料などの分野から、 報告者は自分の関心に則して選択し、 調査のうえ報告する。 その他の参加者は、 その

報告の用意を助けたり、 演習内容の書記、 記録編集、 議論を行い、 その成果を、 学期末までに各自が執筆する

小論文に結実させる。

第 1回 ガイダンス

第 2回 イントロダクション （1） 参加者自己紹介、 参考資料の確認、 教材の確定

第 3回 イントロダクション （2） 報告作業内容の確認、 報告の役割分担

第 4回 イントロダクション （3） 準備から報告、 記録作成までの模擬演習

第 5回 演習 （Ａ－ 1）

第 6回 演習 （Ａ－ 2）

第 7回 演習 （Ａ－ 3）

第 8回 まとめ （1）

第 9回 演習 （Ｂ－ 1）

第 10 回 演習 （Ｂ－ 2）

第 11 回 演習 （Ｂ－ 3）

第 12 回 まとめ （2）

第 13 回 演習 （Ｃ－ 1）

第 14 回 演習 （Ｃ－ 2）

第 15 回 まとめ （3） 取りまとめ作業と総括

●事前・事後学習の内容
各自が関心を持った歴史事象についての 「資料・史料」 を集め、 精読し、 内容を紹介してもらいます。 集め方、

精読法、 紹介の手順については、 授業で説明を行いますが、 作業自体には十分時間をかけてとりくむことが求めら

れます。

●評価方法
割り当てた作業役割 （資料用意、 報告、 書記、 質問、 議論） に対する取り組み方をもって評価する。

●受講生へのコメント
自分のアカデミックな関心を大事にし、 必ずそれに対する自覚を持って参加してください。 それぞれの得意とする

話題の際には、 授業内で随時、 助言を求めます。

本格的な歴史研究に必要な技術 （史料論 ・ 史料操作） を段階を踏んで学習する構成になっています。

●参考文献・教材
①以下は入手しておくことが望ましい。

・ 井上浩一著 『私もできる西洋史研究 - 仮想 ( バーチャル ) 大学に学ぶ』 和泉書院、 2012 年
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・ 山内志朗著 『ぎりぎり合格への論文マニュアル』 平凡社新書、 2001 年

・ 関心のある地域 （国名）・時代 （古代・中世・近世・近現代） についての 『○○史研究入門』 と 『○○史史料』

②外国語や専門用語について、 調べる体験をしておくこと。

・ 外国語それぞれについての言語大事 （辞） 典

・ 『歴史学事典』 （弘文堂）

（専門辞典については各項目の執筆者と参考文献が明記してある大型のものが望ましい。）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHW3304 開講期 単位数 標準履修年次

81
西洋史演習Ⅱ

後木 3 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Western History Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 大黒 俊二 教授

●科目の主題
西洋中世史研究の意義、 方法、 研究動向について学ぶ。

●到達目標
現代ヨーロッパ人にとって中世という時代はいかなる意味を持つのか、 また私たち非西欧人が西洋中世史を研究

する意味や目的はどこにあるのかについて理解を深め、 また卒業論文テーマの選定、 卒業論文作成のための基礎

的作業を行うこと。

●授業内容・授業計画
西洋中世史研究に関する英語の入門書の講読、 および卒業論文作成に向けての基礎的作業を行う。 授業を大

きく2部に分け、第1部ではJ. H. Arnold, What is Medieval HIstory?の講読。第2部では受講生各自の関心に沿っ

た自由研究発表を行う。 授業中には文献の探索、 読み方、 レジュメの作成法、 発表の仕方、 議論の進め方につ

いても指導を行う。 これらは卒業論文作成のための準備作業である。 期末には自由研究発表の内容をレポートにま

とめて提出してもらう。

第 1回 授業の進め方についての説明

第 2回 Arnold, What is Medieval HIstory?第 1 章の講読

第 3回 Arnold, What is Medieval HIstory?第 1 章の講読 （続き）

第 4回 Arnold, What is Medieval HIstory?第 2 章の講読

第 5回 Arnold, What is Medieval HIstory?第 2 章の講読 （続き）

第 6回 Arnold, What is Medieval HIstory?第 3 章の講読、 論文探索法実践

第 7回 Arnold, What is Medieval HIstory?第 3 章の講読 （続き）

第 8回 Arnold, What is Medieval HIstory?第 4 章の講読

第 9回 Arnold, What is Medieval HIstory?第 4 章の講読 （続き）

第 10 回 自由研究発表

第 11 回 自由研究発表

第 12 回 自由研究発表

第 13 回 自由研究発表

第 14 回 自由研究発表

第 15 回 自由研究発表

●事前・事後学習の内容
自由研究発表では、 自身の関心に沿った文献を探し出し読み解き報告する過程を重視する。 報告準備には十

分時間を取ること。

●評価方法
講読における原文の理解度、 自由研究発表における発表の完成度とわかりやすさ、 およびレポートで評価する。

●受講生へのコメント
講読においては英語文献を大量に正確に読む訓練を行うので、 十分な予習が必要である。

●参考文献・教材
J. H. Arnold, What is Medieval History?, Cambridge, 2008.
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHW3305 開講期 単位数 標準履修年次

82
西洋史演習Ⅲ

後火 3 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Western History Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習 北村 昌史 教授

●科目の主題
西洋史をめぐる諸問題。 英語文献の講読を行った後、 参加者による自由発表を行う。

●到達目標
英語文献としては Brian Ladd, The Ghosts of Berlin: Confronting German History in the Urban Landscape, 

1997 を取り上げる。 ベルリンの建築物の社会的 ・ 歴史的コンテクストを論じた研究書の読解を通じて、 英語文献を

読み込む力を身につけるとともに、 歴史研究の方法論などについても討議する。 自由発表は、 各自の関心あるテー

マについて先行研究を批判的に検討した結果を報告していただく。 両方の作業を通じて卒業論文を作成するため

の基本的な文献読解力や議論を展開する能力を取得する。

●授業内容・授業計画
最初の 3 分の 2 は英語文献の購読。 残り 3 分の 1 は自由発表

第 1回 ガイダンス

第 2回 英語文献の講読

第 3回 英語文献の講読

第 4回 英語文献の講読

第 5回 英語文献の講読

第 6回 英語文献の講読

第 7回 英語文献の講読

第 8回 英語文献の講読

第 9回 英語文献の講読

第 10 回 英語文献の講読

第 11 回 自由発表

第 12 回 自由発表

第 13 回 自由発表

第 14 回 自由発表

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
事前学習については、1 回に 2 ～ 3 頁進むが、予習すること。その際に、自分なりの訳を思い描いておくようにする。

事後学習については、 英語の復習をするとともに、 必要に応じて、 文献やインターネットで歴史的事実について確

認する。

●評価方法
平常点 ： 100％

●受講生へのコメント
英語文献の講読は、 予習は必須。 自由発表については全員で議論することを前提とするので、 報告に対する質

問を全員が出すまでは授業は終わらない。 もちろん、 一人ひとつ質問を出せばよいということではなく、 積極的に質

問できる報告にはどんどん質問を出してもらいたい。

●参考文献・教材
Brian Ladd, The Ghosts of Berlin: Confronting German History in the Urban Landscape, 1997.

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHW3306 開講期 単位数 標準履修年次

83
西洋史特講Ⅰ

前金 3 2 単位 3 ・ 4 年
Problems in Western History Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 大清水 裕 非常勤講師

●科目の主題
ローマ帝国支配下の古代地中海世界の文化変容について， 北アフリカを主たる舞台として考察する。

●到達目標
現代ヨーロッパ社会の基礎の一つとされる古代ギリシア・ローマの文化が， 少なくとも同時代においては 「ヨーロッ

パ」 だけのものではなかったことを理解し， その現代的意味について自分なりに意見を持てるようになることを目標と

する。
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●授業内容・授業計画
北アフリカにおけるローマ支配の始まりからその終焉まで， すなわち， ポエニ戦争終結からイスラーム勢力による

征服までの北アフリカ社会の変容について， できる限り同時代史料に基づいて辿る。

第 1回 イントロダクション ： 「古典」 としてのギリシア ・ ローマ文化

第 2回 ポエニ戦争とは？

第 3回 ヌミディア王国とユグルタ戦争

第 4回 カエサルの見た北アフリカ

第 5回 アウグストゥスとクレオパトラ

第 6回 カルタゴ再建

第 7回 ローマ支配への抵抗 ： タクファリナスの乱

第 8回 北アフリカにおけるローマ皇帝礼拝の展開

第 9回 軍隊と都市 ： ランバエシスとティムガドを例に

第 10 回 バナサ青銅板に見るローマ支配の実態

第 11 回 セプティミウス ・ セウェルス帝の即位

第 12 回 「アフリカ的ローマ人」 の世界

第 13 回 北アフリカにおけるキリスト教の展開

第 14 回 ヴァンダルとビザンツ

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前には， 古代ローマ史の基礎知識として， 高校世界史 B の教科書程度の内容を復習のうえ， 理解しておくこ

とが望ましい。 また， 事後には， 配布資料の内容を踏まえて， 古代地中海世界における文化変容の意義について

自分なりの考えをまとめておくこと。

●評価方法
授業中の参加姿勢 ・ 発言等 （50％）， 期末試験 （50％）

●受講生へのコメント
授業形態は 「演習」 としていますが， 受講生と相談のうえ， 受講生の関心や専門知識を勘案したうえで， 「講義」

形式とするかもしれません。 気軽に相談してください。

●参考文献・教材
古山正人ほか編訳 『西洋古代史料集 （第 2 版）』 東京大学出版会， 2002 年。

本村凌二編著， 池口守ほか 『ラテン語碑文で楽しむ古代ローマ』 研究社， 2011 年。

歴史学研究会編 『世界史史料 1 ： 古代のオリエントと地中海世界』 岩波書店， 2012 年。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LAWHW3307 開講期 単位数 標準履修年次

84
西洋史特講Ⅱ

後火 2 2 単位 3 ・ 4 年
Problems in Western History Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 上垣 豊 非常勤講師

●科目の主題
近代フランスの教育社会史の諸問題を、 エリート教育を中心にしながら、 考察する。 イギリスやドイツなどと比較し

ながら 中等教育、 高等教育を中心に述べ、 第二次世界大戦後動向、 フランスの教育が抱えている課題についても

触れることにする。

●到達目標
1) 近代フランス教育社会史の課題を一つ以上あげて説明できる。

2) 中等教育と高等教育を中心に近代フランス教育史の主要な出来事のいくつかをとりあげて、 説明することがで

きる。

3) 日本やほかの西欧諸国との比較史的観点から、 近代フランスの青年期教育や教養教育などの特質を説明する

ことができる。

4) 青年期教育や教養教育のあり方について関心を抱き、 自分なりの考えを述べることができる。

●授業内容・授業計画
最初にナポレオン時代から第三共和政末までの、 フランスの公教育制度について大まかに説明してから、 中等

教育、 大学、 グランド ・ ゼコール、 女子教育の順番に論じることにする。

第 1回 はじめに

第 2回 初等教育と中等教育の関係

第 3回 古典人文学の伝統　　---　中等教育と教養教育をめぐって
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第 4回 アグレガシオン --- 中等教員養成システム

第 5回 中等教育における自由と規律

第 6回 青年運動

第 7回 コロニー ・ ド ・ ヴァカンス

第 8回 19 世紀前半の高等教育

第 9回 第三共和政期の大学改革

第 10 回 大学の自治と学生運動

第 11 回 グランド ・ ゼコール　(1)

第 12 回 グランド ・ ゼコール　(2)

第 13 回 女子中等教育 ・ 女性高等教育の発展　(1)

第 14 回 女子中等教育 ・ 女性高等教育の発展　(2)

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
次回の授業で扱う資料、 テキストを配布あるいは指定する。 あらかじめ目を通して内容を把握しておくことが望まし

い。

●評価方法
平常点とレポートで総合的に評価する。

●受講生へのコメント
新聞 ・ 雑誌あるいはインターネットを通して、 日本の中等教育 ・ 高等教育や科学 ・ 技術に関する記事を読み、

教育問題に関心を抱いておくのが望ましい。

●参考文献・教材
谷川稔 ・ 渡辺和行編　　 『近代フランスの歴史 --- 国民国家形成の彼方に ---』　　 ミネルヴァ書房　　

前田更子　　 『私立学校から見る近代フランス』　　 昭和堂　　

南川高志編　　 『知と学びのヨーロッパ史 --- 人文学 ・ 人文主義の歴史的展開 ---』　　 ミネルヴァ書房　　

香川せつ子 ・ 河村貞枝編　　 『女性と高等教育 --- 機会拡張と社会的相克 ---』　　 昭和堂　　

R.D. アンダーソン　　 『近代ヨーロッパ大学史 -- 啓蒙期から 1914 年まで』　 昭和堂　　

上垣豊　　 『規律と教養のフランス近代』　　 ミネルヴァ書房
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人  間  行  動  学  科
掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3201 開講期 単位数 標準履修年次

85
社会学概論Ⅰ

前火 4 2 単位 2 年
Introduction to Sociology Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 進藤 雄三 教授

●科目の主題
社会学の基礎概念、 分析方法、 および個別分野における代表的な諸学説を概説する。

●到達目標
社会学という学問の特徴、 その方法と対象に関する概観を獲得し、 個別領域における知見を学習するとともに、

社会学的思考法の習得を目指す。

●授業内容・授業計画
以下の授業計画にそって授業を進める。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 社会学の基礎概念 ： 行為、 相互行為、 地位―役割、 組織、 制度、 全体社会

第 3回 分析の範例 1 ： 行為論的視点

第 4回 分析の範例 2 ： 相互作用論的視点

第 5回 分析の範例 3 ： 全体論的視点

第 6回 現代的範例 ： 予言の自己成就、 ラベリング論、 世界システム論

第 7回 範例の含意 ： 意図せざる結果、 構造と行為

第 8回 家族社会学

第 9回 医療社会学

第 10 回 教育社会学

第 11 回 メディア社会学

第 12 回 逸脱 ・ 社会問題の社会学

第 13 回 ジェンダーの社会学

第 14 回 階層の社会学

第 15 回 試験

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 特段の事前学習は要請しません。

事後学習 ： 講義内容の理解に、 プリント、 および講義内での前回の復習を活用して下さい。

●評価方法
出席 20、 コメント 30、 試験あるいはレポート 50、 総合 100 点満点で評価します。

●受講生へのコメント
能動的な参加を期待します。 コメントは評価対象となります。 講義を関心の糸口するように受講してください。

●参考文献・教材
教科書 ： 特に指定しません。

参考書 ： 進藤他著 『社会学』 医学書院 (2012)。 その他、 随時紹介します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3202 開講期 単位数 標準履修年次

86
社会学概論Ⅱ

後水 4 2 単位 2 年
Introduction to Sociology Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 （受講生参加型） 石田 佐恵子 教授

●科目の主題
主たるテーマ ： 「グローバル化時代の社会学的課題」

●到達目標
社会学概論は、 社会学のさまざまな概念、 キーワードを紹介し、 社会学的な考え方と方法への理解を深めること

が目標である。 社会学概論Ⅱでは、 特にグローバル化時代における新しい社会学的課題を念頭に置いて、 社会

学的発想法について、 短いレポート作成やグループディスカッションを通じて学ぶ。

●授業内容・授業計画
社会学の基本的性格について、特に「是非を考える」「根本から考える」「メディアから考える」など、さまざまなトピッ

クから概説する。 毎回の講義時に、 出題される課題のレポートを作成する。
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第 1回 ガイダンス

第 2回 トピックについての概念理解とブリーフレポート作成 （1）

第 3回 グループディスカッションで学ぶ社会学トレーニング （1）

第 4回 トピックについての概念理解とブリーフレポート作成 （2）

第 5回 グループディスカッションで学ぶ社会学トレーニング （2）

第 6回 トピックについての概念理解とブリーフレポート作成 （3）

第 7回 グループディスカッションで学ぶ社会学トレーニング （3）

第 8回 中間まとめと講評

第 9回 トピックについての概念理解とブリーフレポート作成 （4）

第 10 回 グループディスカッションで学ぶ社会学トレーニング （4）

第 11 回 トピックについての概念理解とブリーフレポート作成 （5）

第 12 回 グループディスカッションで学ぶ社会学トレーニング （5）

第 13 回 トピックについての概念理解とブリーフレポート作成 （6）

第 14 回 グループディスカッションで学ぶ社会学トレーニング （6）

第 15 回 授業のまとめと評価

●事前・事後学習の内容
受講生には、 毎回の予習と復習、 インターネットの積極的な活用など、 熱心な参加を求める。

事前学習 ： 教科書の該当章をよく読んでくること。 必要に応じてノートを作成すること。

事後学習 ： 当日ブリーフレポートの自己評価、 ディスカッションの振り返り学習が必須である。

●評価方法
講義時に毎回の当日ブリーフレポート、 およびディスカッション報告を作成する。 参加と態度、 平常点全体で評

価する。 最終回には、 自己評価書の作成も行う。

●受講生へのコメント
ディスカッションを行う形式の授業であるため、 50 名程度の規模が望ましい。 履修希望学生が多い場合には人数

制限を行うことがあるので、 第 1 回目の授業には必ず出席すること。

●参考文献・教材
教科書 ： 開講時に指示する。

参考書 ： 随時紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3204 開講期 単位数 標準履修年次

87
社会学史Ⅱ

後火 4 2 単位 2 年
History of Sociology　Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 進藤 雄三 教授

●科目の主題
「すべての歴史は現代史である」。 この命題を社会学史に応用し、 現代社会において展開されている現在進行形

の現象を、 社会学史的問題関心に即して提示する。

●到達目標
以下の 3 点に関する理解を明確にすることを目標とする。

　1　社会学史的問題関心、 問題意識とはいかなるものか

　2　そこから照らし出される、 現代社会の問題とはいかなるものか

　3　その問題に対して、 いかなる切り込みが可能かつ必要か

●授業内容・授業計画
以下の計画に基づいて授業を行う。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 ミクロ ： 自己、 他者、 社会

第 3回 メゾ ： 家族、 教育、 労働市場

第 4回 マクロ ： グローバリゼーション

第 5回 現代社会への視角 ： 資本主義の現在

第 6回 メディア ・ インパクト

第 7回 格差社会論

第 8回 福祉国家の現在

第 9回 エスニシティ、 ジェンダー、 年齢

第 10 回 ケア論と正義論

－ 86 －



第 11 回 社会学的認識 ： 科学哲学と科学社会学

第 12 回 日常性の社会学

第 13 回 アイデンティティ

第 14 回 社会学の問題設定

第 15 回 社会学的想像力

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 特段の事前学習は要請しません。

事後学習 ： 配布プリント、 講義での言及文献の読書が中核となります。

●評価方法
出席 20、 コメント 20、 小レポート （2 回） 20、 レポート （期末） 40 の 100 点満点で評価します。

●受講生へのコメント
期末レポート作成に向けて、 問題意識を涵養する姿勢で講義を活用して下さい。

●参考文献・教材
特に指定しない。 随時指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3205 開講期 単位数 標準履修年次

88
社会学研究法Ⅰ

前月 3 2 単位 2 年
Research methods in Sociology Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 笹島 秀晃 講師

●科目の主題
社会学の目的は社会現象の解明にあるから、 社会学の研究は、 まずは現実の社会を知ることから始めなければ

ならない。 そのための方法が 「社会調査」 である。 社会調査の方法には大別して量的方法と質的方法がある。 本

講義ではいずれの方法も扱うが、 特に社会調査の歴史、 社会調査の目的、 社会調査の方法論などの社会調査の

基礎的な事項について講義する。

●到達目標
社会学における社会調査の意義と、 さまざまな社会調査法に関する基本的事項の習得を目標とする。

●授業内容・授業計画
以下のとおりのスケジュールで講義を行う。

第 1回 ガイダンス

第 2回 社会調査の意義と役割

第 3回 社会調査の歴史 （欧米と日本）

第 4回 社会調査の種類

第 5回 量的調査と質的調査

第 6回 量的調査のプロセス

第 7回 調査票の作成 ・ ワーディング

第 8回 サンプリング

第 9回 インタビュー調査

第 10 回 参与観察

第 11 回 ライフヒストリー調査

第 12 回 二次データ ・ 歴史資料の分析

第 13 回 世論調査 ・ 市場調査

第 14 回 調査 ・ 研究倫理について

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習

参考図書 （特に高根 （1979）） を読んでおくこと。

事後学習

授業で配布したプリントの内容を復習すること。

●評価方法
期末レポート （100％）

●受講生へのコメント
本講義は、 社会調査士資格認定Ａ科目である。 社会学コース生は、 必ず前期開講の 「社会学研究法Ⅰ」 （前

期開講※調査士 A 科目） と 「社会調査法」 （後期開講※調査士 B 科目） を通年で履修すること。
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●参考文献・教材
教科書

なし

参考書

高根正昭， 1979， 『創造の方法学』 講談社現代新書 .

佐藤郁哉， 2002， 『フィールドワークの技法』 新曜社．

ハンス ・ ザイゼル （著） ／佐藤郁哉 （訳）， 2005， 『数字で語る』 新曜社．

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3206 開講期 単位数 標準履修年次

89
社会学研究法Ⅱ

後水 3 2 単位 2 ～ 4 年
Research methods in Sociology Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義と演習 伊地知 紀子 教授

●科目の主題
質的調査の歴史、 目的、 方法論などについて学ぶ。

●到達目標
質的調査の技法を学び実践を試みることにより、 実施の基礎を身につける。

●授業内容・授業計画
調査法の基礎を学ぶとともに、 グループワークによって課題に取組み報告をすることで、 質的調査の可能性と課

題を検討する。

第 1回 ガイダンス

第 2回 質的調査とは

第 3回 質的調査の歴史

第 4回 質的調査の魅力と困難

第 5回 質的調査の進め方

第 6回 参与観察

第 7回 ライフヒストリー法

第 8回 資料分析

第 9回 グループワーク①

第 10 回 グループワーク②

第 11 回 グループワーク③

第 12 回 グループ報告①

第 13 回 グループ報告②

第 14 回 グループ報告③

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
グループワークのための準備、 事後の内容整理をしっかりおこなうこと。

●評価方法
授業の課題についての取組みと報告、 期末レポート。

●受講生へのコメント
本講は、 社会調査士資格認定Ａ科目である。 社会学コース生は、 必ず後期開講の 「社会学研究法Ⅱ」 （後期

開講※調査士 A 科目） と 「社会調査法」 （後期開講※調査士 B 科目） を通年で履修すること。 社会調査士資格

を申請予定の学生 （主に社会学コースの学生） は、 篠原清夫ほか , 2010, 『社会調査の基礎』 弘文堂を購入して

おくこと。

●参考文献・教材
授業中に提示。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3301 開講期 単位数 標準履修年次

90
社会学実習Ⅰ a

前木 3 2 単位 3 年
Field Work in Social Research Ⅰ a

授業形態 担当教員名

実習 伊地知 紀子 教授

●科目の主題
「多民族居住地域における高齢者福祉」 をテーマとして、 統計データおよび既存文献の読解を踏まえ、 調査票
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を作成しアンケート調査を行う。

●到達目標
予備調査では、 調査対象地の特徴をつかむためフィールドワークを行い、 文献研究から調査対象者にかかる歴

史的社会的背景および社会保障制度における位置づけや課題を検討する。 調査対象者を具体的に抽出し、 調査

票の作成および対面調査計画を立てた後、 本調査を実施する。 本調査での成果を踏まえ、 一連のデータ分析をも

とに報告書を作成する。

●授業内容・授業計画
統計データおよび既存文献の読解を踏まえ、 調査計画を作成し、 調査方法および項目を設定する。

第 1回 ガイダンス

第 2回 先行研究の検討 (1)

第 3回 先行研究の検討 (2)

第 4回 調査対象地域の事前学習 (1)

第 5回 調査対象地域の事前学習 (2)

第 6回 現地予備調査 (1)

第 7回 現地予備調査 (2)

第 8回 予備調査の検討、 班編成 (1)

第 9回 予備調査の検討、 班編成 (2)

第 10 回 課題の検討 (1)

第 11 回 課題の検討 (2)

第 12 回 調査票作成 (1)

第 13 回 調査票作成 (2)

第 14 回 サンプリング (1)

第 15 回 サンプリング (2)

●事前・事後学習の内容
事前の情報収集や、 事後の学習内容および収集した情報との照会、 得られたデータの整理を都度に丁寧に行う

こと。

●評価方法
学生は、 自らの問題関心を設定し、 研究計画の構成、 調査の実施、 データ分析、 報告書の作成を行う。 この

全過程を通して評価する。

●受講生へのコメント
この授業は前期 ・ 後期通年で受講すること。 前期は水曜 4 限の社会学演習Ⅲと合わせてとること。

●参考文献・教材
授業中に適宜提示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3301 開講期 単位数 標準履修年次

91
社会学実習Ⅰ b

前木 3 2 単位 3 年
Field Work in Social Research Ⅰ b

授業形態 担当教員名

実習 川野 英二 教授

●科目の主題
多民族居住地域における高齢者福祉

●到達目標
多民族共生居住区である大阪市生野区における高齢者福祉の現状と課題を主に調査する。

●授業内容・授業計画
社会学実習Ⅰでは、 「多民族居住地域における高齢者福祉」 をテーマとして、 統計データおよび既存文献の読

解を踏まえ、 調査票を作成し量的調査を行う。 予備調査では、 調査対象地の特徴をつかむためフィールドワークを

行い、 文献研究から調査対象者にかかる歴史的社会的背景および社会保障制度における位置づけや課題を検討

する。 そのうえで、 調査対象者を確率抽出し、 調査票の作成および実査の計画を立てた後、 本調査を実施する。

本調査での成果を踏まえ、 一連のデータ分析をもとに報告書を作成する。

第 1回 ガイダンス

第 2回 先行研究の検討

第 3回 先行研究の検討

第 4回 調査対象地域の事前学習

第 5回 調査対象地域の事前学習
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第 6回 現地予備調査

第 7回 現地予備調査

第 8回 本調査の検討、 班編成

第 9回 本調査の検討、 班編成

第 10 回 課題の検討

第 11 回 課題の検討

第 12 回 調査票作成

第 13 回 調査票作成

第 14 回 サンプリング

第 15 回 サンプリング

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 事前に課題図書 ・ 文献を読む。

事後学習 ： 指定された課題をおこなう。

●評価方法
平常点

学外調査への積極的な参加

課題の提出

●受講生へのコメント
本授業は社会調査士科目 G に該当する。 前期と後期はセットで認定されているので、 同じ教員の科目を履修登

録すること。

本実習は 1 年を通して現地調査をおこなうものであるため、 住民からの積極的な協力を得る必要がある。 また授

業外 ・ 夏休みの期間も作業が必要であり、 実習生の協力と積極的な参加が不可欠である。 他の実習生や住民に

迷惑がかからないように真剣な態度で授業に臨むことが求められる。

●参考文献・教材
授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3302 開講期 単位数 標準履修年次

92
社会学実習Ⅱ a

後木 3 2 単位 3 年
Field Work in Social Research Ⅱ a

授業形態 担当教員名

実習 伊地知 紀子 教授

●科目の主題
「多民族居住地域における高齢者福祉」 をテーマとして、 統計データおよび既存文献の読解を踏まえ、 調査票

を作成しアンケート調査を行う。

●到達目標
予備調査では、 調査対象地の特徴をつかむためフィールドワークを行い、 文献研究から調査対象者にかかる歴

史的社会的背景および社会保障制度における位置づけや課題を検討する。 そのうえで、 調査対象者を具体的に

抽出し、調査票の作成および対面調査計画を立てた後、本調査を実施する。 本調査での成果を踏まえ、一連のデー

タ分析をもとに報告書を作成する。

●授業内容・授業計画
統計データおよび既存文献の読解を踏まえ、 問題関心を共有する班編成を行う。 全体と班別に調査計画を作成

し、 調査方法および項目を設定する。

第 1回 本調査 (1)

第 2回 本調査 (2)

第 3回 本調査 (3)

第 4回 本調査 (4)

第 5回 本調査の結果検討 (1)

第 6回 本調査の結果検討 (2)

第 7回 データ整理 (1)

第 8回 データ整理 (2)

第 9回 データ分析 (1)

第 10 回 データ分析 (2)

第 11 回 データ分析 (3)
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第 12 回 データ分析 (4)

第 13 回 報告書原稿執筆 (1)

第 14 回 報告書原稿執筆 (2)

第 15 回 報告会

●事前・事後学習の内容
本調査のスケジュールをしっかり把握し、 現地調査に参加する準備を十分すること。 データ分析の際に丁寧に資

料やデータをよむこと。

●評価方法
学生は、 自らの問題関心を設定し、 研究計画の構成、 調査の実施、 データ分析、 報告書の作成を行う。 この

全過程を通して評価する。

●受講生へのコメント
この授業は前期 ・ 後期通年で受講すること。

●参考文献・教材
授業中に適宜提示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3302 開講期 単位数 標準履修年次

93
社会学実習Ⅱ b

後木 3 2 単位 3 年
Field Work in Social Research Ⅱ b

授業形態 担当教員名

実習 川野 英二 教授

●科目の主題
多民族居住地域における高齢者福祉

●到達目標
多民族共生居住区である大阪市生野区における高齢者福祉の現状と課題を主に調査する。

●授業内容・授業計画
社会学実習Ⅱでは、 「多民族居住地域における高齢者福祉」 をテーマとして、 統計データおよび既存文献の読

解を踏まえ、 調査票を作成し量的調査を行う。 予備調査では、 調査対象地の特徴をつかむためフィールドワークを

行い、 文献研究から調査対象者にかかる歴史的社会的背景および社会保障制度における位置づけや課題を検討

する。 そのうえで、 調査対象者を確率抽出し、 調査票の作成および実査の計画を立てた後、 本調査を実施する。

本調査での成果を踏まえ、 一連のデータ分析をもとに報告書を作成する。

第 1回 本調査

第 2回 本調査

第 3回 本調査

第 4回 本調査

第 5回 本調査の結果検討

第 6回 本調査の結果検討

第 7回 データ整理

第 8回 データ整理

第 9回 データ分析

第 10 回 データ分析

第 11 回 データ分析

第 12 回 データ分析

第 13 回 報告書原稿執筆

第 14 回 報告書原稿執筆

第 15 回 報告会

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 事前に課題図書 ・ 文献を読む。

事後学習 ： 課題を提出する。

●評価方法
平常点

学外調査への積極的な参加

課題の提出

●受講生へのコメント
本授業は社会調査士科目 G に該当する。 前期と後期はセットで認定されているので、 同じ教員の科目を履修登
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録すること。

本実習は 1 年を通して現地調査をおこなうものであるため、 住民からの積極的な協力を得る必要がある。 また授

業外 ・ 夏休みの期間も作業が必要であり、 実習生の協力と積極的な参加が不可欠である。 他の実習生や住民に

迷惑がかからないように真剣な態度で授業に臨むことが求められる。

●参考文献・教材
授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3207 開講期 単位数 標準履修年次

94
社会学基礎演習 a

前火 3 2 単位 2 年
Proseminar in Sociology a

授業形態 担当教員名

演習 石田 佐恵子 教授

●科目の主題
社会学の基本文献をテキストに用いて、 社会学の基礎を習得する。 社会学はどのような 「問い」 を立てるのか。

社会学はどのようなものの見方、 考え方をするのか。 社会学の理論と方法にはどのようなものがあるのか。 社会学に

よって分かること、 社会学することの意味を深く探求することが基礎演習の目的である。

●到達目標
社会学の文献を探し出す方法、 文献の読み方、 読書ノートの取り方、 演習での発表と議論のしかた、 レジュメの

作成方法、 レポートの書き方などを学ぶ。

●授業内容・授業計画
共通したテキストを講読し、 毎回の報告とディスカッションを通して理解を深める。

第 1回 ガイダンス ( 報告 ・ 発表スケジュールの決定 )

第 2回 インターネットを通じた文献検索方法

第 3回 学情センター ・ ツアー

第 4回 社会学の基本文献を読む (1)

第 5回 社会学の基本文献を読む (2)

第 6回 社会学の基本文献を読む (3)

第 7回 社会学の基本文献を読む (4)

第 8回 社会学の基本文献を読む (5)

第 9回 社会学の基本文献を読む (6)

第 10 回 社会学の基本文献を読む (7)

第 11 回 社会学の基本文献を読む (8)

第 12 回 社会学の基本文献を読む (9)

第 13 回 社会学の基本文献を読む (10)

第 14 回 レポートの書き方、 引用、 文献リストについて

第 15 回 レポートの作成と提出について

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 報告者はレジュメを用意してくること。 報告者以外の参加者は討議に参加する準備を整えてくること。

事後学習 ： 議論となったさまざまな論点について、 自分なりのノートを作成し、 自らの研究展開に活かす。

●評価方法
適宜課されるミニレポート、 平常点 ( 出席と参加態度 )

学期末レポート

●受講生へのコメント
社会学コース新 2 回生を 2 つのグループに分け、 それぞれ a 組と b 組とする。 クラス分けは、 新年度始めに掲

示を行うので、 必ず確認すること。

●参考文献・教材
開講時に相談の上、 決定する。

参考書 : 随時紹介する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3207 開講期 単位数 標準履修年次

95
社会学基礎演習 b

前月 4 2 単位 2 年
Proseminar in Sociology b

授業形態 担当教員名

演習 笹島 秀晃 講師

●科目の主題
本講義は、 専門的な社会学を学ぶ前段階として、 知的生産の技術を学びつつ、 社会学の学習 ・ 研究上の基本

的な作法を学ぶことを主題とする。

●到達目標
・ 知的探求を行う上で最低限必要となる情報収集能力 ・ 読解力 ・ 文章表現能力の向上。

・ 社会学における基礎的な理論的 ・ 方法論的視角を理解。

●授業内容・授業計画
全 15 回の講義の中で、 前半 （第 2 回から第 7 回まで） は基礎的な知的生産の技術をテーマとする。 後半 （第

8 回から 12 回まで） は、 社会学の理論的・方法論的な基礎をテーマとする。 前半は様々な教材やテキストをつかっ

た演習形式の講義で、 後半は船橋 （2012） を用いた講読形式の講義を行う。

第 1回 ガイダンス

第 2回 上手に情報を探す

第 3回 能動的に本を読む

第 4回 生産的な議論をする

第 5回 伝わる文章を書く

第 6回 アカデミックな文章形式に慣れる

第 7回 勉強と研究の違いは何か

第 8回 社会学的想像力

第 9回 中範囲の理論

第 10 回 マックス ・ ヴェーバーの社会理論

第 11 回 どのように社会調査を行ったらよいか

第 12 回 良い卒業論文を書くにはどうすればよいか

第 13 回 研究発表会①

第 14 回 研究発表会②

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習

課題文献を読むこと。

事後学習

演習で学んだ方法を、 各自実際に行ってみること。

●評価方法
出席 （25％） ＋課題提出 ・ 報告 （25％） ＋レポート （50％）

●受講生へのコメント
講義ではほぼ毎回課題を出し、 その課題をもとに演習を行っていきます。 能動的な参加を求めます。

●参考文献・教材
教科書

マックス ・ ウェーバー （著） ／尾高邦雄 （訳） , [1919]1980, 『職業としての学問』 岩波文庫．

船橋晴俊， 2012、 『現代社会学ライブラリー 2 社会学をいかに学ぶか』 弘文堂． 参考書 （一部） ※授業で講読

する部分はコピーを配布するので購入する必要なし）

M.J. アドラー ・ C.V. ドーレン （著） ／外山滋比古 ・ 槇未知子 （訳）， 1997， 『本を読む本』 講談社学術文庫．

木下是雄， 1994， 『レポートの組み立て方』 ちくま学芸文庫．

宮内泰介， 2004， 『 自分で調べる技術 ： 市民のための調査入門』 岩波書店．

宮内 泰介， 2013， 『グループディスカッションで学ぶ社会学トレーニング』 三省堂．

日本社会学会編集委員会 , 1999， 『社会学評論スタイルガイド （第 2 版）』 日本社会学会．

内田義彦， 1985， 『読書と社会科学』 岩波新書．
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3208 開講期 単位数 標準履修年次

96
社会学演習Ⅰ

前水 4 2 単位 2 ～ 4 年

授業形態 担当教員名

演習 石田 佐恵子 教授

●科目の主題
「メディア文化の社会学演習 (1)」 カルチュラル ・ スタディーズ、 メディア人類学、 映像社会学、 現代文化の社会

学などの国内外の 最新の文献を読んでいく。

●到達目標
「メディア文化の社会学」 を主題とした問題設定について、 報告や討論を通じて、 各自の考えを深める。

受講生は主体的な文献 ・ 情報収集の能力、 プレゼンテーション能力を身につけていくことを目標とする。

●授業内容・授業計画
「メディア文化の社会学」 を主題とした最新のテキストを講読する。

第 1回 ガイダンス （報告 ・ 発表スケジュールの決定）

第 2回 テキストに基づく報告と議論 (1)

第 3回 テキストに基づく報告と議論 (2)

第 4回 テキストに基づく報告と議論 (3)

第 5回 テキストに基づく報告と議論 (4)

第 6回 テキストに基づく報告と議論 (5)

第 7回 テキストに基づく報告と議論 (6)

第 8回 テキストに基づく報告と議論 (7)

第 9回 テキストに基づく報告と議論 (8)

第 10 回 テキストに基づく報告と議論 (9)

第 11 回 テキストに基づく報告と議論 (10)

第 12 回 各自の関心に基づく研究発表 (1)

第 13 回 各自の関心に基づく研究発表 (2)

第 14 回 各自の関心に基づく研究発表 (3)

第 15 回 レポートの作成と提出

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 課題図書のみならず、 関連図書を十分に読んでくること。 報告者はレジュメを用意してくること。 報告

者以外の参加者は討議に参加する準備を整えてくること。

事後学習 ： 議論となったさまざまな論点について、 自分なりのノートを作成し、 自らの研究展開に活かす。

●評価方法
毎回の出席、 参加態度、 報告水準、 および学期末のレポートによる。

●受講生へのコメント
「メディア文化の社会学」 に特に関心を持つ者、 大学院進学を希望する者の受講を歓迎する。 ただし、 履修人

数が 10 人を超えるときには、 調整を行うことがある。 履修制限を行う時には上回生を優先する。

●参考文献・教材
開講時に相談の上、 決定する。

参考書 : 随時紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3209 開講期 単位数 標準履修年次

97
社会学演習Ⅱ a

後月 4 2 単位 2 ～ 4 年
Seminar in Sociology Ⅱ a

授業形態 担当教員名

演習 進藤 雄三 教授

●科目の主題
社会学的分析の具体的な応用例として、 近年注目を集めている二つのアプローチがある。 一つはエスノメソドロ

ジーに由来する 「概念分析」、 他の一つは看護領域で主に展開されている現象学的分析である。 この演習では、

その分析の具体例に触れることを通して、 社会学的分析の意味を掘り下げる。

●到達目標
「概念分析」 および現象学的分析の具体的内容を理解する。 また同時に、 両分析の可能性と限界を理解するこ

とを通して、 広く社会学的分析 ・ 社会学的アプローチとは何を意味するのか、 に関する理解を深める。

●授業内容・授業計画
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『概念分析』 『概念分析２』、『摘便とお花見』 『看護師たちの現象学』 の４冊をテキストとし、発表形式で読み進める。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 発表１

第 3回 発表２

第 4回 発表３

第 5回 発表４

第 6回 要約と討論 I

第 7回 発表５

第 8回 発表６

第 9回 発表７

第 10 回 発表８

第 11 回 要約と討論 II

第 12 回 発表９

第 13 回 発表 10

第 14 回 発表 12

第 15 回 総合討論

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 発表者は、 担当部分に関するレジュメを作成する。 参加者は、 事前に該当箇所を読んでおく。

事後学習 ： 発表者、 報告者ともに、 討論過程での論点を整理 ・ 確認しておく。

●評価方法
発表 (4）、 討論 (3)、 レポート (3) の総合評価 (10 点満点） で行う。

●受講生へのコメント
『概念分析』 の題材は、 きわめて多岐にわたるので、 関心のある領域を選んで報告ということになります。

現象学的分析の方は、 一冊を通して分担、 という形式になります。

●参考文献・教材
酒井泰斗編 『概念分析』 (2009)、 『概念分析２』 (2016) ナカニシヤ出版

村上靖彦 『摘便とお花見 ： 看護の語りの現象学』 (2013） 医学書院

西村ユミ 『看護師たちの現象学 ： 協同実践の現場から』 (2014） 青土社

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3209 開講期 単位数 標準履修年次

98
社会学演習Ⅱ b

後水 2 2 単位 2 ～ 4 年
Seminar in Sociology Ⅱ b

授業形態 担当教員名

演習 石田 佐恵子 教授

●科目の主題
「メディア文化の社会学演習 (2) 」 カルチュラル ・ スタディーズ、 メディア人類学、 映像社会学、 現代文化の社会

学などの国内外の最新の文献を読んでいく。

●到達目標
「メディア文化の社会学」 を主題とした問題設定について、 報告や討論を通じて、 各自の考えを深める。

受講生は、卒業論文のテーマ設定を意識しながら、各自の関心領域についての知識を深める。 演習の後半には、

それぞれの関心に応じた個人報告を求める。

●授業内容・授業計画
「メディア文化の社会学」 を主題とした最新のテキストを講読する。 後半には、 各自の関心に従って報告と討議を

行う。

第 1回 ガイダンス （報告 ・ 発表スケジュールの決定）

第 2回 テキストに基づく報告と議論 (1)

第 3回 テキストに基づく報告と議論 (2)

第 4回 テキストに基づく報告と議論 (3)

第 5回 テキストに基づく報告と議論 (4)

第 6回 テキストに基づく報告と議論 (5)

第 7回 テキストに基づく報告と議論 (6)

第 8回 テキストに基づく報告と議論 (7)

第 9回 テキストに基づく報告と議論 (8)

第 10 回 テキストに基づく報告と議論 (9)
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第 11 回 テキストに基づく報告と議論 (10)

第 12 回 各自の関心に基づく研究発表 (1)

第 13 回 各自の関心に基づく研究発表 (2)

第 14 回 各自の関心に基づく研究発表 (3)

第 15 回 レポートの作成と提出

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 課題図書のみならず、 関連図書を十分に読んでくること。 報告者はレジュメを用意してくること。 報告

者以外の参加者は討議に参加する準備を整えてくること。

事後学習 ： 議論となったさまざまな論点について、 自分なりのノートを作成し、 自らの研究展開に活かす。

●評価方法
毎回の出席、 参加態度、 報告水準、 および学期末のレポートによる。

●受講生へのコメント
「社会学演習Ⅰ」 からの継続履修、 「メディア文化の社会学」 に特に関心を持つ者、 大学院進学を希望する者

の受講を歓迎する。 ただし、 履修人数が 10 人を超えるときには、 調整を行うことがある。

●参考文献・教材
開講時に相談の上、 決定する。

参考書 : 随時紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3210 開講期 単位数 標準履修年次

99
社会学演習Ⅲ

前木 4 2 単位 2 ～ 4 年
Seminar in Sociology Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習 伊地知 紀子 教授

●科目の主題
エスニシティの社会学 ・ コミュニティの社会学演習。 エスニシティ論、 共同性論、 マイノリティ論、 移動の社会学

などに関する国内外の文献を購読し、 データ分析もおこなう。

●到達目標
文献を丹念に読み解き、 資料収集を行い、 報告と議論をとおして社会学的発想力を身につける。

●授業内容・授業計画
エスニシティの社会学およびコミュニティの社会学に関するテキストを購読し、 関連するデータを読み解く。

第 1回 ガイダンス

第 2回 テキストに関する報告 （１）

第 3回 テキストに関する報告 （２）

第 4回 テキストに関する報告 （３）

第 5回 テキストに関する報告 （４）

第 6回 テキストに関する報告 （５）

第 7回 テキストに関する報告 （６）

第 8回 テキストに関する報告 （７）

第 9回 テキストに関する報告 （８）

第 10 回 テキストに関する報告 （９）

第 11 回 テキストに関する報告 （１０）

第 12 回 受講生による発表 （１）

第 13 回 受講生による発表 （２）

第 14 回 受講生による発表 （３）

第 15 回 レポート作成と提出

●事前・事後学習の内容
関連文献をよく読み、 授業での論点について事後で各自関連データや文献の収集に努め思考を深めること。

●評価方法
平常点、 ミニレポート、 学期末レポート

●受講生へのコメント
積極的に議論に参加すること。

●参考文献・教材
授業中に提示する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3211 開講期 単位数 標準履修年次

100
社会学演習Ⅳ a

後火 2 2 単位 2 ～ 4 年
Seminar in Sociology Ⅳ a

授業形態 担当教員名

演習 進藤 雄三 教授

●科目の主題
卒業論文の主題設定、 調査や資料収集の設計、 論述方法などを総合的に学ぶ。

●到達目標
卒業論文の主題を確定し、 最終学年における年間研究の計画を立てる。

●授業内容・授業計画
関連分野における社会学の共通テキストを参照し、 各自の問題意識にそった発表を行う。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 3回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 4回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 5回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 6回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 7回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 8回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 9回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 10 回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 11 回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 12 回 上回生による卒業論文報告

第 13 回 上回生による卒業論文報告

第 14 回 主題の確定と企画書の書き方

第 15 回 卒業論文作成に向けて

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： レジュメを作成する。

事後学習 ： 指摘された点を確認する。

●評価方法
平常点 （出席と参加態度、 レジュメ）

学期末レポート

●受講生へのコメント
社会学コースの 3 回生を 5 つのクラスに分け、 それぞれａ組～ e 組とする。 クラス分けは、 後期学期の履修登録

時に掲示するので、履修前に必ず確認すること。 なお、a 組の専門分野は、理論社会学、医療社会学、家族社会学、

社会問題の社会学などである。

●参考文献・教材
教科書 ： 開講時に指示する。

参考書 ： 『よくわかる卒論の書き方　第 2 版』 ミネルヴァ書房、 他、 随時紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3211 開講期 単位数 標準履修年次

101
社会学演習Ⅳ b

後火 3 2 単位 2 ～ 4 年
Seminar in Sociology Ⅳ b

授業形態 担当教員名

演習 石田 佐恵子 教授

●科目の主題
卒業論文の主題設定、 調査や資料収集の設計、 論述方法などを総合的に学ぶ。

●到達目標
卒業論文の主題を確定し、 最終学年における年間研究の計画を立てる。

●授業内容・授業計画
関連分野における社会学の共通テキストを参照し、 各自の問題意識にそった発表を行う。

第 1回 ガイダンス

第 2回 受講生による報告 （主題と問題意識）
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第 3回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 4回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 5回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 6回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 7回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 8回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 9回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 10 回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 11 回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 12 回 上回生による卒業論文報告

第 13 回 上回生による卒業論文報告

第 14 回 主題の確定と企画書の書き方

第 15 回 卒業論文作成に向けて

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 報告者はレジュメを用意してくること。 報告者以外の参加者は討議に参加する準備を整えてくること。

事後学習 ： 議論となったさまざまな論点について、 自分なりのノートを作成し、 自らの研究展開に活かす。

●評価方法
平常点 （出席と参加態度、 レジュメ）

学期末レポート

●受講生へのコメント
社会学コースの 3 回生を 5 つのクラスに分け、 それぞれａ組～ e 組とする。 クラス分けは、 後期学期の履修登録

時に掲示するので、 履修前に必ず確認すること。 なお、 ｂ組の専門分野は、 「文化の社会学」 「メディア研究」 「感

情と身体の社会学」 「知識社会学」 などである。

●参考文献・教材
参考書 ： 『メディアの卒論　第 2 版』 ミネルヴァ書房、 『よくわかる卒論の書き方　第 2 版』 ミネルヴァ書房、 他、

随時紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3211 開講期 単位数 標準履修年次

102
社会学演習Ⅳ c

後木 2 2 単位 2 ～ 4 年
Seminar in Sociology Ⅳ c

授業形態 担当教員名

演習 伊地知 紀子 教授

●科目の主題
卒業論文の主題設定、 調査や資料収集の設計、 論述方法などを総合的に学ぶ。

●到達目標
卒業論文の主題を確定し、 最終学年における年間研究の計画を立てる。

●授業内容・授業計画
関連分野における社会学の共通テキストを参照し、 各自の問題意識にそった発表を行う。

第 1回 ガイダンス

第 2回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 3回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 4回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 5回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 6回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 7回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 8回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 9回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 10 回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 11 回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 12 回 上回生による卒業論文報告

第 13 回 上回生による卒業論文報告

第 14 回 主題の確定と企画書の書き方

第 15 回 卒業論文作成に向けて

●事前・事後学習の内容
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報告に向けた文献の熟読、 整理、 考察をしっかりおこなうこと。 事後には議論を受けた要点の整理、 課題に関す

る文献のフォローやデータの収集をしっかりおこなうこと。

●評価方法
平常点 （出席と参加態度、 レジュメ）

学期末レポート

●受講生へのコメント
社会学コースの 3 回生を 5 つのクラスに分け、 それぞれａ組～ e 組とする。 クラス分けは、 後期学期の履修登録

時に掲示するので、 履修前に必ず確認すること。 なお、 c 組の専門分野は、 「エスニシティ」 「コミュニティ」 「生活

世界の社会学」 「地域社会学」 などである。

●参考文献・教材
教科書 ： 開講時に指示する。

参考書 ： 『よくわかる卒論の書き方　第 2 版』 ミネルヴァ書房、 他、 随時紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3211 開講期 単位数 標準履修年次

103
社会学演習Ⅳ d

後火 4 2 単位 3 ～ 4 年
Seminar in Sociology Ⅳ d

授業形態 担当教員名

演習 川野 英二 教授

●科目の主題
卒業論文の主題設定、 調査や資料収集の設計、 論述方法などを総合的に学ぶ。

●到達目標
卒業論文の主題を確定し、 最終学年における年間研究の計画を立てる。

●授業内容・授業計画
関連分野における社会学の共通テキストを参照し、 各自の問題意識にそった発表を行う。

第 1回 ガイダンス

第 2回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 3回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 4回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 5回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 6回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 7回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 8回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 9回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 10 回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 11 回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 12 回 上回生による卒業論文報告

第 13 回 上回生による卒業論文報告

第 14 回 主題の確定と企画書の書き方

第 15 回 卒業論文作成に向けて

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： レジュメを作成しておく。

事後学習 ： 指摘された点を確認しておく。

●評価方法
平常点 （出席と参加態度、 レジュメ）、 学期末レポート

●受講生へのコメント
社会学コースの 3 回生を 5 つのクラスに分け、 それぞれａ組～ e 組とする。 クラス分けは、 後期学期の履修登録

時に掲示するので、 履修前に必ず確認すること。 なお d 組では、 主に現代のさまざまな社会問題に関する実証研

究をテーマとする。 手堅い調査を行い、 方法論と分析技術の習得と鍛錬を厭わない受講生を期待する。

●参考文献・教材
教科書 ： 開講時に指示する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3211 開講期 単位数 標準履修年次

104
社会学演習Ⅳ e

後月 4 2 単位 2 ～ 4 年
Seminar in Sociology Ⅳ e

授業形態 担当教員名

演習 笹島 秀晃 講師

●科目の主題
卒業論文の主題設定、 調査や資料収集の設計、 論述方法などを総合的に学ぶ。

●到達目標
卒業論文の主題を確定し、 最終学年における年間研究の計画を立てる。

●授業内容・授業計画
関連分野における社会学の共通テキストを参照し、 各自の問題意識にそった発表を行う。

第 1回 ガイダンス

第 2回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 3回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 4回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 5回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 6回 受講生による報告 （主題と問題意識）

第 7回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 8回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 9回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 10 回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 11 回 受講生による報告 （調査や資料収集の設計）

第 12 回 上回生による卒業論文報告

第 13 回 上回生による卒業論文報告

第 14 回 主題の確定と企画書の書き方

第 15 回 卒業論文作成に向けて

●事前・事後学習の内容
事前学習

レジュメを作成しておく。

事後学習

指摘された点を確認しておく。

●評価方法
平常点 （50％） ＋末レポート （50%）。

●受講生へのコメント
社会学コースの 3 回生を 5 つのクラスに分け、 それぞれａ組～ e 組とする。 クラス分けは、 後期学期の履修登録

時に掲示するので、履修前に必ず確認すること。 なお、e 組の専門分野は、「都市」 「コミュニティ」 「まちづくり」 「文

化」 などである。

●参考文献・教材
教科書 ・ 参考書 ： 開講時に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3212 開講期 単位数 標準履修年次

105
社会学特論Ⅰ

前木 2 2 単位 2 ～ 4 年
Specifi c Issues in Sociology II

授業形態 担当教員名

講義 川野 英二 教授

●科目の主題
貧困の基本形態と社会問題

●到達目標
現代の社会は、 非正規雇用やワーキングプアの増加、 貧困の上昇や格差の増大など、 新たな社会問題に取り

組まざるをえなくなっている。 これら現代の社会問題に関する問題意識を深めると同時に、 関連する統計や映像、

インタビューなど様々なデータを読み解き、 解釈する能力を養う。

●授業内容・授業計画
現代の貧困と新しい社会問題の特徴について論じる。  講義では、 労働と貧困に関係する社会問題の歴史と現

代におけるその変容を論じる。 欧州を中心とした先進国における貧困の国際比較と、 日本とくに大阪の都市貧困を
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例にとりあげる。

第 1回 貧困の基本形態 1

第 2回 貧困の基本形態 2

第 3回 貧困と社会問題の歴史 1

第 4回 貧困と社会問題の歴史 2

第 5回 福祉国家と社会問題 1

第 6回 福祉国家と社会問題 2

第 7回 新しい貧困と社会的排除の登場 1

第 8回 新しい貧困と社会的排除の登場 2

第 9回 貧困と社会的排除の国際比較 1

第 10 回 貧困と社会的排除の国際比較 2

第 11 回 都市貧困と社会的排除 1

第 12 回 都市貧困と社会的排除 2

第 13 回 社会的不安定化の諸問題 1

第 14 回 社会的不安定化の諸問題 2

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： テキストを読む。

事後学習 ： 配布資料をもとにノートを整理する。

●評価方法
コメントペーパーと試験によって評価する。

●受講生へのコメント
本講義をつうじて、 新聞やニュースなどメディアで 取り上げられるようなアクチュアルな問題を、 歴史や社会構造

などマクロな社会の変化と関係づけてとらえる想像力を養ってほしい。

●参考文献・教材
セルジュ ・ ポーガム 『貧困の基本形態』 新泉社　2016 年

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3213 開講期 単位数 標準履修年次

106
社会学特論Ⅱ

後月 3 2 単位 2 ～ 4 年
Special Studies in Sociology

授業形態 担当教員名

講義 笹島 秀晃 講師

●科目の主題
都市をめぐる社会環境が変化するなかで、 都市空間における意味 ・ 象徴 ・ 記憶といった広義の文化やショッピン

グ ・ スポーツ ・ アートといった狭義の文化が論じられる機会が増えている。 本講義では、 都市社会学や文化社会学

のこれまでの研究蓄積を踏まえつつ、 都市の文化の多様な側面を具体的な事例をとおして説明していく。

●到達目標
・ 都市の文化を分析する際の基本的な都市社会学理論を習得する。

・ 都市の文化の多様な側面を具体的な事例を通して理解する。

●授業内容・授業計画
第 2 回から 6 回までは、 文化を扱った都市社会学理論を紹介する。 第 7 回から 11 回までは各論的に都市の文

化について事例を踏まえながら紹介していく。 第 12 回から 14 回は文化のなかでもアートに焦点をあてる。

第 1回 ガイダンス

第 2回 都市の文化の二つの顔 ： ルソーの見た都市とジンメルの見た都市

第 3回 都市の下位文化 ： アーバニズム論

第 4回 都市政治と文化 ： 成長マシーン論

第 5回 都市の空間変動と文化 ： ジェントリフィケーション論

第 6回 現代都市と文化 ： ポストモダニティの条件

第 7回 多様な都市の文化① ： 都市と住まい

第 8回 多様な都市の文化② ： 都市とショッピング

第 9回 多様な都市の文化③ ： 都市と性

第 10 回 多様な都市の文化④ ： 都市とエスニシティ

第 11 回 多様な都市の文化⑤ ： 都市とスポーツ

第 12 回 都市とアート① ： 近代都市における美術の制度形成
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第 13 回 都市とアート② ： 富裕層の美術戦略とフィランソロピー

第 14 回 都市とアート③ ： 都市におけるソーシャリー ・ エンゲージドアート

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習

参考文献を読むこと

事後学習

授業で配布した資料を復習すること。

●評価方法
期末レポート （100％）

●受講生へのコメント
講義中に紹介する参考文献を読み、 理解の助けとしてください。

●参考文献・教材
参考文献

デヴィッド ・ ハーヴェイ （著） ／吉原直樹 （監訳）， 1999， 『ポストモダニティの条件』 青木書店．

井上俊編， 2014， 『〔全訂新版〕 現代文化を学ぶ人のために』 世界思想社．

町村敬志 ・ 西澤晃彦、 2000， 『都市の社会学 : 社会がかたちをあらわすとき』 有斐閣．

町村敬志編， 2012， 『都市社会学セレクション 3 都市の政治経済学』 日本評論社．

松本康編， 2011， 『都市社会学セレクション 1 近代アーバニズム』 日本評論社．

森岡清志編， 2012， 『都市社会学セレクション 2 都市空間と都市コミュニティ』 日本評論社．

近森高明 ・ 工藤保則， 2013， 『無印都市の社会学』 法律文化社．

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3214 開講期 単位数 標準履修年次

107
社会学特講Ⅰ

前集中 2 単位 2 ～ 4 年
Special Lecture on Sociology Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 藤代 裕之 非常勤講師

●科目の主題
ソーシャルメディアの登場により出現した 「ソーシャルメディア社会」 のあり方を考える。

●到達目標
1） ソーシャルメディア社会のあり方を理解する。 2） 発信の当事者としてメディア ・ リテラシーを身につける。

●授業内容・授業計画
ソーシャルメディアはメディアや社会に大きな変化をもたらしている。 この授業では、 ソーシャルメディアの歴史や

構造、 社会的な課題を検討し、 私たちが身に付けるべきメディア ・ リテラシーについて考える。

第 1回 ガイダンス、 ソーシャルメディアとは何か

第 2回 未来メディア予測動画 「EPIC2014」 は実現したか

第 3回 ソーシャルメディアは何をつなげてきたか

第 4回 技術の進化とオープンプライバシー社会

第 5回 社会の制度と法律

第 6回 ソーシャルメディアとニュース

第 7回 ソーシャルメディアと広告

第 8回 ソーシャルメディアと政治

第 9回 ソーシャルメディアとキャンペーン

第 10 回 ソーシャルメディアと都市

第 11 回 ソーシャルメディアと権利

第 12 回 ソーシャルメディアとモノ （IoT）

第 13 回 ソーシャルメディアとテレビ

第 14 回 ソーシャルメディア社会の課題と解決

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業は教科書である 『ソーシャルメディア論 ： つながりを再設計する』 に沿い展開される。 事前に対象範囲を予

習すること。 事後には教科書に設定された解いておくこと。

●評価方法
試験 60%、 平常点 40%。 平常点は、 授業中の発言や質問、 リアクションペーパーの内容で判断します。
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●受講生へのコメント
リアクションペーパーを提出してもらい、 授業への理解を確認する。 リアクションペーパーは授業中に紹介すること

がある。 現在進行形で起きるメディアの問題を扱うため授業計画を変更することがある。

●参考文献・教材
藤代裕之編 『ソーシャルメディア論 ： つながりを再設計する』 青弓社 （2015 年）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3215 開講期 単位数 標準履修年次

108
社会学特講Ⅱ

前集中 2 単位 2 ～ 4 年
Special Lecture on Sociology Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 藤原 翔  非常勤講師

●科目の主題
現代社会における格差 ・ 不平等の生成 ・ 維持に関する議論を踏まえ、 日本の実態について社会調査データの

計量分析を通じた検討を行う。

●到達目標
格差や不平等が生成される基本メカニズムとそれに対して制度が与える影響を検討した上で、 日本社会の現状を

考察すること。 また、 計量分析を通じて、 社会現象を読み解く力を身につけること。

●授業内容・授業計画
現代社会における格差 ・ 不平等に関する主要なトピックを取り上げ、 その歴史的経緯と理論的 ・ 方法的発展に

ついて議論した後に、

社会移動、 教育機会の不平等、 学歴社会の趨勢と構造そしてメカニズムについて検討する。 講義では理論の紹

介だけではなく、 社会調査データの計量分析から、 日本の実態を明らかにする。 以上の議論を踏まえた上で、 第

5 世代の社会階層論の課題を考察する。

第 1回 現代における格差 ・ 不平等研究

第 2回 格差 ・ 不平等研究の歴史

第 3回 階級 ・ 階層概念の理論的検討

第 4回 階級 ・ 階層の操作化

第 5回 社会移動の研究

第 6回 社会移動の国際比較

第 7回 社会移動における教育の役割

第 8回 教育機会の不平等の趨勢とメカニズム

第 9回 日本における教育機会の不平等

第 10 回 教育と職業

第 11 回 日本における教育と職業の関連

第 12 回 社会階層論と計量社会学

第 13 回 社会階層論と統計的因果推論

第 14 回 第 5 世代の社会階層研究とは何か

第 15 回 第 5 世代の社会階層研究の課題

●事前・事後学習の内容
社会階層は、 他の様々な社会現象とか変わってくる。 各自のテーマ関心において、 社会階層はどのように扱わ

れてきたのか、 あるいはどのように関わってくる可能性があるのかを事前に考察するとよい。 また事後においては、

本講義の議論を踏まえた上で各自のテーマを読み解くことが期待される。

●評価方法
出席状況 60%、 授業時のレポート等提出物 40% によって総合的に評価する。

●受講生へのコメント
●参考文献・教材

授業中に適宜紹介する。 また資料は講義時に配布する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3217 開講期 単位数 標準履修年次

109
社会調査法

後木 2 2 単位 2 ～ 4 年
Survey Methodology

授業形態 担当教員名

講義 川野 英二 教授

●科目の主題
社会調査によって資料やデータを収集し、 分析しうる形にまで整理していく具体的な方法について学習する。

●到達目標
調査目的と調査方法、 調査方法の決め方、 調査設計と企画、 仮説構成、 サンプリングの方法、 調査票の作成・

質問文の作り方、調査の実施方法、調査データの整理などについて解説し、「いい加減」 な調査をおこなったり 「い

い加減」 な調査のデータにだまされたりしないようになることが本講義の目標である。

●授業内容・授業計画
授業は教科書にもとづきすすめ、 補足的な内容を説明する。 この授業のなかで自分の研究テーマ ・ 研究計画を

具体的に考える。

第 1回 社会調査の意義

第 2回 社会調査の歴史

第 3回 社会調査の目的と方法

第 4回 調査方法の決め方

第 5回 調査の設計と企画

第 6回 仮説の構築

第 7回 量的調査の意義

第 8回 量的調査の方法 （1） ： サンプリング

第 9回 量的調査の方法 （2） ： 調査票の作成

第 10 回 量的調査の方法 （3） ： 調査票の配布と回収

第 11 回 量的調査の方法 （4） ： データの整理

第 12 回 質的調査の意義

第 13 回 質的調査の方法と注意点

第 14 回 質的データの取り扱い

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 教科書の該当部分を読む。

事後学習 ： ノートを整理して、 新しい用語の理解を深める。

●評価方法
平常点 ・ 期末試験

●受講生へのコメント
本講は、 社会調査士資格認定Ｂ科目である。 社会学コース生は、 必ず前期開講の 「社会学研究法Ⅰ」 と後期

開講の 「社会調査法」 を通年で履修すること。

教科書は必ず購入すること。

●参考文献・教材
【教科書】
轟亮ほか 『入門 ・ 社会調査法―2 ステップで基礎から学ぶ ［第 2 版］』 法律文化社、 2013 年

【参考書】
佐藤郁哉　『社会調査の考え方　上下』　東京大学出版会、 2015 年

篠原清夫ほか 『社会調査の基礎』 弘文堂、 2010 年

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBSOC3218 開講期 単位数 標準履修年次

110
社会学データ解析法

後木 4 2 単位 2 ～ 4 年
Quantitative Data Analysis

授業形態 担当教員名

演習 川野 英二 教授

●科目の主題
社会調査データの計量分析の基礎を学ぶ

●到達目標
計量論文を読み書きするために必要な多変量解析の基本的な技法を習得する。
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●授業内容・授業計画
授業は統計ソフトウェアを使用し、 実習形式でおこなう。 授業では、 各分析について説明したのち、 ソフトウェア

を用いて実際にデータの分析をおこなう。 この授業は、社会調査士 （E） 科目として認定を受ける予定である。 なお、

本授業を履修するさいには、 「人間行動学データ解析 I および II」 を履修済みであること。

第 1回 統計ソフトの基本的な使用法 1

第 2回 統計ソフトの基本的な使用法 2

第 3回 統計学の復習 1

第 4回 統計学の復習 2

第 5回 回帰分析の基礎と実践

第 6回 重回帰分析の基礎

第 7回 重回帰分析の実践

第 8回 交互作用効果

第 9回 モデルの診断 （多重共線性や残差の分布のチェック）

第 10 回 モデルの選択 （AIC とステップワイズ法）

第 11 回 ロジスティック回帰分析の基礎

第 12 回 ロジスティック回帰分析の実践

第 13 回 主成分分析

第 14 回 対応分析

第 15 回 その他の分析

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 教科書の該当箇所を読む。

事後学習 ： 課題をおこなう。

●評価方法
平常点

課題の提出

●受講生へのコメント
ソフトの操作に習熟するまでにやや時間はかかるが、 自宅学習を重ねて根気強く続けること。

●参考文献・教材
金井雅之ほか編 『社会調査の応用』 弘文堂　2012 年

永吉希久子 『行動科学の統計学 ： 社会調査のデータ解析』 共立出版　2016 年

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBPSY3201 開講期 単位数 標準履修年次

111
心理学概論Ⅰ

前木 2 2 単位 2 ～ 4 年
General Psychology Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 池上 知子 教授

●科目の主題
近年、 心理学は著しい発展を遂げ、 研究の領域も大きく広がった。 本授業では、 心理学の発展の背景にある時

代精神、 心理学の対象、 方法などの歴史的変遷を知ることにより、 心理学の全般的理解を促し、 今後の方向やあ

るべき姿を考える。

●到達目標
主として心理学コースの学生が心理学の全体像を把握し、 心理学の各専門分野を学ぶための基礎知識を習得で

きるようにする。

●授業内容・授業計画
20 世紀初頭から現代に至る心理学の主要な潮流とその成果を学ぶ。 すなわち、 フロイトによって創設された精神

分析学、 アメリカにおける行動主義、 そしてドイツに生まれたゲシュタルト心理学について、 それぞれの分野におけ

る現在の研究課題と関連づけながら概説する。 授業計画はおよそ以下の通りとなる。

第 1回 心理学とは何か―科学と常識―

第 2回 心理学の方法論―科学としての心理学―

第 3回 ヴントの心理学―実験心理学の誕生―

第 4回 精神物理測定学―主観と客観―

第 5回 精神分析学の誕生

第 6回 精神分析学の展開

第 7回 精神分析学の功罪―多重人格障害の治療をめぐって―
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第 8回 心理査定と心理療法

第 9回 行動主義心理学とは―パブロフの犬―

第 10 回 行動主義心理学―恐怖条件づけ―

第 11 回 行動主義心理学の展開―スキナーボックス―

第 12 回 行動主義心理学の功罪―兵士はいかに戦わされてきたか―

第 13 回 行動主義を超えて―試行錯誤か直観か―

第 14 回 ゲシュタルト心理学とは

第 15 回 認知主義の台頭―認知革命―

●事前・事後学習の内容
前週の授業時に次回の講義に関するプリント資料を配布し、 事前に目を通しておくように指示する。 講義内容の

発展的理解を促すために参考図書を紹介し、 学期末までに読んでおくように指示する。

●評価方法
主として学期末に行う試験の成績によって評価する。

定期試験 （100％）

●受講生へのコメント
心理学の研究方法への理解を深めるため、 授業終了時にさまざまな質問紙調査への協力を依頼したり、 授業時

間外に行われる実験への参加を要請することがある。 受講生は積極的に参加してほしい。

●参考文献・教材
大山正 （著） （2010）　『心理学史―現代心理学の生い立ち―』　サイエンス社

北尾倫彦他 （著） (1997)　『グラフィック心理学』　サイエンス社

無藤隆他 （著） （2004）　『心理学』　有斐閣

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBPSY3202 開講期 単位数 標準履修年次

112
心理学概論Ⅱ

後木 2 2 単位 2 ～ 4 年
General Psychology Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 池上 知子 教授

●科目の主題
本授業では、 心理学概論Ⅰに続いて、 心理学の対象、 方法などの歴史的変遷を追い、 現代心理学の源流を知

ることにより、 心理学全般への理解を促し、 今後の方向やあるべき姿を考える。

●到達目標
主として心理学コースの学生が心理学の全体像を把握し、 心理学の各専門分野を学ぶための基礎知識を習得で

きるようにする。

●授業内容・授業計画
20 世紀に独自の発展を遂げた認知心理学、 社会心理学、 性格心理学、 発達心理学の各分野の成立と展開に

ついて概説する。 また、 脳研究及び動物研究と心理学の関係に触れながら、 心の起源について考える。 授業計画

はおよそ以下の通りとなる。

第 1回 心とは何か

第 2回 認知心理学―知覚研究の展開―

第 3回 認知心理学―記憶研究の展開―

第 4回 認知心理学―推論と判断 -

第 5回 認知心理学―社会的認知研究の登場―

第 6回 社会心理学の源流―状況の力―

第 7回 社会心理学の進展

第 8回 社会心理学の最近の動向―ミクロとマクロ―

第 9回 個人差の心理学―性格の個人差―

第 10 回 個人差の心理学―知能の個人差―

第 11 回 発達心理学―性格形成―

第 12 回 発達心理学―知能の発達―

第 13 回 心理学と脳研究の源流

第 14 回 心理学と脳研究の現在

第 15 回 動物研究と心理学―進化心理学の源流―

●事前・事後学習の内容
前週の授業時に次回の講義に関するプリント資料を配布し、 事前に目を通しておくように指示する。 講義内容の
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発展的理解を促すために参考図書を紹介し、 学期末までに読んでおくように指示する。

●評価方法
主として学期末に行う試験の成績により評価する。

定期試験 （100％）

●受講生へのコメント
心理学の研究方法への理解を深めるため、 授業終了時にさまざまな質問紙調査への協力を依頼したり、 授業時

間外に行われる実験への参加を要請することもある。 受講生は積極的に参加してほしい。

●参考文献・教材
大山正 （著） （2010）　『心理学史―現代心理学の生い立ち―』　サイエンス社

北尾倫彦他 （著） （1997）　『グラフィック心理学』　サイエンス社

無藤隆他 （著） （2004）　『心理学』　有斐閣

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBPSY3203 開講期 単位数 標準履修年次

113
心理学研究法Ⅰ

前月 3 2 単位 2 ～ 4 年
Research methods in Psychology Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 山 祐嗣 教授

●科目の主題
心理学の研究を行う際に必要になる実験 ・ 調査の計画やデータの解析の方法、 すなわち心理学における方法

論の問題を概説する。

●到達目標
研究論文を読んで問題点を見つけ、 その問題点を解決できるような実験 ・ 調査能力の基礎となる知識やスキルを

習得することを目標とする。 実験 ・ 調査を遂行するための計画法と、 得られたデータから何がいえるかという科学的

な思考能力が求められる。

●授業内容・授業計画
講義は概ね以下の内容で行われる。

第 1回 科学的 ・ 実証的方法とは ： 心理学実験

第 2回 科学的 ・ 実証的方法とは ： 調査法

第 3回 実験と観察

第 4回 実証の手続き ： 心理学実験

第 5回 実証の手続き ： 調査法

第 6回 調査の設計 ： サンプリングなど

第 7回 調査の設計における独立変数の操作

第 8回 実験計画における独立変数の操作

第 9回 実験における従属変数と測定

第 10 回 調査法における従属変数と測定

第 11 回 質問紙による調査 ： 調査票の構成と質問文の作り方 (1)

第 12 回 質問紙による調査 ： 調査票の構成と質問文の作り方 (2)

第 13 回 実験室実験の研究法上の問題

第 14 回 調査の研究法上の問題

第 15 回 心理学に特有の研究法上の問題

●事前・事後学習の内容
基本的に教科書である 『心理学研究法』 に沿って授業を行いますので、それを読んで予習・復習をしてください。

●評価方法
期末試験の成績による。

●受講生へのコメント
自分の研究テーマについての論文を読んだとき、 独立変数の操作や従属変数の測定法などに留意する。

●参考文献・教材
教科書 ： 高野陽太郎 ・ 岡　隆 ( 編 ) 『心理学研究法』 有斐閣　2004

参考書 ： 伊藤正人 『心理学研究法入門 ： 行動研究のための研究計画とデータ解析』 昭和堂 2006

森　敏昭 ・ 吉田寿夫 ( 編著 ) 『心理学のためのデータ解析テクニカルブック』 北大路書房 1990

－ 107 －



掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBPSY3204 開講期 単位数 標準履修年次

114
心理学研究法Ⅱ

後月 3 2 単位 2 ～ 4 年
Research methods in Psychology Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 山 祐嗣 教授

●科目の主題
心理学研究法Ⅰで習得した知識 ・ スキルをさらに発展させるべく、 心理学の研究を行う際に必要になる実験 ・ 調

査の計画やデータの解析の方法を概説する。

●到達目標
研究論文を読んで問題点を見つけ、 その問題点を解決できるような実験 ・ 調査能力の基礎となる知識やスキルを

習得することを目標とする。 実験 ・ 調査を遂行するための計画法と、 得られたデータから何がいえるかという科学的

な思考能力が求められる。

●授業内容・授業計画
講義は概ね以下の内容で行われる。

第 1回 はじめに ( 既存の知識の確認 )

第 2回 調査法 (1) ： 調査票の構成と質問文の作り方

第 3回 調査法 (2) ： 調査票の配布と回収

第 4回 調査法 (3) ： 実施の方法など

第 5回 観察法 (1) ： 実施の方法など

第 6回 観察法 (2) ： 実施の方法など

第 7回 検査法 ： 実施の方法など

第 8回 研究の実施 ： 実験室実験

第 9回 研究の実施 ： 調査法

第 10 回 調査データの整理および統計的分析 (1)

第 11 回 調査データの整理および統計的分析 (2)

第 12 回 調査データの整理および統計的分析 (3)

第 13 回 実験データの統計的分析

第 14 回 実験データ ・ 調査データの結果の解釈

第 15 回 実験的研究報告 ・ 調査報告

●事前・事後学習の内容
基本的に、 教科書である 『心理学研究法』 に沿って授業を行います。 それで予習と復習を行ってください。

●評価方法
仮想の実験データについてのレポートによって評価する。

●受講生へのコメント
自分の研究テーマについての論文を読んだとき、 研究の方法論、 データ分析の方法などに留意する。

●参考文献・教材
教科書 ： 高野陽太郎 ・ 岡　隆 ( 編 ) 『心理学研究法』 有斐閣 2004

参考書 ： 伊藤正人 『心理学研究法入門 ： 行動研究のための研究計画とデータ解析』 昭和堂 2006

森　敏昭 ・ 吉田寿夫 ( 編著 ) 『心理学のためのデータ解析テクニカルブック』 北大路書房 1990

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBPSY3205 開講期 単位数 標準履修年次

115
心理学実験演習Ⅰ

前水 3 2 単位 2 年
Laboratory Work in Psychology Ⅰ

授業形態 担当教員名

実験演習 川邉 光一 准教授／田中 宏明 非常勤講師

●科目の主題
心理学の代表的な実験 ・ 調査をとりあげ、 それらの実験方法 ・ 調査方法、 データ獲得の手順、 結果の統計的

な処理方法などを学ぶ。

●到達目標
心理学の基礎的な研究法を理解し習得すると同時に、 実験を通じて科学的なものの考え方を身につける。

●授業内容・授業計画
実験演習ⅠとⅡを通して約 10 種の実験課題を行い、 原則として毎回レポートの提出を義務づける。 すべての実

験についての出席とレポート提出を単位取得の最低要件とする。 実験演習ⅠとⅡは時限をまたぎ連続して行うので、

同じ学年度に履修すること。
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第 1回 オリエンテーション

第 2回 実験 (1)

第 3回 実験 (2)

第 4回 実験 (3)

第 5回 実験 (4)

第 6回 実験 (5)

第 7回 実験 (6)

第 8回 実験 (7)

第 9回 実験 (8)

第 10 回 実験 (9)

第 11 回 実験 (10)

第 12 回 実験 (11)

第 13 回 実験 (12)

第 14 回 実験 (13)

第 15 回 レポート講評

●事前・事後学習の内容
授業当日に予定される実験について、 テキストを通じ事前に大まかな内容を理解しておくこと。 返却されたレポー

トを通じて、 レポートの内容や書き方などについて再学習を行い、 以降のレポート執筆に生かしてほしい。

●評価方法
実験課題ごとに課されるレポートを基準に評価を行う。 未提出のレポートがある場合は、 評価の対象外となるので

注意すること。

●受講生へのコメント
レポートや論文の執筆技術は、 執筆を繰り返すことによって向上する。 この演習を通じて、 心理学における研究

手法のみでなく、 これらの技術についてもしっかりと習得し、 実験演習Ⅲ ・ Ⅳや卒業論文に生かしてもらいたい。

●参考文献・教材
テキスト　心理学実験指導研究会編　『実験とテスト＝心理学の基礎』 実習編、 解説編　培風館

参考書　課題ごとに随時紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBPSY3206 開講期 単位数 標準履修年次

116
心理学実験演習Ⅱ

前水 4 2 単位 2 年
Laboratory Work in Psychology Ⅱ

授業形態 担当教員名

実験演習 川邉 光一 准教授／田中 宏明 非常勤講師

●科目の主題
心理学の代表的な実験 ・ 調査をとりあげ、 それらの実験方法 ・ 調査方法、 データ獲得の手順、 結果の統計的

な処理方法などを学ぶ。

●到達目標
心理学の基礎的な研究法を理解し習得すると同時に、 実験を通じて科学的なものの考え方を身につける。

●授業内容・授業計画
実験演習ⅠとⅡを通して約 10 種の実験課題を行い、 原則として毎回レポートの提出を義務づける。 すべての実

験についての出席とレポート提出を単位取得の最低要件とする。 実験演習ⅠとⅡは時限をまたぎ連続して行うので、

同じ学年度に履修すること。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 実験 (1)

第 3回 実験 (2)

第 4回 実験 (3)

第 5回 実験 (4)

第 6回 実験 (5)

第 7回 実験 (6)

第 8回 実験 (7)

第 9回 実験 (8)

第 10 回 実験 (9)

第 11 回 実験 (10)

第 12 回 実験 (11)
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第 13 回 実験 (12)

第 14 回 実験 (13)

第 15 回 レポート講評

●事前・事後学習の内容
授業当日に予定される実験について、 テキストを通じ事前に大まかな内容を理解しておくこと。 返却されたレポー

トを通じて、 レポートの内容や書き方などについて再学習を行い、 以降のレポート執筆に生かしてほしい。

●評価方法
実験課題ごとに課されるレポートを基準に評価を行う。 未提出のレポートがある場合は、 評価の対象外となるので

注意すること。

●受講生へのコメント
レポートや論文の執筆技術は、 執筆を繰り返すことによって向上する。 この演習を通じて、 心理学における研究

手法のみでなく、 これらの技術についてもしっかりと習得し、 実験演習Ⅲ ・ Ⅳや卒業論文に生かしてもらいたい。

●参考文献・教材
テキスト　心理学実験指導研究会編　『実験とテスト＝心理学の基礎』 実習編、 解説編　培風館

参考書　課題ごとに随時紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBPSY3301 開講期 単位数 標準履修年次

117

心理学実験演習Ⅲ
前水 2 2 単位 3 年

Laboratory Work in Psychology Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習
池上 知子 教授／山 祐嗣 教授／川邉 光一 准教授／
佐伯 大輔 准教授

●科目の主題
卒業論文作成の前段階として、各自で設定したテーマに基づいた研究を計画・実施し、その成果を論文 （レポート）

としてまとめるまでの一連の過程を実践する。 この実験演習は、「心理学実験演習Ⅰ・Ⅱ」 並びに 「心理学研究法Ⅰ・

Ⅱ」 で習得した基礎的事項や研究方法に関する知識を前提とする。

●到達目標
心理学の論文を作成するために必要な文献の検索、 実験 ・ 調査の計画、 実験 ・ 調査の実施、 データ解析など、

実験心理学的な思考法と技能の習得を目標とする。

各自の卒業論文に関連するテーマを取り上げることが望ましいが、 卒業論文と異なるテーマでもよい。

●授業内容・授業計画
各自が研究テーマを決め、 そのテーマに関連する文献 （主に英語論文） を検索し、 その中から少なくとも 3 編

以上読み、 その内容をレジュメにまとめて授業時に発表する。 授業では、 指導教員からのコメントや受講者との議

論を通して、 各自の研究テーマに関する研究計画 （目的、 方法、 解析法などをまとめたもの） を立てる。 この研究

計画にもとづいて、 実験・調査を実施し、 得られたデータに適切な解析を行い、 研究目的に対する結論を導出する。

最後に、 これらをレポートにまとめ提出する。

第 1回 ガイダンス

第 2回 文献検索

第 3回 文献発表 (1)

第 4回 文献発表 (2)

第 5回 文献発表 (3)

第 6回 文献発表 (4)

第 7回 文献発表 (5)

第 8回 研究計画発表

第 9回 実験 ・ 調査 (1)

第 10 回 実験 ・ 調査 (2)

第 11 回 実験 ・ 調査 (3)

第 12 回 実験 ・ 調査 (4)

第 13 回 実験 ・ 調査 (5)

第 14 回 研究結果報告

第 15 回 レポート提出

●事前・事後学習の内容
文献の発表、 研究計画の発表、 研究結果の報告など、 受講生は全員さまざまな発表を毎回求められるので、 授

業前にその準備をし発表用のレジメを作成しなければならない。 また、 授業時に教員等から受けた指摘や与えられ
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た課題に基づき、 次回の発表に備えなければならない。

●評価方法
各自が作成した研究レポートの評価による。

●受講生へのコメント
英語論文を読むことは最初は難しく感じるかもしれないが、 いくつか読むうちに、 容易に読めるようになる。 また、

実験や調査を行うことは、 かなりの時間と労力を必要とするが、 こうした努力を通して、 実証科学としての心理学のも

のの見方を体得することができるのである。

最初の授業時に各自の希望する研究テーマに応じて担当指導教員を決定するため、 予めテーマを決めておいて

ほしい。

●参考文献・教材
指導教員が適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBPSY3302 開講期 単位数 標準履修年次

118

心理学実験演習Ⅳ
後水 2 2 単位 3 年

Laboratory Work in Psychology Ⅳ

授業形態 担当教員名

演習
池上 知子 教授／山 祐嗣 教授／川邉 光一 准教授／佐伯 
大輔 准教授

●科目の主題
卒業論文作成の前段階として、各自で設定したテーマに基づいた研究を計画、実施し、その成果を論文 （レポー

ト） としてまとめるまでの一連の過程を実践する。 この実験演習は、 心理学実験演習Ⅰ、 ⅡおよびⅢで習得した基

礎的事項、 研究方法に関する知識を前提とする。

●到達目標
心理学実験演習Ⅲに引き続き、 心理学の論文を作成するために必要な文献の検索、 実験・調査の計画、 実験・

調査の実施、 データ解析など、 実験心理学的な思考法と技能の習得を目標とする。

授業の進行方法は心理学実験演習Ⅲと全く同様であるが、 心理学実験演習Ⅳで設定する研究テーマは、 卒業

論文に関連するテーマであることが望ましい。

●授業内容・授業計画
各自が研究テーマを決め、 その研究テーマに関連する文献 （主に英語論文） を検索し、 その中から少なくとも

3 編以上読み、 その内容をレジュメにまとめて授業時に発表する。 授業では、 指導教員からのコメントや受講者との

議論を通して、 各自の研究テーマに関する研究計画 （目的、 方法、 解析法などをまとめたもの） を立てる。 この研

究計画にもとづいて、 実験 ・ 調査を実施し、 得られたデータに適切な解析を行い、 研究目的に対する結論を導出

する。 最後に、 これらをレポートにまとめ提出する。

第 1回 ガイダンス

第 2回 文献検索

第 3回 文献発表 (1)

第 4回 文献発表 (2)

第 5回 文献発表 (3)

第 6回 文献発表 (4)

第 7回 文献発表 (5)

第 8回 研究計画発表

第 9回 実験 ・ 調査 (1)

第 10 回 実験 ・ 調査 (2)

第 11 回 実験 ・ 調査 (3)

第 12 回 実験 ・ 調査 (4)

第 13 回 実験 ・ 調査 (5)

第 14 回 研究結果報告

第 15 回 レポート提出

●事前・事後学習の内容
文献の発表、 研究計画の発表、 研究結果の報告など、 受講生は全員さまざまな発表を毎回求められるので、 授

業前にその準備をし発表用のレジメを作成しなければならない。 また、 授業時に教員等から受けた指摘や与えられ

た課題に基づき、 次回の発表に備えなければならない

●評価方法
各自が作成した研究レポートの評価による。

●受講生へのコメント
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英語論文を読むことは最初は難しく感じるかもしれないが、 いくつか読むうちに、 容易に読めるようになる。 また、

実験や調査を行うことは、 かなりの時間と労力を必要とするが、 こうした努力を通して、 実証科学としての心理学のも

のの見方を体得することができるのである。

最初の授業時に各自の希望する研究テーマに応じて担当指導教員を決定するため、 予めテーマを決めておいて

ほしい。

●参考文献・教材
指導教員が適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBPSY3303 開講期 単位数 標準履修年次

119
人間行動学データ解析法Ⅲ

前木 2 2 単位 3 ・ 4 年
Data Analysis in Human Behavioral Science Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習 鈴木 文子 非常勤講師

●科目の主題
人間行動学データ解析法Ⅱで学んだことを基礎として、より複雑な実験デザインに対応した統計分析（分散分析）、

および、 複数の変数間の複雑な関係を明らかにするための統計分析 （重回帰分析と因子分析） を学習する。 具

体的には、 1 要因 ・ 2 要因分散分析、 重回帰分析、 因子分析について基本的な考え方と実際の適用の仕方を習

得する。

●到達目標
分散分析、 重回帰分析、 因子分析の基本的な考え方を理解し、 コンピューターを用いて実際に分析ができ、 分

析結果を適切に記述できるようになることが目標である。

●授業内容・授業計画
講義は概ね以下の内容で行われる。

第 1回 統計的仮説検定の原理 （復習）

第 2回 分散分析とは

第 3回 1 要因分散分析 （対応がない場合） の実践

第 4回 1 要因分散分析 （対応がある場合） の実践

第 5回 2 要因分散分析 （2 要因とも対応がない場合） の実践

第 6回 2 要因分散分析 （混合要因の場合） の実践

第 7回 2 要因分散分析 （2 要因とも対応がある場合） の実践

第 8回 分散分析のまとめ

第 9回 相関係数を利用した分析とその実践

第 10 回 重回帰分析とは

第 11 回 重回帰分析の実践①

第 12 回 重回帰分析の実践②

第 13 回 因子分析とは

第 14 回 因子分析の実践

第 15 回 総括とレポート課題の提出

●事前・事後学習の内容
授業ごとに出される課題にしっかりと取り組むこと。 不明な点があれば、 その都度質問するか参考書で調べるなど

して理解しながら課題に取り組むことが望まれる。

●評価方法
各分析の実践のための練習課題への取り組みと学期末のレポートによって評価を行う。

●受講生へのコメント
統計に関する知識は研究を進める上で必要不可欠なので、 しっかり身につけてほしい。

●参考文献・教材
参考文献

田中敏 ・ 山際勇一郎 『新訂ユーザーのための教育 ・ 心理統計と実験計画法』 教育出版

森敏昭 ・ 吉田寿夫編著 『心理学のためのデータ解析テクニカルブック』 北大路書房
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBPSY3209 開講期 単位数 標準履修年次

120
学習心理学特論

後水 1 2 単位 2 ～ 4 年
Special Studies in the Psychology of Learning

授業形態 担当教員名

講義 佐伯 大輔 准教授

●科目の主題
心理学における 「学習」 とは、 個体が様々なことを経験することにより、 行動が変化することをいう。 この授業で

は、 これまでヒトや動物を対象に研究されてきた学習の現象について、 オペラント条件づけを用いた研究を中心に、

実験室における基礎研究から行動改善を目的とした応用研究まで、 幅広く紹介し考察する。

●到達目標
ヒトや動物の学習に関する知見を得ることを通して、 行動にはどのような法則性があり、 それはどのように研究をす

れば明らかになるのかを理解する。 さらに、 実験室で得られた法則性が、 私達の日常行動の理解にどう役立てられ

るのかを学ぶ。

●授業内容・授業計画
主に以下の章立てに沿って、 講義形式で授業を行う。

第 1回 学習とは何か

第 2回 学習研究の歴史

第 3回 レスポンデント条件づけ

第 4回 オペラント条件づけ （1） ： 基礎的事実

第 5回 オペラント条件づけ （2） ： 強化スケジュール

第 6回 オペラント条件づけ （3） ： 刺激性制御

第 7回 複雑な学習 （1） ： コミュニケーション

第 8回 複雑な学習 （2） ： 概念弁別

第 9回 複雑な学習 （3） ： 選択行動 （1）

第 10 回 複雑な学習 （4） ： 選択行動 （2）

第 11 回 学習研究の応用 （1） ： 情動条件づけ

第 12 回 学習研究の応用 （2） ： 系統的脱感作、 モデリング

第 13 回 学習研究の応用 （3） ： バイオ ・ フィードバック

第 14 回 学習研究の応用 （4） ： 応用行動分析

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： テキストの該当部分を読み、 疑問点を挙げておく。

事後学習 ： 授業で進んだ部分について確認し、 自分の意見をまとめる。

●評価方法
平常点と期末試験で評価する。

●受講生へのコメント
心理学の研究方法への理解を深めてもらうため、 質問紙調査に協力を求めたり、 実験への参加協力を要請する

場合もある。 受講者は、 これらに積極的に参加、 協力してほしい。

●参考文献・教材
テキスト

伊藤正人 （2005） 「行動と学習の心理学 ： 日常生活を理解する」 昭和堂

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBPSY3211 開講期 単位数 標準履修年次

121
社会心理学特論

後火 2 2 単位 2 ～ 4 年
Special Studies in Social Psychology

授業形態 担当教員名

講義 矢田　尚也　非常勤講師

●科目の主題
われわれはみな、 自分の周囲にいる人たちからさまざまな影響を受けながら、 あるいは、 自分が周囲の人たちに

さまざまな影響を及ぼしながら生きている。 われわれの日常は、他者とのかかわりを抜きには語れない。 本授業では、

人間がいかに社会的な存在であるかを心理学の視点から考察し、 人間性に対する理解を深める。

●到達目標
主として心理学コースの学生が、 社会心理学の分野で卒業論文を作成するために必要な専門的知識や教養を習

得できるようにする。
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●授業内容・授業計画
社会心理学の主要な学問的課題である個人と集団の関係に焦点を当て、 重要なトピックを精選して講述する

第 1回 社会心理学とは何か　－場の理論－

第 2回 状況の力　－模擬監獄実験とアイヒマン実験－

第 3回 他者の印象の形成　－情報の効果－

第 4回 他者の印象の形成　－既有知識の効果－

第 5回 他者の存在がもたらす効果　－傍観者の心理－

第 6回 他者の存在がもたらす効果　－社会的促進と抑制－

第 7回 他者の存在がもたらす効果　－暴力映像と攻撃性－

第 8回 同調の心理　－白を黒といわせる力－

第 9回 集団意思決定　－リスキーシフトと共有知識効果－

第 10 回 集団による問題解決　－ブレーンストーミング－

第 11 回 集団間葛藤　－シェリフのサマーキャンプ実験－

第 12 回 集団間差別　－社会的アイデンティティ理論－

第 13 回 外国人排斥の心理　－愛国心と排外主義－

第 14 回 偏見とプライド　－自尊心維持装置としてのステレオタイプ－

第 15 回 格差社会の心理　－社会システム正当化理論－

●評価方法
定期試験の成績を基本として評価する。

●受講生へのコメント
社会心理学の研究方法への理解を深めるために、授業時間を利用して種々の質問紙調査への協力を依頼したり、

授業時間外に行われるさまざまな心理学実験への参加を求めることがある。 受講生は積極的に参加、 協力してほし

い。

●参考文献・教材
池上知子 ・ 遠藤由美 （共著） （2008） 『グラフィック社会心理学　第 2 版』　サイエンス社

池上知子 （2012） 『格差と序列の心理学　－平等主義のパラドクス－』　ミネルヴァ書房

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBPSY3213 開講期 単位数 標準履修年次

122
動物心理学特論

前火 4 2 単位 2 ～ 4 年
Special Studies in Animal Psychology

授業形態 担当教員名

講義 川邉 光一 准教授

●科目の主題
動物心理学は、『種の起源』 を著したダーウィン以来の長い歴史を特つ。 その目的は、主として実験や観察といっ

た科学的手法を用い動物の行動を客観的に分析することにより、 ヒトにも共通する行動 ・ 心的機能の基礎を探ること

や、 行動 ・ 心的機能の系統発生的過程を追跡することが目的とされる。

　本講義では、 心理学における動物実験の意義や歴史、 動物の行動に関する基礎的な知見、 動物実験の方法

論 ( 特に生理心理学的、 神経科学的手法 ) について概説する。 また、 精神疾患の動物モデルを例に挙げ、 動物

実験の結果をヒトに外挿するために必要な考え方について学んでもらう。 同時に、 これらを学ぶ上で必要となる基礎

的な神経科学的知識についてもとりあげる。

●到達目標
期末試験により成績評価を行う。 これに出席状況も加味する。

●授業内容・授業計画
概ね以下の内容を扱う予定である。

第 1回 心理学における動物実験の意義

第 2回 動物心理学の歴史

第 3回 動物の行動特性―種 ・ 系統による差異

第 4回 行動と遺伝、 行動と進化

第 5回 脳 ・ 神経系の構造とその進化

第 6回 神経細胞 ・ シナプスの構造とその情報伝達

第 7回 神経科学における動物実験の手法 (1) ： ヒトを対象とした実験と動物実験の差異

第 8回 神経科学における動物実験の手法 (2) ： 動物実験で用いられる実験手法

第 9回 動物行動の評価法 (1) ： 動物行動を測定 ・ 評価する上での諸問題

第 10 回 動物行動の評価法 (2) ： 学習 ・ 記憶課題
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第 11 回 動物行動の評価法 (3) ： 情動 ・ 不安、 その他の精神機能の測定法

第 12 回 行動薬理学の基礎

第 13 回 動物実験の実際 (1) ： 精神疾患の発症メカニズム

第 14 回 動物実験の実際 (2) ： 精神疾患モデルの作製とその評価

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業前に配布資料や参考書に目を通しておいてほしい。 授業後は講義の内容を踏まえ、 資料やノートの内容に

ついて復習しておくこと。

●評価方法
期末試験により成績評価を行う。 これに出席状況も加味する。

●受講生へのコメント
心理学の研究方法への理解を深めるため、 授業時間に種々の質問紙調査を実施したり、 授業時間外に実験ヘ

の参加を要請することもある。 受講生は積極的に参加してほしい。

●参考文献・教材
参考書
八木冕 ( 編 )(1975) 『心理学研究法 5　動物実験Ｉ』 東京大学出版会

八木冕 ( 編 )(1975) 『心理学研究法 6　動物実験Ⅱ』 東京大学出版会

Carlson, N.R. （泰羅雅登 ・ 中村克樹監訳） (2013) 『神経科学テキスト―脳と行動』 ( 第 4 版 ) 丸善

Pinel, J.P.J. （佐藤敬他訳） (2005) 『バイオサイコロジー : 脳―心と行動の神経科学』 西村書店

日本薬理学会 （編） (2010) 『実験薬理学 「実践行動薬理学」』 金芳堂

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBPSY3214 開講期 単位数 標準履修年次

123
文化心理学特論

前火 3 2 単位 2 ～ 4 年
Special Studies in Cultural Psychology

授業形態 担当教員名

講義 山 祐嗣 教授

●科目の主題
認知心理学、 進化心理学、 文化心理学という視点から、 さまざまな研究を紹介し、 文化的適応、 人間の合理性

について追及する。

●到達目標
認知心理学、 進化心理学、 文化心理学という視点から、 認知の文化的適応についての理解を深め、 自分で問

題を追及する資質を涵養する。

●授業内容・授業計画
授業は講義形式で、 前半は主として適応一般の概念について、 後半は文化的適応と文化多様性について解説

する。

第 1回 適応とは何か

第 2回 進化心理学

第 3回 認知の進化

第 4回 二重過程理論

第 5回 文化とは何か

第 6回 適応という視点からの認知

第 7回 文化的多様性の始まり

第 8回 文化心理学とは何か

第 9回 個人主義と集団主義 1

第 10 回 個人主義と集団主義 2

第 11 回 自己と文化

第 12 回 認知と文化 1

第 13 回 認知と文化 2

第 14 回 東洋人の弁証法

第 15 回 文化の伝達 ・ 伝播

●事前・事後学習の内容
授業中に多くの参考文献を紹介しますが、 それをできるだけ多く読むようにしてください。

●評価方法
期末試験において成績を評価する。
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●受講生へのコメント
心理学においては、 実際に実験や調査がどのように行われているのか実際に体験することが重要です。 本講に

おいても、 時々デモあるいは、 実験 ・ 調査が行われますが、 参加してみてください。

●参考文献・教材
参考文献

増田貴彦 ・ 山岸俊男　「文化心理学 ( 上 )( 下 )」 培風館　2010

山　祐嗣　「日本人は論理的に考えることが本当に苦手なのか」　新曜社　2015

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBPSY3305 開講期 単位数 標準履修年次

124
心理学特講Ⅱ

前集中 2 単位 3 ・ 4 年
Special Topics in Psychology II

授業形態 担当教員名

講義形式 成田 健一 非常勤講師

●科目の主題
パーソナリティ， 認知スタイルなどに代表される心理学における個人差 （個人内差， 個人間差） の問題に焦点を

あてて講義を行います。 特に， 自己， 適応， 測定， 生涯発達などをキーワードに， 多様な理論と実証的研究方法

に基づいて， 人の心理学的個人差に関する理解を深められればと思います。

●到達目標
本講義では様々な心理学的な個人差に関わる問題を扱います。 それらの全てを完全に理解することは難しいか

もしれません。 このため， 本講義で扱った多面的な視点のいくつかを， 各自が興味 ・ 関心をもつ研究にうまく適用

することができることを目指したいと考えています。

●授業内容・授業計画
主に以下の内容で， 講義形式で行います。 ただし， 要望に応じて前後させたり， 特定のトピックを深めたり， 柔

軟に対応できればと考えています。

第 1回 　パーソナリティ心理学 / 個人差心理学の概観

第 2回 　パーソナリティ心理学の諸理論 1―特性論 ・ 5 因子モデル

第 3回 　パーソナリティ心理学の諸理論 2―人 ・ 状況論争と相互作用モデル

第 4回 　個人差の生涯発達 1―乳幼児期から青年期まで―

第 5回 　個人差の生涯発達 2―成人期から老年期まで―

第 6回 　自己と個人差 1―自己の諸側面

第 7回 　自己と個人差 2―自尊感情 ・ 自己効力感

第 8回 　精神的健康 ・ 不健康と個人差 1―ネガティブ感情 ・ ポジティブ感情―

第 9回 　精神的健康 ・ 不健康と個人差 2―レジリエンス―

第 10 回 　感情と個人差 1―自己意識的感情

第 11 回 　感情と個人差 2―感情の自己制御と加齢

第 12 回 　知能 / 認知能力と個人差

第 13 回 　個人差の測定 1―質問紙法

第 14 回 　個人差の測定 2―投影法 ・ 潜在指標

第 15 回 　パーソナリティ心理学 / 個人差心理学の課題と展望

●事前・事後学習の内容
事前知識は特に必要ありません。 参考書籍の内容そのものを講義する訳ではありませんが， 参考書籍のいくつ

かを参照しておくと， 背景知識が集積されるため， 本講義の理解が深まると思います。

事後学習として， 自身が興味を持つ心理学分野の個人差について， どのような研究がなされているのかを検討し，

その内容を本講義に関連づけることを目指してください。 それができるならば， 講義の内容を自分なりに理解したと

言えるかと思います。

●評価方法
講義への出席状況並びに提出されたレポートを総合的に勘案して評価する予定です。

●受講生へのコメント
本科目は文学研究科前期博士課程人間行動学専攻科目 「人間行動学研究 II」 との共通科目です。 講義で取

り扱うトピックは比較的ソフトですが， 内容はちょっとハードになるかもしれません。 このため， どんな講義であっても，

それを楽しめることを目指して欲しいなと思います。

●参考文献・教材
適宜資料を配布する予定です。

参考書籍としては以下をあげておきたいと思います。 （教科書的書籍）

岸本陽一 （編） （2010） パーソナリティ ( 現代心理学シリーズ 8) 　培風館

－ 116 －



丹野義彦 (2003). 性格の心理―ビッグファイブと臨床からみたパーソナリティ ( コンパクト新心理学ライブラリ ) 　サ

イエンス社

杉浦義典 ・ 丹野義彦 (2008). パーソナリティと臨床の心理学―次元モデルによる統合 ( 心理学の世界 教養編 ) 　

培風館

鈴木公啓 ( 編 )(2012). パーソナリティ心理学概論―性格理解への扉 ナカニシヤ出版 （ハンドブック）

日本パーソナリティ心理学会 ( 企画 ) 二宮克美ほか ( 編 )　(2013). パーソナリティ心理学ハンドブック　福村出版

Chamorro-Premuzic, T., von Stumm, S., &  Furnham, A. (Eds.). (2011). The Wiley-Blackwell Handbook of 

Individual Differences. Chichester,UK: Wiley-Blackwell.

Diehl, M., Hooker, K., & Sliwinski, M. J. (Eds.) (2015). Handbook of Intraindividual Variability Across the Life 

Span. New York, NY: Routledge/Taylor & Francis.

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3201 開講期 単位数 標準履修年次

125
教育学概論Ⅰ

後火 3 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction to Education Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 柏木 敦 教授

●科目の主題
「教育」 「教育学」 に関わる基礎的な知識を、 集団討議とその観察によって主体的に習得することを目的とする。

●到達目標
目標 （到達目標） ： 受講者同士の意見交換や議論およびそれらの観察を通じて、 「教育」 「教育学」 を複眼的

に捉えつつ理解し、 議論を解釈したり整理したりする力を身につけることを目標としたい。

●授業内容・授業計画
以下に掲げる基本的な論点について、 順に説明 ・ 議論する。

第 1回 ガイダンス

第 2回 概説 （1） —人間の教育〜子供の発見—

第 3回 概説 （2） —学校と教育〜思想と体制—

第 4回 人間の教育 （1）

第 5回 人間の教育 （2）

第 6回 伝統と革新 （1）

第 7回 伝統と革新 （2）

第 8回 子供の発見 （1）

第 9回 子供の発見 （2）

第 10 回 学校と教育 （1）

第 11 回 学校と教育 （2）

第 12 回 教育の科学へ （1）

第 13 回 教育の科学へ （2）

第 14 回 思想と体制 （1）

第 15 回 思想と体制 （2）

●事前・事後学習の内容
各回のテキスト該当箇所を事前に読み、当該テキストの思想的背景や今日的意義について、自分なりの意見をもっ

て講義に臨むこと。

●評価方法
受講生各自の発表、 レポートの総合成績によるが、 出席率も加味する。 自主的 ・ 主体的な発言がない場合は、

出席にカウントしない。

●受講生へのコメント
講義形式の授業であるが、 受講生が積極的に参加できる機会を設ける。 講義にあたっては、 次回講義の内容に

該当する教材を指示するので、 受講者あらかじめ一度は目を通してから出席すること。

●参考文献・教材
村井実 『原典による　教育学の歩み』 講談社、 1974 年。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3202 開講期 単位数 標準履修年次

126
教育学概論Ⅱ

前金２ 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction to Education Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 辻野けんま　非常勤講師

●科目の主題
価値観が多様化し相対化される時代の中で、「よい」教育を定義することが難しくなっている。 それにもかかわらず、

「いかにして人を育てるのか／いかにして人は育つのか」 といった教育論が学校だけでなく家庭や会社でさえ多く語

られている。 本講義では、私たちの教育において馴染みが深い「学校」に焦点をあてながら、「学校では何が学ばれ、

何が学ばれないのか？」 「学校があふれすぎている社会の課題とは何か？」 「学校をつくることは可能か？」 「学校

は国家とどのようなかかわりをもっているか？」 等、 あえて大胆な切り口によりながら現実を読み解いていく。 「常識」

にとらわれない視点から教育を捉えなおすという、 教育学の楽しさが伝わるような授業を目指したい。

●到達目標
教育について様々な視点があることを知り、 基本的な制度背景なども理解した上で、 自分なりの考えをつくり論理

的に表現できる。

●授業内容・授業計画
第 1回 教育と学校

第 2回 現代の学校をどう考えるか

第 3回 学校で何を教えるのか

第 4回 教師の成長

第 5回 株式会社立学校と公教育

第 6回 学校と社会

第 7回 近代と現代の学校

第 8回 学校の仕事

第 9回 制度としての学校

第 10 回 国家と学校

第 11 回 グローバル化する社会の学校教育

第 12 回 マイノリティと教育

第 13 回 生涯学習と教育

第 14 回 教育と権力

第 15 回 総括的討議

●事前・事後学習の内容
初回オリエンテーション時および毎回の授業で適宜指示する。

●評価方法
評価は、 平常点と小課題 （あわせて 4 割）、 最終レポート （6 割） を総合的に判断する。

●受講生へのコメント
大人数の授業であっても、 自分の中の疑問や意見を大切にし、 周囲にとらわれすぎず積極的に発言してほしい。

●参考文献・教材
テキストとして、 末松裕基編著 (2016) 『現代の学校を読み解く―学校の現在地と教育の未来―』 （春風社） を用

いるため、 各自で購入のうえ持参すること。

その他、 参考文献は適宜紹介する。 必要に応じて各種資料を配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3203 開講期 単位数 標準履修年次

127
教育方法学Ⅰ

前水 2 2 単位 2 ・ 3 年
Methodsology of Education Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 森 久佳 准教授

●科目の主題
本授業の目的は、教育方法学上の主要なテーマである 「学び （学習）」 や 「教える （教授）」、また、「授業」 や 「カ

リキュラム （教育課程）」、 「教師」 などに関する専門的な知見を習得することである。

●到達目標
(1) 「教育方法学」 に関する基本的知識と課題について理解する。

(2) 「学び （学習）」 や 「教える （教授）」、 「授業」 や 「カリキュラム （教育課程）」、 「教師」 といったテーマに

関する専門的な知見を修得する。
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●授業内容・授業計画
講義だけでなくグループワーク等も積極的に導入することで、 以下のテーマを扱う。

第 1回 オリエンテーション （授業の進め方などについての説明）

第 2回 「教育方法学」 の対象と課題

第 3回 「学ぶ」 ・ 「教える」 について （Ⅰ） ： 「学ぶ」 － 「教える」 の関係

第 4回 「学ぶ」 ・ 「教える」 について （Ⅱ） ： 「教える」 ことの難しさをめぐって

第 5回 「学校」 と 「授業」 ・ 「カリキュラム」 （Ⅰ） ： 近代学校の歴史と課題

第 6回 「学校」 と 「授業」 ・ 「カリキュラム」 （Ⅱ） ： 「授業」 の成立 ・ 定型化の歴史を中心に

第 7回 「学校」 と 「授業」 ・ 「カリキュラム」 （Ⅲ） ： 「カリキュラム」 の概念をめぐって

第 8回 「学力」 と 「教育評価」 （Ⅰ） ： 「学力」 の概念をめぐって

第 9回 「学力」 と 「教育評価」 （Ⅱ） ： 今日における学力論争を中心に

第 10 回 教科外教育活動について （Ⅰ） ： 歴史と分野 ・ 方法を中心に

第 11 回 教科外教育活動について （Ⅱ） ： 今日的課題をめぐって

第 12 回 教師の力量形成について （Ⅰ） ： 「教師」 の概念をめぐって

第 13 回 教師の力量形成について （Ⅱ） ： 専門家としての教師像を中心に

第 14 回 教師の力量形成について （Ⅲ） ： 最近の動向と課題を中心に

第 15 回 全体のまとめ

●事前・事後学習の内容
参考文献の講読とレジュメ ・ 資料等による振り返り。

●評価方法
平常点 （20％）、 小レポート （30％）、 レポート （50％）

●受講生へのコメント
学生自身が主体的、 自律的に学んでいくことを重視する。

また、 グループワーク等も積極的に取り入れる予定である。

●参考文献・教材
＜参考文献＞ （下記以外の文献も、 授業中に随時紹介する予定）

・ 臼井嘉一 （2010） 『教育実践学と教育方法論 ： カリキュラム ・ 教科指導 ・ 学力を教育実践から問い直す』 日

本標準．

・ 臼井嘉一監修 （2013） 『戦後日本の教育実践』 三恵社．

・ 木原俊行 （2006） 『教師が磨き合う 「学校研究」 ： 授業力量の向上をめざして』 ぎょうせい．

・ 佐藤学 （1995） 『教育方法学』 （岩波テキストブック） 岩波書店．

・ 田中耕治 ・ 鶴田清司 ・ 橋本美保 ・ 藤村宣之 （2012） 『新しい時代の教育方法』 （有斐閣アルマ） 有斐閣．

・ 日本教育方法学会編 （2004） 『現代教育方法事典』 図書文化社．

・ 日本教育方法学会編 （2009） 『日本の授業研究』 （上 ・ 下巻） 学文社．

・ 日本教育方法学会編 （2014） 『教育方法学研究ハンドブック』 学文社．

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3301 開講期 単位数 標準履修年次

128
教育方法学Ⅱ

前火 3 2 単位 3 年
Methodsology of Education Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 島田 希 准教授

●科目の主題
学習観の転換や子どもたちの学力実態など、 教育方法をめぐる今日的課題をふまえた上で、 それらの解決に資

する新しい学びのあり方を探究する。 様々な教育実践を分析することを通じて、 今日求められる新しい学びの意義

や課題について、 自分なりの考えをまとめることができることを目指す。

●到達目標
①教育方法をめぐる今日的課題について説明することができる。

②上記①の解決を目指した教育実践について、 その特徴 ・ 意義 ・ 課題を分析することができる。

③上記①②をふまえた上で、 今日求められる新しい学びの意義や課題について考えをまとめることができる。

●授業内容・授業計画
教育方法をめぐる今日的課題とその解決に資する新しい学びのあり方について、 以下のテーマを中心に考察を

深めていく。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 教育方法をめぐる今日的課題①―学習観の転換―
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第 3回 教育方法をめぐる今日的課題②―子どもたちの学力実態―

第 4回 多様な学習形態の特徴 ・ 意義 ・ 課題①―一斉学習―

第 5回 多様な学習形態の特徴 ・ 意義 ・ 課題②―個別学習―

第 6回 多様な学習形態の特徴 ・ 意義 ・ 課題③―協働学習―

第 7回 特色ある教育実践の分析①中学校における協働学習の事例

第 8回 プロジェクトアプローチによる探究的な学習活動①

第 9回 プロジェクトアプローチによる探究的な学習活動②

第 10 回 特色ある教育実践の分析②中学校における総合的な学習の時間の事例

第 11 回 オープンスクールにおけるカリキュラム①

第 12 回 オープンスクールにおけるカリキュラム②

第 13 回 21 世紀型学習者の育成を実現する学校づくり①

第 14 回 21 世紀型学習者の育成を実現する学校づくり②

第 15 回 全体のまとめ

●事前・事後学習の内容
授業中に紹介・配付する資料や参考文献を授業の事前・事後に読むなど、 授業内容のさらなる理解に努めること。

●評価方法
各回における小レポート (30%) と期末レポート (70%) により、 総合評価する。

●受講生へのコメント
本科目では、 講義に加えて、 グループでのディスカッション、 実践事例の分析等を行う。 それらへの積極的な参

加を求める。

●参考文献・教材
授業中に適宜資料を配付する。 以下を主たる参考文献とする。

　 ・ 日本教育方法学会編 （2014） 『教育方法学研究ハンドブック』 学文社 .

　 ・ 佐藤学 （2010） 『教育の方法』 左右社 .

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3302 開講期 単位数 標準履修年次

129
比較・国際教育学

前月 4 2 単位 3 年
Comparative and International Education

授業形態 担当教員名

講義 添田 晴雄 准教授

●科目の主題
諸外国の教育制度や教育文化を比較することにより、 日本の教育文化の特質を考察する。 とくに今年度は、 学

力観や学力評価制度を手がかりに教育文化を比較考察する。

●到達目標
(1) 諸外国の学力観や学力評価制度と子どもの学習生活への影響について分析する。

(2) 諸外国の学力観や学力評価制度との比較を通して日本の学力観や学力評価制度の教育文化的特徴を考察

する。

●授業内容・授業計画
前半では、 日本の学力観や学力評価制度について、 複数のグループに分かれて調べ、 それを相互に発表しあ

う。 後半では、 前半とは別のグループ分けを行い、 各グループが 1 国を担当して、 その国の教育の概要、 学力観

や学力評価制度について発表し、 日本との比較を行う。 なお、 研究対象とする国については、 受講者の属性や受

講者数等を鑑みて第 1 回または第 2 回の授業中に決定する。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 研究方法としての 「比較」

第 3回 ワークショップ （日本の学力観や学力評価制度の発表準備、 打合せ）

第 4回 日本の学力観や学力評価制度 (1) 現状

第 5回 日本の学力観や学力評価制度 (2) 歴史

第 6回 日本の学力観や学力評価制度 (3) 言説と子どもの学習生活への影響

第 7回 ワークショップ （諸外国の学力観や学力評価制度の発表準備）

第 8回 ワークショップ （諸外国の学力観や学力評価制度の発表準備、 打合せ）

第 9回 フランスの学力観や学力評価制度

第 10 回 ドイツの学力観や学力評価制度

第 11 回 イギリスの学力観や学力評価制度
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第 12 回 アメリカの学力観や学力評価制度

第 13 回 国際比較分析を通しての日本の教育文化の特質 (1)

第 14 回 国際比較分析を通しての日本の教育文化の特質 (2)

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業時間以外に学術情報総合センター等で文献を調べたり、 グループ内で発表内容の打合せをしたりすることを

前提に授業を進める。 また、 毎回の授業で考えたことを PukiWiki に書き込む課題を課す。 各授業の前後の学修が

それぞれ 2 時間程度となるように課題を調整する。

●評価方法
平常点 80％、 最終レポート 20％

評価観点はつぎのとおり。 諸外国の教育実態および言説を文献等で適切に把握できる／諸外国の教育実態およ

言説を適切に分析できる／諸外国との比較を通して日本の教育文化の特質を考察できる

●受講生へのコメント
受講生が自ら情報を収集し、 考察し、 発表していくことを重視する。

授業形態の分類上 「講義」 としているが、 アクティブ ・ ラーニング的要素を多く取り入れるため、 実態は演習に

近くなっている。

●参考文献・教材
授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3204 開講期 単位数 標準履修年次

130
教育学研究法Ⅰ

前火 4 2 単位 2 年
Research methodss in Education Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 添田 晴雄 准教授

●科目の主題
「教育」 「教育学」 を研究対象として捉えるための基礎的なトレーニングとして、 研究のテーマやトピックの設定の

仕方、 教育 ・ 教育学の概念、 論文の読み方と書き方、 文献 ・ 資料の検索に関わる基本的な事柄を学ぶ。

●到達目標
到達目標は以下の 3 点である。

（1） 「教育」 に関わる課題意識をもつこと。

（2） 課題意識を 「研究」 に結びつけること。

（3） 課題を実証的に検討する手法を身につけること。

（4） 教育学のミニ論文を書いてみること。

●授業内容・授業計画
課題意識を形にし、 それをミニ論文にしていく過程を経験する。

第 1回 オリエンテーション　「教育学」 の諸領域

第 2回 学術情報総合センターを知る

第 3回 課題意識を形にする （1）

第 4回 課題意識を形にする （2）

第 5回 論文の構成要素、 引用の意義と形式

第 6回 論文購読

第 7回 個別中間発表 （1）

第 8回 個別中間発表 （2）

第 9回 具体と抽象の振幅

第 10 回 グループ発表 （1）

第 11 回 グループ発表 （2）

第 12 回 グループ発表 （3）

第 13 回 グループ発表 （4）

第 14 回 グループ発表 （5）

第 15 回 授業のまとめ

●事前・事後学習の内容
授業時間以外に学術情報総合センター等で文献を調べたり、 グループ内で発表内容の打合せをしたりすることを

前提に授業を進める。 また、 毎回の授業で考えたことを PukiWiki に書き込む課題を課す。 各授業の前後の学修が

それぞれ 2 時間程度となるように課題を調整する。
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●評価方法
ミニ論文の内容、 講義中に行う発表の評価と授業参加度を加味して評価する。 出席 3 分の 2 以上をもって、 単

位認定の最低要件とする。

●受講生へのコメント
第 1 回目の授業で、 授業内容や履修方法について詳しく説明するので極力欠席しないこと。

授業形態の分類上 「講義」 としているが、 アクティブ ・ ラーニング的要素を多く取り入れるため、 実態は演習に

近くなっている。

●参考文献・教材
授業中に学術情報総合センターの機能を駆使して各自が集める

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3303 開講期 単位数 標準履修年次

131
教育学研究法Ⅱ

後月 2 2 単位 3 年
Research methodss in Education Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 島田 希 准教授

●科目の主題
質的アプローチによる教育研究の基本的な方法論を身につけることを目指す。 学校におけるフィールドワークを

通じて、 授業観察、 実践記録の収集、 分析手順など、 授業研究の方法論を理解する。 あわせて、 インタビューの

方法、 手順、 留意点についても扱う。

●到達目標
①授業研究やインタビューの方法論について、 その意義や留意点を説明することができる。

②上記①をふまえた上で、 学校におけるフィールドワークやインタビューを実施することができる。

③質的アプローチによる教育研究の基本的な方法論およびその特徴について説明することができる。

●授業内容・授業計画
授業研究やインタビューなど、質的アプローチによる教育研究の方法について、学校現場におけるフィールドワー

ク等を行いながら、 以下のテーマを中心に考察を深めていく。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 質的アプローチによる教育研究の特徴

第 3回 授業を構成する要素－授業を捉える視点の確認

第 4回 授業研究の方法①授業観察の方法 ・ 留意点

第 5回 授業研究の方法②授業記録の収集 ・ 分析方法

第 6回 授業研究の方法③学校現場における授業観察と記録の収集

第 7回 授業研究の方法④授業記録の整理 ・ 分析

第 8回 授業研究の方法⑤授業記録の分析結果の発表

第 9回 インタビューの手法①研究方法としての特徴と留意点

第 10 回 インタビューの手法②インタビュー実施にむけた検討 （テーマ ・ 対象者の選定）

第 11 回 インタビューの手法③インタビュー実施にむけた検討 （インタビューガイドの作成）

第 12 回 インタビューの手法④インタビューの実施

第 13 回 インタビューの手法⑤データの整理 ・ 分析

第 14 回 インタビューの手法⑥データ分析結果の発表

第 15 回 全体のまとめ

●事前・事後学習の内容
授業中に紹介・配付する資料や参考文献を授業の事前・事後に読むなど、 授業内容のさらなる理解に努めること。

●評価方法
授業に (60%) と期末レポート (40%) により、 総合評価する。

●受講生へのコメント
本科目では、 講義に加えて、 実際に学校現場におけるフィールドワークやインタビューを実施し、 データの整理・

分析をグループに分かれて行う。 それらへの積極的な参加を通じて、 授業研究および質的アプローチによる教育研

究の基本的な考え方について学んでほしい。

●参考文献・教材
授業中に適宜資料を配布する。 以下を主たる参考文献とする。

・ 秋田喜代美 ・ 恒吉僚子 ・ 佐藤学編 （2005） 『教育研究のメソドロジー―学校参加型マインドへのいざない』

東京大学出版会 .

・ 秋田喜代美 ・ 藤江康彦編 （2007） 『はじめての質的研究法―教育 ・ 学習編』 東京図書 .

・ 水越敏行 （1987） 『授業研究の方法論』 明治図書 .
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3205 開講期 単位数 標準履修年次

132
教育学実習

後月 3 2 単位 2 年
Field Work in Education

授業形態 担当教員名

実習 添田 晴雄 准教授／島田 希 准教授

●科目の主題
教育学研究には、 授業実践研究など、 研究対象 ・ 研究方法いずれにおいても教育実践現場に密接した研究分

野もあれば、 教育哲学などのようにどちらかと言えば思弁的要素の強い研究分野がある。 しかしながら、 教育の実

態や教育実践を踏まえない教育学研究はありえない。 大学における教育学研究は、 ともすると文献研究、 理念研

究に偏りがちであり、 教育実践現場の経験がほとんどない学生は、 現実を踏まえない理想論に終始することが少な

くない。 そこで、 本科目では、 大阪市学校支援学生ボランティア制度の機会を利用して学校における教育実践に

参加し、 教育の現実から教育学を考察しなおす契機とすることを目的とする。 受講生には、 上記のボランティアに

参加し、 その経験を教育学的に意義付けるための発表 ・ 討論を行い、 レポートを作成することが課せられる。

●到達目標
(1) 教育現場を教育学の視点から観察したり、 聞き取り調査をしたりして、 記録をとる。

(2) 観察 ・ 聞き取り ・ 考察したことをパワーポイントを使って発表する。

(3) 他の学生の発表について教育学的に討論することができる。

●授業内容・授業計画
4 月に大阪市学校支援学生ボランティアの事前指導を行う。 ボランティアはその直後から初めてよい。

第 1回 大阪市学校支援学生ボランティア事前指導 （前期に行う）

第 2回 発表要領とパワーポイントによるプレゼンテーションについて

第 3回 ワークショップ

第 4回 モノから読み解く観察校園 ・ 学級の特徴 （第 1 回発表） （1）

第 5回 モノから読み解く観察校園 ・ 学級の特徴 （第 1 回発表） （2）

第 6回 モノから読み解く観察校園 ・ 学級の特徴 （第 1 回発表） （3）

第 7回 モノから読み解く観察校園 ・ 学級の特徴 （第 1 回発表） （4）

第 8回 着目した子どもと変化を観察する文脈 （第 2 回発表） （1）

第 9回 着目した子どもと変化を観察する文脈 （第 2 回発表） （2）

第 10 回 着目した子どもと変化を観察する文脈 （第 2 回発表） （3）

第 11 回 着目した子どもと変化を観察する文脈 （第 2 回発表） （4）

第 12 回 子どもの変化と教師の働きかけ （第 3 回発表） （1）

第 13 回 子どもの変化と教師の働きかけ （第 3 回発表） （2）

第 14 回 子どもの変化と教師の働きかけ （第 3 回発表） （3）

第 15 回 子どもの変化と教師の働きかけ （第 3 回発表） （4）

●事前・事後学習の内容
授業時間以外に、 大阪市立の学校園でボランティアをすること、 それを契機に教育実践を観察すること、 担当教

員に聞き取りを行うことを課す。 また、 発表のための準備や打合せを課す。 そして、 観察や聞き取りで得た知見を

内容としたレポートを課す。

●評価方法
平常点 （発表と討論）、 レポート。

●受講生へのコメント
本科目は後期科目であるが、 4 月にボランティアの登録等の説明を行うので、 掲示に気をつけること。

●参考文献・教材
4 月の説明会で 「教育学実習の手引き」 を配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3206 開講期 単位数 標準履修年次

133
教育学演習Ⅰ

後金 4 2 単位 2 年
Seminar in Education Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 辻野　けんま　非常勤講師

●科目の主題
　人々が生きている社会が複雑化し変化が加速化する中で、 「正しい」 教育を明確にイメージすることが難しくなっ

ている。 むしろ、 ある教育をめぐって様々な観点が成り立つことへの想像力をもち、 異なる考え方を尊重し合いなが

ら一定の合意をつくることが重要になっている。 そこで本演習では、 教育観の違いが先鋭化するテーマについて、
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学生が自分たちで情報の収集、 論理の構成、 討議、 総括という一連の流れで考えを深めていく。

●到達目標
　 ・ 教育学の研究成果にふれながら、 教育をめぐる現象を複眼的に考察できる。

　 ・ 様々な視角からの討議や学生間での協働的な話し合いを通じて、 自らの考えを論理的に説明できる。

●授業内容・授業計画
本授業では、 賛否の分かれる教育課題を題材にとりあげ、 複数のグループを編成して学生間の協力によりながら

進める。 授業は 3 回分を一連のまとまりとして① 「資料読解」 →② 「グループワーク」 →③ 「ディベート」 →④ 「プ

レゼンテーション」 という一連の流れから構成する。 とりあげるテーマ群は、 （I） 「教育規範と法規範」、 (II) 「学校

教育の範囲と 『連携』」、 (III) 「就学義務と公教育の正当性」 となる。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 資 料 読 解 I ： 　教育規範と法規範 （校則、 体罰、 いじめ etc.）

第 3回 グ ル ー プ ワ ー ク I ： 　教育規範と法規範 （校則、 体罰、 いじめ etc.）

第 4回 デ ィ ベ ー ト I ： 　教育規範と法規範 （校則、 体罰、 いじめ etc.）

第 5回 プレゼンテーション I ： 　教育規範と法規範 （校則、 体罰、 いじめ etc.）

第 6回 資 料 読 解 II ： 　学校教育の範囲と 「連携」 （宿題、 家庭教育、 地域連携 etc.）

第 7回 グ ル ー プ ワ ー ク II ： 　学校教育の範囲と 「連携」 （宿題、 家庭教育、 地域連携 etc.）

第 8回 デ ィ ベ ー ト II ： 　学校教育の範囲と 「連携」 （宿題、 家庭教育、 地域連携 etc.）

第 9回 プレゼンテーション II ： 　学校教育の範囲と 「連携」 （宿題、 家庭教育、 地域連携 etc.）

第 10 回 資 料 読 解 III ： 　就学義務と公教育の正当性 （不登校、 フリースクール、 公権力 etc.）

第 11 回 グ ル ー プ ワ ー ク III ： 　就学義務と公教育の正当性 （不登校、 フリースクール、 公権力 etc.）

第 12 回 デ ィ ベ ー ト III ： 　就学義務と公教育の正当性 （不登校、 フリースクール、 公権力 etc.）

第 13 回 プレゼンテーション III ： 　就学義務と公教育の正当性 （不登校、 フリースクール、 公権力 etc.）

第 14 回 論点整理とレポート ・ ガイダンス

第 15 回 総括的討議

●事前・事後学習の内容
毎回の授業の経過を振り返ることができるよう情報の蓄積を行いながら、 最終レポートにまとめていく。

●評価方法
毎回の授業での活動内容 ・ 成果 (6 割 ) と学期末レポート （4 割） を総合し評価する。

●受講生へのコメント
本演習では自分の考えを論理的にまとめ表現する力を重視しているため、 自分の意見を発言することが苦手な方

も、 ぜひ積極的にトライしていただきたい。

●参考文献・教材
テキストは用いないが、 授業では資料等を配布したり、 文献 ・ 資料等を紹介したりする。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3304 開講期 単位数 標準履修年次
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教育学演習Ⅱ

前月 3 2 単位 3 年
Seminar in Education Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 柏木 敦 教授

●科目の主題
海後宗臣 「教育史概説」 （昭和 12 年） 講義ノートの輪読を通じて、 アジア ・ 太平洋戦前期における大学の講

義のあり方について考えつつ、 戦前期までの教育史学の展開と日本の教育の歴史的展開について理解を深める。

また輪読を通じて資料読解能力、 資料解釈能力をも身につけることを目指す。

●到達目標
（1） 戦前期における大学の講義形態と、 そこで講義された内容を理解する。

（2） 古代以降における教育的営為の展開に関わる基本的な知識および関連史料の読み解き方を習得する。

●授業内容・授業計画
昭和 12 年度、 東京帝国大学文学部、 海後宗臣助教授の 「教育史概説」 の講義ノートを読み進みながら、 記

述に沿って日本における教育史叙述の始まり、 古代から近代初頭までの日本の教育史を概観する。

第 1回 ガイダンス

第 2回 近代日本の大学制度成立

第 3回 （昭和 12 年 4 月〜、 その 1）　一、 序論

第 4回 （昭和 12 年 4 月〜、 その 2）　二、 公家ノ教育 （1）

第 5回 （昭和 12 年 4 月〜、 その 3）　二、 公家ノ教育 （2）
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第 6回 （昭和 12 年 4 月〜、 その 4）　二、 公家ノ教育 （3）

第 7回 （昭和 12 年 9 月〜 12 月、 その 1）　三、 武家ノ教育 （1）

第 8回 （昭和 12 年 9 月〜 12 月、 その 2）　三、 武家ノ教育 （2）

第 9回 （昭和 12 年 9 月〜 12 月、 その 3）　三、 武家ノ教育 （3）

第 10 回 （昭和 12 年 9 月〜 12 月、 その 4）　三、 武家ノ教育 （4）

第 11 回 （昭和 12 年 1 月〜 2 月、 その 1）　四、 町屋ノ教育 （1）

第 12 回 （昭和 12 年 1 月〜 2 月、 その 2）　四、 町屋ノ教育 （2）

第 13 回 （昭和 12 年 1 月〜 2 月、 その 3）　五、 国民教育ノ成立 （1）

第 14 回 （昭和 12 年 1 月〜 2 月、 その 4）　五、 国民教育ノ成立 （2）

第 15 回 演習のまとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 予め教材を読み、 用語等を理解しておくこと。

事後学習 ： 各毎に指示する。

●評価方法
課題レポート （60％）、毎回の小レポートおよび演習中の応答を評価する平常点 （40％） により総合的に評価する。

●受講生へのコメント
毎回、 全員が教材の該当箇所を予め読み込んであることを前提として演習を進める。 教材を読んでこない場合は

出席とはみなさない。 重要な用語については適宜出席者に質問する。

●参考文献・教材
教材

海後宗臣述 「教育史概説」 （一） 〜 ( 三 )、 帝大プリント同盟発行、 昭和 13 年 （非売品、 演習の際は複写を

用意する）。

参考文献

海後宗臣監修 『日本近代教育史事典』 平凡社、 1971 年。

国史大辞典編集委員会編 『国史大辞典』 全 15 巻、 吉川弘文館、 1979 〜 1997 年。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3207 開講期 単位数 標準履修年次

135
教育学演習Ⅲ

後木 5 2 単位 2 年
Seminar in Education Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習 島田 希 准教授

●科目の主題
戦後の特色ある教育実践や教育の今日的課題を扱った文献を読み解きながら、 教育方法をめぐるキーコンセプト

や論点について理解を深めていく。 あわせて、 多様な文献や資料を読み解き、 受講生相互にディスカッションを重

ねることにより、 多面的な見方を身につけることを目指す。

●到達目標
①教育方法をめぐるキーコンセプトについて説明することができる。

②上記①をふまえつつ、 戦後の特色ある教育実践の意義や課題を分析することができる。

③上記①②をふまえた上で、 21 世紀型の学びの創造にむけた検討課題について考えをまとめることができる。

●授業内容・授業計画
戦後の特色ある教育実践を読み解くことを通じて、 教育方法に関する諸概念について考察する。 以下のテーマ

を中心に扱いつつ、 最終的には 21 世紀型の学びに関する検討へとつなげていく。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 戦後の特色ある教育実践を読み解くキーコンセプトの検討

第 3回 生活とのつながりを重視した教育実践の分析①

第 4回 生活とのつながりを重視した教育実践の分析②

第 5回 科学的な見方 ・ 考え方を育む教育実践の分析①

第 6回 科学的な見方 ・ 考え方を育む教育実践の分析②

第 7回 中間まとめ①第 3 ～ 6 回の内容に関する総括的ディスカッション

第 8回 学力の保障をめざした教育実践の分析①

第 9回 学力の保障をめざした教育実践の分析②

第 10 回 綿密な教材研究に支えられた教育実践の分析①

第 11 回 綿密な教材研究に支えられた教育実践の分析②
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第 12 回 中間まとめ②第 8 ～ 11 回の内容に関する総括的ディスカッション

第 13 回 21 世紀型の学びの創造にむけた検討①

第 14 回 21 世紀型の学びの創造にむけた検討②

第 15 回 全体のまとめ

●事前・事後学習の内容
授業中に紹介 ・ 配付する資料や参考文献を事前 ・ 事後に読むなど、 授業内容のさらなる理解に努めること。

●評価方法
授業時の発表、 ディスカッションへの参加、 小レポート (60%) と期末レポート (40%) により、 総合評価する。

●受講生へのコメント
本科目では、 以下に挙げる教材や資料をグループで読み解き、 発表してもらう。 それをもとに受講生相互にディ

スカッションを行う。 受講生には課題となる教材のみならず、 関連する資料等を自ら調べ、 発表の準備を整えるなど、

積極的な参加を求める。

●参考文献・教材
以下を主たる教材とする。 あわせて、 関連する教材、 資料については授業中に適宜紹介する。

　 ・ 田中耕治編著 （2005） 『時代を拓いた教師たち－戦後教育実践からのメッセージ』 日本標準 .

　 ・ 田中耕治編著 （2009） 『時代を拓いた教師たちⅡ－実践から教育を問い直す』 日本標準 .

　 ・ 勝野正章 ・ 庄司良信 （2015） 『問いからはじめる教育学』 有斐閣 .

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3305 開講期 単位数 標準履修年次

136
教育学演習Ⅳ

前火 5 2 単位 3 年
Seminar in Education Ⅳ

授業形態 担当教員名

演習 森 久佳 准教授

●科目の主題
本演習は、 子どもの格差 ・ 貧困と教育をテーマに， 教育学 （とりわけ教育方法学） における研究的なアプロー

チの理解とその深化を目指す。

具体的には、 課題文献をそれぞれグループで講読の上、 その内容を授業時に発表することになるが、 ここでいう

発表とは、 単に課題文献の内容を発表するのではなく、 他の演習の出席者が理解できるように、 発表内容の工夫

等を行うことを意味する。 すなわち、 自分たちが授業を行うつもりで発表 （プレゼン） することが求められ、 入念な

準備が必要になると思われるので、 その心づもりで参加してもらいたい。

●到達目標
（1） 子どもの格差 ・ 貧困に関する基本的な知識や考え方を習得する

（2） 教育学 （とりわけ教育方法学） に関するテーマを研究するアプローチについて理解する

●授業内容・授業計画
子どもの格差 ・ 貧困を中心的なテーマとする文献の講読と発表を通して、 教育学 （とりわけ教育方法学） におけ

る基本的な知識や考え方の習得を目指す。 その上で， 関連する研究論文等の文献の講読に進む予定である。

第 1回 オリエンテーション （授業の進め方などの説明）

第 2回 子どもの格差 ・ 貧困の現状① （テキストⅠ ・ 第 1 章）

第 3回 子どもの格差 ・ 貧困の現状② （テキストⅡ ・ 第 1 章）

第 4回 子どもたちが格差 ・ 貧困に陥る原因 ・ 要因 （テキストⅠ ・ 第 2 章）

第 5回 学力格差と児童虐待 （テキストⅠ ・ 第 3 章）

第 6回 脳 ・ 身体 ・ こころへの影響 （テキストⅠ ・ 第 4 章）

第 7回 貧困が子どもたちを蝕むプロセスと当事者が語る 「貧困の現場」 （テキストⅠ ・ 第 5 章／テキストⅡ ・
第 3 章）

第 8回 生活保護と児童養護施設 （テキストⅠ ・ 第 6 章）

第 9回 子どもの貧困がもたらす社会的損失 （テキストⅡ ・ 第 2 章）

第 10 回 各国の貧困対策に学ぶ （テキストⅠ ・ 第 7 章）

第 11 回 貧困から抜け出すために （テキストⅡ ・ 第 4 章）

第 12 回 貧困対策と子どもへの効果 ・ 影響 （テキストⅡ ・ 第 5 章）

第 13 回 子どもの貧困問題の解決に向けて （テキストⅡ ・ 第 6 章）

第 14 回 格差 ・ 貧困から問い直す公教育①

第 15 回 格差 ・ 貧困から問い直す公教育②

●事前・事後学習の内容
・ 使用するテキストの講読
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・ 発表レジュメや資料等による振り返り

●評価方法
平常点 40％ （授業への参加状況、 発表の様子） と期末レポート （60％） による。

●受講生へのコメント
学生自身が主体的、 自律的に学んでいくことを重視する。

●参考文献・教材
＜使用するテキスト＞

・ 【テキストⅠ】 山野良一 （2008） 『子どもの最貧国 ・ 日本 ： 学力 ・ 心身 ・ 社会におよぶ諸影響』 光文社新書．

・ 【テキストⅡ】 日本財団子どもの貧困対策チーム （2016） 『徹底調査　子どもの貧困が日本を滅ぼす ： 社会的

損失 40 兆円の衝撃』 文春新書．

＜参考文献＞

・ 赤林英夫 ・ 直井道生 ・ 敷島千鶴編著 （2016） 『学力 ・ 心理 ・ 家庭環境の経済分析 ： 全国小中学生の追跡

調査から見えてきたもの』 有斐閣．

・ 山田哲也 （2016） 「格差 ・ 貧困から公教育を問い直す」 志水宏吉編 『社会の中の教育』 （岩波講座　教育　

変革への展望　第 2 巻） 岩波書店．

・ 山野良一 （2016） 「発達格差の中の子どもたち ： 保育と文化資本の観点から」 秋田喜代美編 『変容する子ど

もの関係』 （岩波講座　教育　変革への展望　第 3 巻） 岩波書店．

・ 阿部彩 （2014） 『子どもの貧困Ⅱ ： 解決策を考える』 岩波新書．

・ 耳塚寛明編 （2014） 『教育格差の社会学』 有斐閣アルマ．

・ 志水宏吉 （2014） 『「つながり格差」 が学力格差を生む』 亜紀書房．

・ 志水宏吉編 （2011） 『格差をこえる学校づくり ： 関西の挑戦』 大阪大学出版会．

・ 日本教育方法学会編 （2014） 『教育方法学研究ハンドブック』 学文社．

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3307 開講期 単位数 標準履修年次

137
教育行政学

後金 3 2 単位 3 ・ 4 年
Educational Administration

授業形態 担当教員名

講義 辻野　けんま　非常勤講師

●科目の主題
「教育は人なり」 と言われるように、 教育の営みは人と人との直接のかかわりによるところが大きいとされる。 しかし、

仮に教育が人々の個人的な努力だけに負わされるとするならば、 その背景にある様々な格差にもとづく子どもの育

つ条件の違いが放置されてしまう。 たとえば、 家庭の社会的 ・ 経済的条件や親の知識 ・ 能力、 精神的 ・ 時間的ゆ

とり等には個別差が大きく、 子ども潜在能力の開花に影響を与えるが、 これは個別の家庭や子ども自身の努力、 さ

らには学校の教員の努力だけでは、 いかんともしがたいのが現実である。 ここから、 より多くの人々の間に、 できる

だけ豊かな教育の営みが生まれるような制度をつくり、 維持 ・ 発展させることが重要になる。 いわば社会制度として

教育を考えることが、 教育行政について考えることに連なっている。 本講義では、 まず教育の中でも公教育、 なか

でも学校教育に焦点をあてることからはじめ、 その理念や制度についてとりあげていく。 その上で、 学校教育そのも

のを相対化し、 公教育論の埒外に置かれがちな課題についても視野を広げていく。 最終的には、 教育の営みを支

える教育行政の理念、 制度、 実践などの現実や課題について考えを深め、 しばしば中心に置かれがちな学校教育

を家庭教育や社会教育などとの関係から相対化し、 今後の教育のありようを探究していく。

●到達目標
教育行政の理念と制度について理解を深め、 教育行政の観点から教育の現実や課題を考えられること。

●授業内容・授業計画
授業の前半は、日本の学校にかかわる教育行政のしくみを概観し、後半に進むにつれて公教育を相対化するテー

マ群を扱っていく。

第 1回 　なぜ教育行政について考えるのか
第 2回 　子どもと公教育制度
第 3回 　教職員の法制
第 4回 　学校と地域
第 5回 　諸外国の教育行政
第 6回 　地方教育行政
第 7回 　中央教育行政
第 8回 　教育課程行政
第 9回 　教育行政と教育財政
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第 10 回 　教育行政と学校経営
第 11 回 　公権力と子どもの権利保障
第 12 回 　公教育と私教育
第 13 回 　教育と政治
第 14 回 　ポスト福祉国家の教育行政
第 15 回 　教育行政学の役割

●事前・事後学習の内容
初回授業でのオリエンテーションや毎回の授業時に適宜支持する

●評価方法
評価は、 平常点と小課題 （あわせて 3 割）、 最終レポート （7 割） を総合的に判断する。

●受講生へのコメント
教員志望の学生にとって親しみにくいだけでなく、 学校で実際に働いている教員にとっても身近に感じられにくい

のが 「教育行政」 というテーマである。 しかし、 人間が成長し続けられる社会であるためには、 教育への責任を個

人的な努力だけに帰させるのではなく、 それを支える公的なしくみが不可欠である。 本授業では、 一見すると分かり

にくい教育行政について、 質疑の時間や話し合いの機会を設けながら考えを深めていく。 ぜひ自分なりの考えを大

切にし、 周囲の目を気にし過ぎずに積極的に参加してほしい。

●参考文献・教材
毎回の授業は配布資料に従って進める。 推薦文献等は授業内で適宜紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3208 開講期 単位数 標準履修年次

138
教育史

前木 5 2 単位 2 ～ 4 年
History of Education

授業形態 担当教員名

講義 柏木 敦 教授

●科目の主題
近代公教育の形成 ・ 展開の過程について、 主として日本近代における学校教育制度の成立過程を概観する。

本講義では特に義務教育制度の成立、展開過程を中心に講義を進め、日本近代において 「学校に通う」 ということ、

「学校で学ぶ」 ということがどのような形で日本の人々の学習のありようや生活のありようを変えていったのかということ

を考えてゆく。

●到達目標
以下の三点を到達目標とする。

（1） 日本の教育制度政策の展開過程を、 史料に基づいて理解してゆく。

（2） 教育の歴史的な出来事を実証する史資料について知る。

（3） 「学校に通う」 「学校で学ぶ」 ということの意味について、 歴史的経緯を踏まえた考え方を持つ。

●授業内容・授業計画
以下のような内容で授業を進める。

第 1回 ガイダンス

第 2回 学校がない頃の子どもの学び方

第 3回 学校教育のはじまり～ 「学制」 と学校制度のはじまり

第 4回 初等教育制度の模索過程～教育令、 諸学校令

第 5回 第二次小学校令と帝国憲法 ・ 地方自治制度

第 6回 御真影と教育勅語

第 7回 実業教育の展開

第 8回 義務教育無償制の成立

第 9回 児童の労働環境と小学校制度

第 10 回 「特別教育」 「特殊教育」 の流れ

第 11 回 大正デモクラシーと子どもの教育

第 12 回 国民学校令下の小学校教育

第 13 回 戦時下の教育内容

第 14 回 敗戦後の教育改革

第 15 回 講義のまとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 各回のレジュメ ・ 資料は前の講義で配布するので、 事前に 「概説」 および資料を読んでおくこと。

また参考文献を部分的にでも読んでおくのが望ましい。 事後学習 ： 当該講義で扱った史的事項の今日的意義を自
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分なりに考えておくこと。

●評価方法
期末試験の成績による。

●受講生へのコメント
学校教育制度の形成過程や日本近代史に興味をもって受講するのが望ましい。

●参考文献・教材
成城学園教育研究所編 『教育問題研究』 （復刻版）、 龍渓書舎。

『編集復刻　日本近代教育史料大系 〔公文記録 （一）〕』 龍渓書舎。

その他参考文献については授業中に適宜紹介する。

教材はレジュメ ・ 資料を配付する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3209 開講期 単位数 標準履修年次

139
教育メディア論

前集中 2 単位 2 ～ 4 年
Theory and Practice of Educational Media

授業形態 担当教員名

講義 深見 俊崇 非常勤講師

●科目の主題
今日の学校現場では， ICT 環境の整備が進みつつあり， その積極的な活用が教師に求められている。 また， 児

童 ・ 生徒の情報活用能力を育成するためにも， 授業等において児童 ・ 生徒が主体的に活用できる学習環境や授

業をデザインする力量が求められている。

本講義では， ICT に関する理解を深めた上で， それらを活用した教育実践を概観し， 教育への応用をいかに図

るかを検討する。 そして， 授業等において ICT を積極的に活用できる素養を身に付ける。

●到達目標
・ ICT 活用の可能性と課題を踏まえた上で， 児童 ・ 生徒の学習を豊かにするための活用方法を考えることができ

る。

・ 児童 ・ 生徒が ICT を主体的に活用するための学習環境や授業をについて考察することができる。

・ インターネット社会における新たな教育の可能性を考えることができる。

●授業内容・授業計画
各回の内容は以下の通りである。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 情報とメディア

第 3回 授業設計の基礎―メディアを授業で活用するために

第 4回 情報教育と ICT 活用

第 5回 ICT 活用の可能性と課題

第 6回 情報モラル

第 7回 携帯電話 ・ スマートフォン①

第 8回 携帯電話 ・ スマートフォン②

第 9回 メディアリテラシーの基礎

第 10 回 体験を通してメディアリテラシーを理解する

第 11 回 遠隔教育 ・ 交流学習①

第 12 回 遠隔教育 ・ 交流学習②

第 13 回 インターネット社会における教育のあり方①

第 14 回 インターネット社会における教育のあり方②

第 15 回 21 世紀に求められる教育

●事前・事後学習の内容
集中講義開始までに 「教育の情報化ビジョン」 を読んでおくこと。

可能であれば参考資料等にも目を通しておくこと。 URL ： http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/23/04/1305484.htm

●評価方法
平常点 （40％） ＋レポート （60％）

レポートの内容については講義中に伝える。

●受講生へのコメント
毎回の講義では， それぞれのテーマについて受講者間で議論するので， 積極的に参加してもらいたい。

ICT をいかに活用するかに留まらず， 教育そのものを再検討する講義を目指すため， 教育について幅広く考え

てみたいという人も受講を歓迎したい。

●参考文献・教材

－ 129 －



教材 ： プリント ・ 配付資料を配付する。 参考文献 ：

水越敏行 ・ 久保田賢一 （2008） 『ICT 教育のデザイン』， 日本文教出版

コリンズ ・ ハルバーソン （稲垣忠編訳） （2012） 『デジタル社会の学びのかたち』， 北大路書房

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3308 開講期 単位数 標準履修年次

140
教育学特講Ⅰ

後集中 2 単位 3 ・ 4 年
Special Lecture on Education Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 湯浅 恭正 非常勤講師

●科目の主題
インクルーシブ教育を中心にして、 現代の教育方法学の課題を探究する。 講義では、 通常の学校の生活指導 ・

教科指導とインクルーシブ教育の課題について、 学校教育全般に亘って取り上げる。

●到達目標
現代の学校教育において問われているインクルーシブ教育論の課題をめぐる基礎的な知識を習得するとともに、

インクルーシブ教育実践をめぐる発達観 ・ 子ども観 ・ 教育観を確かなものとして修得する。 これらを通してインクー

シブ教育論を中心にした教育方法学研究の方法を身につける。

●授業内容・授業計画
インクルーシブ教育を中心に、 理論的な基礎を提示するとともに、 教育実践の分析を行う。

第 1回 講義のガイダンス

第 2回 教育方法学のテーマ群としてのインクルーシブ教育の概要

第 3回 インクルーシブ教育、 特にインクルーシブ授業のビジョン

第 4回 現代の学び論の動向の検討

第 5回 現代の学び論とインクルーシブ授業

第 6回 インクルーシブ授業実践の分析 - 小学校

第 7回 インクルーシブ授業実践の分析 - 中学校

第 8回 インクルーシブ教育と生活指導の課題

第 9回 学級論とインクルーシブ教育

第 10 回 生活指導をめぐるインクルーシブ教育実践の分析 - 小学校

第 11 回 生活指導をめぐるインクルーシブ教育実践の分析 - 中学校

第 12 回 思春期 ・ 青年期におけるインクルーシブ教育の課題

第 13 回 幼児期におけるインクルーシブ教育の課題

第 14 回 インクルーシブ教育の研究方法論

第 15 回 講義の総括

●事前・事後学習の内容
第 1 回に指示する諸文献について、 第 2 回から第 5 回の授業では、 事前にインクーシブ教育論の基礎につい

ての予習を行い、毎回の講義の後に講義の概要とポイントを整理すること。 第 6 回から第 7 回の授業では、インクルー

シプ授業の実践の記録を事前に予習するとともに講義の後には実践分析の要点を整理すること。第 8 回と 9 回では、

生活指導とインクルーシプ教育をめぐって講義の予習を行い、 講義の後には、 講義の要点を整理すること。 第 10

回と 11 回では、 インクルーシブ教育と生活指導の実践記録を事前に予習するとともに、 講義の後には、 実践分析

の要点を整理すること。 第 12 回から 13 回においては、 講義するインクルーシブ教育の新しい課題について、 事前

の資料を購読するとともに、 講義の後で要点を整理する。 第 14 回で示す研究方法論については、 事前事後を通

して、 研究の視点を整理する。 第 15 回の事前学習ではこれまでの講義で整理した内容を見返し、 講義の後では、

この講義を通した総括を整理し、 これからの学習課題を鮮明にすること。

●評価方法
最終のレポート内容 (80%)、 受講の参加態度 (20%) によって評価する。

●受講生へのコメント
教育方法学における現代的課題についての知見を得るべく積極的に講義に参加することが期待される。

●参考文献・教材
インクルーシプ授業研究会編 『インクルーシプ授業をつくる』 ミネルヴァ書房、 2015

広島大学教育方法学研究室 / 深澤 ・ 吉田編 『いま求められる授業づくりの転換』 渓水社、 2016
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBEDU3309 開講期 単位数 標準履修年次

141
教育学特講Ⅱ

前集中 2 単位 3 ・ 4 年
Special Lecture on Education Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 髙谷 哲也 非常勤講師

●科目の主題
学校教育ならびに教師のあり方をめぐる世の中の議論について、 その妥当性を様々な観点から論考することを通

して、 教育学の専門的知見と専門的な議論の作法を学ぶ。

●到達目標
学校教育ならびに教師のあり方をめぐる各種の主張 ・ 議論の特徴を理解するとともに、 本質的課題を見出す見識

を身につける。

●授業内容・授業計画
学校教育や教師のあり方をめぐって、 世の中には様々な主張 ・ 議論が展開されている。 その中で、 学力保障に

関するもの、 授業づくりに関するもの、 学校の危機に関するもの、 学校づくりや子どもの権利保障に関するもの、 教

師の成長に関するものをとりあげ、 各種議論における主張の前提にある論理や教育観を確認する。 それに対し、 教

育学分野で蓄積されてきた研究知見に基づくとどのような問いが生起するのかを学び、 専門的知見から世の中で議

論 ・ 主張されている内容の妥当性について考察していくとともに、 自身の考えを論理的に述べることのできる力を獲

得する。

第 1回 オリエンテーション ： 教職とはどのような職業か

第 2回 時代の変化と学力観の転換

第 3回 授業における教師の役割

第 4回 新たな時代に求められる授業と教師の挑戦課題

第 5回 教育における暴力 ・ 暴言はなぜなくならないか

第 6回 生徒指導 ・ 部活動における教育観 ・ 指導観

第 7回 成長主体としての子どもの可能性と子どもの権利

第 8回 教師の 「観」 と人権感覚に規定される教育実践

第 9回 子どもたちは教師の何をみているか

第 10 回 子どもたちは教科の授業で何を学んでいるか

第 11 回 子どもたちと教師は授業でどのように向き合っているか

第 12 回 子どもたちはどのように学びを進めていくか

第 13 回 教職に携わる者の使命と教師の成長

第 14 回 教育の議論と専門的な学習コミュニティ

第 15 回 教育問題を論じる作法と多様性の中での対話

●事前・事後学習の内容
集中講義のため、 事前学習として翌日の講義において議論するテーマについて自身の考えをまとめてきてもらう。

（およそ 30 分） 事後学習としては、 受講した講義内容に関する資料と論点 ・ 自身の考えを整理し、 簡易ポートフォ

リオを作成する学習に取り組んでもらう。 （およそ 1 時間）

●評価方法
1． 授業中に課す演習課題 ： 60％

2． 授業中に作成するミニポートフォリオ （記録シート） の完成 ： 40％

●受講生へのコメント
本授業は、 講義と対話 ・ 課題演習 ・ ディスカッションを組み合わせながら進める。

学校教育をめぐる様々な問題に関心のある人の受講はもちろんのこと、 意見の交流方法や、 自身の意見を論理

的に述べる方法、 対話をファシリテートする技術を学びたい人の参加も、 大いに歓迎する。

●参考文献・教材
授業中に資料を配付する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3201 開講期 単位数 標準履修年次

142
地理学概論Ⅰ

前木 2 2 単位 2 ～ 4 年
Introduction to Geography I

授業形態 担当教員名

講義 山﨑 孝史 教授

●科目の主題
本講義は、 現代社会を①資源と産業、 ②生活と文化、 ③グローバル化、 ④土地利用、 ⑤地域構造という 5 つ
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の観点から、 地理学的に読み解きます。 私たちが世界と地域を理解する力を、 地理学を通してどのように獲得でき

るのか考えます。

●到達目標
① 「資源と産業」 の単元では、 天然資源の分布を理解し、 農林水産業、 工業、 商業 ・ サービス業などの産業

立地のメカニズムについて考えます。

② 「生活と文化」 の単元では、 都市と農山漁村といった生活様式の分化を理解し、 文化景観の歴史的形成と観

光化について考えます。

③ 「グローバル化」 の単元では、 交通 ・ 通信の発達に伴うグローバル化のメカニズムを理解し、 資本と人口の

流動と情報化社会の到来について考えます。

④ 「土地利用」 の単元では、 主として都市内での土地利用の変化と規制を理解し、 都市空間の変容と都市居

住の質的変化について考えます。

⑤ 「地域構造」 の単元では、 近代化による産業地域の構造と結節地域の形成過程を理解し、 地域構造の現代

的特徴について考えます。

●授業内容・授業計画
到達目標に記した 5 つの単元ごとに以下のような個別のテーマについて講述していきます。 実際の授業内容に

は変更が加えられることがあります。

第 1回 イントロダクション

第 2回 資源と産業 ： 農業生産の課題

第 3回 資源と産業 ： 工業立地のメカニズムと推移

第 4回 資源と産業 ： 商業 ・ サービス業の革新

第 5回 生活と文化 ： 都市と農山漁村の構造

第 6回 生活と文化 ： 文化景観の歴史的形成

第 7回 生活と文化 ： 観光の文化論的理解

第 8回 グローバル化 ： 交通 ・ 通信手段の発達

第 9回 グローバル化 ： 資本と人口の流動

第 10 回 グローバル化 ： 情報化社会の空間

第 11 回 土地利用 ： 都市的土地利用の変化と規制

第 12 回 土地利用 ： 都市空間の変容と居住変化

第 13 回 地域構造 ： 近代化と産業地域の形成

第 14 回 地域構造 ： 現代地域の構造的特徴

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習として各週テーマに関わるショートレポートを講義当日に、 講義内容に関するコメントを付して提出してい

ただきます。 また事後学習への助けとして教員もレポートにコメントを付して翌週に返却します。 期末レポートについ

ても教員のコメントを付して評価後に返却します。

●評価方法
各週のリーディング ・ ショートレポート （40％）、 期末レポート （60％） から評価します。

●受講生へのコメント
受講生は講義初回に指示するテキストを購入して下さい。

●参考文献・教材
テキスト ： 講義時に指示します。

ホームページ ： http://polgeog.jp/

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3202 開講期 単位数 標準履修年次

143
地理学概論Ⅱ

後月 4 2 単位 2 ～ 4 年
Introduction to Geography II

授業形態 担当教員名

講義 薬師寺 浩之 非常勤講師

●科目の主題
観光 （ツーリズム） の規模や動向、 さらに観光空間の構造や観光開発に伴う空間変容などについて理解する。

●到達目標
①現代社会における観光のありさまを理解できるようになる

②観光開発に伴う空間変容や、 観光が地域社会へ与える様々な影響について理解できるようになる

③地理学的な視点から観光現象を理解できるようになる

●授業内容・授業計画
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到達目標①を達成するために、 観光の歴史 ・ 規模 （観光者数や経済効果等） と近年の観光の動向等について

理解する （第 2 ～ 4 回）。 第 5 ～ 12 回では到達目標②と③を達成するために、 観光の形態ごとにその概要と空間

的特徴について理解する。 さらに、 到達目標①と③を達成するために、 観光者の （空間） 行動 （第 13 ～ 14 回）

についても理解する。

第 1回 オリエンテーション （観光の定義、 観光学 ・ 観光地理学とは）

第 2回 観光の歴史と観光空間の変遷

第 3回 観光の規模と近年の動向 （世界）

第 4回 観光の規模と近年の動向 （日本）

第 5回 観光とその空間的特徴① ： リゾートツーリズム

第 6回 観光とその空間的特徴② ： エコツーリズム （自然観光）

第 7回 観光とその空間的特徴③ ： グリーンツーリズム （農山漁村の観光）

第 8回 観光とその空間的特徴④ ： エスニックツーリズム （民族観光）

第 9回 観光とその空間的特徴⑤ ： ヘリテージツーリズム （遺産観光）

第 10 回 観光とその空間的特徴⑥ ： アーバンツーリズム （都市観光）

第 11 回 観光とその空間的特徴⑦ ： バックパッカーツーリズム

第 12 回 観光とその空間的特徴⑧ ： コンテンツツーリズム

第 13 回 観光者の （空間） 行動①

第 14 回 観光者の （空間） 行動②

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業のレジュメを読み返したり、 講義中に紹介する参考書を読んだりすること （事後学習）。 事前学習は特に指

定しない。

●評価方法
平常点と定期試験 （授業のレジュメや参考書の持ち込み可） をもとに、 総合的に評価する。

●受講生へのコメント
観光現象は社会の変化とともに日々変化しています。 国内外の政治 ・ 経済 ・ 社会問題のみならず、 エンターテ

イメントや流行りものなど様々な情報に敏感になり、 日頃から世の中の動向を観察することで、 広い文脈から観光を

理解できるようになります。

●参考文献・教材
テキスト ： 使用しない。 レジュメを配布する。

参考書 ： 授業時に適宜紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3203 開講期 単位数 標準履修年次

144
地誌学Ⅰ

前水 2 2 単位 2 ～ 4 年
Regional Geography I

授業形態 担当教員名

講義 大場 茂明 教授

●科目の主題
地誌学Ⅰは外国地誌である。 異なる文化をもって発展してきた諸地域を、 近代ナショナリズムの所産である 「国

民国家」 の枠を越えて、 経済的 ・ 政治的に統合しようという未曾有の試みが行われている EU の地誌を扱う。

●到達目標
欧州統合が 「ひとつのヨーロッパ」 を目標としているのと同時に、 実は多様な地域 ・ 住民で構成される 「いくつ

ものヨーロッパ」 を目指す試みであることを、 順次取り上げるトピックの学習を通じて理解する。 あわせて、 欧州統合

の拡大と深化が域内諸地域に及ぼした影響や、 近年ヨーロッパが直面している様々な危機とその背景についての知

見を深め、 地域問題に対する思考力を養う。

●授業内容・授業計画
本講義では、 ①欧州統合の拡大と深化の過程、 ②経済・政治統合をめぐる諸問題、 ③ EU 域内の地域格差 （成

長地域、 旧工業地域、 発展途上地域） に焦点を絞って、 人口 ・ 経済力ともに域内最大の加盟国であるドイツを中

心としたヨーロッパ地誌を講述する。

第 1回 欧州統合の歴史

第 2回 EU の組織

第 3回 経済統合の過程 ； 転機にある EURO

第 4回 EU 域内の地域格差

第 5回 EU 地域政策の展開
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第 6回 外国人とは誰か？ （1）  同化 ・ 編入 ・ 統合

第 7回 外国人とは誰か？ （2） ドイツにおける移民たち

第 8回 政治統合への道

第 9回 ヨーロッパの都市景観　（スライド上映）

第 10 回 ドイツにおける産業構造の転換と地域間格差

第 11 回 ドイツの成長地域 ： バイエルン州

第 12 回 ドイツの旧工業地域 ： ルール地域

第 13 回 ドイツの発展途上地域 ： 旧東ドイツ

第 14 回 ドイツのまちづくり　（ビデオ上映）

第 15 回 本講義のまとめ

●事前・事後学習の内容
各回授業終了時に、 次回の講義内容を予告するとともに、 主要項目を 3 ～ 4 個のキーワードで示す。 必ず事前

にそれらの内容を確認し、授業に臨むこと。 また、各自講義の要点を整理するなど、復習を欠かさないようにすること。

●評価方法
論述形式の定期試験により評価する。 授業時に配布した資料や参考文献の持ち込みは自由なので、 講義内容

にもとづき如何に論理的な記述をするかが、 評価のポイントとなる。

●受講生へのコメント
本講義では、 ビデオやスライドの上映、 担当教員自身の現地での体験を織り込みながら、 多少なりともヨーロッパ

の風景や日常生活を実感してもらえるよう工夫する。 単に EU に関する知見を深めるのみならず、 受講者がヨーロッ

パに行きたくなるような授業を展開して行きたい。

●参考文献・教材
テキスト ： 使用しない。 最新情報を交えたプリントを配布する。

参考書 ： 授業時に適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3204 開講期 単位数 標準履修年次

145
地誌学Ⅱ

後火 1 2 単位 2 ～ 4 年
Regional Geography II

授業形態 担当教員名

講義 祖田 亮次 教授

●科目の主題
人間は自然を改変することで新たな生業と産業を生み出し、 それに伴う文化を創出しながら、 生活圏を拡大して

きた。 この授業では、日本の 「地域性」 について、ヒト－自然関係 （あるいは人間－環境関係） に重点を置きつつ、

多様な観点から考察する。 キーワードとなるのは、 景観改変、 国土開発、 風土認識、 災害 ・ 防災 ・ 減災、 都市と

村落などである。

●到達目標
「地域」 の単位をどのように設定するか、 どのような側面からみるかによって、 地域の見え方は異なってくるという

点を理解した上で、 地域間の格差や地域間の結びつきなどについて、 多様な観点か考察できるようになる。

●授業内容・授業計画
本講義では、 地誌学や地域学に関連する抽象的 ・ 概念的な議論を抑えた上で、 具体的な地域研究の方法や地

域特性の描き方について、 いくつかの事例を取り上げながら考察する。 各回のおよその内容は以下のとおりである。

第 1回 地理学とは何か、 地誌学とは何か

第 2回 フンボルトのコスモス

第 3回 ラッツェルと環境決定論 （環境と生活 1）

第 4回 ヴィダル ・ ドゥ ・ ラ ・ ブラーシュと環境可能論 （環境と生活 2）

第 5回 地誌学と風土論

第 6回 地誌学と地域研究

第 7回 地誌学と地方誌／地域誌、 地元学

第 8回 地誌学と地域単位論

第 9回 流域社会論と海山里連関学

第 10 回 環境地誌の可能性――淀川流域を事例として

第 11 回 環境地誌の可能性――大和川流域を事例として

第 12 回 環境地誌の可能性――阿賀野川流域を事例として

第 13 回 環境地誌の可能性――信濃川流域を事例として
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第 14 回 地誌学と人間－環境関係論

第 15 回 本講義のまとめ

●事前・事後学習の内容
各回の授業の最後で宿題が提示される。 宿題の内容は、 授業の復習と、 次回までの予習の両方を含んでおり、

自分で資料等を探して、 それに対する解説を付与するという作業が中心になる。 また、 実際にフィールドに出て自

ら調査するという作業も含まれる。 これらのコンスタントな提出がなければ、 事前 ・ 事後の学習をしたとみなされず、

成績評価に悪影響を及ぼす。

●評価方法
授業内で書くコメント、 授業外の時間に貸す宿題 ・ レポート、 授業の参加度合いなどを総合的に判断して評価す

る。 およその配分は以下の通り。 出席点：5 ～ 10％、 宿題・コメントペーパー・小レポート：45 ～ 50％、 期末レポー

ト ： 35 ～ 40％。

●受講生へのコメント
暗記や記憶を重視する授業ではない。 地域の特徴や地域間の格差、 地域間の結びつきなどについて、 多様な

観点から考察することを目的とする授業である。

●参考文献・教材
テキスト ： 使用しない。 授業中にプリントを配布する。

参考書 ： 授業時に文献リストを配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3205 開講期 単位数 標準履修年次

146
地理学実験実習Ⅰ

前火 3 2 単位 2 ・ 3 年
Experiment and Practice in Geography I

授業形態 担当教員名

実習 祖田 亮次 教授

●科目の主題
本実習の目的は地理学の分野において卒業論文を作成していく上で必要な技術と知識の習得です。 また、 そう

した技術が地理学のものの見方 ・ 考え方と密接に結びついていることも理解してもらいます。 本実習は地理学実験

実習 II と並行して開講されるので、合わせて受講してください。 本実習 I では、フィールドワークに必要な技術・作法・

資料収集・データ分析を中心に学び、同時並行の実験実習 II では、GIS の考え方と使い方を身につけてもらいます。

●到達目標
フィールドワークとは何かを理解し、 地図や資料の収集、 読解、 分析が可能になること。

●授業内容・授業計画
授業はおよそ以下の計画で進めます。

第 1回 イントロダクション

第 2回 地図の読み方と描き方 1

第 3回 地図の読み方と描き方 2

第 4回 地図の読み方と描き方 3

第 5回 フィールドワークと地図 1

第 6回 フィールドワークと地図 2

第 7回 フィールドワークの方法論 1

第 8回 フィールドワークの方法論 2

第 9回 フィールドワークの準備 1 （資料収集）

第 10 回 フィールドワークの準備 2 （資料分析）

第 11 回 フィールドワークの準備 3 （調査項目の設定）

第 12 回 フィールドワークの準備 4 （アポイントメントの取り方）

第 13 回 フィールドで収集したデータの使い方 1

第 14 回 フィールドで収集したデータの使い方 2

第 15 回 フィールドで収集したデータの使い方 3

●事前・事後学習の内容
フィールドワークの技能の習得や、 実際の調査の準備は、 授業時間内では完結せず、 授業前後の作業が重要

になります。 毎回、何らかの課題が出ます。 課題内容としては、調査対象の探索と選定、調査地の地理情報の収集、

聞き取り調査の質問項目の作成、 アポイントメントの取得などが含まれます。

●評価方法
出席 （20%）、各週課題 （40%）、レポート課題 （40%） から評価します。 特に各週課題は怠らずに提出してください。

●受講生へのコメント
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今後、 地理学の専門課程で学習し、 卒業論文を執筆していく上で、 これらの技術は不可欠ですので、 継続的に

作業に取り組んでください。 必ず、 地理学実験実習 II と同時に受講してください。

●参考文献・教材
必要なリーディング課題は担当者より提供します。 作業ファイルの保存のために USB メモリーが必要となりますの

で、 各自ご準備ください。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3206 開講期 単位数 標準履修年次

147
地理学実験実習Ⅱ

前火 4 2 単位 2 ・ 3 年
Experiment and Practice in Geography II

授業形態 担当教員名

実習 木村 義成 准教授

●科目の主題
本実習の目的は地理学の分野において卒業論文を作成していく上で必要な技術と知識の習得である。

本実習では、 空間データの作成と編集、 GIS や GPS の考え方と使い方に習熟することを通じて、 地理学研究を

行う上で必要な地域統計を用いた統計処理、 及び空間解析に関する技術と知識を習得することを目的とする。

●到達目標
本実習では、 地域特性の分析やデータ ・ サンプリングと調査法、 地域住民への質問票の作成や分析について

実データを用いて演習を実施する。

なお、 同時並行の実験実習Ⅰにおいても、 フィールドワークに必要な技術 ・ 作法 ・ 資料収集 ・ データ分析を中

心に学ぶ。

●授業内容・授業計画
地理学教室所有の GIS や GPS を利用した実習を行う。

本実習は地理学実験実習Ⅰと並行して開講されるので、必ず合わせて受講すること。
第 1回 ・ イントロダクション

第 2回 ・ 一般地図の作成①

第 3回 ・ 一般地図の作成②

第 4回 ・ 統計地図の作成

第 5回 ・ 空間データの作成と編集①

第 6回 ・ 空間データの作成と編集②

第 7回 ・ 空間データの作成と編集③

第 8回 ・ 基礎統計量とグラフ表現①

第 9回 ・ 基礎統計量とグラフ表現②

第 10 回 ・ 検定と推定

第 11 回 ・ 地域の分類のための多変量解析

第 12 回 ・ 空間解析

第 13 回 ・ GPS を用いた位置情報の取得

第 14 回 ・ 空間データの統合利用

第 15 回 ・ 総括

●事前・事後学習の内容
実習の 1 週間前を目途に教材を配布するので、 事前に実習の内容を熟読すること。

実習終了後に地図作製などの課題を指示するので、 指示に従い課題に取り組むこと。

●評価方法
実験実習という講義の性格上、出席点を最重視する。実習の内容は連続するものであり、欠席すると次回以降、

実習に付いて行けなくなる可能性があるので留意すること。

●受講生へのコメント
今後、 地理学の専門課程で学習し、 卒業論文を執筆していく上で、 これらの技術は不可欠なので、 継続的に作

業に取り組むこと。

また、「地理学実験実習Ⅰ」と必ず受講すること。「地理学実験実習Ⅱ」のみの受講は許可しない。
●参考文献・教材

教材 ・ 参考文献については、 随時紹介する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3301 開講期 単位数 標準履修年次

148
地理学講読演習Ⅰ

前木 3 2 単位 3 年
Reading Seminar in Geography I

授業形態 担当教員名

演習 山﨑 孝史 教授

●科目の主題
地理学において、 外国語は少なくとも英語の能力を磨くことが求められます。 なぜなら、 学界の最新の研究動向

を知るには英語文献の読解力が前提となり、 将来自らの仕事や研究の成果を国際的に発信していく上で英語が鍵

を握るからです。 本演習ではこうした観点から英語文献の精読とそれに関する口頭発表から構成されます。

●到達目標
本演習では今年度のテーマ （フェミニスト・ジェンダー地理学） を扱った外国の研究 （英語電子ジャーナル論文）

を検索・紹介し、その視角や方法を理解した上で、インターネット上で外国での事件・事例について調べ、報告します。

こうした作業を通して、 テーマに対する理解を深めるとともに外国語 （英語） による情報収集能力を高めます。

●授業内容・授業計画
（1） 出席 ： 毎週の講義には必ず出席して下さい。 出席数が 2/3 以上の受講生を評価対象とします。 欠席の場

合は減点しますが、 病欠などの場合は診断書のコピー等の提出があれば減点しません。

（2） 前半の課題 ： 前半の各週は学情センターの電子ジャーナルポータルなどを用いてインターネット上でダウン

ロード可能な英語学術論文を読解 ・ 紹介します。 まず候補論文を複数選定し、 それらの要旨 （アブストラクト）

ついて簡単に紹介した上で、 選定した一本の論文についてその理論的アプローチ、 方法論、 結論を詳しく紹

介します。

（3） 後半の課題 ： 後半の各週は、 前半の論文読解作業にもとづき外国の事例について記載したホームページ ・

ブログ ・ サイトを探します。 複数のサイトについて記載内容を紹介した後、 一つの事例について詳しく報告しま

す。  紹介 ・ 報告共にプロジェクターやパワーポイントを用いて行います （発表は日本語で可）。

（4） 期末レポート ： 各週の課題に加えて期末のレポートを提出していただきます。 詳しくは講義中に指示します。

（5） 懇談会出席 ： 後期の最初に米国のフェミニスト政治地理学者を本学にお招きしますので、 前期の学習を踏

まえて懇談会に出席して下さい。

第 1回 イントロダクション ： 英語論文の選び方

第 2回 論文を探す 1 ： 選んだ論文の要旨紹介 （グループ A）

第 3回 論文を探す 2 ： 選んだ論文の要旨紹介 （グループ B）

第 4回 論文を探す 3 ： 選んだ論文の要旨紹介 （グループ C）

第 5回 論文紹介 1 ： その理論、 方法論、 結果 （A）

第 6回 論文紹介 2 ： その理論、 方法論、 結果 （B）

第 7回 論文紹介 3 ： その理論、 方法論、 結果 （C）

第 8回 外国の事件 ・ 事例を探す 1 ： サイトの紹介 （A）

第 9回 外国の事件 ・ 事例を探す 2 ： サイトの紹介 （B）

第 10 回 外国の事件 ・ 事例を探す 3 ： サイトの紹介 （C）

第 11 回 事件 ・ 事例の紹介 1 （A）

第 12 回 事件 ・ 事例の紹介 2 （B）

第 13 回 事件 ・ 事例の紹介 3 （C）

第 14 回 期末レポート発表 1

第 15 回 期末レポート発表 2

●事前・事後学習の内容
課題文献は、 学術情報総合センターの電子ジャーナルポータルなどを用いて検索 ・ ダウンロードします。 事件 ・

事例の検索については Google などの検索サイトを活用します。 発表の成果については事後参照できるよう教員の

ホームページ （http://polgeog.jp/） にアップロードすることがあります。

●評価方法
前半の課題 ： 要旨紹介 20 点、 詳細報告 20 点

後半の課題 ： サイト紹介 20 点、 事例報告 20 点

期末レポート ： 20 点

総得点 60 点以上を合格とします。

●受講生へのコメント
演習に関する諸連絡は専用の ML （chiri-kodoku） を通して行います。 演習日以外にも質問などをポストすること

ができますので、 活用してください。

●参考文献・教材
授業中に指示します。 シラバスの内容やその変更箇所については逐次教員ホームページ （http://polgeog.jp/）
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に掲示していきます。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3302 開講期 単位数 標準履修年次

149
地理学講読演習Ⅱ

後水 3 2 単位 3 年
Reading Seminar in Geography II

授業形態 担当教員名

演習 大場 茂明 教授

●科目の主題
近年の海外学術雑誌に収録された論文の読解を通じて、 地理学の諸分野における最新の研究動向にふれる。

●到達目標
この演習の到達目標は、 以下の通りである。

①毎回一定分量の外国語テキストにふれることで、 地理学における基本的語彙を習得する

②地理学における最先端の研究分野と研究方法を学ぶ

③資料の収集 ・ 分析手法、 その分析結果の妥当性を検討する

④海外の研究事例を参考に、 対象地域の選定や研究方法の選択について考える

●授業内容・授業計画
前半 （2 ～ 8 回） は担当者が用意したテキストを用いて、 輪読形式で授業を行う。 これによって、 単に文意を把

握するだけではなく、 地理学における基本語彙の習得を目指す。 後半 （9 ～ 15 回） は各自が選定した外国語文

献に基づきレジュメを作成し、 その内容について発表する。 受講生は報告内容に関する質疑討論を行う。

第 1回 ガイダンス ： トピックを見つける、 キーワードから絞り込む

第 2回 受講生による報告と討論

第 3回 同上

第 4回 同上

第 5回 同上

第 6回 同上

第 7回 同上

第 8回 同上

第 9回 同上

第 10 回 同上

第 11 回 同上

第 12 回 同上

第 13 回 同上

第 14 回 同上

第 15 回 同上、 全体のまとめ

●事前・事後学習の内容
受講に際しては、 指定された文献を精読してレジュメを作成するなど、 事前に十分な準備を行った上で臨むこと。

また、 授業の終了後には、 指摘されたコメントを整理し、 次回以降の報告に生かせるよう復習を欠かさないようにす

ること。

●評価方法
出席状況 （10％）、 発表内容 （60％）、 質問など議論への参加状況 （30％） から評価する。

●受講生へのコメント
毎回一定のボリュームのある海外の学術論文の精読を課題とするので、 履修にあたっては十分な予習が必要で

ある。 したがって、 たとえば将来最新の研究動向を踏まえた卒業論文を執筆したいと考えている意欲的な専攻生に

は役立つ授業である一方、 漫然とした履修態度は認めないので留意すること。

なお、 第 1 回のガイダンスには必ず出席すること。 ガイダンスを欠席した場合は、 受講を認めないことがあるので

注意すること。

●参考文献・教材
授業中に指示する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3207 開講期 単位数 標準履修年次

150
地理学野外調査実習Ⅰ

後水 2 2 単位 2 ・ 3 年
Field Survey in Geography I

授業形態 担当教員名

実習 祖田 亮次 教授

●科目の主題
野外調査実習では、 調査の準備と実施、 成果の整理と分析という野外調査の一連のプロセスを通じて、 文献 ・

資料の収集法、 調査テーマの設定手順、 聞き取りや観察の技術、 収集した情報の整理方法などを学び、 フィール

ドワークに必要な知識と方法を身につけることを目的とする。 教員と受講生で設定したテーマに基づいて、 自治体、

企業、 各種団体、 住民への聞き取り調査、 アンケート調査、 観察、 写真撮影、 作図などを実施する。

●到達目標
フィールドワークの方法論を理解したうえで、 実際に現地でどのように行動すべきなのか、 実践を通じて習得でき

るようになる。

●授業内容・授業計画
下記の 3 段階を踏んで、 現地調査の準備を行っていく。

第 1回 イントロダクション

第 2回 調査地域の選定と同地域に関する基本的な文献 ・ 地図 ・ 資料の輪読 1

第 3回 調査地域の選定と同地域に関する基本的な文献 ・ 地図 ・ 資料の輪読 2

第 4回 調査テーマの選定と調査項目の検討、 現地関係機関との調整、 調査計画の作成 1

第 5回 調査テーマの選定と調査項目の検討、 現地関係機関との調整、 調査計画の作成 2

第 6回 調査テーマの選定と調査項目の検討、 現地関係機関との調整、 調査計画の作成 3

第 7回 現地調査 ・ エクスカーション 1

第 8回 現地調査 ・ エクスカーション 2

第 9回 現地調査 ・ エクスカーション 3

第 10 回 現地調査 ・ エクスカーション 4

第 11 回 成果報告と報告書作成 1

第 12 回 成果報告と報告書作成 2

第 13 回 成果報告と報告書作成 3

第 14 回 成果報告と報告書作成 4

第 15 回 成果報告と報告書作成 5

●事前・事後学習の内容
実際の調査は授業時間外に行います。 それらの成果のまとめと、 レポートの作成も、 授業時間内では完結しませ

ん。 授業時間中は、 事前に準備してきたものを授業中に共有し、 検討するという作業が中心になりますので、 事前・

事後の学習が重要になります。

●評価方法
平常点 ( 出席状況と課題への取り組み方 ) と最終レポートによって評価する。

●受講生へのコメント
「地理学実験実習Ⅰ」、 「地理学実験実習Ⅱ」 を履修済みであることが望ましい。

授業では、 ほぼ毎回課題を課すので、 受講生には個人またはグループでの作業に積極的に参加することが求め

られる。

また、 現地調査・巡検に参加しない場合には単位修得は認められないので、 くれぐれも留意すること。 現地調査・

巡検等で若干の交通費がかかる。

●参考文献・教材
テキスト ： 使用しない。

参考書 ： 授業時に適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3303 開講期 単位数 標準履修年次

151
地理学野外調査実習Ⅱ

前月 4 2 単位 3 年
Field Survey in Geography II

授業形態 担当教員名

演習 大場 茂明 教授

●科目の主題
この実習では、 春季の教室巡検先となる調査地を選定し、 現地調査と巡検の企画を行うとともに、 その成果を報

告書として公表するプロセスを学ぶ。 受講生各自が設定したテーマに基づいて、 自治体、 企業、 各種団体、 住民
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への聞き取り調査、 アンケート調査、 観察、 写真撮影、 作図などを実施する。

●到達目標
調査地候補についての各種情報を収集し、 事前調査を実施した上で、 現地調査ならびに巡検を行う。 巡検後も

調査を継続して調査成果を授業時に報告するとともに、 受講生全員で調査報告書を作成して公表する。 こうした作

業を通じて、 フィールドワークの企画 ・ 実施 ・ まとめという一連のプロセスを習得することが、 この実習の到達目標

である。

●授業内容・授業計画
下記の 3 段階を踏んで、 現地調査を実施し、 成果を報告 ・ 公表する。

第 1回 ガイダンス

第 2回 フィールドワークの企画 1 （調査地域の選定）

第 3回 フィールドワークの企画 2 （調査地に関する文献 ・ 地図 ・ 史資料の収集整理）

第 4回 調査テーマの選定と調査項目の検討 1 （質問票調査の準備）

第 5回 調査テーマの選定と調査項目の検討 2 （聞き取り調査の準備）

第 6回 調査テーマの選定と調査項目の検討 3 （景観調査の準備）

第 7回 フィールドワークの実施 1 （景観調査）

第 8回 フィールドワークの実施 2 （土地利用調査）

第 9回 フィールドワークの実施 3 （地域構造調査）

第 10 回 フィールドワークの実施 4 （経済活動調査）

第 11 回 フィールドワークの実施 5 （地域文化調査）

第 12 回 フィールドワークの実施 6 （社会生活調査）

第 13 回 フィールドワークのまとめと報告書作成 1 （報告書の構成）

第 14 回 フィールドワークのまとめと報告書作成 2 （図表の作成法）

第 15 回 フィールドワークのまとめと報告書作成 3 （地図化）

●事前・事後学習の内容
受講に際しては、指導教員の指示に基づき、事前に十分な準備を行った上で臨むこと。 また、授業の終了後には、

指摘された内容をもとにフィールドワークの実施計画や報告書の修正を行い、 次回の報告に備えること。

●評価方法
平常点 （出席状況と課題提出 60％） と報告書執筆内容 （40％） により評価する。

●受講生へのコメント
「地理学野外調査実習Ⅰ」、 「地理学実験実習Ⅰ」、 「地理学実験実習Ⅱ」 を履修済みであることが受講の前提

である。 現地調査の実施、 収集した資料の整理と分析、 成果報告書の作成に至るまで、 個人またはグループでの

作業が授業の中心となるので、 受講にあたっては積極的に参加する姿勢が求められる。 なお、 現地調査 ・ 巡検に

参加しない場合には単位修得は認められないので、 くれぐれも留意すること。

●参考文献・教材
テキスト ： 使用しない。

参考書 ： 授業時に適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3304 開講期 単位数 標準履修年次

152
地理学演習Ⅰ

前月 2 2 単位 3 年
Seminar in Geography Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 大場 茂明 教授／山﨑 孝史 教授

●科目の主題
地理学の諸分野における近年の学術雑誌論文の中から、 受講生各自が関心ある文献を選び、 レジュメを作成し

て発表し、 それに基づき受講生全員で議論をする。

●到達目標
この演習を通じて、

①地理学における様々な研究分野と研究方法

②資料の収集 ・ 分析方法と、 その分析結果の妥当性

③論文の書き方

を学んでもらう。

●授業内容・授業計画
各自が関心のあるテーマに基づき、 学術雑誌に公表された論文を選択し、 その内容を要約して発表する。 受講

生は報告内容に関する質疑 ・ 討論を行う。 レジュメの作成方法、 発表の要領など、 詳細は第 1 回の授業で説明す

るので、 必ず出席のこと。
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第 1回 授業の進め方と基本文献の紹介

第 2回 受講生による報告

第 3回 同上

第 4回 同上

第 5回 同上

第 6回 同上

第 7回 同上

第 8回 同上

第 9回 同上

第 10 回 同上

第 11 回 同上

第 12 回 同上

第 13 回 同上

第 14 回 同上

第 15 回 授業のまとめと後期への展開

●事前・事後学習の内容
受講に際しては、 担当教員の指示に基づき、 指定された文献を精読するなど、 事前に十分な準備を行った上で

臨むこと。 また、 授業の終了後には、 講義の要点や指摘されたコメントを整理し、 復習を欠かさないようにすること。

●評価方法
出席状況 (10％ )、 発表内容 (60％ )、 質問など議論への参加状況 (30％ ) により評価する。

●受講生へのコメント
必ず 「地理学演習Ⅱ」 をペアで受講すること。 本演習は 4 年次の卒業論文執筆に向けて、 地理学における研

究方法や論文の書き方を先行研究から学ぶことを目指す。 そのためには、 自分が報告するだけではなく、 他の受

講生による発表を理解し、 建設的な質疑 ・ 批判を行うことが重要である。 したがって、 授業への出席はもとより、 議

論への積極的参加が求められる。

●参考文献・教材
テキスト ： 使用しない。

参考書 ： 授業時に適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3305 開講期 単位数 標準履修年次

153
地理学演習Ⅱ

後木 4 2 単位 3 年
Seminar in Geography Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 大場 茂明 教授／山﨑 孝史 教授

●科目の主題
「地理学演習Ⅰ」 の受講を基礎に、 地理的研究課題の選定、 先行研究の渉猟、 調査方法の検討、 予備調査、

発表と討論の各段階の作業を通して、 地理学研究の理論 ・ 方法に精通し卒業論文の作成に備えます。

●到達目標
受講生は、 この演習を通して 4 年次の卒業論文の研究課題を決定し、 学期末に予定される卒業論文合同演習

のための研究計画レポートを作成します。

●授業内容・授業計画
以下の計画に沿って授業を進めます。 受講生は各週の課題にそって卒論計画を練っていきます。

第 1回 地理的研究課題の発見

第 2回 地理的研究課題の特定

第 3回 研究課題発表 ・ 討論

第 4回 先行研究の渉猟

第 5回 先行研究の批判的摂取

第 6回 先行研究展望 ・ 討論

第 7回 調査方法の検討

第 8回 調査方法の採用

第 9回 調査方法発表 ・ 討論

第 10 回 調査地候補の選定

第 11 回 調査地の選定

第 12 回 調査地発表 ・ 討論
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第 13 回 研究計画の作成

第 14 回 卒論研究計画の発表

第 15 回 卒論研究計画の完成

●事前・事後学習の内容
受講に際しては、 担当教員の指示に基づき、 指定された文献を精読するなど、 事前に十分な準備を行った上で

臨むこと。 また、 授業の終了後には、 講義の要点や指摘されたコメントを整理し、 復習を欠かさないようにすること。

●評価方法
出席 （10％）、 課題提出 ・ 発表 （60％）、 研究計画書 （30％） から評価します。

●受講生へのコメント
必ず 「地理学演習Ⅰ」 を合わせて受講してください。 本演習は 4 年生次の卒業論文執筆に直接つながる演習と

して、 具体的な卒業論文の研究計画を作成しますので、 各自の研究課題 ・ 方法の具体化にとどまらず、 相互討論

を通してその洗練も目指します。 したがって、 自己の課題への取り組みに加え演習への恒常的参加、 4 年生向け

の卒論合同演習 ・ 論文発表会への出席も必要とされます。

●参考文献・教材
テキスト ： 使用しません。

参考書 ： 授業時に適宜指示します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEN3306 開講期 単位数 標準履修年次

154
人間行動学データ解析法Ⅳ

後月 3 2 単位 3 ・ 4 年
Data Analysis in Human Behavioral Sciences Ⅳ

授業形態 担当教員名

実習 木村 義成 准教授

●科目の主題
人間行動学をはじめ、 様々な統計処理を用いる学問において必要とされる、 多変量解析の原理と方法について

学習する。 授業では実際に皆さんが行うデータ採取の課題を与え、 結果を分析していく方式で行う。

●到達目標
多変量解析について、 どのようなデータに対して、 どのような分析を行い、 どのように結果の解釈を行うか、 の 3

点に焦点を絞って解説を行う。 地理学や心理学の分野では、 多変量解析を基礎とした研究が多数あるため、 この

演習を受講することにより、 それらの論文を読みこなす能力を養って頂く。

●授業内容・授業計画
人間行動学をはじめ、 様々な統計処理を用いる学問において必要とされる、 多変量解析の原理と方法について

学習する。 授業は理論と実践の両面から行うものとする。 理論においては、 重回帰分析、 クラスタ分析、 主成分分

析、 因子分析などの各種分析方法について学習する。 一方、 実践においては、 学術情報総合センターの端末室

の SPSS を利用する。

第 1回 ・ イントロダクション

第 2回 ・ 基本統計量①

第 3回 ・ 基本統計量②

第 4回 ・ 判断分析

第 5回 ・ 重回帰分析①

第 6回 ・ 重回帰分析②

第 7回 ・ ロジステック回帰分析

第 8回 ・ 各種の回帰分析

第 9回 ・ クラスタ分析

第 10 回 ・ 数量化理論Ⅰ類

第 11 回 ・ 数量化理論Ⅱ類

第 12 回 ・ 主成分分析

第 13 回 ・ 因子分析

第 14 回 ・ 数量化理論Ⅲ類

第 15 回 ・ 総括

●事前・事後学習の内容
本科目は、 SPSS を用いた統計処理の実習という性格上、 事後学習を重視する。 原則、 実習の終了後にその日

の内容に関する SPSS ファイルを提出してもらう。 また、 卒業論文など、 本科目で習得した統計処理について積極

的に利用すること。

●評価方法
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出席点 （60％）、 レポート （40％） の割合を目安に総合的に評価する。

●受講生へのコメント
統計処理は、 実際にデータを用いて取り組まないと理解が進まない。 本演習で紹介する多変量解析は広くマー

ケティング等で利用されている手法なので、 是非理解してもらいたい。

なお、 本講義は人間行動学データ解析法 IIb などの講義を既に単位取得し、 統計学の基礎を既に学んでいるこ

とを前提とする。

●参考文献・教材
教材 ・ 参考文献については演習中に逐次紹介する。

※ ） 第 1 回のガイダンスには必ず受講すること。第 1回を受講していない場合は、演習の参加を認めない
ことがある。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3208 開講期 単位数 標準履修年次

155
自然地理学概論

後火 2 2 単位 2 ～ 4 年
Introduction to Physical Geography

授業形態 担当教員名

講義 小倉 博之 非常勤講師

●科目の主題
自然地理学は地理学の一分野であり， 自然科学に属する学問でもあります。 本授業では， 自然地理学の視点に

立って地表付近で展開する自然現象を理解し， 自然現象と人間活動との関わり， ならびに災害への対応を考えて

いきます。

●到達目標
地表空間で展開する自然現象の科学的理解を第 1 目標とし， さらに， たんなる知識習得にとどまらず自然現象を

適切にとらえ， それに関する理論構築と法則追究ができることを目指します。

●授業内容・授業計画
上述の主題・目標にそって， プリント資料・プロジェクター等で図・表・写真を提示し解説する講義を主体とします。

なお，受講者の理解を深めるために，作業や論理展開をともなう課題が出されます。 各時限の内容は次の通りです。

第 1回 自然地理学とは

第 2回 自然地理学の歩み

第 3回 自然現象のとらえ方 －－ 地形のスケール， 海岸地形の解釈

第 4回 自然現象の観察から理論の構築へ －－ 氷河 ・ 周氷河地形， 地形発達の概念

第 5回 地形をつくる作用 －－ 火山地形， 山地地形， 気候地形， 乾燥地形

第 6回 地質時代区分と年代 －－ 地球史の時間目盛り

第 7回 新生代第四紀 －－ 「最近」 の地球環境の変遷

第 8回 平野の種類とその分布 －－ 侵食 ・ 堆積地形

第 9回 日本の地質と地形 －－ 沖積平野の形成過程

第 10 回 沖積平野の特性

第 11 回 地震の発生源

第 12 回 内陸地震と活断層 －－ 変動地形

第 13 回 活断層地形 －－ 地殻変動の表出

第 14 回 活断層の調査方法と情報

第 15 回 純粋科学 ・ 応用科学としての自然地理学 －－ 地形と自然災害 ・ 防災

●事前・事後学習の内容
授業で取りあげた専門的な用語や概念は， 次の授業までに理解しておかなければなりません。 そのために， 毎

回 1 時間程度の復習が必要です。

●評価方法
最終評価は， 授業中に数回実施する小テスト ・ 小レポートの評価点と定期試験の点数を総合し， 絶対評価でお

こないます。 配点比率は前者が 30％， 後者 ( 定期試験 ) が 70％です。

●受講生へのコメント
本授業では毎回多くの図 ・ 表が提示され， 内容は回を追って深化していきますので， 欠席すると理解が困難に

なります。 ぜひとも体系的なノートを作成し， 解説内容、 配付資料、 板書などを有機的に関連づけて， 系統的な授

業内容が理解できるよう心掛けてください。

配付資料は講義のほか， 授業内の小試験でも使用しますので， 過去に配付したものも毎回持参してください。

●参考文献・教材
教科書は指定せず、 授業中に配付するプリントを使用します。 おもな参考図書は次のとおりです。

　池田安隆ほか 「活断層とは何か」 東京大学出版会．
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　太田陽子ほか編 「日本の地形 6　近畿 ・ 中国 ・ 四国」 東京大学出版会 （他に本シリーズ各巻）．

　貝塚爽平ほか編 「写真と図でみる地形学」 東京大学出版会．

　貝塚爽平 「平野と海岸を読む」 岩波書店、 自然景観の読み方 5．

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3209 開講期 単位数 標準履修年次

156
地図学

前水 1 2 単位 2 ～ 4 年
Cartography

授業形態 担当教員名

講義 吉村 智博 非常勤講師

●科目の主題
古地図 ( 絵図 ) を独立した史料として解読し、 その歴史性を掘り下げる。 また古地図 ( 絵図 ) の特性に即した固

有の役割を認識し、 時代状況に位置づける。 とともに古地図 ( 絵図 ) に刻印された情報を読み取り、 その社会的機

能を分析する。

●到達目標
古地図 ( 絵図 ) 作製の歴史的背景を理解するともに、 それぞれの内容および特質について考察することを目標と

する。

●授業内容・授業計画
古代律令国家から近代国民国家にいたる長期的なスパンにおいて古地図 ( 絵図 ) の変遷とその特徴を概観する

ことになる。 レジュメによる解説とあわせて、 プレゼンテーションによる古地図 ( 絵図 ) の投影をおこない、 視覚的に

理解できるよう進めていく。

第 1回 「地図学入門」　ガイダンス ( 授業概要 )、 地図史と 「荘園絵図」、 地図学の可能性について

第 2回 「行基図論」　鎌倉時代に作製されたいわゆる 「行基図」 の内容と地図史的位置について

第 3回 「洛中洛外図論」　狩野派が中心となって描いた洛中洛外図屏風の特質について

第 4回 「世界図論」　ヨーロッパ文化との接触によって誕生した世界図のコスモロジーについて

第 5回 「伊能図論」　伊能忠敬が中心となった精緻な日本図の作製過程について

第 6回 「国絵図論」　江戸幕府によって都合 4 回にわたり作製された国絵図の経緯について

第 7回 「村絵図論」　土地 ・ 治水 ・ 争論などに際して作製された絵図に描かれた村落の景観について

第 8回 「町絵図論①－大阪」　商都の都市域を克明に描いた版行絵図について

第 9回 「町絵図論②－京都」　古都の改造によって誕生した町の姿を刻印した版行絵図について

第 10 回 「作製技術論」　古地図 ( 絵図 ) の材質 ・ 種類、 測量 ・ 技法、 作製 ・ 修復について

第 11 回 「展示公開論」　多様な制約とタブーを排して古地図 ( 絵図 ) を公開する意義と課題について

第 12 回 「近代地図論」　近代国民国家の一大プロジェクトとしての基本図の作製とその特徴について

第 13 回 「遊覧図論」　観光と遊覧を主題に描かれたパノラマ図と博覧会 ・ 名勝旧跡との関係について

第 14 回 「航空写真論」　飛行機による測量と記録行為と記録された都市空襲の実態について

第 15 回 授業内レポート ( 試験相当 ) の作成

●事前・事後学習の内容
事前学習＝授業のおよそ 1 週間前に全学ポータルにアップするレジュメをダウンロードし、 内容を一通り確

認します。

事後学習＝授業内で適宜板書あるいは補足する内容を確認し、主題の要点と自身の問題関心とを再確認します。

●評価方法
出席とレポートの内容によって判定する。 全体点数を、 出席 40％、 レポート 60％で按分し評価します。

●受講生へのコメント
古地図 ( 絵図 ) の特質や背景を歴史貫通的に追跡します。 レジュメによる解説とあわせてプレゼンテーションでの

古地図 ( 絵図 ) の投影などもおこなうので、 比較的ビジュアルな内容の授業となります。

●参考文献・教材
毎回の授業の中で関連書籍を明示します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3210 開講期 単位数 標準履修年次

157
地理情報学

前火 1 2 単位 2 ～ 4 年
Studies in Geographical Information

授業形態 担当教員名

講義 木村 義成 准教授

●科目の主題
地理情報と言えば、 何か特殊な分野に聞こえるが、 Google Map や Yahoo Map に代表されるように、 地理情報は、
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誰にとっても身近にアクセスでき、 日々の生活の中で役立つ情報となっている。 近年の IT 技術の進展により、 地理

情報は、 GIS （地理情報システム） で管理 ・ 分析できるようになり、 GPS （全地球測位システム） で高精度の位置

情報を取得できるようになった。 カーナビゲーションは、 それらの一例である。

●到達目標
本講義では、 地理情報の取得 ・ 分析 ・ 利用方法を中心に説明を行う。 また、 地理情報がどのような分野で、 ど

のように活用されているかについて数多く紹介する。 本講義により、 普段の生活の中で活用されている地理情報に

ついて理解を深めることを到達目標とする。

●授業内容・授業計画
以下のような内容を想定している。 第 1 回のイントロダクションは、 必ず受講すること。

第 1回 ・ イントロダクション

第 2回 ・ GIS (Geographic Information System) とは？

第 3回 地理情報の利点と欠点

第 4回 地理情報の利点と欠点

第 5回 ・ 地理情報のデータモデル①

第 6回 ・ 地理情報のデータモデル②

第 7回 ・ 地理情報の管理方法

第 8回 ・ 空間参照

第 9回 ・ ベクトル型データを用いた分析①

第 10 回 ・ ベクトル型データを用いた分析②

第 11 回 ・ ラスタ型データを用いた分析

第 12 回 ・ 危機管理分野での地理情報の活用

第 13 回 ・ マーケティング分野での地理情報の活用

第 14 回 ・ 社会と地理情報

第 15 回 ・ 総括

●事前・事後学習の内容
事前学習としては、 以下の参考文献を読んでおくことが望ましい。

事後学習としては、 小レポートを課すので、 講義の内容をふまえて、 自分ならばどのように地理情報を活用でき

るか？常に考えて欲しい。

●評価方法
講義中の小課題やレポート等から総合的に評価する。

評価の比率は、 小課題提出が 30%、 レポート提出が 70% を想定している。

●受講生へのコメント
地理情報の技術的な側面のみならず、 地理情報の活用事例を中心に判り易く説明するので受講されたい。

第 1回のイントロダクションは必ず参加すること。
●参考文献・教材

講義の中で、 定義参考文献を紹介する。 なお、 自習書としては以下の文献を推薦する。

岡部篤行著 『空間情報科学の挑戦』 岩波書店

マーク ・ モンモニア著 『地図は嘘つきである』 晶文社

Paul A. Longley, et al. 『Geographic Information Systems and Science』 John Wiley & Sons

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3211 開講期 単位数 標準履修年次

158
地理学特講Ⅰ

後月 2 2 単位 2 ～ 4 年
Special Lecture in Geography I

授業形態 担当教員名

講義 水内 俊雄 教授

●科目の主題
都市社会 ・ 政治地理学の実践 ： 都市地域における生活困窮問題、 住宅貧困問題、 特にホームレス問題にどの

ように接近し、 観察し、 関係者と接し、 問題の改善にあたっての仕組みづくり、 施策づくりの後方支援に関与するこ

とを、 国内外のフィールドも紹介しながら、 身につけてゆくことをめざす。 とくに脱ホームレス支援、 居住福祉支援と

いうフィールドに焦点をあてて、 如上の課題を具体的に紹介したい。 一面この分野における NPO、 NGO、 あるいは

社会的企業研究でもある。

●到達目標
水内自身が、 脱ホームレス支援の NPO の理事として活動しているが、 その活動の意味と課題を実感してもらうよ

うな講義をめざしている。 そのために、 現場の支援者 （NPO、 社会的企業ほか） にも講義に登場してもらいながら、

受講生の率直な意見をフィードバックする形で、 対話型の授業もめざしたい。 脱ホームレス支援は、 総合的な生活
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支援に他ならない。 そうしたスキルやモチベーションを少しでも学んでもらいたい。 教科書や一般書籍ではなかなか

得られない事実が満載であるので、 みなさんの生き方や就職のありかたを考える上でも大いに参考になることを期待

している。

●授業内容・授業計画
前半は、 座学を中心に、 生活困窮者問題と都市問題の関わりについて、 社会保障、 セーフティネットの再編と

関連させながら課題の摘出を行う。 特にホームレス問題やインナーシティ問題に具体の状況を紹介しながら、 現状

の最前線を知ってもらう。 後半は、 実際に地域に出てフィールドワークを行い、 特に支援の現場に焦点をあて、 現

場の声や地域状況を肌で感じてもらう。水内が関係する企画の紹介も行い、自主的に参加してもらう機会も提供する。

第 1回 セーフティネットの重荷と大学生として、 大学としてわれわれが考えるべきこと

第 2回 セーフティネットのほころび ： その 1　ホームレス問題とハウスレス問題

第 3回 新しいホームレス、 ネットカフェ難民、 派遣切り、 ワーキングプア、 そして生活困窮者問題

第 4回 脱ホームレス支援が居住福祉支援につながる実践事例の紹介 ： その 1

第 5回 脱ホームレス支援が居住福祉支援につながる実践事例の紹介 ： その 2

第 6回 居住福祉の支援と社会的不動産、 NPO との関係

第 7回 社会的企業、 NPO 論と都市論との関係の整理

第 8回 居住福祉の支援は都市再生につながるその実例紹介

第 9回 現場訪問その 1 寄せ場、 簡易宿所集中地域における脱ホームレス支援の実態

第 10 回 現場訪問その 2 ： 中間施設としての無料低額宿泊所の役割と NPO の機能

第 11 回 現場訪問その 3 ： NPO による支援付住宅という中間施設を用いた脱ホームレス支援

第 12 回 現場訪問その 4 ： 脱ホームレス支援におけるアフターケア支援の実態

第 13 回 現場訪問その 5 ： アートを生かした新しいまちづくり現場

第 14 回 現場訪問その 6 ： 社会的不動産業による新しいまちづくり現場

第 15 回 現場訪問その 7 ： 社会的企業による新しいまちづくり現場

●事前・事後学習の内容
演習形式であり、 講読および現地での共同調査は必修であり、 事前事後の準備は必須となる。

●評価方法
授業やフィールドワーク毎のミニレポートによる平常点とする。

●受講生へのコメント
現場感覚を養ってもらうために、 ゲストスピーカーや関連するプログラムへの参加、 あるいはフィールドワークを行

うので、 体を動かして、 目を動かして、 五感を働かせて、 問題に対処してもらう。 大学での講義スタイルから少々異

なるので、 好奇心あふれる探究心の持ち主が授業参加してくれるとうれしい。

●参考文献・教材
『モダン都市の系譜―地図から読み解く社会と空間―』 （ナカニシヤ出版） を参考書として紹介しておく。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LBGEO3212 開講期 単位数 標準履修年次

159
地理学特講Ⅱ

前火 2 2 単位 2 ～ 4 年
Special Lecture in Geography II

授業形態 担当教員名

講義 佐藤 廉也 非常勤講師

●科目の主題
本講義では、 人間と環境との関わりを研究する学問としての地理学の研究課題を、 アフリカ （エチオピア）、 東南

アジア （ラオス）、 中国 （黄土高原） におけるローカルな社会のフィールド研究を主な事例としながら、 森林や乾燥

地の環境利用 ・ 環境動態、 環境問題、 地域紛争、 人口史、 食文化といった題材を取り上げつつ紹介し、 地域性

とそれを超えた普遍的な人間性を理解するための地理学的な方法を学びます。 主として、生業・世帯経済、人口 （出

生 ・ 死亡）、 健康 ・ 栄養摂取、 生物環境、 集落立地などの諸変数の関係を動態的にとらえる生態学的アプローチ

をとり、 あわせてフィールド研究における地理情報の活用法の紹介もおこないます。

●到達目標
（1） ローカルな社会 ・ 経済の動態を環境への適応としてロジカルに理解する力を養うこと、 （2） フィールドにおけ

る地理情報 ・ ＧＩＳの活用法を習得すること、 （3） 地球環境問題に対して表面的に理解するだけでなくローカルな現

場から批判的な眼を養う力を身につけること。

●授業内容・授業計画
イントロダクションで本講義の概念やアプローチの方法について説明し、 続いて事例研究を通して主題に記した

内容の講義を以下のような順序ですすめます。 最後に、 到達度を見るために期末筆記試験をおこないます。

第 1回 イントロダクション ： 講義の概要とアプローチの方法
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第 2回 ラオス中部 ・ 熱帯モンスーン地域における生業 ・ 人口 ・ 栄養摂取 (1)

第 3回 ラオス中部 ・ 熱帯モンスーン地域における生業 ・ 人口 ・ 栄養摂取 (2)

第 4回 ラオス中部 ・ 熱帯モンスーン地域における生業 ・ 人口 ・ 栄養摂取 (3)

第 5回 焼畑とはどういう農法か ： 焼畑と環境問題 (1)

第 6回 焼畑とはどういう農法か ： 焼畑と環境問題 (2)

第 7回 フィールド研究と地理情報 ： エチオピア南西部の焼畑民研究 (1)

第 8回 フィールド研究と地理情報 ： エチオピア南西部の焼畑民研究 (2)

第 9回 フィールド研究と地理情報 ： エチオピア南西部の焼畑民研究 (3)

第 10 回 小さな社会の人口誌 ： エチオピア南西部の出生力動態

第 11 回 小規模社会の紛争 ・ 現代アフリカの紛争

第 12 回 中国 ・ 黄土高原の環境問題と退耕還林政策 ： 村落調査によるアプローチ (1)

第 13 回 中国 ・ 黄土高原の環境問題と退耕還林政策 ： 村落調査によるアプローチ (2)

第 14 回 中国 ・ 黄土高原の土地被覆動態 ： アメリカ公文書館所蔵の U2 空中写真

第 15 回 全体のまとめ

●事前・事後学習の内容
講義はスライドを用いておこないます。 電子媒体あるいは紙媒体いずれかの方法で、 事前に （原則として 1 週間

前まで） 資料を配付しますので、 これを予習 ・ 復習に利用してください。 スライドの内容が理解できていれば試験

には十分対応できますので、 講義中はスライドの説明を理解することに集中してください。

●評価方法
期末試験の成績を 9 割、 平常点を 1 割とします。 平常点には、 講義中におこなう小レポートの評価を含みます。

●受講生へのコメント
この講義の内容は大半が海外における事例研究です。 ほとんどの人が訪れたことのない場所ですので、 本講義

を受講するに当たってまず大事なのは 「未知の世界に対する好奇心」 です。 ただし、 それを単なる遠い世界の珍

しいお話、 で終わらせるか、 それとも、 講義内容を私たちの生きる世界につながる同時代の現象として理解し、 現

代世界を、 そして人間の本性を説明 ・ 理解するための一つのモジュールとして皆さんが活かせるようになるか、 そ

れがこの講義の成否の分かれ目かと思っています。

●参考文献・教材
講義資料は配付します。 テキストはありません。 参考文献は講義中に紹介します。
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言  語  文  化  学  科
掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN2101 開講期 単位数 標準履修年次

160
国文学史Ⅰ

前月 2 2 単位 1 ～ 3 年
History of Japanese Literature Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 奥野 久美子 准教授

●科目の主題
近代国文学、 小説の戯曲化

●到達目標
近代文学研究の基礎的な方法や作品の成立ち、 背景を理解する。

●授業内容・授業計画
一人の作家自身による小説の戯曲化として菊池寛の 2 作品、 ある作家の小説を別の作家が戯曲化したものとして

江戸川乱歩と三島由紀夫の競作を取り扱う。 小説、 戯曲それぞれの成立条件を考え、 面白さを味わう。

第 1回 ガイダンス―戯曲の時代―

第 2回 菊池寛について

第 3回 菊池寛 「藤十郎の恋」 小説

第 4回 菊池寛 「藤十郎の恋」 典拠について

第 5回 菊池寛 「藤十郎の恋」 戯曲

第 6回 三島由紀夫と江戸川乱歩

第 7回 江戸川乱歩 「黒蜥蜴」

第 8回 三島由紀夫 「黒蜥蜴」

第 9回 「黒蜥蜴」 の舞台

第 10 回 「黒蜥蜴」 の映画

第 11 回 菊池寛 「入れ札」 小説

第 12 回 菊池寛 「入れ札」 典拠について

第 13 回 菊池寛 「入れ札」 戯曲化の事情

第 14 回 菊池寛 「入れ札」 戯曲

第 15 回 授業内試験

●事前・事後学習の内容
教科書指定している文庫本や、 配布するプリントをもとに、 毎回当該作品の下読みを欠かさないこと。 事後は一

作品ごとに小レポートを課すので、 毎回の疑問点や所感を控えておくこと。

●評価方法
授業への参加状況、 小レポート提出、 試験による。

●受講生へのコメント
毎回の配付資料は試験終了までなくさないように管理しておくこと。 紛失しても再配布はしない。 また小レポート

は一定の内容がなければ提出とみなさない。

●参考文献・教材
教科書 ： 『父帰る ・ 藤十郎の恋　菊池寛戯曲集』 （岩波文庫） （岩波書店、 定価 740 円 + 税）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN2102 開講期 単位数 標準履修年次

161
国文学史Ⅱ

後月 2 2 単位 1 ～ 3 年
History of Japanese Literature Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 山本 真由子 講師

●科目の主題
平安朝漢文学史

●到達目標
平安時代における漢文学の展開と変遷を知り、 その特質について理解を深める。

●授業内容・授業計画
平安時代、 漢文学作品の内容と表現は、 どのように展開していったのかを概観する。

第 1回 ガイダンス　平安朝の漢文学について

第 2回 勅撰漢詩集①凌雲集
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第 3回 勅撰漢詩集②文華秀麗集

第 4回 勅撰漢詩集③経国集

第 5回 菅原道真の漢詩文①

第 6回 菅原道真の漢詩文②

第 7回 菅原道真の漢詩文③

第 8回 村上朝の漢詩文①

第 9回 村上朝の漢詩文②

第 10 回 一条朝の漢詩文①

第 11 回 一条朝の漢詩文②

第 12 回 一条朝の漢詩文③

第 13 回 院政期の漢詩文①

第 14 回 院政期の漢詩文②

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業前の学習は不要。 授業後の学習が重要。 授業後は、 とりあげられた漢文学作品を読み直し、 分からない語

は辞書などを使って調べる。 授業中にとりあげられた作品の他の箇所や、 同じ作者の別の作品など、 できる限り多

くの作品を読む。

●評価方法
期末試験と平常点 （授業時に書いてもらうコミュニケーションカードなど） による。

●受講生へのコメント
講義では、 それぞれの漢文学作品から、 特に読んでおいてほしい箇所をとりあげる。 興味を持った作品につい

ては、 ぜひ作品を通して読んだり、 同じ作者の別の作品を読むなどして、 平安時代の漢文学の世界に親しんでほ

しい。

●参考文献・教材
教材　プリントを配布する。 　

参考文献　授業時に詳しく指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN3201 開講期 単位数 標準履修年次

162
国語学基礎論

前火 3 2 単位 2 ～ 4 年
Introduction to Japanese Linguistics

授業形態 担当教員名

講義 丹羽 哲也 教授

●科目の主題
日本語研究の基礎。

●到達目標
日本語文法に関わる基礎的な知識を習得し、 言葉についての思考方法を身につける。

●授業内容・授業計画
現代語文法と古典語文法について、 両者を対照しながら解説する。 毎回、 演習問題を課す。

第 1回 導入

第 2回 文の構造と品詞

第 3回 代名詞の用法

第 4回 形容動詞の問題

第 5回 動詞の活用

第 6回 活用の変遷

第 7回 格関係

第 8回 「は」 と 「が」

第 9回 係り結び

第 10 回 述語の構造

第 11 回 動詞の自他と態 （ヴォイス）

第 12 回 時制と相 （アスペクト）

第 13 回 叙法 （モダリティ） と終助詞

第 14 回 接続関係

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
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配布プリントの問題を事前に解答してみる。 配布プリントを読み返し、 必要に応じて参考文献を読む。

●評価方法
授業中に課される課題の提出 （1.5 割） と学期末の試験 （8.5 割） による。

●受講生へのコメント
日本語研究の基礎を扱うが、 毎回の課題など決して平易ではない。

●参考文献・教材
プリントを配布する。 参考文献は授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN3202 開講期 単位数 標準履修年次

163
国語学方法論

後火 3 2 単位 2 ～ 4 年
Methods of Japanese Linguistics

授業形態 担当教員名

演習 丹羽 哲也 教授

●科目の主題
類義語の分析。

●到達目標
言葉の意味分析を通して、 自分の普段使っている言葉を内省し、 言語の体系性 ・ 論理性と言語使用の柔軟性

について自覚を深める。

●授業内容・授業計画
受講生が課題として与えられる類義語を比較 ・ 考察し、 発表資料を作成して、 発表する。 それをもとに、 受講生

全員で議論する。

第 1回 発表資料作成の方法と用例データについての説明。

第 2回 語義分析の方法についての解説。

第 3回 動詞 ・ 形容詞の類義語 (1)

第 4回 動詞 ・ 形容詞の類義語 (2)

第 5回 動詞 ・ 形容詞の類義語 (3)

第 6回 動詞 ・ 形容詞の類義語 (4)

第 7回 副詞の類義語 (1)

第 8回 副詞の類義語 (2)

第 9回 副詞の類義語 (3)

第 10 回 副詞の類義語 (4)

第 11 回 名詞の類義語 (1)

第 12 回 名詞の類義語 (2)

第 13 回 名詞の類義語 (3)

第 14 回 名詞の類義語 (4)

第 15 回 レポート指導

●事前・事後学習の内容
担当する類義語について、 辞書の記述の調査、 用例の検索と分析、 担当グループ内での議論、 レジュメの作成

を行う。 また、 自グループの担当した類義語、 および、 他グループの発表した類義語について、 レポート作成に取

り組む。

●評価方法
平常点 （発表内容、 および、 発表担当でない時の発言ぶり） と学期末のレポートによる。

●受講生へのコメント
国語辞典に載っている意味記述は十分とは言えないものが少なくなく、 より深く正確な意味の定義を考える。 担

当者は作例と電子テキストによる用例を検討し、 その類義語の間に直感的に感じられる微妙な意味の違いを論理的

に説明することが求められる。 他の受講生は、 その発表について自分の意見を表明することが求められる。

●参考文献・教材
参考文献は授業中に指示する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN3203 開講期 単位数 標準履修年次

164
国語国文学講読Ⅰ

前木 2 2 単位 2 ～ 4 年
Readings in Japanese Language and Literature Ⅰ

授業形態 担当教員名

講読 奥野 久美子 准教授

●科目の主題
夏目漱石 「こころ」 講読 （前半）

●到達目標
今年生誕 150 年を迎えた夏目漱石の代表作 「こころ」 を精読する。 本文校訂と注釈、 および先行研究の調査

研究を中心とし、 一言一句をおろそかにしない読みにより、 作品や作家とその時代への理解を深めることを目標とす

る。 あわせて近代文学の研究方法の基礎を身につける。

●授業内容・授業計画
受講生各自が調査研究し、 発表する。 担当者以外の受講生は討議に参加し、 受講生全員で作品の理解を深め

ていく。

第 1回 ガイダンスと発表担当決め

第 2回 資料探索の方法 1

第 3回 資料探索の方法 2

第 4回 発表と討議 1

第 5回 発表と討議 2

第 6回 発表と討議 3

第 7回 発表と討議 4

第 8回 発表と討議 5

第 9回 発表と討議 6

第 10 回 発表と討議 7

第 11 回 発表と討議 8

第 12 回 発表と討議 9

第 13 回 発表と討議 10

第 14 回 発表と討議 11

第 15 回 発表と討議 12

●事前・事後学習の内容
発表の準備には最低 2 ～ 3 週間を要する。 早めにとりかかること。 発表者以外の受講生は、 毎回当該箇所を下

読みし、 事後には疑問点などを整理しておくこと。

●評価方法
発表内容、 討議への参加状況と学期末のレポートによる。

●受講生へのコメント
受講生が授業を作るという意識を持ち、 自分の担当でない場合も、 積極的に質問 ・ 意見を出し、 討議の活発化

に努めること。

●参考文献・教材
テキスト ： 夏目漱石 『こころ』 （新潮文庫、 定価 400 円） ※旧版はページ数が異なる場合があるので、 できるだ

け新刊で入手できるものを購入。

参考文献 ：

『漱石全集』 （岩波書店、 注釈つきのもの）

『漱石新聞小説復刻全集』 第 8 巻 （ゆまに書房）

『こゝろ』 （岩波文芸書初版本復刻シリーズ） （岩波書店 2014）

その他初回授業で指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN3204 開講期 単位数 標準履修年次

165
国語国文学講読Ⅱ

後木 2 2 単位 2 ～ 4 年
Readings in Japanese Language and Literature Ⅱ

授業形態 担当教員名

講読 奥野 久美子 准教授

●科目の主題
夏目漱石 「こころ」 講読 （後半）

●到達目標
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今年生誕 150 年を迎えた夏目漱石の代表作 「こころ」 を精読する （後半）。 本文校訂と注釈、 および先行研究

の調査研究を中心とし、 一言一句をおろそかにしない読みにより、 作品や作家とその時代への理解を深めることを

目標とする。 あわせて近代文学の研究方法の基礎を身につける。

●授業内容・授業計画
受講生各自が調査研究し、 発表する。 担当者以外の受講生は討議に参加し、 受講生全員で作品の理解を深め

ていく。

第 1回 ガイダンス

第 2回 上回生による発表と討議 1

第 3回 上回生による発表と討議 2

第 4回 2 回生による発表と討議 1

第 5回 2 回生による発表と討議 2

第 6回 2 回生による発表と討議 3

第 7回 2 回生による発表と討議 4

第 8回 2 回生による発表と討議 5

第 9回 2 回生による発表と討議 6

第 10 回 2 回生による発表と討議 7

第 11 回 2 回生による発表と討議 8

第 12 回 2 回生による発表と討議 9

第 13 回 2 回生による発表と討議 10

第 14 回 2 回生による発表と討議 11

第 15 回 2 回生による発表と討議 12

●事前・事後学習の内容
発表の準備には最低 2 ～ 3 週間を要する。 早めにとりかかること。 発表者以外の受講生は、 毎回当該箇所を下

読みし、 事後には疑問点などを整理しておくこと。

●評価方法
発表内容、 討議への参加状況と学期末のレポートによる。

●受講生へのコメント
・ 前期の国語国文学講読Ⅰに続くものであるが、 必ずしも前期の受講を必要としない。 後期のみの受講も可。

・ 受講前にテキストを通読し、 毎回の授業前にはその回に扱う箇所を再度熟読しておくこと。 受講生が授業を作

るという意識を持ち、 自分の担当でない場合も、 積極的に質問 ・ 意見を出し、 討議の活発化に努めること。

●参考文献・教材
テキスト ： 夏目漱石 『こころ』 （新潮文庫、 定価 400 円） ※旧版はページ数が異なる場合があるので、 できるだ

け新刊で入手できるものを購入。

参考文献 ：

『漱石全集』 （岩波書店、 注釈つきのもの）

『漱石新聞小説復刻全集』 第 8 巻 （ゆまに書房）

『こゝろ』 （岩波文芸書初版本復刻シリーズ） （岩波書店 2014）

その他初回授業で指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN3205 開講期 単位数 標準履修年次

166
国語国文学講読Ⅲ

前月 3 2 単位 2 ～ 4 年
Readings in Japanese Language and Literature Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習 山本 真由子 講師

●科目の主題
『紫式部日記』 講読

●到達目標
宮内庁書陵部蔵 『紫式部日記』 （黒川本） を、 詳しく読み解くことを通して、 平安時代の文学作品を注釈する際

に必要となる文献を知り、 他の作品を読み解く際に応用できるようになることを目標とする。 また、 写本の影印を用

いて読むことにより、 くずし字に親しみ、 併せて書物の成立と伝来について考える視点を養う。

●授業内容・授業計画
『紫式部日記』 は、 平安時代の仮名日記である。 まず、 学期初めに、 平安時代の日記文学と 『紫式部日記』

について概説し、 文献調査方法などについて講義する。 その後、 受講者が各自の担当箇所を翻字、 調査して、

発表する。 発表を承けて、 他の受講者も質疑に参加し、 受講者全員で本作を読み解いてゆく。
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第 1回 ガイダンス　平安時代の日記文学および 『紫式部日記』 概説／発表順の決定

第 2回 文献調査方法／平安時代の文学作品の写本 ・ くずし字について

第 3回 講師による発表の例示

第 4回 受講者による発表 ・ 質疑

第 5回 受講者による発表 ・ 質疑

第 6回 受講者による発表 ・ 質疑

第 7回 受講者による発表 ・ 質疑

第 8回 受講者による発表 ・ 質疑

第 9回 受講者による発表 ・ 質疑

第 10 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 11 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 12 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 13 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 14 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 15 回 まとめ／レポート提出

●事前・事後学習の内容
授業までに、 その回に扱う箇所を翻字しておくこと。

授業後は、 発表レジュメや授業の内容をふまえて、 作品を読み直し、 予習の翻字を修正すること。

●評価方法
授業時の発表と、 発表後に質疑をふまえて改訂し学期末に提出するレポート （発表レジュメ） による。 また授業

中不定期に翻字の小テストを行い、 その成績も評価に加味する。

●受講生へのコメント
授業時に紹介する注釈書を用いて、 『紫式部日記』 を通して読んでみること。

●参考文献・教材
教材　

プリントを配布する。

参考文献　

授業時に詳しく指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN3206 開講期 単位数 標準履修年次

167
国語国文学講読Ⅳ

後月 3 2 単位 2 ～ 4 年
Readings in Japanese Language and Literature Ⅳ

授業形態 担当教員名

演習 山本 真由子 講師

●科目の主題
『伊勢物語』 講読

●到達目標
本間美術館蔵伝民部卿局筆本 『伊勢物語』 （塗籠本） を、 他の諸本と比較して、 詳しく読み解くことを通して、

平安時代の文学作品の本文校訂の方法と注釈する際に必要となる文献を知り、 他の作品を読み解く際に応用でき

るようになることを目標とする。 また、 写本の影印を用いて読むことにより、 くずし字に親しみ、 併せて書物の成立と

伝来について考える視点を養う。

●授業内容・授業計画
『伊勢物語』 は、 平安時代に成立した物語である。 古写本が多く、 多様な本文が伝えられている。 本作を読み

解くには、 諸本の本文を参照することが必要である。 まず、 学期初めに、 平安時代の物語文学と 『伊勢物語』 の

諸本について講義する。 その後、 受講者が各自の担当箇所を翻字、 調査して、 発表する。 発表を承けて、 他の

受講者も質疑に参加し、 受講者全員で本作を読み解いてゆく。

第 1回 ガイダンス　平安時代の物語文学および 『伊勢物語』 概説／発表順の決定

第 2回 『伊勢物語』 の諸本と本文について

第 3回 講師による発表の例示

第 4回 受講者による発表 ・ 質疑

第 5回 受講者による発表 ・ 質疑

第 6回 受講者による発表 ・ 質疑

第 7回 受講者による発表 ・ 質疑

第 8回 受講者による発表 ・ 質疑
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第 9回 受講者による発表 ・ 質疑

第 10 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 11 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 12 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 13 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 14 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 15 回 まとめ／レポート提出

●事前・事後学習の内容
授業までに、 その回に扱う箇所を翻字しておくこと。

授業後は、 発表レジュメや授業の内容をふまえて、 作品を読み直し、 予習の翻字を修正すること。

●評価方法
授業時の発表と、 発表後に質疑をふまえて改訂し学期末に提出するレポート （発表レジュメ） による。 また授業

中不定期に翻字の小テストを行い、 その成績も評価に加味する。

●受講生へのコメント
授業時に紹介する注釈書を用いて、 『伊勢物語』 を通して読んでみること。

●参考文献・教材
教材　

プリントを配布する。 　

参考文献　

授業時に詳しく指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN3301 開講期 単位数 標準履修年次

168
国語国文学演習Ⅰ

前水 3 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Japanese Language and Literature Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 久堀 裕朗 教授

●科目の主題
江戸時代の人形浄瑠璃作品を原本の影印によって精読しながら、 先行の注釈書では解決できない、 解釈上の

問題点を見出して検討し、 加えて人形浄瑠璃という芸能の特質について理解を深める。

●到達目標
作品の精読作業を通じ、 近世の文学作品を注釈する際に必要となる同時代の基本文献について広範な知識を

得、 実証的な文献の扱い方を学んで、 他の作品を精読・分析する際に応用できる力を身につけることを目標とする。

また、 近世の板本を読むことによって、 くずし字に親しみ、 かつ板本に関する書誌的知識を習得する。

●授業内容・授業計画
浄瑠璃 『仮名手本忠臣蔵』 精読。

『仮名手本忠臣蔵』 は、 寛延元年 （1748） 竹本座初演の浄瑠璃作品で、 近世演劇屈指の名作である。 この授

業では、 受講者が各自の担当範囲を調査 ・ 発表する演習形式で本作を精読していく （前期は本作前半部）。 まず

学期初めの 3 回程度で、 人形浄瑠璃という芸能の特徴、 浄瑠璃を読む際に留意すべき点、 文献調査方法等につ

いて講義する。 以降受講者が順にそれぞれの担当部分について発表し、 それを承けて他の出席者も参加して質疑

を行うという形で授業を進めていく。 なお原作を読むだけでなく、 現在の文楽 ・ 歌舞伎の舞台映像を参考に、 その

演出についても検討を加える。

第 1回 ガイダンス

第 2回 『仮名手本忠臣蔵』 について

第 3回 文献調査方法について

第 4回 受講者による発表 ・ 質疑

第 5回 受講者による発表 ・ 質疑

第 6回 受講者による発表 ・ 質疑

第 7回 受講者による発表 ・ 質疑

第 8回 受講者による発表 ・ 質疑

第 9回 受講者による発表 ・ 質疑

第 10 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 11 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 12 回 受講者による発表 ・ 質疑
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第 13 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 14 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 15 回 まとめ／レポート提出

●事前・事後学習の内容
事前学習

作品のテキストをあらかじめよく読んでおくこと。

事後学習

明らかになった問題点について、 再度自身で考察すること。

●評価方法
授業時の発表と、 発表後に補足を加えて学期末に提出してもらうレポート （発表レジュメ） によって評価する。 ま

た授業中不定期に小テストを行うので、 その成績も評価に加味する。

●受講生へのコメント
担当範囲だけではなく、 全体をじっくり読みこみ、 毎回積極的に授業参加することによって、 人形浄瑠璃の世界

に親しんでほしい。

●参考文献・教材
教材

プリントを配布する。

参考文献

授業時に詳しく指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN3302 開講期 単位数 標準履修年次

169
国語国文学演習Ⅱ

後水 3 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Japanese Language and Literature Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 久堀 裕朗 教授

●科目の主題
江戸時代の人形浄瑠璃作品を原本の影印によって精読しながら、 先行の注釈書では解決できない、 解釈上の

問題点を見出して検討する。

●到達目標
作品の精読作業を通じ、 近世の文学作品を注釈する際に必要となる同時代の基本文献について広範な知識を

得、 実証的な文献の扱い方を学んで、 他の作品を精読・分析する際に応用できる力を身につけることを目標とする。

また近世の板本を読むことによって、 くずし字に親しみ、 かつ板本に関する書誌的知識を習得する。

●授業内容・授業計画
浄瑠璃 『仮名手本忠臣蔵』 精読。

『仮名手本忠臣蔵』 は、 寛延元年 （1748） 竹本座初演の浄瑠璃作品で、 近世演劇屈指の名作である。 この授

業では、 受講者が各自の担当範囲を調査 ・ 発表する演習形式で本作を精読していく （後期は本作後半部）。

第 1回 ガイダンス

第 2回 浄瑠璃の曲節について

第 3回 受講者による発表 ・ 質疑

第 4回 受講者による発表 ・ 質疑

第 5回 受講者による発表 ・ 質疑

第 6回 受講者による発表 ・ 質疑

第 7回 受講者による発表 ・ 質疑

第 8回 受講者による発表 ・ 質疑

第 9回 受講者による発表 ・ 質疑

第 10 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 11 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 12 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 13 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 14 回 受講者による発表 ・ 質疑

第 15 回 まとめ／レポート提出

●事前・事後学習の内容
事前学習

作品のテキストをあらかじめよく読んでおくこと。
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事後学習

明らかになった問題点について、 再度自身で考察すること。

●評価方法
授業時の発表と、 発表後に補足を加えて学期末に提出してもらうレポート （発表レジュメ） によって評価する。 ま

た授業中不定期に翻字の小テストを行うので、 その成績も評価に加味する。

●受講生へのコメント
担当範囲だけではなく、 全体をじっくり読みこみ、 毎回積極的に授業参加することによって、 浄瑠璃の世界に親

しんでほしい。

●参考文献・教材
教材

プリントを配布する。

参考文献

授業時に詳しく指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN3303 開講期 単位数 標準履修年次

170
国語国文学演習Ⅲ

前火 2 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Japanese Language and Literature Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習 小林 直樹 教授

●科目の主題
『閑居友』 講読

●到達目標
『閑居友』 の精読を通じて、 中世の文学作品を、 その作品が成立した時代の文脈の中に位置づけて読み解いて

いく基本姿勢の習得を目指す。

●授業内容・授業計画
九条家出身の遁世僧、 慶政の手になる説話集 『閑居友』 を注釈的に読解する。 受講生は分担して報告を行い、

その後の全体討議を経てテキスト理解を深めていく。

第 1回 ガイダンス

第 2回 『閑居友』 解説と講読

第 3回 『閑居友』 解説と講読

第 4回 『閑居友』 解説と講読

第 5回 受講生による報告と討議

第 6回 受講生による報告と討議

第 7回 受講生による報告と討議

第 8回 受講生による報告と討議

第 9回 受講生による報告と討議

第 10 回 受講生による報告と討議

第 11 回 受講生による報告と討議

第 12 回 受講生による報告と討議

第 13 回 受講生による報告と討議

第 14 回 受講生による報告と討議

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業までにテキストの下読みを十分に行い、 事前に配布された担当者のレジュメにも目を通し、 問題点を認識し

た上で授業に臨むこと。 また、 報告担当者は少なくとも一ヶ月前から調査を開始すること。

●評価方法
平常点とレポートによる。 授業回数の 3 分の 2 以上出席していない場合、 評価対象としない。

●受講生へのコメント
本科目は後期の演習Ⅳと併せて受講することが極めて望ましい。

●参考文献・教材
テキスト ： プリントによる。

参考書 ： 新日本古典文学大系 『宝物集 閑居友 比良山古人霊託』 （岩波書店）

中世の文学 『閑居友』 （三弥井書店）

角川ソフィア文庫 『発心集 （上 ・ 下）』 （KADOKAWA）
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN3304 開講期 単位数 標準履修年次

171
国語国文学演習Ⅳ

後火 2 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Japanese Language and Literature Ⅳ

授業形態 担当教員名

演習 小林 直樹 教授

●科目の主題
『閑居友』 講読。

●到達目標
『閑居友』 の精読を通じて、 中世の文学作品を、 その作品が成立した時代の文脈の中に位置づけて読み解いて

いく基本姿勢の習得を目指す。

●授業内容・授業計画
前期の演習Ⅲに引き続き、『閑居友』 を注釈的に読解する。 担当者による報告と、受講者全員による討議を経て、

テキスト理解を深めていく。

第 1回 受講生による報告と討議

第 2回 受講生による報告と討議

第 3回 受講生による報告と討議

第 4回 受講生による報告と討議

第 5回 受講生による報告と討議

第 6回 受講生による報告と討議

第 7回 受講生による報告と討議

第 8回 受講生による報告と討議

第 9回 受講生による報告と討議

第 10 回 受講生による報告と討議

第 11 回 受講生による報告と討議

第 12 回 受講生による報告と討議

第 13 回 受講生による報告と討議

第 14 回 受講生による報告と討議

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業までにテキストの下読みを十分に行い、 事前に配布された担当者のレジュメにも目を通し、 問題点を認識し

た上で授業に臨むこと。 また、 報告担当者は少なくとも一ヶ月前から調査を開始すること。

●評価方法
平常点とレポートによる。 授業回数の 3 分の 2 以上出席していない場合、 評価対象としない。

●受講生へのコメント
本科目は前期の演習Ⅲと併せて受講することが極めて望ましい。

●参考文献・教材
テキスト ： プリントによる。

参考書 ： 新日本古典文学大系 『宝物集 閑居友 比良山古人霊託』 （岩波書店）

中世の文学 『閑居友』 （三弥井書店）

角川ソフィア文庫 『発心集 （上 ・ 下）』 （KADOKAWA）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN3305 開講期 単位数 標準履修年次

172
国語国文学演習Ⅴ

前木 4 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Japanese Language and Literature Ⅴ

授業形態 担当教員名

演習 丹羽 哲也 教授

●科目の主題
語の歴史。 『日本国語大辞典』 の精読。

●到達目標
単語が歴史的にどう変遷していくか、 その過程を文献資料によって明らかにしていくための方法を身につける。

一つの語が様々な用法を派生 ・ 拡大していき、 また、 縮小していく、 そういう流れの多様性と法則性を追究する。

●授業内容・授業計画
担当者は、課題の語について、古典文献 （電子テキストも含む） から用例を収集し、『日本国語大辞典』 （第二版）

の記述を批判的に検討しながら、 意味 ・ 用法の分析をし、 いかなる変遷過程をたどってきたかという問題を考察、
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発表する。 他の受講生はそれについて意見表明を求められる。

第 1回 レジュメの作成方法、 調査する資料についての説明。

第 2回 言葉の意味と意味変化に関する概説 (1)

第 3回 言葉の意味と意味変化に関する概説 (2)

第 4回 発表と議論 (1)

第 5回 発表と議論 (2)

第 6回 発表と議論 (3)

第 7回 発表と議論 (4)

第 8回 発表と議論 (5)

第 9回 発表と議論 (6)

第 10 回 発表と議論 (7)

第 11 回 発表と議論 (8)

第 12 回 発表と議論 (9)

第 13 回 発表と議論 (10)

第 14 回 発表と議論 (11)

第 15 回 レポート指導

●事前・事後学習の内容
担当する語について、 辞書の記述の調査、 用例の収集と考察、 レジュメの作成を行う。 発表後は、 レポートの

作成に取り組む。

●評価方法
平常点と学期末のレポートによる。

●受講生へのコメント
各時代の用例を集めて分析するのは手間がかかることなので、 準備に十分な時間をかけること。

●参考文献・教材
参考文献は授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN3306 開講期 単位数 標準履修年次

173
国語国文学演習Ⅵ

後木 4 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Japanese Language and Literature Ⅵ

授業形態 担当教員名

演習 丹羽 哲也 教授

●科目の主題
日本語の諸相。

●到達目標
日本語がいかに変化して現在に至っているか、 あるいは、 日本語の現在の諸事象がいかなる歴史的背景を持っ

ているか、 自分で問題を設定して調べ、 理解を深めていく力を養う。

●授業内容・授業計画
受講生各自が、日本語に関して興味を抱いている問題 （意味、語源、文法、敬語、文体、音韻、表記、方言など）

について、 具体的なテーマを設定し、 文献を調べたりデータを集めたりして考察を加え、 複数回の発表をする。 他

の受講生は、 それについての意見表明が求められる。

第 1回 テーマ設定の相談、 文献の紹介 (1)

第 2回 テーマ設定の相談、 文献の紹介 (2)

第 3回 発表と議論 (1)

第 4回 発表と議論 (2)

第 5回 発表と議論 (3)

第 6回 発表と議論 (4)

第 7回 発表と議論 (5)

第 8回 発表と議論 (6)

第 9回 発表と議論 (7)

第 10 回 発表と議論 (8)

第 11 回 発表と議論 (9)

第 12 回 発表と議論 (10)

第 13 回 発表と議論 (11)

第 14 回 発表と議論 (12)

第 15 回 レポート指導
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●事前・事後学習の内容
発表テーマの選定と継続的な調査 ・ 考察。 レポートの作成

●評価方法
平常点と学期末のレポートによる。

●受講生へのコメント
あらかじめ、 どんなテーマ ・ 問題を設定するかある程度考えておくこと。

●参考文献・教材
参考文献は授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN3207 開講期 単位数 標準履修年次

174
国語国文学特講Ⅰ

前水 2 2 単位 2 ～ 4 年
Special Lecture on Japanese Language and Literature Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 小林 直樹 教授

●科目の主題
無住と遁世僧の伝承世界

●到達目標
鎌倉期の文学の一翼を担った遁世僧の世界について理解を深めることを目標とする。

●授業内容・授業計画
『沙石集』 や 『雑談集』 の著者として知られる鎌倉後期の遁世僧 ・ 無住について、 学問基盤やネットワーク、 時

代思潮など、 さまざまな観点から考察する。

第 1回 ガイダンス

第 2回 遁世僧の世界

第 3回 無住と武家①

第 4回 無住と武家②

第 5回 無住と武家③

第 6回 無住と遁世僧①

第 7回 無住と遁世僧②

第 8回 無住と遁世僧③

第 9回 無住と遁世僧④

第 10 回 無住の学問と説話①

第 11 回 無住の学問と説話②

第 12 回 無住の学問と説話③

第 13 回 無住の学問と説話④

第 14 回 無住の学問と説話⑤

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
参考図書を事前に読んで授業に備え、 授業後は配布プリントを読み返して理解の定着をはかる。

●評価方法
レポートによる。

●受講生へのコメント
単に講義を聴くだけでなく、 できるだけ多くの参考図書を読むことにより、 各自の問題意識を深めていってほしい。

●参考文献・教材
小島孝之訳注 『沙石集』 （小学館、 新編日本古典文学全集）

大隅和雄 『信心の世界 遁世者の心』 （中央公論新社、 日本の中世 2）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN3208 開講期 単位数 標準履修年次

175
国語国文学特講Ⅱ

後水 2 2 単位 2 ～ 4 年
Special Lecture on Japanese Language and Literature Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 大坪 亮介 非常勤講師

●科目の主題
『太平記』 の世界

●到達目標
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南北朝動乱を描く軍記物語 『太平記』 を題材に、 古典テキストを当時の歴史的 ・ 文化的背景を視野に入れつ

つ読み解く姿勢を身につけることを目的とする。

●授業内容・授業計画
現存 『太平記』 全四十巻は、 一般に第一部～第三部という大きなまとまりに分けて考えられている。 第 1 回～第

6 回では、 長大な 『太平記』 の全体像を概観するとともに、 各部の特徴とその背景について考える。 第 7 回～第

10 回では、 『太平記』 に多く登場する怨霊の存在に注目し、 かれらが 『太平記』 の歴史叙述において果たす役割

について考察する。 第 11 回～第 14 回では、 『太平記』 に散見する政道批判記事を取り上げ、 『太平記』 が成立

した時代の政治状況との関わりを探る。

第 1回 『太平記』 第一部の世界①

第 2回 『太平記』 第一部の世界②

第 3回 『太平記』 第二部の世界①

第 4回 『太平記』 第二部の世界②

第 5回 『太平記』 第三部の世界①

第 6回 『太平記』 第三部の世界②

第 7回 『太平記』 と怨霊①

第 8回 『太平記』 と怨霊②

第 9回 『太平記』 と怨霊③

第 10 回 『太平記』 と怨霊④

第 11 回 『太平記』 と政治批判①

第 12 回 『太平記』 と政治批判②

第 13 回 『太平記』 と政治批判③

第 14 回 『太平記』 と政治批判④

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
『太平記』 の内容は複雑多岐にわたる。 一度話を聞いただけでは理解しづらいと思われるので、 授業後はその

日の内容を必ず整理し、 授業前はその内容を必ず確認しておくこと

●評価方法
平常点 （コミュニケーションカードの記載等） 30％、 期末試験 70％。

●受講生へのコメント
単に講義を聴くだけでなく、 参考図書をはじめできるだけ多くの本を読んで問題意識を深めていってほしい。

●参考文献・教材
教材　プリント配布。

参考文献　『太平記①～⑥』 （岩波文庫、2014 ～ 2016 年）、新編日本古典文学全集 『太平記①～④』 （小学館、

1994 ～ 1998 年）、松尾剛次 『太平記　鎮魂と救済の史書』 （中公新書、2001 年）、市沢哲編 『太平記を読む』 （吉

川弘文館、 2008 年）、 森茂暁 『太平記の群像　南北朝を駆け抜けた人々』 （角川ソフイア文庫、 2013 年）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN3307 開講期 単位数 標準履修年次

176
国語国文学特論

前木 3 2 単位 3 ・ 4 年
Special Studies in Japanese Language and Literature

授業形態 担当教員名

受講生による演習を主とする。 水谷 隆 非常勤講師

●科目の主題
中古和歌作品の注釈的読解

●到達目標
平安時代の和歌テキストを、 文法や表現技法に注意しながら、 正確 ・ 精密に読み解く能力を身につける。

古今集時代の和歌表現の特性についての知識を得る。

●授業内容・授業計画
はじめ、 和歌史および和歌の表現技法について確認する。 しかる後に、 平安時代の歌を、 受講生それぞれが

担当して、 文法や表現技法等に注意しながら調査 ・ 精読し、 発表する。 担当者以外の受講生も討議に加わり、 理

解を深めるという形式で授業を進める。

第 1回 和歌史および 『新撰和歌』 についての概説

第 2回 和歌の表現技法等の再確認　①

第 3回 和歌の表現技法等の再確認　②

第 4回 和歌テキストの読解と討議　①
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第 5回 和歌テキストの読解と討議　②

第 6回 和歌テキストの読解と討議　③

第 7回 和歌テキストの読解と討議　④

第 8回 和歌テキストの読解と討議　⑤

第 9回 和歌テキストの読解と討議　⑥

第 10 回 和歌テキストの読解と討議　⑦

第 11 回 和歌テキストの読解と討議　⑧

第 12 回 和歌テキストの読解と討議　⑨

第 13 回 和歌テキストの読解と討議　⑩

第 14 回 和歌テキストの読解と討議　⑪

第 15 回 授業の総括

●事前・事後学習の内容
演習で扱う和歌は前もって示すので、 担当者は無論のこと、 各受講生が文法的事項に留意しつつ、 自分なりに

現代語訳をしてから授業に臨むこと。

また、 授業時間中に明らかになった課題につき、 自分なりに調査 ・ 考察を行うこと。

●評価方法
平常点 （発表および討議への参加等） 40％

学期末レポート 60％

●受講生へのコメント
担当者以外も、 各回の授業で取り上げる歌について十分な予習をしてから授業に臨んでもらいたい。

●参考文献・教材
授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCJPN3308 開講期 単位数 標準履修年次

177
国語国文学特論演習

後木 3 2 単位 3 ・ 4 年
Special Seminar in Japanese Language and Literature

授業形態 担当教員名

受講生による演習を主とする。 水谷 隆 非常勤講師

●科目の主題
『新撰和歌』 の注釈的読解

●到達目標
平安時代の和歌テキストを、 歌集という文脈の中において理解する能力を身につける。

和歌集のテキストを、 一つのまとまりある作品として把握していく態度と方法を身につける。

●授業内容・授業計画
『新撰和歌』 に収載された歌を、 歌集における位置に注意しながら精読する。 受講生それぞれが担当した歌に

ついて、 調査 ・ 検討した結果を発表する。 担当者以外の受講生も討議に加わり、 理解を深めるという形式で授業

を進める。

第 1回 『新撰和歌』 の構成に関する概説　①

第 2回 『新撰和歌』 の構成に関する概説　②

第 3回 『新撰和歌』 の読解と討議　①

第 4回 『新撰和歌』 の読解と討議　②

第 5回 『新撰和歌』 の読解と討議　③

第 6回 『新撰和歌』 の読解と討議　④

第 7回 『新撰和歌』 の読解と討議　⑤

第 8回 『新撰和歌』 の読解と討議　⑥

第 9回 『新撰和歌』 の読解と討議　⑦

第 10 回 『新撰和歌』 の読解と討議　⑧

第 11 回 『新撰和歌』 の読解と討議　⑨

第 12 回 『新撰和歌』 の読解と討議　⑩

第 13 回 『新撰和歌』 の読解と討議　⑪

第 14 回 『新撰和歌』 の読解と討議　⑫

第 15 回 授業の総括

●事前・事後学習の内容
演習で扱う和歌は前もって示すので、 担当者は無論のこと、 各受講生が文法的事項に留意しつつ、 自分なりに
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現代語訳をしてから授業に臨むこと。

また、 授業時間中に明らかになった課題につき、 自分なりに調査 ・ 考察を行うこと。

●評価方法
平常点 （発表および討議への参加等） 40％

学期末レポート 60％

●受講生へのコメント
担当者が、 担当する作品について十分に調査 ・ 検討することは当然であるが、 担当者以外も自分なりの解釈を

した上で授業に参加し、 実質的な討議ができるよう努力してもらいたい。

●参考文献・教材
授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3201 開講期 単位数 標準履修年次

178
中国語中国文学概論Ⅰ

前火 2 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction to Chinese Linguistics and Literature Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 岩本 真理 教授

●科目の主題
まず中国語の共通語の成り立ちと、 主だった方言の特徴について紹介する。 次に、 音韻、 文法、 語彙の三分

野について講義を行った後に、 言語習慣や、 語彙 ・ 文法面でも変化を遂げつつある現状の一端を紹介する。

●到達目標
現代中国語について、 全般的な知識を持ち、 共通語における種々の特性に習熟することを目標とする。

●授業内容・授業計画
次のテーマを扱う。

第 1回 中国語と周辺諸言語

第 2回 方言の多様性

第 3回 共通語の成立

第 4回 音韻の特徴

第 5回 文法の特徴 1　孤立語、 分析的言語

第 6回 文法の特徴 2　語の構成とフレーズ

第 7回 文法の特徴 3　補語の機能

第 8回 文法の特徴 4　アスペクト

第 9回 文法の特徴 5　処置文 ・ 受身文

第 10 回 文法の特徴 6　複文の特性

第 11 回 語彙の特徴 1　口語 ・ 書面語

第 12 回 語彙の特徴 2　類義語 ・ 反義語

第 13 回 新語 ・ 流行語 ・ 外来語～新たな展開

第 14 回 言語習慣～忌みことば ・ 諺～

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 配付プリントの熟読と予習

事後学習 ： テーマごとに出されるのレポートの作成と提出。

●評価方法
テーマごとにレポートの提出を課す。 文法に関する講義ではドリル課題も加える。 期末テストとあわせて総合的に

評価する。

●受講生へのコメント
中国語の履修者を前提とする。 配布プリントの例文の予習や、 ドリル課題、 レポート課題に真摯に取組むこと。

●参考文献・教材
毎回プリントを配布する。

参考文献は以下の通り。 その他、 適宜、 授業中に指示する。

相原茂 『中国語学習ハンドブック改訂版』 大修館書店

S.R. ラムゼイ 『中国の諸言語』 大修館書店

周振鶴 ・ 游汝傑 『方言と中国文化』 光生館

輿水優 ・ 島田亜美 『中国語わかる文法』 大修館書店

三宅登之 『中級中国語読みとく文法』 白水社

荒川清秀 『動詞を中心とした中国語文法論集』 白帝社
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相原茂 『中国語学習シソーラス辞典』 朝日出版社

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3202 開講期 単位数 標準履修年次

179
中国語中国文学概論Ⅱ

前金 2 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction to Chinese Linguistics and Literature Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 松浦 恆雄 教授

●科目の主題
20 世紀から 21 世紀にかけて大きな変貌を遂げつつある中国。 中国では、 今、 何が起こっているのかを、 中国

の近代化の始まる 19 世紀末にさかのぼり、 専門的な授業のための基礎的知識を身につけつつ、 中国文化の抱え

るさまざまな問題を考える。

●到達目標
主に 20 世紀の中国現代文学、 文化などを多層的に理解することができるようにする。

●授業内容・授業計画
● 『ドラゴン解剖学　龍の子孫の巻　中華文化スター列伝』 （関西学院大学出版会、 2016 年） をテキストとし、

各章の内容に即して、 受講生に報告してもらう。

第 1回 ガイダンス

第 2回 第 1 章宋慶玲

第 3回 第 2 章毛沢東

第 4回 第 3 章白毛女から雷鋒まで

第 5回 第 4 章魯迅と留学生たち

第 6回 第 5 章廃名と星々のものがたり

第 7回 第 6 章張愛玲

第 8回 第 7 章梅欄芳

第 9回 第 8 章李香蘭

第 10 回 第 9 章ブルース ・ リー

第 11 回 第 10 章テレサ ・ テンと鄧麗君

第 12 回 第 11 章銭鍾書と楊絳

第 13 回 第 12 章劉暁波が投げかける問い

第 14 回 第 13 章ダライ ・ ラマのいないチベット

第 15 回 第 14 章日本鬼子とまとめ

●事前・事後学習の内容
毎回、 課題を出すので、 事前にしっかり準備をして授業に臨んでもらいたい。

●評価方法
平常点 （出席 ・ 授業への積極性 ・ 課題の提出内容） とレポートに拠る。

●受講生へのコメント
現代中国語ができることが望ましい。

●参考文献・教材
テキストは 『ドラゴン解剖学　龍の子孫の巻　中華文化スター列伝』 （関西学院大学出版会、 2016 年） を用いる。

参考文献は、 授業中に適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3203 開講期 単位数 標準履修年次

180
中国語中国文学概論Ⅲ

後水 3 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction to Chinese Linguistics and Literature Ⅲ

授業形態 担当教員名

講義 大岩本 幸次 准教授

●科目の主題
中国古代の言語研究ともいえる小学の三分野、 すなわち訓詁 ・ 文字 ・ 音韻の学について、 関連する資料を紹

介しつつ概説する。

●到達目標
小学の分野について概括的な知識を得ることを目的とする。 また古来の読書音や訓釈を保存する字書を古籍の

読解に利用する、 あるいは古代中国の言語や文化をうかがう参考資料として活用する契機ともなることを期待する。

●授業内容・授業計画
おおよその進捗計画は以下の通り。
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第 1回 ガイダンス

第 2回 訓詁 （1） 爾雅

第 3回 訓詁 （2） 方言

第 4回 訓詁 （3） 釋名

第 5回 訓詁 （4） まとめ

第 6回 文字 （1） 説文解字

第 7回 文字 （2） 玉篇 ・ 字林

第 8回 文字 （3） 字様書

第 9回 文字 （4） まとめ

第 10 回 音韻 （1） 切韻

第 11 回 音韻 （2） 廣韻 ・ 集韻

第 12 回 音韻 （3） 等韻学

第 13 回 音韻 （4） 近世の韻書

第 14 回 音韻 （5） まとめ

第 15 回 全体のまとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 対象資料について音や意味を調べ、 用意された設問の答えを準備する。 事後学習 ： 学習した内容

を復習する。

●評価方法
毎回の小テストと期末のレポートによって評価を定める。

●受講生へのコメント
特になし。

●参考文献・教材
授業の際にプリントを配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3204 開講期 単位数 標準履修年次

181
中国語中国文学概論Ⅳ

前火 3 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction to Chinese Linguistics and Literature Ⅳ

授業形態 担当教員名

講義 張 新民 教授

●科目の主題
中国語圏映画

●到達目標
中国 ・ 香港 ・ 台湾の映画作品を通して、 その歴史的 ・ 社会的 ・ 思想的背景についての知識を獲得し、 中国語

圏の文化に対する理解を深める。

●授業内容・授業計画
映画を鑑賞するとともに、 その歴史的 ・ 社会的 ・ 思想的背景を概説する。

第 1回 ガイダンス

第 2回 『西洋鏡 / 映画の夜明け』 ①

第 3回 『西洋鏡 / 映画の夜明け』 ②

第 4回 『1911』 ①

第 5回 『1911』 ②

第 6回 『ラストエンペラー』 ①

第 7回 『ラストエンペラー』 ②

第 8回 『ラストエンペラー』 ③

第 9回 『花の生涯 / 梅蘭芳』 ①

第 10 回 『花の生涯 / 梅蘭芳』 ②

第 11 回 『花の生涯 / 梅蘭芳』 ③

第 12 回 『活きる』 ①

第 13 回 『活きる』 ②

第 14 回 『活きる』 ③

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 指示された参考文献を読む。

事後学習 ： 授業中指示された関連事項について調べる。

－ 164 －



●評価方法
平常点、 レポートに拠る。

●受講生へのコメント
中国語の基礎力を必要とする。

●参考文献・教材
授業中に適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3205 開講期 単位数 標準履修年次

182
中国語基礎演習Ⅰ

前月 2 2 単位 2 ・ 3 年
Basic seminar in Chinese Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 松浦 恆雄 教授

●科目の主題
中国語中国文学の専門科目の授業を受けるにふさわしい中国語の能力を身につける。

●到達目標
中国語の聴解力と読解力の養成に特に力を入れ、 中国語教科書中級レベル以上の内容をマスターする。

●授業内容・授業計画
毎回、 聴解力と読解力を養成するための課題を出す。 授業では、 その課題の確認と課題に関する作業を行う。

この授業は中国語基礎演習Ⅱとペアで週二回連続で授業を行う。 片方だけの受講は認めない。

第 1回 ガイダンス。 テクスト （二十六回分の課題） を配布。

第 2回 第一回課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 3回 第三回課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 4回 第五回課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 5回 第七回課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 6回 第九回課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 7回 第十一回課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 8回 第十三回課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 9回 第十五回課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 10 回 第十七回課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 11 回 第十九回課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 12 回 第二十一回課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 13 回 第二十三回課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 14 回 第二十五回課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 15 回 まとめ。

●事前・事後学習の内容
毎回、 前回の課題と作業内容についての小テストを行う。 必ず復習をして授業に臨むこと。 また、 授業で取り扱

う課題についても事前に確認し、 作業準備を行っておくこと。

●評価方法
平常点 （出席 ・ 小テスト ・ 作業の状況） に拠る。

●受講生へのコメント
本科目は、中国語基礎演習Ⅱとのペア授業である。 あわせて受講する必要がある。 片方だけの受講は認めない。

●参考文献・教材
プリントを配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3206 開講期 単位数 標準履修年次

183
中国語基礎演習Ⅱ

前木 2 2 単位 2 ・ 3 年
Basic seminar in Chinese Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 松浦 恆雄 教授

●科目の主題
中国語中国文学の専門科目の授業を受けるにふさわしい中国語の能力を身につける。

●到達目標
中国語の聴解力と読解力の養成に特に力を入れ、 中国語教科書中級レベル以上の内容をマスターする。

●授業内容・授業計画
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毎回、 聴解力と読解力を養成するための課題を出す。 授業では、 その課題の確認と課題に関する作業を行う。

この授業は中国語基礎演習Ⅰとペアで週二回連続して授業を行う。 片方だけの受講は認めない。

第 1回 ガイダンス。 テクスト （二十六回分の課題） を配布。

第 2回 第二回の課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 3回 第四回の課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 4回 第六回の課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 5回 第八回の課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 6回 第十回の課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 7回 第十二回の課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 8回 第十四回の課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 9回 第十六回の課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 10 回 第十八回の課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 11 回 第二十回の課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 12 回 第二十二回の課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 13 回 第二十四回の課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 14 回 第二十六回の課題を確認し、 それに関わる作業を行う。

第 15 回 まとめ。

●事前・事後学習の内容
毎回、 前回の課題と作業内容についての小テストを行う。 必ず復習をして授業に臨むこと。 また、 授業で取り扱

う課題についても事前に確認し、 作業準備を行っておくこと。

●評価方法
平常点 （出席 ・ 小テスト ・ 作業の状況） に拠る。

●受講生へのコメント
本科目は、 中国語基礎演習Ⅰとペア授業である。 あわせて受講する必要がある。 片方だけの受講は認めない。

●参考文献・教材
プリントを配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3301 開講期 単位数 標準履修年次

184
中国語学演習Ⅰ

後火 2 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Chinese Linguistics Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 岩本 真理 教授

●科目の主題
中級レベルの学習者を対象とし既習の文法事項を整理し、 様々な表現への対応が可能となるよう訓練する。

●到達目標
中国語の諸現象の裏に潜むルールをあぶりだして、 読解力 ・ 発信力の強化に努める。

●授業内容・授業計画
中国語学の立場から書かれた平易なエッセイを精読し、 課ごとのドリルに取り組む。 また、 多読を習慣化するた

め長期の課題も与える。 各自が自分で現代中国語作品を選び、 その内容の要約紹介と、 「気に入った表現集」 を

レジュメにまとめ発表する。 期末のレポートとして 「私家版中国語表現辞典」 を提出する。

第 1回 ガイダンス

第 2回 数字的活用①

第 3回 数字的活用②

第 4回 外来詞①

第 5回 外来詞②

第 6回 月亮吃苹果①

第 7回 月亮吃苹果②

第 8回 中間発表

第 9回 施事与受事①

第 10 回 施事与受事②

第 11 回 “恢復疲労” 的争論①

第 12 回 “恢復疲労” 的争論②

第 13 回 下雨天、 留客天

第 14 回 「私家版中国語表現辞典」 発表、 相互評価

第 15 回 まとめ
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●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 本文内容の予習、 ドリルの解答。

事後学習 ： 長期課題への取り組み。 多読と用例採集。

●評価方法
毎回の発表とレポートによる。 受講者同士の相互評価も加味する。

●受講生へのコメント
複数の辞書の記述を読み比べて検討することが必要であり、 早い段階から中中辞典の使用を習慣化してほしい。

日本語に置き換えることで語や文の意味が理解できたものと、 即断しないでほしい。

●参考文献・教材
相原茂 ・ 内田慶市 『ことばのふしぎ – 中国語学読本―』 朝日出版社

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3302 開講期 単位数 標準履修年次

185
中国語学演習Ⅱ

前水 3 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Chinese Linguistics Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 大岩本 幸次 准教授

●科目の主題
古代漢語資料選読。

●到達目標
古代漢語に関する実践的な知識を身につける。

●授業内容・授業計画
古代漢語に関わる資料を分析 ・ 検討していく。

第 1回 ガイダンス ・ 資料配付

第 2回 書誌的検討

第 3回 作業編 1

第 4回 作業編 2

第 5回 作業編 3

第 6回 作業編 4

第 7回 分析編 1

第 8回 分析編 2

第 9回 分析編 3

第 10 回 分析編 4

第 11 回 検討編 1

第 12 回 検討編 2

第 13 回 検討編 3

第 14 回 検討編 4

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 対象資料について音や意味を調べ、 用意された設問の答えを準備する。

事後学習 ： 学習した内容を復習する。

●評価方法
毎回の発表による平常点。

●受講生へのコメント
特になし。

●参考文献・教材
授業中に配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3303 開講期 単位数 標準履修年次

186
中国文学演習Ⅰ

前水 2 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Chinese Literature Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 松浦 恆雄 教授

●科目の主題
当代中国を代表する作家のひとりである史鉄生 （1951-2010） の小説やエセ―を読むと同時に、 同時代中国の
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文学について深く考える手掛かりとする。

●到達目標
現代中国語の読解能力を養い、 史鉄生の小説やエセ―を深く味わうと同時に、 同時代中国の文学についての基

礎的な知識を修得する。

●授業内容・授業計画
史鉄生の小説集やエセ―集から短編を数編選んで精読する。 最初に授業時にプリントを配布し、 授業の進め方

を指示するので、 受講生は必ず出席すること。

第 1回 ガイダンス

第 2回 史鉄生短編精読 （第一回）

第 3回 史鉄生短編精読 （第二回）

第 4回 史鉄生短編精読 （第三回）

第 5回 史鉄生短編精読 （第四回）

第 6回 史鉄生短編精読 （第五回）

第 7回 史鉄生短編精読 （第六回）

第 8回 史鉄生短編精読 （第七回）

第 9回 史鉄生短編精読 （第八回）

第 10 回 史鉄生短編精読 （第九回）

第 11 回 史鉄生短編精読 （第十回）

第 12 回 史鉄生短編精読 （第十一回）

第 13 回 史鉄生短編精読 （第十二回）

第 14 回 史鉄生短編精読 （第十三回）

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
毎回、 課題を出す。 事前に提出することが求められる。

●評価方法
平常点 （出席 ・ 授業への積極性 ・ 課題の提出内容） に拠る。

●受講生へのコメント
現代中国語の基礎的能力を必要とする。 第 1 回の授業時にプリントを配布し、 授業の進め方についての具体的

な指示を行うので、 受講者は、 必ず出席すること。

●参考文献・教材
プリントを配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3304 開講期 単位数 標準履修年次

187
中国文学演習Ⅱ

後木 2 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Chinese Literature Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 松浦 恆雄 教授

●科目の主題
中国現代文学を代表する女性作家である張愛玲 （1920-95） の小説を読む。 張愛玲の生涯とその小説から、 中

国現代文学における女性文学の意義について理解を深める。

●到達目標
張愛玲の小説の特徴ある中国語に慣れ、 その鑑賞能力を養うとともに中国女性文学の史的意義を修得する。

●授業内容・授業計画
張愛玲の小説集から数編を選んで精読する。 最初の授業時にプリントを配布し、 授業の進め方を指示するので、

受講生は必ず出席すること。

第 1回 ガイダンス

第 2回 張愛玲の小説精読 （第一回）

第 3回 張愛玲の小説精読 （第二回）

第 4回 張愛玲の小説精読 （第三回）

第 5回 張愛玲の小説精読 （第四回）

第 6回 張愛玲の小説精読 （第五回）

第 7回 張愛玲の小説精読 （第六回）

第 8回 張愛玲の小説精読 （第七回）

第 9回 張愛玲の小説精読 （第八回）
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第 10 回 張愛玲の小説精読 （第九回）

第 11 回 張愛玲の小説精読 （第十回）

第 12 回 張愛玲の小説精読 （第十一回）

第 13 回 張愛玲の小説精読 （第十二回）

第 14 回 張愛玲の小説精読 （第十三回）

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
毎回、 課題を出すので、 事前に提出すること。

●評価方法
平常点 （出席 ・ 授業への積極性 ・ 課題の提出内容） に拠る。

●受講生へのコメント
現代中国語の基礎的能力を必要とする。

●参考文献・教材
プリントを配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3305 開講期 単位数 標準履修年次

188
中国文化学演習Ⅰ

前火 4 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Chinese Cultural Study Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 張 新民 教授

●科目の主題
中国大衆文化

●到達目標
映画、 テレビ、 雑誌、 漫画、 歌謡、 大衆演芸などに関するテキストを読み、 中国語の読解能力を養成するととも

に、 中国大衆文化についての基本的な知識を修得する。

●授業内容・授業計画
本年度は中国の絵物語 「連環画」 を題材に 『从小李到老李 ： 一个中国人的一生』 を読み、 受講生は中国語

テキストを分担 ・ 訳読する。

第 1回 ガイダンス

第 2回 『从小李到老李 ： 一个中国人的一生』 を読む①

第 3回 『从小李到老李 ： 一个中国人的一生』 を読む②

第 4回 『从小李到老李 ： 一个中国人的一生』 を読む③

第 5回 『从小李到老李 ： 一个中国人的一生』 を読む④

第 6回 『从小李到老李 ： 一个中国人的一生』 を読む⑤

第 7回 『从小李到老李 ： 一个中国人的一生』 を読む⑥

第 8回 『从小李到老李 ： 一个中国人的一生』 を読む⑦

第 9回 『从小李到老李 ： 一个中国人的一生』 を読む⑧

第 10 回 『从小李到老李 ： 一个中国人的一生』 を読む⑨

第 11 回 『从小李到老李 ： 一个中国人的一生』 を読む⑩

第 12 回 『从小李到老李 ： 一个中国人的一生』 を読む⑪

第 13 回 『从小李到老李 ： 一个中国人的一生』 を読む⑫

第 14 回 『从小李到老李 ： 一个中国人的一生』 を読む⑬

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 指示されたテクストの日本語訳を作る。

事後学習 ： 授業中指示された関連事項について調べる。

●評価方法
平常点に拠る。

●受講生へのコメント
中国語の基礎力を必要とする。

●参考文献・教材
プリント配布
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3306 開講期 単位数 標準履修年次

189
中国文化学演習Ⅱ

後火 4 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Chinese Cultural Study Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 張 新民 教授

●科目の主題
中国大衆文化

●到達目標
映画、 テレビ、 雑誌、 漫画、 歌謡、 大衆演芸などに関するテキストを読み、 中国語の読解能力を養成するととも

に、 中国大衆文化についての基本的な知識を修得する。

●授業内容・授業計画
本年度は中国の伝統芸能 「相声」 を題材に 「单口相声」」 と 「対口相声」 を分担 ・ 訳読する。

第 1回 ガイダンス

第 2回 「单口相声」 を読む①

第 3回 「单口相声」 を読む②

第 4回 「单口相声」 を読む③

第 5回 「单口相声」 を読む④

第 6回 「单口相声」 を読む⑤

第 7回 「单口相声」 を読む⑥

第 8回 「対口相声」 を読む①

第 9回 「対口相声」 を読む②

第 10 回 「対口相声」 を読む③

第 11 回 「対口相声」 を読む④

第 12 回 「対口相声」 を読む⑤

第 13 回 「対口相声」 を読む⑥

第 14 回 「対口相声」 を読む⑦

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 指示されたテクストの日本語訳を作る。

事後学習 ： 授業中指示された関連事項について調べる。

●評価方法
平常点に拠る。

●受講生へのコメント
中国語の基礎力を必要とする。

●参考文献・教材
プリント配布。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3207 開講期 単位数 標準履修年次

190
中国語コミュニケーションⅠ

後月 4 2 単位 2 ・ 3 年
Studies in Chinese Communication Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 大岩本 幸次 准教授

●科目の主題
初級の地固めをしつつ、 中級程度の総合的な実力の育成をめざす。

●到達目標
基礎的文法をふまえてさらに幅のある表現を学び、 文章読解のコツも把握できるようになることを目標とする。

●授業内容・授業計画
授業では各項目について必要最低限度の説明を加えた後、 関連する内容の練習問題を解いて理解度を点検す

る。 その他、 各回の重要な例文を対象として暗誦を課す。 おおよその進捗計画は以下の通り。

第 1回 ガイダンス

第 2回 判断 ・ 確認

第 3回 疑問

第 4回 推量 ・ 予測
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第 5回 必要 ・ 当然

第 6回 意志 ・ 願望

第 7回 可能 ・ 不可能

第 8回 許容 ・ 勧告 ・ 命令 ・ 要請

第 9回 程度 ・ 結果

第 10 回 一致 ・ 類似

第 11 回 比較

第 12 回 使役

第 13 回 受身

第 14 回 目的

第 15 回 原因 ・ 理由

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 対象資料について音や意味を調べ、 用意された設問の答えを準備する。

事後学習 ： 学習した内容を復習する。

●評価方法
小テストまた期末試験の結果に授業参加度を加味して評価を決定する。

●受講生へのコメント
中国語ネイティブスピーカーの受講は認めない。

●参考文献・教材
ガイダンスの際に配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3208 開講期 単位数 標準履修年次

191
中国語コミュニケーションⅡ

後水 2 2 単位 2 ・ 3 年
Studies in Chinese Communication Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 大岩本 幸次 准教授

●科目の主題
主として音声資料を用いて授業を行い、 あわせて読解という側面についても分量的にそう多くない文章を多種に

わたり読み進めていく。

●到達目標
ナチュラルなスピードで行われる短い中国語会話の内容をつかみとることができるようになること、 文章読解のコ

ツも把握できるようになることを目標とする。 また文法に関する問題もこなしながらさまざまな語彙やフレーズに習熟、

語彙の多様な含意に触れ、 基礎的文法をふまえてさらに幅のある表現を学び、 能力の向上を図りたい。

●授業内容・授業計画
おおよその進捗計画は以下の通り。

第 1回 ガイダンス

第 2回 第一課 （上）

第 3回 第一課 （下）

第 4回 第二課 （上）

第 5回 第二課 （下）

第 6回 第三課 （上）

第 7回 第三課 （下）

第 8回 第四課 （上）

第 9回 第四課 （下）

第 10 回 第五課 （上）

第 11 回 第五課 （下）

第 12 回 第六課 （上）

第 13 回 第六課 （下）

第 14 回 第七課 （上）

第 15 回 第七課 （下）

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 対象資料について音や意味を調べ、 用意された設問の答えを準備する。

事後学習 ： 学習した内容を復習する。

●評価方法
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期末試験の結果に授業参加度を加味して評価を決定する。

●受講生へのコメント
中国語ネイティブスピーカーの受講は認めない。

●参考文献・教材
授業の際に配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3209 開講期 単位数 標準履修年次

192
中国語コミュニケーションⅢ

前水 1 2 単位 2 ～ 4 年
Studies in Chinese Communication Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習 岩本 真理 教授

●科目の主題
複雑な内容を備えた対話を進めていく能力と、 説得力のあるスピーチを構成するための語学力を養成する。

●到達目標
タスクを達成し、 円滑なコミュニケーションが可能となるよう訓練する。

●授業内容・授業計画
テキストのタスクをこなしながら、 応用発展をめざした授業を行う。

第 1回 開篇 – 用中学①

第 2回 開篇 – 用中学②

第 3回 開篇 – 用中学③

第 4回 寒暄問候①　初次見面

第 5回 寒暄問候②　打招呼

第 6回 寒暄問候③　記録与評価

第 7回 穿衣戴帽①　描述服装

第 8回 穿衣戴帽②　談論服装

第 9回 穿衣戴帽③　記録与評価

第 10 回 生活購物①　購物

第 11 回 生活購物②　貨比三家

第 12 回 生活購物③　記録与評価

第 13 回 スピーチ原稿の検討

第 14 回 スピーチ大会

第 15 回 まとめと整理

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： ウォーミングアップの課題をおこなう。

事後学習 ： 各自の想定するシチュエーションにあわせた文を作成しそれに基づいて、 口頭での練習を繰り返すこ

と。

●評価方法
授業中の発言、 貢献と自己評価シートにより、 総合的に判断する。

●受講生へのコメント
自分の考えを的確な中国語で発信するため訓練を積んでいく。 自己評価も加味するので、 繰り返し練習に励む

ことが必要である。

●参考文献・教材
コピーを配布。

教科書 ： 趙雷他 『任務型中級漢語口語』 北京語言大学出版社

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3210 開講期 単位数 標準履修年次

193
中国語コミュニケーションⅣ

後火 3 2 単位 2 ～ 4 年
Studies in Chinese Communication Ⅳ

授業形態 担当教員名

講義 張 新民 教授

●科目の主題
ことわざ中国語

●到達目標
熟語やことわざをアニメを活用して学び、 中国語の表現力を高めることを目標とする。
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●授業内容・授業計画
聞き取り練習、 口頭作文、 朗読練習を中心に授業を進める。

第 1回 孤注一掷 （聞き取り）

第 2回 孤注一掷 （朗読、 作文）

第 3回 自相矛盾 （聞き取り）

第 4回 自相矛盾 （朗読、 作文）

第 5回 世外桃源 （聞き取り）

第 6回 世外桃源 （朗読、 作文）

第 7回 囫囵吞枣 （聞き取り）

第 8回 囫囵吞枣 （朗読、 作文）

第 9回 狐假虎威 （聞き取り）

第 10 回 狐假虎威 （朗読、 作文）

第 11 回 杀彘教子 （聞き取り）

第 12 回 杀彘教子 （朗読、 作文）

第 13 回 亡羊补牢 （聞き取り）

第 14 回 亡羊补牢 （朗読、 作文）

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 新出単語の発音や意味を調べ、 用意された設問の答えを準備する。

事後学習 ： 学習した内容を復習する。

●評価方法
出席状況と平常点により評価する。

●受講生へのコメント
授業は中国語で行い、 辞書を携帯すること。

●参考文献・教材
プリントを配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCCHN3211 開講期 単位数 標準履修年次

194
中国語中国文学特講Ⅰ

前集中 2 単位 2 ・ 3 年
SpecialStudies in Chinese Linguistics and Literature Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 安田 真穂 非常勤講師

●科目の主題
中国の古典小説に親しむ。

●到達目標
中国の神話から六朝、 唐、 宋代に到る、 古典小説を原典で精読できる力を身につけ、 その時代背景や日本に

与えた影響などについても、 知識を深めていくことを目標とする。

●授業内容・授業計画
おおむね以下のような順序で、 講義と演習を交えながら授業を進めていく予定である。

第 1回 中国における 「小説」 の意味について

第 2回 中国の神話 （1）

第 3回 中国の神話 （2）

第 4回 六朝志人小説

第 5回 六朝志怪小説

第 6回 六朝の小説 ［担当発表］

第 7回 唐代伝奇小説 （1）

第 8回 唐代伝奇小説 （2）

第 9回 唐代伝奇小説 ［担当発表］

第 10 回 唐代伝奇小説 （3）

第 11 回 唐代伝奇小説 （4）

第 12 回 唐代伝奇小説 ［担当発表］

第 13 回 宋代小説 （1）

第 14 回 宋代小説 （2）

第 15 回 宋代小説 ［担当発表］

●事前・事後学習の内容
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毎回、次回の授業で扱う内容についての課題プリントを配布し、宿題とする。 その際、辞典類や原典を調べ、しっ

かりと時間をかけて予習してきてもらいたい。

●評価方法
宿題や担当発表の内容などを、 総合的に判断する。

●受講生へのコメント
集中講義なので、 欠席には気をつけて下さい。 その他、 受講上の注意点などについては、 初回の授業にて説

明します。

●参考文献・教材
授業中に適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCENG3201 開講期 単位数 標準履修年次

195
英米文化概論

後月 2 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction to English and American Cultural Studies

授業形態 担当教員名

lecture イアン ・ リチャーズ 准教授

●科目の主題
To improve students’ knowledge of the themes and styles of classic British literature.

●到達目標
Students will be given prints to read weekly.

●授業内容・授業計画
Students will receive a weekly reading assignment.  Classwork will consist of exercises based on the assignment.  

There will also be some hearing practice.

第 1回 Introduction

第 2回 Emma

第 3回 Wuthering Heights

第 4回 Woman in White 1

第 5回 Woman in White 2

第 6回 Great Expectations 1

第 7回 Great Expectations 2

第 8回 First Men in the Moon

第 9回 A Room With a View 1

第 10 回 A Room With a View 2

第 11 回 Sons and Lovers 1

第 12 回 Sons and Lovers 2

第 13 回 Lord of the Flies 1

第 14 回 Lord of the Flies 2

第 15 回 Review Test

●事前・事後学習の内容
You will need to bring a dictionary and writing materials to classes.

●評価方法
Attendance.  Weekly assignments.  Review test in fi nal class.

●受講生へのコメント
●参考文献・教材

テキストは利用しない。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCENG3202 開講期 単位数 標準履修年次

196
英米文学史Ⅰ

前火 3 2 単位 2 ・ 3 年
History of English and American Literature Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 杉井 正史 教授

●科目の主題
英国ロマン派以前の文学

●到達目標
英国ロマン派以前の文学についての概観的知識を習得させ、 その中の一作品に関して、 研究考察をさせる。
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●授業内容・授業計画
この期間の文学作品を紹介 ・ 鑑賞しながら、 英文学の特色を考察する。 また作品と時代背景との関係も考える。

第 1回 ・ 文学史の意味

第 2回 ・ 古英語、 中英語と文学

第 3回 ・ チョウサーの文学

第 4回 ・ ソネットの導入とシドニー

第 5回 ・ スペンサー、 ルネサンス演劇の先行伝統

第 6回 ・ 大学出才人たちの演劇

第 7回 ・ シェイクスピアの演劇

第 8回 ・ ジョンソン、 ジャコビアンドラマティスト

第 9回 ・ 形而上詩人、 マーヴェル

第 10 回 ・ 王政復古期の文学、 ミルトン、 バニヤン

第 11 回 ・ ドライデンの文学

第 12 回 ・ 18 世紀の文学、 小説、 スウィフト

第 13 回 ・ ロマン主義の胎動、 オースティン

第 14 回 ・ 文学史と文学批評

第 15 回 ・ レポート相談日

●事前・事後学習の内容
授業までに教科書の当該箇所を読んでおくこと。 また、 学習内容を理解し、 身に着けるためには実際の作品に

接することが重要である。 そのため、 各授業の前後にそれぞれ１時間程度の予習 ・ 復習を行うことが望ましい。

●評価方法
試験およびこの期間の文学についてのレポート

●受講生へのコメント
多くの文学作品に触れることを望む。

●参考文献・教材
川崎寿彦 『イギリス文学史』 （成美堂）

参考書は教室で指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCENG3203 開講期 単位数 標準履修年次

197
英米文学史Ⅱ

後木 3 2 単位 2 ・ 3 年
History of English and American Literature Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 田中 孝信 教授

●科目の主題
文学がいかに時代や文化的事象と密接に係わっているかを、 作品を比較検討することで明らかにすると同時に、

それらの底流を成す普遍性にも着目する。

●到達目標
文学を通して人間と社会への洞察を深めるとともに、 英語という言語の持つ多様な表現力を学ぶ。

●授業内容・授業計画
前期に引き続き英文学の流れを、 特にロマン派から現代に至るまでの主要な作家の作品を取り上げながら概観す

る。

第 1回 ロマン主義時代 (1)――ワーズワース、 コールリッジ

第 2回 ロマン主義時代 (2)――バイロン、 シェリー、 キーツ

第 3回 ヴィクトリア朝期の詩と散文 (1)――時代精神とカーライル

第 4回 ヴィクトリア朝期の詩と散文 (2)――テニソン、 ブラウニング、 アーノルド

第 5回 ヴィクトリア朝期の詩と散文 (3)――ラスキン、 ペイター、 ラファエロ前派、 ワイルド

第 6回 ヴィクトリア朝の小説 (1)――ディケンズ、 サッカレー

第 7回 ヴィクトリア朝の小説 (2)――ブロンテ姉妹、 ジョージ ・ エリオット、 ハーディ

第 8回 第 2 次大戦までの小説 (1)――ヘンリー ・ ジェイムズ、 コンラッド

第 9回 第 2 次大戦までの小説 (2)――ウルフ、 ジョイス、 ロレンス

第 10 回 第 2 次大戦までの詩と劇 (1)――ホプキンズ、 パウンド、 イエイツ

第 11 回 1 第 2 次大戦までの詩と劇 (2)――エリオット、 バーナード ・ ショー

第 12 回 戦後の文学 (1)――40 年代の詩人たち、 50 年代と 〈ムーヴメント〉、 カトリック作家たち、 逆ユー
トピア小説

第 13 回 戦後の文学 (2)―― 〈怒れる世代〉 の作家たち、 女流作家たち、 ベケット
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第 14 回 現代の英文学

第 15 回 全体のまとめ

●事前・事後学習の内容
授業までに、 指示された、 教科書の箇所 （日本語） とプリント （英語） を読んでおくこと。 特にプリントは、 事前

の準備なしに授業に臨むとついていけなくなるので、 注意しなければならない。 授業後はすみやかに、 講義の要点

をまとめ、 プリントの誤読していた部分を中心に読み直し、 理解を徹底させること。 そのため、 各授業の前後にそれ

ぞれ 2 時間程度の予習 ・ 復習を行うことが望ましい。

●評価方法
試験 ・ レポート ・ 平常点

●受講生へのコメント
訳書で構わないので、 教科書に出てくる作家の作品をできるだけ多く読んでおくこと。

●参考文献・教材
川崎寿彦 『イギリス文学史』 （成美堂） およびプリント

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCENG3204 開講期 単位数 標準履修年次

198
英米文学史Ⅲ

前火 2 2 単位 2 ・ 3 年
History of English and American Literature Ⅲ

授業形態 担当教員名

講義 古賀 哲男 准教授

●科目の主題
[ 主題 ] 米文学の歴史的な展開

●到達目標
[ 目標 ] 米文学史について主要な知識を教授し、 受講生が英語の教職を身につける際に適切な助言等を行う。

●授業内容・授業計画
[ 授業内容 ]

主として、 講義形式により、 テーマについての主要な解説を行い、 試験やレポート等で受講生のテーマについて

の理解を確認する。

第 1回 第 1 回 ： イントロダクション ： 米文学史とは何か

第 2回 第 2 回 ： 植民地時代の米文学 （17 世紀から 18 世紀）

第 3回 第 3 回 ： 国民文学創成期の文学 1 （Ralph Waldo Emerson）

第 4回 第 4 回 ： 国民文学創成期の文学 2 (Nathaniel Hawthorne)

第 5回 第 5 回 ： 国民文学創成期の文学 3 (Herman Melville)

第 6回 第 6 回 ： 南北戦争期の文学

第 7回 第 7 回 ： 世紀末から第一次世界大戦期の文学

第 8回 第 8 回 ： 1920 年代の文学 1

第 9回 第 9 回 ： 1920 年代の文学 2

第 10 回 第 10 回 ： 1930 年代の文学

第 11 回 第 11 回 ： 1940 年代の文学

第 12 回 第 12 回 ： 1950 年代の文学

第 13 回 第 13 回 ： 1960 年代から 1990 年代の文学

第 14 回 第 14 回 ： 2000 年以降の文学

第 15 回 まとめ ・ 試験

●事前・事後学習の内容
授業前に各時代についての配布資料を読み、 内容を把握すること。 授業後はレポート作成にむけて授業内容を

確認すること。

●評価方法
出席率 ・ 試験 ・ レポートによる。

●受講生へのコメント
米文学史について広く学ぶのみならず、 卒論で対象とする作家 ・ 作品を研究する意欲を期待する。

●参考文献・教材
『アメリカ文学新考』 （大阪教育図書） ならびに 『アメリカ文学のミニマム ・ エッセンシャルズ』 （大阪教育図書）
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCENG3205 開講期 単位数 標準履修年次

199
英語学概論Ⅰ

前月 2 2 単位 2 ・ 3 年
English Language Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 豊田 純一 准教授

●科目の主題
英語という言語を、 言語学の各分野 （音、 意味、 用法、 構造など） において考察する能力の基礎を習得する。

●到達目標
言語学の基礎的知識を学ぶとともに、英語の構造や意味や機能などを考察する基礎を習得することを目標とする。

●授業内容・授業計画
毎週、 教科書の各章を網羅し、 まず重要事項を理解し、 その内容に関連する例などを考察していきます。

第 1回 講義の概要

第 2回 ことばと音声 I

第 3回 ことばと音声 II

第 4回 音の組み合わせとアクセント

第 5回 英語の発音とスペリング

第 6回 単語ができるしくみ

第 7回 まとめ

第 8回 文ができるしくみ

第 9回 文の内部構造 I

第 10 回 文の内部構造 II

第 11 回 ことばの意味 I

第 12 回 ことばの意味 II

第 13 回 語の間の意味関係

第 14 回 意味の拡張

第 15 回 全体のまとめ

●事前・事後学習の内容
教科書で扱う部分を授業の前に目を通しておくこと。 さらに、普段から読んだり耳にする英語に対して、授業で扱っ

たことがどのようにあてはまるかを考えるようにできればなおよいです。

●評価方法
試験 ・ レポート （80%）、 平常点 （20%）

●受講生へのコメント
出席率が 70% に満たないものは、 単位の対象外になります。 出席点はありませんので、 注意すること。

15 分以上遅刻したものは、 欠席とみなしますので、 お気を付けください。

試験、 レポートは定期的にありますので、 授業中の指示に従ってください。

●参考文献・教材
長谷川瑞穂 （編） （2006） 「はじめての英語学」　研究社 （ISBN: 4-327-40144-7）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCENG3206 開講期 単位数 標準履修年次

200
英語学概論Ⅱ

後火 3 2 単位 2 ・ 3 年
English Language Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 豊田 純一 准教授

●科目の主題
理論ではなく、 より実際に使われている英語を考察する際に必要な基礎を習得する。 この授業手は、 英語圏の

社会、 文脈における用法、 他の言語との比較などを扱う。

●到達目標
英語学入門 I の基礎を基に、 英語の多様性を文脈、 社会、 他の言語との比較から考察し、 英語の特徴を学ぶ。

●授業内容・授業計画
毎週、 特定のテーマを網羅し、 まず重要事項を理解し、 その内容に関連する例などを考察していきます。

第 1回 講義の概要

第 2回 ことばの意味とコンテクスト

第 3回 まとまりのある文章
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第 4回 文章中の情報構造

第 5回 英語と日本語における情報構造の差

第 6回 文化と言語

第 7回 まとめ

第 8回 言語相対性仮説

第 9回 英語のバリエーション I

第 10 回 英語のバリエーション II

第 11 回 ピジンとクリオール

第 12 回 多言語社会

第 13 回 類型論と英語 I

第 14 回 類型論と英語 II

第 15 回 全体のまとめ

●事前・事後学習の内容
教科書で扱う部分を授業の前に目を通しておくこと。 さらに、普段から読んだり耳にする英語に対して、授業で扱っ

たことがどのようにあてはまるかを考えるようにできればなおよいです。

●評価方法
試験 ・ レポート （80%）、 平常点 （20%）

●受講生へのコメント
出席率が 70% に満たないものは、 単位の対象外になります。 出席点はありませんので、 注意すること。

15 分以上遅刻したものは、 欠席とみなしますので、 お気を付けください。

試験、 レポートは定期的にありますので、 授業中の指示に従ってください。

●参考文献・教材
授業中に随時指示します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCENG3207 開講期 単位数 標準履修年次

201
英米文化演習

前水 2 2 単位 2 ～ 4 年
Seminar in English and American Cultural Studies

授業形態 担当教員名

lecture イアン ・ リチャーズ 准教授

●科目の主題
To improve students’ knowledge of cultural issues related to modern Britain and America.

●到達目標
The textbook ‘American Ways’ (4th edition) will be used.

●授業内容・授業計画
There will be a writing component to this course.  Students will be given information in western methods of formal 

essay writing and will practise writing essays.  The remainder of the class will used on the textbook.

第 1回 Introduction

第 2回 Writing Seminar

第 3回 Written Essay 1

第 4回 Reformulation 1

第 5回 American Ways 1

第 6回 American Ways 2

第 7回 American Ways 3

第 8回 Written Essay 2

第 9回 Reformulation 2

第 10 回 American Ways 4

第 11 回 American Ways 5

第 12 回 American Ways 6

第 13 回 American Ways 7

第 14 回 Written Essay 3

第 15 回 Review Test

●事前・事後学習の内容
You will need to bring a dictionary and writing materials to classes.

●評価方法
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平常点。

●受講生へのコメント
●参考文献・教材

American Ways (4th edition), by Maryanne Datesman, JoAnn Crandall, and Edward N. Kearny.

LongmanPearson, 2014.

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCENG3208 開講期 単位数 標準履修年次

202
英米文学演習Ⅰ

前火 4 2 単位 2 ～ 4 年
Seminar in English and American Literature Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 田中 孝信 教授

●科目の主題
19 ～ 20 世紀英文学のテクストを味読しながら、 作品が持つ意義を同時代性と普遍性の両面から探る。

●到達目標
文学テクストを通して英語読解力を鍛えるとともに、 分析批評する能力を涵養する。

●授業内容・授業計画
現代に至るまで映画や演劇などで人気を博する、 ディケンズの 『クリスマス ・ キャロル』 （1843） を読む。 クリスマ

スの空想 ・ 生活 ・ 精神 ・ 気分と一体化した物語展開を味わいながら、 ディケンズの文体 ・ 想像力 ・ 技法について

考察する。 同時に、 19 世紀中期イギリスにおいて本作品が持つ意義のみならず、 普遍性をも探る。

第 1回 チャールズ ・ ディケンズと 『クリスマス ・ キャロル』 について

第 2回 『クリスマス ・ キャロル』 を読む①

第 3回 『クリスマス ・ キャロル』 を読む②

第 4回 『クリスマス ・ キャロル』 を読む③

第 5回 『クリスマス ・ キャロル』 を読む④

第 6回 『クリスマス ・ キャロル』 を読む⑤

第 7回 『クリスマス ・ キャロル』 を読む⑥

第 8回 『クリスマス ・ キャロル』 を読む⑦

第 9回 『クリスマス ・ キャロル』 を読む⑧

第 10 回 『クリスマス ・ キャロル』 を読む⑨

第 11 回 『クリスマス ・ キャロル』 を読む⑩

第 12 回 『クリスマス ・ キャロル』 を読む⑪

第 13 回 『クリスマス ・ キャロル』 を読む⑫

第 14 回 『クリスマス ・ キャロル』 の批評を読む

第 15 回 全体のまとめ

●事前・事後学習の内容
毎週、 指定された箇所の英語を、 注を参考にしながら読み解き。 授業に臨むこと。 授業後はすみやかに、 誤読

や浅薄な読解しかしていなかった部分を中心に読み直し、 理解を徹底させておくこと。 そのため、 各授業の前後に

それぞれ 2 時間程度の予習 ・ 復習を行うことが望ましい。

●評価方法
試験 ・ レポート ・ 平常点

●受講生へのコメント
訳書で構わないので、 ディケンズの他の作品も読んでおくこと。

●参考文献・教材
プリント

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCENG3209 開講期 単位数 標準履修年次

203
英米文学演習Ⅱ

後火 2 2 単位 2 ～ 4 年
Seminar in English and American Literature Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 杉井 正史 教授

●科目の主題
トマス ・ ミドルトンの喜劇、 A Trick to Catch the Old One

●到達目標
トマス ・ ミドルトンの喜劇、 A Trick to Catch the Old Oneを精読し、 学生各自の視点から研究考察する。
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●授業内容・授業計画
さまざまな観点から、 トマス ・ ミドルトンの劇を精読する。

第 1回 ・ ミドルトン時代の英語

第 2回 ・ A Trick to Catch the Old Oneの構成について (1)

第 3回 ・ A Trick to Catch the Old Oneの構成について （2）

第 4回 ・ A Trick to Catch the Old Oneの批評史について (1)

第 5回 ・ A Trick to Catch the Old Oneの批評史について (2)

第 6回 ・ A Trick to Catch the Old Oneの精読 (1)

第 7回 ・ A Trick to Catch the Old Oneの精読 (2)

第 8回 ・ A Trick to Catch the Old Oneの精読 (3)

第 9回 ・ A Trick to Catch the Old Oneの精読 (4)

第 10 回 ・ A Trick to Catch the Old Oneの精読 (5)

第 11 回 ・ A Trick to Catch the Old Oneの精読 (6)

第 12 回 ・ A Trick to Catch the Old Oneの精読 (7)

第 13 回 ・ A Trick to Catch the Old Oneの精読 (8)

第 14 回 ・ A Trick to Catch the Old Oneの機知

第 15 回 ・ レポート相談日

●事前・事後学習の内容
授業までに教材の当該箇所を辞書等を用いて一通り読んでおくこと。 また、 学習内容を理解し、 身に着けるため

には、 自分が解釈できず、 教員によって解釈法を教わった箇所を、 授業後に確認することが重要である。 そのため、

各授業の前後にそれぞれ２時間程度の予習 ・ 復習を行うことが望ましい。

●評価方法
平常点とレポートと最後のテスト

●受講生へのコメント
辞書を引いて予習してくること

●参考文献・教材
授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCENG3210 開講期 単位数 標準履修年次

204
英米文学演習Ⅲ

後水 4 2 単位 2 ～ 4 年
Seminar in English and American Literature Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習 古賀 哲男 准教授

●科目の主題
米文学を扱う。 本年度は主として 1960 年以降の文学講読とする。

●到達目標
米文学についての知識を教授し、 演習形式で具体的作品についての理解を深める。

●授業内容・授業計画
主として、 演習形式で主題の作家を購読し、 受講生による口頭発表やレポート提出を行う。

第 1回 第 1 回 ： イントロダクション ： 対象作家 ・ 作品についての概説

第 2回 第 2 回 ： 対象作品の講読 1

第 3回 第 3 回 ： 対象作品の講読 2

第 4回 第 4 回 ： 対象作品の講読 3

第 5回 第 5 回 ： 対象作品の講読 4

第 6回 第 6 回 ： 対象作品の講読 5

第 7回 第 7 回 ： 口頭発表 1

第 8回 第 8 回 ： 口頭発表 2

第 9回 第 9 回 ： 口頭発表 3

第 10 回 第 10 回 ： 口頭発表 4

第 11 回 第 11 回 ： 口頭発表 5

第 12 回 第 12 回 ： 口頭発表 6

第 13 回 第 13 回 ： 口頭発表 7

第 14 回 第 14 回 ： 口頭発表 8

第 15 回 まとめの議論

●事前・事後学習の内容
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授業前には教科書の該当部分を読み、 入念に下調べすること。 授業後はレポート作成にむけて授業内容を確認

すること。

●評価方法
主として授業内での口頭発表 ・ 提出されたレポートによる。

●受講生へのコメント
幅広く米文学について学ぶべく基礎講読のみならず、 卒論にむけての対象作家 ・ 作品研究を行う意欲を期待す

る。 なお、 ［英米文学史Ⅲ」 を予め、 受講していることが望ましい。

●参考文献・教材
対象作品は未定 （追って指示する）、 参考文献は授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCENG3211 開講期 単位数 標準履修年次

205
英米文学演習Ⅳ

後火 4 2 単位 2 ～ 4 年
Seminar in English and American Literature Ⅳ

授業形態 担当教員名

演習 杉井 正史 教授

●科目の主題
エリック ・ シーガルの小説、 Love Story(1970)

●到達目標
映画としてもヒットしたエリック ・ シーガルの小説、 Love Storyを精読し、 現代のアメリカ文学作品を味わう。

●授業内容・授業計画
さまざまな観点から、 エリック ・ シーガルの小説、 Love Storyを精読する。

第 1回 Love Storyの英語 (1)

第 2回 Love Storyの英語 (2)

第 3回 Love Storyの時代背景 (1)

第 4回 Love Storyの時代背景 (2)

第 5回 映画としての Love Story 
第 6回 Love Story の精読 (1)

第 7回 Love Story の精読 (2)

第 8回 Love Story の精読 (3)

第 9回 Love Story の精読 (4)

第 10 回 Love Storyの精読 (5)

第 11 回 Love Storyの精読 (6)

第 12 回 Love Storyの精読 (7)

第 13 回 Love Storyの精読 (8)

第 14 回 Love Storyの精読 (9)

第 15 回 レポート相談日

●事前・事後学習の内容
授業までに教材の当該箇所を辞書等を用いて一通り読んでおくこと。 また、 学習内容を理解し、 身に着けるため

には、 自分が解釈できず、 教員によって解釈法を教わった箇所を、 授業後に確認することが重要である。 そのため、

各授業の前後にそれぞれ２時間程度の予習 ・ 復習を行うことが望ましい。

●評価方法
平常点とレポートと最後のテスト

●受講生へのコメント
きちんと予習に努めること。

●参考文献・教材
Erich Segal( 上岡弘二注解 ) Love Story （英光社）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCENG3212 開講期 単位数 標準履修年次

206
英語学演習

後月 4 2 単位 2 ～ 4 年
Seminar in English Linguistics

授業形態 担当教員名

講読 豊田 純一 准教授

●科目の主題
現代英語の特徴や英語の歴史的変成を過去の文化についての講読 （Terry Jones’ Medieval lives） を通して考
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察する。

●到達目標
我々は今まで学習してきた中で、 英語に関する知識を誤って認識している場合があります。 これは、 歴史的に見

ると特に顕著です。 この授業では、 英国の歴史に関する書物の講読を通して、 英語の変化を考察する。

●授業内容・授業計画
毎週、 所定の箇所の事前に読んで理解し、 関連した文化 ・ 文法事項を説明していく。

第 1回 講義の概要

第 2回 The Peasant I

第 3回 The Peasant II

第 4回 The Peasant III

第 5回 The Peasant IV

第 6回 The Damsel I

第 7回 The Damsel II

第 8回 まとめ

第 9回 The Damsel III

第 10 回 The Damsel IV

第 11 回 The king I

第 12 回 The king II

第 13 回 The king III

第 14 回 The king IV

第 15 回 全体のまとめ

●事前・事後学習の内容
授業の前に、 講読箇所に必ず訳しておくこと。 授業中に単語をひとつひとつ辞書で調べるようなことがないように。

さらに、 普段から読んだり耳にする英語に対して、 授業で扱ったことがどのようにあてはまるかを考えるようにできれ

ばなおよいです。

●評価方法
試験 ・ レポート （80%）、 平常点 （20%）

●受講生へのコメント
出席率が 70% に満たないものは、 単位の対象外になります。 出席点はありませんので、 注意すること。

15 分以上遅刻したものは、 欠席とみなしますので、 お気を付けください。

試験、 レポートは定期的にありますので、 授業中の指示に従ってください。

●参考文献・教材
授業中に随時指示します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCENG3213 開講期 単位数 標準履修年次

207
前集中 2 単位 2 ～ 4 年

英米文化特講
Special Lecture on English and American Culture Studies

授業形態 担当教員名

演習 渡邊 克昭 非常勤講師

●科目の主題
「楽園に死す―アメリカ的想像力と 〈死〉 のアポリア」

●到達目標
到達目標 ： 本集中講義では、 Saul Bellow、 John Barth、 Richard Powers、 Steve Erickson、 Don DeLillo といっ

た現代アメリカ作家に焦点を絞り、 彼らが楽園に埋もれた 〈死〉 のアポリアとどのように向き合い、 そこからいかなる

テクストを紡いできたか、 〈死〉 をめぐるアメリカ的想像力のしなやかな応答を浮き彫りにします。

●授業内容・授業計画
授業概要

序論 :  「開かない扉、 届かない手紙」

第 I 部 :  「喪服の似合うベロー」

第 II 部 :  「メタフィクショナルな 「亡霊」 の旅－バース、 パワーズ、 エリクソン」

第 III 部 :  「デリーロと 「スペクタクルの日常」」

第 IV 部 :  「逆光のアメリカン ・ サブライム」

第 V 部 :  「〈死〉 の時間、 時間の 〈死〉」

まとめ :  「楽園のこちら側－ 〈死〉 が滞留するところ」
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第 1回 イントロダクション

第 2回 この 〈死〉 を摑め― 『この日を摑め』 のパルマコン、 タムキン

第 3回 老人をして死者を葬らせよ― 『サムラー氏の惑星』 における 「盲者の記憶」

第 4回 贈与の死、 〈死〉 の贈与―蘇る 『フンボルトの贈り物』

第 5回 「神話」 仕掛けのアダム―楽園の 『旅路の果て』

第 6回 複製という名の 「亡霊」 ― 〈死〉 の 『舞踏会へ向かう三人の農夫』

第 7回 ホブズタウンより愛をこめて― 『囚人のジレンマ』 における 「爆心地 ( グラウンド ・ ゼロ )」 への旅

第 8回 Z の悲劇―浮浪者の 『黒い時計の旅』

第 9回 〈死〉 とメディアが交わるところ―ノイズから 『ホワイト ・ ノイズ』 へ

第 10 回 シミュラークルの暗殺― 『リブラ』 の 「亡霊」、 オズワルド

第 11 回 内破する未来へようこそ―9.11 ・ 『マオ II』 ・ 「コーク II」

第 12 回 廃物のアウラと世紀末―封じ込められざる冷戦の 『アンダーワールド』

第 13 回 「崇高」 という病― 「享楽」 の 『コズモポリス』 横断

第 14 回 9.11 と 「灰」 のエクリチュール― 『フォーリング ・ マン』 における “nots” の亡霊

第 15 回 試験

●事前・事後学習の内容
随時コメントシートを提出してもらい、 その内容を授業にフィードバックすることにより、 授業の事前 ・ 事後に学習

を促し、 インタラクティヴに講義を組み立てていきます。

●評価方法
成績評価 ： 授業での質疑応答、 最終試験を総合的に評価を行います。

評価基準 ： 現代アメリカ文学についての知識を深めるとともに、 講義を糧にしていかに視野を広げ、 思考を深め

ることができたかを評価基準とします。

●受講生へのコメント
ざっくばらんに受講生と語り、 楽しく授業を進めたいので、 常に問題意識をもって授業に臨んでください。 活発な

質疑応答を通じて、 毎回新たな発見があるクリエイティヴな授業を展開できれば幸いです。

●参考文献・教材
『楽園に死す―アメリカ的想像力と 〈死〉 のアポリア』 （大阪大学出版会、 2016 年）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCENG3216 開講期 単位数 標準履修年次

208
英語コミュニケーションⅠ

前水 4 2 単位 2 ～ 4 年
Studies in English Communication Ⅰ

授業形態 担当教員名

lecture イアン ・ リチャーズ 准教授

●科目の主題
To improve abilities in English comprehension and communication, both in reading and writing.

●到達目標
Students will have a reading assignment each week.

●授業内容・授業計画
Students will be given a weekly reading assignment from the novel ‘Animal Farm’ .  There will be a written test 

on the assignment in class, followed by exercises based on the assignment. Occasional short lectures will be given 

in English.

第 1回 Introduction

第 2回 Animal Farm 1

第 3回 Animal Farm 2

第 4回 Animal Farm 3

第 5回 Animal Farm 4

第 6回 Animal Farm 5

第 7回 Animal Farm 6

第 8回 Animal Farm 7

第 9回 Animal Farm 8

第 10 回 Animal Farm 9

第 11 回 Animal Farm 10

第 12 回 Animal Farm 11

第 13 回 Animal Farm 12
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第 14 回 Animal Farm 13

第 15 回 Review Test

●事前・事後学習の内容
You will need to bring a dictionary and writing materials to classes.

●評価方法
Attendance, weekly written tests.

●受講生へのコメント
●参考文献・教材

“Animal Farm” by George Orwell

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCENG3217 開講期 単位数 標準履修年次

209

英語コミュニケーションⅡ
後水 2 2 単位 2 ～ 4 年

Studies in English Communication Ⅱ

授業形態 担当教員名

Brief lecture each week (5-10 minutes) followed 
by reading and writing for the remainder of the 
class. Student speaking about assignments in class 
with the teacher is encouraged but is optional.

ジェフリー リン ・ シーヴァート 非常勤講師

●科目の主題
To improve abilities in English comprehension and communication, both written and spoken.

●到達目標
To improve abilities in English comprehension and communication, both written and spoken.

●授業内容・授業計画
Weekly written assignments, conversations with the teacher and other students, and a fi nal writing assignment.

第 1回 Pride and Prejudice
第 2回 Pride and Prejudice
第 3回 Pride and Prejudice
第 4回 Pride and Prejudice
第 5回 Pride and Prejudice
第 6回 Pride and Prejudice
第 7回 Pride and Prejudice
第 8回 Pride and Prejudice
第 9回 Pride and Prejudice
第 10 回 Pride and Prejudice
第 11 回 Pride and Prejudice
第 12 回 Pride and Prejudice
第 13 回 Pride and Prejudice
第 14 回 Pride and Prejudice
第 15 回 Pride and Prejudice
●事前・事後学習の内容

Each week new writing assignments for chapters in the novel will be given to students. Students may fi nish the 

writing assignment in class on the day it is assigned if they have time. If not, the assignment can be completed as 

homework and brought toclass the following week. There will be about 12 writing assignments over the 15-week 

course.

●評価方法
Attendance, writing assignments, speaking, fi nal writing assignment.

Exam:A Final Writing Assignment (20% of course grade) will be assigned after the 12 regular writing assignments 

have been completed.

●受講生へのコメント
We will study Jane Austen’s Pride and Prejudice (1813)in this course.The novel tells the story of 

Elizabeth Benett,the second of five daughters in a lower gentry family,and her search for hapiness. The 

storywitty,comical,dramatic,adventurous,unpredictable,and in the end deeply moving. Although the book is nearly 

200 years old, it has never been out of print,an enduring world classic. All who read it experience something 

wonderful.(128 pages)
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●参考文献・教材
“Pride and Prejudice” by Jane Austen. Penguin Reader, Upper Intermediate 5.ISBN: 0-582-41935-2

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFX3202 開講期 単位数 標準履修年次

210

ドイツ語フランス語圏言語文化論Ⅱ
前月 4 2 単位 2 ～ 4 年Advanced Studies in German and Francophone Language and 

Cultures II

授業形態 担当教員名

講義 ・ 演習 福島 祥行 教授

●科目の主題
ドイツ語フランス語圏言語文化コースに所属する学生に、ドイツ語圏もしくはフランス語圏にかんする事象を、言語、

文化、社会、歴史などの面からみることで、世界の多様性、複文化性について思弁を深める機会をあたえる。 II では、

フランス語圏の事象をとりあつかう。

●到達目標
フランス語圏の言語、 文化、 社会、 歴史について考察をほどこすことにより、 フレンチ ・ ポップスの歌い手たちと

その多様なバックグラウンドを分析することで、 フランス共和国以外のフランス語圏とフランス語話者について多面的

に考察する能力を身につけ、 あらたな知識を創発する。 また、 フランス語力の向上をはかる。

●授業内容・授業計画
フレンチ ・ ポップスの歌い手たちの多様なバックグラウンドを説明し、 グループごとに歌詞の読解をおこなう。 ドイ

ツ語履修者グループにはドイツ語または英語の歌詞を配布する。 そののち、 当該曲のミュージッククリップを見る。

第 1回 フランス語圏とは

第 2回 ミレーヌ ・ ファルメールとカナダ

第 3回 セリーヌ ・ ディオンとケベック州

第 4回 ナターシャ ・ サン＝ピエールとニューブランズウィック州

第 5回 ストロマエとベルギー

第 6回 ビソ ・ ナ ・ ビソとコンゴ民主共和国

第 7回 ジェシー ・ マタドールとコンゴ共和国

第 8回 マジック ・ システムとコート ・ ディヴォワール

第 9回 ハレドとアルジェリア

第 10 回 レスリーとアフリカ

第 11 回 シャイムとマルティニーク

第 12 回 ワイクレフ＆ミュザイオンとアイティ

第 13 回 ディアムスと移民

第 14 回 リトルとヴェトナム

第 15 回 ふりかえりとまとめ

●事前・事後学習の内容
事前に前回の学習内容のノートを読み返すこと、 および、 事後のふりかえり等により、 1 回の授業あたり 2 時間の

自習時間をとること。

●評価方法
ほぼ毎回おこなわれるグループワークと、 ポートフォリオによるふりかえり、 および自己評価。

●受講生へのコメント
フランス語圏が多様であること、 そして、 その多様なフランス語圏にルーツをもつ歌手たちはさらに多様であり、 そ

の歌もまた多様であることを感じてもらいたい。

●参考文献・教材
授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFD3201 開講期 単位数 標準履修年次

211
ドイツ語圏文学史

後水 4 2 単位 2 ・ 3 年
History of German Literature

授業形態 担当教員名

講義 長谷川 健一 講師

●科目の主題
ドイツ語圏文学の展開と変遷の過程を中世から 19 世紀始め頃までたどる。

●到達目標
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ドイツ語圏文学と、 それが生まれてきた歴史的・社会的・思想的背景についての幅広い知識を獲得すると同時に、

実際の作品に触れることを通じて、 ドイツ語圏の文化に対する理解を深める。

●授業内容・授業計画
ドイツ語圏には、 日本でよく知られているゲーテ、 シラー、 グリム兄弟の他にも興味深い個性的な作家が多くいる。

本講義では、 それらの作家とその作品を、 ドイツ語圏およびヨーロッパにおける歴史 ・ 社会 ・ 思想の大きな流れと

の関連で捉え、 適宜、 現代的な視点も交えながら講じる。

第 1回 イントロダクション

第 2回 中世文学 （1）

第 3回 中世文学 （2）

第 4回 宗教改革と北方ルネサンス （1）

第 5回 宗教改革と北方ルネサンス （2）

第 6回 バロック文学と三十年戦争

第 7回 啓蒙主義 （1）

第 8回 啓蒙主義 （2）

第 9回 シュトゥルム ・ ウント ・ ドラング （1）

第 10 回 シュトゥルム ・ ウント ・ ドラング （2）

第 11 回 ドイツ古典主義とその周辺 （1）

第 12 回 ドイツ古典主義とその周辺 （2）

第 13 回 ロマン主義 （1）

第 14 回 ロマン主義 （2）

第 15 回 ロマン主義 （3） と総括

●事前・事後学習の内容
授業中に教科書や資料の一部を読み上げて貰うので、 予習に際しては、 用語の意味や読み方なども調べておく

こと。 授業後は、 紹介した作品や参考文献を積極的に読んでおくこと。

●評価方法
平常点 （15% ： コメントカード、 授業態度を含む）、 レポート （40%）、 定期試験 （45％） から総合的に評価する。

4 回以上欠席した者やレポートの未提出者は評価の対象としない。

●受講生へのコメント
ドイツ史やヨーロッパ史の基礎知識があることを前提に授業を行う。 また、 ドイツ語の資料 ・ 専門用語を用いること

がある。 配布した補助プリント等も試験範囲となるので、 ファイルに綴じ、 後で試験勉強に役立てて欲しい。 下に挙

げた教科書を購入し、 毎回持参すること。

●参考文献・教材
教科書 ： 手塚富雄 ・ 神品芳夫 『増補ドイツ文学案内』 （岩波文庫別冊 3）

参考資料 ： 適宜、 補助プリントを配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFD3202 開講期 単位数 標準履修年次

212
ドイツ語圏文化論

前木 3 2 単位 2 ・ 3 年
German Culture

授業形態 担当教員名

講義 髙井 絹子 准教授

●科目の主題
世紀転換期ウィーンの文化状況を概観します。

●到達目標
ドイツ語圏の歴史や文化、 文学についての理解を深めます。

●授業内容・授業計画
「多民族国家オーストリアの帝都」 をキーワードに世紀転換期ウィーンの文化について多面的に見てゆきます。

第 1回 導入 ： 「ドナウ帝国」 とは

第 2回 ウィーンの歴史

第 3回 都市と建築 （1）

第 4回 都市と建築 （2）

第 5回 「新しい芸術」 運動と装飾批判 （1）

第 6回 「新しい芸術」 運動と装飾批判 （2）

第 7回 演劇と音楽 （1）

第 8回 演劇と音楽 （2）
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第 9回 カフェとサロン （1）

第 10 回 カフェとサロン （2）

第 11 回 文学と思想 （1）

第 12 回 文学と思想 （2）

第 13 回 文学と思想 （3）

第 14 回 文学と思想 （4）

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 参考文献を読んで授業内容の基礎知識を得ておく。

事後学習 ： レポート作成のために関心のあるテーマについて文献を自主的に探し読む。

●評価方法
平常点 20 点、 レポート 40 点、 試験 40 点。

●受講生へのコメント
授業は配布プリントを中心に進めます。

●参考文献・教材
参考文献 ： 丹下和彦、 松村國隆　編著 『ドナウ河　－流域の文学と文化』 晃洋書房　2011 年。

他、 授業中適宜紹介します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFD3203 開講期 単位数 標準履修年次

213
ドイツ語学概論

前木 2 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction to German Linguistics

授業形態 担当教員名

講義 神竹 道士 教授

●科目の主題
本講義では、 言語学における重要な基本概念や言語学の主要な研究領域、 そしてさまざまな言語学理論に関し

て分かりやすく紹介する。 まず言語学の歴史的な変遷について概観し、 言語研究とその時代の歴史的背景につい

て論じる。 基本的な言語学用語と分析方法について説明した上で、 ドイツ語という個別言語の分析から、 言語一般

の普遍的解釈へと展開してみたいと思う。

●到達目標
本講義で取り扱う言語は主にドイツ語である。 ドイツ語を通して、 ことばの持つ普遍的な特徴と機能について理解

し、 言語学的な分析方法に関する基礎知識を習得することが、 本講義の目標である。

●授業内容・授業計画
本講義では、 主に次の様な項目について取り上げる。

第 1回 古代の言語研究

第 2回 一般言語学と個別言語学

第 3回 ドイツ語の歴史

第 4回 ドイツ語の音韻変化

第 5回 ルターのドイツ語訳聖書

第 6回 統一文章語

第 7回 標準ドイツ語

第 8回 文法規範

第 9回 正書法

第 10 回 正音法

第 11 回 規範と揺れ

第 12 回 言語と社会

第 13 回 文体と言語変種

第 14 回 中間言語形式

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業中適宜参考文献や言語学辞典などを紹介するので、 言語学の基本概念など分かりにくい専門用語について

はよく調べて復習すること。

●評価方法
平常点 （出席） と試験によって総合的に評価する。

●受講生へのコメント
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授業でドイツ語を扱うので、 ドイツ語未履修者は受講不可とする。

講義なので、 授業中きちんとノートをとること。

●参考文献・教材
適宜、 プリントを配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFD3204 開講期 単位数 標準履修年次

214
ドイツ語圏言語文化基礎演習Ⅰ

前水 3 2 単位 2 年
Proseminar in German Language and Culture Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 長谷川 健一 講師

●科目の主題
中級レベルのドイツ語テクストを精読する。

●到達目標
（1） 様々なドイツ語テクストの文体に慣れ、その精読を通じて中級レベルの文法の理解・定着を図ると同時に、（2）

テクストで取り上げられたドイツ語圏の諸テーマに対する関心や理解を深める。

●授業内容・授業計画
前半は、 現代ドイツ語で書かれた様々なドイツ語の文章を読む。 それと並行して、 初級 ・ 中級文法の復習 ・ 定

着を目的とした演習問題もこなしていく。 後半は、18 世紀から 19 世紀前半に書かれた文学テクスト （メルヒェン、詩）

を精読する。 受講生には、 テクストのドイツ語訳に加えて、 授業で扱うテーマに関する報告を求める。

第 1回 イントロダクション

第 2回 ニュース記事のドイツ語を読む （１）

第 3回 ニュース記事のドイツ語を読む （２）

第 4回 雑誌のドイツ語を読む （１）

第 5回 雑誌のドイツ語を読む （２）

第 6回 事典のドイツ語を読む

第 7回 メルヒェンを読む （１）

第 8回 メルヒェンを読む （２）

第 9回 メルヒェンを読む （３）

第 10 回 メルヒェンを読む （４）

第 11 回 メルヒェンを読む （５）

第 12 回 メルヒェンを読む （６）

第 13 回 詩を読む （１）

第 14 回 詩を読む （２）

第 15 回 詩を読む （３） と総括

●事前・事後学習の内容
課題の量は毎回比較的多くなるが、 必ず予習をして授業にのぞむこと。 予習の際には、 1 回生の頃に使ってい

た辞書に加えて、 『独和大辞典』 （小学館）、 『大独和辞典』 （博友社） なども利用すること。 また、 発音について

も確認し、 音読の練習をしておくこと。 授業で間違えた箇所を復習する際には、 教科書②を参照し、 文法的な理解

を深めること。

●評価方法
平常点 （課題提出 ・ 発表 ・ 授業態度を含む）、 レポート、 定期試験から総合的に評価する。 4 回以上欠席した

者やレポートの未提出者は評価の対象としない。

●受講生へのコメント
教科書を必ず購入すること。 教科書②は毎回持参すること。

●参考文献・教材
教科書① ： Brüder Grimm : Ausgewählte Kinder- und Hausmärchen. Stuttgart : Reclam.(UB3179)

教科書② ： 中島悠爾 ・ 平尾浩三 ・ 朝倉巧 『必携ドイツ文法総まとめ （改訂版）』 白水社 （2010）。

その他の参考文献については、 授業中に適宜、 紹介する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFD3205 開講期 単位数 標準履修年次

215
ドイツ語圏言語文化基礎演習Ⅱ

前月 4 2 単位 2 年
Proseminar in German Language and Culture Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 神竹 道士 教授

●科目の主題
本演習では、 中級レベルのドイツ語文法について論じます。 ドイツ語の様々な資格試験にも対応できるように、

完全な演習形式をとります。

●到達目標
ドイツ語文法を単なる知識にとどまらせず、 ピンポイントの集中学習によって徹底的にマスターすることが本講義の

目標です。

●授業内容・授業計画
事前にプリント （問題集） を配布します。 毎回 2 ～ 3 枚程度のプリントをこなしていきます。

取り扱う文法項目は、 以下の通りです。

第 1回 現在完了形 （haben 支配）

第 2回 現在完了形 （haben 支配）

第 3回 現在完了形 （sein 支配）

第 4回 現在完了形 （sein 支配）

第 5回 現在完了形 （haben/sein 支配）

第 6回 形容詞の格変化

第 7回 形容詞の格変化

第 8回 形容詞の格変化

第 9回 形容詞の格変化

第 10 回 前置詞の格支配

第 11 回 前置詞の格支配

第 12 回 前置詞の格支配

第 13 回 否定表現

第 14 回 否定表現

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業では、 プリント （問題集） を使って集中的な反復学習をします。 練習問題は中級レベル以上のものを含み

ますので、 事前に問題文を調べて自分なりの解答を用意して授業に臨んでください。 事後学習としては、 問題文―

解答をセットにして繰り返し音読してください。

●評価方法
平常点と試験によって評価します。

●受講生へのコメント
授業の前に必ず下調べをしてください。 予習をすることが、 授業参加の必須条件です。

●参考文献・教材
教材プリント （問題集） を配布します。

参考文献は授業中適宜指示します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFD3301 開講期 単位数 標準履修年次

216
ドイツ語圏言語文化演習Ⅰ

前月 3 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in German Language and Culture Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 髙井 絹子 准教授

●科目の主題
19 世紀末に書かれたリカルダ ・ フーフの創作童話を読みます。

●到達目標
ドイツ語テクストを正確に読みとり、 関連する諸テーマについての理解を深めます。

●授業内容・授業計画
まずフーフの創作童話を読み、 そのあと作家や作品を解説した文章を読みます。

第 1回 導入
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第 2回 Ricarda Huch: Lügenmärchen (1)

第 3回 Ricarda Huch: Lügenmärchen (2)

第 4回 Ricarda Huch: Lügenmärchen (3)

第 5回 Ricarda Huch: Lügenmärchen (4)

第 6回 Ricarda Huch: Lügenmärchen (5)

第 7回 Ricarda Huch: Lügenmärchen (6)

第 8回 Ricarda Huch: Lügenmärchen (7)

第 9回 Ricarda Huch: Lügenmärchen (8)

第 10 回 Hans-Heino Ewers:Das Kunstmärchen ‒eine moderne Erzählgattung (1)

第 11 回 Hans-Heino Ewers:Das Kunstmärchen ‒eine moderne Erzählgattung (2)

第 12 回 Hans-Heino Ewers:Das Kunstmärchen ‒eine moderne Erzählgattung (3)

第 13 回 Hans-Heino Ewers:Das Kunstmärchen ‒eine moderne Erzählgattung (4)

第 14 回 Hans-Heino Ewers:Das Kunstmärchen ‒eine moderne Erzählgattung (5)

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 指示された部分の日本語訳を作る。

事後学習 ： 授業中指示された関連事項について調べる。

●評価方法
平常点 （50％）、 試験 （50％） による総合評価です。

●受講生へのコメント
音読のあと訳をつけていきます。 発音にも気をつけて準備してください。

●参考文献・教材
授業中指示します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFD3302 開講期 単位数 標準履修年次

217
ドイツ語圏言語文化演習Ⅱ

後火 3 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in German Language and Culture Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 長谷川 健一 講師

●科目の主題
ドイツ語圏の文学テクストを精読する。

●到達目標
（1） 中 ・ 上級レベルの文法を理解し、 読解力を高める。

（2） 18 世紀の文化と文学に関する理解を深める。

●授業内容・授業計画
主 人 公 Werther の 悲 恋 を 描 い た Die Leiden des jungen Werther は、 作 家 Johann Wolfgang von Goethe

（1749-1832） が 1774 年に発表した有名な書簡体小説である。 この授業では、 本作品を精読しつつ、 テクストから

読み取れる幾つかの問題を 「自然」 「感情」 「社会」 というキーワードと絡めて考察する。 受講生には、訳だけでなく、

先行研究や個別課題についての報告も求める。

第 1回 イントロダクション

第 2回 Die Leiden des jungen Werther ： 第 1 部の精読①

第 3回 Die Leiden des jungen Werther ： 第 1 部の精読②

第 4回 Die Leiden des jungen Werther ： 第 1 部の精読③

第 5回 Die Leiden des jungen Werther ： 第 1 部の精読④

第 6回 Die Leiden des jungen Werther ： 第 1 部の精読⑤

第 7回 発表①

第 8回 Die Leiden des jungen Werther ： 第 2 部の精読①

第 9回 Die Leiden des jungen Werther ： 第 2 部の精読②

第 10 回 Die Leiden des jungen Werther ： 第 2 部の精読③

第 11 回 Die Leiden des jungen Werther ： 第 2 部の精読④

第 12 回 Die Leiden des jungen Werther ： 第 2 部の精読⑤

第 13 回 Die Leiden des jungen Werther ： 第 2 部の精読⑥

第 14 回 発表②

第 15 回 総括
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●事前・事後学習の内容
必ず予習をして授業にのぞむこと。 予習の際には、 『独和大辞典』 （小学館） や 『大独和辞典』 （博友社） も

利用すること。 また、 発音についても確認し、 音読の練習をしておくこと。 授業で間違えた箇所を復習する際には、

参考文献 ・ 教材の欄に挙げた文法書を参照し、 文法的な理解を深めること。

●評価方法
平常点 （発表 ・ 授業態度を含む）、 レポート、 定期試験から総合的に評価する。 4 回以上欠席した者やレポート

の未提出者は評価の対象としない。

●受講生へのコメント
教科書を必ず購入すること。

●参考文献・教材
教科書 ： Johann Wolfgang Goethe: Die Leiden des jungen Werther. Stuttgart : Reclam.(UB67)

文法書①橋本文夫 『詳解ドイツ大文法』 三修社 （2006 年）。

文法書②桜井和市 『ドイツ広文典』 第三書房 （1968 年）。

文法書③中島悠爾 ・ 平尾浩三 ・ 朝倉巧 『必携ドイツ文法総まとめ （改訂版）』 白水社 （2010）。

その他のテクスト ・ 参考文献については、 授業中に適宜、 紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFD3303 開講期 単位数 標準履修年次

218
ドイツ語圏言語文化演習Ⅲ

後月 4 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in German Language and Culture Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習 神竹 道士 教授

●科目の主題
本演習では、 中級～上級レベルのドイツ語文法について論じます。 ドイツ語の様々な資格試験にも対応できるよ

うに、 完全な演習形式をとります。

●到達目標
ドイツ語文法を単なる知識にとどまらせず、 ピンポイントの集中学習によって徹底的にマスターすることが本演習の

目標です。

●授業内容・授業計画
事前にプリント （問題集） を配布します。 毎回 3 枚程度のプリントをこなします。

取り扱う文法項目は、 以下の通りです。

第 1回 従属文 （従属接続詞）

第 2回 従属文 （従属接続詞）

第 3回 従属文 （従属接続詞）

第 4回 従属文 （従属接続詞）

第 5回 従属文 （従属接続詞）

第 6回 関係文 （定関係代名詞）

第 7回 関係文 （定関係代名詞）

第 8回 関係文 （不定関係代名詞）

第 9回 関係文 （不定関係代名詞）

第 10 回 能動文と受動文

第 11 回 能動文と受動文

第 12 回 能動文と受動文

第 13 回 文域

第 14 回 文域

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業では、 プリント （問題集） を使って集中的な反復学習をします。 練習問題は中級レベル以上のものを含み

ますので、 事前に問題文を調べて自分なりの解答を用意して授業に臨んでください。 事後学習としては、 問題文―

解答をセットにして繰り返し音読してください。

●評価方法
平常点と試験によって評価します。

●受講生へのコメント
授業の前に必ず下調べをして下さい。

予習をすることが、 授業参加の必須条件です。

●参考文献・教材
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教材プリント （問題集） を配布します。

参考文献は授業中適宜指示します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFD3304 開講期 単位数 標準履修年次

219
ドイツ語圏言語文化特別演習

後月 3 2 単位 3 年
Special Seminar in German Languages and Culture

授業形態 担当教員名

演習 髙井 絹子 准教授

●科目の主題
世紀転換期ウィーンの文化について述べた短いテキストを 2 篇読みます。

●到達目標
ドイツ語の読解力を高め、 世紀転換期ウィーンの時代状況と文化について理解を深めます。

●授業内容・授業計画
初回に授業の進め方について説明します。 第 2 回以降は、テキストの音読、訳読が中心です。 文法の補足説明、

テキストの歴史的文化的背景についての説明を適宜行います。 基礎的な知識を習得したあと、 受講者が各自選ん

だテーマでレポート発表します。

第 1回 導入

第 2回 Edmund Wengraf: Kaff eehaus und Literatur.(1)

第 3回 Edmund Wengraf: Kaff eehaus und Literatur.(2)

第 4回 Edmund Wengraf: Kaff eehaus und Literatur.(3)

第 5回 Edmund Wengraf: Kaff eehaus und Literatur.(4)

第 6回 Hermann Broch: Die fröhliche Apokalypse Wiens um 1880.(1)

第 7回 Hermann Broch: Die fröhliche Apokalypse Wiens um 1880.(2)

第 8回 Hermann Broch: Die fröhliche Apokalypse Wiens um 1880.(3)

第 9回 Hermann Broch: Die fröhliche Apokalypse Wiens um 1880.(4)

第 10 回 Hermann Broch: Die fröhliche Apokalypse Wiens um 1880.(5)

第 11 回 Hermann Broch: Die fröhliche Apokalypse Wiens um 1880.(6)

第 12 回 Hermann Broch: Die fröhliche Apokalypse Wiens um 1880.(7)

第 13 回 受講者による発表 (1)

第 14 回 受講者による発表 (2)

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 指示された範囲の日本語訳を作る。

事後学習 ： 授業内容をもとに関連する文献を調べレポート発表の準備をする。

●評価方法
平常点 （20％）、 試験 （40％）、 レポート発表 （40％） による総合評価です。

●受講生へのコメント
事前に指定された部分は、 必ず予習してきてください。

●参考文献・教材
授業中指示します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFD3305 開講期 単位数 標準履修年次

220
ドイツ語コミュニケーションⅠ

前水 2 2 単位 3 ・ 4 年
Studies in German Communication Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 ジモン ・ エルトレ 特任講師

●科目の主題
Wir sprechen, hören, lesen und schreiben Deutsch in Alltagssituationen. Wir trainieren den Wortschatz und üben 

wichtige Strukturen.

●到達目標
Unser Ziel ist die Verbesserung der Kommunikationsfähigkeit in Alltagssituationen. Wir lernen auch  Unterschiede 

zwischen dem Alltag in deutschsprachigen Ländern und dem in Japan kennen.

●授業内容・授業計画
Alltagsdeutsch auf dem Niveau A2 des europäischen Referenzrahmens. Am meisten geübt werden Sprechen und 
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Hören. Im Zentrum steht die Erweiterung des Wortschatzes, doch manchmal werden auch grammatische Strukturen 

wiederholt.

第 1回 Einführung, erste Übungen

第 2回 Kommunikative Übungen

第 3回 Kommunikative Übungen

第 4回 Kommunikative Übungen

第 5回 Kommunikative Übungen

第 6回 Kommunikative Übungen

第 7回 Kommunikative Übungen

第 8回 Kommunikative Übungen

第 9回 Kommunikative Übungen

第 10 回 Kommunikative Übungen

第 11 回 Kommunikative Übungen

第 12 回 Kommunikative Übungen

第 13 回 Kommunikative Übungen

第 14 回 Kommunikative Übungen

第 15 回 Zusammenfassung

●事前・事後学習の内容
Hausaufgaben, selbstständige Wiederholung von Grammatikpunkten, Vokabellernen.

●評価方法
Aktive und regelmäßige Teilnahme am Unterricht sowie Hausaufgaben (ca. 30%). Tests und ev. kleine 

Präsentationen (ca. 70%).

●受講生へのコメント
In der ersten Stunde können Sie Themen wünschen. Vielleicht können wir Ihre Themen im Unterricht behandeln.

●参考文献・教材
Sie müssen kein Buch kaufen. Sie bekommen Kopien.

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFD3306 開講期 単位数 標準履修年次

221
ドイツ語コミュニケーションⅡ

後水 2 2 単位 3 ・ 4 年
Studies in German Communication Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 ジモン ・ エルトレ 特任講師

●科目の主題
Wir sprechen, hören, lesen und schreiben Deutsch in Alltagssituationen. Wir trainieren den Wortschatz und üben 

wichtige Strukturen.

●到達目標
Unser Ziel ist die Verbesserung der Kommunikationsfähigkeit in Alltagssituationen. Wir lernen auch  Unterschiede 

zwischen dem Alltag in deutschsprachigen Ländern und in dem in Japan kennen.

●授業内容・授業計画
Alltagsdeutsch auf dem Niveau A2 des europäischen Referenzrahmens. Am meisten geübt werden Sprechen und 

Hören. Im Zentrum steht die Erweiterung des Wortschatzes, doch manchmal werden auch grammatische Strukturen 

wiederholt.

第 1回 Einführung, erste Übungen

第 2回 Kommunikative Übungen

第 3回 Kommunikative Übungen

第 4回 Kommunikative Übungen

第 5回 Kommunikative Übungen

第 6回 Kommunikative Übungen

第 7回 Kommunikative Übungen

第 8回 Kommunikative Übungen

第 9回 Kommunikative Übungen

第 10 回 Kommunikative Übungen

第 11 回 Kommunikative Übungen

第 12 回 Kommunikative Übungen
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第 13 回 Kommunikative Übungen

第 14 回 Kommunikative Übungen

第 15 回 Zusammenfassung

●事前・事後学習の内容
Hausaufgaben, selbstständige Wiederholung von Grammatikpunkten, Vokabellernen

●評価方法
Aktive und regelmäßige Teilnahme am Unterricht sowie Hausaufgaben (ca. 30%). Tests und ev. kleine 

Präsentationen (ca. 70%).

●受講生へのコメント
In der ersten Stunde können Sie Themen wünschen. Vielleicht können wir Ihre Themen im Unterricht behandeln.

●参考文献・教材
Sie müssen kein Buch kaufen. Sie bekommen Kopien.

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFD3307 開講期 単位数 標準履修年次

222
ドイツ語圏ランデスクンデ

後火 4 2 単位 3 ・ 4 年
German Landeskunde

授業形態 担当教員名

演習 ジモン ・ エルトレ 特任講師

●科目の主題
Die deutschsprachigen Länder heute. Sie lernen besonders die Schweiz und Unterschiede zwischen der Schweiz 

und Deutschland/Österreich kennen.

●到達目標
Das Ziel ist, einen Einblick in die Gesellschaft, Kultur, Politik, Wirtschaft der Schweiz, zu erhalten. Die einzelnen 

Themen sollen gemeinsam erarbeitet und diskutiert werden. Im zweiten Teil des Kurses soll ein selbst gewähltes 

Thema erarbeitet und präsentiert werden (Projektarbeit).

●授業内容・授業計画
Als Ausgleich zur üblichen Ausrichtung des Germanistikstudiums auf Deutschland steht mit der Schweiz ein 

anderes deutschsprachiges Land im Zentrum dieses Unterrichts.

第 1回 Einführung

第 2回 Geografi e und Bevölkerung

第 3回 Politisches System

第 4回 Wirtschaft

第 5回 Schule und Bildung

第 6回 Kunst und Literatur

第 7回 Musik

第 8回 Kirche, Feste und Bräuche

第 9回 Familie und Freunde

第 10 回 Küche

第 11 回 Projektarbeit

第 12 回 Projektarbeit

第 13 回 Projektarbeit

第 14 回 Präsentationen

第 15 回 Zusammenfassung

●事前・事後学習の内容
Hausaufgaben, Vokabellernen, selbstständige Arbeit am Projekt.

●評価方法
Aktive und regelmäßige Teilnahme am Unterricht (ca. 30%). Präsentationen, Test (ca. 70%).

●受講生へのコメント
Spezielle Themenwünsche werden nach Möglichkeit berücksichtigt. Deutsche Sprachkenntnisse sind bei diesem 

Kurs Voraussetzung.

●参考文献・教材
Sie müssen kein Buch kaufen. Sie erhalten Kopien. Wir verwenden Materialien aus verschiedenen Medien (Bücher, 

Broschüren,　CDs, DVDs).
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFF2101 開講期 単位数 標準履修年次

223
フランス語圏文学史

後木 2 2 単位 1 ・ 2 年
History of Frencophone Literature

授業形態 担当教員名

講義 原野 葉子 准教授

●科目の主題
主要な作品の抜粋を時代順に読みながら、 中世から現代にいたるフランス語圏文学史を概観する。

●到達目標
フランス文学の歴史と伝統について、 全体的な流れをつかむ。 具体的な作品の鑑賞を通じてフランスの社会と文

化、 思想、 心性への理解を深める。 世界各地のフランス語圏文学の諸相に触れる。

●授業内容・授業計画
以下の内容に従って、 作品鑑賞とレクチャーを行う。 受講生には、 毎回授業の最後にコメントシートの提出が求

められる。

第 1回 オリエンテーション ； 中世以前のフランス文学のかたち

第 2回 中世 ： 聖人伝、 吟遊詩人、 物語と演劇の発生

第 3回 16 世紀 ： ルネサンス

第 4回 17 世紀 （1） ： バロック

第 5回 17 世紀 （2） ： 古典主義

第 6回 18 世紀 （1） ： 啓蒙思想の展開

第 7回 18 世紀 （2） ： 近代小説の黎明

第 8回 19 世紀 （1） ： ロマン主義

第 9回 19 世紀 （2） ： 写実主義から自然主義へ

第 10 回 19 世紀 （3） ： 近代詩の発展と象徴主義

第 11 回 20 世紀 （1） ： ベル ・ エポックの文学

第 12 回 20 世紀 （2） ： 前衛の冒険と行動する作家たち

第 13 回 20 世紀 （3） ： 第二次世界大戦後の文学

第 14 回 世界のフランス語圏文学 ： クレオール文学を中心に

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
ゆたかな読書体験をもってもらいたいと思います。 各自が興味を抱いた文学作品の鑑賞およびレポートの準備に、

毎回 2 時間程度をあててください。

●評価方法
平常点 50％ （出席、 コメントシート） およびレポート 50％。

●受講生へのコメント
5 回以上欠席すると単位認定の資格を失います。

講義の限られた時間内では、 多種多様なフランス語圏文学のほんの一部しか紹介することができません。 興味を

持った作品があればどんどん手に取って、 「古典」 と呼ばれるテクストのけっして色あせることのない輝きとゆたかさ

をぜひ、 存分に味わってみてください。 みなさんの知的好奇心に期待しています。

●参考文献・教材
饗庭孝男ほか 『新版　フランス文学史』 （白水社）。 その他は授業中に指示します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFF3201 開講期 単位数 標準履修年次

224
フランス語圏文化論

前月 3 2 単位 2 ・ 3 年
Culture of Frencophone

授業形態 担当教員名

講義 白田 由樹 准教授

●科目の主題
19 世紀後半から 20 世紀にかけて欧州各地に広まったアール ・ ヌーヴォーなどの装飾芸術運動をフランス語圏を

中心に取り上げ、 世紀転換期の社会と文化の関係について考察する。

●到達目標
アール ・ ヌーヴォー等の文化事象を通じ、 ある国家や言語圏の文化的特性がつくり出されていく状況や要因を考

察するなかで、 国や民族についての固定的イメージや言説を問い直し、 その裏側を見通そうとする視点を身につけ

る。

●授業内容・授業計画
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19 世紀後半にフランスやベルギーで展開された装飾芸術やアール ・ ヌーヴォー運動について、 当時の社会や

国際関係などの背景とともに概説する。 また、 他のヨーロッパ国や日本における同様の運動についても相互の比較

や影響関係から考える機会として、 受講者による発表をおこなう。

第 1回 アール ・ ヌーヴォーとは？

第 2回 産業革命と応用芸術運動

第 3回 東洋趣味とジャポニスム

第 4回 19 世紀末のフランス社会

第 5回 ビングの店と 「芸術の日本」

第 6回 「アール ・ ヌーヴォー」 とベルギー

第 7回 1900 年のパリ万国博覧会

第 8回 各国の運動① ： イギリスとアーツ ・ アンド ・ クラフツ運動

第 9回 各国の運動② ： ナンシー派とパリ （フランス）

第 10 回 各国の運動③ ： ドイツとオーストリア

第 11 回 各国の運動④スペイン、 東欧

第 12 回 ヨーロッパと日本の民芸運動

第 13 回 アール ・ ヌーヴォーの衰退とその後の流れ

第 14 回 再評価とリバイバル

第 15 回 試験 ・ 総括

●事前・事後学習の内容
前半はとくに各回の内容についてのふり返りとともに、 不明な部分や初めて触れる知識についての確認を行って

次回に備え、 講義の内容のつながりを見通していくこと。

また、 後半の発表に関しては、 参考文献や信用できるインターネットサイトの情報源を参照しながら、 じゅうぶん

に知識を消化し、 できる限り不明な点を残さないように準備すること。

●評価方法
平常点 （60％） と発表 ・ 試験 （40％） による。 なお、 5 回以上の欠席があった場合は、 原則として評価の対象

としない。

●受講生へのコメント
毎回、 授業内容を整理し考察をおこなうミニ課題を出すので、 能動的に問いを立て、 自ら調べ、 解決する姿勢

で受講してほしい。

●参考文献・教材
講義の中で指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFF3202 開講期 単位数 標準履修年次

225
フランス語学概論

後火 1 2 単位 2 ・ 3 年
Introduction to Francophone Linguistics

授業形態 担当教員名

講義 福島 祥行 教授

●科目の主題
いうまでもなく、言語の歴史は人間社会の歴史である。 この科目では、「フランス語」――なにが「フランス語」かは、

講義のなかであきらかになるであろう――を通時的 ・ 共時的にながめることにより、 フランス語とフランス語圏、 そし

てわれわれ人類についての、 社会、 歴史、 存在 （ありかた） について思弁する。

●到達目標
人類の言語とフランス語およびフランス語圏の歴史、およびフランス語そのものについて考察をほどこすことにより、

人類、 言語、 国家について多面的に考察する態度を涵養する。

●授業内容・授業計画
フランス語を通時的にながめるなかで、 人類、 言語、 国家について話しあい、 かんがえ、 あらたな知識を創発す

ることをめざす。

第 1回 人類の曙と言語の誕生

第 2回 言語と文字の系統

第 3回 インド ・ ヨーロッパ語族と比較言語学

第 4回 古代ローマとラテン語

第 5回 ケルト人とガリア魂

第 6回 ゲルマン民族大移動とフランスの成立

第 7回 ラテン語から古フランス語へ
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第 8回 ノルマンディ侵攻と英語への影響

第 9回 ルネサンスと 「国語」 の誕生

第 10 回 アカデミー ・ フランセーズと理性の文法

第 11 回 啓蒙主義とフランス語普遍論

第 12 回 ロマン主義と言語起源論

第 13 回 「小説」 の誕生と国語教育

第 14 回 フランスの言語政策とフランコフォニー政策

第 15 回 ふりかえりとまとめ

●事前・事後学習の内容
事前に前回の学習内容のノートを読み返すこと、 および、 事後のふりかえり等により、 1 回の授業あたり 2 時間の

自習時間をとること。

●評価方法
ほぼ毎回おこなわれるグループワークと、 ポートフォリオによるふりかえり、 および自己評価。

●受講生へのコメント
フランス語履修者でなくても受講可能であるが、 受講者には、 言語と人間と世界＝社会にかんする真摯な洞察が

もとめられる。

また 「フランス語」 ひとつをとりあげても、 さまざまなことを論ずることが可能であるという 「学問の豊穣さ」 も感じ

てほしい。

なお、 理由なき缺席を 3回以上おこなった受講生については評価の対象としないので注意されたい。

また、 毎回書いてもらったポートフォリオは、 最終回で必要となるので、 かならず保管すること

●参考文献・教材
■参考文献

森本英夫 『フランス語の社会学』 （駿河台出版社）

Ｐ． リカード 『フランス語史を学ぶ人のために』 （世界思想社）

島岡茂 『古フランス語文法』 （大学書林）

島岡茂 『フランス語の歴史』 （大学書林）

島岡茂 『フランス語の背景』 （大学書林）

島岡茂 『続 ・ フランス文法の背景』 （大学書林）

亀井 ・ 河野 ・ 千野編 『言語学大辞典』 （三省堂）

柴田 ・ 樺山 ・ 福井編 『フランス史』 （山川出版社）

朝倉季雄 『新フランス文法事典』 （白水社）

朝倉季雄 『フランス文法集成』 （白水社）

大橋保夫 ・ 他 『フランス語とはどういう言語か』 （駿河台出版社）

佐藤 ・ 大木 ・ 佐藤 『詳解フランス文典』 （駿河台出版社）

前島儀一郎 『英仏比較文法』 （大学書林）

島岡茂 『英仏比較文法』 （大学書林）

島岡茂 『仏独比較文法』 （大学書林）

島岡茂 『フランス語統辞論』 （大学書林）

東京外国語大学グループ 〈セメイオン〉 『フランス語学の諸問題』 （三修社）

東京外国語大学グループ 〈セメイオン〉 『フランス語を考える』 （三修社）

東京外国語大学グループ 〈セメイオン〉 『フランス語学の諸問題 2』 （三修社）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFF3203 開講期 単位数 標準履修年次

226
フランス語圏言語文化基礎演習Ⅰ

前木 2 2 単位 2 年
Proseminar in Frencophone Language and Culture Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 原野 葉子 准教授

●科目の主題
不条理演劇の代表作であるウジェーヌ ・ イヨネスコの戯曲 『禿の女歌手』 La Cantatrice chauve （1950 年初演）

をフランス語で読む。

●到達目標
初級英語の教科書にインスパイアされ、 比較的簡単なフランス語で書かれたこの戯曲を通読することで、 作品を

原文で、 かつ独力で読み通せるようになるための、 フランス語力の基礎を養う。 作品が生まれた 1950 年代ヨーロッ

パの社会的 ・ 文化的背景を学び、 反演劇 （anti-théâtre） が後世に与えた影響を理解する。
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●授業内容・授業計画
初回は不条理演劇について学ぶ。 2 回目以降は学生による訳読を中心に、 ディスカッション形式で進めてゆく。

第 1回 オリエンテーション ； 不条理演劇とはなにか

第 2回 訳読と討議①

第 3回 訳読と討議②

第 4回 訳読と討議③

第 5回 訳読と討議④

第 6回 訳読と討議⑤

第 7回 訳読と討議⑥

第 8回 訳読と討議⑦

第 9回 訳読と討議⑧

第 10 回 訳読と討議⑨

第 11 回 訳読と討議⑩

第 12 回 訳読と討議⑪

第 13 回 訳読と討議⑫

第 14 回 訳読と討議⑬

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
フランス語学習において、 日々の地道な努力は必ず実を結びます。 辞書を最大限に活用して綿密な予習 ・ 復習

を行いましょう （毎回 2 時間程度）。

●評価方法
平常点 （出席、 授業への参加度）。

●受講生へのコメント
輪読形式で進めますので、 必ず予習をしてきてください。 重要なのは、 まずしっかり辞書を引くこと、 そしてフラ

ンス語の文法的な枠組みを正確につかまえたうえで訳文を組み立てることです。 とはいえ肩ひじ張らず、 ざっくばら

んに話し合いながら、 原文の面白さを一緒に味わっていきましょう。

●参考文献・教材
授業中に指示します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFF3204 開講期 単位数 標準履修年次

227
フランス語圏言語文化基礎演習Ⅱ

後火 3 2 単位 2 年
Proseminar in Frencophone Language and Culture Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 白田 由樹 准教授

●科目の主題
フランス文化とその背景を理解するために必要となる地理 ・ 歴史や地方の概略的知識と、 フランス語の読解力を

テクスト講読を通じて養成する。 2016 年にフランスでは地方自治体の改編が行われたが、 その新しい行政区分に沿

いながら、 各地方の伝統を受け継いだ特性を学んでいく。

●到達目標
フランスの各地方とその特性についての基礎的な知識を身につけるとともに、 フランス語の読解力や発音を向上さ

せ、 初級から中級への橋渡しとする。

●授業内容・授業計画
フランスの諸地方に関するテクストを講読しながら、フランスの文化的風土に関する基礎知識を整理・確認していく。

また適宜、 補足資料を参照しながら理解を深め、 フランスという国の特性を発見していく。

第 1回 フランス共和国の領土構成

第 2回 ブルターニュ

第 3回 ノルマンディー

第 4回 オー ・ ド ・ フランス

第 5回 グラン ・ デスト

第 6回 ブルゴーニュ～フランシュコンテ

第 7回 オーヴェルニュ～ノーヌ ・ アルプ

第 8回 プロヴァンス～アルプ～コート ・ ダジュールとコルシカ島

第 9回 オクシタニ

第 10 回 ヌーヴェル ・ アキネーヌ
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第 11 回 ペイ ・ ド ・ ラ ・ ロワール

第 12 回 サントル～ヴァル ・ ド ・ ロワール

第 13 回 フランス海外県

第 14 回 イル ・ ド ・ フランスとパリ

第 15 回 レポート ・ まとめ

●事前・事後学習の内容
テクスト講読を中心とした演習なので、 必ず予習 （語彙の下調べ、 文法の復習、 知識の補強、 読解、 音読練習）

をしてくること。

●評価方法
平常点 （70％）、 発表 （10％） およびレポート （20％）

とくに授業の取り組み （毎回の準備や授業でのパフォーマンス、 出席状況）、 その結果としての読解力 ・ 知識 ・

発音の伸びを重視する。 なお、 5 回以上の欠席があった場合は原則として単位を認定しない。

●受講生へのコメント
ただ、 毎回のテクストを淡々と講読するだけでなく、 フランス語の語彙や文法、 扱われている内容が自分の知識と

して身につくよう、 意識しながら取り組んでください。

●参考文献・教材
教材 ： Fabienne Guillemin 著 『フランス、 地方を巡る旅 ： Tour de France』、 駿河台出版社， 2017 年

参考文献 ： 授業の中で案内する

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFF3301 開講期 単位数 標準履修年次

228
フランス語圏言語文化演習Ⅰ

前火 2 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Francophone Language and Culture Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 福島 祥行 教授

●科目の主題
言語学という学問領域のあれこれを、 フランス語を素材として学ぶとともに、 フランス語そのものを深く考察するた

めのアイテムを身につける。 授業は教場につどうすべてのひとびとのあいだの協働と対話によってすすめられる。

●到達目標
授業をとおして、 フランス語および言語そのもの、 ひいては人間存在へのまなざしを涵養する。

●授業内容・授業計画
今年度もなお、 「記号」 と 「コミュニケーション」 の問題について思弁する。 われわれのコミュニケーション活動を

分析すると、 そこにはあまたのことが見過ごされ、 誤解されてきたことがあきらかになる。 この授業では、 這般の消息

をたずねることで、 あたらしい知識の創発をめざす。 なお、 授業はグループワークによって進められる。

第 1回 記号とはなにか

第 2回 コミュニケーションとはなにか

第 3回 コード ・ モデル

第 4回 発話の多層性と言語行為論

第 5回 会話の協調原理と関連性理論

第 6回 推論モデル

第 7回 ふたつの独我論

第 8回 私的言語と感覚日記

第 9回 ヴィトゲンシュタインの 「意味」

第 10 回 プロトタイプとアフォーダンス

第 11 回 知覚の社会性とエスノメソドロジー

第 12 回 「意図」 の不在

第 13 回 相互行為モデル

第 14 回 コミュニケーション研究の応用範囲

第 15 回 ふりかえりとまとめ

●事前・事後学習の内容
事前に前回の学習内容のノートを読み返すこと、 および、 事後のふりかえり等により、 1 回の授業あたり 2 時間の

自習時間をとること。

●評価方法
ポートフォリオによるふりかえり、 および自己評価 ・ 相互評価。

●受講生へのコメント
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われわれは 「コミュニケーション」 は 「記号」 の 「伝達」 であるとかんがへがちであるが、 これらのキーワードに

ついて厳密に考察したけっかではない。 そして、 「コミュニケーション」 をめぐる言説のおおくは、 そこをつきつめて

かんがえていないがために、頓珍漢な方向へと彷徨している。 受講生諸君は、教場における他者との 「コミュニケー

ション」 裡につきつめていただきたい。

●参考文献・教材
ウンベルト ・ エコ 『記号論入門』 而立書房

西阪仰 『相互行為分析という視点――文化と心の社会学的記述』 金子書房

好井裕明 ・ 西阪仰 ・ 山田富秋編 『会話分析への招待』 世界思想社

前田泰樹 ・ 水川喜文 ・ 岡田光弘編 『エスノメソドロジー』 新曜社

鈴木聡志 『会話分析 ・ ディスコース分析』 新曜社

木村大治 ・ 高梨克也 ・ 中村美知夫編集 『インタラクションの境界と接続』 昭和堂

岡田美智男 『弱いロボット』 医学書院

ダニエル ・ デネット 『スウィート ・ ドリームズ』 NTT 出版

マイケル ・ ガザニガ 『〈わたし〉 はどこにあるのか』 紀伊國屋書店

定延利之 『コミュニケーションへの言語的接近』 ひつじ書房

ゲルオグ ・ ノルトフ 『脳はいかに意識をつくるのか』 白揚社

その他、 授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFF3302 開講期 単位数 標準履修年次

229
フランス語圏言語文化演習Ⅱ

後木 3 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Francophone Language and Culture Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 原野 葉子 准教授

●科目の主題
第二次世界大戦後のパリでユースカルチャーを牽引した作家ボリス ・ ヴィアンの小説 『日々の泡』 L’Écume des 

jours （1947） をフランス語で読む。

●到達目標
俗語や造語、 言葉遊びを駆使した原文の検討を通じて翻訳のむつかしさとたのしさを味わいながら、 フランス語

の正確な読解力を鍛える。 作品の背景となった戦後フランスにおける未曽有の実存主義ブームについて、 またその

発生を可能にした当時の歴史的 ・ 社会的 ・ 文化的状況について、 基本的な知識を獲得する。 テクスト解釈の実際

を学び、 卒論執筆に必要な発想と分析の基礎力を養う。

●授業内容・授業計画
初回はヴィアンに関する基本的な情報を学ぶ。 2 回目以降は学生による訳読を中心に、 ディスカッション形式で

進めてゆく。

また、『日々の泡』 を原作とする映画 （ミシェル・ゴンドリー監督 『ムード・インディゴ　うたかたの日々』 （2013）） や、

流行現象としての実存主義とその後を扱ったドキュメンタリー （ジャック ・ バラティエ監督 『想い出のサンジェルマン』

（1967）） を適宜鑑賞し、 理解を深める。

第 1回 オリエンテーション ； ボリス ・ ヴィアンとその時代

第 2回 訳読と討議①

第 3回 訳読と討議②

第 4回 訳読と討議③

第 5回 訳読と討議④

第 6回 訳読と討議⑤

第 7回 訳読と討議⑥

第 8回 訳読と討議⑦

第 9回 訳読と討議⑧

第 10 回 訳読と討議⑨

第 11 回 訳読と討議⑩

第 12 回 訳読と討議⑪

第 13 回 訳読と討議⑫

第 14 回 訳読と討議⑬

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
予習 ・ 復習に毎回 2 時間程度をあててください。

●評価方法
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平常点 （出席、 授業への参加度）。

●受講生へのコメント
学生による訳読では、 仏文和訳に加えて、 文法的な解説およびテクスト解釈についての意見が求められます。

必ず予習をしてきてください。

●参考文献・教材
授業中に指示します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFF3303 開講期 単位数 標準履修年次

230
フランス語圏言語文化演習Ⅲ

前火 3 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Francophone Language and Culture Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習 白田 由樹 准教授

●科目の主題
19 世紀とその前後に制作されたフランスの美術や文学、 舞台などの歴史と、 それぞれの主要作品について書か

れたテクストを講読し、 それらを読み解く視点を学ぶ。

●到達目標
中級レベルの文法や語彙を用いた簡易なフランス語の解説書を読みこなせる語学力と、 フランスの芸術 ・ 歴史に

ついての基礎的知識を身につける。

●授業内容・授業計画
フランスの中等教育で用いられている Histoire des artsの教科書から、 とくによく知られる作品を取り上げた章を

講読するとともに、 それらが制作された背景や、 作品をどのように捉えるかという基本的手法についても学ぶ。

第 1回 XVIIIe siècle : L'esprit des Lumières

第 2回 Pièce de théâtre : Le Mariage de Figaro

第 3回 Étudier des tableaux : Delatour, Fragonard, David etc.

第 4回 XIXe siècle : Le mouvement romantique

第 5回 Beaux-arts romantiques : Géricault, Delacroix, Rude

第 6回 Étudier une œuvre littéraire : Victor Hugo

第 7回 Paris, capitale des arts

第 8回 Pièce d'opéra : La vie parisienne

第 9回 Étudier des sculptures : Dalou, Rodin, Claudel

第 10 回 L'ouverture au monde : Parfum exotique

第 11 回 Japonisme : Samuraïs et estampes

第 12 回 Étudier des œuvres musicales : Saint-Saëns et Bizet

第 13 回 XXe siècle : Avant-Garde, deux guerres mondiales et arts contemporains

第 14 回 Représentations et témoignages de la guerre

第 15 回 L'art et la ville : architecture et spectacle

●事前・事後学習の内容
毎回、 講読テクストの読解、 知識の補強・下調べ、 文法事項の復習、 音読練習は必ずやってくること。 また、 テー

マによってはあらかじめ映像や音楽資料を視聴してくる課題を出すこともある。

●評価方法
平常点 （70％）、 レポート （30％）。 また、 5 回以上欠席した場合は原則として単位を認定しない。

●受講生へのコメント
フランス語の訓練だけでなく、 フランスの芸術史における主要作品や作家、 学校で教えられている鑑賞法、 背景

的知識に触れることから、 ものの見方を広げることも意識してください。

●参考文献・教材
教材はプリントを配布。 参考書等については適宜、 授業の中で指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFF3304 開講期 単位数 標準履修年次

231
フランス語圏言語文化特別演習

後火 4 2 単位 3 年
Special Seminar in Francophone Language and Culture

授業形態 担当教員名

演習 福島 祥行 教授

●科目の主題
卒業論文執筆にむけたプレ演習として、 論文に関する内容・形式面の諸注意、 発想法、 テーマ設定、 文献蒐集、
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分析理論などについて学ぶことで、 自律的に論文を執筆する環境をつくりあげる。

●到達目標
発想法、 テーマ設定、 文献蒐集、 分析理論の学習と対話をとおして、 フランス語圏学分野における論文執筆の

力を身につける。

●授業内容・授業計画
主として、受講者各人がフランス語圏学の分野において設定したテーマにもとづき、論文執筆のためのワークショッ

プをおこなう。 主として受講者による発表と、 受講者間のディスカッションによって進行してゆく。 そのさい、 発表会

の司会は受講生が回り持ちでおこなう。

第 1回 論文とはどのようなものか、 ブレーンストーミング、 マインドマップ、 KJ 法、 アクションラーニング
などについて、 順番決定

第 2回 受講生による発表①とコメントと論文をよむ

第 3回 受講生による発表②とコメントと論理をくみたてる

第 4回 受講生による発表③とコメントと文をつなぐ

第 5回 受講生による発表④とコメントと書く

第 6回 受講生による発表⑤とコメントと検索する

第 7回 受講生による発表⑥とコメントと先行研究とは

第 8回 受講生による発表⑦とコメントとリサーチクエッションとは

第 9回 受講生による発表⑧とコメントと命題とは

第 10 回 受講生による発表⑨とコメントとデータとは

第 11 回 受講生による発表⑩とコメントと言説分析とは

第 12 回 受講生による発表⑪とコメントと参考文献表と引用とは

第 13 回 受講生による発表⑫とコメントとフランスのデータを調べるには

第 14 回 受講生による発表⑬とコメントと質的研究とは

第 15 回 ふりかえりとまとめ

●事前・事後学習の内容
事前に前回の学習内容のノートを読み返すこと、 および、 事後のふりかえり等により、 1 回の授業あたり 2 時間の

自習時間をとること。

●評価方法
出席と発表内容をまとめたレポート。

●受講生へのコメント
フランス語圏領域以外に属する学生が受講したばあいは、 テーマの選定をフランス語圏学に限定しない。 また、

ここで選択したテーマは、 あくまで 「論文執筆法」 を学ぶための仮のものであり、 じっさいの執筆時のテーマを拘束

するものではない。

なお、 発表者と対話することは、 論文についてかんがえることの重要な要素をなすので、 出席も重視する。

●参考文献・教材
授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFF3305 開講期 単位数 標準履修年次

232
フランス語コミュニケーションⅠ

前木 4 2 単位 2 ・ 3 年
Studies in French Communication Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 ロラン ・ バレイユ 特任講師

●科目の主題
Aux travers de différents thèmes de la vie française, d'abord usuels puis dans un deuxième temps culturels, nous 

souhaitons amener l'apprenant à pouvoir s'exprimer et à échanger avec l'enseignant.

●到達目標
Les objectifs sont communicatifs et linguistiques. Nous travaillerons les compétences d'expression et de 

compréhension orales et écrites.

●授業内容・授業計画
Chacune des 3 leçons des dossiers est basée sur un média déclencheur différent (vidéo, écrit ou audio) et guide 

l'apprenant dans une découverte de la langue et une construction progressive du sens.

第 1回 Dire quel sport on pratique

第 2回 Donner des conseils

第 3回 Exprimer le but
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第 4回 Expliquer une décision

第 5回 Exprimer la fréquence. Caractériser un logement

第 6回 Indiquer un itinéraire

第 7回 Comprendre une annonce d'appartement

第 8回 Comparer des appartements

第 9回 Décrire une situation dans le passé

第 10 回 Faire une description

第 11 回 Situer dans le temps, Indiquer la chronologie

第 12 回 Raconter un changement de vie

第 13 回 Exprimer ses goûts

第 14 回 Présenter un problème et donner des solutions

第 15 回 Donner une opinion

●事前・事後学習の内容
Révision de la leçonDevoirs écrits

●評価方法
Contrôle continu, présence et participation

●受講生へのコメント
Participation orale active nécessaire. Apprentissage du vocabulaire de base indispensable.

●参考文献・教材
Totem2 A2 de Marie-José Lopes et Jean-Thierry Le Bougnec, Hachette.

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFF3306 開講期 単位数 標準履修年次

233
フランス語コミュニケーションⅡ

後木 4 2 単位 2 ・ 3 年
Studies in French Communication Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 ロラン ・ バレイユ 特任講師

●科目の主題
Aux travers de différents thèmes de la vie française, d'abord usuels puis dans un deuxième temps culturels, nous 

souhaitons amener l'apprenant à pouvoir s'exprimer et à échanger avec l'enseignant.

●到達目標
Les objectifs sont communicatifs et linguistiques. Nous travaillerons les compétences d'expression et de 

compréhension orales et écrites.

●授業内容・授業計画
Chacune des 3 leçons des dossiers est basée sur un média déclencheur différent (vidéo, écrit ou audio) et guide 

l'apprenant dans une découverte de la langue et une construction progressive du sens.

第 1回 Caractériser un lieu

第 2回 Décrire un cadre de vie

第 3回 Parler d'un ensemble de personnes

第 4回 Organiser son discours

第 5回 Poser des questions sur un objet, Désigner un objet

第 6回 Dire la matière

第 7回 Comprendre une publicité

第 8回 Vanter les qualités d'un objet

第 9回 Comprendre un tract, Revendiquer

第 10 回 Faire une description

第 11 回 Donner des conseils

第 12 回 Exprimer des certitudes

第 13 回 Exprimer des souhaits

第 14 回 Annoncer une nouvelle (bonne ou mauvaise)

第 15 回 Parler du futur

●事前・事後学習の内容
Révision de la leçonDevoirs écrits

●評価方法
Contrôle continu, présence et participation
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●受講生へのコメント
Participation orale active nécessaire. Apprentissage du vocabulaire de base indispensable.

●参考文献・教材
Totem2 A2 de Marie-José Lopes et Jean-Thierry Le Bougnec, Hachette.

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFF3205 開講期 単位数 標準履修年次

234
エチュード・フランコフォーヌ

前集中 2 単位 2 ～ 4 年
Francophone Studies

授業形態 担当教員名

講義 ・ 演習 粕谷 雄一 非常勤講師

●科目の主題
「アフリカ」の総体的把握を目指す。 アフリカ系人が生活する地域をフィールドに、当該の地域・国における文化的・

社会的事象をとりあげ、 特定のテーマ （移民、 言語、 宗教、 植民地、 政治など） と関連させ、 論じる。 現代アフリ

カを総体的に把握するために欠かせない民衆音楽のあり方をよく理解する。 いわゆるフランス語圏アフリカが中心と

なるが全アフリカ系人に関連する内容である。

●到達目標
当該のテーマに沿って、 調べ、 論じ、 深め、 拡げる力を、 協働により身につける。 また、 アフリカ系人が生活す

る地域 （フランス語圏中心） の事象にたいして多面的な分析をほどこすことによって日本社会、 ひいては世界を多

角的に見うる視点を身につける。

●授業内容・授業計画
講義にくわえグループワークによる作業と発表をおこなう。 各グループは、 それぞれにテーマを設定し、 パワーポ

イントなどをもちいて発表、 他グループはそれらにたいして意見を述べる。 具体的には、 以下のような内容を予定し

ているが、 グループの数によっては、 変更が生じることもある。

第 1回 アフリカ、 アフリカ系人、 フランス語圏とは何か

第 2回 フランス語圏論①北アフリカのアラブ圏 （歴史）

第 3回 フランス語圏論①北アフリカのアラブ圏 （フランスとの関わり、 移民）

第 4回 フランス語圏論①北アフリカのアラブ圏 （その現状と現代世界）

第 5回 第 1 回グループ発表

第 6回 フランス語圏論②トゥアレグ人とサハラ砂漠周辺諸国 （地域紛争の本質）

第 7回 フランス語圏論②コンゴ民主共和国とルワンダ、 大湖沼地域 （経済、 資源、 紛争）

第 8回 フランス語圏論②ハイチ、マルチニク、ジャマイカ、キューバ、アメリカ合衆国 （アフリカ系人の尊厳）

第 9回 フランス語圏論②ジブチ、 ソマリア、 エチオピア、 南北スーダン （文学、 政治）

第 10 回 第 2 回グループ発表

第 11 回 フランス語圏論③コートディヴォワール周辺 （経済、 レゲエ）

第 12 回 フランス語圏論③マダガスカル、 インド洋、 東アフリカ （民族、 生活文化）

第 13 回 フランス語圏論③セネガル周辺 （アフリカの一体性、 ラップ）

第 14 回 フランス語圏論③カーボヴェルデ、ブラジル、モザンビーク （ポルトガル語圏とフランス語圏の関係）

第 15 回 第 3 回グループ発表、 まとめ

●事前・事後学習の内容
アフリカ系人についての基本的事実を確認したのち、この領域について日本語情報の乏しいのはどういうところか、

およびフランス語や他の言語による情報にはない日本語情報のもつ独自の利点はなにかについて考える。

●評価方法
グループ発表 （50%）、 授業活動への参加度 （50%） ※授業活動＝グループ ・ ワークによる資料の解読、 まとめ、

報告。

●受講生へのコメント
当該のテーマについての情報収集、 およびプレゼンテーションの準備をグループ毎に授業中および授業時間外

におこなう必要があります。 したがって、 学期中はグループのメンバーと協力し合える体制を整えておいてください。

なお、 グループでの授業活動に支障がでないように、 遅刻 ・ 欠席には充分注意してください。

フランス語圏中心の内容ですが、 フランス語の知識 ・ 能力は受講の条件にはなりません。

●参考文献・教材
三浦信孝、 西山教行編著 『現代フランスを知るための 62 章』、 私市正年編著 『アルジェリアを知るための』 な

ど明石書店、 エリアスタディ ・ シリーズのアフリカ、 カリブ海関係各国版。 アンナ ・ エレル 『ジハーディストのベール

をかぶった私』 （日経 BP 社、 2015 年）

荻原和也 『ポップ ・ アフリカ 800』 （アルテス ・ パブリッシング、 2014 年）

鈴木裕之 『恋する文化人類学者』 （世界思想社、 2015 年）
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高野秀行 『謎の独立国家ソマリランド』 （本の雑誌社、 2013 年）

武内進一 『現代アフリカの紛争と国家／ポストコロニアルの家産制国家とルワンダ ・ ジェノサイド』 （明石書店、

2009 年）

吉本秀純 『アフロ ・ ポップ ・ ディスク ・ ガイド』 ( シンコーミュージック ・ エンタテインメント、 2014 年）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCDFX3203 開講期 単位数 標準履修年次

235
ヨーロッパ言語文化特講

後木 3 2 単位 2 ～ 4 年
Special Lecture on European Languages and Culture

授業形態 担当教員名

講義 神竹 道士 教授

●科目の主題
本講義では、初習ドイツ語文法の授業では詳しく説明しないような文法事項について取り上げて、詳しく説明する。

●到達目標
分析的言語だと言われるドイツ語の厳格な規則性の背後にある不規則性や曖昧性について知ることで、 ドイツ語

の理解力の向上をはかることが、 本講義の目標である。

●授業内容・授業計画
本講義では、 毎回取り扱う文法事項をひとつにしぼり、 テーマごとに詳しく論じる予定である。

第 1回 綴りと発音 ： 硬音と軟音、 ss と ß、 非音節母音など

第 2回 標準発音 ： 変母音 <ä> の調音にみられる非対称性など

第 3回 du と Sie の使い分け ： 双方向性と非可逆性の真偽

第 4回 格変化 （名詞、 形容詞） ： 絶対的規則性の揺れ

第 5回 動詞の人称変化 ： 悩ましい歯茎摩擦音

第 6回 前置詞の格支配 ： 揺れの行き着く先

第 7回 指示代名詞 ： 秘められた言外の意味

第 8回 nicht と kein の使い分け ： 重複的用法に見る意味の違いと配語法

第 9回 定動詞の位置と枠構造 ： 金科玉条はどこまで守れるか

第 10 回 möchte(n) は話法の助動詞か

第 11 回 未来形 ： 時制と話法の板挟み

第 12 回 不変化詞 （心態詞） は本当に重要か

第 13 回 接続法第１式 ： 自説か引用か

第 14 回 接続法第２式 ： 隠れた主文を見つける楽しさ

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
毎回授業で取り上げる文法事項について、 少なくともその規則性と用法については事前に下調べをすることと、

授業で配布されたプリントをもとにして、 テーマごとにノートにまとめることが望ましい。

●評価方法
平常点と試験により、 総合的に評価する。

●受講生へのコメント
ドイツ語未履修者は、 受講不可とする。

●参考文献・教材
授業中、 適宜プリントを配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCLNG2101 開講期 単位数 標準履修年次

236
言語学基礎論

前火 2 2 単位 1 ～ 4 年
Introduction to Linguistics

授業形態 担当教員名

講義 山崎 雅人 教授

●科目の主題
本講義は、初めてこの学問に接する人が、多岐に渡る言語の知識を取得し、さらにその面白さを感じられるように、

言語学を構成するさまざまな分野を理解することを主題とする。

●到達目標
受講生が言語学の基本概念に関する知識を習得することを到達目標とする。

●授業内容・授業計画
テキストは、 受講生の知識を確認しながら理解が深まるように工夫された自作教材を用いる。 すなわち、 受講者
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は与えられた課題への自分の考えをまず罫線紙に書き、 のちに解説を聞くことで自分の考えの当否を確認しながら

知識を獲得してゆく。

第 1回 第 1 回　言語学への招待　その 1

第 2回 第 2 回　言語学への招待　その 2

第 3回 第 3 回　構造について　その 1

第 4回 第 4 回　構造について　その 2

第 5回 第 5 回　研究方法について　その 1

第 6回 第 6 回　研究方法について　その 2

第 7回 第 7 回　比較言語学　その 1

第 8回 第 8 回　比較言語学　その 2

第 9回 第 9 回　類型論　その 1

第 10 回 第 10 回　類型論　その 2

第 11 回 第 11 回　記号論

第 12 回 第 12 回　社会言語学

第 13 回 第 13 回　心理言語学

第 14 回 第 14 章　応用言語学

第 15 回 第 15 回　補遺

●事前・事後学習の内容
事前学習としては、 各回のテーマに関する補助テキストを、 授業に先立って配布するので、 それを予習として読

む中で疑問に思った箇所を記載した用紙を提出する。 事後学習としては、 授業で触れたことがらを題材とする宿題

を出すので、 それに対する解答を準備して次の授業で提出する。

●評価方法
受講生は、授業中の課題や指名に対して各自で考えて応答するとともに、宿題としての課題への解答を提出する。

さらに、 その日の講義内容に関して、 「興味が持てたこと」 と 「理解ができなかったこと」 （講義に関する要望も可）

をまとめることで復習とする。 こうした毎回の作業をきちんとこなすことと、 規定以上の出席回数を満たすことに基づ

いて、 成績評価を行う。

●受講生へのコメント
我々が日々関わり囲まれている 「言葉の世界」 には、 少し見方を変えることで得られる 「小さな発見」 がたくさん

潜んでいる。 言葉は、 自分自身の一部であるとともに、 他者とつながる架け橋でもある。 上に述べた 「発見」 は、

自分とは何者か、 自分が接する社会とはどのような存在か、 という問題に何かしらの手がかりを与えてくれると思う。

進んで言葉の世界へ赴き、 探求の旅を楽しんでもらいたい。

●参考文献・教材
参考文献は、 適宜教室で指示するが、 以前にこの講義で用いた以下の本は有用と考える。・ 町田健著 『町田健

のたのしい言語学』 2004 年、 ソフトバンクパブリッシング

・ 佐久間淳一、 加藤重広、 町田健著 『言語学入門 ： これから始める人のための入門書』 2004 年、 研究社

・ 星浩司著 『言語学への扉』 2006 年、 慶應義塾大学出版会

・ 佐久間淳一著 『はじめてみよう言語学』 2007 年、 研究社

・ 大津由紀雄編著 『はじめて学ぶ言語学－ことばの世界をさぐる 17 章』 2009 年、 ミネルヴァ書房

・ 大津由紀雄編、 池上嘉彦著 『ことばワークショップ―言語を再発見する』 2011 年、 開拓社

・ 東京大学言語情報科学専攻 『言語科学の世界へ―ことばの不思議を体験する 45 題』 2011 年、 東京大学出

版会

・ 西原哲雄 『言語学入門』 2012 年、 朝倉書店

・ 佐久間淳一著 『フシギなくらい見えてくる ! 本当にわかる言語学』 2013 年、 日本実業出版社

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCLNG3201 開講期 単位数 標準履修年次

237
言語応用論

前火 4 2 単位 2 ・ 3 年
Linguistics Applied

授業形態 担当教員名

演習 井狩 幸男 教授

●科目の主題
本科目では、 心理言語学、 神経言語学、 応用言語学、 発達心理学の諸分野から得られる知見を基に、 子ども

の認知と言語の発達について考察することを目的とする。

●到達目標
主な目標は、 次の 2 つである。

(1) 子どもの認知と言語の発達を多面的に捉える。
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(2) 得られた知見を子どもの言語獲得データ分析に応用する。

●授業内容・授業計画
テキストを輪読する。 担当者を決め、 担当箇所の要旨を纏め、 発表してもらう。

第 1回 授業の説明

第 2回 認知と言語の発達に関する展望

第 3回 早期のカテゴリー表象と概念 (1)

第 4回 早期のカテゴリー表象と概念 (2)

第 5回 初期の語彙 (1)

第 6回 初期の語彙 (2)

第 7回 脳と認知の発達 (1)

第 8回 脳と認知の発達 (2)

第 9回 子どもの文法理解の発達 (1)

第 10 回 子どもの文法理解の発達 (2)

第 11 回 小児期における実行機能 ： 発達と障害

第 12 回 心の理解

第 13 回 数学的 ・ 科学的思考

第 14 回 学習と認知発達における社会認知的見解

第 15 回 授業のまとめ

●事前・事後学習の内容
毎回、 次回の授業で扱う箇所を確認し、 授業後の理解度をチェックする。

発表担当箇所のレジュメの準備、 発表後のフィードバックを行う。

●評価方法
出席 ・ 発表 ・ レポートを総合的に評価する。

●受講生へのコメント
言語発達過程で観察される現象を多面的に深く考察する態度が身につくように心がけて欲しい。

●参考文献・教材
ジョン ・ オーツ他 (2010) 『子どもの認知と言語はどう発達するか』 松柏社

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCLNG3202 開講期 単位数 標準履修年次

238
言語比較論

後水 2 2 単位 2 ・ 3 年
Comparative Analysis of Language

授業形態 担当教員名

講義 山崎 雅人 教授

●科目の主題
世界のさまざまな言語を比べる手段として、 比較言語学、 対照言語学、 言語類型論の三つの方法を取り上げ、

それぞれの特徴を考えることで、 人間言語の多様性と共通性について考察する。

●到達目標
受講生が、 さまざまな言語資料を統一的な研究方法で扱った論考を通して、 「多様さの中の共通原理」 を具体

的に理解できることを目標とする。

●授業内容・授業計画
テキストはそれぞれの研究方法を主軸とした論考を指定する。 受講生はそれをあらかじめ読み、 内容要約を予習

として提出してから講義を聞くなかで、 トピックに基づく課題に取り組み、 必要に応じた解説を通して理解を進めるよ

う努める。

第 1回 講義の進め方、 「言語を比べるとはどういうことかー三つの主な方法論ー」

第 2回 比較言語学 1

第 3回 比較言語学 2

第 4回 比較言語学 3

第 5回 対照言語学 1

第 6回 対照言語学 2

第 7回 対照言語学 3

第 8回 言語類型論 1

第 9回 言語類型論 2

第 10 回 言語類型論 3

第 11 回 言語類型論 4
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第 12 回 言語類型論 5

第 13 回 言語類型論 6

第 14 回 補遺 1

第 15 回 補遺 2 または総括

●事前・事後学習の内容
事前学習としては、 予めテキストを読み、 その内容をキーワードを手がかりにしてまとめて記述することで授業へ

の準備とする。 事後学習としては、 授業で学んだことに関する問題を宿題として出すので、 それへの解答を作成す

ることで、 理解を深めることとする。

●評価方法
出席回数が基準を下回らないこと、 テキストの予習として内容の要約をしてくること、 講義中の指名に応答するこ

と並びに課題をこなすこと、 さらに宿題として与えられた課題を行ってくること、 時間的余裕があれば最後に行う、 各

自の課題によるプレゼンテーションなどの結果により、 成績を決定する。

●受講生へのコメント
広く言語を見ることは、 広く人間を観ることに通じると思う。 大学生のうちに世界観を広げることは、 今後何かに役

立つと信じる。 外国語は英語しかないのではなく、 人の価値観もひとつではない。 他者と異なることを許容する寛容

性は、 自他共に精神の豊かさをもたらしてくれるのではないだろうか。

●参考文献・教材
教材 1 ： 吉田和彦著 『言葉を復元する　―比較言語学の世界―』 1996 年、 三省堂

教材 2 ： 石綿敏雄 ・ 高田誠共著 『対照言語学』 1995 年、 おうふう

教材 3 ： 松本克己著 『世界言語への視座　歴史言語学と言語類型論』 2006 年、 三省堂

教材 4 ： リンゼイ J. ウェイリー著、 大堀壽夫・古賀裕章・山泉実訳 『言語類型論入門 : 言語の普遍性と多様性』

2006 年、 岩波書店

参考文献

池上嘉彦著 『「する」 と 「なる」 の言語学 : 言語と文化のタイポロジーへの試論』 1981 年、 大修館書店

久野暲 , 牧野成一 , スーザン ・ G ・ ストラウス編 『言語学の諸相 : 赤塚紀子教授記念論文集』 2007 年、 くろし

お出版

三原健一 , 高見健一編著 ; 窪薗晴夫 [ ほか ] 著 『日英対照 : 英語学の基礎』 2013 年、 くろしお出版

西原哲雄編 『言語学入門』、 中島信夫編 『語用論』 共に 2012 年、 朝倉書店

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCLNG3204 開講期 単位数 標準履修年次

239
言語情報論

前水 2 2 単位 2 ・ 3 年
Linguistics and Information

授業形態 担当教員名

講義 関 茂樹 教授

●科目の主題
英語を中心として、 文 （発話） によって伝えられる情報の構成について考察することを主題とする。

●到達目標
文によって伝達される情報の構成の原則、 新 / 旧情報の配列の原則、 焦点の置き方、 文強勢と音調

の型などについて、 理解を深めることを目標とする。

●授業内容・授業計画
文の情報構造を分析した文献 （主に英語を対象とする） の中で基礎的な (Huddleston (1984) Introduction to the 

Grammar of English を取り上げ、 講読する。

第 1回 第 11 章を講読する。

第 2回 第 11 章を講読する。

第 3回 第 11 章を講読する。

第 4回 第 11 章を講読する。

第 5回 第 11 章を講読する。

第 6回 第 11 章を講読する。

第 7回 第 14 を講読する。

第 8回 第 14 章を講読する。

第 9回 第 14 章を講読する。

第 10 回 第 14 章を講読する。

第 11 回 第 14 章を講読する。
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第 12 回 第 14 章を講読する。

第 13 回 第 14 章を講読する。

第 14 回 第 14 章を講読する。

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
受講に際しては、 予め配布した文献資料を十分な時間をかけて読むこと。 授業の終了後には、 講義内容の要点

を各自が文章化し、 不明な点は次の授業で確認すること。

●評価方法
平常点および定期試験を総合的に評価する。

●受講生へのコメント
十分に予習し、 疑問点を質問すること。

●参考文献・教材
プリントを配布する。 参考図書は、 必要に応じて教室で紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCLNG3205 開講期 単位数 標準履修年次

240
言語応用論演習

後火 4 2 単位 2 ・ 3 年
Seminar in Linguistics Applied

授業形態 担当教員名

演習 井狩 幸男 教授

●科目の主題
Web に無償で提供されている言語習得関連データベース (CHILDES) を使い、 データの収集方法及び分析方法

に習熟することを目的とする。

●到達目標
主な目標は、 次の 2 つである。

(1)CLAN を使った CHILDES のデータ分析に慣れる。

(2)CHILDES のデータ分析を基に母語獲得について考察する。

●授業内容・授業計画
分析ツール (CLAN) の基本的な操作に慣れた後、 CLAN を使って実際にデータを分析し、 考察したことを発表し

てもらう。

第 1回 授業の説明

第 2回 CHILDES, CLAN の説明

第 3回 第 1 回課題発表

第 4回 第 1 回課題発表

第 5回 第 1 回課題発表

第 6回 第 1 回課題発表

第 7回 第 2 回課題発表

第 8回 第 2 回課題発表

第 9回 第 2 回課題発表

第 10 回 第 2 回課題発表

第 11 回 第 3 回課題発表

第 12 回 第 3 回課題発表

第 13 回 第 3 回課題発表

第 14 回 第 3 回課題発表

第 15 回 授業のまとめ

●事前・事後学習の内容
分析ツール CLAN の使い方に慣れる。

各課題の発表に向けてレジュメを準備する。 発表で失敗した所を確認し、 次回発表に向けて改良点を検討する。

●評価方法
出席 ・ 発表 ・ レポートを総合的に評価する。

●受講生へのコメント
CHILDES の分析ツール CLAN の使い方に習熟して欲しい。

●参考文献・教材
必要に応じて、 資料を配付する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCLNG3206 開講期 単位数 標準履修年次

241
言語比較論演習

後火 2 2 単位 2 ・ 3 年
Seminar in Comparative Analysis of Language

授業形態 担当教員名

演習 田中 一彦 教授

●科目の主題
日本語と英語の 「らしさ」 の本質を探る。

●到達目標
日本語話者の表現形式と英語話者の表現形式の本質的な違いを示すデータの発掘をし、 そのデータからそれぞ

れの言語の 「らしさ」 を明らかにする。

●授業内容・授業計画
日本語と英語の表現構造の違いに関する説明理論を批判的に概観し、 日本語話者の表現構造と英語話者の表

現構造の本質的な違いとその原理を具体例をを通して検討する。 最後に自分で発掘したデータを元に各自の 「ら

しさ論」 をプレゼンする。

第 1回 イントロダクション

第 2回 日本語らしさ ・ 英語らしさ ( 状況中心的 VS 個体中心的）

第 3回 日本語らしさ ・ 英語らしさ ( する的 VS なる的 )

第 4回 日本語らしさ ・ 英語らしさ ( ウチとソト 1)

第 5回 日本語らしさ ・ 英語らしさ ( ウチとソト 2)

第 6回 日本語らしさ ・ 英語らしさ ( ウチとソト 3)

第 7回 日本語らしさ ・ 英語らしさ ( 集団主義と個人主義 1）

第 8回 日本語らしさ ・ 英語らしさ ( 集団主義と個人主義 2）

第 9回 日本語らしさ ・ 英語らしさ ( 集団主義と個人主義 3)

第 10 回 日本語らしさ ・ 英語らしさ ( ハイコンテクストとローコンテクスト 1）

第 11 回 日本語らしさ ・ 英語らしさ ( ハイコンテクストとローコンテクスト 2)

第 12 回 日本語らしさ ・ 英語らしさ ( ハイコンテクストとローコンテクスト 3)

第 13 回 プレゼン 1

第 14 回 プレゼン 2

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
配付資料を事前に読み込み、 各回の授業のディスカッションテーマに関する自分の意見をまとめる。 授業での議

論を踏まえ、 参考文献も参照しながら最終プレゼンの準備を行う。

●評価方法
平常点およびプレゼン ( レポートの場合もあり） の成績を総合的に評価する。

4 回以上欠席した場合は評価の対象外とする。

●受講生へのコメント
授業中の積極的な発言を重視する。

●参考文献・教材
授業中に配付、 もしくは指示をする。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCLNG3208 開講期 単位数 標準履修年次

242
言語情報論演習

後木 2 2 単位 2 ・ 3 年
Seminar in Linguistics and Information

授業形態 担当教員名

演習 関 茂樹 教授

●科目の主題
英語の語順、 情報構造、 音声的特徴および文の形式的特徴について、 機能論的な観点から考察することを課

題とする。

●到達目標
トピックの一貫性および個々の文内における情報構造の成り立ちと文強勢 ・ 音調などの音声的な諸特徴との関係

について、 十分な理解を深めることを目標とする。

●授業内容・授業計画
機能論的な観点から文の構造とテクストの構成を分析した文献 （Quirk et al. (1985) を講読する。
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第 1回 関連する概念の定義と用語の解説

第 2回 第 16 章を読む。

第 3回 第 16 章を読む。

第 4回 第 16 章を読む。

第 5回 第 16 章を読む。

第 6回 第 16 章を読む。

第 7回 第 16 章を読む。

第 8回 第 18 章を読む。

第 9回 第 18 章を読む。

第 10 回 第 18 章を読む。

第 11 回 第 18 章を読む。

第 12 回 第 15 章を読む。

第 13 回 第 18 章を読む。

第 14 回 第 18 章を読む。

第 15 回 第 18 章を読む。

●事前・事後学習の内容
受講に際しては、予め配布した文献資料を十分な時間をかけて読み、疑問点を整理すること。 授業の終了後には、

文献の内容の要点を各自が文章化し、 不明な点は次の授業で確認すること。

●評価方法
試験と平常点により評価する。

●受講生へのコメント
参考文献も積極的に読んで、 授業に出席すること。

●参考文献・教材
プリントを使用する。 参考文献は授業で指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCLNG3301 開講期 単位数 標準履修年次

243
言語応用特論

後水 4 2 単位 3 年
Special Studies in Linguistics Applied

授業形態 担当教員名

演習 山崎 雅人 教授

●科目の主題
前期に続いて、 卒業論文を作成するために必要な様々なことがらについて学ぶことを主題とする。 雑誌記事など

で各々の関心のある内容を扱ったものを題材に、 それがどのような構成になっているかを分析的に学ぶ。 その作業

を通じて、 卒業論文で取り上げる課題を見出すため、 広い観点と深い分析による論文評を構築する。

●到達目標
卒業論文を作成するために必要な資料の分析の仕方を学び、 作成に備える。

●授業内容・授業計画
各自が興味を持った話題を取り上げて、 順序発表をし、 その評価を互いに行う。

第 1回 授業の進め方に関する説明及び発表準備に関する全般的な解説

第 2回 前半組第一回発表

第 3回 後半組第一回発表

第 4回 前半組第二回発表

第 5回 後半組第二回発表

第 6回 ディベート形式による質疑応答前半組第一回

第 7回 ディベート形式による質疑応答後半組第一回

第 8回 ディベート形式による質疑応答前半組第二回

第 9回 ディベート形式による質疑応答後半組第二回

第 10 回 論文の 「序論」 に焦点を当てた分析の報告前半組

第 11 回 論文の 「序論」 に焦点を当てた分析の報告後半組

第 12 回 論文の 「本論」 に焦点を当てた分析の報告前半組

第 13 回 論文の 「本論」 に焦点を当てた分析の報告後半組

第 14 回 論文の 「結論」 に焦点を当てた分析の報告前半組

第 15 回 論文の 「結論」 に焦点を当てた分析の報告後半組

●事前・事後学習の内容
事前学習としては、 自分の興味に合う雑誌論文をみつけて、 指定された観点から分析をして発表資料を作成す
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ること。 また、 指定された方法論 （ディベート形式など） に合った発表と質疑応答ができるように準備すること。 事

後学習としては、自分の発表と他の受講生の発表に関する比較対照を行うことで、技量上達を確実なものとすること。

●評価方法
発表内容、 他の発表者へのコメント及び授業に対する取り組みを総合的に評価する。

●受講生へのコメント
本授業への参加を通して、 卒業論文のテーマを見つけるよう努めてほしい。

●参考文献・教材
必要に応じて、 授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCLNG3302 開講期 単位数 標準履修年次

244
言語比較特論

前木 4 2 単位 3 年
Special Studies in Comparative Analysis of Language

授業形態 担当教員名

演習 田中 一彦 教授

●科目の主題
資料収集、 先行研究の考察、 分析などの卒業論文を執筆するための基礎となる事柄について学ぶ。

●到達目標
自ら課題を設定して、 資料収集を行い、 先行研究の知見を踏まえながら検討を加え、 論文の作成に至るプロセス

を十分に理解することを目標とする。

●授業内容・授業計画
まずは、 各自が興味あるテーマを扱った過去の卒業論文について報告し、 クラスで討論する。 次に、 卒論作成

につながる基礎的訓練として、 各自の興味のあるテーマでプレゼンを行う。 このクラスは、 発表内容はもとより資料

作成、 その提示の仕方などの訓練の場とする。

第 1回 イントロダクション

第 2回 卒業論文作成概説

第 3回 報告 ・ 討議 1

第 4回 報告 ・ 討議 2

第 5回 報告 ・ 討議 3

第 6回 報告 ・ 討議 4

第 7回 報告 ・ 討議 5

第 8回 報告 ・ 討議 6

第 9回 ミニ研究発表 1

第 10 回 ミニ研究発表 2

第 11 回 ミニ研究発表 3

第 12 回 ミニ研究発表 4

第 13 回 ミニ研究発表 5

第 14 回 ミニ研究発表 6

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
各回に報告される論文を事前に読み込み、 各自がそれらの論文の特筆すべき点をまとめる。 授業での議論や参

考文献を元にして、 各自のミニ研究発表の準備を行う。

●評価方法
報告内容および平常点による。

●受講生へのコメント
絶えず 「ことば」 に対して問題意識を持って欲しい。 授業中の積極的な発言を重視する。 受講生は言語応用コー

ス所属の学生のみとする。

●参考文献・教材
授業中に指示をする。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCLNG3209 開講期 単位数 標準履修年次

245
言語教育特論

前木 2 2 単位 2 ・ 3 年
Special Studies in Language Education

授業形態 担当教員名

講義 田中 一彦 教授

●科目の主題
言語教育に言語学が貢献することが出来るのか、もし出来るとすれば、どのような点で貢献出来るのかを検討する。

●到達目標
日本語による英語教育が我々日本人の英語力を伸ばすことに貢献するのかを判断するための理論的材料を獲得

し、 その理論的枠組みで、 日本の英語教育における 「和訳」 の是非を判断する。

●授業内容・授業計画
まずは、 学習者の母語による外国語教育に関する文献を元にディスカッションを行い、 そのディスカッションを元

にして、 受講生各自が日本語での英語教育の効果に関してのプレゼンを行う。

第 1回 イントロダクション

第 2回 英語力とは？

第 3回 ヨーロッパ言語共通参照枠 1

第 4回 ヨーロッパ言語共通参照枠 2

第 5回 ヨーロッパ言語共通参照枠 3

第 6回 own language 教育 1

第 7回 own language 教育 2

第 8回 own language 教育 3

第 9回 Guy Cook の母語による外国語教育論 1

第 10 回 Guy Cook の母語による外国語教育論 2

第 11 回 Guy Cook の母語による外国語教育論 3

第 12 回 プレゼン 1

第 13 回 プレゼン 2

第 14 回 プレゼン 3

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
配付資料を事前に読み込み、 各回の授業のディスカッションテーマに関する自分の意見をまとめる。 授業での議

論を踏まえ、 参考文献も参照しながら最終プレゼンの準備を行う。

●評価方法
平常点およびプレゼン ( レポートの可能性もあり ) のパフォーマンスを総合的に評価する。

●受講生へのコメント
授業中の積極的な発言を重視する。

●参考文献・教材
授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCLNG3211 開講期 単位数 標準履修年次

246
言語比較特講

後集中 2 単位 2 ・ 3 年
Special Lecture on Comparative Analysis of Language

授業形態 担当教員名

講義 田浦 秀幸 非常勤講師

●科目の主題
みなさんの多くは中学から英語を学習し始めたはずですが、 平均的日本人に比べて英語力の高い大阪市大生は

日英バイリンガルと呼べるのでしょうか？日英バイリンガルの脳内メンタルレキシコン ( 辞書 ) は日英語別々に貯蔵さ

れていて、 賦活部位はそれぞれ異なるのでしょうか？英語力が高まるにつれて日本語と似たメカニズムで英語部位

が賦活されるのでしょうか？ 2 言語を切り替えるのに脳内スイッチがあるのでしょうか？このような疑問に対して多くの

研究がなされてきています。 バイリンガリズムに関する基本的事項を理解した上で、 実際に脳賦活実験も行って自

分のバイリンガル度を検証して下さい。

●到達目標
1) バイリンガリズムの基本知識を身につけ、 一分野に関して深化することができる

2) 自分が日本語 ・ 英語を使用する際の脳賦活データ収集 ・ 分析することができる

●授業内容・授業計画
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以下の通り講義 ・ 学生発表 ・ データ収集を行います。

第 1回 授業概要説明 & 第 1 章 「バイリンガルとは」

第 2回 第 2 章 「バイリンガルの言語習得」 & 「第 3 章バイリンガリズムと第 2 言語習得」

第 3回 第 4 章 「言語能力の発達と認知能力の発達」 & 第 5 章 「読み書き語る能力の発達」

第 4回 第 6 章 「異言語間家族の言語選択 ・ 使用」 & 第 7 章 「コードスイッチング ( 社 )」

第 5回 第 8 章 「コードスイッチング ( 言語 )」 & 第 9 章 「バイリンガルの脳内言語処理」

第 6回 第 10 章 「メンタルレキシコン」 & 第 11 章 「手話者のバイリンガリズム」

第 7回 第 12 章 「バイリンガルの言語保持と喪失」 & 第 13 章 「バイカルチュラリズム」

第 8回 第 14 章 「社会の中のバイリンガリズム」 & 教科書のまとめと実験概要説明

第 9回 授業参加学生自身の言語流暢 ・ バイリンガルストループタスク遂行時の脳賦活データ収集

第 10 回 同上 #2

第 11 回 同上 #3

第 12 回 収集データの分析方法解説及び実習 #1

第 13 回 実習 #2 及び課題のまとめ #1

第 14 回 実習 #3 及び課題のまとめ #2

第 15 回 課題内容学生発表

●事前・事後学習の内容
教科書を各自早めに入手してバイリンガリズムに関して知識を少し蓄え、 講義中にわからなかった部分を質問でき

るようししておいて下さい。 また、 可能であれば参考図書にも目を通しておいて下さい。 授業終了後、 授業中に収

集した自分の脳賦活データの分析に関して、 より深く多面的に再考してみて下さい。

●評価方法
(1) 教科書発表 40%, (2) データ分析発表 40%, (3) 授業態度と出席点 20% の総合評価となります。 追 ・ 再テストは

ありません。 3 コマ以上欠席すると単位の認定は極めて困難となります （欠席と遅刻は減点）。 試験はありません。

●受講生へのコメント
教科書を各自早めに入手してバイリンガリズムに関して知識を少し蓄えておいて下さい。 講義中には、 読んでわ

からなかった部分を質問して下さい。 集中講義中に各自の脳データを収集し、 それを分析して、 個人発表までこな

してもらいますが、 データ分析や統計処理はゼロから説明しますので、 安心して受講して下さい。 また毎回 USB を

持参して下さい。

●参考文献・教材
[ 教科書 ]  「バイリンガリズム入門」 (2014) 大修館書店 [ 参考図書 ] 

(1) ‘The handbook of bilingualism and multilingualism’ (2013) T.K.Bhatia & William, C.R. (Wiley Blackwell)

(2) 「バイリンガル教育と第 2 言語習得」 (1996). コリンベーカー著 ・ 岡秀夫訳 （大修館書店）

(3) ‘Cognitive perspectives on bilingualism’ Reif and Justyna 2016 (De Gruyter)

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCLNG3212 開講期 単位数 標準履修年次
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言語教育特講

前月 4 2 単位 2 ・ 3 年
Special Lecture on Language Education

授業形態 担当教員名

講義 西岡 有香 非常勤講師

●科目の主題
なんらかの脳機能の不全により言語習得が遅れたり、 特徴的な言語発達を示したりする子どもがいる。

一方、 いったん獲得した言語を後天的な脳機能障害によって喪失したり、 障害を受けたりすることがある。 本講

義では language の問題として成人では失語症を、小児については言語発達遅滞、自閉スペクトラム障害、学習障害、

ＡＤＨＤ等発達障害の言語 ・ コミュニケーションの問題についてとりあげ解説する。

●到達目標
大脳機能の不全によって起こる言語 ・ コミュニケーションの不全の実態についての知識をもち、 その状態を理解

することを第一の目標とする。 これを踏まえて、言語・コミュニケーションに関して多角的に考えられるよう視野を広げ、

教育現場での指導に活かすことを目標とする。

●授業内容・授業計画
大脳機能の不全から起こる言語 ・ コミュニケーションの障害について、 その症状や特徴について視聴覚教材を用

いて解説するとともに、 事例を通して言語障害の実態とその特徴について考える

第 1回 オリエンテーション、 脳のしくみ

第 2回 失語症とは

第 3回 失語症状①
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第 4回 失語症状②

第 5回 高次脳機能障害とは

第 6回 子どもの言語障害の概要

第 7回 ＬＤ／ＡＤＨＤ心理的疑似体験プログラムを通して

第 8回 特別支援教育での発達障害への対応、 合理的配慮とは

第 9回 学習障害 （ＬＤ） とは

第 10 回 発達性読み書き障害 （ディスレクシア） とは

第 11 回 自閉スペクトラム障害について

第 12 回 自閉スペクトラム障害の言語 ・ コミュニケーションの理解と対応

第 13 回 中学 ・ 高等学校での課題と補助手段の活用

第 14 回 発達障害のある子どもの誤り分析の実際

第 15 回 成人と子どもの Language の障害のまとめ

●事前・事後学習の内容
身の回りにいる乳幼児、 小学生がどのような言葉を使っているかよく観察しておき、 聞き取ったことばをそのまま、

その子どもの年齢 （推定も可） とともに記録しておくこと。 できれば、異なる年齢の子どもについて、言語資料を集め、

そのことばが話されている状況 （場面の情報） も記録しておくこと。

●評価方法
平常点 （40％）、 授業内容に関するミニレポート （20％）、 最終課題レポート （40％）

●受講生へのコメント
今、 自由に話せている自分が、 ある日突然言葉を失うとは考えにくいかもしれない。 身近に言語障害のある人が

いない限り、 ことばの障害がどのようなものなのか、 なかなか想像しがたいことだろう。 しかし、 失語症は誰にでも起

こりうる言語障害であり、 かつ誤解されやすい障害でもある。

一方、 高等学校でも個別の教育支援計画作成が導入されている現在、 中学校高等学校の教員をめざしているな

ら、 通常学級にいる学習障害、 ＡＤＨＤ、 自閉スペクトラム障害のある生徒についての知識と理解は必須である。

「脳だとか、言語障害の用語は聞きなれないし、難しそう」と毛嫌いせず、まず知ることから始めてほしい。 そうすると、

この領域の幅広さと奥深さにきっと魅了されることになるだろう。

●参考文献・教材
授業でプリントを配布する

　

参考図書

「ことばと認知のしくみ」 編集主幹　河野守夫　三省堂 （2007）

「AD/HD 高機能広汎性発達障害の医療と教育」 竹田契一監修　日本文化科学社 （2006）

「LD 児の言語 ・ コミュニケーション障害の理解と指導　第二版」 竹田契一 ・ 里見恵子 ・ 西岡有香　日本文化科

学社 （2007）

「特別支援教育における言語 ・ コミュニケーション ・ 読み書きに困難がある子どもの理解と支援」 大伴潔編

（2011） 学苑社

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3201 開講期 単位数 標準履修年次
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文化理論
後火 4 2 単位 2 ・ 3 年

Culture Theory

授業形態 担当教員名

講義 （状況によって一部演習形
式）

野末 紀之 教授

●科目の主題
19 世紀以後の 「文化」 の意味の変遷をたどったのち、 とりわけ表現文化コースの学生が関心をもっているポピュ

ラー ・ カルチャーの作品や素材を分析し考察するさいに必要不可欠な理論および議論を、 いくつかの論点を取上

げて概説する。

●到達目標
文化をめぐる理論や理論間の対立のありようを理解することにより、 表現文化研究の歴史と立脚点を把握するとと

もに、 理論的思考を作品分析に活かせるようになること。

●授業内容・授業計画
いくつかの論点を取上げて講義する。 受講者数に応じて、 演習形式も取り入れる。

第 1回 イントロダクション
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第 2回 19 世紀の 「文化」 ――教養と無秩序 （1）

第 3回 19 世紀の 「文化」 ――教養と無秩序 （2）

第 4回 20 世紀以後の 「文化」 ―― 「ポピュラー ・ カルチャー」 とは何か （1）

第 5回 20 世紀以後の 「文化」 ―― 「ポピュラー ・ カルチャー」 とは何か （2）

第 6回 第一回レポート作成のために

第 7回 文化とメディア （1）

第 8回 文化とメディア （2）

第 9回 文化とオリジナリティ （1）

第 10 回 文化とオリジナリティ （2）

第 11 回 文化と権力 ・ イデオロギー （1）

第 12 回 文化と権力 ・ イデオロギー （2）

第 13 回 文化と権力 ・ イデオロギー （3）

第 14 回 第二回レポート作成のために

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
各授業のために、 指定された範囲を読解し、 問題点を整理しておくこと。 事前事後学習に 2.5 時間を要する。

●評価方法
平常点 （20％）、 レポート （40％）、 試験 （40％）。

●受講生へのコメント
とくになし

●参考文献・教材
John Storey (ed.), Cultural Theory and Popular Culture: An Introduction, 7th ed. (Routledge, 2015); John 

Storey (ed.), Cultural Theory and Popular Culture: A Reader, 4th ed. (Rourledge, 2009) ほか。 授業中に適宜

指示する。 プリント （英文、 和文） を配布。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3202 開講期 単位数 標準履修年次
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表現文化論

後集中 2 単位 2 ・ 3 年
Lecture in Art and Representation

授業形態 担当教員名

講義 ・ 演習 中島 那奈子 非常勤講師

●科目の主題
ダンス作品を自ら作ったり鑑賞する際に、 一般的な理論とつなげて、 どのように考えていけるでしょうか。 欧米と

日本、 アジアのダンス的なものを概観しつつ、 それを理論的に分析 ・ 構築する。

●到達目標
ダンスを理論的に考えることによって、自分と社会や環境との関わりや、他者への理解に繋がることを、目指します。

●授業内容・授業計画
前半は様々な地域と時代のダンスを概略しつつ、 後半はトピックごとに議論を進めていきます。 ダンス作品につい

て、 自分が面白い面白くないと感じるだけでなく、 意見の異なる相手に自分の意見を説明するため、 もっと作品を

面白く作るための、 様々な分析、 実践理論を紹介していきます。

第 1回 イントロダクション　ダンスと理論について概論、 及び授業の進め方について。

第 2回 欧米のダンス　バレエやモダンダンス、 タンツテアターの歴史をたどる。

第 3回 日本のダンス　古典舞踊からコンテンポラリーダンスへの流れを概観する。

第 4回 アジアのダンス　アジアの芸能という視点から、 ダンス的なものを取り上げていく。

第 5回 ダンスの美学　身体の概念や近代化の問題、 ダンスのカテゴリーや、 舞踏について。

第 6回 ダンスとアート　ポストモダンダンスなどの、 パフォーマンスアートとダンスとの接点を探る。

第 7回 ダンスのドラマトゥルギー　創作での実践と理論の関係について。

第 8回 ダンスのドラマトゥルク　ダンスドラマトゥルクとしての具体例を取り上げ、 空間や観客、 異文化で
のコラボレーションとダンスの関係について考察する。

第 9回 中間発表 A　受講者によるレポートの中間発表。

第 10 回 社会とダンス　コミュニティダンスやホームレス、 障がいを持つ人とのダンスなど、 社会的な問題と
関わってダンスを作ることについて。

第 11 回 ジェンダーとセクシュアリティとダンス　社会的に作られた性的役割や性的指向は、 ダンスではど
のように語られているか。

第 12 回 中間発表 B　受講者によるレポートの中間発表。

－ 216 －



第 13 回 ＜老い＞とダンス　＜老い＞の視点からダンスを理論化する。

第 14 回 アーカイヴとダンス　ダンスフィルムやダンス記譜法、 ダンスのアーカイヴ化について。

第 15 回 まとめ　ダンスの理論化にともなう問題について。

●事前・事後学習の内容
出来るだけ沢山のダンス作品を見ること。 また、 様々な地域や社会でおきていることと、 ダンスを重ねて考えてみ

ること。

●評価方法
平常授業での発言 (20%)、 中間発表 (30%) と最終レポート (50%)。

●受講生へのコメント
特になし。

●参考文献・教材
『バレエとダンスの歴史―欧米劇場舞踊史』 鈴木晶編、 平凡社、 2012 年、 『日本の舞踊』 渡辺保、 岩波書店、

1991 年、 『Who Dance? 振付のアクチュアリティ』 早稲田大学坪内博士記念演劇博物館、 2015 年、 『ダンス ・ ク

リティーク―舞踊の現在 / 舞踊の身体』 尼ヶ崎 彬、 勁草書房、 2004 年、 『大野一雄―稽古の言葉』 大野一雄、

大野一雄舞踏研究所編、 フィルムアート社、 1997 年、 Dance Dramaturgy: Modes of Agency, Awareness and 
Engagement (Palgrave,2015)、 The Aging Body in Dance: A Cross-Cultural Perspective (Routledge, 2017)

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3203 開講期 単位数 標準履修年次

250
表象文化論

前火 4 2 単位 2 ・ 3 年
Lecture in Culture and Representation

授業形態 担当教員名

講義 海老根 剛 准教授

●科目の主題
本講義のねらいは、 映像作品の考察のための基礎作りです。 本年度はアニメーションの集中講義が開講される

ので、 この授業では主に実写映画と近年のデジタル映像表現を中心に取りあげます。 ただし、 デジタル映像表現と

の関係でアニメーションについても簡単に触れる予定です。 考察される作品は映画が中心になりますが、 映画以外

の動画表現の分析にも不可欠な映像リテラシーの習得に役立つはずです。

●到達目標
この講義では、 みなさんに多くの作品に触れてもらい、 映像作品を考察するための言葉を獲得してもらうことが目

標です。 したがって、 受講者の積極的な参加が求められます。 なお第 1 回目の授業の前に見ておいてもらう映画

作品をポータルサイトで伝えますので、 受講者は必ず対象作品を見たうえで授業に参加してください。

●授業内容・授業計画
毎回、 いくつかの作品から特定の場面を選んで上映し、 その場面の特徴やそこで用いられている技法を考察しな

がら、 映画表現の多様な側面に光を当てていきます。 またそれらの考察を通して、 映画の分析に不可欠な基礎概

念の導入も行います。

第 1回 イントロダクション

第 2回 映画と運動 （1）

第 3回 映画と運動 （2）

第 4回 映画と空間 （1）

第 5回 映画と空間 （2）

第 6回 映画と時間 （1）

第 7回 映画と時間 （2）

第 8回 物語について

第 9回 演出について

第 10 回 古典映画と現代映画

第 11 回 映画における声と身体 （1）

第 12 回 映画における声と身体 （2）

第 13 回 デジタル映像の現在 （1）

第 14 回 デジタル映像の現在 （2）

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
受講者は実際に映画作品を見て、 分析的な観点から映画表現を考察するレッスンを重ねることが望ましい。

●評価方法
中間レポートと期末レポートで評価する。
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●受講生へのコメント
使用教室の制限上、 受講希望者多数の場合には履修制限を行う。 その場合、 表現文化コースの学生を優先し

たうえで、 残りについて選抜を行う。 受講を希望する者 （表現文化コースの学生も含む） は、 必ず初回の授業に

出席すること。

なお後期開講の 「表現文化講読 1」 を履修する予定の学生は本講義を受講しておくことが望ましい。

●参考文献・教材
プリント配布。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3204 開講期 単位数 標準履修年次
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比較表現論

前木 3 2 単位 2 ～ 4 年
Lecture in Comparative Representation

授業形態 担当教員名

講義 菅原 真弓 教授

●科目の主題
日本の美術を取り上げる。 他地域からの影響を受けにくい地理的環境にある日本だが、 日本美術はその長い歴

史の中で、 様々な外的刺激を受けて発展したものである。 朝鮮半島や中国大陸、 そして西欧諸国など、 それぞれ

の時代における文化先進国からの影響がそれにあたる。けれども島国であるがゆえに、その摂取の仕方は独特であっ

た。 他地域との関係をテーマに日本美術のトピックを選択し、 これを詳説する。

●到達目標
アジア諸国や西欧の美術と比較した上で、 日本独自の美術についてまず関心を持つことを目標とする。 また学び

の中で、 好きな時代あるいは作家、 作品を見つけ、 そこを足掛かりとして自国の文化について知る意欲を持っても

らいたい。

●授業内容・授業計画
日本美術の歴史を総観すると、 古くは大陸や半島などアジアの影響を色濃く受け、 また時代が経るにしたがって

今度は西欧の美術様式をも取り入れていく様相が見られる。 しかし日本美術はそれらを咀嚼し、 自国に合う表現へ

と言わばカスタマイズしていった。 そんな島国独特の文化摂取のあり方を、 以下のトピックから検討する。

第 1回 イントロダクション ： 世界の中の日本美術

第 2回 アジアと日本美術 1 ： 仏教伝来

第 3回 鎖国と日本美術 1 ： 和様 1　平安時代の美術

第 4回 鎖国と日本美術 2 ： 和様 2　平安時代の美術　続

第 5回 西洋と日本美術 1 ： 南蛮美術

第 6回 鎖国と日本美術 3 ： 浮世絵の誕生

第 7回 鎖国と日本美術 4 ： 浮世絵の発展

第 8回 鎖国と日本美術 5 ： 琳派

第 9回 西洋と日本美術 2 ： ジャポニスムと浮世絵、 そして

第 10 回 アジアと日本美術 2　西洋と日本美術 3 ： 写生と写実

第 11 回 西洋と日本美術 4 ： 油彩画 1

第 12 回 西洋と日本美術 5 ： 油彩画 2

第 13 回 西洋と日本美術 6 ： 日本近代と写真

第 14 回 近代日本と日本美術 1 ： 殖産興業政策と日本の工芸

第 15 回 近代日本と日本美術 2 ： 戦争と美術

●事前・事後学習の内容
本授業の授業計画に沿って、 準備学習と復習を行うこと。 さらに、 授業内容に関連する課題に関する調査 ・ 考

察を含めて、 毎回の授業ごとに自主的学習を求める。  授業では毎回、 提示する作品すべてを記載した参考資料

を配り、 授業内で用いたスライド画像についても、 共有できるよう配慮するので、 それを基に復習を行うこと。

●評価方法
主に期末レポートによって評価

●受講生へのコメント
まずは自国の文化について関心を持ってもらいたい。 また受講者は、 自らの関心にしたがって美術館 ・ 博物館、

あるいは社寺に積極的に足を運び、 作品を観てもらいたいと願う。 実作品を観るという経験こそが、 美術史学の学

びを豊かなものにするからである。 開催中の展覧会などについては、 授業内で適宜紹介していくことにする。

●参考文献・教材
授業内で指示。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3205 開講期 単位数 標準履修年次

252
文化理論基礎演習 a

後木 2 2 単位 2 年
Basic Seminar in Culture Theory a

授業形態 担当教員名

演習 野末 紀之 教授

●科目の主題
表現文化コースの学生が、 写真、 広告、 ファッション、 マンガなどの視覚媒体を分析するさいに必要な基本的な

観点や理論を身につける。

●到達目標
上記の観点や理論を演習形式により身につけて、 レポート作成のさいに応用できるようにすることが目標である。

●授業内容・授業計画
演習形式によりテキストを精読するとともに、 適宜、 作品分析のレポートを提出してもらう。

第 1回 イントロダクションおよび第 1 回レポート作成のためのアドバイス

第 2回 テキスト読解 （1）

第 3回 テキスト読解 （2）

第 4回 テキスト読解 （3）

第 5回 テキスト読解 （4）

第 6回 テキスト読解 （5）

第 7回 テキスト読解 （6）

第 8回 テキスト読解 （7）

第 9回 第 2 回レポート作成のためのアドバイス

第 10 回 テキスト読解 （8）

第 11 回 テキスト読解 （9）

第 12 回 テキスト読解 （10）

第 13 回 テキスト読解 （11）

第 14 回 第 3 回レポート作成のためのアドバイス

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
次回の授業までに、 指定された範囲の読解を行ない、 問題点を整理しておくこと。 発表担当者は、 ①要旨の作

成　②具体例の提示　③疑問点の提出、 ④他の事象への適用可能性の 4 点をレジュメに記すこと。 担当者は事前

事後に 2.5 時間程度、 それ以外の受講者は 1.5 時間程度が必要。

●評価方法
平常点 （30％）、 レポート （35％）、 試験 （35％）。

●受講生へのコメント
とくになし

●参考文献・教材
井上俊 （編） 『全訂新版　現代文化を学ぶ人のために』 （世界思想社、 2014 年）。 ほかの参考文献については

授業中に適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3205 開講期 単位数 標準履修年次

253
文化理論基礎演習 b

後月 4 2 単位 2 年
Basic Seminar in Culture Theory b

授業形態 担当教員名

演習 高島 葉子 准教授

●科目の主題
表現文化コースでは、 文学や美術などの芸術作品だけでなく、 テレビ、 映画、 雑誌、 広告など日常的に接する

身近な 「ポピュラー文化」 をも研究対象とする。 こうした広い分野の対象を研究するための理論、方法の基礎を学ぶ。

●到達目標
文化理論の基礎的知識を身に付け、 理論的文献の内容を的確に要約報告するスキルを習得するとともに、 短い

レポートをまとめることができるようにする。 合わせて、 英語の専門書を読みこなす英語力の基礎を身につけることを

目指す。

●授業内容・授業計画
授業の前半で文化理論に関する入門的英語文献を講読する。 後半では日本語文献につい担当者がレジュメを

作成したうえで内容を報告し、 質疑応答により理解を深める。 学期末には各自で興味のある文献について紹介、 報
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告を行い、 レポートにまとめる。 また、 英語文献に関しては期末テストを行う。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 英語文献講読

第 3回 英語文献講読

第 4回 英語文献講読

第 5回 英語文献講読

第 6回 英語文献講読、 日本語文献の内容報告

第 7回 英語文献講読、 日本語文献の内容報告

第 8回 英語文献講読、 日本語文献の内容報告

第 9回 英語文献講読、 日本語文献の内容報告

第 10 回 英語文献講読、 日本語文献の内容報告

第 11 回 英語文献講読、 日本語文献の内容報告

第 12 回 英語文献講読、 日本語文献の内容報告

第 13 回 英語文献講読、 日本語文献の内容報告

第 14 回 英語文献講読、 日本語文献の内容報告

第 15 回 期末テスト

●事前・事後学習の内容
事前学習としては、 配布資料や文献を読み、 報告、 発表・議論の準備することが必要である。 事後学習としては、

資料の講読、 解説を通して得た知識の定着、 また、 発表、 報告、 議論の内容を反省し、 各自で考察を深めること

が求められる。

●評価方法
出席状況 20％、 口頭発表 20％、 期末テスト 30％、 期末レポート 30％で評価する。

●受講生へのコメント
英語テキストは入門書であるが、 十分な予習を必要とする。 また、 授業でのデイスカッション等への積極的な参

加を求める。 なお、 受講生は原則的に表現文化コース所属の学生に限る。

●参考文献・教材
日本語テキスト：井上俊編『全訂新板　現代文化を学ぶ人のために』（世界思想社）。英語文献はプリント配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3206 開講期 単位数 標準履修年次

254
表現・表象文化論基礎演習 a

前月 5 2 単位 2 年
Basic Seminar in Culture and Representation a

授業形態 担当教員名

演習 三上 雅子 教授

●科目の主題
（1） 作品分析の基礎を学ぶ。 特定の方法論や理論にもとづく分析の一歩手前にとどまり、 ひとつの具体的な対

象としての作品と向き合い、 それを構成している表現の特徴や構造を把握し、 考察するレッスンを行う。 作品は

私たちの前に、 ひとつの物質的なまとまりとして、 たとえば書かれた言葉 （小説、 エッセイ）、 描かれた線と記

号 （マンガ）、 俳優の身体と声 （演劇）、 静止した光と影 （写真）、 明滅する映像の連なり （映画） として与え

られています。この授業では、そのような物質的まとまりとしての作品がどのように形作られており、どのような動き、

出来事がそこに生起しているのかを明らかにするとともに、 それを言葉によって記述するレッスンを行います。

（2） 文献調査、 画像編集にもとづく簡潔なプレゼンテーションを作成し、 発表するレッスンを行う。 口頭発表にお

ける補助資料の位置づけ正しくを理解し、 プレゼンテーション用ソフトウェアの欠点と利点を把握した上で、 効

果的な発表資料を作成する技術を学習する。

●到達目標
（1） 自分が感じたことを手がかりにに論理的に思考することを学ぶ。 （2） 口頭発表の方法と技術的補助手段の使

用法を学ぶ。

●授業内容・授業計画
今回の授業では、 マンガ、 小説、 絵画、 写真、 映画、 演劇、 現代美術を扱う。 それぞれのジャンルについて、

指定された作品の分析を行う。 また学期末には作品分析の口頭発表を受講者全員にしてもらう。

第 1回 イントロダクション

第 2回 マンガ分析

第 3回 小説分析

第 4回 絵画分析

第 5回 映画作品上映
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第 6回 映画作品分析

第 7回 演劇作品上映

第 8回 演劇作品分析

第 9回 写真分析

第 10 回 現代美術作品上映

第 11 回 現代美術作品分析

第 12 回 プレゼンテーション入門

第 13 回 口頭発表 （1）

第 14 回 口頭発表 （2）

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業開始前に授業で取り扱う課題に関する資料を本授業のウェブサイトに掲載する。 必ず事前に内容を確認し、

それに関した小レポートを締め切りまでに提出する。 授業終了後は添削された小レポートを確認して、 理解 ・ 分析

の問題点を整理しておく。

●評価方法
6 回のレポートと口頭発表で評価する。

●受講生へのコメント
この授業は表現文化コースに新たに進学した 2 回生向けの授業です。 他コースの学生は受講できません。

●参考文献・教材
作品資料は授業内で配布します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3206 開講期 単位数 標準履修年次

255
表現・表象文化論基礎演習 b

前水 2 2 単位 2 年
Basic Seminar in Culture and Representation b

授業形態 担当教員名

演習 江村 公 特任講師

●科目の主題
（1） 作品分析の基礎を学ぶ。 特定の方法論や理論にもとづく分析の一歩手前にとどまり、 ひとつの具体的な対

象としての作品と向き合い、 それを構成している表現の特徴や構造を把握し、 考察するレッスンを行う。 作品は

私たちの前に、 ひとつの物質的なまとまりとして、 たとえば書かれた言葉 （小説、 エッセイ）、 描かれた線と記

号 （マンガ）、 俳優の身体と声 （演劇）、 静止した光と影 （写真）、 明滅する映像の連なり （映画） として与え

られています。この授業では、そのような物質的まとまりとしての作品がどのように形作られており、どのような動き、

出来事がそこに生起しているのかを明らかにするとともに、 それを言葉によって記述するレッスンを行います。

（2） 文献調査、 画像編集にもとづく簡潔なプレゼンテーションを作成し、 発表するレッスンを行う。 口頭発表にお

ける補助資料の位置づけ正しくを理解し、 プレゼンテーション用ソフトウェアの欠点と利点を把握した上で、 効

果的な発表資料を作成する技術を学習する。

●到達目標
（1） 自分が感じたことを手がかりにに論理的に思考することを学ぶ。 （2） 口頭発表の方法と技術的補助手段の使

用法を学ぶ。

●授業内容・授業計画
今回の授業では、 マンガ、 小説、 絵画、 写真、 映画、 演劇、 現代美術を扱う。 それぞれのジャンルについて、

指定された作品の分析を行う。 また学期末には作品分析の口頭発表を受講者全員にしてもらう。

第 1回 イントロダクション

第 2回 マンガ分析

第 3回 小説分析

第 4回 絵画分析

第 5回 映画作品上映

第 6回 映画作品分析

第 7回 演劇作品上映

第 8回 演劇作品分析

第 9回 写真分析

第 10 回 現代美術作品上映

第 11 回 現代美術作品分析
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第 12 回 プレゼンテーション入門

第 13 回 口頭発表 （1）

第 14 回 口頭発表 （2）

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業開始前に授業で取り扱う課題に関する資料を本授業のウェブサイトに掲載する。 必ず事前に内容を確認し、

それに関した小レポートを締め切りまでに提出する。 授業終了後は添削された小レポートを確認して、 理解 ・ 分析

の問題点を整理しておく。

●評価方法
6 回のレポートと口頭発表で評価する。

●受講生へのコメント
この授業は表現文化コースに新たに進学した 2 回生向けの授業です。 他コースの学生は受講できません。

●参考文献・教材
作品資料は授業内で配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3207 開講期 単位数 標準履修年次

256
表現・表象文化論演習Ⅰ

後水 4 2 単位 2 ・ 3 年
Seminar in Culture and Representation Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 三上 雅子 教授

●科目の主題
いま世界中の劇場で多種多様な演劇作品が 「ミュージカル」 という名称を冠して上演され、 その中には何年にも

わたってロングラン上演されている作品も少なくない。 日本においても大都市圏ではほとんど毎日といってよいほど

に、 ミュージカルが上演されている。 しかし、 あらためて 「ミュージカルとは何なのか」 「どのような演劇をミュージカ

ルと称しているのか」 「歌や踊りを伴わない演劇とミュージカルとは何が異なるのか」 と問うとき、 明確な答えを見出

すことは難しい。 またかつてミュージカルは一般的には英米言語圏の文化的特産物とされてきたが、 今ではドイツ語

圏 ・ フランス語圏やアジア発のミュージカルが日本において広範な観客に受け入れられている。 そこには以前とは

異なる文化的多様性を見ることができる。 本授業では 20 世紀が生んだ演劇形式であるミュージカルを、 多様な観

点から考察し分析する訓練を行う。

●到達目標
演劇の一形式である 「ミュージカル」 を取り扱う本授業では、 広く演劇全般の歴史 ・ 特性に関する基礎知識をも

身につけ、 その知識を踏まえて、 ミュージカルを小説やマンガなどと同様の一つの 「テクスト」 として多様な角度か

ら分析する手続きを習得する。

●授業内容・授業計画
授業の前半では、 ミュージカルの歴史、 その特性等について導入的な講義を行う。 その場合、 DVD ・ BR 等の

映像も積極的に活用する。 授業の後半では、 各グループに分かれて特定の作品を取り上げ、 口頭発表してもらう。

第 1回 オリエンテーション ・ 文献紹介

第 2回 ミュージカルの歴史 （1）

第 3回 ミュージカルの歴史 （2）

第 4回 多様なミュージカル

第 5回 日本におけるミュージカル受容

第 6回 ミュージカル映画について

第 7回 受講生の発表 ・ 討論

第 8回 受講生の発表 ・ 討論

第 9回 受講生の発表 ・ 討論

第 10 回 受講生の発表 ・ 討論

第 11 回 受講生の発表 ・ 討論

第 12 回 受講生の発表 ・ 討論

第 13 回 受講生の発表 ・ 討論

第 14 回 受講生の発表 ・ 討論

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
授業開始前に指示した文献および AV 資料を必ず見ておくこと。 発表に際しては、 事前に教員と発表内容 ・ 配

布資料に関して面談すること。
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●評価方法
口頭発表 40％、 学期末 60％で評価する。 また発表時の討論参加などの平常点も加味する。

●受講生へのコメント
演劇は劇場に足を運び自らの身をもって体感するべきものである。 しかしそれが現実には難しい場合もある。 現

在では演劇作品の DVD や BR も広く一般に市販されている。 特にミュージカルは少なからぬ作品が映画化されて

いる。 また TV での演劇放映、 インターネット公式サイトでの映像公開も少なくない。 さらに一般の映画館でのミュー

ジカル公演ライブ映像の上映も盛んになってきている。 劇場に行くのがベストだが、 映像を通じてもよいので多くの

ミュージカル作品に触れておいてほしい。

　卒業論文でミュージカル （宝塚を含む） を取り上げたい学生は必ずこの授業を受講すること。 ただし、 卒業論

文でミュージカルを扱わない学生であっても、 この授業を受講することはもちろん可能である。 　なお教室の関係で

受講生の人数を制限する場合がある。 その場合は表現文化コース所属学生を優先する。

●参考文献・教材
授業中に適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3208 開講期 単位数 標準履修年次

257
表現・表象文化論演習Ⅱ

後水 5 2 単位 2 ・ 3 年
Seminar in Culture and Representation Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 菅原 真弓 教授／小田中 章浩 教授

●科目の主題
アーツマネジメントの実践演習である。 文化施設 （博物館や劇場など） で実施される芸術文化活動に加え、 広

い意味での創造活動を、広く社会に発信していくための「仕組み」＝方法論をアーツマネジメントという。 本演習では、

アーツマネジメントの実践を行うことで企画力を養うと共に、 ひとつのイベントを受講者すべての共同作業によって実

施することで実務における自らの特性 （＝力） を知り、 その能力をより良い方向に発展させていくこととする。

●到達目標
アートイベントの企画立案を行い、 さらにそれを実施する。 その過程において、 一つのイベントを実施するまでの

様々な問題を解決する能力を養ってもらいたい。 また同時に、 現在、 アーツマネジメントに求められている課題とそ

れにふさわしい手法を学び、 自ら実践者となる能力を得ることを目標とする。

●授業内容・授業計画
グループワークによる自主的主体的な学びが中心となる。 授業内では主に、 本授業で実施するイベントに関する

進捗状況の報告やそれに基づいたディスカッションなどを行うことになる。 実際のイベントを企画してこれを行うことと

なるので、 授業時間外での作業も必要となる。 受講に先立ち、 共通教育科目 「アーツマネジメント」 の受講を推奨

する。 第 1 回のガイダンスの折に、 グループ分けや授業の進め方 （時間外も含めて） の説明を行う。 また、 最終

的な企画の実施は授業期間の終了後 （2 月後半や 3 月など） になることも考えられるので、 受講者はその点を了

解の上で受講すること。 なお、 以下の授業計画は暫定的なものであり、 事業の進行状況などにより適宜変更される。

第 1回 ガイダンス

第 2回 これまでに本授業で行ってきた事業について ： 紹介およびディスカッション

第 3回 地域に根差したアーツマネジメントとは ： 事例紹介

第 4回 企画立案①　グループディスカッション

第 5回 企画立案②　グループディスカッションおよびプレゼンテーション

第 6回 グループワーク①

第 7回 グループワーク②

第 8回 グループワーク③

第 9回 グループワーク④

第 10 回 中間総括 ： 進捗状況報告および問題点の抽出

第 11 回 グループワーク⑤

第 12 回 グループワーク⑥

第 13 回 イベント実施準備

第 14 回 イベント実施

第 15 回 総括 ： 感想、 反省などディスカッション

●事前・事後学習の内容
本授業の性格上、 授業時間外での作業や検討が必要となる。 また、 授業内で適宜、 事前、 事後学習について

指示をする。

●評価方法
グループワークでの貢献や実際のイベント作業における関わり方とその成果、 加えてイベントの成果を以て評価す
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る。

●受講生へのコメント
「アートを社会に役立てるには」 を考え、 その上で実際の事業を企画して実施することは、 やがて社会人となる皆

さんにとって有益な学びとなると考える。 また、 単独ではなく、 複数のメンバーとの協働は、 自らの特性を知るきっか

けともなると思う。 この世にある仕事はすべて、 「“何か” を社会に役立てる」 ものである。 本授業を通して、 アーツ

マネジメントの意義を考えると共に、 仕事とは何か、 についても考えてもらえたら嬉しい。

●参考文献・教材
中川眞 『アートの力』 和泉書院、 2013

小林真理 ・ 片山泰輔編 『アーツ ・ マネジメント概論』 （三訂版）、 水曜社、 2009 年

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3301 開講期 単位数 標準履修年次

258
表現・表象文化論演習Ⅲ

後月 2 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Culture and Representation Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習 高島 葉子 准教授

●科目の主題
視覚メディア、 視覚芸術としての絵本の分析、 研究方法を主題とする。

●到達目標
絵本の表現技法についての基本的知識と、 絵本の分析 ・ 研究方法の基礎を習得したうえで、 具体的な作品分

析を行い、 それを小論文として論理的に展開できるようになることを目標とする。

●授業内容・授業計画
まず、 絵本研究の入門書を教材として、 絵の構成、 色彩、 視点、 語り手、 絵と言葉の関係など、 絵本の表現技

法について学び、後半は絵本に関する論文を取り上げて、担当者が要約、報告した後、全員で討論し理解を深める。

最後に各自が題材として選んだ絵本について、 分析、 発表を行い、 学期末に小論文にまとめる。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 入門的文献の講読 （1）

第 3回 入門的文献の講読 （2）

第 4回 入門的文献の講読 （3）

第 5回 入門的文献の講読 （4）

第 6回 入門的文献の講読 （5）

第 7回 作品論の報告と討論 （1）

第 8回 作品論の報告と討論 （2）

第 9回 作品論の報告と討論 （3）

第 10 回 作品論の報告と討論 （4）

第 11 回 作品論の報告と討論 （5）

第 12 回 受講生の分析発表 （1）

第 13 回 受講生の分析発表 （2）

第 14 回 受講生の分析発表 （3）

第 15 回 小論文の書き方説明

●事前・事後学習の内容
事前学習としては、 配布資料や文献を読み、 報告、 発表・議論の準備することが必要である。 事後学習としては、

資料の講読、 解説を通して得た知識の定着、 また、 発表、 報告、 議論の内容を反省し、 各自で考察を深めること

が求められる。

●評価方法
出席 20％、 報告、 発表 30％、 議論への参加度 20％、 期末レポート 30％で評価する。

●受講生へのコメント
受講生は、 毎回の授業に参加して必要な報告を行うだけでなく、 他の発表について積極的に意見を述べること

が求められる。 原則的に受講は表現文化コースの学生に限り、 定員を 24 名とする。 受講生は授業開始までに、 で

きるだけ多くの絵本に触れておいてほしい。

●参考文献・教材
参考文献：藤本朝巳 『絵本はいかに描かれるか』 （日本エディタースクール出版部）、 マリア・二コラエヴァ／キャ

ロル ・ スコット 『絵本の力学』 川端有子／南隆太訳 （玉川大学出版部）

上記以外に、 授業中にプリントを配布する。 また必要に応じて参考資料、 文献を紹介する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3302 開講期 単位数 標準履修年次

259
表現・表象文化論演習Ⅳ

前月 4 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Culture and Representation Ⅳ

授業形態 担当教員名

演習 江村 公 特任講師

●科目の主題
ポップアートはイギリスで生まれ、 当時の大衆文化や広告をイメージの中に取り込みながら、 1960 年代アメリカで

広がったと一般的に理解されているが、 近年グローバルな視野からその見直しが行なわれている。 本授業では、 ア

メリカの研究者ハル・フォスターによる著作 『第一ポップ時代』 に取り上げられた芸術家たちや作品について調査し、

20 世紀の大きな芸術的潮流であったポップ ・ アートについて学ぶことで、 イメージについての考察の仕方や、 視覚

的 ・ 造形的表現と文化との繋がりを理解する。

●到達目標
多義的なイメージについて言葉でどのように語り、 説明できるのか、 その基本的作法を学び、 活用できるようにな

ること。 イメージを視覚的 ・ 形式的に考察するとともに、 それらがいかにわれわれの歴史や文化と関わっているのか

理解を深めるのが目標。

●授業内容・授業計画
授業の前半では、 ハミルトン、 リクテンスタイン、 ウオーホル、 リヒター、 ルシェーらアーティストについてペアもし

くはグループワークで、 彼らのキャリアや作品について調査を行ないプレゼンテーションをしてもらう。 後半では、 学

生それぞれが上記の芸術家の作品を一点選び、 作品分析し、 単独で発表を行なう。 なお、 授業計画は現時点で

の見取り図であり、 受講者数により若干の変更の可能性がある。

第 1回 はじめに――授業の概要

第 2回 イメージ考察の手法の一例についての講義／発表分担について

第 3回 ハミルトンについての発表

第 4回 リクテンスタインについての発表

第 5回 ウォーホルについての発表

第 6回 リヒターについての発表

第 7回 ルシェーについての発表

第 8回 ポップアートの影響と世界的広がり （1）

第 9回 ポップアートの影響と世界的広がり （2）

第 10 回 ポップアートの時代を知るための映像鑑賞

第 11 回 作品分析による発表 （1）

第 12 回 作品分析による発表 （2）

第 13 回 作品分析による発表 （3）

第 14 回 作品分析による発表 （4）

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
受講者には、1 回のペアもしくはグループワークによる発表、1 回の単独での作品分析発表が義務づけられるため、

その準備を中心に事前 ・ 事後学習を行なうこと。

●評価方法
出席および発表時の討論参加などの平常点 （20％）、 ペアワークもしくはグループ発表 （40％）、 作品分析発表

（40％）

●受講生へのコメント
関連する展覧会について授業中に紹介するので、 できるだけ実際の作品に触れる機会を持つように心がけて下

さい。

卒業論文において美術や現代アート （写真も含む） を取り上げる予定の学生は必ずこの授業を履修すること。 　

ただし、 卒業論文で美術を取り上げない学生であってもこの授業を履修することはもちろん可能です。 1960 年代ア

メリカやヨーロッパのポピュラー ・ カルチャーに関心がある方にもおすすめします。 なお受講生の人数が多すぎる場

合のみ、 受講者数を制限することがありますが、 その場合は表現文化コース学生を優先することになります。

●参考文献・教材
ハル ・ フォスター、 中野勉訳 『第一ポップ時代』 （河出書房新社、 2014 年）、 その他は授業中に適宜指示する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3303 開講期 単位数 標準履修年次

260
比較表現論演習

前木 2 2 単位 3 ・ 4 年
Seminar in Comparative Representation

授業形態 担当教員名

演習 三上 雅子 教授

●科目の主題
演劇は人類の歩みとともに常に存在した芸術形式、 表象である。 現在でもほとんどすべての文化圏において、

演劇は芸術として娯楽として、 創造され、 受容されている。 しかし今日の日本において演劇はややもすれば、 映画

や小説、 マンガなどに比べて、 「難しい、 なじみがない」 「どう分析したらいいのかわからない」 ものとして受け取ら

れがちである。本授業では、演劇の歴史・演劇を成立させている諸要素などについての基礎的な知識を得るとともに、

その知識に基づいて演劇を考察 ・ 分析する方法論を学ぶ。

●到達目標
映画や小説、 マンガなどと同様の一つの 「テクスト」 として演劇を考察 ・ 分析する手続きを習得する。

●授業内容・授業計画
授業の前半においては、 演劇の歴史 ・ 演劇を構成している諸要素などについて講じる。 その場合、 演劇作品の

DVD ・ BR 等の映像も積極的に活用する。 授業の後半はグループに分かれて、 特定の演劇作品を取り上げ作品分

析を口頭発表してもらう。

第 1回 イントロダクション

第 2回 演劇の歴史 （1）

第 3回 演劇の歴史 （2）

第 4回 演劇の歴史 （3）

第 5回 演劇の歴史 （4）

第 6回 演劇の諸要素 （1）

第 7回 演劇の諸要素 （2）

第 8回 受講生の発表 ・ 討論

第 9回 受講生の発表 ・ 討論

第 10 回 受講生の発表 ・ 討論

第 11 回 受講生の発表 ・ 討論

第 12 回 受講生の発表 ・ 討論

第 13 回 受講生の発表 ・ 討論

第 14 回 受講生の発表 ・ 討論

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
授業の前に指示された文献に目を通し、 AV 資料を必ず見ておくこと。 発表に際しては、 事前に発表内容 ・ 配

布資料について、 教員と面談すること。 十分な準備をもって授業に臨んでほしい。

●評価方法
口頭発表 40％、 学期末レポート 60％で評価する。 また発表時の討論参加などの平常点も加味する。

●受講生へのコメント
演劇は劇場に赴き自らの身をもって体感するべきものである。 しかしそれが現実には難しい場合も多い。 現在で

は演劇作品の DVD ・ BR も一般に市販されるケースが増えている。 また TV での演劇放送 （NHKE テレ、 BSNHK、

WOWOW、 ケーブルテレビなど） やインターネットの公式サイトでの映像公開も少なくない。 さらに映画館での演劇

上映 （シネ歌舞伎、 劇団新感線の 「げきシネ」、 英国演劇のライブ映像上映など） も盛んになってきている。 劇場

に行くのがベストだが、 映像を通じてもよいので、 多くの演劇作品に触れておいてほしい。

　演劇 （ミュージカル、 宝塚歌劇を含む） を卒業論文で取り上げようと考えている学生は必ずこの授業を受講す

ること。 ただし卒業論文で演劇を取り上げない学生がこの授業を受講することはもちろん可能である。 　教室の関係

で受講生の人数を制限する場合がある。 その場合は表現文化コース所属学生を優先する。

●参考文献・教材
授業中に適宜指示する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3304 開講期 単位数 標準履修年次

261
文化理論特別演習 a・b

後火 2 2 単位 3 ・ 4 年
Advanced Seminar in Culture Theory: class A a,b

授業形態 担当教員名

演習 小田中 章浩 教授

●科目の主題
卒業論文作成に必要とされる能力の開発

●到達目標
本講は表現文化学コースに所属する三回生 （四回生） を対象とし、 表現文化学コースにおいて卒業論文を書く

ための基本的な文献の読み方、 文献等のリサーチの方法、 研究テーマの設定と問題の論理的な構築の方法につ

いて指導する。 したがって表現文化学コースに所属する三回生 （四回生） は、 この演習を必ず受講することが求

められる。

●授業内容・授業計画
まず表現文化学コースに所属する学生として最低限読んでおくべきいくつかの文献について、 受講者にその内容

を要約して報告してもらう。 そしてその理解が正しいかどうか共同でディスカッションを行う。 また学術情報総合セン

ターでの文献等のリサーチの方法についても伝授する。 最終的に卒業論文のシミュレーションとして 4000 字程度の

小論文を作成し、 その過程において文献の引用の方法や論文の論理的な構成についても教える。

第 1回 ガイダンス

第 2回 文献の要約 1 『民族という名の宗教』

第 3回 文献の要約 2 『動物化するポストモダン』

第 4回 文献の要約 3 『ゲーム的リアリズムの誕生』

第 5回 文献の要約 4 『虚構の時代の果て』

第 6回 文献の要約 5 『不可能性の時代』

第 7回 文献の要約 6 『戦後史入門』

第 8回 文献の要約 7 『過去は死なない　メディア ・ 記憶 ・ 歴史』

第 9回 学術情報総合センターでの文献等のリサーチ方法のガイダンス

第 10 回 小論文作成のための問題設定

第 11 回 小論文作成のためのアウトラインの作成 （1）

第 12 回 小論文作成のためのアウトラインの作成 （2）

第 13 回 アウトラインに基づいた小論文の作成 ： 脚注の付け方、 文献リストの作成方法

第 14 回 小論文を作成する (1)

第 15 回 小論文を作成する (2)

●事前・事後学習の内容
受講生はほぼ毎回課題を提出することが必要である。 文献の読解、 レポートの作成、 小論文作成の準備などの

ために、 事前および事後の学習が必須である。

●評価方法
評価は、 各自の毎回の課題への取り組みと授業での報告やディスカッションへの貢献 （70%）、 ならびに講義終

了後に提出するレポート （30%） によって行う。

●受講生へのコメント
この a クラスは、 表現文化学コース所属の三回生のうち、 学生番号で数えて最初の半数が受講することを想定し

ている。 ただしやむを得ない事情により a クラスを受講できない者については、 b クラスへの移動を認めるので、 最

初の授業の際に教員に相談すること。

●参考文献・教材
講義では以下の文献を教科書として用いるので、 受講者は適宜の方法で入手しておくこと。

なだいなだ 『民族という名の宗教』 岩波新書 204,　1992 年

東浩紀 『動物化するポストモダン』 講談社現代新書 1575,2001 年

東浩紀 『ゲーム的リアリズムの誕生　動物化するポストモダン 2』 講談社現代新書 1883,2007 年

大澤真幸 『虚構の時代の果て　−オウムと世界最終戦争』　ちくま新書 073,1996 年

大澤真幸 『不可能性の時代』　岩波新書 1122, 2008 年

成田龍一 『戦後史入門』 河出文庫 , 2105 年

テッサ ・ モーリス−スズキ 『過去は死なない　メディア ・ 記憶 ・ 歴史』 岩波現代文庫 ,2014 年
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262
表現文化論特論

後水 3 2 単位 3 ・ 4 年
Specifi c Lecture in Art and Representation

授業形態 担当教員名

講義 増田 聡 准教授

●科目の主題
映画や絵画のように距離をもって鑑賞される 「芸術」 というより、 衣服のごとく身にまとう 「もの」 へと接近しつつ

ある 21 世紀初頭のポピュラー音楽環境を、複製技術、主体性の変容、産業構造と所有意識等の観点から検討する。

●到達目標
音楽文化研究への学術的アプローチに必要となる 「音楽の捉え方」 を獲得することを目標とする。

●授業内容・授業計画
講義形式。授業計画は仮のものであり、履修者の背景や知見に応じて適宜変更する。また視聴覚資料を多用する。

第 1回 イントロダクション

第 2回 ウォークマンと聴衆の欲望

第 3回 ブランドとしてのアーティスト、 「キャラ」 としてのアーティスト

第 4回 音楽的主体の複層性と可変性

第 5回 演奏リアリズム概念とその相対化の動向

第 6回 Perfume と初音ミクの相違

第 7回 ビデオクリップ史 （1）

第 8回 ビデオクリップ史 （2）

第 9回 ビデオクリップ史 （3）

第 10 回 パクリと盗作

第 11 回 copyright と著作権

第 12 回 複製と再生産

第 13 回 ディスク文化の諸相

第 14 回 芸術と物

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
参考文献を通読しておくほか、 授業で言及した人名 ・ グループ名や作品名などの固有名詞、 あるいは音楽ジャ

ンル名などについて、 wikipedia などのウェブ上のリソースを用いて背景知識を得ておくほか、 YouTube などを用い

て関連する楽曲や動画などを視聴しておくこと。

●評価方法
期末レポートによる評価。

●受講生へのコメント
楽典の知識は必要としない。 現代文化や文化理論について広く関心を持つ学生の履修を期待する。

●参考文献・教材
参考文献として下記をあげておく。 音楽分野について卒論執筆を考えている受講生は一読しておくこと。

増田聡 『聴衆をつくる—音楽批評の解体文法』 （青土社）

増田聡 ・ 谷口文和 『音楽未来形—デジタル時代の音楽文化のゆくえ』 （洋泉社）

谷口文和 ・ 中川克志 ・ 福田裕大 『音響メディア史』 （ナカニシヤ出版）

円堂都司昭 『ソーシャル化する音楽— 「聴取」 から 「遊び」 へ』 （青土社）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3306 開講期 単位数 標準履修年次

263
表象文化論特論

前集中 2 単位 3 ・ 4 年
Specifi c Lecture in Culture and Representation

授業形態 担当教員名

講義 土居 伸彰 非常勤講師

●科目の主題
「個人的な」 アニメーションについて考える

●到達目標
アニメーションという現象についてその変転の歴史的な経緯と描いてきたものの変容について理解し、 幅広い見

方を獲得すること

●授業内容・授業計画
アニメーションが表現として何を達成してきたのか、 商業作品の基礎を築いたディズニーの達成についての再評
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価と個人作家 ・ 国営スタジオの作家の達成についての再考を行い、 その両者の原理が近年においていかに合流し

つつあるのかを考えていく。

第 1回 イントロダクション

第 2回 「アニメーション」 の誕生 （1） ： 1950 年代について

第 3回 「アニメーション」 の誕生 （2） ： 「アニメーション映画」 概念

第 4回 初期アニメーションの達成 （1） ： アニメーションの自意識

第 5回 初期アニメーションの達成 （2） ： アニメーションの産業化

第 6回 ディズニーは何を成し遂げたか （1） ： 短編時代の作品

第 7回 ディズニーは何を成し遂げたか （2） ： 『白雪姫』 革命

第 8回 アニメーション作家たちの試み （1） ： カナダ国立映画製作庁の個人的な作品

第 9回 アニメーション作家たちの試み （2） ： ソ連のアニメーションの逸脱

第 10 回 アニメーション作家たちの試み （3） ： アニメーションとユートピア

第 11 回 現代アニメーションの潮流 （1） ： アニメーション ・ ドキュメンタリー

第 12 回 現代アニメーションの潮流 （2） ： デジタル ・ アニメーションとフレームの 「上」

第 13 回 現代アニメーションの潮流 （3） ： 原形質性とフレームの 「向こう側」

第 14 回 現代アニメーションの潮流 （4） ： 抽象性が見せる夢

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業中に指定したアニメーション作品を鑑賞し、 授業の内容をふまえて自分の考えをまとめること。

●評価方法
平常点およびレポートによる。

●受講生へのコメント
●参考文献・教材

土居伸彰 『個人的なハーモニー　ノルシュテインと現代アニメーション論』 （フィルムアート社）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART2101 開講期 単位数 標準履修年次

264
比較表現論特論

後月 4 2 単位 1 ～ 4 年
Specifi c Lecture in Comparative Representation

授業形態 担当教員名

講義 江村 公 特任講師

●科目の主題
この講義では、 テクノロジーの発展と人間の視覚の変化に着目しながら、 19 世紀半ばあたりから第二次世界大戦

までのヨーロッパ芸術の潮流について学ぶ。 なお、 この時代は戦争と革命に彩られた時代であり、 芸術作品の斬新

な形式だけでなく、 その背後にある歴史的 ・ 文化的背景を理解することも重要である。 印象派やキュビスムなどの

名は比較的よく知られているが、 それらが様式の問題だけでなく、 急激な社会の変化の中でどのような意義を持っ

ていたのか、 あらためて振り返り、 芸術の 「近代」 を見つめ直す。

●到達目標
19 世紀から 20 世紀初頭までのヨーロッパ芸術の様式変化について大まかに理解できるようになる。 芸術作品を

鑑賞した際に感じることを、 「なぜ」 そのように感じるのかという点から、 言葉で説明できるようになること。 作品の中

に表現された、 ヨーロッパの歴史的 ・ 文化的記憶を意識できるようになることが目標。

●授業内容・授業計画
授業ではプロジェクターを使い毎回多くの作品を紹介するが、 それらを理解する上での基本的用語や概念を確認

しながら進めていく。 また、 芸術作品に関わる映像の鑑賞も行う予定である。 なお、 授業計画は現時点での見取り

図であり、 若干の変更の可能性がある。

第 1回 はじめに――授業概要の説明など

第 2回 対立的様式――新古典主義とロマン主義

第 3回 芸術家のリアリティ――レアリスム

第 4回 人物に注目する――印象派 （1）

第 5回 風景を描く――印象派 （2）

第 6回 視覚の実験と象徴性――新印象主義 / 象徴主義

第 7回 色彩と線描——フォーヴィスム／キュビスム

第 8回 「速度」 の芸術——未来派

第 9回 「見えないものを描く」 ――抽象絵画の誕生

第 10 回 芸術と革命――ロシア ・ アヴァンギャルド
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第 11 回 反芸術の試み――ダダ

第 12 回 物象化される身体——シュルレアリスム

第 13 回 映画鑑賞予定

第 14 回 映像鑑賞予定

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業中に指示する参考文献で、 授業範囲をあらかじめ予習しておくことが推奨される。 また、 できるかぎり作品を

実際に見る機会を持つこと。

●評価方法
出席点 （授業内容に関するコメントを含む、 30％）、 小レポート （30％）、 学期末レポート （40％）

●受講生へのコメント
授業で開催中の展覧会について紹介するので、 学期中はできるだけ美術館 ・ 博物館に足を運ぶよう心がけて下

さい。 作品を実際に鑑賞することは、 あなた自身の経験を豊かにすることに寄与するはずです。

●参考文献・教材
授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3209 開講期 単位数 標準履修年次

265
表現文化講読Ⅰ

後月 5 2 単位 2 ～ 4 年
Readings in Art and Representation Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 海老根 剛 准教授

●科目の主題
2016 年邦画最大のヒット作『君の名は。』（新海誠監督）は「メロドラマ」に分類される特徴を豊富に備えた作品だっ

た。 この授業では、 メロドラマ映画を題材とした入門的な研究書の講読と具体的な作品の分析を通じて、 映画にお

けるジャンル研究の基本的手法を学ぶとともに、現在も更新され続ける 「メロドラマ」 というジャンルの持つポテンシャ

ルについて考察する。

●到達目標
「メロドラマ」 という特定のジャンルについて、 その歴史と研究の変遷を知るだけでなく、 私たちが接する様々な表

現を 「ジャンル」 という観点から考察するやり方を学ぶ。

●授業内容・授業計画
授業は講読テクストの担当箇所についての報告と上映作品の分析から構成される。 なお作品は全編を上映する

ので、 場合によっては規定の授業時間を超過することがある。 その点を了解のうえで受講すること。

第 1回 イントロダクション

第 2回 ジャンルとしてのメロドラマ （1）

第 3回 作品上映 （1）

第 4回 ジャンルとしてのメロドラマ （2）

第 5回 ジャンルとしてのメロドラマ （3）

第 6回 ダグラス ・ サークのスタイルとその影響 （1）

第 7回 ダグラス ・ サークのスタイルとその影響 （2）

第 8回 作品上映 （2）

第 9回 ダグラス ・ サークのスタイルとその影響 （3）

第 10 回 作品上映 （3）

第 11 回 ダグラス ・ サークのスタイルとその影響 （4）

第 12 回 〈メロドラマ的なもの〉 の方へ − モードと感性 （1）

第 13 回 〈メロドラマ的なもの〉 の方へ − モードと感性 （2）

第 14 回 〈メロドラマ的なもの〉 の方へ − モードと感性 （3）

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
各回の授業で扱うテクストの当該箇所を事前に読んでおくこと。

●評価方法
発表とレポートによって評価する。

●受講生へのコメント
『君の名は。』 の例からも明らかなように、 「メロドラマ」 は決して過去の遺物ではなく、 現在でも多くの作品によっ

て活用され、 更新され続けているジャンルである。 「メロドラマ」 を糸口にして、 表現の 「ジャンル」 に対する意識を
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高めてもらいたい。

なお演習という授業の性格上、履修希望者多数の場合には履修制限を行うことがある。その際には前期開講の「表

象文化論」 を受講している学生の履修を優先する。 映画分析の基礎を学んでいない者は 「表象文化論」 を履修し

ておくことが望ましい。

●参考文献・教材
ジョン・マーサー、 マーティン・シングラー 『メロドラマ映画を学ぶ ジャンル・スタイル・感性』 中村秀之 （翻訳）、 

河野真理江 （翻訳）、 フィルムアート社、 2013 年。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3210 開講期 単位数 標準履修年次

266
表現文化講読Ⅱ

前水 3 2 単位 2 ～ 4 年
Readings in Art and Representation Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 野末 紀之 教授

●科目の主題
近現代の文学作品を分析し考察するさいの基本的なアプローチを身につける。

●到達目標
いくつかの文学理論とその応用例を理解することで、 みずから作品を分析し考察できるようになること。 もちろん、

それを文章のかたちで説得的に表現しなくてはならない。

●授業内容・授業計画
演習形式で行なう。 担当者は、 指定された箇所の内容を批判的に検討しながら発表を行なう。 適宜、 担当者と

それ以外の学生との質疑応答の時間を取りながら、 内容の理解を深めていく。

第 1回 イントロダクション

第 2回 テキスト①の読解 （1）

第 3回 テキスト①の読解 （2）

第 4回 テキスト①の読解 （3）

第 5回 テキスト①の読解 （4）

第 6回 第一回レポート作成のために

第 7回 テキスト②の読解 （1）

第 8回 テキスト②の読解 （2）

第 9回 テキスト②の読解 （3）

第 10 回 第二回レポート作成のために

第 11 回 テキスト③の読解

第 12 回 テキスト④の読解

第 13 回 テキスト⑤の読解

第 14 回 第三回レポート作成のために

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
授業前に、 指定された箇所について十分な読みを行ない、 字句の意味はもちろん、 引用された原典の意味、 推

論の妥当性などについて、 問題点を整理しておくこと。 事前事後の学習に 2 時間程度が必要。

●評価方法
平常点 （30％）、 レポート （35％）、 試験 （35％）。

●受講生へのコメント
日頃からさまざまな文学作品に親しんでほしい。

●参考文献・教材
亀井秀雄 ・ 蓼沼正美 『超入門！現代文学理論講座』 （ちくまプリマー新書、 2015 年）、 安藤宏 『「私」 をつくる　

近代小説の試み』 （岩波新書、 2015 年）。 ほかの参考文献については、 授業中に適宜指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LCART3211 開講期 単位数 標準履修年次

267
表現文化講読Ⅲ

前火 2 2 単位 2 ～ 4 年
Readings in Art and Representation Ⅲ

授業形態 担当教員名

演習 石川 優 非常勤講師

●科目の主題
この授業では、文献講読をつうじてマンガ文化におけるキャラクターの構造と機能について考察する。 キャラクター
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は物語の登場人物として機能するだけでなく、 商品展開を前提としたメディア ・ ミックスにおける中心点であり、 二次

創作などの形でファンによって再生産される対象でもある。 作品固有の文脈から自立し、 さまざまなメディアを横断

するキャラクターは、 どのような構造をもち、 マンガ、 ひいてはポピュラー文化においてどのように機能しているのか。

発表とディスカッションをとおして、 この点について受講生とともに考える。

●到達目標
（1） マンガ研究のために必要とされる基礎的な知識と語彙を習得する。

（2） 授業で得た知見を活用し、 表現文化をめぐる自らの問題意識を論理的に言語化できるようになる。

●授業内容・授業計画
まず、 マンガ文化について講義形式で概説し、 この授業で前提となる議論の枠組みを共有する。 次に、 受講生

に配布テキストに基づくグループ発表をしてもらい、全員でディスカッションする。 テキストは、主にマンガ表現論、キャ

ラクター論に関する文献を配布する。 それと並行して、 受講生は授業の主題を踏まえて自らの論点を設定し、 それ

について短い発表をした上で、 学期末レポートを作成する。 つまり、 授業において、 受講生は文献に関するグルー

プ発表と自ら設定したトピックに関する個人発表、 計 2 回の発表をおこなうこととなる。 なお、 以下の授業計画は、

受講生の人数や要望に応じて変更する場合がある。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 講義 （1） マンガ論

第 3回 講義 （2） マンガ論

第 4回 発表とディスカッション （1）

第 5回 発表とディスカッション （2）

第 6回 発表とディスカッション （3）

第 7回 発表とディスカッション （4）

第 8回 発表とディスカッション （5）

第 9回 中間総括

第 10 回 発表とディスカッション （6）

第 11 回 発表とディスカッション （7）

第 12 回 発表とディスカッション （8）

第 13 回 発表とディスカッション （9）

第 14 回 発表とディスカッション （10）

第 15 回 総括と補遺

●事前・事後学習の内容
配布テキストをあらかじめ読み込んだ上で授業に参加すること。 テキストは、 一回の授業につき複数の文献にわ

たる場合がある。 また、 発表者には、 他の受講生からのコメントをフィードバックするので、 それに目をとおして 2 回

目の発表や学期末レポートに活かすこと。

●評価方法
ディスカッションへの参加 （10%）、 発表 （40%）、 学期末レポート （50%） によって評価する。

●受講生へのコメント
受講生には、 ディスカッションに積極的に参加する態度が期待される。 マンガだけでなく、 さまざまなポピュラー

文化に関心をもつ学生の受講を歓迎する。 初回に授業スケジュールの調整と文献リストの配布をおこなうので、 出

席すること。

●参考文献・教材
プリントを配布する。 参考文献は、 授業中に適宜指示する。
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文 学 部 共 通 専 門 教 育 科 目
掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN3201 開講期 単位数 標準履修年次

268
美術史通論

前水 4 2 単位 2 ～ 4 年
Outline of Art History

授業形態 担当教員名

講義 藤田 治彦 非常勤講師

●科目の主題
西洋美術の歴史

●到達目標
西洋美術の歴史の概要を十分に理解し、 美術の歴史に興味を持つ人、 できれば欧米の大学生や大学院生等と

も積極的に美術の作品や歴史について話題にできるようにする。

●授業内容・授業計画
教科書 『西洋美術の歴史』 の内容に沿って授業を進める。 教科書をスクリーンに映し、 作品や地図あるいは年

表や巻末の用語集などの適切な使用法を具体的に示しながら授業を進める。

第 1回 古代ギリシア美術

第 2回 古代ローマ美術

第 3回 初期キリスト教美術とビザンティン美術

第 4回 初期中世美術とロマネスク美術

第 5回 ゴシック美術

第 6回 初期ルネサンス美術

第 7回 盛期ルネサンス美術

第 8回 マニエリスム美術

第 9回 バロック美術

第 10 回 フランスのバロックとロココ美術

第 11 回 新古典主義とロマン主義

第 12 回 リアリズムと印象主義

第 13 回 ポスト印象主義

第 14 回 20 世紀の美術 （絵画）

第 15 回 20 世紀の美術 （彫刻 ・ 建築 ・ 写真）

●事前・事後学習の内容
第 1 回の授業の前には、教科書『西洋美術の歴史』の最初の章（古代ギリシア美術）のおもな作品を事前学習（予

習） として見ておくこと。 第 2 回以降は、事後学習 （復習） としてその週の授業で扱われた章を読み、事前学習 （予

習）として次回の授業で学ぶ章のおもな作品を見て考えておくこと。 この事前・事後学習のパターンを身につければ、

欧米の主要大学で美術史を学んだ場合に匹敵する実力を身につけることができる。

●評価方法
積極的な授業参加 （出席） と期末試験によって評価する。

●受講生へのコメント
ジャンソン著 『西洋美術の歴史』 は教科書としては高価ですが、 500 数十頁で 519 点の優れた作品の図版を含

む、 米国の主要大学でも教科書として使われている名著で、 美術に興味のある人にとっては生涯自宅の書架に置

いておく価値のある書籍です。 授業はこの教科書の図版を見ながら、 古代ギリシアから現代までの絵画、 彫刻、 建

築について詳しく解説して行きます。 本書はこの授業の担当者の共訳書で、 参考書にも担当者の著書 2 冊と、 監

訳書 4 冊を列記しました。 監訳書はおもに近代美術に関する本ですが、 すべての本に担当者が書いた前書きを添

えています。 興味に応じて、 また、 授業の進度に応じて、 図書館等で見ておくことを勧めます。

●参考文献・教材
教科書 ：

ジャンソン著 （木村重信 ・ 藤田治彦訳） 『西洋美術の歴史』 創元社参考書 ：

藤田治彦著 『天体の図像学－西洋美術に描かれた宇宙』 八坂書房

藤田治彦著 『ターナー』 六燿社

オリビア ・ メスレー著 （藤田治彦監訳） 『ターナー ： 近代風景画の巨匠』 創元社

フランソワーズ ・ カシャン著 （藤田治彦監訳） 『マネ ： 近代絵画の誕生』 創元社

クレール ・ デュラン＝リュエル ・ スノレール著 （藤田治彦監訳） 『ピサロ ： 永遠の印象派』 創元社

マルク ・ ダシー著 （藤田治彦監訳） 『ダダ ： 前衛芸術の誕生』 創元社
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN3202 開講期 単位数 標準履修年次

269
民俗学

前金 2 2 単位 2 ～ 4 年
Folklore Studies

授業形態 担当教員名

講義 菊地 暁 非常勤講師

●科目の主題
民俗とは、 普通の人々が日々の生活のなかから創り上げ、 承け伝えてきたコトバ、 モノ、 ワザといったものの総体

である。 いわば、 私たち一人一人が 「資料」 である。 そして民俗学とは、 そのような民俗を、 文献には書き残され

ることのなかった普通の人々の歴史を探る糸口として発見した学問である。 本講義は、 民俗学の目的と方法を、 そ

の創始者 ・ 柳田国男 （1875 － 1962） の学問的生涯に即して概略した上で、 衣食住、 生産活動、 社会組織など

の個別分野を論じる予定である。

●到達目標
民俗学の基本的な考え方と資料操作を理解する。

●授業内容・授業計画
以下の要領で実施する予定である。

第 1回 使用上の注意

第 2回 柳田国男の生涯

第 3回 民俗学の方法

第 4回 たべる―食―

第 5回 すむ―住―

第 6回 きる―衣―

第 7回 生活史作成の注意 1

第 8回 はたらく―生産 ・ 生業―

第 9回 はこぶ―交通 ・ 運輸―

第 10 回 とりかえる―交換 ・ 交易―

第 11 回 生活史作成の注意 2

第 12 回 つどう 1―血縁―

第 13 回 つどう 2―地縁―

第 14 回 つどう 3―社縁―

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
講義ごとにその回の講義テーマに関するミニ ・ レポートを課すので、 その課題に即して事後学習を行うこととなる。

事前学習は各自の判断に委ねる。

●評価方法
授業中に課すミニ ・ レポートおよび期末レポートによって評価する。

●受講生へのコメント
知的好奇心の旺盛な受講生を歓迎する。 というのも、 民俗学とは、 私たち一人一人の生活体験を起点として、 ど

こまでも具体的な事実の積み重ねから、 日々の現実を成り立たせている歴史＝社会のありかたを考える学問であり、

それゆえ、 取り扱う対象には際限がないからだ。

●参考文献・教材
教科書は特に指定しない。 以下はいずれも参考文献。

菊地暁 2001 『柳田国男と民俗学の近代－奥能登のアエノコトの二十世紀－』 吉川弘文館

菊地暁 ［編］ 2005 『身体論のすすめ』 丸善

高取正男 1975 『日本的思考の原型－民俗学の視角－』 講談社現代新書

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN3203 開講期 単位数 標準履修年次

270
文化人類学概論Ⅰ

前火 2 2 単位 2 ～ 4 年
Introduction to Cultural Anthropology Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 多和田 裕司 教授

●科目の主題
本講義は、 文化人類学の中心的概念である 「文化」 についての理解を深めることを目的とする。 人間の行動は

知らず知らずのうちに文化によって拘束されている。 その一方で、 自らの行動をとおして文化を創り上げ、 それを変

化させてきたのも他ならぬ人間である。 講義では、 このような人間行動と文化のダイナミックな関係をあきらかにし、
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文化を動態的に把握する方法について考えていく。

●到達目標
本講義は、受講生が、(1) 文化概念、(2) 「異」 文化理解をめぐる諸問題、(3) 動態としての文化等の諸点について、

文化人類学における代表的議論を把握するとともに、 その作業を通して文化について考察するための自らの立脚点

を作り上げることを到達目標とする。

●授業内容・授業計画
授業は、 毎回の課題として設定される基本文献の事前学習を前提に、 当該文献についての解説および授業参

加者による討論を通しての内容理解という形で進められる。 なお個別の授業計画およびそこで扱われるテーマは以

下の通りである。

第 1回 オリエンテーション ： 講義のポイント、 授業の進め方、 課題文献の紹介、 評価方法についての説明

第 2回 人類学における文化概念 （テーマ解説） ： 人類学は文化をどうとらえてきたか

第 3回 人類学における文化概念 （1）

第 4回 人類学における文化概念 （2）

第 5回 人類学における文化概念 （3）

第 6回 「異」 文化理解をめぐる諸問題 （テーマ解説） ： 多文化主義と 「文明の衝突」 論、 文化相対主義の
可能性と限界、 オリエンタリズム

第 7回 「異」 文化理解をめぐる諸問題 （1）

第 8回 「異」 文化理解をめぐる諸問題 （2）

第 9回 「異」 文化理解をめぐる諸問題 （3）

第 10 回 動態としての文化 （テーマ解説） ： 越境する文化、 伝統の創造、 世俗化と宗教復興

第 11 回 動態としての文化 （1）

第 12 回 動態としての文化 （2）

第 13 回 動態としての文化 （3）

第 14 回 総合討論

第 15 回 授業の総括

●事前・事後学習の内容
毎回設定される課題文献を事前に読んだ上で、内容についての要点整理、疑問点の洗い出し等を行っておくこと。

●評価方法
平常点をもとに総合的に評価する。 平常点は、 課題文献に関する議論のさいの発言回数を基礎として算出する。

授業に積極的に関わらない者 （出席していても議論に参加しない者など） については評価しない。

●受講生へのコメント
各回の課題文献や授業の進め方についてはオリエンテーション時に説明するので、 受講希望者は必ず出席する

こと。 なお本講義には演習的な授業形態も取り入れているので、 受講希望者はこの点を了解した上で受講すること。

●参考文献・教材
オリエンテーション時に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN3204 開講期 単位数 標準履修年次

271
文化人類学概論Ⅱ

後火 3 2 単位 2 ～ 4 年
Introduction to Cultural Anthropology Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 多和田 裕司 教授

●科目の主題
本講義は、 文化人類学の立場から、 文化の越境、 拡散、 共通化などの状況を、 より具体的なテーマに即して検

討する。 とくに (1) 文化のグローバル化とナショナリズム、 (2) 現代消費社会における文化、 (3) 現代社会における文

化の力など、 従来の本質主義的な文化観ではとらえることの出来ない文化現象について考察することで、 現代社会

に特有な文化のあり方についての理解を深めていく。

●到達目標
本講義は、 受講生が、 現代世界における文化の重要性および文化をめぐる状況の複雑さを理解するとともに、

文化人類学における比較的新しい研究テーマについての知見を深めることを目標とする。

●授業内容・授業計画
授業は、 毎回の課題として設定される基本文献の事前学習を前提に、 当該文献についての解説および授業参

加者による討論を通しての内容理解という形で進められる。 なお個別の授業計画およびそこで扱われる題材は以下

の通りである。

第 1回 オリエンテーション ： 講義のポイント、 授業の進め方、 課題文献の紹介、 評価方法についての説明

－ 235 －



第 2回 グローバル化とナショナリズム （テーマ解あ説） ： 文化のグローバル化、 越境と混淆、 文化ナショナリズム

第 3回 グローバル化とナショナリズム （1）

第 4回 グローバル化とナショナリズム （2）

第 5回 グローバル化とナショナリズム （3）

第 6回 現代消費社会における文化 （テーマ解説） ： 文化と消費社会、 マクドナルド化、 ポストモダン消費論

第 7回 現代消費社会における文化 （1）

第 8回 現代消費社会における文化 （2）

第 9回 現代消費社会における文化 （3）

第 10 回 現代社会における文化の力 （テーマ解説） ： ソフトパワー論、 文化と地域振興、 文化の力

第 11 回 現代社会における文化の力 （1）

第 12 回 現代社会における文化の力 （2）

第 13 回 現代社会における文化の力 （3）

第 14 回 総合討論

第 15 回 授業の総括

●事前・事後学習の内容
毎回設定される課題文献を事前に読んだ上で、内容についての要点整理、疑問点の洗い出し等を行っておくこと。

●評価方法
平常点をもとに総合的に評価する。 平常点は、 課題文献に関する議論のさいの発言回数を基礎として算出する。

授業に積極的に関わらない者 （出席していても議論に参加しない者など） については評価しない。

●受講生へのコメント
各回の課題文献や授業の進め方についてはオリエンテーション時に説明するので、 受講希望者は必ず出席する

こと。 なお本講義には演習的な授業形態も取り入れているので、 受講希望者はこの点を了解した上で受講すること。

●参考文献・教材
オリエンテーション時に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN3205 開講期 単位数 標準履修年次

272
観光文化論

前木 3 2 単位 2 ～ 4 年
Lecture in Culture and Tourism

授業形態 担当教員名

講義 天野 景太 准教授

●科目の主題
現代日本・大阪における「ニュー・ツーリズム」の観光文化論を主たるテーマとします。 観光文化とは、 観

光者や観光事業者といった主体が紡ぎ出す観光経験や観光形態の諸相、 あるいは、 観光を通じた文化の交流等

により生成、 展開していく地域文化の諸相のことで、 場所や時代によってさまざまな展開をみせています。 特に近

年においては、 「見物」 や 「遊楽」 といった昔ながらの観光スタイルだけではなく、 各地で体験型観光や地域独自

の魅力の発掘、 持続可能な観光の推進などに象徴されるような新しい観光文化 （ニュー ・ ツーリズム） のあり方が

模索されています。 本科目では、 これらのニュー ・ ツーリズムがもつ文化的な特質の解読を通じて、 観光文化のダ

イナミズムに関して検討します。

●到達目標
授業の内容を自分の身近な地域において展開する具体的な観光文化の考察に敷衍することで、 観光文化の多

様性に関して理解を深められるようにします。 また、 現在政府 （観光庁） の施策としても 「ニュー・ツーリズム創出・

流通促進事業」 が推進されるようになっていますが、 それらの批判的検討を含め、 観光を一つの文化現象として総

合的、 相対的に捉える視点を獲得出来るようにします。 さらに、 文化ガイドなど、 地域における観光文化の担い手

として実際に活躍するための素養を身につけられるようにします。

●授業内容・授業計画
以下の内容に関して、 講義形式で行います。

第 1回 ガイダンス～現代における観光文化の諸相と変容

第 2回 飽くなき食文化の探求～フード ・ ツーリズム

第 3回 “湯治” から “メタボ対策” へ～ヘルス ・ ツーリズム

第 4回 東京オリンピックはなぜ 「誘致」 されたのか？～イベント ・ ツーリズム

第 5回 「まっさん」 の足跡を訪ねる～コンテンツ ・ ツーリズム

第 6回 「大人の社会見学」 は浸透するのか～インダストリアル ・ ツーリズム

第 7回 日本橋オタロードは国際観光地なのか？～サブカルチャー ・ ツーリズム
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第 8回 昭和の追憶と郷愁の彼方へ～レトロ ・ ツーリズム

第 9回 千社詣からコロプラまで～ゲーミング ・ ツーリズム

第 10 回 被災の記憶の継承から復興への願いをかたちに～ダーク ・ ツーリズム、 ボランティア ・ ツーリズム

第 11 回 観光を通じた都市と農村の交流～グリーン ・ ツーリズム

第 12 回 観光は 「エコ活動」 につながるのか？～エコ ・ ツーリズム (1)

第 13 回 観光振興と環境保護は両立できるか？～エコ ・ ツーリズム (2)

第 14 回 「廃」 なるものの固有価値～ヘリテージ ・ ツーリズム

第 15 回 まとめ～大阪における新たな観光文化の展開

●事前・事後学習の内容
日頃から主体的に新聞やテレビの報道、 旅番組や情報番組などを購読、 視聴し、 新しい観光のあり方に 関する

情報に親しんでおくことが望ましい。 また、 自らのガイディングやまち歩きの企画に向けて、 ニューツーリズムの実践

可能性について検討し、 レポートにまとめることが求められます。

●評価方法
毎回の授業の最後に、 コミュニケーションペーパーに授業内容を受けての自らの考察を記してもらいます。 そのコ

ミュニケーションペーパーの解答の積み重ね （30％） と、 中間レポート （35％）、 期末試験 （35％） により評価しま

す。 ただし、 コミュニケーションペーパーへの回答数 （≒出席数） が、 11 回未満の場合、 中間レポートや期末試

験の評定にかかわらず、 原則として F 評価となります。 なお、 授業開始後 30 分以上の遅刻は欠席扱いとします。

●受講生へのコメント
本科目は文学部共通の専門科目であると同時に、 大阪市立大学文学部履修証明プログラム 「大阪文化ガイド＋

講座」 の必修科目となっています。 この意味で、 大阪を中心とした関西の事例を取り上げ、 身近な地域における今

後の観光文化のあり方について考えてもらえることを意識しつつ講義します。 また授業中に写真や映像などのビジュ

アルな資料を豊富に呈示します。 板書はほとんど行わないので、 講義内容をリアルタイムに考察、 整理しながらメモ

をとっていくことが求められます。 受講者は単に授業の内容を記憶するだけではなく、 授業の内容と自分の過去の

観光体験等とをリンクさせつつ、 理解 ・ 考察する姿勢をもって授業に臨んでください。 また、 観光や異文化コミュニ

ケーションに関してより深く探求したい学生は、 観光現象に関してより複眼的な視野を獲得する意味で 「観光文化

実践演習」 「日本文化発信のための英語」 「文化人類学概論」、 共通教育科目の 「観光研究入門」 「観光と文化」

などを並行履修することを推奨します。

●参考文献・教材
教材（テキスト） 安福恵美子編 『「観光まちづくり」 再考』 古今書院、 2016 年。

参考文献 必要に応じて授業中に紹介します。 また、 観光文化に関する up to date な話題は、 新聞やインター

ネット等を通じて入手してください。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN3206 開講期 単位数 標準履修年次

273
観光文化実践演習

後木 3 2 単位 2 ～ 4 年
Seminar and Practice in Culture and Tourism

授業形態 担当教員名

演習 天野 景太 准教授

●科目の主題
履修者各自の地元、 あるいは大阪市およびその周辺地域をフィールドとして、 観光コミュニケーション （ガイド）

の企画と実践、 観光ガイドマップの作成、 観光モデルコースのデザイン、 などを行います。 出来上がった成果物は、

ボランティアガイド等各自の実践活動に役立てていただくとともに、 内輪の演習の中だけでなく、 WEB サイトにおけ

る公開、 その他の手段を通じて、 広く公開することも検討します。 履修者の人数により、 ガイドマップづくりやモデル

コースづくりに関しては数人のグループ単位で実施する可能性もあります。

●到達目標
着地型観光の企画、 フィールドワーク、 観光メディアの編集、 観光モデルコースのデザインなどの総合的な実践

を通じて、 地域における観光資源の発掘、 魅力の洗い出し、 他者への呈示の工夫など、 自身が観光文化の担い

手として活躍できるための基礎的な素養を体得していただくことを目指します。 そのため、 観光 ・ 旅行に興味があっ

たり、 観光業界への就職を目指す学生のみならず、 文化の発信、 写真、 路上散策、 インタビュー取材、 イベント

の企画や運営、 広告、 編集などに興味を持つ学生の履修も歓迎します。

●授業内容・授業計画
授業は 3 つのパートに分けて行います。 第一に、 地域資源の発掘と呈示の実践として、 地元を歩きその地域の

文化的実態を観察、 記録、 さらにそれらの観光的魅力を観光者に呈示するための工夫を考え、 発表します。 第二

に、 観光ガイドマップの作成の実践として、 各自のなじみのある地域の観光ガイドマップを作成することを通じてプリ

ントメディアによる地域文化を表現する工夫を考え、 発表します。 第三に、 観光モデルコースの企画の実践として、
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多様な文化的背景をもつ観光客に対して、 周遊旅行のプロデュースを想定したトラベルプランをデザイン ・ 発表しま

す。可能であれば、旅行会社のツアープロデューサーなど観光実践の第一線で活躍されている方をゲストスピーカー

としてお招きすることも考えています。

第 1回 ガイダンス

第 2回 観光文化を創造する ・ 地域文化のリアリティへの感応力を磨く！ （講義形式）

第 3回 観光的魅力の洗い出しから文化の呈示の実際 （講義形式）

第 4回 フィールドノートからく地域文化の呈示へ （実習）

第 5回 観光コミュニケーション （ガイド） の実践 (1) （発表と討論）

第 6回 観光コミュニケーション （ガイド） の実践 (2) （発表と討論）

第 7回 観光メディアをデザインする～絵地図をつくる （講義形式）

第 8回 観光ガイドマップづくり （実習）

第 9回 観光ガイドマップのプレゼンテーション (1) （発表と討論）

第 10 回 観光ガイドマップのプレゼンテーション (2) （発表と討論）

第 11 回 観光行動をデザインする～トラベルプランニング入門 （講義形式）

第 12 回 観光モデルコースづくり （実習）

第 13 回 観光モデルコースのプレゼンテーション (1) （発表と討論）

第 14 回 観光モデルコースのプレゼンテーション (2) （発表と討論）

第 15 回 まとめ （成果発表会）

●事前・事後学習の内容
　まち歩きやインタープリテーションの立案のため、 履修者の報告対象とする地域の文化資源について、 独自の視

点からの詳細な取材と、 それに基づく成果物の作成が求められます。

●評価方法
各パートにおける成果物 60％、 平常点 40％で評価します。 平常点は、 実習および報告、 討論への参加度など

に関して加点方式で評価します。 ただし、 出席率が 70％を下回った場合、 成果物の提出が 1 つでも欠けた場合、

原則として F 評価となります。

●受講生へのコメント
授業時間は、 主に各自の成果物の発表と討論の場となります。 そのため、 ガイドマップやガイド資料などの制作

のための現地フィールドワーク、 既存の観光メディアのレビューなど、 授業時間外に於ける各自の活動が多くのウエ

イトを占めます。 そのための相応の時間的、 場合によっては金銭的な負担が発生することを了解の上、 履修を検討

してください。 そのため、 本科目の履修を通じたスキルの獲得、 自己成長に強い意欲をもった学生の参加を期待し

ます。

＊ 「大阪文化ガイド＋講座」 受講者の方へ

本科目と他の科目との関係ですが、 「大阪の歴史演習」 や 「大阪の地理」 などの科目の受講で得られた個々の

大阪の歴史や文化に関する知識を、 第一に観光プロデュースという視点から捉え直してみること、 第二に個々の観

光スポット （点） をマップやトラベルプランに展開し、 線や面として表現することが （本科目の） 眼目です。

●参考文献・教材
担当教員の他の授業等において過去に制作した観光ガイドブック （『日光・会津よりみち遊歩案内』 『小江戸物語』

『TJ Style』 『大阪平野レトロさんぽ』） などの学生が主体となって制作された冊子や、 各地の観光案内所等で配布さ

れているパンフレット、 着地型観光のツアーパンフレットなどがプライマリな参考資料となります。 そのほか、 観光文

化の呈示の実践に関する参考文献として、 西村幸夫編著 『観光まちづくり：まち自慢からはじまる地域マネジメント』

学芸出版社、 などがあります。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN3208 開講期 単位数 標準履修年次

274
広報情報論Ⅱ

前木 5 2 単位 2 ～ 4 年
Advertisemennts　and　Information　Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 株柳 真司 非常勤講師

●科目の主題
20 世紀に形成されたマスメディアのあり方は、 21 世紀に入り大きく変容してきている。 地上波テレビ放送のあり方

も変わりつつあるが、 社会生活に及ぼす影響はなお非常に大きい。 地上波テレビ放送を中心にマスメディアを動か

している仕組み、 背景、 歴史を踏まえた上で、 番組編成、 番組制作の実情を伝え日々接する放送メディアに対す

る理解を深めたい。

●到達目標
地上波テレビ放送を中心に放送事業の組織構造と組織を動かす原理を踏まえ、 マスメディアの発信するコンテン

ツのあり方、 変化について理解する。
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●授業内容・授業計画
民放テレビ局も営利企業であり、主に広告の売上で運営されている。 前半では企業としての放送局の仕組み、拠っ

ている規範、 収入構造などの理解を深め、 後半でいくつかのジャンル、 実際のテレビ番組を取り上げその背景を説

明する。 テレビ番組は、 最近のものを中心にテレビ草創期まで幅広く扱う。

第 1回 放送界の構成 （概論）

第 2回 放送局で行われていること

第 3回 放送局の収入－放送局の営業形態

第 4回 視聴率と CM

第 5回 番組編成－編成表の成り立ち

第 6回 放送局経営環境の変化

第 7回 放送ソフトへのデジタル化の影響

第 8回 フィクションとノンフィクションードラマの世界

第 9回 アニメの世界

第 10 回 情報番組の変遷－地域情報とテレビ

第 11 回 スポーツ番組の盛衰

第 12 回 ドキュメンタリー番組

第 13 回 バラエティ、 お笑い番組

第 14 回 これからのテレビ放送

第 15 回 試験

●事前・事後学習の内容
特にありませんが、 日々接するマスメディア、 例えばテレビ番組について背後にいる送り手の人たちや組織につ

いて想像してみて下さい。

●評価方法
毎回の講義時に 「コミュニケーション・カード」 に記入してもらい、それを出席点としてカウントする。 出席点は 3 割、

試験配点は 7 割。

●受講生へのコメント
社会生活を営む上でマスメディアとの関係は避けて通れないものです。 メディアが多様化する中、 情報を受ける

側の力量も求められようになっています。 テレビ局の例をもとに送り手を知ることでメディアについて違った角度から

理解する機会にして下さい。

●参考文献・教材
特にありません。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN3209 開講期 単位数 標準履修年次

275
マス・コミュニケーション論Ⅰ

前水 2 2 単位 2 ～ 4 年
Mass Communication Studies Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 湯谷 茂樹 非常勤講師

●科目の主題
過去から現在までの新聞報道を題材にマスメディアの役割を考察する。 その過程で、 ジャーナリズムのあり方を探

り、 さまざまな社会問題の背景や現代史の基礎知識なども学ぶ。

●到達目標
新聞報道を中心としたマスメディアの考察を通じ、 情報を判断する力、 社会問題に向き合う力を獲得する。 また、

問題を理解するツールとして新聞を読み、 活用するコツを身につける。

●授業内容・授業計画
授業は 2 部構成。

①下記のテーマについて新聞報道を題材にマスメディアの役割を考察する。

（テーマは社会情勢などにより変更する可能性がある）

②毎回の授業で新聞記事を基にした小論文を課し、

　メールで提出された小論文の講評を翌週の授業で行う。

　素材となる新聞記事は授業で配布する。

第 1回 新聞概論①新聞はどんなメディアか。 いかに作られるか。

第 2回 新聞概論②新聞の歴史。 戦争協力と戦後の歩み。

第 3回 日本と中国

第 4回 日本と韓国 ・ 北朝鮮
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第 5回 米軍基地問題

第 6回 ヘイトスピーチ

第 7回 事件報道とえん罪

第 8回 社会の 「安全」 と監視

第 9回 自然災害大国日本

第 10 回 原発と再生可能エネルギー

第 11 回 過労死 ・ ブラック企業

第 12 回 格差と貧困

第 13 回 憲法改正

第 14 回 戦争と平和

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
「授業内容 ・ 授業計画」 の欄でも記したように、 毎回の授業で小論文を課す。 小論文は授業中に執筆するので

はなく、 締め切りまでにメールで提出する。 また、 日々新聞に目を通してもらいたい。

●評価方法
毎回の小論文の評価など＝ 50％

試験＝ 50％ （最終授業で提示するテーマで書いてもらう。 結論に至る論理を評価する。）

●受講生へのコメント
私たちが生きる社会の出来事を巡って、 ネット環境の発達した現在、 さまざまな情報が発信されている。 出来事

について考え ・ 判断する際、 新聞は重要なツールだ。 新聞記者としての経験を踏まえ、 小論文を通じたみなさんと

のやりとりも交え、 情報をいかに判断し、 社会の諸問題にどう向き合うかについて考えていきたい。

●参考文献・教材
教科書は使わない。必要に応じ新聞記事などのプリントを配布する。

理解を深めるための参考文献には次のようなものがある。

「新聞と戦争」 （朝日新聞出版）、「戦争と新聞」 「スノーデン、監視社会の恐怖を語る 独占インタビュー全記録」 （以

上毎日新聞出版）、「検証 戦争責任　＜上・下＞」 （中公文庫 )、「太平洋戦争と新聞」 （講談社学術文庫）、「ジャー

ナリズムの可能性」 「ヘイト・スピーチとは何か」 「日本の近現代史をどう見るか」 （以上岩波新書）、「兵器と大学」 「相

模原事件とヘイトクライム」 「データでわかる　世界と日本のエネルギー大転換」 「就活とブラック企業」 （以上岩波ブッ

クレット）、 「20 世紀事件史 歴史の現場」 （毎日新聞社）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN3211 開講期 単位数 標準履修年次

276
中国古典語Ⅰ

前水 4 2 単位 2 ・ 3 年
Classical Chinese Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 垣内 智之 非常勤講師

●科目の主題
日本における中国古典語（漢文）受容の歴史を辿ったうえで、漢文という外国語を日本語に翻訳する訓練を行なう。

●到達目標
主に江戸時代に出版された和刻本漢籍 （訓点が付けられた中国語文献） を資料として中国古典に触れることで、

同じ文章に対しても異なる訓読が行なわれてきた事実を確認する。 あわせて、 自らが訓読する際にどのような基準

に立つべきか、 中国語の語法、 日本語の文法を踏まえて考察することを目標とする。

●授業内容・授業計画
高校生向けの参考書などには、 漢文は 〈句形〉 を暗記したうえで訓読すべきとするものもあるが、 現在一般的に

行なわれている訓読法は、 長い歴史のなかで生み出された様々な読み方を元にして整理されたものであり、 訓読に

唯一絶対の規則があるわけではない。

本講義では、 まず漢文が日本語に与えた影響などを考えたうえで、 現代中国語と古典中国語の違いと共通点、

古典中国語における書き言葉と話し言葉の違いなどを確認する。 そのうえで、 日本における漢文訓読の歴史を辿り、

訓読において許容される幅を考えながら、 実際に読解の訓練を行なう。

第 1回 日本語と漢文

第 2回 古典中国語と現代中国語／文言と白文

第 3回 「漢文教授ニ関スル調査報告」 （明治 45 年官報 8630 号） を読む

第 4回 工具書の使い方

第 5回 資料選読①
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第 6回 資料選読②

第 7回 資料選読③

第 8回 資料選読④

第 9回 資料選読⑤

第 10 回 資料選読⑥

第 11 回 資料選読⑦

第 12 回 資料選読⑧

第 13 回 資料選読⑨

第 14 回 資料選読⑩

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
限られた時間のなかで、 訓読するうえで重要な語を網羅的に取り上げるのは不可能である。 したがって、 重要な

語の一般的な読みなどについては、 漢和辞典や参考書を利用して各自で再確認し、 疑問点などは積極的に質問

するようにしてほしい。

●評価方法
評価の割合は、 平常 （50％）、 期末試験 （50％） を基準とする。  

講義中にも、 訓点の付け方， 書き下し， 現代日本語訳などの実力を試す問題に取り組んでもらう。 これらの点数

のほか、 発表内容、 受講態度などで平常評価を算出する。

●受講生へのコメント
第 4 回以降、 訓読の訓練にあたっては漢和辞典を持参すること。

後期の 「中国古典語Ⅱ」 と連続して受講することが望ましい。

●参考文献・教材
テキストは指定しない。 随時、 複写資料を配布する。

参考文献　

戸川芳郎監修 『全訳　漢辞海　第四版』 （三省堂）

江連隆著 『漢文語法ハンドブック』 （大修館書店）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN3212 開講期 単位数 標準履修年次

277
中国古典語Ⅱ

後水 4 2 単位 2 ・ 3 年
Classical Chinese Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 垣内 智之 非常勤講師

●科目の主題
前期の 「中国古典語Ⅰ」 に引き続き、 中国古典語 （漢文） 受容の歴史を辿りつつ、 漢文という外国語を日本

語に翻訳する訓練を行なう。

●到達目標
主に江戸時代に出版された和刻本漢籍 （訓点が付けられた中国語文献） を資料として読解の訓練を行ない、 漢

文訓読の力をさらに高めることを目標とする。 あわせて、 中国古典文献を扱う際の基本的な手続きを確認する。

●授業内容・授業計画
前期の 「中国古典語Ⅰ」 の内容を踏まえつつ、 訓読の訓練を行ない、 自らが訓読する際の基準を確立していく。

後期の講義では、 目録における著録状況の確認や解題の読解を通じて個々の文献の性格を知るといった、 中国

古典文献を扱う際の基本的手続きの確認を通じて、 中国古典文献の全体像を概観する。 また、 陰陽や五行といっ

た基本的な概念についても確認し、 中国文化に対する認識を深める。

第 1回 中国古典文献と目録学

第 2回 『四庫全書総目提要』 を読む

第 3回 注釈の読み方

第 4回 三谷景従 『掌中十三経注疏』 を読む

第 5回 資料選読①

第 6回 資料選読②

第 7回 資料選読③

第 8回 資料選読④

第 9回 資料選読⑤

第 10 回 資料選読⑥
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第 11 回 資料選読⑦

第 12 回 資料選読⑧

第 13 回 資料選読⑨

第 14 回 資料選読⑩

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
限られた時間のなかで、 訓読するうえで重要な語を網羅的に取り上げるのは不可能である。 したがって、 重要な

語の一般的な読みなどについては、 漢和辞典や参考書を利用して各自で再確認し、 疑問点などは積極的に質問

するようにしてほしい。

●評価方法
評価の割合は、 平常 （50％）、 期末試験 （50％） を基準とする。  

前期に引き続き、講義中に訓点の付け方，書き下し，現代日本語訳の実力を試す問題に各自で取り組んでもらう。

これらの点数のほか、 受講態度、 発表内容などで平常評価を算出する。

●受講生へのコメント
漢和辞典を必ず持参すること。

前期の 「中国古典語Ⅰ」 と連続して受講することが望ましい。

●参考文献・教材
テキストは指定しない。  随時、 複写資料を配布する。

参考書

戸川芳郎監修 『全訳　漢辞海　第四版』 （三省堂）

江連隆著 『漢文語法ハンドブック』 （大修館書店）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN2103 開講期 単位数 標準履修年次

278
ラテン語Ⅰ

前木 4 2 単位 1 ～ 4 年
Latin Language Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 佐藤 義尚 非常勤講師

●科目の主題
ラテン語の初歩を学ぶ． 古代ローマから近世にいたるまで哲学， 文学は言うに及ばず， 法律， 自然科学の書物

もラテン語で書かれている． ラテン語は長期にわたって西欧文化の表現手段であった． 西欧の諸言語， 文化はラテ

ン語という母胎から産み落とされてきたという事実はもう少し知られてもいいだろう． ラテン語を知らずして西欧の理解

はありえない．

●到達目標
古代， 中世， 近世にラテン語で書かれた文献が読解できるようになることを目標とする．

フランス語， イタリア語などの近代語を生み出した言語を学ぶことで， これらの言語の仕組みがより深く理解できる

ようになることを目標とする．

●授業内容・授業計画
授業は教科書にそってすすむ． 各課の文法事項を説明し， ラテン語和訳とラテン語作文の練習問題をおこなう．

教科書は類書のなかでもっとも簡潔，平易であるが，動詞，名詞，形容詞の語形変化はプリントを配布して詳述する．

一回の授業で二課ぐらいの進度ですすむ． ラテン語は語形変化がすべてともいえる言語なので， 基本的な変化の

練習は繰り返しおこなう． 前期で教科書前半を， 後期で後半を学修する．

第 1回 ラテン語の歴史と仕組み．

第 2回 文字， 発音， アクセント

第 3回 動詞， 名詞， 形容詞の基本的な変化 1

第 4回 動詞， 名詞， 形容詞の基本的な変化 2

第 5回 動詞， 名詞， 形容詞の基本的な変化 3

第 6回 動詞， 名詞， 形容詞の基本的な変化 4

第 7回 動詞， 名詞， 形容詞の基本的な変化 5

第 8回 前置詞， 動詞受動相， 名詞第三活用 1

第 9回 前置詞， 動詞受動相， 名詞第三活用 2

第 10 回 前置詞， 動詞受動相， 名詞第三活用 3

第 11 回 前置詞， 動詞受動相， 名詞第三活用 4

第 12 回 前置詞， 動詞受動相， 名詞第三活用 5
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第 13 回 前置詞， 動詞受動相， 名詞第三活用 6

第 14 回 前置詞， 動詞受動相， 名詞第三活用 7

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
授業前は先回の授業で指定された練習問題を解いておくこと． 授業後は授業で出てきた単語変化を覚えること．

●評価方法
平常点 15％． 期末試験 85％．

●受講生へのコメント
教科書に語彙集が付いているので辞書不要．

●参考文献・教材
田中利光 『ラテン語初歩改訂版』 岩波書店

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN2104 開講期 単位数 標準履修年次

279
ラテン語Ⅱ

後木 4 2 単位 1 ～ 4 年
Latin Language Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 佐藤 義尚非常勤講師

●科目の主題
前期に続き教科書後半を学ぶ． 「賢い」 を意味する sapiens （サピエンス） というラテン語は， 「味わう」 を意味

する sapio （サピオー） から派生している． 古典を一字一句かみしめて味わうような読み方を身につける．

●到達目標
古代， 中世， 近世にラテン語で書かれた文献が読解できるようになることを目標とする．

フランス語， イタリア語などの近代語を生み出した言語を学ぶことで， これらの言語の仕組みがより深く理解できる

ようになることを目標とする．

●授業内容・授業計画
前期と同じく配布プリントで説明し， 練習問題をやっていく． 一回の授業で二課すすみ教科書を学習し終える．

時間に余裕があれば簡単なラテン語文献を読む．

第 1回 代名詞　1

第 2回 代名詞　2

第 3回 動詞の接続法　1

第 4回 動詞の接続法　2

第 5回 不定法 1

第 6回 不定法 2

第 7回 分詞 1

第 8回 分詞 2

第 9回 比較級 1

第 10 回 比較級 2

第 11 回 動名詞

第 12 回 動形容詞 1

第 13 回 動形容詞 2

第 14 回 命令法

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
授業前は先回の授業で指定された練習問題を解いておくこと． 授業後は授業で出てきた単語変化を覚えること．

●評価方法
平常点 15％． 期末試験 85％．

●受講生へのコメント
前期授業の出席者、 あるいは初歩的知識 （動詞の直説法の変化、 名詞の変化を知っているレベル） を有する

者が出席可能． 辞書不要．

●参考文献・教材
田中利光 『ラテン語初歩改訂版』 岩波書店
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN2105 開講期 単位数 標準履修年次

280
西洋古典学

前集中 2 単位 1 ～ 4 年
Classical Studies

授業形態 担当教員名

講義 堀川 宏 非常勤講師

●科目の主題
古代ギリシャの 「文学」 についての入門的な授業です。 今年度は 『イーリアス』 『オデュッセイア』 に代表される

「英雄叙事詩」 を切り口にして、古代ギリシャにおける文学的営為について、なるべく具体的に学んでみるつもりです。

古代ギリシャ的な価値観や美意識に触れ、 また古代ギリシャが現代に対して持つ影響力などを確認しながら、 そも

そも 「文学」 とは何なのかというところまで考えてみようと思っています。

●到達目標
古代ギリシャの文学について基本的な知識を得るとともに、 対象について自分なりの見方が出来るようになること

が目標です。

●授業内容・授業計画
はじめに 「西洋古典学」 「古代ギリシャ」 「英雄叙事詩」 について概略を学んだ上で、 古代ギリシャ文学全般に

ついて、 映像資料などを交えながら考えてゆく予定です。 あくまでも目安ですが、 おおよそ以下のような内容を予

定しています。

第 1回 「西洋古典学」 概説 （どのような学問か？）

第 2回 「古代ギリシャ世界」 の確認 （地理的 ・ 時間的フォーカス）

第 3回 「英雄叙事詩」 の成立について （口誦詩の伝統と 「ホメーロス問題」）

第 4回 『イーリアス』 『オデュッセイア』 の世界

第 5回 「不死なる神々」 と 「死すべき人間」 （有限性の問題）

第 6回 映画 『トロイ』 鑑賞 （その 1）

第 7回 「英雄的な名誉」 と美意識 （歌われる 「名誉」 と永遠性）

第 8回 「競技祝勝歌」 の世界 （オリュンピア競技祭など）

第 9回 映画 『トロイ』 鑑賞 （その 2）

第 10 回 「美と愛欲の女神」 アプロディーテー

第 11 回 「抒情詩」 の世界 （サッポーとアルカイオス）

第 12 回 映画 『トロイ』 鑑賞 （その 3）

第 13 回 「ギリシャ神話」 と 「ギリシャ悲劇」 （古代ギリシャ的な創作のあり方）

第 14 回 「古代ギリシャ文学」 の現代性

第 15 回 本講義のまとめ

●事前・事後学習の内容
開講に先立っての準備は必要ありません。 開講後は、 毎回の授業後に、 その日の授業で学んだことを復習して

ください （復習のヒントは授業でお知らせします）。 次回の授業冒頭で 「確認テスト」 （ごく簡単なものです） を行な

う予定です。

●評価方法
授業の理解度 （30%）　授業への積極的参加の度合い （30%)　レポート （40%）

●受講生へのコメント
私たちがふだん何気なく使う 「文学」 という言葉ですが、 それについて深く考えてみようとするとき、 古代ギリシャ

における文学的営為を無視することはできません。 今回テーマとする「英雄叙事詩」はその最初期に現れた文学ジャ

ンルで、たとえば 『イーリアス』 の成立は紀元前 8 世紀だと考えられています （異説もある）。 その当時に作者によっ

て発せられ、 人々が楽しんだその言葉を、 現代を生きる私たちもまた聞く （読む） ことが出来るというのは、 考えて

みるととても不思議なことです。 この不思議を手がかりにして、 「文学」 について一緒に考えてみませんか？　古くさ

いものとして何となく敬遠していた 「古典」 が、 もしかしたら身近なものになるかもしれません。

●参考文献・教材
ホメロス 『イリアス』 （岩波文庫）

その他、 授業中にいろいろ紹介する予定です。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN3217 開講期 単位数 標準履修年次

281

国際都市文化論Ⅰ
前集中 2 単位 2 ～ 4 年

International Urban Culture　Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義
レイモンド ・ ラングリー非常勤講師／ウェイリン ・ ライ非常勤講師
インターナショナルスクール運営委員長　山 祐嗣教授

●科目の主題
当科目は文学研究科インターナショナルスクールによる国際発信力育成事業の一環として、 人文学 ・ 都市文化

学の主題を扱いながら、 英語による講義視聴とディスカッションの形式で提供される授業である。 各回講義 （レク

チャー） を踏まえたうえでの、 演習としての活動も含まれている。

文学部共通専門科目のひとつとして、 卒業 ・ 修了に必要な単位として算入できる。

なおインターナショナルスクール集中科目には、「比較文化交流論Ⅰ」「比較文化交流論Ⅱ」「国際都市文化論Ⅰ」

「国際都市文化論Ⅱ」 「国際都市社会論Ⅰ」 「国際都市社会論Ⅱ」 の 6 科目があり、 原則として 1 年に 1 科目ず

つ提供される。 内容は毎年入れ替わる上、 科目名が変えて提供されるので、 インターナショナルスクールの集中科

目は原則毎年受講することができる。

本年度は、 「国際都市文化論Ⅰ」 が提供される。 講義内容は、 LANGLEY 講師は比較文化論、 LAI 講師は研

究と論証で、詳細については、平成 29 年 3 月下旬に、掲示板やポータルサイト、インターナショナルスクールのウェ

ブサイトに掲載する予定である。 　

●到達目標
インターナショナルスクール集中科目に共通する目標は次のとおりである。

　（1） 英語による講義を聴いて、 内容を理解し、 考察を深める。

　（2） 講義内容に基づいたディスカッションに参加する。

　（3） 講師の授業設計に従い、 簡単なプレゼンテーションを行う。

●授業内容・授業計画
集中講義の日程は、 9 月下旬を予定している。

集中講義期間中は、 2 名の招聘講師 （Lai、 Langley） が 2 日ずつ （計 4 日） 担当する。

第 1回 インターナショナルスクール委員からのオリエンテーション

第 2回 LANGLEY 講師による講義 （文化心理学）

第 3回 LANGLEY 講師による講義 （文化と自己）

第 4回 レクチャー ・ ディスカッション／ベーシックプレゼン （１）

第 5回 LANGLEY 講師による講義 （文化と認知）

第 6回 LANGLEY 講師による講義 （文化と言語）

第 7回 レクチャー ・ ディスカッション／ベーシックプレゼン （２）

第 8回 LANGLEY 講師によるまとめ

第 9回 LAI 講師による講義 （アカデミックライティングと論理的思考）

第 10 回 LAI 講師による講義 （研究のアイデアの明確化）

第 11 回 レクチャー ・ ディスカッション／ベーシックプレゼン （３）

第 12 回 LAI 講師による講義 （研究のアイデアをより確実に）

第 13 回 LAI 講師による講義 （論理的論証の秘訣）

第 14 回 レクチャー ・ ディスカッション／ベーシックプレゼン （４）

第 15 回 LAI 講師によるまとめ

●事前・事後学習の内容
事前配布資料に基づき、 授業開始前までに授業の全体像および概要を把握しておくこと。 英語に限らず慣れな

い言語で学習や発言を行うためには、 前もっての下調べが不可欠である。 とくにキーワードに相当する語句につい

てはリスニングの際に障害にならないよう、 あらかじめ正しい発音 ・ アクセントのチェック、 およびその語彙について

の日本語 ・ 英語での下調べをしておくことを推奨する。

●評価方法
平常点 （毎回の出席、 授業への積極的な参加、 アンケート） と講師による課題レポートによる。

●受講生へのコメント
当科目は、 アカデミックな英語による基礎的な表現力を養成しつつ、 それをその場で実践する機会を提供する。

英語による知識の習得および自己表現の機会としてだけではなく、 英語を通じて参加する外語文化体験の場でもあ

る。 研究が世界と共通の水準にあることを求められる中、 最も多くの読者を見込める英語による成果発表は効果的

であり、その必要性は高い。 しかし、そこには対話の相手、読者や聞き手に配慮しつつ共通語 （英語） でコミュニケー

ションに参加しようとする姿勢 ・ 意欲が強く求められていることは忘れないでほしい。 各自の英語 （力） を見つめ直

す意味でも、 積極的な参加が望ましい。
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●参考文献・教材
配布資料などは開講までにポータルサイトにて提供される予定。

昨年度までの集中科目に関する情報は、 以下の URL から参照できる。

http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/IS/ja/courses/intensive-course

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN2106 開講期 単位数 標準履修年次

282
上方文化講座

前集中 2 単位 1 ～ 4 年
KAMIGATA Culture Course

授業形態 担当教員名

講義 久堀 裕朗 教授 ほか

●科目の主題
「上方文化講座」 は、 大阪の地に歴史的に育まれた文化、 とりわけ伝統芸能に光を当て、 学問的体系の下にこ

れを学ぼうとする試みである。 講師として伝統芸能の第一線で活躍する専門家を招き、 本学教員との共同作業によ

り授業を組み立てていく。 当授業は本学学生のみならず、 一般市民にも公開する。

「上方文化講座」 が取り上げるのは文楽 （人形浄瑠璃） である。 大阪を代表するこの伝統芸能は、 2003 年にユ

ネスコの世界無形遺産 （人類の口承及び無形遺産の傑作） にも選定された。 大阪生まれの文楽が 「人類共通の宝」

たりうるのはなぜか、 その普遍的意義を捉え、 世界的芸術文化の広がりの中に位置づけようとするのが本講座の目

指すところである。

●到達目標
1．文楽 （人形浄瑠璃） を様々な角度から考察し、その魅力を発見するとともに、上方文化に関する知見を広める。

2．文楽技芸員による芸談 ・ 実演に触れることによって、 伝統芸能の伝承や、 その現代におけるあり方について考

える。

●授業内容・授業計画
本授業は、 大阪を代表する伝統芸能である文楽 （人形浄瑠璃） を学問的体系の下に学ぼうとするものである。

文楽技芸員と本研究科教員とが、 それぞれの専門性を生かしつつ、 共同で授業を展開する。 本年度は、 現在の

文楽はもちろん、 歌舞伎でも上演される名作 『祇園祭礼信仰記』 を取り上げ、 この作品のもつ普遍的な魅力を多

角的に分析していく。

授業は夏期 3 日間 （8 月 23・24・25 日） の集中講義の形式で行う。 取り上げる作品の内容、文章表現、時代背景、

テーマ等に関わる講義を教員が行い （初日、 2・3 日目午前）、 その上で文楽技芸員 （竹本津駒大夫・鶴澤清介・

桐竹勘十郎、 他） が実演を交えて作品を解説する （2 ・ 3 日目午後）。

◎なお、 この授業は一般市民にも公開する。 履修登録の際に、 400 字程度で受講動機を記入したものを提出す

ること。 希望者多数の場合は選抜を行い、 受講許可者については後日掲示する。

第 1回 （授業内容の詳細は後日掲示する）

第 2回 （授業内容の詳細は後日掲示する）

第 3回 （授業内容の詳細は後日掲示する）

第 4回 （授業内容の詳細は後日掲示する）

第 5回 （授業内容の詳細は後日掲示する）

第 6回 （授業内容の詳細は後日掲示する）

第 7回 （授業内容の詳細は後日掲示する）

第 8回 （授業内容の詳細は後日掲示する）

第 9回 （授業内容の詳細は後日掲示する）

第 10 回 （授業内容の詳細は後日掲示する）

第 11 回 （授業内容の詳細は後日掲示する）

第 12 回 （授業内容の詳細は後日掲示する）

第 13 回 （授業内容の詳細は後日掲示する）

第 14 回 （授業内容の詳細は後日掲示する）

第 15 回 （授業内容の詳細は後日掲示する）

●事前・事後学習の内容
事前学習

　浄瑠璃 『祇園祭礼信仰記』 （叢書江戸文庫 『豊竹座浄瑠璃集 （三）』 所収） の内容についてあらかじめ調

べておくこと。

事後学習

　授業内容を振り返り、 特に興味を抱いた事柄については自身でさらに掘り下げて、 それをレポート内容に盛り

込むこと。

●評価方法
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出席状況とレポートによる。 レポート課題は授業中に指示する。

●受講生へのコメント
例年、 本講座を受講してはじめて文楽について知り、 伝統芸能に興味を抱く学生が多い。 授業を通じて、 未知

なる古典との新たな出会いを体験してほしい。

●参考文献・教材
教材

テキストは授業時間に配布する。

参考文献

2004 年度第 1 回の講座が 『上方文化講座 曾根崎心中』 （和泉書院） として、 2007 年度第 4 回講座が 『上方

文化講座 菅原伝授手習鑑』 （同） として、 2008 年度第 5 回講座が 『上方文化講座 義経千本桜』 （同） として、

それぞれ刊行されている。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN3221 開講期 単位数 標準履修年次

283
国際ジャーナリズム論Ⅰ（読売新聞寄付講座）

前火 5 2 単位 2 ～ 4 年
International Journalism Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 松田 いりあ 非常勤講師

●科目の主題
この科目は読売新聞社の寄付によって開講されるもので、『The Japan News』を教材として使用します。政治・経済・

文化など、 各自の視点から記事を取り上げてもらい、 一緒に読んでディスカッションをします。

●到達目標
時事問題への関心を深めたり、 英語学習の動機づけにして、 受講生それぞれの目標により近づいてもらいたいと

思います。

●授業内容・授業計画
毎回 1 ～ 2 人の受講生が 『The Japan News』 の掲載記事を選んで問題提起をし、 それをふまえたディスカッショ

ンを中心に授業を進めます。 メディアをとりまく現状についても、 担当者から映像資料や文献を紹介します。

第 1回 この授業の進め方について

第 2回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 3回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 4回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 5回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 6回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 7回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 8回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 9回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 10 回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 11 回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 12 回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 13 回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 14 回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 15 回 この授業のまとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習：『The Japan News』 から一つの記事を選び要約し、 ディスカッションのポイントを考えておいてください。

また記事に関連する資料などの情報収集をし、 ディスカッションに備えること。 事後学習 ： ディスカッションでのやり

とりや担当者が授業内で紹介する資料を通じて、 当該のテーマについてさらに考察を深めてください。

●評価方法
（1） 『The Japan News』 掲載記事による問題提起

（2） ディスカッションへの参加

●受講生へのコメント
英語学習、 時事問題、 ジャーナリズムなど、 さまざまな関心にできる限り応えたいと思います。

●参考文献・教材
『The Japan News』 を教材として使用します。 受講生は 3 カ月間の購読を推奨 （割引あり）。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN3222 開講期 単位数 標準履修年次

284
国際ジャーナリズム論Ⅱ（読売新聞寄付講座）

後火 5 2 単位 2 ～ 4 年
International Journalism Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 松田 いりあ 非常勤講師

●科目の主題
この科目は読売新聞社の寄付によって開講されるもので、『The Japan News』を教材として使用します。政治・経済・

文化など、 各自の視点から記事を取り上げてもらい、 一緒に読んでディスカッションをします。

●到達目標
時事問題への関心を深めたり、 英語学習の動機づけにして、 受講生それぞれの目標により近づいてもらいたいと

思います。

●授業内容・授業計画
毎回 1 ～ 2 人の受講生が 『The Japan News』 の掲載記事を選んで問題提起をし、 それをふまえたディスカッショ

ンを中心に授業を進めます。 メディアをとりまく現状についても、 担当者から映像資料や文献を紹介します。

第 1回 この授業の進め方について

第 2回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 3回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 4回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 5回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 6回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 7回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 8回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 9回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 10 回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 11 回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 12 回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 13 回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 14 回 『The Japan News』 掲載記事による問題提起とディスカッション

第 15 回 この授業のまとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 『The Japan News』 から一つの記事を選び要約し、ディスカッションのポイントを考えておいてください。

また記事に関連する資料などの情報収集をし、 ディスカッションに備えること。

事後学習 ： ディスカッションでのやりとりや担当者が授業内で紹介する資料を通じて、 当該のテーマについてさら

に考察を深めてください。

●評価方法
（1） 『The Japan News』 掲載記事による問題提起

（2） ディスカッションへの参加

●受講生へのコメント
英語学習、 時事問題、 ジャーナリズムなど、 さまざまな関心にできる限り応えたいと思います。

●参考文献・教材
『The Japan News』 を教材として使用します。 受講生は 3 カ月間の購読を推奨 （割引あり）。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN1101 開講期 単位数 標準履修年次

285

文学部基礎演習 a,b,c,d 前火 2 ／
水 4 ／木 2

／金 2
2 単位 1 年Basic Seminar for Students at The Faculty of Literatrue and 

Human Sciences a,b,c,d,e

授業形態 担当教員名

演習
䭜 早代加 非常勤講師／石川 優 非常勤講師／ 渡辺 拓也 
非常勤講師／大坪 亮介 非常勤講師

●科目の主題
大学の講義や演習科目で課されるレポートでは、 自らの考えを論理的に伝えるために、 高校までの教育で修得

してきたものとは異なった文章力が求められる。 その集大成が文学部の最終年次で課せられる卒業論文である。 こ

の科目では、 大学で求められる文章表現力を演習形式で伝授する。

●到達目標
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自らの考えを論理的かつ明確に第三者に伝えるためのアカデミック ・ ライティング技術の習得を目標とする。

●授業内容・授業計画
まず、 まとまった文章を要約する訓練から始まり、 小論文を作成するためのテーマ設定、 アウトラインの構想、 執

筆と推敲といった過程を通じて、 大学で身につけるべき文章表現法を習得する。

第 1回 ガイダンス

第 2回 文章を要約する （1 回目）

第 3回 文章を要約する （1 回目）

第 4回 文章を要約する （2 回目）

第 5回 文章を要約する （2 回目）

第 6回 小論文を作成する 1 回目 （アウトラインの構想を立てる）

第 7回 小論文を作成する 1 回目 （アウトラインの構想を立てる）

第 8回 小論文を作成する 1 回目 （本文を書く）

第 9回 小論文を作成する 1 回目 （本文を書く）

第 10 回 小論文を作成する 2 回目 （アウトラインの構想を立てる）

第 11 回 小論文を作成する 2 回目 （アウトラインの構想を立てる）

第 12 回 小論文を作成する 2 回目 （本文を書く）

第 13 回 小論文を作成する 2 回目 （本文を書く）

第 14 回 学期末レポート （小論文） を作成する （アウトラインの構想を立てる）

第 15 回 学期末レポート （小論文） を作成する （アウトラインの構想を立てる）

●事前・事後学習の内容
この授業では毎回課題の提出が求められる。 課題の作成のために事後学習が必須となる。

●評価方法
毎回の課題提出 （50%）、 学期末の小論文 （50%）

●受講生へのコメント
論文やレポートは学生個人と担当教員の間で交わされる私信ではなく、 公的なコミュニケーション手段である。 自

分の考えを明確に表現し、 第三者に理解してもらうには、 どんなことが必要になるのか、 この演習を通じて探ってみ

てほしい。

なお、 a) ～ d) の各クラスとも、 受講生数は 15 名程度とする。 もし受講希望者多数の場合、 初回の授業にて抽

籤をおこなう。

●参考文献・教材
授業中にプリントを配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. LXGEN3223 開講期 単位数 標準履修年次

286

日本文化発信のための英語
後木 2 2 単位 2 ～ 4 年

English for Guiding Japanese Culture

授業形態 担当教員名

学内講義 9 回 （木曜） と現地実
習 5 回 （日曜）

奥西 佐智子 非常勤講師

●科目の主題
社寺、 城、 庭、 茶道、 日本食、 酒など、 日本人の生活に大きな影響を与えてきたものや、 外国人から見た日

本の不思議な事などを題材に取り上げ、 基礎英語で日本文化の紹介の仕方を考案する。 同時に英語のリスニング

力とスピーキング力を鍛えてゆく。

●到達目標
観光地で大阪の魅力のみならず、 日本の文化、 伝統、 歴史なども基礎英語で紹介できるよう、 話のふくらませ方

を学び、 各々のガイディングスタイルを構築する。

●授業内容・授業計画
日本の宗教や文化に触れながら、 外国人観光客の視点で大阪の観光地を見る。 英検二級程度の英語を使い、

観光地で日本文化の発信をする方法を考案する。 5 回の実習では、 講義内容を基に各人が案内内容を考え、 英

語で発表するのものとする。 講義 ・ 実習を通し、 各々のガイディングスタイルを構築するサポートをする。

第 1回 ガイダンス～ガイドとして大切なこと ・ 観光英語とは～ ( 木曜日 )

第 2回 観光英語～大阪のいいところをどう伝えるか～ ( 木曜日 )

第 3回 観光英語～日本人の生活とおもてなしの心～ ( 木曜日 )

第 4回 観光英語～神道に関わる日本の習慣～ ( 木曜日 )

第 5回 神社にて実習 ( 日曜日 ) ～住吉大社にて発表～
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第 6回 観光英語～茶道について～ ( 木曜日 )

第 7回 観光英語～日本人にとっての仏教およびお寺の存在～ ( 木曜日）

第 8回 寺にて実習 ( 日曜日 ) ～四天王寺にて発表～

第 9回 観光英語～庭 ・ 古墳について～ ( 木曜日）

第 10 回 庭園にて実習 ( 日曜日 ) ～大仙公園または天王寺公園にて発表～

第 11 回 観光英語～日本の世界遺産と城について～ ( 木曜日 )

第 12 回 城周辺にて実習 ( 日曜日 ) ～大阪城にて発表～

第 13 回 観光英語～日本食および日本酒について～ ( 木曜日）

第 14 回 実習　大阪について ( 日曜日 ) ～大阪駅周辺にて発表～

第 15 回 大阪の観光地で日本文化を発信　総まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習　自分のレベルに合った英語教材でリスニングを鍛える。 あらゆる分野において関心を持ち、 日本と外

国の違いを学習するよう努める。 　事後学習　英語力、 会話力を鍛えるために、 ボランティアガイドなどをして現場で

経験を積む。

●評価方法
適宜与える課題および実習における発表を通して総合的に評価する。

授業では、 学習意欲と出席率で評価し、 実習では、 学習意欲、 話す態度、 発表内容などを評価の対象とする。

●受講生へのコメント
基礎英語を使い、 大阪の観光地から、 日本の文化を発信する方法を学び、 自分の英語力に合わせて案内内容

を考案する。

実習では各人の担当箇所をあらかじめ定め、 各々英語で案内することとし、 発表内容は各人が作成する。

他人の案内を聞いて、 良いところを学び、 講師 （現役ガイド） よりアドバイスを受け、 自己学習に努める事。

授業では、 外国人にとっての日本の不思議な事を題材にし、 リスニングの授業も行う。

●参考文献・教材
テキストは使用しない。 適宜参考資料を配布する。
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教  職  に  関  す  る  科  目
掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED1101 開講期 単位数 標準履修年次

287

教職概論 a,b,c 後月 2 ／
後月 4 ／
後集中

2 単位 1 ～ 4 年
Introduction to Teaching Profession a,b,c

授業形態 担当教員名

講義 森 久佳 准教授

●科目の主題
本講義は、 教師の役割や職務の基本的事項を理解すると共に、 教師をとりまく状況の変化、 教育改革の進行な

どの今日的動向の把握することを目的としている。

今日、 教師は学習指導のみならず様々な職務を担うとともに、 多くの役割を期待されることとなっている。 また、

教師の抱える困難には、 教師の置かれている立場の変化や我が国の教師観、 学校教育の変化が複雑に影響して

いる。 そうした中で、 教師は厳しい評価にさらされながら活動を余儀なくされているともいえる。

以上のような点を踏まえながら、 教職に関する基礎的事項とその意義について検討していく。

●到達目標
本講義の到達目標は以下 3 点である。

①教職に関する基礎的事項を理解すること。

②自らの教師体験を客観化し、 教職の意義について検討すること。

③教職について学ぶことを通して自らの職業について主体的に考えること。

●授業内容・授業計画
以下の計画に沿って、 講義形式で進める。 なお、 講義では、 プリント及びワークシートを使用する。

第 1回 オリエンテーション （授業の進め方などの説明）

第 2回 教職に関する基本的な知識 ・ 考え方などの理解① （免許状 ・ 資格の種類／任用 ・ 身分， など）

第 3回 教職に関する基本的な知識・考え方などの理解② （免許状の取得／教師教育と教員養成，など）

第 4回 全学教職課程ガイダンス （予定）

第 5回 教職の現状と主要業務についての理解① （教職の職務の現状）

第 6回 教職の現状と主要業務についての理解② （授業）

第 7回 教職の現状と主要業務についての理解③ （授業研究／校内研究， など）

第 8回 教職の現状と主要業務についての理解④ （教育課程とカリキュラム）

第 9回 教職の現状と主要業務についての理解⑤ （学級づくりと教師）

第 10 回 教職の現状と主要業務についての理解⑥ （学校づくりと教師）

第 11 回 教職の現状と主要業務についての理解⑦ （保護者 ・ 地域と教師）

第 12 回 専門職としての教職のあり方についての理解① （教職の抱える課題）

第 13 回 専門職としての教職のあり方についての理解② （専門職としての教職）

第 14 回 専門職としての教職のあり方についての理解③ （教職のもつジレンマと今後の教職のあり方）

第 15 回 教師の今日的課題と展望 （まとめ）

●事前・事後学習の内容
・ 使用テキストによる予復習

・ 授業時に配付するレジュメや資料， 及び毎回のコメントシートを基にした振り返り

●評価方法
出席コメントシート、 定期試験 （レポート試験の場合も含む）、 レポート課題などによって行う。

評価観点 1　　教員の職務について基本的事項を理解している。

評価観点 2　　教職の意義について分析 ・ 検討している。

評価観点 3　　自らの進路のひとつとして教職をとらえている。

●受講生へのコメント
本講義の授業時間内に、 全学教職課程ガイダンスを行う （時期未定） こととなっている。 教職課程履修者はこの

ガイダンスに出席する必要があるので、 注意すること。

また、 第 1 回目の授業時に全体のオリエンテーションを行うので、 出来る限り出席すること。

●参考文献・教材
＜使用するテキスト＞

・ 羽田積男 ・ 関川悦雄編著 （2016） 『Next 教科書シリーズ　現代教職論』 弘文堂．

＜参考文献＞

・ 佐藤晴雄 （2015） 『教職概論』 （第 4 次改訂版） 学陽書房．

・ 臼井嘉一編著 （2014） 『学生と教師のための現代教職論とアカデミックフリーダム』 学文社．
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・ 曽余田浩史編著 （2014） 『教職概論』 （教師教育講座第 1 巻） 協同出版．

・ 高橋陽一編 （2014） 『新しい教師論』 武蔵野美術大学出版局．

・ 髙谷哲也編著（2011）『教師の仕事と求められる力量：新たな時代への対応と教師研究の知見から』あいり出版．

・ 奈須恵子 ・ 逸見敏郎 （2012） 『学校 ・ 教師の時空間 ： 中学校 ・ 高等学校の教師をめざすあなたに』 三元社．

・ C ・ デー／ Q ・ グー （2015） 『教師と学校のレジリエンス ： 子どもの学びを支えるチーム力』 （小柳和喜雄 ・

木原俊行監訳） 北大路書房．

その他、 参考書等の紹介は講義の中で行う。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2201 開講期 単位数 標準履修年次

288
教育基礎論 a,b 前金 3 ／

後金 3
2 単位 2 ～ 4 年

Fundamentals in Education a,b

授業形態 担当教員名

講義 津田 徹 非常勤講師

●科目の主題
人間を人間として成立させているものについて考察する場合、 教育作用は非常に大きな位置を占めています。 こ

の講義では、 教育とは何かについて、 その理念と歴史を概略的に知ることができます。 なぜ人間に教育が必要な

のかという教育の理念の確認から開始して、 教育という語の語源、 教育の本質、 人間活動と教育、 現代社会と教育、

社会と教育理念等について学ぶことができます。 こうした内容について多面的に理解し、 問題の所在や様々な可能

性について自分で考えることを目標とします。

●到達目標
教育理念や教育現象を理解するためには、時と場所の二つの観点に則った学習が役立ちます。 教科書に沿って、

西洋の教育の歴史、 教育思想を系統的に展開し、 続いて日本の近代から現代の教育理念を展開してゆきます。 そ

の際、 特定の時代、 人物、 著作などを扱いますが、 教育の目的および理念についての理解、 教育の歴史的流れ

についての理解、 教育の思想についての理解の 3 つの観点からの到達を目指します。

●授業内容・授業計画
第 1 回目、 第 2 回目で教育の基本理念の整理を行います。 続く第 3 回目以降からは、 西洋の教育理念の系統

的な理解を目指し、 第 12 回目以降からは日本の近代以降の教育理念の理解を目指します。

第 1回 イントロダクション、 教育目的と教育目標

第 2回 教育の語源的説明、 教育の必要性

第 3回 古代ギリシアの教育制度と教育の歴史

第 4回 古代ローマの教育制度と教育の歴史

第 5回 中世の教育制度と教育の歴史

第 6回 ルネサンス ・ 宗教改革の教育制度と教育の歴史

第 7回 17 世紀の教育制度と教育の歴史

第 8回 18 世紀の教育制度と教育の歴史

第 9回 革命期の教育制度と教育の歴史、 近代公教育制度の成立

第 10 回 19 世紀の教育制度と教育の歴史

第 11 回 20 世紀の教育制度と教育の歴史

第 12 回 明治時代の教育理念、 学制の特徴

第 13 回 大正時代の教育理念、 大正自由教育の理念

第 14 回 戦後から現代の教育理念、 学校教育の理念

第 15 回 現代の学校制度改革、 講義のまとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習については、 あらかじめシラバスの内容を確認した上で、 教科書を読んでおくこと。

事後学習については、 講義時間内で触れた書籍や参考文献について読み、 授業内容を理解するように努めるこ

と。

●評価方法
定期試験 （70％） ＋授業中の課題 （30％）

●受講生へのコメント
●参考文献・教材

（教科書） 広岡義之編、 『教育の制度と歴史』、 ミネルヴァ書房、 2007 年。

（参考書） 文部科学省編、 『中学校学習指導要領』、 東山書房。

（参考書） 文部科学省編、 『高等学校学習指導要領』、 東山書房。

その都度、 資料は配布します。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2201 開講期 単位数 標準履修年次

289
教育基礎論 c

前金 2 2 単位 2 ～ 4 年
Fundamentals in Education c

授業形態 担当教員名

講義形式とグループワーク 森岡 伸枝 非常勤講師

●科目の主題
児童生徒をめぐる問題については誰もが語れますが、 教育学の知識に基づいているかという見地に立ったとき、

それは不確かな経験知やイメージに基づいた実証的根拠のない 「語り」 であることが多いことに驚きます。 子どもた

ちにとって、 より良い社会を形成していくために、 私達大人には、 学校教員には一体何が出来るのでしょうか。 それ

を皆さんと考えることに本講義の意義があります。 本講義では教員や大人に求められる基礎知識を習得し、 「教育と

は何か」 ということついて、 自ら考え、 学力低下論や体罰といった昨今の課題を教育学の視点で学び、 分析できる

ようになることを本講義の主題とします。

●到達目標
目標 （到達目標） ： 以下の三点を到達目標とします。

（1） 教育の意義や目的について理解する。

（2） 教育の歴史的流れと、 理念のありようを知る。

（3） 学校教育に関わる基本的事項ならびに今日の教育課題について、 基本的な知識を身につけ、 課題解決の

ための視点を養う。

●授業内容・授業計画
授業は、 以下の順序で行う。

第 1回 ガイダンス　単位認定の基準について

第 2回 西洋教育史①工場法と義務教育－学校教育の意義とは何か－

第 3回 西洋教育史②ルソー、 ペスタロッチからフレーベルへ－現代の幼児教育問題を考える－

第 4回 西洋教育史③アリエスの研究について－絵画で教育を分析する－

第 5回 西洋教育史④エレン ・ ケイが目指した社会とは－子どもの権利はどこまで認められるのか－

第 6回 日本教育史①江戸期の学びの文化と課題－民衆の教育要求と教育格差－

第 7回 日本教育史②明治期における学校制度の誕生－国の教育要求とジェンダー－

第 8回 日本教育史③大正期における家庭教育の誕生－絵本の意義とは何か－

第 9回 日本教育史④戦争の激化と教員 ・ 学校 ・ 子どもの変容－大阪大空襲に着目して－

第 10 回 敗戦と教育基本法－日本の反省と目指した理想－

第 11 回 教育基本法の改定の意義と課題－生涯学習社会の意義－

第 12 回 学力とは何か－学力低下論をめぐる課題－

第 13 回 教科書検定は必要か－外交問題と歴史教科書の関係ー

第 14 回 体罰はなぜ問題なのか－大阪レポートをもとにー

第 15 回 早期教育は有効か－教育経済学という視点－

●事前・事後学習の内容
講義にあたっては、 次回講義の内容に該当するテキストの箇所を指示するので、 あらかじめ一度は目を通してか

ら出席してください。

講義中に紹介する本や論文は、 どれも重要なものなので、 特に講義で引用された論文や書物については必ず読

んでおいてください。

●評価方法
期末試験 （100 点） により評価する。

評価観点 1　　教育の意義や目的について理解している

評価観点 2　　教育の歴史的流れと、 理念のありようを知る

評価観点 3　　  学校教育に関わる基本的事項ならびに今日の教育課題について、 基本的な知識を身につけ、 課

題解決のための視点を持っている

●受講生へのコメント
1）グループで討論や調査 ・ 発表をしていただくので、 意欲的に参加されることを望みます。

2）何回かに分けて、 講義中に期末試験の模擬テストを行い、 採点基準について詳細に話しますので、 聞き逃さ

ないでください。

●参考文献・教材
田中智志他編 『教育の理念 ・ 歴史』 新 ・ 教育課程シリーズ、 一藝社、 2013 年。

其の他、 お勧めの本は適宜紹介します。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2202 開講期 単位数 標準履修年次

290
発達・学習論 a,b 前金 3 ／

前金 4
2 単位 2 ～ 4 年

Human Development and Learning a,b

授業形態 担当教員名

講義 古見 文一 非常勤講師

●科目の主題
発達心理学 ・ 学習心理学の基礎的な知識を習得し、 教育場面における人間の心理や行動について理解を深め

る。 また、 基礎研究で得られた知見が日常生活や臨床 ・ 教育場面にどのように活かされるのかを明らかにする。

●到達目標
発達心理学 ・ 学習心理学の基礎的知識を習得し、 幼児、 児童及び生徒の心理や行動の背景を理解する。

●授業内容・授業計画
発達 ・ 学習過程を理解するために、 以下の各領域から主要なトピックを選び講義する。 ただし、 授業の進捗状

況により、 順序を変更したり、 内容を一部省略する可能性がある。

第 1回 イントロダクション （発達心理学、 学習心理学とは）

第 2回 現代日本社会における母子関係と教育

第 3回 情動動機づけ， アタッチメント

第 4回 社会的参照， ピアジェの発達理論

第 5回 新生児模倣， 対象の永続性

第 6回 子どもの目撃証言， IQ

第 7回 読み書き， 心の理論

第 8回 幼児期と児童期の違い

第 9回 道徳性， 攻撃性

第 10 回 言語発達， レジリエンス

第 11 回 発達障害 （LD， ADHD について）

第 12 回 発達障害 （自閉スペクトラム症について）

第 13 回 発達障害 （気になる子への対応について）

第 14 回 発達障害 （社会の中での発達障害者について）

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
基本的に教科書の該当部分を予習していることを前提として授業を進める。 授業前に一通り教科書を読み、 疑問

点、 気になる点を明確にしておくこと。 詳しくは初回の授業で説明する。

●評価方法
学期末試験 (60%) とレポート提出 (20%)、 平常点 (20%) により評価を行なう。

評価観点 1　　幼児、 児童および生徒の心身の発達について理解している

評価観点 2　　学習の過程について理解している

評価観点 3　　障害のある幼児、 児童及び生徒の発達及び学習の支援を考えることができる

●受講生へのコメント
常に実際の子どもの姿がどのようであるかを意識しながら受講してください。 心理学実験で明らかとなってきた様々

な現象が日常生活にどのように現れているかをしっかり結びつけられるようになってほしいと思います。

●参考文献・教材
教科書
加藤弘通 ・ 川田学 ・ 伊藤崇 ( 編 ) 発達心理学・再入門:ﾌﾞﾚｰｸｽﾙｰを生んだ14の研究 . 　新曜社 2017 年 2 月出版

鳥居深雪  脳からわかる発達障害ー子どもたちの 「生きづらさ」 を理解するために . 中央法規出版 2009 年

赤木和重 ・ 岡村由紀子 「気になる子」 と言わない保育―こんなときどうする？考え方と手立て　ひとなる書房 

2013 年

注 ： 基本的に教科書に沿って授業を進める。変更があった際は授業中にアナウンスを行う。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2202 開講期 単位数 標準履修年次

291
発達・学習論 c

後金 1 2 単位 2 ～ 4 年
Human Development and Learning ｃ

授業形態 担当教員名

講義 岡本 真彦 非常勤講師

●科目の主題
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発達心理学 ・ 学習心理学の基礎的な知識を習得し、 教育場面における人間の心理や行動について理解を深め

る。 また、 基礎研究で得られた知見が日常生活や臨床 ・ 教育場面にどのように活かされるのかを明らかにする。

●到達目標
発達心理学 ・ 学習心理学の基礎的知識を習得し、 幼児、 児童及び生徒の心理や行動の背景を理解する。

●授業内容・授業計画
発達 ・ 学習過程を理解するために、 以下の各領域から主要なトピックを選び講義する。 ただし、 授業の進捗状

況により、 順序を変更したり、 内容を一部省略する可能性がある。

第 1回 教育心理学を学ぶ意味

第 2回 発達の理論

第 3回 乳 ・ 幼児期の発達

第 4回 社会性 ・ 道徳性の発達

第 5回 読解力の発達と教育

第 6回 青年期の発達

第 7回 「障がい」 の理解

第 8回 学習のメカニズム

第 9回 動機づけの基礎

第 10 回 動機づけの応用

第 11 回 記憶の分類

第 12 回 記憶の理論を活かす

第 13 回 学習方略

第 14 回 メタ認知と学習観

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習は必要ないが、 事後に、 授業内容を問う問題を作成し、 提出すること。 なお、 この問題作成は、 全 15

回のうち、 5 回までとする。

●評価方法
主として学期末試験にもとづき評価を行なう。

評価観点 1　　幼児、 児童および生徒の心身の発達について理解している

評価観点 2　　学習の過程について理解している

評価観点 3　　障害のある幼児、 児童及び生徒の発達及び学習の支援を考えることができる

●受講生へのコメント
基礎と応用、 実験室内で得られた知見と実験室外の日常 ・ 教育場面における問題がどのように結びつくのかを

考えながら受講してほしい。 また、 臨床 ・ 教育場面における様々な問題に対して、 客観的、 批判的な視点で物事

を見る力を養ってほしい。

●参考文献・教材
教科書 ： 「絶対役立つ教育心理学」　藤田哲也編著　ミネルヴァ書房　2007

　授業では、 教科書の内容を中心に解説しますので、 必ず教科書を持参してください。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2203 開講期 単位数 標準履修年次

292
教育制度論 a

前金 4 2 単位 2 ～ 4 年
Educational Systems a

授業形態 担当教員名

講義 辻野 けんま 非常勤講師

●科目の主題
教育の営みは、 たとえば 「子どもをどう育てるか」 といった実践的な側面からだけでなく、 「家庭の教育格差をどう

是正するか」 「学校ごとの教育の質をどのように保証するか」 といった制度的な側面からも捉えることができる。 人間

の発達を社会全体としてどのように保障していくのか、 そのためにどのような制度をつくることが求められるのか、 こ

のような問題を考えることが本授業のテーマである。 学校はじめ教育が営まれるさまざまな場がおかれているマクロな

文脈 （制度や政策など） についての基本的な知識を身につけることは、 「教育改革」 が向かう方向性を読み解い

たり、 教育がどのように変容していくのかを考えるためにも必要となる。 教育の現在と将来に対して、 マクロな文脈か

ら自分なりの考察を深められることが、 本授業の目標となる。

●到達目標
①　学校教育を中心とした教育制度について理解している。 （評価観点 1）

②　教育に関する法令の基本的事項を理解している。 （評価観点 2）

③　現在の教育改革の動向を理解している。 （評価観点 3）
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●授業内容・授業計画
教育制度について、 学校教育、 教育行政、 学校外教育といったマクロな文脈からとらえ、 教育とそれを支える制度の

これまでとこれからについて考えていく。

第 1回 教育制度の概観
第 2回 学校教育の制度
第 3回 教職員の制度
第 4回 学級の制度
第 5回 教育行政の制度 (1)　中央教育行政
第 6回 教育行政の制度 (2)　地方教育行政
第 7回 教育課程の制度
第 8回 教育財政の制度
第 9回 学校経営の制度
第 10 回 諸外国の教育制度
第 11 回 学校外教育の制度 (1)　社会教育
第 12 回 学校外教育の制度 (2)　家庭教育
第 13 回 学校外教育の制度 (3)　子どもの自律的発達
第 14 回 教育制度の改革課題
第 15 回 教育制度の研究
●事前・事後学習の内容

初回授業でのオリエンテーションや毎回の授業時に適宜支持する

●評価方法
期末試験 80％、 授業内小レポート等 20％。

（到達目標の評価観点 1 ～ 3 を中心に、 重要事項についての理解や自分なりの考察を問う。

●受講生へのコメント
「教育制度」 というテーマは、 たとえば 「授業をどのようにつくるべきか？」 等の、 教員志望の学生に身近に感じ

られる内容と異なり、 一見すると親しみにくい内容に映るかもしれない。 しかし、 教育制度に目を向けると、 「授業」

ひとつをとってみても、 教員の個人的な努力の範囲を超えた様々な制度があることが分かる。 たしかに、 「教育は人

なり」 とよく言われるように、 教育にかかわる人間が重要であることは言うまでもないが、 その人間が生き生きとした

教育関係をつくるためには制度がいかに重要であるかも見据えておくことが重要になる。 本授業では、 こうした教育

と制度の関係性について、 随時、 質疑や話し合いの機会を設けるため、 周囲の目を気にし過ぎずに自分の意見を

大切にしながら積極的に参加してほしい。

●参考文献・教材
岡本徹 ・ 佐々木司編著 (2016) 『現代の教育制度と経営』 ミネルヴァ書房

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2203 開講期 単位数 標準履修年次

293
教育制度論 b,c 後金 1 ／

後金 2
2 単位 2 ～ 4 年

Educational Systems b,c

授業形態 担当教員名

講義 佐野 正彦 非常勤講師

●科目の主題
今日のわが国の教育制度のかかえる焦眉の課題のなかから具体的な問題をとりあげ、 その歴史的、 思想的背景

とともに、 具体的な改革の現実を分析する。 我が国の問題を客観的に評価するためにＯＥＣＵ加盟国などの先進国

を中心とした世界的な動向との比較検討も行う。

●到達目標
教育に関する社会的、 制度的、 および経営的な事項を理解するために

①学校を中心とした教育制度についての理解ができる

②教育に関する法令の基礎的事項の理解ができる

③現在の教育改革の動向について理解できる

ことを目標とする。

●授業内容・授業計画
今日の日本の教育制度改革において、 焦眉の課題となっている （1） 競争原理と市場原理に基づく学校改革に

関わって学区制度と学校選択制の問題を、（2） 学力低下・学力格差が社会的な問題として論じられているなかでの、

学力保障や教育内容に関わる制度のあり方を、 （3） 学校生活に 「子どもの権利」 を根づかせるうえでの、 教師の

懲戒権や生徒の参加や権利保障のあり方を、 （4） 政治主導の教育行政という名目で教育委員会不要論も叫ばれる

なかでの、 教育委員会制度の意義と課題を、 （5） 教員評価、 懲戒や分限処分の強化、 政治活動、 労働基本権
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の制限による教員に対する管理強化が進むなかでの教員の身分保障と教育の自由の問題を、 検討する。

第 1回 導入　授業の目標、 内容、 評価について

第 2回 学区制度と学校選択 （1）　新自由主義政策と学校制度

第 3回 学区制度と学校選択 （2）　新自由主義政策と学校制度

第 4回 学力を保障する制度 （1）　学力低下論争 ・ PISA ・ 全国学力テスト

第 5回 学力を保障する制度 （2）　貧困と学力問題

第 6回 学力を保障する制度 （3）　教育費と学力問題

第 7回 学力を保障する制度 （4）　学力の規定要因と学力保障を支える制度

第 8回 子どもの権利を守る制度 （1）　体罰問題を考える

第 9回 子どもの権利を守る制度 （2）　教師の懲戒権と子どもの権利①

第 10 回 子どもの権利を守る制度 （2）　教師の懲戒権と子どもの権利②

第 11 回 教育委員会制度の意義と課題 （1）　戦後改革期における教育委員会制度発足の理念と意義

第 12 回 教育委員会制度の意義と課題 （2）　教育委員会制度の変遷と自由化 ・ 廃止論の検討

第 13 回 教育財政制度　奨学金問題を考える

第 14 回 教育財政制度　日本の教育費の構造的特質

第 15 回 まとめ ・ 到達度確認

●事前・事後学習の内容
授業中に随時与える課題について、 よく考え、 分析し、 わかりやすくまとめるようにしておく。 特に、 配布した資

料については、 分析し、 様々な視点から評価して、 その成果を授業中に積極的に発表できるようにしておく。

●評価方法
（1） 試験による評価 （7 割） とともに、 授業中に課すいくつかの小レポートなどの課題 （3 割） による総合評価。

（2） 観点別評価の項目

①学校を中心とした教育制度についての理解ができること

②教育に関する法令の基礎的事項の理解ができること

③現在の教育改革の動向について理解できること

●受講生へのコメント
① 「教職課程履修カルテ」 の評価は、 上記 「到達目標」 に示した観点にもとづいて行う。

②日頃より教育関連の新聞や雑誌の記事に目を通し、 スクラップして現在の教育改革をめぐる動向、 特に大阪の

状況について整理、 把握しておくこと。

③出された課題については、 期限までに学習し提出すること。

●参考文献・教材
参考書
①堀内 ・ 佐野他 『新版　専門高校の国際比較　日欧米の職業教育』 法律文化社、 2006 年

②乾 ・ 佐野他 『不安定を生きる若者たち―日英比較　フリーター ・ ニート ・ 失業』 大月書店、 2006 年

③ 『教育六法』 いくつかの出版社から刊行されているので、 自分に合ったものいを選ぶとよい。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLJPN2201 開講期 単位数 標準履修年次

294
国語科教育法Ⅰ

前金 4 2 単位 2 ～ 4 年
Methods of Teaching Japanese Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 木村 雅則 非常勤講師

●科目の主題
「国語科」 の担当者としての基本的なあり方を学ぶ

●到達目標
・ 国語科教員として教育界に貢献するための基本的な能力や知識が身についている。

・ 国語科教員の仕事内容と、 教科として指導すべき内容を理解できている。

・ 国語科の学習指導案の意味と役割を理解し、 正しく学習指導案を作成できる。

●授業内容・授業計画
「国語科」 をめぐる様々な内容について概説し、 担当者としての基本的な視点や能力を培う。 講義中心に進める

が、 必要に応じて課題を課す。 また、 第 2回以降は毎回授業冒頭に小テスト（文語文法・漢文句法）を行い、

基礎的な実力を培う手立てとする。

第 1回 ガイダンス

第 2回 「国語」 の授業の周辺①──専門用語など

第 3回 「国語」 の授業の周辺②──教科書など

－ 257 －



第 4回 授業の構築①──授業前

第 5回 授業の構築②──授業中

第 6回 授業の構築③──授業後

第 7回 教材研究

第 8回 学習指導要領①──現行の内容と変遷

第 9回 学習指導要領②──校種間連携など

第 10 回 教え方の基礎①──現代文分野

第 11 回 教え方の基礎②──古典分野

第 12 回 学習指導案①──高等学校

第 13 回 学習指導案②──中学校

第 14 回 学習指導案③──作成演習

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
・ 【事前学習】 毎時間の小テストについて、 確実に予習をしておくこと。

・ 【事後学習】 講義の内容について復習と補強をし、 期末テストに備えること。 また、 課題が指定された場合は、

授業の説明にしたがって期日までに作成すること。

●評価方法
・ 期末考査を実施する （持ち込み不可の予定）。

・ 基本算出式＝期末考査 (50％ ) ＋毎回の小テスト合計 (20％ ) ＋提出物 (20％ ) ＋授業への参加状況 (10％ )。

ただし、 遅刻 ・ 欠席が多いとか提出物を出さないなど、 現場で支障をきたすと思われる場合は、 他の点数の

如何に関わらず単位を認めない予定。 【評価観点】

1　国語科教育法の基本的理論を身につけている。

2　学習指導要領の国語の項目について理解している。

3　国語科学習指導案の作り方の基礎を習得している。

●受講生へのコメント
・ 授業態度について。 あなたが現場で教壇に立った時に 「こんな生徒でいてほしい」 という態度で、 あなた自身

がこの授業を受けてください。

・ 読書については 「質より量」 と考えて、 継続してください。

・ 内容は、 高等学校を中心に進めることになりますが、 ご理解ください （もちろん中学校の内容についても適宜

触れますので、 ご心配はいらないかと思います）。

●参考文献・教材
テキスト ： 『高等学校学習指導要領解説　国語編』 ( 教育出版、 著者 ： 文部科学省。 ISBN 978-4-316-30021-

4）。 必ず購入し、 毎時間授業に持参すること。 また毎回レジュメを配布する。 また必要に応じて、 適宜その他の資

料プリントも配布する予定。

テキスト ： 『精選国語総合［改訂版］』 ( 国総 338 ・ 文部科学省検定済み教科書高等学校国語科用 ・ 三省堂 )。

この中から課題を指示することもありますので、対応できるようにしておいてください。 参考書：高校時代に各自が使っ

ていた 「文法書」 や 「国語便覧」 などがあれば好ましい （出版社は問わない）。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLJPN2202 開講期 単位数 標準履修年次

295
国語科教育法Ⅱ

後金 4 2 単位 2 ～ 4 年
Methods of Teaching Japanese Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 ・ 演習 木村 雅則 非常勤講師

●科目の主題
国語科 ・ 古典分野の授業研究

●到達目標
・ 国語科教員として教育界に貢献できる能力や知識が身についており、 自己の力でより一層の向上を図ることが

できる。

・ 古典 （古文 ・ 漢文） を教材として正しく読解する能力を持ち、 学習指導案を作成することができる。

・ 古典 （古文 ・ 漢文） を教えるために必要な知識や技術が身についており、 実際に授業ができる。

●授業内容・授業計画
高等学校の古典を想定し、 各時間、 担当者を決めて模擬授業を行う。 その後、 その検討を通して、 古典分野の

各領域について、 授業の実践的研究を行う。
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第 1回 ガイダンス──担当者の決定と授業運営方法など説明

第 2回 古典の基本的指導法①──古文 【講義】

第 3回 古典の基本的指導法②──漢文 【講義】

第 4回 模擬授業と分野別研究①　古文 ・ 随筆 1

第 5回 模擬授業と分野別研究②　漢文 ・ 小話 （故事）

第 6回 模擬授業と分野別研究③　古文 ・ 物語 1

第 7回 模擬授業と分野別研究④　漢文 ・ 近体詩

第 8回 模擬授業と分野別研究⑤　古文 ・ 物語 2

第 9回 模擬授業と分野別研究⑥　漢文 ・ 史伝

第 10 回 模擬授業と分野別研究⑦　古文 ・ 日記

第 11 回 模擬授業と分野別研究⑧　漢文 ・ 思想

第 12 回 模擬授業と分野別研究⑨　古文 ・ 和歌

第 13 回 模擬授業と分野別研究⑩　漢文 ・ 文章

第 14 回 模擬授業と分野別研究⑪　古文 ・ 随筆 2

第 15 回 模擬授業と分野別研究⑫　古文 ・ 物語 3

●事前・事後学習の内容
・ 【事前学習】 自分が担当する授業について、 教材研究や教材の準備、 また指導案の作成が確実にできること。

・ 【事後学習】 自分が担当した単元について、 考査問題を作成したり小テストを採点したりできること。

・ 【事後学習】 担当者の授業やその後の検討会の内容を理解し、 自分がその単元を担当することになっても可

能なレベルまでまとめておくこと。

●評価方法
・ 模擬授業に対して評価する （平常点）。

・ また、 レポートとして、 学習指導案 ・ 考査問題を提出させ、 それに対して評価する。

・ 以上の点と検討会での参加状況とを総合的に判断して評価する。 期末考査は実施しない。 【評価観点】

1　学習指導要領の理解に基づいた、 古典分野の学習指導案が作成できる。

2　教材の内容を正しく理解し、 それを授業に展開できる。

3　古典分野の指導法の基礎を理解し、 授業経営の基本を習得している。

●受講生へのコメント
・ 受講者数によって、 模擬授業の時間数や内容が変わったりすることも考えられますので、 初回の授業で担当者

を決定するつもりでいます。 初回の欠席がないようにしてください。

・ 学習指導案については、 すでに教育法Ⅰで履修済と考えますので、 特に詳細な説明はしませんが、 第 2 ・ 3

回の授業では授業内容として一応取り上げる予定です。 その意味では 「国語科教育法Ⅰ」 が受講済であるこ

とを強く望みます。

・ 国語科の授業の展開方法を実体験することにより、 実践力を身に付けてほしいと考えます。 また、 出席者同士

が意見交換する中で、 判断力 ・ 思考力 ・ 発言力をも身に付けてください。

●参考文献・教材
テキスト ： 『精選古典Ｂ』 （古Ｂ 306 ・ 文部科学省検定済教科書高等学校国語科用 ・ 三省堂）

・ 模擬授業の教材はすべてここから選ぶので、 全員購入の上、 授業に持参すること。 参考書 ： 『高等学校学習

指導要領解説　国語編』 ( 教育出版 ) ← 「国語科教育法Ⅰ」 でテキストとして指定したもの。 他に必要あらば、

適宜、 授業内で紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLJPN2204 開講期 単位数 標準履修年次

296
国語科教育法Ⅳ

前金 5 2 単位 2 ～ 4 年
Methods of Teaching Japanese Ⅳ

授業形態 担当教員名

講義 ・ 演習 木村 雅則 非常勤講師

●科目の主題
国語科 ・ 言語活動および表現分野の授業研究

●到達目標
・ 国語科教員として教育界に貢献できる能力や知識が身についており、 自己の力でより一層の向上を図ることが

できる。

・ 言語活動および表現分野について正しく理解し、 学習指導案を作成することができる。

・ 言語活動および表現分野の授業を展開するための知識や能力が身についており、 実際に授業ができる。

●授業内容・授業計画
国語科の 「言語活動」 および表現分野について、 その目標や方法などについて、 講義を行う。 また、 それらに
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ついて学習指導案や担当者を決めての模擬授業を行い、 それらの検討を通して 「言語活動」 や表現分野の授業

の実践的研究を行う。

第 1回 ガイダンス及び模擬授業担当者の決定

第 2回 言語活動 1　「言語活動」 とは何か 1　高等学校の場合

第 3回 言語活動 2　「言語活動」 とは何か 2　中学校の場合

第 4回 言語活動 3　言語活動例の演習 （課題作成）

第 5回 言語活動 4　言語活動例の演習 （作成された課題の検討）

第 6回 言語活動 5　「言語活動」 を含む模擬授業

第 7回 表現 1　「国語表現」 とはどのような科目か

第 8回 表現 2　「話す ・ 聞く」 の指導

第 9回 表現 3　「書く」 の指導 1　意見文 ・ 小論文

第 10 回 表現 4　「書く」 の指導 2　創作と評価

第 11 回 表現 5　「国語表現」 の模擬授業 1

第 12 回 表現 6　「国語表現」 の模擬授業 2

第 13 回 表現 7　「国語表現」 の模擬授業 3

第 14 回 表現 8　「国語表現」 の模擬授業 4

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
・ 【事前学習】 模擬授業に関しては、 自分の責任でやりきれる準備をしておくこと。

・ 【事後学習】 講義の内容と当該の学習指導要領の内容について、 各自の責任で復習し、 現場で活用する際

のポイントをまとめておくこと。

●評価方法
・ 模擬授業 50％、 指導案などの指定課題 50％を基本とし、 授業に取り組む姿勢などを総合して評価する。

・ 期末考査は実施しない。 【評価観点】

1　「言語活動」 について、 その内容と位置づけを正しく理解している。

2　表現分野の指導について、 その基礎的内容を正しく理解している。

3　「言語活動」 を含む授業や 「国語表現」 の授業が、 実際にできる。

●受講生へのコメント
・ 「言語活動」 について正しく理解することは、 中学 ・ 高校のどちらの校種でも必要なことですが、 現実には大

学の教育法でこの分野が指導されることはほとんどないようです。 また、 現場で 「表現分野が得意」 な国語科

教員はほとんどいません。 それがなぜなのか、 また、 自分が受け持つことになった場合はどんなことに注意を

すれば良いのか、 をしっかり学んでください。

・ 各授業は、 毎回完結すると言うよりむしろ 「続き物」 のイメージになりますので、 欠席するとたいそう不便が起

こるだろうと考えます。 体調にも気をつけて 「皆出席」 を強く希望します。

●参考文献・教材
テキスト ： 『高等学校国語表現』 （京都書房・文部科学省検定教科書） →第 7 回以降の授業で使用する予定です。

テキスト ： 『精選国語総合［改訂版］』 （三省堂 ・ 文部科学省検定教科書） →本年度 「国語科教育法Ⅰ」 のテキ

ストと同じものです。 主に第 6 回までの授業で使用する予定です。

テキスト ： 『高等学校学習指導要領解説　国語編』 （教育出版） →本年度 「国語科教育法Ⅰ」 のテキストと同じ

ものです。

その他、 必要なものや参考文献があれば、 授業内で適宜紹介します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLSGH2201 開講期 単位数 標準履修年次

297
社会科・地理歴史科教育法Ⅰ

前火 4 2 単位 2 ～ 4 年
Methods of Teaching Social Studies and Civics Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 手取 義宏 非常勤講師

●科目の主題
社会科授業の理論と教材開発

●到達目標
中学校社会科 （主に地理 ・ 歴史分野） および高等学校地理歴史科の授業を構想 ・ 計画し、 実践できるように

なるために必要な基礎的力量を身につけることを目標とする。 具体的には、 1. 社会科授業の基礎的な理論を理解

すること、 2. 社会科授業についての視野を広げ、 多様な教授方法や活動とコミュニケーションの組織の方法につい

て知ること、 3. 社会科の教材開発と授業構想の方法を身につけること、 が到達目標である。

●授業内容・授業計画
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前半は社会科授業を構想するための基礎的な知識を学び、 後半は教材開発と授業実践のさまざまな在り方につ

いて実践的に学ぶ。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 社会科授業の構成要素授業の主体とコミュニケーション

第 3回 社会科の目標と内容

第 4回 社会科授業の方法

第 5回 社会科授業の組織形態と評価

第 6回 社会科教育および地理 ・ 歴史教育の歴史

第 7回 社会科授業におけるメディアの活用

第 8回 社会参加を通した社会科授業

第 9回 社会科における教材開発

第 10 回 シミュレーション教材の意義

第 11 回 シミュレーション教材の活用

第 12 回 社会科におけるパフォーマンス評価

第 13 回 教材開発から授業構想へ

第 14 回 作成した教材についてのプレゼンテーション

第 15 回 授業のまとめ

●事前・事後学習の内容
事後学習としては、 授業中に紹介した論文や文献を読んで、 活用できるようにすること。

事前学習としては、 次回の授業までの課題に積極的に取り組むことが求められる。

●評価方法
1. 授業への参加 ・ 貢献 （毎回のコメントカード、 50％） 

2. レポート （教材の研究と開発） の作成とプレゼンテーション （50％）

●受講生へのコメント
この授業を通して、 社会科授業についてのイメージを拡張し、 より豊かな社会科の可能性を認識してもらいたい。

また授業への参加の仕方が、 現実の社会への参加の仕方とつながっていることに気づいてほしい。 そのために、 で

きるかぎりディスカッションやワークショップなどの形式を取り入れながら、 多様な授業のあり方を体験的に知る機会を

多くつくっていくので、 積極的な参加を期待します。

●参考文献・教材
中学校学習指導要領解説　社会編

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLSGH2202 開講期 単位数 標準履修年次

298
社会科・地理歴史科教育法Ⅱ

後金 5 2 単位 2 ～ 4 年
Methods of Teaching Geography and History Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 ・ 実習 中 善則 非常勤講師

●科目の主題
社会科 ・ 地歴科の授業実践力を身につける。

●到達目標
社会科 ・ 地歴科授業実践の分析の視点を獲得すること。

授業プランづくりと模擬授業実践を通して、社会科・地歴科授業実践の基礎的な力量を身につけること。 とくに、「ア

クティブ ・ ラーニングの視点」 を自分なりに理解すること。

●授業内容・授業計画
前半は主に社会科 ・ 地歴科の授業実践を分析し、 具体的な授業づくりと実践について理解を深める。

後半はグループ （個人） に分かれて授業プランを作成して模擬授業を行い、 それぞれの授業についての討議を

行う。 （フィールドワークの実践についても考察する予定であるが、受講生の人数によっては、変更する可能性がある）

第 1回 オリエンテーション （授業プラン作成と模擬授業に向けて）

第 2回 地理実践に学ぶ

第 3回 歴史実践に学ぶ

第 4回 フィールドワーク （地理 ・ 野外観察、 歴史 ・ 野外調査） の実践に学ぶ

第 5回 フィールドワークの実践

第 6回 フィールドワークのまとめ

第 7回 授業プランの作成

第 8回 模擬授業 （1）
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第 9回 模擬授業 （2）

第 10 回 模擬授業 （3）

第 11 回 模擬授業 （4）

第 12 回 模擬授業 （5）

第 13 回 模擬授業 （6）

第 14 回 模擬授業 （7）

第 15 回 模擬授業全体のふり返りと総括 （まとめのレポート記入）

●事前・事後学習の内容
事前学習としては、 自身の授業プラン作成のため、 次期学習指導要領の概要等の諸資料を読み込んでおくこと。

また、 模擬授業の指導案を、 教員の指示に合わせて、 作成し、 修正を重ねること。

事後指導としては、 他者の模擬授業については、 毎回、 専用シートに、 そのふりかえりを記入すること。 また、

自身の模擬授業については、 他者から受けたふりかえりシートを熟読し、 その批判に対して、 再反論したレポートを

作成すること。 さらに、 より必要であると実感した理論書を読み直すこと。

●評価方法
出席および毎回の振り返りシート （15％）、授業プランの作成 （40％）、模擬授業の実践 （30％）、まとめのレポー

ト （15％）

評価観点 1　　社会科 ・ 地歴科の授業を分析し、 多面的に論じることができる。

評価観点 2　　社会科 ・ 地歴科の授業プラン （フィールドワークを含む） を構成することができる。

評価観点 3　　模擬授業を実践し、 自らの実践について反省的に考察することができる。

●受講生へのコメント
社会科 ・ 地理歴史科教育法Ⅰを履修していることが望ましい。

学習指導要領および解説については、 事前に熟読しておいてください。 生徒と夢中になって課題に取り組めるよ

うな授業づくりを共に考えていきましょう。

●参考文献・教材
参考文献 ： 文部科学省 『中学校学習指導要領』、 『中学校学習指導要領解説社会編』

　　　　　　　 文部科学省 『高等学校学習指導要領』、 『高等学校学習指導要領解説地理歴史編』

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLSCV2201 開講期 単位数 標準履修年次

299
社会科・公民科教育法Ⅰ a,b 前木 4 ／

前木 5
2 単位 2 ～ 4 年

Methods of Teaching Social Studies and Civics Ⅰ a,b

授業形態 担当教員名

講義 岩本 賢治 非常勤講師

●科目の主題
この講義では、 主に中等社会科教育の課題について考えていきたい。

●到達目標
戦後社会科教育の政策の変化と実践史への理解を通じて、 今日の社会科教育の目標と課題について考察を深

める。  特に社会科教育の実践例と特徴ある教材を分析することにより、 自分が受けてきた社会科教育のイメージ

にとらわれることなく、 社会科教育のあるべき実践の姿について考えられるようになる。

●授業内容・授業計画
講義の前半では、 戦後社会科教育の成立から現在に至るまでの社会科教育の歴史を振り返りながら、 社会科教

育の目標について考える。

後半では、 教材研究を行う。  現行の教科書の問題点、 戦後社会科教科書の記述の変遷、 戦後社会科教育実践

の分析から、 社会科教育実践上の課題について考える。

第 1回 中学生 ・ 高校生の意識状況 （大学生の被教育体験を振り返りながら）

第 2回 戦後社会科教育の歴史①

第 3回 戦後社会科教育の歴史②

第 4回 戦後社会科教育の歴史③

第 5回 戦後社会科教育の歴史④

第 6回 戦後社会科教育実践の授業分析①

第 7回 戦後社会科教育実践の授業分析②

第 8回 戦後社会科教育実践の授業分析③

第 9回 戦後社会科教育実践の授業分析④

第 10 回 戦後社会科教育実践の授業分析⑤
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第 11 回 教科書の研究－日本の社会科教科書の変遷

第 12 回 社会科教材の工夫と活用①

第 13 回 社会科教材の工夫と活用②

第 14 回 社会科教材の工夫と活用③

第 15 回 まとめ : 中等社会系教科教育の実践課題

●事前・事後学習の内容
高校公民科「現代社会」や中学校公民的分野で導入や展開で使えそうな資料（文字資料＝新聞・書籍・雑誌など、

音声音楽資料＝演説やラジオニュース ・ 邦楽洋楽など、 絵画動画資料＝絵本 ・ マンガ ・ テレビ映画映像など、 日

常生活のなかから身近にある公民に関係のある教材を収集する。

●評価方法
平常点 （45％）、 定期試験 （55％）

評価観点 1　　社会科教育の諸理論や意義について理解している。

評価観点 2　　社会科教育並びに授業をめぐる諸課題について理解している。

評価観点 3　　社会科教育並びに授業について、 自分なりの意見を持っている。

●受講生へのコメント
この授業は出席を重視するので注意すること。

授業の中でグループワークを通じて、 意見形成、 意見表明を求めるので、 自分なりの考えを持ち、 表現できるよ

う努めること。

●参考文献・教材
プリント配布

参考書 『中学校学習指導要領解説社会編』

『高等学校学習指導要領解説公民編』 文部科学省

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLSCV2202 開講期 単位数 標準履修年次

300
社会科・公民科教育法Ⅱ a,b 後木 4 ／

後木 5
2 単位 2 ～ 4 年

Methods of Teaching Social Studies and Civics Ⅱ a,b

授業形態 担当教員名

講義 岩本 賢治 非常勤講師

●科目の主題
この講義では、 社会科 ・ 公民科教育法Ⅰの内容を受ける形で、 中学校 ・ 高校の社会科 ・ 公民科教育の課題に

ついて考えていきたい。

●到達目標
暗記中心、 教師の一方通行型の説明、 という従来の公民 （科） の授業のイメージにとらわれることなく、 生徒の

生きる力や考える力に結びついた中学社会科公民的分野 ・ 公民科教育のあり方を考えていく。 受講生全員が、 1

時間分の中学校 ・ 高校の公民科の授業の学習指導案を作成し、 模擬授業が行えることを目標とする。

●授業内容・授業計画
講義の前半では、 中学社会科公民的分野 ・ 公民科の授業実践上の工夫についていくつかの実践例を紹介しな

がら望ましい授業について考えていきたい。  後半では、 学生による学習指導案の作成と模擬授業の発表や討論を

中心に行っていきたい。

第 1回 中学生 ・ 高校生の意識状況 （大学生の被教育体験を振り返りながら）

第 2回 中学社会科公民的分野 ・ 高校公民科教育の課題 （授業紹介）

第 3回 公民科の授業実践の工夫と課題① （憲法学習の授業紹介）

第 4回 公民科の授業実践の工夫と課題② （憲法学習教材の制作と発表１）

第 5回 公民科の授業実践の工夫と課題③ （憲法学習教材の制作と発表２）

第 6回 学習指導案の作成① （学習指導案とは、 その書き方など）

第 7回 学習指導案の作成② （テーマ設定）

第 8回 学習指導案の作成③ （作成作業と添削）

第 9回 学生による模擬授業の実施①

第 10 回 学生による模擬授業の実施②

第 11 回 学生による模擬授業の実施③

第 12 回 学生による模擬授業の実施④

第 13 回 学生による模擬授業の実施⑤

第 14 回 学生による模擬授業の実施⑥

第 15 回 学生による模擬授業の実施⑦
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●事前・事後学習の内容
高校公民科「現代社会」や中学校公民的分野で導入や展開で使えそうな資料（文字資料＝新聞・書籍・雑誌など、

音声音楽資料＝演説やラジオニュース ・ 邦楽洋楽など、 絵画動画資料＝絵本 ・ マンガ ・ テレビ映画映像など、 日

常生活のなかから身近にある公民に関係のある教材を収集ておく。

●評価方法
平常点 （45％）、 作成 ・ 提出した学習指導案と模擬授業 （55％）

評価観点 1　公民科の授業における課題について理解している

評価観点 2　公民科の学習指導案を適切に作成できる

評価観点 3　個性的な授業プランを構想できる

●受講生へのコメント
あらかじめ社会科 ・ 公民科教育法Ⅰの授業を履修しておくことが望ましい。

この授業は出席を重視するので注意すること。

●参考文献・教材
プリント配布

　参考書 『中学校学習指導要領解説社会編』

『高等学校学習指導要領解説公民編』 文部科学省

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLENG2201 開講期 単位数 標準履修年次

301
外国語科教育法（英語）Ⅰ

前木 2 2 単位 2 ～ 4 年
Methods of Teaching English Ⅰ

授業形態 担当教員名

講義 井狩 幸男 教授

●科目の主題
将来、 英語の教師になることを目指す学生を対象に、 実際に教壇に立つ際に必要となる英語教育全般に関する

知識、 並びに、 基本的な指導技術を身につけることを目的とする。 受講生には、 教育に対する情熱は勿論のこと、

英語に関する深い洞察力と優れた運用能力が求められる。

●到達目標
主に、 次の 2 つのことを目標とする。

(1) 教壇に立ち、 指導する際に必要となる基本的な英語力を養う。

(2) 英語教育に関わる様々な問題を深く考察する態度を身につける。

●授業内容・授業計画
テキストを中心に英語教育の理論面を扱い、 実践的な指導力の基礎固めに主眼を置く。

第 1回 英語教育入門 (1)

第 2回 英語教育入門 (2)

第 3回 英語教育の目的 ・ 英語の指導目標

第 4回 英語教育の環境的要因 ・ 学習者の要因

第 5回 教師の役割とよい教師の条件、 言語習得の理論上の諸問題

第 6回 発音の指導、 文字と綴りの指導

第 7回 語彙の指導、 文法の指導

第 8回 リスニングの指導、 スピーキングの指導

第 9回 リーディングの指導、 ライティングの指導

第 10 回 オーラル ・ コミュニケーションの指導、 英語指導の原理

第 11 回 教材研究と授業の準備、 授業案の作成と授業の進め方

第 12 回 テストと評価、 教育機器の活用

第 13 回 ネイティブスピーカーの活用、 教育実習に向けて

第 14 回 英語教師の心得

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
課題提出の準備をする。

講義内容を事前に確認し、 講義終了後に内容の理解度をチェックする。

●評価方法
授業態度、 出席、 課題を基に、 総合的に評価する。

評価観点 1　　授業に臨む姿勢

評価観点 2　　欠席 ・ 遅刻の有無

評価観点 3　　課題に対する取組
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●受講生へのコメント
教職科目であることを勘案し、 出席状況及び授業態度の悪い者は、 単位を認定しないこともある。

●参考文献・教材
『新編英語科教育法入門』　土屋澄男 編著　研究社出版

『バイリンガリズム入門』　山本雅代 編著　大修館書店

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLENG2202 開講期 単位数 標準履修年次

302
外国語科教育法（英語）Ⅱ

前月 4 2 単位 2 ～ 4 年
Methods of Teaching English Ⅱ

授業形態 担当教員名

講義 西本 有逸 非常勤講師

●科目の主題
1 英語教師に必要な知識や理論を習得する。

2 理論と実践を結びつけ、 語彙 ・ 文法 ・ 聞く ・ 話す ・ 読む ・ 書くなどの指導法について考える。

3 指導目標、 指導内容、 指導計画、 活動や評価を盛り込んだ指導案を作成し、 お互いに検討しあう。

4 模擬授業を行い、 お互いに批評しあう。

●到達目標
1 中学校 ・ 高等学校における英語科教育について、 理論と指導法を習得する。

2 教育実習に備えてマイクロティーチングを行い、 実践力をつける。

3 指導案 （細案） が作成できる。 理論と実践を結びつけ、 中学校および高校の英語科教育について考える。

●授業内容・授業計画
以下の授業計画について、 講義 ・ 演習 ・ 実習 ・ 発表 ・ 討論を行う。

第 1回 自分が受けてきた英語科教育の振り返り

第 2回 理想的な英語科の授業とは

第 3回 コミュニケーションとは

第 4回 中学校編 （1） ： 導入 ・ 語彙指導

第 5回 中学校編 （2） ： 教科書本文の指導

第 6回 中学校編 （3） ： 内在化を促す指導

第 7回 中学校編 （4） ： コミュニケーション活動

第 8回 模擬授業 ： 中学校 （1）

第 9回 模擬授業 ： 中学校 （2）

第 10 回 模擬授業 ： 中学校 （3）

第 11 回 高校編 （1） ： プリントの作成

第 12 回 高校編 （2） ： 四技能の扱い ・ 統合

第 13 回 高校編 （3） ： 音読指導

第 14 回 模擬授業 ： 高校 （1）

第 15 回 模擬授業 ： 高校 （2）

●事前・事後学習の内容
事前に与えられた課題やトピックについて、 インターネットや文献等により下調べを行う。 事後学習については、

主にスキル ・ トレーニングに取り組むこと。

●評価方法
・ 学外での英語教育に関する学会 ・ 研究会 ・ セミナー等への出席とレポートを義務づける。

・ レポート （3 本） の質と課題発表と授業への参加度等を総合して評価する。

評価観点 1　　英語科教育法の理論を理解している

評価観点 2　　中学校英語の学習指導案を作成し、 それに基づいて授業ができる

評価観点 3　　高校英語の学習指導案を作成し、 それに基づいて授業ができる

●受講生へのコメント
・ 教職科目であるゆえ、 真摯な受講態度と積極的な授業参加を要求する。

・ 出席を重視する。 2 回を越えて欠席した場合、 単位を認定しない。

・ 遅刻 3 回で欠席 1 回とみなす。

●参考文献・教材
・ 基本的にはプリントを配布する。

・ 参考文献や良書等については授業中に指示する。

・ 参考書… 『改訂版英語教育用語辞典』 （白畑智彦ほか著　大修館書店）

『新学習指導要領にもとづく英語科教育法』 （望月昭彦ほか著　大修館書店）
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLENG2204 開講期 単位数 標準履修年次

303
外国語科教育法（英語）Ⅳ

後木 2 2 単位 2 ～ 4 年
Methods of Teaching English Ⅳ

授業形態 担当教員名

演習 井狩 幸男 教授

●科目の主題
模擬授業を通じて、英語科学習指導案の作成方法と授業の進め方を学ぶ。 同時に、発音、文字と綴り、文法指導、

リスニング、スピーキング、リーディング、ライティング、コミュニケーション活動などの指導方法について理解を深める。

●到達目標
主に、 次の 2 つのことを目標とする。

 (1) 生徒にわかりやすい授業を行ための基本的な指導力を修得する。

 (2) 生徒を中心とした活動を実践するために必要な指導力を養う。

●授業内容・授業計画
英語指導法について最初に全般的な話をした後、 担当を決めてに模擬授業を行ってもらう。 担当以外の受講生

には、 模擬授業に対する評価をしてもらう。

第 1回 英語指導法の概説

第 2回 模擬授業の説明

第 3回 模擬授業

第 4回 模擬授業

第 5回 模擬授業

第 6回 模擬授業

第 7回 模擬授業

第 8回 模擬授業

第 9回 模擬授業

第 10 回 模擬授業

第 11 回 模擬授業

第 12 回 模擬授業

第 13 回 模擬授業

第 14 回 模擬授業

第 15 回 授業のまとめ

●事前・事後学習の内容
模擬授業の準備と模擬授業後の反省

●評価方法
発表、 出席、 課題を基に、 総合的に評価する。

評価観点 1　　授業に臨む姿勢

評価観点 2　　欠席 ・ 遅刻の有無

評価観点 3　　課題に対する取組

●受講生へのコメント
自分が受けた授業を参考にするよりも、 自ら創意工夫して、 生徒にわかりやすい授業をするように心掛けること。

模擬授業の発表が当たっていない時でも、 他の人の授業を参考にして、 次回の模擬授業に活かせるよう、 積極的

に授業に参加すること。

●参考文献・教材
授業の中で、 随時配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLGER2201 開講期 単位数 標準履修年次

304
外国語科教育法（独語）Ⅰ

前水 1 2 単位 2 ～ 4 年

授業形態 担当教員名

講義 神竹 道士 教授

●科目の主題
本講義では、 日本におけるドイツ語教育のあり方と現状の問題点について取り上げる。

●到達目標
日本のドイツ語教育の歴史とその流れを把握した上で、 現在のドイツ語教育が抱える諸問題とその対策について

議論するための基礎的な知識を身につけることが本講義の目標である。
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●授業内容・授業計画
ドイツ語教育を外国語教育の中に位置づけて考察する。 取り扱うテーマは、 以下の通りである。

第 1回 ドイツ語教育の歴史 （１）

第 2回 ドイツ語教育の歴史 （２）

第 3回 外国語 （英語） 教育とドイツ語教育 （１）

第 4回 外国語 （英語） 教育とドイツ語教育 （２）

第 5回 DaF （外国語としてのドイツ語） の歴史 （１）

第 6回 DaF （外国語としてのドイツ語） の歴史 （２）

第 7回 DaF と Germanistik （１）

第 8回 DaF と Germanistik （２）

第 9回 DaF とドイツ語教育 （１）

第 10 回 DaF とドイツ語教育 （２）

第 11 回 外国語教育と異文化理解 （１）

第 12 回 外国語教育と異文化理解 （２）

第 13 回 ドイツ語教育の果たすべき役割 （１）

第 14 回 ドイツ語教育の果たすべき役割 （２）

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前に配布するプリントをよく読んでおくこと。 授業ではしばしば討論形式でテーマについて議論するので、 授業

中取り扱ったテーマとその内容については、 きちんとノートにまとめておくこと。

●評価方法
平常点とレポートにより評価する。

評価観点１ ： 日本におけるドイツ語教育の役割と意義に関する理解力

評価観点２ ： DaF （外国語としてのドイツ語） に関する理解力

評価観点３ ： ドイツ語教育に関する問題意識

●受講生へのコメント
「特になし」

●参考文献・教材
適宜、 プリントを配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLGER2202 開講期 単位数 標準履修年次

305
外国語科教育法（独語）Ⅱ

後水 1 2 単位 2 ～ 4 年

授業形態 担当教員名

講義 神竹 道士 教授

●科目の主題
本講義では、 日本のドイツ語教育を方法論的な視点から考察する。

●到達目標
日本のドイツ語教育について、 その方法論 （教授法） を理解した上で、 ドイツ語教育が抱える現状と問題点を把

握することが、 本講義の目標である。

●授業内容・授業計画
実際の授業をイメージして、 その背景にある方法論 （教授法） について検討する。 取り扱うテーマは、 以下の通

りである。

第 1回 外国語 （英語） の教授法 （１）

第 2回 外国語 （英語） の教授法 （２）

第 3回 ドイツ語の教授法 （１）

第 4回 ドイツ語の教授法 （２）

第 5回 DaF （外国語としてのドイツ語） の教授法 （１）

第 6回 DaF （外国語としてのドイツ語） の教授法 （２）

第 7回 教材研究 （１） 辞書

第 8回 教材研究 （２） 教科書

第 9回 教材研究 （３） 学習参考書

第 10 回 到達目標とテストの形式 （１）

第 11 回 到達目標とテストの形式 （２）
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第 12 回 成績評価の公平性と公正性 （１）

第 13 回 成績評価の公平性と公正性 （２）

第 14 回 EU の外国語教育とその理念 （欧州共通参照枠）

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前に配布するプリントをよく読んでおくこと。 授業ではしばしば討論形式でテーマについて議論するので、 授業

中取り扱ったテーマとその内容については、 きちんとノートにまとめておくこと。

●評価方法
平常点とレポートにより評価する。

評価観点１ ： 外国語のさまざまな教授法に関する知識

評価観点２ ： ドイツ語教育で用いられる教材に関する知識

評価観点３ ： テストと評価に関する公平 ・ 公正な判断力

●受講生へのコメント
「特になし」

●参考文献・教材
適宜、 プリントを配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLFRN2201 開講期 単位数 標準履修年次

306
外国語科教育法（仏語）Ⅰ

前水 3 2 単位 2 ～ 4 年
Methods of Teaching French Ⅰ

授業形態 担当教員名

演習 福島 祥行 教授

●科目の主題
外国語教育の思想と方法論の変遷を検討しつつ、 中等教育におけるフランス語教育の理論と実践や、 言語教育

のありかたについてまなぶ。

●到達目標
中等教育におけるフランス語教育のありかたと、 そもそも言語を教えるとはいかなることかについて対話し、 あらた

な知識を創発することをめざす。

●授業内容・授業計画
外国語教育の歴史をまなびつつ、 中等教育におけるフランス語教育の理論と実践について対話し、 あらたな知

識を創発する。

第 1回 中等教育における外国語科学習指導要領とフランス語教育の現在

第 2回 外国語教育法の思想と方法論 （文法訳読法）

第 3回 外国語教育法の思想と方法論 （ダイレクト ・ メソッド）

第 4回 外国語教育法の思想と方法論 （オーディオ ・ リンガル ・ メソッド）

第 5回 外国語教育法の思想と方法論 （SGAV）

第 6回 外国語教育法の思想と方法論 （コミュニカティヴ ・ アプローチ）

第 7回 外国語教育法の思想と方法論 （TPR、 サイレント ・ ウェイ）

第 8回 外国語教育法の思想と方法論 （サジェストペディア、 イマージョン ・ プログラム）

第 9回 外国語教育法の思想と方法論 （タスク中心指導法、 コンテンツ中心指導法）

第 10 回 協働学習 apprentissage collaboratif と協同学習 apprentissage coopératif

第 11 回 自律学習

第 12 回 学習ポートフォリオ

第 13 回 シラバスと教材

第 14 回 テスティングと評価

第 15 回 ふりかえりとまとめ

●事前・事後学習の内容
事前に前回の学習内容のノートを読み返すこと、 および、 事後のふりかえり等により、 1 回の授業あたり 2 時間の

自習時間をとること。

●評価方法
ポートフォリオと自己評価。 ■評価の観点

評価観点①　学習指導要領の外国語科の項目とその意味について理解している。

評価観点②　外国語科教育の方法論とその思想を理解している。

評価観点③　言語教育とはなにかについて深くかんがえている。
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●受講生へのコメント
外国語教育において、 方法論の選択は皮相な問題にすぎない。 そもそも言語をおしえるとはどういうことなのかに

ついて深く思弁されたい。

●参考文献・教材
■参考文献

リチャーズ、 ロジャーズ 『アプローチ＆メソッド　世界の言語教授 ・ 指導法』 東京書籍

中村啓佑、 長谷川富子 『フランス語をどのように教えるか』 （駿河台出版社）

ジョンソン、 ジョンソン 『外国語教育学大事典』 （大修館書店）

中村洋一 『テストで言語能力は測れるか』 （桐原書店）

小池、 他編 『応用言語学事典』 （研究社）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLFRN2202 開講期 単位数 標準履修年次

307
外国語科教育法（仏語）Ⅱ

後月 3 2 単位 2 ～ 4 年
Methods of Teaching French Ⅱ

授業形態 担当教員名

演習 福島 祥行 教授

●科目の主題
フランス語で書かれた外国語教育にかんする書物や論文を精読することで、 フランス語教育に必要な基礎知識と

フランス語力を身につける。

●到達目標
中等教育におけるフランス語教育のありかたを思弁し、 どうじにフランス語教員としての仏語運用能力を涵養する。

●授業内容・授業計画
CEFR のフランス語版を精読し、 複言語 ・ 複文化主義についてかんがえる。

第 1回 イントロダクション （CEFR とはなにか）

第 2回 CEFR1.1 をよむ

第 3回 CEFR1.2 をよむ

第 4回 CEFR1.3 をよむ

第 5回 CEFR1.4 をよむ

第 6回 CEFR1.5 をよむ

第 7回 CEFR1.6 をよむ

第 8回 CEFR3.1 をよむ

第 9回 CEFR3.2 の前半をよむ

第 10 回 CEFR3.2 の後半をよむ

第 11 回 CEFR3.3 の前半をよむ

第 12 回 CEFR3.3 の後半をよむ

第 13 回 CEFR8.1 をよむ

第 14 回 CEFR8.2 をよむ

第 15 回 ふりかえりとまとめ

●事前・事後学習の内容
事前に前回の学習内容のノートを読み返すこと、 および、 事後のふりかえり等により、 1 回の授業あたり 2 時間の

自習時間をとること。

●評価方法
ポートフォリオと自己評価。 評価観点①　CEFR の背景とその思想を理解している。

評価観点②　複言語 ・ 複文化主義について他者に説明できる。

評価観点③　言語教育の仏語キーワードを用いることができる。

●受講生へのコメント
外国語教育において、 方法論の選択は皮相な問題にすぎない。 そもそも言語をおしえるとはどういうことなのかに

ついて対話し、 知識を創発されたい。

●参考文献・教材
授業中に指示する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLCHN2203 開講期 単位数 標準履修年次

308
外国語科教育法（中国語）Ⅲ

前集中 2 単位 2 ～ 4 年
Methods of Teaching 　Foreign Languages （Chinese） Ⅲ

授業形態 担当教員名

講義 ・ 演習 岩本 真理 教授

●科目の主題
高校における中国語教育の達成目標に基づいて授業計画を作成し模擬授業を行う。

●到達目標
誤答例を分析する作業を通じて、 日本人が不得意とする事項を明確にし、 正確な理解と学習の定着を図るため

の方法を模索する。 近年着目されているアクティヴ ・ ラーニングを取り入れた授業を作り上げるために、 授業計画を

十二分に練り上げる。

●授業内容・授業計画
現行テキストの検討、答案にみられる誤答傾向の分析を行った後に、模擬授業を実施する。 なお、アクティヴ・ラー

ニングの実例からその功罪についても考察する。

第 1回 現行テキストの検討①　入門 ・ 初級

第 2回 現行テキストの検討②　中級

第 3回 誤答例から学ぶ①

第 4回 誤答例から学ぶ②

第 5回 発音指導の課題

第 6回 初級段階文法の課題

第 7回 中級段階文法の課題

第 8回 語彙把握における課題

第 9回 文化的背景への理解

第 10 回 アクティヴ ・ ラーニング①

第 11 回 アクティヴ ・ ラーニング②

第 12 回 授業計画の作成

第 13 回 模擬授業

第 14 回 相互評価

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 複数の文法書、 教科書を読み比べ習得上の難点をいくつかあげる。

事後学習 ： 模擬授業実施後、 総合的な観点から改善案を作成する。

●評価方法
授業中の発表とレポートによる。 評価観点 1　初級 ・ 中級段階の発音 ・ 文法 ・ 語彙に習熟している。

評価観点 2　中国語による授業遂行を行うに十分な学力を備えている。

評価観点 3　到達目標に即した授業計画を作成できる。

●受講生へのコメント
学習者の参加を促す方法を絶えず模索しながら授業を創り上げてほしい。

●参考文献・教材
胡玉華 『中国語教育とコミュニケーション能力の育成』 東方書店

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2204 開講期 単位数 標準履修年次

309
教育方法論 a

後水 2 2 単位 2 ～ 4 年
Methods of Education a

授業形態 担当教員名

講義科目 藤原 靖浩 特任講師

●科目の主題
教育方法の理論と実践を理解する。

●到達目標
学校教育現場では、 社会の変化に合わせた新たな教育的ニーズが生まれている。 本講義を通して、 教育方法

の理論的な理解を深めると共に、 教育方法論を応用した実践的な教育方法を提案するための基礎を培う。

●授業内容・授業計画
教育方法を学ぶために不可欠だと考えられる教育方法の基本的な理論、 子どもの学び、 発達の過程、 授業で

求められるスキル、 メディアの利用法等を理論的に把握し、 教育方法論の諸問題を概説する。
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第 1回 ガイダンス ： 教育方法論の基礎理解

第 2回 子どもの学びの特徴と発達

第 3回 教育方法の理論と歴史 （1） - 普遍的な教育方法、 教授学の歴史 -

第 4回 教育方法の理論と歴史 （2） - 近代学校の教育方法、 教育の現代化 -

第 5回 体験を通して学ぶことの意味 （1） －特別活動を中心に－

第 6回 体験を通して学ぶことの意味 （2） －総合学習を中心に－

第 7回 新たな教育方法の展開

第 8回 学校における情報機器の活用と指導技術

第 9回 教育における評価と指導

第 10 回 教育方法の実践 （1）

第 11 回 教育方法の実践 （2）

第 12 回 教育方法の実践 （3）

第 13 回 教育方法の実践 （4）

第 14 回 教育方法の実践 （5）

第 15 回 まとめ－これからの教育方法とアクティブ ・ ラーニング－

●事前・事後学習の内容
事前学習として、 これまでに受けてきた自身の教育活動を振り返り、 自らの目指す教師像について考察しておく

ことが望ましい。

事後学習として、 講義ごとに出される課題に自主的に取り組むこと。

●評価方法
講義内に提出する小レポート （毎月末提出）、 試験の結果を総合的に評価します。

評価観点 1　　　教育方法の基礎的な理論と具体的な授業づくりの方法を理解している。

評価観点 2　　　教育技術の具体的な活用方法、 教育評価のあり方を理解している。

評価観点 3　　　情報機器および教材 ・ 教具の活用について理解している。

●受講生へのコメント
大学の講義は座学が多く、 実践的な形式での講義が少ないという意見を聞きます。 また、 教育実習に望む学生

の中には、 実際に教壇にたつ経験のないまま、 実習を迎えることに不安を抱えている人もいるでしょう。 本講義の後

半では、 模擬授業などを通して、 実際の教育方法を体験してもらいます。 また、 自分が今まで受けてきた学校の授

業を思い出して、 お互いに意見を交わしたり、 実際の事例を通して学びを深めたいと思っています。 教員採用試験

の内容にも触れた講義内容を目指していますので、 ぜひ意欲的に講義に取り組んで欲しいと思います。 今年度の

講義は、 課題が多くなるかと思いますので、 学部によっては非常に忙しくなるでしょうが、 全員一所懸命に取り組ん

でください。

●参考文献・教材
適宜、 資料を配布します。

平沢茂 『教育の方法と技術』 学文社、 2006 年。 （編著書）

佐藤学 『教育の方法』 放送大学叢書、 2010 年。

佐藤真 『体験学習 ・ 体験活動の効果的な進め方』 教育開発研究所 （編著書）、 2007 年。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2204 開講期 単位数 標準履修年次

310
教育方法論 b

前集中 2 単位 2 ～ 4 年
Methods of Education b

授業形態 担当教員名

講義 宮橋 小百合 非常勤講師

●科目の主題
子どもたちの生きる現実を読みひらき、 その現実を切り拓いていく教育実践をつくりだす教育方法の理論的 ・ 実

践的な認識を深めていくことを主たる目的とする。

●到達目標
戦後日本の学校教育においてどのような方法論が蓄積されてきたのかを再発見できる。

そのような再発見をもとに、 今後の教育現場にそくした新たな教育方法を見出すための基盤を培う。

●授業内容・授業計画
戦後日本の教育を現場から牽引してきた教師たちが、 たどってきたあゆみを確認することで、 戦後から問題とされ

てきたことが、 現在から見てどのような意味をもつのか、 あるいは現在においてそれらの問題はどのように扱われて

いるのかを、 教育方法に着目しながら考えていけるようにしたい。

第 1回 オリエンテーション ・ 教育方法とは何か （理論的な背景）
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第 2回 戦後における教育実践のあゆみ （実践的な背景）

第 3回 無着成恭と生活綴り方

第 4回 大村はまと国語単元学習

第 5回 斎藤喜博と授業の創造

第 6回 教材開発とその活用技術

第 7回 大西忠治と生活指導

第 8回 遠山啓と水道方式

第 9回 庄司和晃と仮説実験授業

第 10 回 岸本裕史と学力の基礎

第 11 回 向山洋一と教育技術法則化運動

第 12 回 金森俊郎といのちの学習

第 13 回 学習指導計画と ICT 活用 （学習指導案の作成を含む）

第 14 回 現代における教育方法と授業づくり

第 15 回 総まとめ

●事前・事後学習の内容
授業を受講する前に、 参考文献に挙げている本を必ず読み、 授業に臨むこと。 また、 毎回の授業の初めに前回

の講義内容について小テストを実施する。 各自講義の要点をまとめるなど、準備を欠かさないようにすること。 さらに、

毎授業後に宿題を課すので、 必ず課された次の週の授業時に持参して提出すること。 加えて、 授業中に補足的に

紹介された参考文献は、 図書館等で入手して目を通すことが望ましい。

●評価方法
出席 40％、 ワークシート 15％、 ミニテストと宿題 30％、 発表等授業参加度 15％の総合評価。

評価観点 1　　教育の方法を支えている理論的 ・ 実践的な背景を理解している

評価観点 2　　教育の技術を的確に行うための基本的事項を理解している

評価観点 3　　情報機器および教材の活用に関する基本的事項を理解している

●受講生へのコメント
1．話し合いや意見の交換などを重視した授業を行いますので、 積極的に参加してください。

2．出席を重視していますので、 毎時間出席してください。

3．集中講義中は、 宿題を課しますので授業後に宿題ができるよう講義期間中は時間的余裕の確保に努めてくだ

さい。

●参考文献・教材
＜参考文献＞

田中耕治編著 『時代を拓いた教師たちー戦後教育実践からのメッセージ』 日本標準、 2005 年。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2204 開講期 単位数 標準履修年次

311
教育方法論 c

後火 2 2 単位 2 ～ 4 年
Methods of Education

授業形態 担当教員名

講義 寺嶋 浩介 非常勤講師

●科目の主題
1) 学習目標の設定から、 課題分析、 指導方略の設計まで、 授業設計の基本的な方法論を理解する。

2) 授業設計の方法論をいかした授業パッケージの制作ができるようになる

3) 学校現場で行われている授業について、 授業設計の方法論の視点から分析 ・ 考察することができる。

4) 学習意欲の高め方、 学習者参加型授業の設計、 教育の情報化とＩＣＴ活用など、 授業の魅力を高める方法に

ついて知見を広め、 これからの教師に必要とされる授業力を考えることができる。

●到達目標
1. 自身が組み立てた授業について授業設計と展開の視点から説明できる

2. 総合的な学習の時間の授業設計を行うことができる

3. ICT を活用した授業の効果と活用場面を説明できる

●授業内容・授業計画
大きくは， ふたつのパートに分かれる。

・ 一単位時間 （学校における 1 時間の授業） の設計をしながら， 付随する事項を学ぶ （第 11 回目まで）

・ 30 時間程度の総合的な学習の時間に関する設計をグループで行い， 発表する （第 12 回目以降）

なお， 履修者数によって， その回数が前後することを申し添える。
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第 1回 オリエンテーションおよび授業設計概観

第 2回 学習目標を明確にする～授業企画書の検討会

第 3回 学力の定義を考える～多様な学力観と分類方法

第 4回 何を教えるのか？ ～課題分析の方法

第 5回 どう教えるのか？～ガニエの 9 教授事象による指導案の書き方

第 6回 学習指導と評価 （1） ～評価の観点と基準の設計

第 7回 学習指導と評価 （2） ～さまざまな評価法の実際

第 8回 魅力ある授業をつくる （1） ～教師のふるまいの基礎 ・ 基本

第 9回 魅力ある授業をつくる （2） ～ＡＲＣＳモデルによる動機づけ支援

第 10 回 魅力ある授業をつくる （3） ～授業におけるワークショップの導入

第 11 回 魅力ある授業をつくる （4） ～ＩＣＴを活用した授業改善の方法 （1）

第 12 回 魅力ある授業をつくる （5） ～ＩＣＴを活用した授業改善の方法 （2）

第 13 回 総合的な学習の授業づくり （先行事例の検討）

第 14 回 総合的な学習の授業づくり （グループワークによる授業設計 ： 学習活動の分析）

第 15 回 総合的な学習の授業づくり （発表会）

●事前・事後学習の内容
稲垣忠 ・ 鈴木克明編 「授業設計マニュアル ver.2　～教師のためのインストラクショナルデザイン」 北大路書房に

より活動をすすめる。

事前にテキストの特定の章を読んできてもらい， 演習をときながら， わからない点を把握した上で， 授業に参加を

していただく。 また， その章に基づいた事前課題を提示するので， 取り組んできていただく。

授業においては， 知識を確認し， 事前課題を学生間で見て， コメントし， 改善をする形で進める。

●評価方法
学生に対する評価

1) 授業前の課題 （30 点） ： 授業前に課題を行い， 授業を受講するための前提条件を備えているかどうかを確認

する。

2) 期末の授業パッケージの提出 （40 点） ： 学期末に提出する自作授業パッケージから、 授業設計理論の活用

ができているかどうか、 目標設定、 課題分析、 指導方略、 評価の 4 つの観点から評価する

3) 「総合的な学習の授業づくり」 でのグループでの取り組みと成果 （30 点）  これらにより， 以下について評価を

する

・ 教育方法の基礎的な理論と具体的な授業づくりの方法を理解している。

・ 教育技術の具体的な活用方法、 教育評価のあり方を理解している。

・ 情報機器および教材 ・ 教具の活用について理解している。

●受講生へのコメント
事前課題に必ず取り組んだ上で， 講義に参加をしてください。

事前課題に取り組むことが授業参加への前提条件となります。

●参考文献・教材
稲垣忠 ・ 鈴木克明編 「授業設計マニュアル ver.2　～教師のためのインストラクショナルデザイン」 北大路書房を

11 回目までの基本テキストとして進める。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2205 開講期 単位数 標準履修年次

312
教育課程論 a

前木 2 2 単位 2 ～ 4 年
Theory and Practice in Curriculum a

授業形態 担当教員名

講義 島田 希 准教授

●科目の主題
教育課程 （カリキュラム） およびその編成をめぐる今日的課題について、 多面的に考察できるようになることを目

指す。 そのために、 可能な限り事例を紹介し、 実践に即しつつ、 具体的に考える機会を提供する。

●到達目標
①教育課程の意義や編成の方法について説明することができる。

②教育課程編成をめぐる変遷や今日的動向について説明することができる。

③上記①②をふまえた上で、 教育課程編成をめぐる今日的動向に関して考えをまとめることができる。

●授業内容・授業計画
教育課程の意義や編成の方法、 さらには、 教育課程編成をめぐる変遷や今日的動向について、 以下のテーマ

を中心に考察を深めていく。
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第 1回 オリエンテーション

第 2回 教育課程 （カリキュラム） とは

第 3回 教育課程編成の主体 ・ 方法 ・ 手順

第 4回 教育課程編成の原理

第 5回 戦後復興期から 1970 年代のわが国における学力観の変遷と教育課程編成

第 6回 1980 年代以降のわが国における学力観の変遷と教育課程編成

第 7回 異校園種連携によるカリキュラム開発

第 8回 キャリア教育のカリキュラム

第 9回 情報モラルを育むカリキュラム

第 10 回 食育のカリキュラム

第 11 回 新たな教育課程の開発を目指す先導的な取り組み

第 12 回 教育課程 （カリキュラム） 評価

第 13 回 教育課程編成 （カリキュラム開発） と学校づくり

第 14 回 教育課程編成 （カリキュラム開発） に求められる教師の専門性

第 15 回 全体のまとめ

●事前・事後学習の内容
授業中に紹介・配付する資料や参考文献を授業の事前・事後に読むなど、 授業内容のさらなる理解に努めること。

●評価方法
各回における小レポート (30%) と期末試験 (70%) により、 総合評価する。

【評価の観点】

　評価の観点 A ： 教育課程の意義を理解している。

　評価の観点 B ： 学習指導要領をその歴史的変遷のなかに位置づけて、 説明することができる。

　評価の観点 C ： 教育課程の編成および授業づくりの方法について理解している。

●受講生へのコメント
本科目では、講義に加えて、グループでのディスカッション等の機会も設ける。 それらへの積極的な参加を求める。

●参考文献・教材
授業中に適宜資料を配付する。 以下を教材とする （詳細は授業中に指示する）。

　 ・ 中学校学習指導要領

　 ・ 中学校学習指導要領解説 / 総則編

　 ・ 高等学校学習指導要領

　 ・ 高等学校学習指導要領解説 / 総則編　そのほか、 以下を参考文献とする。

　 ・ 古川治 ・ 矢野裕俊 ・ 前迫孝憲編著 （2015） 『教職をめざす人のための教育課程論』 北大路書房 .

　 ・ 田中博之 （2013） 『カリキュラム編成論－子どもの総合学力を育てる学校づくり－』 放送大学教育振興会 .

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2205 開講期 単位数 標準履修年次

313
教育課程論 b

後木 2 2 単位 2 ～ 4 年
Theory and Practice in Curriculum b

授業形態 担当教員名

講義 木原 俊行非常勤講師

●科目の主題
本講義では，教育課程の編成やカリキュラム開発に関して，理論的・実践的に学ぶ機会を提供する。 受講生には，

講義における解説， 事例紹介を通じて教育課程の編成やカリキュラム開発を深く理解してもらいたい。 また， グルー

プ作業等を通じて， それらを創造的に思考する営みにも従事してもらいたい。

●到達目標
・ 教育課程とその編成， カリキュラムとその開発の概念を理解する。

・ 我が国や諸外国の実践事例にふれ， カリキュラム開発の事例知識を獲得する。

・ カリキュラム開発の事例を， 1） 背景 （時代， 地域， 政治等）， 2） 学力観 （実体的学力と機能的学力）， 3）

指導と評価等から分類 ・ 整理する視点を会得する。

●授業内容・授業計画
まず，教育課程やカリキュラム，カリキュラム開発の概念を説明する。次いで，我が国や諸外国のカリキュラム開発を，

その背景， 学力観， 指導と評価の工夫等を視点として， 解説する。 また， 毎回の講義において， 授業のビデオ記

録や文字記録等を提示し， 多様な実践事例を紹介する。

第 1回 オリエンテーション （診断的評価， 講義のキーワード ・ 鍵概念の解説）

第 2回 教育課程とカリキュラムの概念
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第 3回 教育課程の編成とカリキュラム開発の概念

第 4回 戦後 60 年の我が国のカリキュラム開発

第 5回 「興味の中心」 に基づくコアカリキュラム

第 6回 オープン教育の特徴と課題

第 7回 総合的な学習の時間の創設

第 8回 キャリア教育の展開

第 9回 学力向上の総合的アプローチ 1 （少人数指導の導入等）

第 10 回 学力向上の総合的アプローチ 2 （習得型授業と活用型授業）

第 11 回 小中一貫教育 ・ 中高一貫教育

第 12 回 教育の情報化に応じるカリキュラム 1 （ICT 環境の整備， ICT 活用）

第 13 回 教育の情報化に応じるカリキュラム 2 （情報教育）

第 14 回 教育の情報化に応じるカリキュラム 3 （メディア ・ リテラシーの育成）

第 15 回 講義の総括 （レポート作成）

●事前・事後学習の内容
講義終了後， 各回で配布するワークシートの課題に取り組んで， 次なる講義に臨むこと。

●評価方法
講義内容に関するレポート （70％） と講義中の小テスト等 （30％） で総合的に評価する。 【評価の観点】

評価の観点 A: 教育課程の意義を理解している。

評価の観点 B: 学習指導要領をその歴史的変遷のなかに位置づけて， 説明することができる。

評価の観点 C: 教育課程の編成および授業づくりの方法について理解している。

●受講生へのコメント
授業担当者との連絡は， 電子メールにより行っていただきたい （tkihara@cc.osaka-kyoiku.ac.jp）。

●参考文献・教材
・ 中学校及び高等学校の学習指導要領， 及びその解説を教材とする （http://www.mext.go.jp/a_menu/

shotou/new-cs/youryou/index.htm）。・ 以下の図書を参考文献とする。

　田中博之著 『カリキュラム編成論』 （放送大学教育振興会）

　佐藤学著 『教育方法学』 （岩波書店）

　木原俊行著 『活用型学力を育てる授業づくり』 （ミネルヴァ書房）

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2205 開講期 単位数 標準履修年次

314
教育課程論 c

前集中 2 単位 2 ～ 4 年
Theory and Practice in Curriculum b

授業形態 担当教員名

講義、 GW 廣瀬 真琴 非常勤講師

●科目の主題
教育課程と授業のデザイン入門

●到達目標
子どもの発達と教育についての考え方を理解し、 教育課程および授業を構成する主体としての力量を形成する。

●授業内容・授業計画
子どもの発達と教育との関係において教育課程を原理的に考えていく。 学習指導要領を中心に、 教育課程の変

遷を見ていくことで、 わが国の教育をとりまく歴史および教育課程の編成原理について理解する。 これらをとおして、

授業づくりにかかわる基礎的な力を習得する。

第 1回 オリエンテーション＋カリキュラムとは何か

第 2回 カリキュラムの起源と変遷

第 3回 カリキュラムに関する諸概念の整理

第 4回 カリキュラム開発に関する諸理論

第 5回 カリキュラム開発の事例 （１） ―教科領域―

第 6回 カリキュラム開発の事例 （２） ―特別活動領域―

第 7回 カリキュラム開発の事例 （３） ―総合的な学習を中心に―

第 8回 事例の整理と分析

第 9回 分析結果の発表

第 10 回 学習指導要領の変遷

第 11 回 新学習指導要領の特質
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第 12 回 カリキュラムの開発とその実践

第 13 回 授業を通したカリキュラムの評価と改善

第 14 回 カリキュラム開発に関する教師の力量

第 15 回 全体のまとめ

●事前・事後学習の内容
講義に関連する資料 （論文や文献、 新聞記事など） を収集 ・ 読解すること。

●評価方法
評価は、 平常点 （40％）、 試験 （60％） を総合して行う。 3 分の 1 以上の欠席は、 単位修得を認めない。

評価観点 1　　教育課程の意義を理解する。

評価観点 2　　新学習指導要領の特徴をその歴史的変遷をふまえて説明できる。

評価観点 3　　カリキュラムの開発 ・ 実施 ・ 評価 ・ 改善のプロセスについて理解する。

●受講生へのコメント
基本的には講義形式で進めますが、 受講生の積極的な参加を期待しています。

●参考文献・教材
購入必須のテキストはありません。

参考文献は、 田中耕治編 『よくわかる教育課程』 ミネルヴァ書房、 2009 年。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2206 開講期 単位数 標準履修年次

315
特別活動論 a, ｃ 後月４／

後火３
2 単位 2 ～ 4 年

Problems on Extra Curriculum Activities c

授業形態 担当教員名

講義 小原 淳一

●科目の主題
　教員にとって必要となる、 特別活動に関する知識 ・ 技能 ・ 態度を身につける。

●到達目標
　教育課程上の特別活動の位置づけや特別活動の特徴と意義、 特別活動の内容 （学級活動 ・ ホームルーム活動、

生徒会活動、 学校行事、 関連する活動としての部活動） について学び、 道徳や総合的な学習の時間、 生徒指導

との関係について知る。 そのうえで、 特別活動の実践的指導について考えることができる。

●授業内容・授業計画
また、 授業ではグループワークを行います。 受講者の特別活動にかかわる経験を交換しながら、 指導するため

に必要となる能力を養ってもらいます。

なお、 第１回目はオリエンテーションを行いますので、 準備をする必要はありません。

第 1回 オリエンテーション、 「特別活動」 の概形をつかむ

第 2回 特別活動の目標について

第 3回 特別活動における 「望ましい集団活動」 と人間関係

第 4回 特別活動の特徴とその意義

第 5回 特別活動と教科教育 （新しい学習指導要領の理念を踏まえて）

第 6回 学級活動の目標と指導

第 7回 生徒会活動の目標と指導

第 8回 学校行事の目標と指導

第 9回 学習指導要領の書き方

第 10 回 学習指導案作り

第 11 回 学級活動の実践について

第 12 回 生徒会活動の実践について

第 13 回 特別活動と生徒指導について

第 14 回 特別活動と道徳 ・ 総合的な学習の時間

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
原則として、 毎回課題を出します。 必ず次回の授業時までに準備をしてください。 授業ではそれを前提として活

動を展開します。 毎回の授業開始時に課題に関するレポートを書いてもらいます。

●評価方法
毎回の課題、 レポート 

評価観点 1　　特別活動の今日的課題を理解している。  

評価観点 2　　特別活動の特徴と意義を理解している。  
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評価観点 3　　特別活動の実践的展開に必要な基本を理解している。

●受講生へのコメント
　この授業専用のＡ４判のノートを各自で用意してください （ルーズリーフではなく、 普通のノートです）。

　授業では自らの経験と、 授業で学んだことを関係づけながら、 グループワークを通して、 皆さんの思考を深めても

らいます。 その活動の中で 「教員として指導する」 という観点から、 特別活動について考えていただきます。 受講

者とともに授業を作りたいと思いますので、 積極的な参加を望みます。

●参考文献・教材
文部科学省 『中学校学習指導要領解説　特別活動編』 平成 20 （2008） 年。

文部科学省 『高等学校学習指導要領解説　特別活動編』 平成 21 年 （2009） 年。

その他、 必要な適宜資料を配布します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2206 開講期 単位数 標準履修年次

316
特別活動論 b

前水 2 2 単位 2 ～ 4 年
Problems on Extra Curriculum Activities b

授業形態 担当教員名

講義科目 藤原 靖浩 特任講師

●科目の主題
特別活動の教育課程上の位置づけ、 意義、 生徒指導との関連などについて学び、 特別活動の今日的課題を明

らかにする。 また、 特別活動の内容 （学級活動 ・ ホームルーム活動、 生徒会活動、 学校行事、 関連する活動とし

ての部活動） について、 理論だけでなく実践的な指導力を身に付ける。

●到達目標
特別活動の意義、 生徒指導との関連などについて、 その意味を理解すると共に、 特別活動の今日的な課題を

把握する。 特別活動の内容 （学級活動 ・ ホームルーム活動、 生徒会活動、 学校行事、 関連する活動としての部

活動） について実践的な指導力を身に付ける。

●授業内容・授業計画
特別活動の意義、 生徒指導との関連について学び、 適宜、 映像や資料を用いて先行実践、 文部科学省の資

料等を取り上げながら、 特別活動の内容を踏まえた実践的な指導力を養成する。

第 1回 ガイダンス - 教育課程における特別活動の位置づけと目標 -

第 2回 特別活動における望ましい集団と人間関係

第 3回 特別活動の基礎 ・ 基本～集団づくりを中心に～

第 4回 特別活動の歴史と特徴 ・ 意義

第 5回 新しい学習指導要領と特別活動

第 6回 特別活動を軸にした学級づくりと学級経営

第 7回 特別活動が育む資質 ・ 能力とその評価

第 8回 特別活動における話合い活動の現状と今日的課題

第 9回 特別活動における保護者 ・ 地域の役割

第 10 回 特別活動と生徒指導

第 11 回 特別活動と道徳

第 12 回 小 ・ 中学校における特別活動の実践

第 13 回 高等学校における特別活動の実践

第 14 回 これからの特別活動のあり方について

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
各講義で出される課題 （小レポート、 資料の読解など） に取り組むことで事前学習とする。

事後の学習として、 講義ごとに出された課題を振り返りとして活用することが望ましい。

●評価方法
授業内に提出する小レポート、 試験の結果を総合的に評価します。

評価観点 1　　　特別活動の基礎的な概念を理解している。

評価観点 2　　　特別活動の教育実践に必要な基本的視点を身につけている。

評価観点 3　　　特別活動の現代的意義と課題を理解している。

●受講生へのコメント
この講義では、 2 回目の講義をサポニワ （学生サポートセンターの中庭） で実施し、 グループづくりの実践を行

います。 また、 講義以外でも遠足 ・ 集団宿泊的行事の実践として、 校外の施設へ足を運ぶこともあります。 さらに、

今年度は、 これまで以上にグループワークを導入し、 アクティブ ・ ラーニングを想定した内容の講義を行います。

ぜひ積極的に講義に参加して、 一緒に楽しみながら学んでください。
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●参考文献・教材
＜テキスト＞

適宜、 資料を配布します。

＜参考文献＞

文部科学省 『中学校学習指導要領』 2007 年。

文部科学省 『高等学校学習指導要領』 2007 年。

文部科学省 『生徒指導提要』 2010 年。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2207 開講期 単位数 標準履修年次

317
道徳指導論 a,b 後金 4 ／

後金 5
2 単位 2 ～ 4 年

Studies of Moral Education a,b

授業形態 担当教員名

単独 丸田 健 非常勤講師

●科目の主題
教師を目指す者はおのずと道徳と関わることになるが、 道徳について教えることには戸惑いが伴いがちである。

授業では、 道徳を理論的に理解するための基本的観点 ・ 概念を紹介するとともに、 道徳的事象に柔軟に向き合う

ための基礎的思考力を養う。

●到達目標
道徳の基本的諸理論を理解すること、 学習指導要領の道徳の項目について理解すること、 道徳の指導方法につ

いて理解すること、 を目指す。

●授業内容・授業計画
道徳の理論についての内容を中心に、 概ね以下の流れを予定している。

第 1回 導入

第 2回 道徳教育の歴史 ： 戦前

第 3回 道徳教育の歴史 ： 戦後

第 4回 道徳の指導方法

第 5回 道徳は主観的なものか

第 6回 道徳は文化に相対的であるのか

第 7回 人間の利己主義と道徳

第 8回 功利主義 ： 幸福の手段としての道徳

第 9回 義務論 ： 義務としての道徳

第 10 回 義務論 ： 参考教材

第 11 回 徳倫理 ： 人格としての道徳

第 12 回 応用倫理の諸トピック ： 生命倫理

第 13 回 応用倫理の諸トピック ： 動物との関わり

第 14 回 応用倫理の諸トピック ： 生きる力

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
授業で紹介する様々な観点を当てはめて日常を見つめ直すことで、 日常生活の理解および道徳の諸理論の理

解を深めること。

●評価方法
平常点 （4 割程度） と最終課題 （6 割程度） を合わせて評価します。 評価観点 ： 道徳の理論を理解している／

学習指導要領の道徳の項目について理解している／道徳の指導方法について理解している、 等。

●受講生へのコメント
コミュニケーションカードの記入などを通じ、 受講者の考えを随時、 言語化することを求めます。

●参考文献・教材
副教材として ： 中戸義雄 ・ 岡部美香編 （2005） 『道徳教育の可能性―その理論と実践』 ナカニシヤ出版．

参考資料として ： 文部科学省 『中学校学習指導要領』 『中学校学習指導要領解説道徳編』
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2208 開講期 単位数 標準履修年次

318
教育相談論 a,b 前月 5 ／

後月 5
2 単位 2 ～ 4 年

Counselling in Education a,b

授業形態 担当教員名

講義 齊藤 紀子 非常勤講師

●科目の主題
生徒指導における教師―生徒関係には、 いわゆる指示や指導、 ガイダンス、 非指示的カウンセリング、 心理療

法の知見を生かした心理学的な介入など、 多様な方法が必要とされる。 子どもたちが発達の途上において学校や

家庭の中で遭遇する通常の発達的課題、 および発達課題の達成の失調現象への理解を深めつつ、 子どもたちに

適切に接することで、 より教育効果を高めることを目標とする。

●到達目標
カウンセリングの基礎知識を習得し、 教育相談全般の基本的なスタンスと、 様々な相談内容への対応のあり方を

理解することを目標とする。

●授業内容・授業計画
本授業では、 教育現場で起こっている不登校やいじめ、 非行といった具体的な問題について論じ、 既存の知見

や理論を紹介しつつ、 相談対応のあり方について考察を進めていく。 特に心理学的介入については、 ケース ・ ス

タディーを通して学生の主体的な関心を喚起しながら、 教育相談の基本的なスタンスの重要性を伝達する。

第 1回 オリエンテーション ； 『教育相談論』 の沿革と大枠

第 2回 生徒指導における教育相談の意義と役割

第 3回 学校教育におけるカウンセリング理論の活用と教育相談①カウンセリング理論と実際

第 4回 学校教育におけるカウンセリング理論の活用と教育相談②カウンセリング ・ マインドについて

第 5回 発達を理解した相談の必要性①問題行動の理解

第 6回 発達を理解した相談の必要性②発達課題と教育相談

第 7回 特別な支援を必要とする相談対応①不登校について

第 8回 特別な支援を必要とする相談対応②ケーススタディー ・ 不登校

第 9回 特別な支援を必要とする相談対応③反社会的行動について

第 10 回 特別な支援を必要とする相談対応④ケーススタディー ・ 反社会的行動

第 11 回 特別な支援を必要とする相談対応⑤いじめについて

第 12 回 相談を生かす環境調整①保護者に対する援助

第 13 回 相談を生かす環境調整②校内の協力体制の構築と専門機関との連携

第 14 回 相談を生かす環境調整③教員のメンタルヘルス

第 15 回 総括

●事前・事後学習の内容
毎回の授業においてレジメを配布する。 レジメはあくまでも要約 ・ 概要であるので、 授業後には学んだことを整理

して身につけることが重要である。 そのためには自主ノートの作成や講義の要点をまとめるといった事後学習が必要

である。

また、 講義期間中には理解を深めるためのレポートの提出を求める。 レポート作成にあたっては、 自主ノート等を

活用しながらの作業になるために、 毎回の復習は欠かせない。

●評価方法
定期試験 （70％） とレポート （30％） で評価します。 評価観点 1　生徒指導における教育相談の意義や役割に

ついて理解している。

評価観点 2　カウンセリングの理論や技法に関する基礎知識を理解している。

評価観点 3　生徒の心理的特質や問題行動についての一般的知識を取得し、 それぞれの相談対応のあり方を理

解している。

●受講生へのコメント
第 1 回目の授業で、 授業の進め方、 評価方法についてのガイダンスを行いますので、 必ず出席してください。

●参考文献・教材
レジメ ・ 資料等を毎授業で配布します。

参考図書についても随時指示します。 参考文献

『学校教育相談論』　　一丸藤太郎 ・ 菅野信夫編集　2011 年初版第 11 刷発行　ミネルバ書房

『学校カウンセリング』　長尾博著　　2010 年第 3 販 1 刷発行　　ナカニシヤ出版
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPED2209 開講期 単位数 標準履修年次

319
生徒・進路指導と人権 a,b 前月 4 ／

後月 4
2 単位 2 ～ 4 年

授業形態 担当教員名

講義 西田 亜希子 非常勤講師

●科目の主題
生徒指導の歴史を振り返り、 基本的理論と方法論を論じる。 また学校文化と生徒文化について触れ、 学校現場

における生徒 ・ 進路指導の傾向を概観する。 そして近年の労働環境の変化を踏まえ、 進路指導の実際と課題につ

いても論じる。 さらに生徒指導 ・ 進路指導と人権の関係について考察する。

●到達目標
1) 生徒指導の理論 ・ 方法について理解する

2) 進路指導の理論 ・ 方法について理解する

3) 生徒指導 ・ 進路指導と人権の関係について理解する

●授業内容・授業計画
※下記の予定だが、 受講生の興味関心により適宜順を入れ替える場合がある。

第 1回 ガイダンス

第 2回 生徒指導 ・ 進路指導とは？

第 3回 なんのための指導か？ （ディスカッション）

第 4回 非行 ・ 問題行動の変遷　1/2

第 5回 非行 ・ 問題行動の変遷　2/2

第 6回 生徒指導に関する理論

第 7回 学校間格差の構造

第 8回 大学入試の変化

第 9回 予防 ・ 開発的対応

第 10 回 指導から教育へ

第 11 回 生徒指導 ・ 進路指導における法律事項

第 12 回 「個性」 とは （ディスカッション）

第 13 回 マイノリティにとっての生徒 ・ 進路指導

第 14 回 「夢」 に基づく進路指導の課題と背景

第 15 回 新自由主義と就労構造の変化

●事前・事後学習の内容
授業後のコメント提出必須。 次回講義の冒頭にて、 そのコメントに返答する。

●評価方法
レポート点 75 点。ディスカッションなど授業への参加度 25 点。参加度は講義のディスカッションへにおける表出や、

講義のリアクションペーパー内においてクリティカルなコメントがあるかどうかで測る。 評価観点は、 生徒指導 ・ 進路

指導の理論と方法について理解しているか、 生徒指導 ・ 進路指導と人権との関係を理解しているかどうか、 またそ

れを論理的に述べられているかである。

●受講生へのコメント
自分たちが当たり前に受けてきた教育経験は一部の傾向だと認識して、 色々な生徒と相対する場面を想像し、 ど

のようなことが必要とされるか考えながら、 授業に臨んでみて下さい。

●参考文献・教材
苅谷剛彦 ・ 濱名陽子 (2010) 『教育の社会学 新版 - 〈常識〉 の問い方 , 見直し方』 有斐閣

樋田大二郎ほか （2000） 『高校生文化と進路形成の変容』 学事出版

広田照幸 （2001） 『教育言説の歴史社会学』 名古屋大学出版会

苅谷剛彦 (1995) 『大衆教育社会のゆくえ ‐ 学歴主義と平等神話の戦後史』

中村高康 (2011) 『大衆化とメリトクラシー―教育選抜をめぐる試験と推薦のパラドクス』 東京大学出版会中央公論社

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KKSEM4401 開講期 単位数 標準履修年次

320
教職実践演習（中・高）

後集中 2 単位 4 年
Practical Seminar on Teaching

授業形態 担当教員名

演習 柏木 敦 教授 ほか

●科目の主題
教職課程の履修を通じて修得した知識・技能が、教職に求められる基本的な資質能力に照らして充分なものとなっ
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ているのかを確認し、 補完的な学習、 指導を行う。

●到達目標
・ 教職課程の個々の科目の履修および教職に関するさまざまな経験を振り返る。

・ 専門的な知識・技能を基に、教員としての使命感や責任感、教育的愛情等を持って、学級や教科を担任しつつ、

教科指導、 生徒指導等の職務を実践できる資質能力が身に付いているかを確認する。

・ 教職キャリアを通しての今後の課題を考える。

●授業内容・授業計画
授業の概要

　演習を中心として、 教職課程履修カルテを利用しつつ教職課程の個々の科目の履修や教職に関するさまざま

な経験を振り返り、 教職に求められる基本的な資質能力がどれだけ身についているかを確認する。 また、 授業実

践、 生徒理解、 特別活動、 教職員 ・ 保護者 ・ 地域住民との連携協力、 学びつづける教師についてゲストスピー

カーによる講義を聴き、 それに基づいてグループ ・ ディスカッションを行う。 最後に、 再度教職に求められる基本

的な資質能力について自己評価を行い、 個々人の教職キャリアにおける今後の課題について考える。

授業計画

　原則として連続した 2 コマ （90 分× 2） で週 1 回、 8 週間のグループ演習を行う。 8 週のうち 5 週は、 外部講

師の講義に続いてグループ演習を行う。

第 1回 オリエンテーション （本科目の意義、 目標、 進め方について）

第 2回 演習　教職カルテを用いた教職に求められる基本的な資質能力についての自己評価

第 3回 講義 「教師に必要とされる資質能力について」 （若手教員シンポジウム）

第 4回 演習 「教師に必要とされる資質能力について」

第 5回 講義 「授業実践について」

第 6回 演習 「授業実践について」

第 7回 講義 「生徒理解について」

第 8回 演習 「生徒理解について」

第 9回 講義 「特別活動について」

第 10 回 演習 「特別活動について」

第 11 回 講義 「教職員 ・ 保護者 ・ 地域住民との連携協力について」

第 12 回 演習 「教職員 ・ 保護者 ・ 地域住民との連携協力について」

第 13 回 講義 「学びつづける教師になるために」

第 14 回 演習 「学びつづける教師になるために」

第 15 回 演習　教育実習校からの評価を踏まえた自己評価とまとめ

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： 各回のテーマについて、 各自の教育実習での経験を振り返っておき、 関連する自分の見解や意見

などを整理しておくこと。 事後学習 ： 各時間の講義内容やグループワークを振り返り、 当該テーマについてどのよう

に学び続けることができるか、 最終回の演習で行う自己評価へとつなげる考察をしておくこと。

●評価方法
受講態度 10%、 演習レポート （ワークシート） 70％、 最終レポート 20%

●受講生へのコメント
原則として欠席を認めない。 通院等やむを得ない理由の場合、 診断書等の提出を求めることがある。

●参考文献・教材
プリント等を授業中に配布する。

参考文献は授業中に指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KKPRA4401 開講期 単位数 標準履修年次

321
中学校教育実習

前集中 4 単位 4 年
Practice in Teaching(Junior High School)

授業形態 担当教員名

実習 柏木 敦 教授／島田 希 准教授

●科目の主題
大学の教職課程で履修した教育理論を踏まえて、 教育実践を実地に体験することを通して教職に関する実践的

指導力の基礎を身につける。 教育実習を通して教職への意識をさらに高めることを目的とする。

●到達目標
大学等で学んだ教育理論に基づき、 また各学校の方針や担当教諭の方針に従って、 様々な教育実践を体験し、

教職に関する基礎的で実践的な能力を身につける。

●授業内容・授業計画
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各教育実習校の計画にそって行う。

第 1回 教育実習

第 2回 教育実習

第 3回 教育実習

第 4回 教育実習

第 5回 教育実習

第 6回 教育実習

第 7回 教育実習

第 8回 教育実習

第 9回 教育実習

第 10 回 教育実習

第 11 回 教育実習

第 12 回 教育実習

第 13 回 教育実習

第 14 回 教育実習

第 15 回 教育実習

●事前・事後学習の内容
各学校および指導教諭の指導に基づく。

●評価方法
教育実習校の評価を参考にして教育実習担当者会議で評価する。

評価観点 1　教職員と協力し、 自らの役割を積極的に果たすことができる。

評価観点 2　生徒の発達段階を考慮し、 積極的に関わることができる。

評価観点 3　事前の計画 ・ 準備を計画的にし、 生徒の反応を活かした教育実践を行うことができる。

●受講生へのコメント
教育実習を希望する者は前年度の教育実習ガイダンスに必ず出席し、 教育実習校に対する依頼手続きを進めて

おかなくてはならない。

●参考文献・教材
大阪市立大学編 『教育実習の手引き』

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KKPRA4402 開講期 単位数 標準履修年次

322
高等学校教育実習

前集中 2 単位 4 年
Practice in Teaching(High School)

授業形態 担当教員名

実習 柏木 敦 教授／島田 希准教授

●科目の主題
大学での教職科目で履修した教育理論を踏まえて、 教育実践を実地に体験することを通して教職に関する実践

的指導力の基礎を身につける。 教育実習を通して教職への意識をさらに高めることを目的とする。

●到達目標
大学等で学んだ教育理論に基づき、 また各学校の方針や担当教諭の方針に従って、 様々な教育実践を体験し、

教職に関する基礎的で実践的な能力を身につける。

●授業内容・授業計画
各教育実習校の計画にそって行う。

第 1回 教育実習

第 2回 教育実習

第 3回 教育実習

第 4回 教育実習

第 5回 教育実習

第 6回 教育実習

第 7回 教育実習

第 8回 教育実習

第 9回 教育実習

第 10 回 教育実習

第 11 回 教育実習

第 12 回 教育実習
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第 13 回 教育実習

第 14 回 教育実習

第 15 回 教育実習

●事前・事後学習の内容
各学校および指導教諭の指導に基づく。

●評価方法
教育実習校での評価を参考にして教育実習担当者会議で評価する。

評価観点 1　教職員と協力し、 自らの役割を積極的に果たすことができる。

評価観点 2　生徒の発達段階を考慮し、 積極的に関わることができる。

評価観点 3　事前の計画 ・ 準備を十分にし、 生徒の反応を活かした教育実践を行うことができる。

●受講生へのコメント
教育実習を希望する者は前年度の教育実習ガイダンスに必ず出席し、 教育実習校に対する依頼手続きを進めて

おかなくてはならない。

●参考文献・教材
大阪市立大学編 『教育実習の手引き』

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KKLEC4401 開講期 単位数 標準履修年次

323
教育実習事前事後指導（中・高） 前月 5 ／

後集中
1 単位 4 年

Guidance in Teaching Practice Junior High School,High School

授業形態 担当教員名

講義 柏木 敦 教授／島田 希 准教授

●科目の主題
教育実習の事前と事後において、 実習の準備と振り返りに関する指導を行う。 実習の一般的な心構えと教育現

場の教育活動に必要とされる知識 ・ 態度について理解を深める。 実習後には教育実習の反省や考察を少人数によ

る討論によって行う。

●到達目標
(1) 教育実習に必要な具体的事項を知り、 教育実習のための準備を行うことができる。

(2) 教育実習に関連する基本的な問題を理解して、 教育実習に向けた心構えができる。

(3) 学生の視点からではなく、 「教師」 の視点から学校教育を見ることができるようになる。

(4) 教育実習の体験を意義づけ、 教職に対する理解を深める。

●授業内容・授業計画
教育実習の前後に、 以下の内容について行う。

第 1回 教育実習一般について

第 2回 教育実習の心構えについて

第 3回 学校と教育実習の実際について

第 4回 同和教育 ・ 特別支援教育について

第 5回 特別支援学校参観

第 6回 なし

第 7回 教育実習後の経験交流と反省

第 8回 なし

第 9回 なし

第 10 回 なし

第 11 回 なし

第 12 回 なし

第 13 回 なし

第 14 回 なし

第 15 回 なし

●事前・事後学習の内容
事前学習 ： これまでに教職課程等で学んだ事柄を振り返り、 教育実習で取り組む課題を考える。

事後学習 ： 各自の教育実習を振り返り、 また他の履修者との経験交流を踏まえながら今後の課題を展望する。

●評価方法
毎回の講義についてのレポートによる。 本科目は、 教育実習の評価と連動しているので、 教育実習の評価と分

割して評価しない。

評価観点 1　教育実習に必要な具体的事項を理解している。
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評価観点 2　学生の視点ではなく、 教師の視点から学校教育を理解している。

評価観点 3　教育実習の体験を意義づけ、 教職をより深く理解している。

●受講生へのコメント
教育実習を行う年次に必ず出席して、 教職と教育実習への意識を高めるように心かけること。

●参考文献・教材
大阪市立大学編 『教育実習の手引き』

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLJPN2205 開講期 単位数 標準履修年次

324
書道A

後金 2 2 単位 2 ～ 4 年
Calligraphy A

授業形態 担当教員名

講義 ・ 実技 南條 佳代 非常勤講師

●科目の主題
中学校国語科書写の基礎的理解と教育実践力を養成する。

●到達目標
書写における硬筆 ・ 毛筆の用具 ・ 用材の扱い方や文字の結構法などの基礎知識や技術を講義 ・ 実技を通して

習得する。

●授業内容・授業計画
書写指導における必要な基礎知識や技術を講義 ・ 実技を通して養う。

第 1回 書写の説明、 用具 ・ 用材の扱い方

第 2回 姿勢 ・ 執筆法 ・ 基本用筆 ・ 硬筆

第 3回 点画の種類、 文字の配置 ・ 配列

第 4回 楷書　①

第 5回 楷書　②

第 6回 平仮名 ・ 片仮名

第 7回 楷書に調和する平仮名

第 8回 行書　①

第 9回 行書　②

第 10 回 行書に調和する平仮名

第 11 回 漢字仮名交じりの書

第 12 回 細字 ・ 実用書

第 13 回 創作作品

第 14 回 書写の授業の進め方

第 15 回 書写の総括

●事前・事後学習の内容
硬筆 ・ 毛筆に慣れるために、 各自授業時間外にも練習し、 課題を提出すること。

創作作品については、 課題に応じた草稿を作成し、 それを基盤に授業内に作品を完成させること。

●評価方法
提出作品 （80％） , 出席時数 （20％）

●受講生へのコメント
毛筆書写に適した用具 ・ 用材を用意すること。

毎回の課題は必ず提出し、 欠席の場合も後日提出する。

●参考文献・教材
必要に応じて、 授業時に資料を配布する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPRA1104 開講期 単位数 標準履修年次

325
教職ボランティア実習Ⅳ

後集中 2 単位 1 ～ 4 年
Volunteer Experiences for Teaching Profession 4

授業形態 担当教員名

実習 添田 晴雄 准教授

●科目の主題
大阪市学校支援学生ボランティア等に参加することにより、 学校現場の内側から学校教育の意義と課題について

体験的・実践的に考える。 また、自らのボランティア体験を踏まえ、生徒のボランティアのあり方についても考察する。

●到達目標
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評価観点 1　　　(1) 学校園においてボランティアを合計 30 時間以上行う。

評価観点 2　　　(2) ボランティア経験を通して現実の学校園について考察する。

評価観点 3　　　(3) ボランティア経験を通して自らの教職キャリア形成について考察する。

●授業内容・授業計画
この科目は1年間継続するが、履修届では後期集中講義扱いとする。ボランティアは合計30時間以上行うこととし、

2 回のレポートを課す。 Web 上で適宜、 ボランティアの進捗状況を確認し、 ボランティア経験を踏まえた意見交換を

行う。 ボランティアの日程は受け入れ校と受講生が相談の上個々に決めるが、 ボランティアのための公認欠席の措

置はとらない。 具体的な年間計画は、 第 1 回の授業で説明する。

第 1回 オリエンテーション （第 1 回授業は前期に行う→掲示等注意）

第 2回 ボランティア校の決定

第 3回 ボランティア校との打ち合わせ

第 4回 レポート A （ボランティア校決定時に作成）

第 5回 大阪市の高等学校 ・ 中学校 ・ 小学校 ・ 幼稚園におけるボランティア  （ボランティア受け入れ校
の指導に従い、 個別に活動計画を作成し実施する、 以下同様）

第 6回 大阪市の高等学校 ・ 中学校 ・ 小学校 ・ 幼稚園におけるボランティア

第 7回 大阪市の高等学校 ・ 中学校 ・ 小学校 ・ 幼稚園におけるボランティア

第 8回 大阪市の高等学校 ・ 中学校 ・ 小学校 ・ 幼稚園におけるボランティア

第 9回 大阪市の高等学校 ・ 中学校 ・ 小学校 ・ 幼稚園におけるボランティア

第 10 回 大阪市の高等学校 ・ 中学校 ・ 小学校 ・ 幼稚園におけるボランティア

第 11 回 大阪市の高等学校 ・ 中学校 ・ 小学校 ・ 幼稚園におけるボランティア

第 12 回 大阪市の高等学校 ・ 中学校 ・ 小学校 ・ 幼稚園におけるボランティア

第 13 回 大阪市の高等学校 ・ 中学校 ・ 小学校 ・ 幼稚園におけるボランティア （合計 30 時間以上）

第 14 回 ボランティア体験を踏まえたふりかえり

第 15 回 レポート B （ボランティア終了後に作成）

●事前・事後学習の内容
ボランティア受け入れ校園における学修を中心とする。

●評価方法
レポートおよび Web 上のディスカッション等により評価する。

評価観点 1　　(1) 学校園においてボランティアを合計 30 時間以上行う

評価観点 2　　(2) ボランティア経験を通して現実の学校園について考察する

評価観点 3　　(3) ボランティア経験を通して自らの教職キャリア形成について考察する

●受講生へのコメント
ボランティアの登録の関係上 （履修届では前期集中講義扱いではあるが） 第 1 回の授業は 4 月に行う。 その日

程は掲示等で指示する。 第 1 回目の授業に万一欠席し、 かつ、 受講を希望する （またはその可能性がある） 者

は掲示の指示に従い、 所定期間内に添田まで直接申し出ること。

「教職ボランティア実習Ⅰ～Ⅳ」 は、〈教科又は教職に関する科目〉 で、第 1 年次から履修できる。 「教職ボランティ

ア実Ⅳ習」 「同Ⅰ」 「同Ⅱ」 「同Ⅲ」 は、 それぞれ平成 29、 30、 31、 32 年度に提供される予定であり、 希望すれ

ば 4 年間、 毎年ボランティアを行うことも可能である。

本科目を通して大阪市立我孫子南中学校でボランティアをする場合は、原則として 「教職ボランティア実習Ⅴ」 （前

期火曜 1 限） も同時履修すること。

学校園におけるボランティア経験は、 大学での教職関連科目の学修に深みを持たせ、 また、 自らの教職適合性

を具体的に考える契機となる。 もちろん、 将来教職につくための実践的な基盤となる。 さらに、 近年の公立 ・ 私学

の教員採用選考では、 ボランティアなどの現場経験を重視する傾向にある。 教職を強く志望している者は、 積極的

に履修してほしい。

なお、 本科目の成績評価は、 前期期間中に全ボランティアを終了した場合も含めて、 すべて後期科目と同時期

となるので注意すること。

●参考文献・教材
4 月の説明会で 「教職ボランティア実習の手引き」 を配布する
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPRA1105 開講期 単位数 標準履修年次

326
教職ボランティア実習Ⅴ

前火 1 2 単位 1 ～ 4 年
Volunteer Experiences for Teaching Profession 5

授業形態 担当教員名

実習 添田 晴雄 准教授

●科目の主題
学校ボランティアを有意義に行うための準備やふりかえりを行う

●到達目標
（1） 大阪市立我孫子南中学校をフィールドにして、 学校教育の実態を踏まえ、 学校教育支援のあり方を考える。

（2） 教職キャリア形成過程における学校支援ボランティアの経験のあり方を考える。

（3） これらを踏まえて、 学校支援ボランティアの内容を企画し、 実践に向けて準備を行う。

●授業内容・授業計画
並行して履修する 「教職ボランティア実習Ⅰ～Ⅳ」 （いずれか 1 科目） を通して大阪市立我孫子南中学校にお

いて学校ボランティアを行うことを前提とし、 同校において意義あるボランティアができるようにするための準備やふり

かえり、 ボランティアの意義などの考察を行う。

第 1回 教職ボランティア実習のオリエンテーション （1）

第 2回 教職ボランティア実習のオリエンテーション （2）

第 3回 ボランティアとは

第 4回 我孫子南中学校について知る

第 5回 我孫子南中学校授業見学 （1）

第 6回 我孫子南中学校授業見学 （2）

第 7回 我孫子南中学校でのボランティアのニーズを知る

第 8回 試行ボランティアの計画づくり

第 9回 試行ボランティアの相互見学 （1）

第 10 回 試行ボランティアの相互見学 （2）

第 11 回 試行ボランティアのふりかえり （1）

第 12 回 試行ボランティアのふりかえり （2）

第 13 回 後期ボランティアの計画づくり （1）

第 14 回 我孫子南中学校担当者からの助言

第 15 回 ふりかえり

●事前・事後学習の内容
大学での授業時間以外に大阪市立我孫子南中学校において学校ボランティアを行うことを前提とする。

●評価方法
平常点およびレポート

●受講生へのコメント
履修する同一年度に、 並行して 「教職ボランティア実習Ⅰ～Ⅳ」 のうちの 1 科目を履修し、 かつ、 その科目に

関わる学校ボランティアを大阪市立我孫子南中学校で行うことを本科目の履修条件とする。

【備考】 「教職ボランティア実習Ⅰ～Ⅳ」 は、30 時間以上の学校ボランティアを行ってレポートを提出することによっ

て単位を修得するのに対し、 「教職ボランティア実習Ⅴ ・ Ⅵ」 は 「教職ボランティア実習Ⅰ～Ⅳ」 のボランティア実

習を前提として、その学校ボランティア実習の質を高めるための学修を行い、ボランティア活動を振り返り、ボランティ

ア内容を計画することを通して単位を修得する。

同年度に 「教職ボランティア実習Ⅵ」 （後期） も履修することが望ましい。

●参考文献・教材
授業中に配布する

掲載№ 授業科目名 科目 NO. KLPRA1106 開講期 単位数 標準履修年次

327
教職ボランティア実習Ⅵ

後火 1 2 単位 1 ～ 4 年
Volunteer Experiences for Teaching Profession 6

授業形態 担当教員名

実習 添田 晴雄 准教授

●科目の主題
学校ボランティアをより有意義に行うための考察を行う

●到達目標
（1） 大阪市立我孫子南中学校をフィールドにして、 学校支援ボランティアの経験を振り返る。
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（2） 教職キャリア形成過程における学校支援ボランティアの経験の意義について考える。

（3） これらを踏まえて、 学校支援ボランティアの内容の改善を企画する。

●授業内容・授業計画
並行して履修する 「教職ボランティア実習Ⅰ～Ⅳ」 （いずれか 1 科目） を通して大阪市立我孫子南中学校にお

いて学校ボランティアを行うことを前提とし、 同校におけるボランティアのふりかえりやボランティア改善のための考察

を行う。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 前期ボランティア報告

第 3回 後期ボランティア計画づくり

第 4回 我孫子南中学校授業見学 （1）

第 5回 他校ボランティア報告 （1）

第 6回 他校ボランティア報告 （2）

第 7回 ボランティア相互見学 （1）

第 8回 ボランティア相互見学 （2）

第 9回 ボランティア相互見学 （3）

第 10 回 我孫子南中学校授業見学 （2）

第 11 回 学生ボランティアに求められるもの （1）

第 12 回 学生ボランティアに求められるもの （2）

第 13 回 ボランティアのふりかえり

第 14 回 次年度ボランティアの計画づくり （1）

第 15 回 次年度ボランティアの計画づくり （2）

●事前・事後学習の内容
大学での授業時間以外に大阪市立我孫子南中学校において学校ボランティアを行うことを前提とする。

●評価方法
平常点およびレポート

●受講生へのコメント
履修する同一年度に、 並行して 「教職ボランティア実習Ⅰ～Ⅳ」 のうちの 1 科目を履修し、 かつ、 その科目に

関わる学校ボランティアを大阪市立我孫子南中学校で行うことを本科目の履修条件とする。

【備考】 「教職ボランティア実習Ⅰ～Ⅳ」 は、30 時間以上の学校ボランティアを行ってレポートを提出することによっ

て単位を修得するのに対し、 「教職ボランティア実習Ⅴ ・ Ⅵ」 は 「教職ボランティア実習Ⅰ～Ⅳ」 のボランティア実

習を前提として、その学校ボランティア実習の質を高めるための学修を行い、ボランティア活動を振り返り、ボランティ

ア内容を計画することを通して単位を修得する。

同年度に 「教職ボランティア実習Ⅴ」 （前期） も履修することが望ましい。

●参考文献・教材
授業中に配布する
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博  物  館  に  関  す  る  科  目
掲載№ 授業科目名 科目 NO. MULEC1101 開講期 単位数 標準履修年次

328
生涯学習概論

後金 5 2 単位 1 ・ 2 年
Introduction to Lifelong Education

授業形態 担当教員名

講義形式 赤尾 勝己 非常勤講師

●科目の主題
本講義では、 生涯学習に関する理論と実態を把握し、 そのあり方について考える。

●到達目標
今日の後期近代社会における人々の生涯学習がミクロ ・ レベル、 マクロ ・ レベル、 グローバル ・ レベルでどのよ

うな様相を呈しどのような問題に直面しているか構造的に理解することができる。

●授業内容・授業計画
下記の教科書の目次に沿って授業を進める。 第 1 部学習社会学理論のフロンティア （第 1 回～第 5 回）、 第 2

部学習社会学のケーススタディ （第 6 章～第 10 章）。 第 11 回からはパワーポイント等による資料を配布する。

第 1回 第 1 章　「生涯発達」 の社会学

第 2回 第 2 章　「学習の可視化」 の社会学

第 3回 第 3 章　「学習する組織」 の社会学

第 4回 第 4 章　「学習都市」 の社会学

第 5回 第 5 章　「学力 ・ 能力のグローバル化」 をめぐる社会学

第 6回 第 6 章 　ライフコースにおけるジェンダー意識の変容

第 7回 第 7 章　 移動する子どもたちの文化とアイデンティティ

第 8回 第 8 章　生涯学習政策 ・ 行政の動向と課題

第 9回 第 9 章 　シティズンシップ教育から 「シティズンシップ学習」 へ

第 10 回 第 10 章　移民 ・ 移住者のシティズンシップの獲得をめぐって

第 11 回 図書館

第 12 回 博物館

第 13 回 公民館および生涯学習関連施設

第 14 回 生涯学習社会の可能性と課題

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
第 1 回から第 10 回は、 事前に教科書の該当章を読んでおくこと。

第 11 回からは事後に復習をしておくこと。

●評価方法
論述式の筆記試験による。 前年度の様式を公開します。 詳細は初回の授業時に説明します。

●受講生へのコメント
本科目は、 博物館学芸員の資格取得のための必修科目であるが、 受講生の皆さんには、 博物館だけでなく、 よ

り広く人々の生涯にわたる学習が、 どのようなメカニズムによってなされ、 国家や行政や企業によって支援 ・ 振興 ・

管理されようとしているのかについて、 批判的な観点をもちながら学んでほしい。 この講義では社会学的なセンスが

必要とされる。

●参考文献・教材
教科書　赤尾勝己編著 『学習社会学の構想』 晃洋書房、 2017 年。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. MULEC1102 開講期 単位数 標準履修年次

329
博物館概論

前水 5 2 単位 1 ・ 2 年
Introduction to Museology.

授業形態 担当教員名

講義 岸本 直文 教授

●科目の主題
博物館科目の入口となる科目であり、 博物館の学芸員をめざそうという受講生に対し、 わが国の博物館が現代に

いたるまでどのような歴史的過程を経てきたのか、 どのような社会的機能が期待されているのか、 といった博物館を

めぐる状況全般について基礎的な知識と理解を身につける。

●到達目標
博物館の現況を歴史的側面、 現代社会的側面から考え、 博物館の意義と抱える課題、 今後のあり方について、
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学芸員をめざす諸君に考えてほしい。

●授業内容・授業計画
パワーポイントも使いながら、 博物館科目の導入として、 博物館について知っておくべき事項を概括する。

第 1回 博物館とはなんだろう

第 2回 博物館と法律

第 3回 生涯学習と博物館

第 4回 世界の博物館の歴史

第 5回 文化財は誰のものか

第 6回 日本の博物館の歴史

第 7回 大阪の博物館

第 8回 公立博物館の運営

第 9回 自治体の文化政策

第 10 回 博物館の資料

第 11 回 博物館資料の保存　学芸員の研究

第 12 回 博物館の展示

第 13 回 博物館の教育

第 14 回 博物館の評価

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
普段から、 身近なところにあるものはもちろん、 旅先など出かける機会に際して、 博物館や美術館を訪れるように

してほしい。 毎回の授業時に配布した資料に即して、 それを見返しておくこと。

●評価方法
試験 （50 点） および授業時に書いてもらったり授業時に指示するレポート等の課題 （50％） により評価する。

●受講生へのコメント
博物館の学芸員の仕事は多様でその役割はたいへんであるが、 専門性を活かし、 資料を扱うプロとして、 地域

の文化を守り人材を育てる重要な役割を担う職務であることを意識してほしい。

●参考文献・教材
必要な資料を配付する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. MULEC1103 開講期 単位数 標準履修年次

330
博物館経営論

前火 4 2 単位 2 ・ 3 年
Museum Management

授業形態 担当教員名

講義 澤井 浩一 非常勤講師

●科目の主題
博物館施設の組織体制や日常運営の実態等、 博物館経営の現状と課題を考える。

●到達目標
歴史 ・ 美術 ・ 自然史などの幅広い分野の博物館施設の実例を学び、 博物館経営に関する基礎的な知識を習得

するとともに、 博物館が今後社会のなかで果たすべき役割について自分の考えをまとめることができるようにする。

●授業内容・授業計画
博物館の組織体制や日常運営について実例を紹介する。

博物館の使命や計画、 評価について、 作成や実施の手順を紹介する。

博物館における連携や市民参加といった現在特に注目を集める分野について実例を紹介する。

第 1回 イントロダクション

第 2回 ミュージアムマネジメントとわが国の博物館

第 3回 運営の実態 （組織体制 ・ 財務 ・ 日常運営 ・ 設備等）

第 4回 歴史系博物館の運営

第 5回 美術館の運営

第 6回 自然史系博物館の運営

第 7回 博物館の使命 ・ 計画 ・ 評価

第 8回 専門館の運営 1

第 9回 専門館の運営 2

第 10 回 博物館と倫理

第 11 回 博物館における市民参加
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第 12 回 他館 ・ 他施設との連携

第 13 回 公共施策や地域との関係

第 14 回 博物館経営の現状と課題

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
関心のある分野でかまわないので、 日頃から博物館施設の見学や事業への参加をおこない、 博物館施設の実

際を自分の目で確認しておいてほしい。 特に、 講義に登場した博物館 ・ 美術館などは、 具体の展示活動などを可

能な限り実見しておくこと。

●評価方法
試験を基本とし、 コミュニケーションカードによる出欠も加味する。

●受講生へのコメント
大学のキャンパスメンバーズ制度を活用して、 まずは大阪市内の博物館施設のなかから興味ある美術館 ・ 博物

館へ行こう。 大学生である間に博物館施設を利用する方法を身につけよう。

●参考文献・教材
講義において指示する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. MULEC1104 開講期 単位数 標準履修年次

331
博物館資料論

後水 5 2 単位 2 ・ 3 年
Museum Materials

授業形態 担当教員名

講義 前田 洋子 非常勤講師

●科目の主題
今日の博物館における基本的な機能と活動が、 如何に優秀な博物館資料の収集・整理・保管・管理、 及び調査・

研究活動によっているかについて確認し、 その過程における諸問題を提供しながら現時点での解答を追及してゆく。

●到達目標
博物館資料の収集 ・ 整理 ・ 保管 ・ 管理、 及び博物館における資料調査 ・ 研究活動に関する理論と実践につい

て学習し、 学生個々人が 21 世紀博物館の理想像を構築することを目標とする。

●授業内容・授業計画
博物館学総論における資料論を、 他の各論との関わりを重視しつつ、 以下の課程により授業を進める。

第 1回 科目の授業概要説明とグループでの議論 ( テーマは時宜に応じて提起する )

第 2回 グループ議論の結果報告 ・ 討議の中で、 時宜に応じた授業暦を完成

第 3回 博物館学総論における博物館資料論の位置づけ～博物館の基本的機能と活動～

第 4回 博物館資料化の過程について

第 5回 博物館の基本的機能と活動～博物館資料の収集 （Ⅰ）

第 6回 博物館の基本的機能と活動～博物館資料の収集 ( Ⅱ )

第 7回 博物館の基本的機能と活動～博物館資料の整理 ( Ⅰ )

第 8回 博物館の基本的機能と活動～博物館資料の整理 ( Ⅱ )

第 9回 博物館の基本的機能と活動～博物館資料の管理 ・ 保管 ( Ⅰ )

第 10 回 博物館の基本的機能と活動～博物館資料の管理 ・ 保管 ( Ⅱ )

第 11 回 博物館の基本的機能と活動～博物館資料の調査 ・ 研究 ( Ⅰ )

第 12 回 博物館の基本的機能と活動～博物館資料の調査 ・ 研究 ( Ⅱ )

第 13 回 履修生の総意に基く近郊の博物館施設の見学による学外授業

第 14 回 見学による学外授業のグループでの議論 ・ 結果報告 ・ 討議

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
4 回～ 12 回博物館資料論 （基本的機能と活動） 本論の事前事後学習の内容

＊はじめに - 博物館学とは？ - 博物館が誕生する契機となった出来事 - その実は裏腹な行為で成り立っている

博物館の仕事

＊博物館の基本的機能と活動 - 博物館学各論の領域

＊博物館資料とは - 博物館資料収集の目的 - 博物館資料収集の方法 - 博物館資料収集において留意するべき

こと

＊博物館資料化の過程事務 - 受入の手続き - 資料収集委員会 ・ 資料評価委員会の開催 - 資料原簿と各種台

帳と調査記録

＊博物館資料の分類 - 大分類 ・ 細分類 - 規制学問分野の資料分類と博物館独自の分類
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＊博物館収蔵庫における資料の管理 ・ 保管 - 収蔵庫以外での管理 ・ 保管 - 現地における博物館資料の管理 ・

保管

＊世界遺産、 国 ・ 地方公共団体指定文化財の展示 ・ 公開と管理 ・ 保管の推移

＊博物館資におけ資料の調査研究と他の調査研究機関との相違 ・ 協調 ・ 成果の活用

＊博物館における普及教育 ・ 学習支援活動の位置づけ - 現状と将来展望

●評価方法
定期試験 （40%）、 課題レポート （40%）、 及び平常点 （20%） により評価。

●受講生へのコメント
博物館概論を履修終了して受講されることを勧める。

●参考文献・教材
授業中に適宜指示、 紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. MULEC1105 開講期 単位数 標準履修年次

332
博物館資料保存論

前金 4 2 単位 2 ・ 3 年
Preservation Museum Collection

授業形態 担当教員名

講義 豆谷 浩之 非常勤講師

●科目の主題
博物館資料の保存 ・ 修復について、 多分野の博物館の具体例を通じて学ぶ。

●到達目標
博物館において、 さまざまな分野の資料を、 展示環境や収蔵環境を含めて良好な状態で保存 ・ 継承するために

必要な基礎的知識や技術を身につけるとともに、 資料の修復や科学的分析についても、 最新の成果を含めて習得

する。

●授業内容・授業計画
考古 ・ 歴史 ・ 美術 ・ 自然史等に関する諸資料について、 保存や修復に必要な基礎知識を学ぶ。 温湿度や光、

虫害等に関する備えについて実例に即して紹介する。 資料の修復や処理に関して、 保存科学の観点から最新成

果等を学ぶ。

第 1回 イントロダクション

第 2回 資料の状態調査 ・ 現状把握

第 3回 資料の科学的保存処理

第 4回 資料の修復 ・ 修理 （考古）

第 5回 自然環境の保護 （生物多様性 ・ 種の保存を含む） ①

第 6回 自然環境の保護 （生物多様性 ・ 種の保存を含む） ②

第 7回 資料の梱包と輸送　資料の取り扱い

第 8回 資料の修復 ・ 修理 （美術 ・ 歴史）

第 9回 資料保存の諸条件とその影響 （温湿度、 光、 振動、 大気等）、 生物被害と IPM （総合的有害
生物管理）

第 10 回 災害の防止と対策 （火災、 地震、 水害、 盗難等）

第 11 回 伝統的保存方法

第 12 回 収蔵の保存環境

第 13 回 展示の保存環境

第 14 回 地域資源 ・ 文化財の保存と活用

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
各自で博物館 ・ 美術館を見学したときに、 展示物の保護や展示環境の維持管理のためにどのような工夫がなさ

れているかということを念頭に置いて見るようにしてください。 新たな気づきがあるかもしれません。

●評価方法
平常点 (100%)　コミュニケーションカードにより各回の講義内容をどれだけ理解したかを総合的に評価します。

●受講生へのコメント
大阪市の博物館 ・ 美術館や文化財保存の仕事に従事する複数の講師による、 実例に即した内容の講義です。

●参考文献・教材
授業中に適宜指示、 紹介する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. MULEC1106 開講期 単位数 標準履修年次

333
博物館展示論

後金 4 2 単位 2 ・ 3 年
Museum Exhibition

授業形態 担当教員名

講義 川端 清司 非常勤講師

●科目の主題
博物館機能の中心となる展示について、 多分野の博物館の具体例を通じて学ぶ。

●到達目標
博物館の展示について、 歴史 ・ 美術 ・ 自然史など幅広い分野の実践例を通じて、 理論や具体的技術 ・ 手法を

習得し、 博物館の展示機能に関する基礎的能力を養う。 あわせて、 特別展 ( 企画展 ) 等の企画から実施までの具

体的手続きについて学ぶ。

●授業内容・授業計画
さまざまな博物館 ・ 美術館での展示の実例を学ぶ。 資料毎の特性に基づいた展示 ・ 解説手法を学ぶ。

展覧会の企画から実施までを実例に即して紹介する。

展示手法や技術について紹介する。

第 6 回 ・ 第 7 回の現地見学は、 講義の時間とは別枠で、 指定する土曜日の 1 日で 2 施設を見学 ・ 受講し、 2

回分の講義内容とする。 第 10 回の現地見学は講義時間内に実施予定。 現地見学の日程 ・ 時間等は初回の講義

やポータルサイトで提示します。

第 1回 イントロダクション　展示とは

第 2回 美術資料 ・ 文化財の展示手法、 展示に関する諸問題

第 3回 歴史展示に関する諸問題

第 4回 考古資料の展示、 遺跡の利用

第 5回 建築資料の展示

第 6回 展示の諸形態 1 東洋陶磁美術館  ( もしくは大阪市立美術館 ) の展示 ( 現地見学と講義 )

第 7回 展示の諸形態 2 大阪市立科学館  ( もしくは歴史博物館 ) の展示  ( 現地見学と講義 )

第 8回 自然史資料の展示手法

第 9回 特別展の企画と運営

第 10 回 展示の諸形態 3 自然史博物館の展示 ( 現地見学と講義 )

第 11 回 巡回展示の企画と運営

第 12 回 海外資料の展示に関する諸問題

第 13 回 展示技術のいろいろ

第 14 回 観覧者からみた展示

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
将来学芸員という仕事をめざす受講生にとって、 いろいろな機会に多種多様な博物館を訪れて、 展示を見学す

るとともに、 展示以外の博物館活動に触れておくことがのぞましい。 その経験があると、 各回の講義内容の理解度

も深まると考える。

　なおこの授業内容には、 実践的な内容が中心となるため、 「博物館の展示」 ・ 「展示論」 などに関した教科書

に触れておくことを薦める。

●評価方法
授業中のミニレポート （60％） と出席点 （40％） により総合的に評価する予定。

●受講生へのコメント
授業内容 ・ 計画にもあるように、 大阪市立の博物館施設について、 3 回分の現地見学、 現地講義があります。

特に第 6 回、 第 7 回は通常の講義日程とは別に指定した日時となるので注意してください。 各回ともに、 現職学芸

員による実践経験に裏打ちされた講義内容で、 教科書的な 「展示論」 とはひと味違う講義を展開します。

●参考文献・教材
授業中に適宜指示、 紹介する。
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掲載№ 授業科目名 科目 NO. MULEC1107 開講期 単位数 標準履修年次

334
博物館教育論

後水 1 2 単位 2 ・ 3 年
Museum Education

授業形態 担当教員名

講義 井上 敏 非常勤講師

●科目の主題
博物館における博物館教育の意義と理念について講義を行い、事例の紹介も行います。 また博物館教育を企画、

実施する際に必要となる視点を習得してもらいます。

●到達目標
博物館の諸機能のうち、 博物館教育の重要性を認識し、 博物館における教育活動の基盤となる理論や実践に関

する知識と方法を習得し、 博物館教育を企画、 実施するための基礎的能力や必要となる視点を養うことを目標とし

ます。

●授業内容・授業計画
以下の内容の講義を予定しています。 但し、 まだ変更の余地があり、 講義の第 1 回目で改めて告知します。

第 1回 ガイダンス

第 2回 人の学びと博物館

第 3回 博物館教育の意義と理念 （1） －コミュニケーションとしての博物館教育

第 4回 博物館教育の意義と理念 （2） －生涯学習の場としての博物館

第 5回 博物館教育の意義と理念 （3） －人材養成の場としての博物館

第 6回 博物館教育の意義と理念 （4） －地域における博物館

第 7回 博物館教育の意義と理念 （5） －博物館リテラシーの涵養

第 8回 博物館の利用と学び （1） －博物館の利用実態

第 9回 博物館の利用と学び （2） －博物館体験

第 10 回 博物館の利用と学び （3） －博物館における学びの特性

第 11 回 博物館教育の実際 （1） －博物館教育活動の手法 （館内）

第 12 回 博物館教育の実際 （2） －博物館教育活動の手法 （館外）

第 13 回 博物館教育の実際 （3） －博物館教育活動の企画と実施

第 14 回 博物館教育の実際 （4） －博物館と学校教育

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
事前の学習については講義前から積極的に博物館 （ミュージアム、 動物園や植物園、 水族館も含む） に行き、

積極的に見学すること。 その際、ただ展示を見るだけでなく、教育普及に関わる事業 （ワークシートやワークショップ、

講演会やギャラリートーク等） に関する情報を積極的に集めておいてください。 事後の学習についても更に博物館

に行ってもらうことに変わりません。 しかし講義内で学んだ生涯学習の理論を思い起こしつつ、 学んだことと実際の

教育普及事業との関わりについてよく考えてください。 そして自分であれば、 見学した館の教育普及事業について

どのように展開していくのかを考えてみてください。

●評価方法
試験 70％と受講態度 30％ ( 出席点を含む） で評価する予定です。 この点については 1 回目の講義で改めて告

知します。

●受講生へのコメント
博物館 （ミュージアム） は貴重な博物館資料を後世に残すという使命を持つ一方で、 図書館などとともに生涯学

習機関として、 人の生涯にわたる学びを行う場であり、 それをサポートする使命を持っています。 そのことをこの講

義で認識してもらい、 そこから受講生各人が博物館 （ミュージアム） の持つポテンシャルをどう引き出すか、 博物館

（ミュージアム） が生涯学習の面でどのような貢献ができるのか、 を考えてほしいと思います。

●参考文献・教材
講義中に指示します。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. MULEC1108 開講期 単位数 標準履修年次

335
博物館情報・メディア論

前金 2 2 単位 2 ・ 3 年
Museum Information and Media

授業形態 担当教員名

講義 吉田 健 非常勤講師

●科目の主題
本講義では、 博物館で利用されているメディアに焦点を当て、 それらの特性を正しく理解することを目指す。 そ
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のためにメディア利用の歴史を振り返る。 さらに、 様々な情報を、 メディアを使って来館者らに的確に伝えられるよう

な方策を考えていく。

●到達目標
博物館の展示や教育普及活動で取り扱う情報にはどの様なものがあるのかを理解し、 メディアを活用しながら展

示したり情報発信することが可能となるようにする。 また、 インターネットの利用や新しいデジタルメディアの登場など

の変化に対応できるようにすることを目指す。

●授業内容・授業計画
さまざまなメディアについて、 その特徴や歴史を概観しながら、 博物館における利用を考えていく。

第 1回 オリエンテーション

第 2回 コミュニケーションとメディア

第 3回 博物館と学習

第 4回 メディアの歴史―言語と文字

第 5回 メディアの歴史―印刷

第 6回 メディアの歴史―写真と映像

第 7回 メディアの歴史―通信

第 8回 メディアの歴史―マスメディア

第 9回 メディアを使った教育の歴史

第 10 回 博物館での情報発信―映像展示

第 11 回 博物館での情報発信―コンピュータの活用

第 12 回 博物館での情報発信―携帯型情報端末の活用

第 13 回 博物館からの情報発信―広報紙の作成

第 14 回 博物館からの情報発信―インターネットの活用

第 15 回 まとめ

●事前・事後学習の内容
授業で配布した資料をよく読み、 次回の講義に備えてください。

また、 事前学習として課題を設定することもあります。

●評価方法
期末のレポート 60%、 授業中の小課題 20%、 授業へ取り組む姿勢など平常点 20%。

●受講生へのコメント
多くの博物館や科学館を訪れて、 どんな情報があるのか、 どの様なメディアを活用しているのかを実際に見てくだ

さい。 そして、 自分ならどの様に情報を展示するのか、 発信するのか、 考えてみてください。

●参考文献・教材
講義の中で紹介する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. MUPRA3301 開講期 単位数 標準履修年次

336
博物館実習Ⅰ

前後火 5 2 単位 3 ・ 4 年
Practi ｃ al Work in Museum

授業形態 担当教員名

実習 岸本 直文 教授

●科目の主題
博物館の実際を見る見学実習、 大学に所蔵 ・ 保管する考古資料 ・ 文書 ・ 自然系標本などを扱い調書を取るな

どの実務実習、 写真撮影を含む資料化、 関連資料のスキャニング、 それらを用いた絵はがき ・ チラシ ・ 資料カー

ドなどの作成、 そうした基礎的訓練の上に、 博物館の展示活動に準じた実習展示を学術情報総合センターを利用

して行う。 企画立案、 展示物の選定、 パネルや解説文の作成、 説明リーフレットの作成、 そして実際の展示を実施

する。

●到達目標
見学実習は、博物館に関する科目の履修を踏まえ、いくつかの観点の項目を定めた上で、博物館を実際に訪れ、

施設や展示などについて論評し、 改善方策を提案する力量を養う。 実務実習は、 館園実習の前に、 実際に資料

にふれ、その取り扱いの基礎を学ぶ。 そして、受講者の討論により実習展示企画をまとめ、パネルの作成等の準備、

実際の陳列や解説まで、 博物館活動の柱である企画展実施のひととおりのプロセスを経験する。

●授業内容・授業計画
通年で実施する。 前期は見学実習と実務実習が中心となり、 後期は模擬展示が中心となる。 夏休み中に自主見

学を求める。

第 1回 オリエンテーション通年のスケジュール説明／見学実習の説明／実習展の説明
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第 2回 見学実習 （1）

第 3回 見学実習についてのレポートにもとづく討論 （1）

第 4回 見学実習 （2）

第 5回 見学実習についてのレポートにもとづく討論 （2）

第 6回 見学実習 （3）

第 7回 見学実習についてのレポートにもとづく討論 （3）

第 8回 実務実習①写真撮影

第 9回 実務実習①考古資料の取り扱い

第 10 回 実務実習②古文書の取り扱い

第 11 回 実務実習③自然系標本の取り扱い

第 12 回 実務実習④大学史資料室の見学と展示業務の講義

第 13 回 展示企画の立案①

第 14 回 展示企画の立案②

第 15 回 館園実習事前指導

●事前・事後学習の内容
実習であるので、 毎回の授業時に真摯に取り組むこと。 実習展企画や準備に際しては、 企画案を考えたり、 班

に分かれてそれぞれの分担についての下調べなど、 準備が必要である。 また毎回、 内容を振り変えること。

●評価方法
第 1 回　館園実習事後指導　実習展の説明

第 2 回　展示研究①企画案の研究 1

第 3 回　展示研究②企画案の研究 2

第 4 回　展示研究③企画案の研究 3 （企画案の検討含む）

第 5 回　展示企画企画の最終的な検討出品リスト ・ パネル ・ リーフレットの検討

第 6 回　展示準備①

第 7 回　展示準備②

第 8 回　展示準備③

第 9 回　展示Ａ設営

第 10 回　この間に実習展Ａの解説

第 11 回　展示Ａ撤収／展示Ｂ設営

第 12 回　実習展Ａの振り返り （この間に実習展Ｂの解説）

第 13 回　実習展報告書の準備／展示Ｂ撤収

第 14 回　実習展報告書の仕上げ

第 15 回　まとめ

出席、 レポートおよび討論への参加状況、 実習展の企画 ・ 準備などの状況を総合的に判断する。

●受講生へのコメント
今年度は、 大学市史資料室の展示設計を織り込んでいく予定である。 通年科目であり、 1 年を通じての出席が

必要である。 また、 博物館見学は、 時間割の時間外となる。 さらに実習展では、 企画や研究などの準備作業が必

要であるとともに、 一定の到達のために実習時間を越えて進めなければならない場合もありうる。 過大な負担になら

ないようにするが、 一方で作り上げることの楽しみを体感できるよう努めたい。 受講生にも、 通常の講義ではない博

物館実習の特性を理解しておいてほしい。

●参考文献・教材
教材必要に応じて資料を配付する。

掲載№ 授業科目名 科目 NO. MUPRA3302 開講期 単位数 標準履修年次

337
博物館実習Ⅱ

前集中 1 単位 3 ・ 4 年
museum practice

授業形態 担当教員名

実習 岸本 直文 教授

●科目の主題
博物館実習 I をふまえ、 博物館施設において博物館活動の基本について学ぶ。

●到達目標
博物館施設により扱う資料や実習内容に差はあるが、 施設、 資料の保管、 資料の扱い、 展示、 普及活動、 運

営等について、 学芸員の方々から博物館の基本的活動について学び、 学芸員業務の実際を学習する。

●授業内容・授業計画
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4 ～ 5 日の集中講義の形式で、 夏休み期間に行う。 内容は各館の館園実習メニューによる。

第 1回 －

第 2回 －

第 3回 －

第 4回 －

第 5回 －

第 6回 －

第 7回 －

第 8回 －

第 9回 －

第 10 回 －

第 11 回 －

第 12 回 －

第 13 回 －

第 14 回 －

第 15 回 －

●事前・事後学習の内容
履修生に配布する 「博物館実習の栞」 をよく読んでおき、 博物館実習Ⅰで学んだことを振り返っておくこと。 そし

て限られた実習期間のなかで、 できるだけのことを吸収するよう真摯に取り組むとともに、 日々、 その日の実習内容

をレポートにまとめ振り返ること。

●評価方法
全期間出席することが必須である。 また博物館実習 I に組み込んで実施している事前事後指導を受けなければ

ならない。 その上で、 実習内容について、 日々学んだ点をまとめたレポートにまとめ、 全体を通しての反省 ・ 自己

評価等からなるレポートをあわせた実習レポートを提出する。 事後指導の討論を含めて総合的に判定する。

●受講生へのコメント
前期の履修登録期間においては、各館の実習期間が決まっていない場合があるが、必ず登録を済ませておくこと。

博物館実習Ⅰの初回に博物館実習Ⅱ （館園実習） のガイダンスを、 博物館実習Ⅰの前期最終回および後期初回

に博物館実習Ⅱ （館園実習） の事前指導と事後指導を実施する。 博物館実習Ⅰを履修済みで、 博物館実習Ⅱの

みの履修者は、 これら 3 回に必ず出席すること。

●参考文献・教材
各受け入れ館による。
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Appendix

●文学部・文学研究科　教員名簿

●教室見取り図（１号館、全学共通教育棟、法学部棟）

●杉本キャンパスマップ





教 員 名 簿
平成 29 年 4 月 1 日現在

１．  氏名の配列は、専修ごとに専任教員、特任教員とし、
非常勤講師は五十音順とし た。

２．  専任教員の氏名の順は、職階別に年齢順とし、非常
勤講師の氏名の順は五十音順とした。

３．  備考欄には、研究科長、評議員、教務委員、学生担
当委員、教室代表および 1回生担任を記入した。

氏　　　名 職　名 教員研究室
電話番号 メールアドレス 備　　　考

哲 学 教 室

専　　任

仲　原　　　孝 教 授 06-6605-2358 nakahara.nvz@nifty.com １回生担任

高　梨　友　宏 教 授 06-6605-2365 takanash@lit.osaka-cu.ac.jp 教室代表

土　屋　貴　志 准教授 06-6605-2356 tsuchiya@lit.osaka-cu.ac.jp

佐　金　　　武 講 師 06-6605-2361 sakon@lit.osaka-cu.ac.jp

日本史学教室

専　　任

塚　田　　　孝 教 授 06-6605-2390 tsukada@lit.osaka-cu.ac.jp 教室代表

仁　木　　　宏 教 授 06-6605-2391 niki@lit.osaka-cu.ac.jp 研究科長

岸　本　直　文 教 授 06-6605-2395 kishimot@lit.osaka-cu.ac.jp

佐　賀　　　朝 教 授 06-6605-2398 a-saga@lit.osaka-cu.ac.jp

磐　下　　　徹 准教授 06-6605-2393 iwashita@lit.osaka-cu.ac.jp １回生担任

世界史学教室

専　　任

平　田　茂　樹 教 授 06-6605-2394 hirata@lit.osaka-cu.ac.jp 教室代表

野　村　親　義 准教授 06-6605-2396 nomura@lit.osaka-cu.ac.jp

上　野　雅由樹 准教授 06-6605-2397 mueno@lit.osaka-cu.ac.jp

大　黒　俊　二 教 授 06-6605-2401 ooguro@lit.osaka-cu.ac.jp

北　村　昌　史 教 授 06-6605-2378 kitamasa@lit.osaka-cu.ac.jp

草　生　久　嗣　 准教授 06-6605-2438 kusabu@lit.osaka-cu.ac.jp １回生担任

井　上　　　徹 教 授 06-6605-2399 inouet@lit.osaka-cu.ac.jp

（大阪市立大学理事兼副学長） 06-6605-2003 t-inoue@ado.osaka-cu.ac.jp
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氏　　　名 職　名 教員研究室
電話番号 メールアドレス 備　　　考

社 会 学 教 室

専　　任

進　藤　雄　三 教 授 06-6605-2368 shindou@lit.osaka-cu.ac.jp

石　田　佐恵子 教 授 06-6605-2367 ishita@lit.osaka-cu.ac.jp

伊地知　紀　子 教 授 06-6605-2370 ijichi@lit.osaka-cu.ac.jp

川　野　英　二 教 授 06-6605-2366 kawano@lit.osaka-cu.ac.jp 教室代表

笹　島　秀　晃 講 師 06-6605-2371 sasajima@lit.osaka-cu.ac.jp １回生担任

心 理 学 教 室

専　　任

池　上　知　子 教 授 06-6605-2376 ikegami@lit.osaka-cu.ac.jp
（大阪市立大学副学長）

山　　　祐　嗣 教 授 06-6605-2377 yama@lit.osaka-cu.ac.jp 教室代表

川　邉　光　一 准教授 06-6605-2380 kawabe@lit.osaka-cu.ac.jp 教務委員・1回生担任

佐　伯　大　輔 准教授 06-6605-2373 saeki@lit.osaka-cu.ac.jp

教 育 学 教 室

専　　任

柏　木　　　敦 教 授 06-6605-2388 kashiwag@lit.osaka-cu.ac.jp 教室代表

添　田　晴　雄 准教授 06-6605-2466 soeda@lit.osaka-cu.ac.jp

森　　　久　佳 准教授 06-6605-2461 hmori@lit.osaka-cu.ac.jp

島　田　　　希 准教授 06-6605-2389 nshimada@lit.osaka-cu.ac.jp 教務委員・1回生担任

地 理 学 教 室

専　　任

大　場　茂　明 教 授 06-6605-2402 oba@lit.osaka-cu.ac.jp

山　﨑　孝　史 教 授 06-6605-2407 yamataka@lit.osaka-cu.ac.jp

祖　田　亮　次 教 授 06-6605-2453 soda@lit.osaka-cu.ac.jp 教室代表

木　村　義　成 准教授 06-6605-2404 yoshi@lit.osaka-cu.ac.jp １回生担任

水　内　俊　雄 教 授 06-6605-2406 mizuuchi@lit.osaka-cu.ac.jp

（大阪市立大学都市研究プラザ教授）
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氏　　　名 職　名 教員研究室
電話番号 メールアドレス 備　　　考

国語国文学教室
専　　任
丹　羽　哲　也 教 授 06-6605-2410 niwa@lit.osaka-cu.ac.jp 教室代表
小　林　直　樹 教 授 06-6605-2409 kobayasn@lit.osaka-cu.ac.jp 副研究科長
久　堀　裕　朗 教 授 06-6605-2412 kubori@lit.osaka-cu.ac.jp
奥　野　久美子 准教授 06-6605-2414 okuno@lit.osaka-cu.ac.jp １回生担任
山　本　真由子 講 師 06-6605-2413 yamamoto@lit.osaka-cu.ac.jp

中 国 語 中 国 文 学 教 室
専　　任
松　浦　恆　雄 教 授 06-6605-2421 daaibaanyan@yahoo.co.jp 教室代表
岩　本　真　理 教 授 06-6605-2418 ybzljp@yahoo.co.jp
張　　　新　民 教 授 06-6605-2415 cho@lit.osaka-cu.ac.jp １回生担任
大岩本　幸　次 准教授 06-6605-3054 ooiwamot@lit.osaka-cu.ac.jp

英 米 言 語 文 化 教 室
専　　任
杉　井　正　史 教 授 06-6605-2433 sugiim@lit.osaka-cu.ac.jp
田　中　孝　信 教 授 06-6605-2435 tanakat@lit.osaka-cu.ac.jp 教室代表
イアン・リチャーズ 准教授 06-6605-2436 richard@lit.osaka-cu.ac.jp
（Ian, RICHARDS）
古　賀　哲　男 准教授 06-6605-2437 koga@lit.osaka-cu.ac.jp １回生担任
豊　田　純　一 准教授 06-6605-2428 toyotaj@lit.osaka-cu.ac.jp

ドイツ語フランス語圏言語文化教室
専　　任
神　竹　道　士 教 授 06-6605-2450 kamitake@lit.osaka-cu.ac.jp 学生担当委員
髙　井　絹　子 准教授 06-6605-2446 takai@lit.osaka-cu.ac.jp
長谷川　健　一 講 師 06-6605-2447 hasek@lit.osaka-cu.ac.jp
福　島　祥　行 教 授 06-6605-2454 fukushim@lit.osaka-cu.ac.jp 教室代表・教務委員長
白　田　由　樹 准教授 06-6605-2458 shirata@lit.osaka-cu.ac.jp １回生担任
原　野　葉　子 准教授
特任教員
ジモン・エルトレ 特任講師
（Simon,OERTLE）
ロラン・バレイユ 特任講師
（Laurent,BAREILLE）
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氏　　　名 職　名 教員研究室
電話番号 メールアドレス 備　　　考

言語応用教室

専　　任

関　　　茂　樹 教 授 06-6605-2422 sekis@lit.osaka-cu.ac.jp 学生担当委員

井　狩　幸　男 教 授 06-6605-2423 ikari@lit.osaka-cu.ac.jp １回生担任

山　崎　雅　人 教 授 06-6605-2416 yamazaki@lit.osaka-cu.ac.jp

田　中　一　彦 教 授 06-6605-2467 tanakak@lit.osaka-cu.ac.jp 教室代表

表現文化教室

専　　任

三　上　雅　子 教 授 06-6605-2449 mikamimasako@hotmail.com

小田中　章　浩 教 授 06-6605-2456 odanaka@lit.osaka-cu.ac.jp

野　末　紀　之 教 授 06-6605-2425 nozue@lit.osaka-cu.ac.jp 教室代表

高　島　葉　子 准教授 06-6605-2434 takashim@lit.osaka-cu.ac.jp １回生担任

海老根　　　剛 准教授 06-6605-2386 ebine@lit.osaka-cu.ac.jp

特任教員

江　村　　　公 特任講師

アジア都市文化学教室

専　　任

野　崎　充　彦 教 授 06-6605-2465 nozaki@lit.osaka-cu.ac.jp 教室代表

多和田　裕　司 教 授 06-6605-2375 tawada@lit.osaka-cu.ac.jp 教育研究評議会委員

菅　原　真　弓 教 授

堀　　　まどか 准教授 06-6605-2198 horimado@lit.osaka-cu.ac.jp

増　田　　　聡 准教授 06-6605-2457 masuda@lit.osaka-cu.ac.jp

天　野　景　太 准教授 06-6605-2403 amano@lit.osaka-cu.ac.jp

全学教職課程特任教員

藤　原　靖　浩 特任講師
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非 常 勤 講 師

赤　尾　勝　己 関西大学文学部教授
　生涯学習概論

網　　　伸　也 近畿大学文芸学部教授
　日本史特講Ⅰ

石　川　　　優 大阪市立大学非常勤講師
　文学部基礎演習b　表現文化講読Ⅲ

井　上　　　敏 桃山学院大学経営学部准教授
　博物館教育論

岩　本　賢　治 京都橘大学教授
　社会科・公民科教育法Ⅰa b ・Ⅱa b

上　垣　　　豊 龍谷大学法学部教授
　西洋史特講Ⅱ

大清水　　　裕 滋賀大学教育学部准教授
　西洋史特講Ⅰ

大　坪　亮　介 神戸松蔭女子学院大学文学部非常勤講師
　文学部基礎演習d  国語国文学特講Ⅱ

岡　本　真　彦 大阪府立大学教授
　発達・学習論c

奥　西　佐智子 ㈱JTB西日本英語ガイド・海外添乗員
　日本文化発信のための英語

小　倉　博　之 大阪市立大学非常勤講師
　自然地理学概論

小野沢　あかね 立教大学文学部教授
　日本史特講Ⅱ

小　原　淳　一 大阪市立大学非常勤講師
　特別活動論a,c

垣　内　智　之 近畿大学非常勤講師
　中国古典語Ⅰ・Ⅱ

嘉　数　次　人 大阪市立科学館事業担当課長代理
　博物館展示論

粕　谷　雄　一 金沢大学国際関係学類教授
　エチュード・フランコフォーヌ
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株　柳　真　司 朝日放送株式会社内部監査室長
　広報情報論Ⅱ

川　端　清　司 大阪市立自然史博物館学芸課長
　博物館展示論

菊　地　　　暁 京都大学人文科学研究所助教
　民俗学

木　原　俊　行 大阪教育大学大学院教授
　教育課程論b

木　村　雅　則 大和大学教育学部准教授
　国語科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ

齊　藤　紀　子 大阪市内・大阪府内公立中学校スクールカウンセラー
　教育相談論a ・b

崎　濱　秀　行 阪南大学准教授
　人間行動学データ解析法Ⅰb

佐　藤　義　尚 大阪市立大学非常勤講師
ラテン語Ⅰ・Ⅱ

佐　藤　廉　也 大阪大学大学院文学研究科教授
　地理学特講Ⅱ

佐　野　正　彦 大阪電気通信大学教授
　教育制度論b ・c

澤　井　浩　一 大阪市博物館協会事業企画課課長代理
　博物館経営論

塩　　　卓　悟 大阪市立大学都市文化センター研究員
　東洋史演習Ⅰ 東洋史講読Ⅲ

Jeff rey Lynn Sievert 大阪市立大学非常勤講師
　英語コミュニケーションⅡ

鈴　木　文　子 大阪市立大学非常勤講師
　人間行動学データ解析法Ⅲ

田　浦　秀　幸 立命館大学文学部教授
　言語比較特講

高　井　健　司 大阪市経済戦略局経営形態担当課長
　博物館経営論

髙　谷　哲　也 鹿児島大学准教授
　教育学特講Ⅱ
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竹　本　　　晃 大阪大谷大学文学部講師
　日本史通論Ⅰ

田　中　宏　明 大阪市立大学非常勤講師
　心理学実験演習Ⅰ・Ⅱ

谷　口　謙　次 大阪市立大学大学院特別研究員
　世界史講読

辻　　　早代加 大阪市立大学非常勤講師
　文学部基礎演習a

辻　　　高　広 桃山学院大学准教授
　東洋史通論

辻　野　けんま 上越教育大学大学院准教授
　教育制度論a　教育行政学
　教育学演習Ⅱ 教育学概論Ⅱ

津　田　　　徹 神戸芸術工科大学准教授
　教育基礎論a ・b

手　取　義　宏 大阪教育大学教授
　社会科・地理歴史科教育法Ⅰ

寺　嶋　浩　介 大阪教育大学大学院准教授
　教育方法論c

土　居　伸　彰 株式会社ニューディアー代表取締役
　表象文化論特論

中　　　善　則 花園大学教授
　社会科・地理歴史科教育法Ⅱ

中　島　那奈子 尚美学園大学兼任講師
　表現文化論

永　田　拓　治 阪南大学准教授
　東洋史特講Ⅰ

長　縄　宣　博 北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター准教授
　東洋史特講Ⅱ

成　田　健　一 関西学院大学文学部教授
　心理学特講Ⅱ

南　條　佳　代 佛教大学非常勤講師
　書道Ａ

西　岡　有　香 大阪医科大学非常勤講師
　言語教育特講
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西　田　亜希子 大阪市立大学非常勤講師
　生徒・進路指導と人権a ・b

西　本　有　逸 京都教育大学教育学部教授
　外国語科教育法　（英語）Ⅱ

早　瀬　　　篤 京都大学非常勤講師
　哲学史通論Ⅰ

廣　瀬　真　琴 鹿児島大学准教授
　教育課程論c

深　見　俊　崇 島根大学准教授
　教育メディア論

藤　代　裕　之 法政大学社会学部准教授
　社会学特講Ⅰ

藤　田　治　彦 大阪大学文学研究科教授
　美術史通論

藤　原　　　翔 東京大学社会科学研究所准教授
　社会学特講II

古　見　文　一 日本学術振興会特別研究員
　発達・学習論a ・b

堀　川　　　宏 京都大学非常勤講師
　西洋古典学

前　田　洋　子 大阪市立大学非常勤講師
　博物館資料論

松　田　いりあ 大阪市立大学非常勤講師
　国際ジャーナリズム論Ⅰ・Ⅱ

豆　谷　浩　之 大阪歴史博物館学芸課長代理兼学芸第2係長
　博物館資料保存論

丸　田　　　健 奈良大学准教授
　道徳指導論a ・b

水　谷　　　隆 大阪女子短期大学幼児教育科准教授
　国語国文学特論　国語国文学特論演習

宮　橋　小百合 和歌山大学准教授
　教育方法論ｂ

森　岡　伸　枝 大阪芸術大学短期大学部講師
　教育基礎論c
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薬師寺　浩　之 奈良県立大学地域創造学部講師
　地理学概論Ⅱ

安　田　真　穂 関西外国語大学英語国際学部准教授
　中国語中国文学特講Ⅰ

矢　田　尚　也 大阪市立大学UCRC研究員
　社会心理学特論

山　根　　　聡 大阪大学大学院言語文化研究科教授
　世界史演習

湯　浅　恭　正 中部大学教授
　教育学特講Ⅰ

湯　谷　茂　樹 毎日新聞大阪本社編集局編集委員
　マス・コミュニケーション論Ⅰ

吉　田　　　健 常磐会学園大学国際こども教育学部教授
　博物館情報･メディア論

吉　村　智　博 大阪人権博物館学芸員
　地図学

LAI Wai Ling 名古屋大学准教授
　国際都市文化論Ⅰ

Raymond G.Langley 大分大学准教授
　国際都市文化論Ⅰ

脇　坂　真　弥 大谷大学文学部准教授
　哲学特講Ⅱ

渡　邊　克　昭 大阪大学大学院言語文化研究科教授
　英米文化特講

渡　辺　拓　也 大阪市立大学都市文化研究センター研究員
　文学部基礎演習c

渡　部　義　弥 大阪市立科学館企画広報担当課長
　博物館経営論

（上方文化講座）
竹本　津駒大夫 国立文楽劇場技芸員（太夫）

鶴　澤　清　介 国立文楽劇場技芸員（三味線）

桐　竹　勘十郎 国立文楽劇場技芸員（人形遣い）
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